
トラックを起因物とする交通事故（道路）の死亡災害発生事例（1999-2021年）

発生

年

発

生

月

時

間
死傷災害発生事例

小業種

コード

労働

者規

模

2021 1

14

～

16

トラックによる製品配送に従事する被災者が、傾斜が８度ある工場のシャッ

ター入口付近に積載荷重３ｔの平ボディトラックを停め、製品積込を行って

いた。無人のトラックが前方に動き出し、町道に出て塀に突き当たって止

まった（逸走距離４．６ｍ）が、その右前輪に巻き込まれていたもの。被災

の瞬間の目撃者はいないが、動き出したトラックを前方から抑えようと試み

て失敗したと推測される。

80109 1～9

2021 1

4

～

6

市道交差点で被災者が運転する大型トレーラーが対向車線側の歩行者用信号

柱に激突・横転したもの。被災者は胸等を強く打ち、搬送先の病院で死亡し

た。（単独事故）

40301 1～9

2021 1

4

～

6

年度契約工事である高速道路の保全管理工事において、当該工事に係る作業

日２１０日目に２次下請所属の被災者はＩＴＶカメラ及び可変式速度規制標

識補修工事作業をインター入路合流部付近で行っていたところ、規制内に侵

入した一般通行車両である２ｔトラックに追突され死亡した。

30301 1～9

2021 1

6

～

8

被災者は，自宅から直接会社の資材置場に行き，当日廃棄物の運搬に使用す

る２ｔダンプ車と，自身が乗ってきた車を入れ替えようとしていた。ダンプ

車を資材置場出入口前の市道（約７．９度の下り坂）に停車し，原動機を掛

けたままダンプ車から降りたところ，ダンプ車が動き出し，被災者はそれを

止めようとしたが，ダンプ車の左側前輪に牽かれた。

30209 1～9

2021 1

18

～

20

４ｔトラックに乗車し、国道を走行していたところ、何らかの理由により、

急ハンドルを切って、対向車線を超え、電柱に衝突したもの。相手はなく、

単独の事故である。

40301
10～

29

8 被災者は、工事現場の駐車場から道路の反対側にある現場事務所に向かうた
30～



2021 1 ～

10

め、国道を横断中、軽トラックにはねられ死亡した。（被災者は、事務所に

出勤後、車で現場に移動。）

170201
49

2021 2

0

～

2

被災者がタンクローリーを運転し、国道を走行していたところ、トンネルを

通過した直後に対向車線を走行していたトラックと正面から衝突して被災し

た。

40301
10～

29

2021 2

4

～

6

早朝、宅配便のセンターAからセンターBへ向かうため国道をトレーラーで

走行中、国道と側道の間にある分離帯に衝突したもの。救急搬送され、当時

は意識があったものの、数日後に症状が悪化し、外傷性大動脈解離により死

亡した。

40301
10～

29

2021 2

2

～

4

コンクリート２次製品の荷物を運搬中、単独事故により反対車線側のブロッ

ク塀に激突した。
40302 1～9

2021 2

4

～

6

新聞配達業務を終え、原動機付自転車で国道に出ようとしたところ、国道を

走行していた普通貨物自動車と衝突し、死亡した。
80205

10～

29

2021 3

14

～

16

被災者は、軽トラックに単独乗車して、第二工場から第一工場へ戻る途中、

本線道路から逸脱して用水路に転落し、搬送先の病院で死亡した。
40301

100

～

299

2021 3

14

～

16

県道沿いの斜面補強工事のため一般車両の通行止めを行っていた道路におい

て、通行止めの解除を行った後、被災者は交通誘導を行っていた。最初にラ

イトバンが通過した後、後続にミキサー車が被災者の近くを通過しようとし

た際、被災者が後ろ向きのままバランスを崩して約７．７メートル下の河川

敷に墜落したもの。

170201 1～9

2021 3

20

～

22

高速自動車道をトラックで走行中、車両を追越車線から走行車線に戻した

際、左方に寄せすぎ壁側に衝突し、のり面に乗り上げ横転した。横転後シー

トベルトに首が引っ掛かり窒息し死亡した。

40301
30～

49

被災者２名が２ｔトラックに乗り、納品先へ向かうため、高速自動車道イン



2021 3

6

～

8

ターチェンジ付近を走行していた。前方のトラックを追い越し車線から追い

越し、左車線へと戻る際にハイドロプレーニング現象が起こり、ハンドル操

作が利かず左外壁へ衝突し、助手席に乗っていた被災者が死亡した。なお、

事故発生時、強い雨が降っていた。

80101
10～

29

2021 3

20

～

22

被災者は、１４ｔの荷（１箱１０ｋｇ×１４００箱）を最大積載量１８．６

ｔのトラックに積み込み、走行していた。同日午後に県道を走行している際

に、緩やかなカーブでトラックは横転し、そのまま路外に逸脱し、トラック

を運転していた被災者が死亡した。

40301 1～9

2021 3

6

～

8

消費者向けにＬＰガスを供給するため、高速自動車道を西へ走行中、急ハン

ドルを切ったことにより、車両がバランスを崩し、ガードレール、防音壁に

接触、車体左面を下に横転したもの。

40301
10～

29

2021 4

12

～

14

被災者が運転する４ｔコンテナ車が産業廃棄物を収集するため客先に向かっ

ている途中、信号待ちで停車していた車列（６台）に追突した。被災者は意

識不明で救急搬送され病院で死亡が確認された。 現場は一方通行の１車線。

150102
10～

29

2021 4

20

～

22

トラック（中型車）で工場まで荷物を運搬する途中、県道の下りで左カーブ

を曲がり切れずに反対車線のガードレールを突き破り、約５ｍの林にトラッ

クが転落し、トラックを運転していた被災者が脳挫傷で死亡したもの。

40301
50～

99

2021 4

20

～

22

被災者は、８ｔトラックを自ら運転して、国道を北進していたところ、緩や

かな左カーブに差し掛かった際に対向車線に大きくはみ出し、合流路の手前

約５０ｍ付近で対向車線を走行してきた２４ｔトラックと正面衝突し、出血

性ショックにより死亡した。 対向車の運転手（就労中）は、左手首を骨折す

る負傷を負ったもの。

40301
30～

49

2021 4

2

～

4

被災者が大型トラックを運転して走行中、前を走行していた大型トラックと

その前方のレッカー車が衝突し、そこに最後方を走行していた被災者の大型

トラックが追突したもの。

40301
10～

29

2021 4

22

～

国道において、被災者が３トントラックを運転し南進、相手方はトレーラー

を運転し北進していた。交差点において被災者が右折したところ、直進して

きた相手方のトレーラーと衝突した。衝突後、被災者が乗っていた３トント 40301
50～



24 ラックは中央分離帯を越えてスポーツジム駐車場に面した路面まで飛ばさ

れ、トレーラーは交差点の北西に面したガソリンスタンドに突っ込んだ。

99

2021 5

8

～

10

製品（溶接機の部品）を取引先事業場に配送するため、工場から２ｔトラッ

クを運転して取引先事業場に向かっていたところ、何らかの理由で国道左側

に駐車して車外に出ようとした際に、２台前方に駐車していた乗用車ＡがＵ

ターンを開始して反対側車線に出たところへ、反対側車線を走行してきた乗

用車Ｂと衝突して、その反動で走行してきた乗用車Ｂと２ｔトラックの間に

挟まれたもの。

11203 1～9

2021 5

8

～

10

国道で、直進中のトラックがダンプカーに追突し、トラックを運転していた

労働者が死亡した。
40301

10～

29

2021 5

16

～

18

被災者が運転するトラックが昼過ぎごろ出発し、高速自動車道を走行中、夕

方に事故現場で工事渋滞のため追い越し車線で停車中のトラックに気付くの

が遅れ、左にハンドルを切ったが左後部に追突し、更に前方のトラックに玉

突き衝突した。被災者の運転するトラックは走行車線側に飛び出しコント

ロールを失い、中央分離帯に激突して大破した。

40301
30～

49

2021 5

12

～

14

工事現場間の移動のため軽貨物自動車で国道を運転中、トンネル内で対向車

がガードレールに衝突し、その反動でトラック荷台部分がセンターラインを

越え、被災者が運転する軽貨物自動車の運転席に衝突し、被災したもの。 な

お、対向車の運転手も足を骨折する重傷を負った。

30301 1～9

2021 5

12

～

14

事業場に荷物を運送した後、帰社する為に４ｔトラックを運転して高速自動

車道を走行していたところ、なんらかの原因で乗用車と衝突事故を発生させ

たことから、左側の路側帯に停車して被災者が車外で警察の到着を待ってい

たところ、後方から走行してきた大型トラックが突っ込んできたことによ

り、大型トラックに挟まれたもの。

40301
10～

29

2021 5

4

～

被災者は３ｔトラックを運転し、コンビニエンスストアへ商品を配達後、別

のコンビニエンスストアへ向かうため、県道を走行中、対向車線の乗用車と 40301
30～

49



6 正面衝突した。

2021 5

2

～

4

国道において、被災者がトレーラーを運転し南進、相手方はトラックを運転

し北進していた。相手方のトラックが中央線を越え、両者正面衝突となった

もの。

40301
10～

29

2021 5

2

～

4

国道のランプ付近（上り線 出口分岐から南方向に約３００メートル地点）に

て、下り車線を北上していた被災者が運転する４ｔトラックが対向車線に侵

入し、上り車線を南下していた他社の労働者が運転する２０ｔトレーラーと

正面衝突したもの。

40301 1～9

2021 6

20

～

22

高速道路の追越車線を４ｔトラックで運転していたところ、前方走行車線を

走っていた大型トラックが前方の車線規制に従い、急な追越車線への車線変

更をしたために避けることが出来ずに衝突したもの。

11209
50～

99

2021 6

12

～

14

ずい道掘削工事現場の汚泥を積み込んだダンプトラックが，現場から出発

し，国道に出るため交差点を左折したところ，交差点でダンプトラックを誘

導していた被災者に接触したもの。

170201

300

～

499

2021 6

10

～

12

被災者は、堆肥で使用する木くずを運送するため、トラックを運転していた

ところ、県道で、急カーブを曲がり切れず、ガードレールを突き破って、２

０メートル下の国道に転落し、死亡したもの。

150102 1～9

2021 7

4

～

6

被災者が運転する８トントラックが片側１車線の道路を走行中、左カーブを

曲がり切れず、対向してきた２０トントラックと衝突した。衝突はお互いの

トラックの右前方部分で、被災者のトラックは衝突した衝撃で道沿いの崖下

に転落し、被災者が川に流されたもの。 なお、対向車の２０トントラック運

転手は、被災者と同じ会社の者である。

40301

100

～

299

2021 7

10

～

12

国道で、走行中のトラックがセンターラインを越えて反対車線の道路脇にあ

る民家に衝突し、トラックを運転していた労働者が体を強く打って死亡し

た。また、近くを歩いていた通行人に荷があたって軽いけがをした。

80109 1～9

6

被災者６名は、社用車（ワンボックス車）で事業場を出発し、建設工事現場

に向かうため高速自動車道の追い越し車線を走行中、中央分離帯に接触しそ
10～



2021 7 ～

8

うになったため左にハンドルを切った際に横転し、走行車線を走行中の大型

トラックに追突された。運転手、他１名の計２名が死亡、同乗者４名が重

症。

30201
29

2021 7

6

～

8

被災者６名は、社用車（ワンボックス車）で事業場を出発し、建設工事現場

に向かうため高速自動車道の追い越し車線を走行中、中央分離帯に接触しそ

うになったため左にハンドルを切った際に横転し、走行車線を走行中の大型

トラックに追突された。運転手、他１名の計２名が死亡、同乗者４名が重

症。

30201
10～

29

2021 7

4

～

6

業務のため前日に借り出したレンタカーのトラック（平ボデー）で居所から

事業場の事務所に向かっている高速道路上で単独事故を起こして路上に投げ

出されていたところ、後続の他車（トラック）に頭部及び胴体をひかれたも

の。

30203
10～

29

2021 7

14

～

16

交差点の横断歩道を自転車で横断中に、左折するトラックに巻き込まれたも

の。
130201

30～

49

2021 7

6

～

8

被災者がバスを運転して道路を走行中、前方から走行してきた大型トレー

ラーがセンターラインを超えてきたため、正面衝突した。その後、収容先の

病院で死亡した。

40202 1～9

2021 7

22

～

24

被災者が運転するトレーラーが県道を北上していたところ、右カーブを曲が

る途中、進行方向の左側のガードレールに接触した。その後、トレーラー車

体は左に傾けたまま橋の欄干に衝突し、欄干を倒して川に転落した。被災者

は、転落したトレーラー内で心肺停止状態で発見され、病院に搬送された

が、死亡が確認された。

40301
10～

29

2021 8

10

～

12

赤信号で停車していた大型トラックに被災者運転のトラックが追突し、被災

者は胸を強く打ち間もなく死亡したもの。 現場は国道の路上で、片側２車線

の直線道路。追突の弾みでさらに前の一般車両２台も絡む玉突き事故とな

り、被災者以外に一般車両の３名が軽傷を負った。

40301 1～9

被災者は大型のダンプトラック（最大積載量８トン）を運転して砂利の運搬



2021 8

10

～

12

を行うため、県道（片側１車線）を走行していたところ、左側のガードレー

ルに衝突し、約２メートルの道路脇に転落した。その後、病院に搬送された

が死亡が確認された。

40301 1～9

2021 8

18

～

20

被災者はトラックを運転し、高速道路を荷積先へ向かっていた。途中、高速

自動車道で、走行車線から追越車線へ車線変更を行ったところ、タイヤがス

リップして中央分離帯へ衝突した。衝突のはずみでトラックは横転し、横転

の勢いで被災者が車外に投げ出されたところに、横転したトラックが滑りな

がら被災者に接触して停車した。被災者は救急病院へ搬送されるも死亡し

た。

40301
10～

29

2021 8

0

～

2

土砂崩れに係る復旧工事において、道路の通行止め場所の警備業務に１人で

従事していたところ、走行していたトラックにはねられたもの。後日、多臓

器不全により死亡。

170201

100

～

299

2021 8

2

～

4

被災者は運送業のトラックドライバー。雑貨を積んだ最大積載量１３ｔト

ラックで配送先に向かって高速道路を走行中、停車中の先行トラックに追突

した。先行２台を含む計３台の玉突事故。追突の衝撃で被災者のトラックの

運転席は大きく損傷し、救出され搬送されるも胸部を強く打ち死亡した。直

接追突されたトラックの運転手も足を負傷し休業した。小雨で路面は濡れて

いた。被災者のトラックのブレーキ痕あり。

40301 1～9

2021 9

10

～

12

醤油９ｔを積載したタンクローリー車で配送先に向かっていた被災者は、高

速自動車道で側壁に衝突し、その際、被災者は頭部等を強く打ち約１時間４

５分後に死亡が確認された。同乗者はいない。事故の際、運転席及び車体下

部は高架上（道路）にとどまり、タンク部分は高架上から下方の県道と市道

の交差点近くに落下した。落下による人的被害はなし。

40301 1～9

2021 9

14

～

16

高速道路上の多重衝突事故で、衝突されたトラックの運転手が死亡したも

の。製品配送の帰社途中の事故。
11209

50～

99

被災者は現場作業終了後、傾斜約１２度の坂道に停車させていた軽トラック



2021 9

14

～

16

に１人で乗車した後、同軽トラックは、徐々に速度を上げながら、減速する

ことなく坂道を約７５ｍ下り、道路を横断して直進し、バス転回所へ進入

後、約１６ｍ先の鉄柱に正面から激突したもの。 被災者は上半身を強打し、

心破裂により死亡した。

30309 1～9

2021 9

12

～

14

被災者は材料購入のため片側１車線の車道上に軽四輪自動車（以下「軽ト

ラック」という。）を南側に向けて駐車し、軽トラック荷台西側に立ってい

たところ、北側から直進してきた４ｔトラックの運転手が前方不注意により

被災者の発見が遅れ、軽トラック後方に激突し、被災者がはねられたもの。

30203
10～

29

2021 10

14

～

16

高速道路上の路肩で被災労働者が道路のスノーポールを設置する作業をして

いたところ、路肩にはみ出して走行してきたトラックに撥ねられたもの。
30106

100

～

299

2021 10

2

～

4

駅構内での作業を終了し、終了点呼を終えて、社員寮へ社有車のトラック

（２ｔダンプ）で被災者２名が帰っていた。国道を東進していたが、交差点

付近にあるガソリンスタンドの屋根支柱に衝突し、２名とも死亡した。

30104
10～

29

2021 10

2

～

4

駅構内での作業を終了し、終了点呼を終えて、社員寮へ社有車のトラック

（２ｔダンプ）で被災者２名が帰っていた。国道を東進していたが、交差点

付近にあるガソリンスタンドの屋根支柱に衝突し、２名とも死亡した。

30104
10～

29

2021 10

4

～

6

国道を走行していた被災者の運転する５トントラックが、カーブで横転、

ガードレールに激突し死亡した。
40301

10～

29

2021 10

4

～

6

被災者は、車線規制をして高速道路を補修する工事の警備業務および車線規

制等の標識を撤去する作業を担当していた。災害発生時、走行車線を規制せ

ずに、工事用車両３台を路側帯に停車させて標識撤去作業を行っていた。被

災者は走行車線にはみ出して立った状態で、３台のうち中央に停車させた工

事用車両の荷台に標識を固縛する作業を行っていたところ、後方から走行車

線を走行してきた１２ｔトラックに激突されて死亡した。

170201

100

～

299

傾斜８度の坂道で、セーフティローダーダンプ（荷台が後ろにスライドし後

端が接地する車載・土砂兼用ダンプ）にドラグショベルを自走積み直後、無



2021 10

12

～

14

人で逸走（下り坂を前進）し、約３７ｍ先のフェンスを突き破り、道路下に

１．２ｍ落ち横転した。逸走車の荷台を車外で操作していた被災者は、停止

のため追いかけ、逸走車とフェンスとの間にはさまれた。ドラグショベル運

転者（一人親方）は逸走開始時に飛び降り休業１か月の足骨折。

30106
10～

29

2021 10

16

～

18

被災者を含めた警備員２名により、国道に隣接する敷地に出入りする大型ダ

ンプの交通誘導業務を行っていた。大型ダンプを国道から同敷地に進入させ

るため、被災者が国道を走行してきた軽トラックに停止を求めたが、停止し

なかったため、被災者が同軽トラックにはねられたもの。

170201
50～

99

2021 10

2

～

4

２トン車でスーパーのルート配送を行っていた被災者が信号待ちをしていた

トレーラーに追突し死亡したもの。
40301

10～

29

2021 11

0

～

2

被災者は、会社所有の２トントラックで、国道を走行しているとき、対向車

の１トンワンボックスと正面衝突した。 正面衝突後、当該トラックは、路肩

の休耕田（４メートル位下）に転落した。当該災害により、被災者は、頭部

損傷を負い死亡した。

40301 1～9

2021 11

8

～

10

交差点手前にて，被災者の運転する２トントラックが信号待ちをする車列に

衝突し，多発外傷により被災者が死亡したもの。 ドライブレコーダーの記録

によれば，衝突時，被災者の運転するトラックは時速５０ｋｍに達してお

り，ブレーキが踏まれた記録はなかった。

40301
10～

29

2021 11

0

～

2

被災者はトラックを運転し、国道を走行中、対向車線からはみ出してきたト

ラックと正面から激突したもの。
40301

100

～

299

2021 11

0

～

2

事業場から配送先に向かう途中、国道にて、被災者が前方の車両を追い越そ

うと対向車線にはみ出したところ、対向車線を走っていたトラックと正面か

ら激突したもの。

40301

100

～

299

22

被災者は、配送先にトラックで荷を運んでいた。本件災害の約３０分前に別

のトラックと接触事故を起こし、路肩にトラックを止め、相手方ドライバー
10～



2021 11 ～

24

と車外で話をしていたところ、後ろから走行してきた、また別のトラックが

停車していたトラックに追突し、被災者はトラックとガードロープに体を挟

まれたもの。

40301
29

2021 12

12

～

14

自動車専用道路パーキング入口付近において、路面工事のための車線規制を

し、規制区域内にて設置した規制材の点検作業をしていたところ、規制区域

内に進入してきた一般トラック（２０ｔ超）に轢かれた。

170201

100

～

299

2021 12

22

～

24

被災者は道路補修工事の現場の施工写真を道路上で撮影中に、後方から貨物

自動車にはねられたもの。
30106

10～

29

2021 12

10

～

12

災害発生前日２１時台に出社し、点呼後に大型貨物自動車に荷物を積み込ん

で車道を走行中、トンネルを出て８０ｍ先の本線上に停車していた大型ト

レーラーに追突したもの。

40301
30～

49

2021 12

10

～

12

Ａ重油約１８００リットルを配送するため、下り勾配約５度の直線道路を走

行中、走行車線左側の縁石を超え道路脇の立木に激突した。
80109

10～

29

2020 1

10

～

12

被災者は、工事現場の土砂を運搬するため、ダンプトラックを運転し場外の

土砂置場に荷降ろした後、空荷で当該工事現場へ走行中、交差点の手前で右

車線を走行していたダンプトラックと接触し、その後、赤信号で停車してい

たダンプトラック（同僚）に追突したもの。なお、２台のダンプトラックの

運転手にけがななく、現場は、片側２車線の直線道路で、事故当時の天候は

晴れ、路面は乾燥していた。

30107
10～

29

2020 1

6

～

8

作業現場へ向かうため、代表者が運転する軽トラックに２名乗車で走行中、

凍結箇所でスリップし路肩に停車したところ、後続の２台目車両が追突し、

後続車両は中央線を越え、道をふさいで停車した。このため、被災者が２台

目の車両の前へ行き、後続車に手を振り注意喚起していたが、３台目の後続

車も手前でスリップし、被災者側に向かって滑ってきたため、３台目の車両

と土留め壁に挟まれ死亡した。

30201 1～9

22 被災者は高速自動車道路上をトレーラーを運転し北に向かって走行中、セン



2020 2 ～

24

ターラインをはみ出したことにより、反対車線を走行していたトラックと正

面衝突した。

40301
10～

29

2020 2

6

～

8

地下通信ケーブルの夜間工事を終え、作業車で事務所へ帰社するため走行

中、トンネルの手前で運転者がハンドル操作を誤り、トンネルの入口外壁に

車の左側が衝突したことで車両前方左側が大破、助手席にいた被災者が死亡

した。

30301
50～

99

2020 2

4

～

6

県道路肩にトラックを停車させて運転席から降り、トラックの前方で立って

いたところに後ろからタンクローリーがトラックに追突。 トラックが前方に

押し出されたことから被災者はトラックタイヤの下敷きとなったもの。

40301 1～9

2020 2

6

～

8

準中型トラックを回送する業務を行っていた被災者が、高速道路下り線を走

行中、非常駐車帯に停車していた小型トラックに追突し、その衝撃でハンド

ル等に身体をはさまれ、多発性外傷により死亡。準中型トラックの助手席に

いた同乗者が胸骨骨折、小型トラックの車外にいた別事業場の運転手も右腕

打撲。

170209
10～

29

2020 2

8

～

10

鮮魚の販売等の業務に従事する被災者が、業務終了後、保冷車を運転し、本

社に戻る途中、保冷車とともに岸壁から海へ転落したもの。
80209 1～9

2020 3

6

～

8

被災者は、市道において、トラック（最大積載量約１０ｔ）を運転していた

ところ、路肩に停車していた乗用車の右側面に接触した後に市道の左側に流

れ、電柱に衝突し、死亡した。

40301 1～9

2020 3

6

～

8

被災者はドライバー助手として４ｔトラックに乗車していた。荷主へ荷物を

運搬中に追い越し車線から走行車線へ車線変更する際に、走行車線後方を走

る大型トラックに自社の４ｔトラック後方部が接触後、４ｔトラックはガー

ドレールを乗り越え横転した。傭車依頼を行っているため、４ｔトラックと

ドライバーは別事業場の所属である。ドライバーは軽傷であった。

50101
30～

49

2020 3

12

～

工事現場での作業が午前中で終了したため、小型トラックに２人が乗車し、

工事現場から会社に戻る途中、国道を走行中にゆるい左カーブで道路右側に
30199 1～9



14
はみ出し、橋の欄干に激突して道路脇の沢にトラックごと転落した。助手席

に乗っていた労働者が死亡し、運転者が軽傷を負った。

2020 3

14

～

16

粗大ごみの収集を行ったあと町内にあるリサイクルセンターに向かうため、

町所有のトラックで走行中、直線道路で運転を誤り、道路左側の建物に衝突

して３名全員が被災した。

150103
10～

29

2020 3

12

～

14

被災者が運転するトラックが渋滞で停止していた別のトラック後方に衝突

し、被災者が死亡したもの。
40301

10～

29

2020 3

16

～

18

被災者は，警備員として勤務しており，現場を自転車で巡回中，信号のない

Ｔ字路を横断したところ，左の脇から出てきたトレーラーに引かれ死亡した

もの。

150101
50～

99

2020 4

18

～

20

トラックを運転して荷物を運搬中、下り右カーブを曲がり切れず、コンク

リート壁に衝突し、車外に投げ出されて死亡した。
60101 1～9

2020 4

14

～

16

４名でトラック２台に分乗して現場から移動中、トラックの荷台のほろが外

れかけたため、道路下り線の路肩に停車して、ほろの取り付け作業をしてい

たところ、大型トレーラーが追突したもの。

150102
10～

29

2020 4

14

～

16

４名でトラック２台に分乗して現場から移動中、トラックの荷台のほろが外

れかけたため道路下り線の路肩に停車して、ほろの取り付け作業をしていた

ところ、大型トレーラーが追突したもの。

150102
10～

29

2020 4

0

～

2

被災者は、大型の冷凍車を運転し、国道を走行中のところ、交差点において

信号待ちをしていた大型貨物自動車に追突し、そのまま道路左側の跨線橋

フェンスや橋脚に激突した。

40301 1～9

2020 4

22

～

24

被災者が販促物及び書類を配達先に届けるためワンボックスカーを運転し、

自動車道下り車線を走行中、反対車線を走行していた４ｔトラックが中央分

離帯を突き破り、横転し、被災者の車両に衝突した。その後、被災者の車両

に後続の大型トラックが衝突した。二つの衝突のいずれか又は両方により、

40301
10～

29



負傷、死亡に至ったもの。

2020 5

10

～

12

被災者は、土砂を積んだダンプトラックを運転して、本工事の現場から五泉

市論瀬のストックヤードへ向けて走行中、運転操作を誤り、反対車線の法面

（勾配約３０度）から約３ｍ下の道路に転落した。

30107
10～

29

2020 5

12

～

14

事業場から浴室改修工事に軽トラックで向かう途中、片側１車線の農道で、

大型トラックと正面衝突したもの。
30203 1～9

2020 6

16

～

18

建設現場における作業を終え、事業場に戻るため社有車（軽トラック）を運

転して走行中、左脇に設置してある防雪柵に衝突した。
30199

10～

29

2020 6

8

～

10

被災者（運転兼回収）一人で事業系一般ごみをパッカー車でルート回収中、

幼稚園を訪れた際、同園横の市道に停車させ下車したところ、無人の車両が

市道（傾斜３度前後の坂道）を後退し、轢かれて頸椎骨折による頚髄損傷で

死亡したもの。車両はその後も民家の壁にぶつかりながら後退し、民家の車

庫の壁にぶつかって停止（逸走開始から停止まで５４秒・約７５ｍ）した。

150103
10～

29

2020 6

2

～

4

被災者は中型トラックを運転して配送先で荷下ろし後、次の荷下ろし先に向

かうために国道を南下していたところ、左カーブでセンターラインを越え、

対向してきた大型トラックと衝突した。結果、被災者は死亡し、相手方ト

ラック運転手も足を負傷した。

40301 1～9

2020 6

14

～

16

今後工事の事前調査のため、社有車を直線道路の左端に駐車させ、車を降り

ていたところ、後方から走行してきたトラックに激突された。駐車時には、

ハザードランプを点灯させていた。

30301
30～

49

2020 6

2

～

4

国道の片側２車線の上り線で、交差点の赤信号停車中の車列に１０ｔトラッ

クが突っ込み、車列最後尾の被災者の３ｔボックス車、その前の２８ｔト

レーラー、その前の１０ｔトラックの計４台の玉突き事故となり、被災者車

両は運転席が大破した。被災者は全身打撲の多発外傷で当日、死亡が確認さ

れた。

50101

100

～

299



2020 6

4

～

6

交差点において被災者が運転する４ｔトラックが右折待ちの１０ｔトラック

に追突した。１０ｔトラックは弾みで前の乗用車に衝突し、３台が絡む玉突

き事故となった。 被災者は搬送先の病院で死亡した。１０ｔトラックの運転

者、乗用車の運転者は救急搬送はなく軽傷。被災者は配送先から営業所へ戻

る途上であった。

40301
10～

29

2020 6

10

～

12

国道沿いにある交通遮断機の点検及び保守業務を行う紀南管内道路構造物点

検業務工事において交通誘導業務を行っていたところ、走行してきた軽ト

ラックにはねられ、死亡したものである。

170201
50～

99

2020 6

8

～

10

港でコンテナ積みトラックに荷物を積んだ被災者が会社へ戻るため自動車専

用道路を走行中、中央分離帯を越えて反対車線（被災者側車線）にはみ出し

てきたトラックと正面衝突した。

40301
30～

49

2020 6

6

～

8

被災者は、片側１車線の自動車道トンネル内において大型トラックを運転し

ていたところ、対向車線を走行していた大型トレーラがスリップしてハンド

ル操作不能状態となり、センターラインを越えて被災者が運転する車線に

突っ込んで来たため、被災者が運転する大型トラックと衝突し、大型トラッ

クを運転していた被災者が死亡したもの。

40301
10～

29

2020 7

10

～

12

被災者がトラックを運転し、高速道路のトンネルを走行中、ハンドル操作を

誤りトンネル内の側壁にぶつかり、被災者が車外へ投げ出されて、トンネル

の壁に頭を打って死亡した。

40301
30～

49

2020 7

20

～

22

３ｔトラックを一人で運転して、高速道路下り線を走行中、片側２車線の追

い越し車線から走行車線に移ろうとした際に、走行車線の１０ｔトラックに

接触した。この反動で中央分離帯側壁に衝突し、車外に飛ばされ死亡した。

90103
30～

49

2020 7

12

～

14

高速道路（下り線）の植栽点検の作業中、植栽の異常を発見したことから路

肩に車を停めて降車し、車両の進行方向とは逆方向に向かって徒歩で移動し

ていたところ、加害者の運転するトラックが走行車線側の法面に乗り上げた

状態で被災者の方に向かってきたため、当該トラックに轢かれたもの。

60101
30～

49

2020 7

12

～

高速道路の出口付近において、被災者運転のタンクローリーがトラックに追

突した。なお、被災者は頭蓋骨骨折で死亡し、追突されたトラック運転手は 40302
50～



14 頭部に軽傷を負ったもの。
99

2020 7

2

～

4

大型トラックに、後方より牛乳輸送営業所の運転手が追突した。当該運転手

は全身を強く打ち死亡した。
40301

100

～

299

2020 7

10

～

12

被災者がトラックの助手席に乗っていたところ、当該トラックが別のトラッ

クに追突し、死亡したもの。
40301

10～

29

2020 7

14

～

16

災害復旧工事清掃作業のため、事業場から所在する店に、同僚が運転する社

用車の２ｔトラックの助手席に乗り向かっている途中、渋滞で停車していた

前方の自動車３台に追突した。運転手は軽傷であったが、被災者は外傷性窒

息のため死亡した。

150101 1～9

2020 7

0

～

2

特定貨物運送業務（ダンプで残土運送）に従事中，残土捨場敷地内（受付事

務所到着前）の４車線道路上でダンプを停め降車し，荷台の残土養生用シー

トを外し，同車後方２～３ｍで，当該シートを折り畳み丸めていたところ，

後方から来た別会社のダンプにひかれ，轢死した。

30309
10～

29

2020 8

14

～

16

片側交互通行規制された道路工事現場において、赤信号を無視して走行して

きた軽トラックが、路肩のガードレールに激突した反動で工事区域に弾き飛

ばされ、工事区域内に設置されたテント内で交通監視業務（仮設信号機の作

動、保安用資材等の点検確認作業）を行っていた被災者に激突した。なお、

現場には、ブレーキ痕は残されていない。

170201
10～

29

2020 8

12

～

14

被災者は同僚と２人でごみ収集作業を行っていた。被災者がごみ集積場でご

みを収集車に積み込み、徒歩で次の収集場所へ移動していたところ、左折し

たごみ収集車にひかれた。 被災者は、近道しようとして住宅駐車場のチェー

ンを跨いだ際に、足を引っかけて倒れ、ごみ収集車にひかれた。

150103

100

～

299

2020 8

16

～

現場は片側一車線の直線道路。事故当時、家畜運搬車（以下Ａ）は国道を下

り方向に走行していたところ、対向車線を走行していたトレーラー（以下

Ｂ）が迫っている中でＡの前方を走行していた乗用車を追い越したことで、
40302

10～



18
対向車線のＢが右にハンドルを切り下り車線にはみ出したところ、Ａも本来

の走行車線（下り車線）上に戻ったため衝突し、Ａの助手席にいた被災者が

出血性ショックのため死亡したもの。

29

2020 8

16

～

18

駐車場から土場の事業場事務所まで徒歩にて移動中、ガード下の横断歩道で

右折トラックに跳ねられ、死亡したもの。
30199

10～

29

2020 8

10

～

12

魚市場で大型トラック（ウイング車、積載量１０トン）に鮮魚１０トンを積

込み水産会社に向け自動車道を走行中、インターチェンジの出口の左カーブ

で右側ガードレールに衝突して横転した。被災者は運転席に挟まれ約１時間

３０分後に救出され、病院に搬送されたが、搬送先の病院で死亡が確認され

た。

40301
30～

49

2020 8

4

～

6

被災者は同僚１名と工事進捗管理業務を終え、事務所に戻るためトラックで

国道走行中（片側２車線の左カーブ）、対向車線を走行していた大型トレー

ラーと正面衝突したもの。トラックに乗車していた２名が全身を強く打ち死

亡。大型トレーラーの運転手１名が左手足を打撲した。

40101
50～

99

2020 8

4

～

6

被災者は同僚１名と工事進捗管理業務を終え、事務所に戻るためトラックで

国道を走行中（片側２車線の左カーブ）、対向車線を走行していた大型ト

レーラーと正面衝突したもの。トラックに乗車していた２名が全身を強く打

ち死亡。大型トレーラーの運転手１名が左手足を打撲した。

40101
50～

99

2020 9

14

～

16

被災者は配送先の在宅確認を終え、配送する荷物を取りにトラックに向かう

途中、走行してきた軽トラックにはねられ、約１時間後に死亡が確認された

もの。

40301
30～

49

2020 9

2

～

4

被災者が運転する３トントラックが直進し、交差点に進入したところ、対向

車線から右折してきた軽自動車と衝突した。被災者のトラックはその衝撃で

道路脇にある街路樹に衝突し全身打撲により死亡した。

40301
10～

29

2020 9

12

～

14

自動車道を進行中の大型トレーラーが、ガードレールを突き破り約５メート

ル下の斜面に転落し、運転席に乗車中の被災者が死亡したものである。（単

独事故、現場は下り勾配の右カーブ）

40303 1～9



2020 9

16

～

18

被災者は荷主に書類を届けた後、帰社するため自車の駐車場所に戻ろうと、

道路を徒歩で横断していた。その際、横断経路左側の路肩に停車していたト

ラクターヘッドが後進して被災者を轢過したため、外傷性ショックにより死

亡したもの。

40301
10～

29

2020 9

16

～

18

道路施設設置工事で使用していた４ｔダンプトラックをリース会社に返却す

るために県道を走行していたところ、何らかの原因でトラック左車輪が側溝

にはまり、側溝から抜けるために右方向へハンドルを切った先に勢い余って

反対車線のガードワイヤーを突き破り、崖から約３７メートル墜落したも

の。

30199 1～9

2020 9

16

～

18

県内で機器の搬入と設置を終え、帰社するため高速道路を走行中、トンネル

内の非常停止帯で車両が左側に寄り、そのままトンネル壁に激突したもの。
11209 1～9

2020 9

2

～

4

被災者は、バイオマス発電所に燃料となる木質チップを運ぶため、最大積載

量約３０ｔ（積載量約１６ｔ）の大型トレーラーを運転し、自動車道（下り

線）を走行中、９９．１キロポスト（ｋｐ）付近に差しかかったところで、

道路左側のガードレールに接触し、右側面（運転席側）を下にして横転し

た。被災者の右腕が車体の下敷きとなり、圧迫による外傷性窒息で３時間半

後に死亡した。

150103
10～

29

2020 9

14

～

16

運搬先事業場前の道路上にて駐車中の自車トラックの後方で荷物の積み込み

作業を行っていたところ，後方より別のトラックに追突され，自車，相手車

に挟まれ死亡した。

40301
10～

29

2020 10

12

～

14

最大積載量１６８００ｋｇのミルクタンクトレーラーに生乳を積載して輸送

中、横断道路の交差点に右折進入したところ、曲がりきれず、道路左側の防

護壁に衝突し、約１０ｍ下の県道にミルクタンクトレーラーとともに転落し

たもの。

50209
30～

49

2020 10

8

～

ゴミステーション内にある一般家庭ゴミを収集するため、塵芥車を傾斜があ

る道路上に止め同僚と収集作業を行っていたところ、塵芥車が後方に動き出 150102
10～

29



10 し被災者が車両の下敷きとなったもの。

2020 10

14

～

16

被災者は製品配達のためトラックを運転中、路肩に停車していた大型トラッ

クに衝突した。
10503

30～

49

2020 10

12

～

14

高速道路上で、加害者の運転するトラックが集中工事のための渋滞で停車し

ていた被災者の運転するトラックに衝突し、その勢いで被災者のトラックが

さらにその前方に停車していた大型トラックに追突したもの。

80109 1～9

2020 10

10

～

12

被災者は、肥料用タンクローリー（ポテトジュースと呼ばれる肥料となる澱

粉の搾り汁を積載）を運転し、近隣農家の畑に肥料をまく作業に従事してい

た。タンクローリーが踏切を横断しようとしていたところ、快速列車（一両

編成）と助手席側から衝突したもの。 被災者は搬送先の病院で３日後に死亡

した。 なお、列車の運転手に怪我はなく、その他、乗客１名が軽傷を負っ

た。

10109
50～

99

2020 10

6

～

8

自動車道の夜間集中工事にて、下り線の車線規制解除するために、ラバー

コーンをトラック荷台後方に付設した専用の搭乗設備に乗って回収していた

ところ、コーンを２つ回収したところで作業者が転落した。トラックは徐行

しながら後進していたため、右後部タイヤ部分で轢かれたため死亡したも

の。被災者はヘルメット着用していた。

170201
10～

29

2020 10

4

～

6

被災者が３ｔトラックにて建設資材（アスファルト合材２．９ｔ）を運搬し

ていた際、トラックが歩道に乗り上げ、道路標識に衝突した。
30110 1～9

2020 11

18

～

20

被災者が運転していた４トントラックが、別事業場の労働者が運転していた

１０トントラックに追突された。
40301

10～

29

2020 11

16

～

18

災害発生当日、被災者を含む３名の労働者は、工事現場の交通誘導業務に従

事していた。業務を終了後、事業場事務所に移動していたところ、被災者が

運転する軽トラックが法面に乗り上げて横転した。その後、軽トラックは電

柱に追突し、被災者は電柱と軽トラックに挟まれた。

170201
30～

49



2020 12

0

～

2

建設現場に資材を搬入するため、トラックに資材を積んで移動中に、高速道

路上で交通事故にあったもの。
30201

10～

29

2020 12

12

～

14

被災者は、道路工事現場で作業中、通行中の大型トラックに轢かれ死亡し

た。大型トラックは、道が狭いため後進で走行している最中、工事現場にさ

しかかったところで、大型トラックの後部で被災者を轢いたもの。

30199 1～9

2020 12

8

～

10

被災者は事業主、同僚とともに古紙の回収作業に従事していた。古紙を回収

後、事業主が訪問先とは反対側の車線に自社保有のトラックを移動させ、被

災者は同僚とともにトラックの後方付近で出発準備等を行っていたが、道路

を横断しようとして走行車線へ飛び出したところ、走行していたトラックに

轢かれたもの。

150109 1～9

2020 12

8

～

10

片側一車線の道路において、対向車線からはみ出してきた大型ダンプがト

ラックと正面衝突した後、トラックの後続車であったワンボックス車にも正

面衝突し、ワンボックス車はそのまま側溝（深さ約１ｍ）に転落したもの。

ワンボックス車を運転していた労働者は死亡した。

170209
10～

29

2020 12

10

～

12

被災者は、本社に出社し現任研修及び健康診断を受診した後。自転車で警備

現場に向かっていたところ、左折するダンプカー（１０ｔ）に出合い頭で自

転車ごと巻き込まれ、死亡したもの。

170209

100

～

299

2020 12

8

～

10

被災者は、ダンプトラックにて、建設現場で出た土砂を積んで走行中、道路

左側の空き家に衝突し死亡したもの。
40301 1～9

2020 12

0

～

2

被災者はトラックで走行中、トンネル内において、工事のため１車線規制に

よる渋滞中のところ、トンネル入口付近で最後尾の大型貨物自動車に追突し

たもの。

40301 1～9

2020 12

2

～

4

大型トレーラー同士が正面衝突し、片方のトレーラーを運転していた被災者

が腹部を強く打ち死亡したもの。
40301

10～

29



2020 12

6

～

8

被災者は、タンクローリーを運転し、緩やかなカーブを登坂していたとこ

ろ、対向車線を走行していた大型トレーラーの運転手が、凍結した路面にて

滑り急ハンドルを切ったことで、被災者が運転していた車両の正面に衝突し

たもの。

40301
50～

99

2020 12

10

～

12

被災者は、同僚が運転するトラックに乗車し、事業場へ向けて走行中、運転

者が操作を誤り道路脇の支柱に激突したため、助手席に乗車していた被災者

が死亡したもの。

30209 1～9

2019 1

14

～

16

被災者が現場乗入口境界際の溝上で当該溝上のグレーチングの養生をしてい

たとき、合材を積んで待機していた１０ｔダンプトラックが乗入口から歩道

に出ようとしたところ、当該ダンプトラック左前にいた被災者を轢いた。被

災者は緊急搬送されることなく即死であった。

30201
10～

29

2019 1

20

～

22

建設現場からダンプトラックを運転して会社事務所に帰社途中、片側３車線

の高速道路を走行中、前方車を追い越そうと車線変更し、追い抜いて第一走

行車線に戻った直後、側壁に接触し、その弾みで右側の中央分離帯に衝突、

助手席の同乗者がフロントガラスを破って車外に放り出され、全身を強く打

ち死亡、ダンプトラックの運転者も負傷した。

30199 1～9

2019 1

0

～

2

被災者は２トントラックを運転中、国道において、前方で信号待ちをしてい

たタンクローリー（ＬＰガスを積載）に追突し、運転席に挟まれた結果、救

助されたが意識不明の重体で、翌日の午前に死亡が確認された。

40301
50～

99

2019 1

0

～

2

片側１車線の道路を走行中、誤って対向車線にはみ出し、対向車と正面衝突

したもの。対向車の運転手も重傷を負った。
40301 1～9

2019 1

12

～

14

国道にて、工事現場に鉄板を搬送中であったトレーラーが横転し、運転手が

死亡したもの。
40301

10～

29

2019 1

4

～

6

４トントラックを運転して県道を走行中、反対車線にはみ出したため、対向

車の１０トントラックに正面衝突した。
40301

30～

49



2019 2

10

～

12

ダンプトラックで土砂を運搬中、道路左側の標識に衝突して横転。さらに横

転したまま２０メートル先の電柱に衝突して停車した。
40301 1～9

2019 2

6

～

8

公道を走行していたトラックが交差点付近の凍結した路面でスリップし、そ

のままコンビニエンスストアの駐車場に侵入し、駐車場でトラックにタイヤ

チェーンの装着作業を行っていた被災者に激突した。

40301
50～

99

2019 2

8

～

10

中型トラックを運転して国道を走行していたところ、国道を反対方面に向

かって走行中の大型トラックと正面衝突した。
40301 1～9

2019 2

14

～

16

テレビ番組収録の作業下見のため、県道交差点を自転車で走行中、左側から

走行してきたトラックに衝突されたもの。
110101

100

～

299

2019 2

14

～

16

新聞配達中、被災者運転のバイクが脇道から主道へ出たところ、走行中のト

ラックと衝突し、胸を強く打って死亡したもの。
80205

30～

49

2019 3

14

～

16

畑の造成現場で出た木くずや杉枝等の廃材を片道２０分程度離れた事業場資

材置き場に２ｔダンプトラックで向かった被災者が帰ってこないことから同

僚が確認しに向かったところ、同資材置き場から１００ｍ程度手前の農道か

ら私道へ入るカーブの路肩の斜面約１５ｍ下にダンプトラックが転落し被災

者が下敷きになっているのを確認した。被災者は現場に到着した医師により

死亡が確認されたもの。

30109 1～9

2019 3

4

～

6

交差点において被災者の運転するトラックが走行する乗用車の側面に衝突し

た。トラックはその弾みで電柱に衝突し横転、被災者は後頭部の脳挫傷によ

り死亡した。

40301 1～9

2019 4

14

～

16

被災者は２トントラックを運転し、木材を運んでいたところ、下り坂の緩い

左カーブを曲がり切れず、路外にはみだし横転し、全身を強く打って死亡し

た。

60201 1～9



2019 4

4

～

6

被災者は、牛を積み込むために家畜車（最大積載量１２．６ｔ）を運転し

て、国道を走行していたところ、交差点で信号待ちをしていたトレーラーに

追突したもの。

40301
10～

29

2019 4

14

～

16

停車中のバキュームカーの後方で作業をしていた労働者が、後方から来た中

型トラックに衝突され、バキュームカーとの間に挟まれ、病院に搬送された

が、約２時間後に死亡が確認されたもの。

150102
30～

49

2019 5

6

～

8

被災者は、会社から塩ビパイプを配送するため走行中に、トンネル南交差点

の前で赤信号待ちのため停車していたトラックに衝突し、意識不明で病院に

搬送された。後日搬送先の病院にて死亡した。

40301
10～

29

2019 5

0

～

2

被災者は同僚が運転するトラックの助手席に乗り、自動車道の上り車線の走

行車線を走行していたところ、何らかの原因により前方を走行中の大型ト

レーラーの後方に追突し、頭部などを強く打ち、同日外傷性ショックにより

死亡したもの。

80209 1～9

2019 5

14

～

16

顧客先に向かうためトラックを運転して片側１車線の国道を走行中、中央線

をはみ出し、対向車線を走行してきた大型トラックと正面衝突したもの。
10109 1～9

2019 5

14

～

16

片側１車線（制限速度６０ｋｍ）の道路上において、交通誘導員１人を配置

し、被災者は高所作業車を使い、道路脇の歩道から作業装置を車道に向け、

路側帯上の高さ５．７ｍにある敷設した光通信線を高さ約４．３ｍのバケッ

ト上で車道上の左端にまたがり架設作業を行っていたところ、車道内を直進

してきた空荷の海上コンテナを積載した大型トレーラー（車高約４ｍ）のコ

ンテナ隅と先端ブームが接触し投げ出され、脳挫傷で死亡した。

30301
10～

29

2019 5

14

～

16

新聞配達のためミニバイクで住宅街の見通しが悪く信号の無い交差点を通過

するときにトラックと出合い頭に衝突し、頭部を負傷した。病院へ搬送され

たが死亡した。

80205
10～

29

2019 5

10

～

12

資材調達のためにダンプトラック（最大積載量２トン）を運転していた被災

者がセンターラインをはみ出し、対向車線を走行中のトラッククレーンと正

面衝突したもの。

30106
50～

99



2019 6

12

～

14

被災者がトラックの荷台に土砂を載せて公道を走行中に路肩から転落した。 40301 1～9

2019 6

6

～

8

被災者は、事業場の現場事務所から事務所まで、朝礼に出席するため、高速

道路を利用していたところ、対向車に激突し、死亡したもの。
150109

10～

29

2019 6

0

～

2

自動車道上にて被災者の運転していたトラックが前方で横転していたトラッ

クに衝突したもの。
40301

30～

49

2019 6

12

～

14

４ｔトラックを運転し集荷のため走行中、道路補修工事現場に停められてい

た工事用車両に追突し、搬送先の病院で死亡した。また、トラックが追突し

て押し出された工事用車両により、工事現場の作業員２名が負傷した。

40301 1～9

2019 6

0

～

2

労働者１名がトラック（最大積載量１４トン）を運転し、荷を搬送中、自動

車道トンネル手前で、中央分離帯に接触し、反動でトンネル入口付近のコン

クリート壁に激突し、死亡したものである。なお、トラックは同乗者が１名

おり、負傷したが、労働者ではなかった。

40301
10～

29

2019 6

4

～

6

タンクローリーにて液糖を運搬中、高速道路側壁に激突・横転した。 40301
10～

29

2019 7

2

～

4

被災者が運転する大型トラックほか複数台の車両が衝突、接触する交通事故

が高速道路で発生したもの。上記事故現場で倒れていた被災者の死亡が確認

された。

40301
50～

99

2019 7

6

～

8

貨物自動車で市道を走行中、走行車線の左側縁石に接触し、右側に弾んで対

向車線の貨物自動車と正面衝突し、左側に弾んで走行車線の左側縁石に再び

接触し、右側に弾んで対向車線の貨物自動車（最初に衝突した貨物自動車の

後ろを走っていた）の右側に衝突し、運転者が死亡した。

40301
10～

29

6 市道の交差点付近において、被災者が港に帰るために東に向かってトレー
30～



2019 7 ～

8

ラーを運転していたところ、対向車線を走行していたトレーラーが側壁に接

触した拍子に対向車線にはみ出したため、トレーラー同士が正面衝突した。

40309
49

2019 7

10

～

12

ミニバイクで優先道路を走行中、信号機のない交差点において、一時停止を

無視した７トントラックと衝突し、頭部を強打したもの。
90101

10～

29

2019 7

20

～

22

トンネル内で社用車が故障して本線で停車した際、大型トラックに追突さ

れ、車の助手席に座っていた労働者が死亡した。被災者らは、日帰り出張し

た帰りで、社用車には２名が乗車。当初は被災者が運転していたが、停車後

に運転を交代するために助手席に移動していた。同乗者は追突時に車外へ出

ておりけがはなかった。

10102
10～

29

2019 7

2

～

4

夜間作業の道路舗装工事に使用する合材をダンプトラック（１０ｔ）で建設

工事現場まで３回ほど運搬し、運搬作業終了後、自社に帰るため、災害発生

現場の県道を走行中、進行方向左側の花壇に接触した後、右側の民家のブ

ロック塀に衝突した。（推定）ダンプトラックを運転していた被災者は、外

傷性ショック等により死亡した。

40301
10～

29

2019 7

6

～

8

ダンプトラックで走行中、道路右側のガードレールを突き破り約１０メート

ル下に転落。 その後、医療機関に搬送されたが、後日死亡した。
20202 1～9

2019 7

8

～

10

被災者は、着工予定の現場の見積もりを行うため、会社所有のトラックを被

災者自身が運転して高速道路を走行していた。その途中、被災者が運転する

トラックが道路の左側にはみ出し、法面に乗り上げた後、橋脚に衝突した。

被災者は、病院に搬送されるも全身を強く打ち、およそ２時間後に死亡が確

認された。

30201 1～9

2019 8

0

～

2

会社で点呼後、１０ｔトラックを運転し、荷（空ドラム缶）配送先に向けて

出発したが、災害発生場所のバイパス出口において、分岐部のクッションド

ラムや標識柱に接触、横転し、胸部等を強打して死亡した。

40301 1～9

2019 8

16

～ 被災者は車を運転中、対向車線側の路外へ逸脱して死亡した。 70101
10～



18
29

2019 8

6

～

8

トラックを運転中、赤信号で止まっていたトラックに追突した。 40301
10～

29

2019 8

10

～

12

被災者が７トン冷蔵用トラックを運転中、中央分離帯を乗り越え、横転して

対向車線の軽ワゴン車と軽自動車を巻き込み、ガードレールに衝突したも

の。

40301
10～

29

2019 9

0

～

2

道路（片側２車線道路の左側）をトラックで走行中、左ガードレールに接触

し側道にそれ、道路沿いにある店舗入り口付近に衝突し、外傷性出血性

ショックにより死亡したもの。

40301
10～

29

2019 9

8

～

10

市道を走行中にトラック前輪のバーストにより、運転が制御できなくなり、

乗用車５台と歩行者に接触した。接触した結果、道路沿いの石屋川にガード

レールを突き破って転落した。

40301
10～

29

2019 9

8

～

10

車道のマンホールを開けて行う工事のため、片側交互通行で工事を行ってい

たところ、走行中のタンクローリーが停車していたトラックに衝突し、ト

ラックが押し出され、マンホールの中のケーブルの張替作業を行っていた労

働者に衝突した。被災者は全身を打ち死亡した。

30301 1～9

2019 9

10

～

12

線路（上り線側）沿いの一方通行の市道を走行してきた大型トラック（１

３．２ｔ）が、市道から踏切を右折しようと切り返し、踏切内で立ち往生し

ている際、列車がトラック側面に衝突し、トラックは大破炎上、列車は先頭

車両等が脱線した。この衝突で、トラックを運転していた労働者が車外に放

出され死亡、列車の運転士及び車掌が負傷した。また、当該列車の乗客３０

名が負傷した。

40301 1～9

2019 9

10

～

12

被災者は、自動車道トンネル内を２ｔトラックで走行中、運転操作を誤り、

センターラインをはみ出してしまい、１３ｔトラックと正面衝突したもの。

被災者は、病院に搬送されたが、搬送先で死亡したもの。

10602
10～

29

12



2019 9 ～

14

国道をトラックで走行中、渋滞中の最後尾のトレーラーに追突し、その勢い

で３台の玉突き事故となり、被災者は胸部を圧迫され、同日死亡したもの。
40301

30～

49

2019 9

0

～

2

被災者がタンクローリーにて道路を運転中、カーブを曲がり切れずに道路左

側のコンクリートの擁壁に衝突したもの。
40301

10～

29

2019 9

2

～

4

自動車道上り線で，A社のトラックがパンクのため停車していたところ、B

社のトラックが追突し、さらに、そこへ被災者が運転するC社のトラックが

追突したもの。被災者は頭を強く打って死亡した。他２台の運転手のう

ち，A社の運転手に怪我はなく，B社の運転手は軽傷を負った。

40301
10～

29

2019 9

10

～

12

高速道路の道路工事の交通誘導業務に就いていた被災者は、当該工事が終了

したため、交通規制の撤去作業を行っていたところ、走行してきたトラック

と接触し、規制車両との間に挟まれたもの。

170201
10～

29

2019 9

22

～

24

被災者は車道の左側車線側のマンホールを開けて清掃作業を行っていたとこ

ろ、被災者の後方にあった作業車に２０トンダンプが追突。その衝撃で被災

者は玉突き状に後方作業車に巻き込まれて死亡したもの。

150109
10～

29

2019 9

14

～

16

被災者が運転する２ｔトラックが、料金所を通過後、本線に入る手前のカー

ブで横転し、中央分離帯のガードレールに衝突すると同時に対抗車線の軽ト

ラックにも接触した。被災者は全身を強く打ち死亡したもの。

60101 1～9

2019 10

2

～

4

中型トラックで高速道路を走行中、パーキングエリアに入るため流入路に進

入したところで流入路の右側に停車していた大型トラックに追突し、追突さ

れた大型トラックがさらに前方に停車していたセミトレーラーに追突した。

40301
50～

99

2019 10

14

～

16

被災者はトレーラーを運転し片側１車線の道路を走行していたところ、左

カーブを曲がり切れず対向車線にはみ出して横転し、対向してきた大型ト

ラックと正面衝突した。被災者は頭を強く打ち死亡し、大型トラックの運転

手は右足骨折の重傷を負った。

40301
10～

29

6

高速を走行中に２ｔトラックの右前輪がバーストした。 片側２車線の左端に

停車し下車した運転手は、トラックの前に立ちタイヤの状況確認をし上司宛 100



2019 10 ～

8

に電話していたところ、後方より４ｔトラックが追突した。 追突された２ｔ

トラックに押し出されて後方へ転倒した運転手は、２ｔトラックの下敷きと

なり、入院治療を行っていたが、後日脳挫傷により死亡した。

80109 ～

299

2019 10

4

～

6

被災者は、最大積載量１３．８ｔの貨物自動車を用い、貨物を運送していた

ところ、自動車道下り線において、前方で横転したトレーラーに衝突し、死

亡した。玉突き事故にはならなかったが、被災者の隣からトレーラーに衝突

した中型トラックの運転手も死亡し、トレーラーの運転手は軽傷を負った。

40301
50～

99

2019 10

4

～

6

貨物自動車で自動車道下り線の追い越し車線を走行中、前方で横転・停止し

ていたトレーラーに衝突し、右側に弾んで追い越し車線の右側に接触した

後、今度は左側に弾んで走行車線の左側に衝突して停止し、貨物自動車の運

転者が死亡した。（なお、被災者の１台前を走行していた別の貨物自動車に

ついても、同様にトレーラーに衝突して、運転者が死亡した。）

40301
50～

99

2019 10

12

～

14

トラック（４トン、箱車）を運転して、ホテル等で回収したリネン類を一時

保管庫に運んでいた被災者が、工事による片側通行のために停車していた大

型トラックに追突したもの。

11703

100

～

299

2019 10

10

～

12

配送先から事業場へ帰る途中、高速道路下り線の追い越し車線に停車してい

た大型トラックと衝突した。
40301

50～

99

2019 11

2

～

4

被災者が、トラック（最大積載量３トン）を運転して商品を配送するために

高速道路を走行中、故障により路肩に停車していた大型トラックの後部右脇

に衝突し、トラックが横転した。

40301
30～

49

2019 11

10

～

12

収集作業員として、パッカー車の助手席に同乗していたところ、同車が緩や

かな下り坂で右カーブした際、助手席のドアが開き、路上に落下して頭部を

強打した。直後から意識不明の状態が続いていたが、後日死亡した。

150103 1～9

2019 11

22

～

24

通路へ左折合流（信号のないＴ字路）しようとした被災者運転のトレーラー

が、中央通路を直進してきたトレーラーの左側面に衝突。被災者車両の運転

台右側が激しく損傷、ドアがめくれ上がった拍子に、被災者が運転席から道

路へ転落、無人走行中の自車のタイヤに轢かれ死亡。被災者車両はコンテナ

50202

100

～

299



の運搬中、直進車は空のトレーラーの牽引中であった。

2019 11

10

～

12

一般家庭ごみ（可燃物）の収集運搬で塵芥車（パッカー車）を被災者が運転

して移動中、トンネル内の縁石やガードパイプ、壁などに衝突した（単独事

故）。運転手の被災者は病院に搬送されたが、翌日の午後に多発外傷が原因

で出血性ショックにより死亡した。トンネルは全長３５０ｍ、幅９ｍ、高さ

６．５ｍ。片側一車線で見通しのよい直線だった。

150103
50～

99

2019 11

8

～

10

被災者は、警備先の埠頭の出入りゲートに詰める警備員。ゲートから出る車

には、右折禁止・左折のみ可と指示しているが、右折しようする大型キャリ

アカーの社名入りの５台以上積載型（空荷）を見て、制止のためゲートを出

て、手を振りながら、当該車両に左後方から接近したところ、突然左折した

当該車両の左側方に巻き込まれて引きずられ、全身打撲で死亡した。

170201
30～

49

2019 11

8

～

10

自動車道下り線片側２車線のうち、１車線（追越車線）を規制し、植栽・

ガードレールのメンテナンス作業を行っていたところ、カラーコーンで区切

られた規制範囲内に進入したトラックに被災者がはねられたもの。被災者は

病院に搬送されたが死亡が確認された。

30199

100

～

299

2019 11

10

～

12

被災者がトラックに乗り、高速道路を運転していたところ、渋滞していた最

後尾の車両に追突し、被災者が死亡したもの。
40301

30～

49

2019 11

12

～

14

交通信号制御機点検業務の点検写真撮影を行うため、交差点の横断歩道を歩

行中、交差点に右折して進入してきた大型トラックと接触し死亡したもの。

歩行者、トラックともに青信号で交差点に進入したものである。

30309
10～

29

2019 11

8

～

10

被災者が４ｔダンプカーを運転していたところ、橋の欄干に追突し、ダンプ

カーごと橋から転落し死亡した。
30199 1～9

2019 12

10

～

12

被災者は、規制されていない道路上において、道路脇の現場を写真撮影中、

道路上を後退で走行してきた貨物自動車（４トンダンプ）に轢かれ、被災９

日後に死亡した。なお、貨物自動車は、作業位置（Ａ）から後方約１００
30106

30～

49



メートル離れた作業位置（Ｂ）へ移動するために後退したもの。

2019 12

14

～

16

住宅ガレージの解体工事現場で発生した残材を搬出するため、現場から４ト

ントラックに残材を積み込んで自社の資材置場に運転して、ガードレールに

衝突し、のり面に転落している状態のトラック車内で発見された。

30209 1～9

2019 12

22

～

24

４トントラックを運転し、客先に向かうため県道走行中、何らかの理由によ

り中央分離帯に接触後対向車線を通り抜け、店舗の看板のポールに激突し、

出血性ショックにより死亡した。

40301
50～

99

2018 1

0

～

1

被災者は、事業場へ荷物を運ぶため、所属事業場の車庫を出発したが、高速

道路で前方を走行していた大型トラックの後方に追突した。なお、追突され

たトラックの運転手に負傷なし。

40301
10～

29

2018 2

8

～

9

被災者は雪堆積場の出口で退場するダンプトラックの交通誘導の業務を行っ

ていたところ、道道から右折して当該雪堆積場に入ろうとしていたダンプト

ラックが、対向してきた乗用車に衝突し、その反動で当該乗用車が被災者の

立っていた場所に突っ込み、被災者が撥ねられて死亡したもの。なお、衝突

された乗用車の運転手は出勤途中であり、軽傷を負った。また、ダンプト

ラックの運転手には怪我はなかった。

170201
30～

49

2018 2

8

～

9

顧客より依頼のあった玄関戸の建付け修理作業を終えた被災者が、自分が運

転していた軽トラックを県道上に停車していたところ、後方から時速６０キ

ロで走行してきた２トントラックに追突され、軽トラックごと県道脇の法面

を転落して死亡したものである。

80209 1～9

2018 2

10

～

11

利用者宅へ訪問看護のため、軽自動車で県道を運転し停止中、後方から接近

してきた中型トラックに追突された。その弾みで被災者が運転していた軽自

動車が対向車線にはみ出し、別のトラックと正面衝突した。

130109 1～9

2018 2

0

～

1

被災者が，１人で運転していた車両総重量２４９７０ｋｇの貨物自動車の異

常を感じたため，国道上で，交差点付近の道路右側に停車した後，当該自動

車左側前から２輪目のタイヤ付近から出火し，毛布で出火場所を覆うことで

消火活動を行っていたところ，当該タイヤが破裂し，重症頭部外傷により死

亡したもの。

40301
10～

29



2018 3

12

～

13

国道を南下していたトレーラーが、交差点の手前５０メートル付近におい

て、右折車線から対向車線の追越車線にはみ出たため、当該追越車線を北上

していた被災者の運転するトラックに正面衝突した。当該トラックはオフ

セット衝突により運転席が大破し、被災者は頭部等を強く打ち死亡した。事

故当時は雨が降っており、トレーラーは速いスピードで走行していた。

40301
10～

29

2018 3

10

～

11

県道において、被災者が運転する２ｔダンプが、緩やかなカーブの手前で急

にセンターラインを超えて反対車線にはみ出し、対向してきた大型クレーン

車（７０ｔ）と正面衝突。この事故で、２ｔダンプを運転していた被災者は

全身を強く打ち死亡（心破裂）。被災者は、工事現場で出た土砂を積み込

み、土捨置場（約１５ｋｍ先）まで向かう途中であった。クレーンの運転者

は軽傷であった。

30199 1～9

2018 3

0

～

1

別の追突事故により高速道路上に停車していた２台のトラックに、約２０分

後に別のトラックが追突し、当該の運転手が死亡したもの。
40301

10～

29

2018 3

12

～

13

３トントラックで食品の配達中に、県道を走行中虫をはらうために脇見をし

たところ、走行車線右側の電柱に激突し、全身負傷、足を切断した。
40301

30～

49

2018 3

16

～

17

高速道路において、走行していた大型トラックが、渋滞により減速した大型

観光バスに後方から激突したもの。大型トラックの運転手が死亡し、大型観

光バスの乗員乗客３８名が負傷したもの。また、大型観光バスが事故の衝撃

により、前方に停車していた別の大型トラック（以下、「大型トラックＢ」

という。）に激突し、大型トラックＢの運転手も負傷したもの。

40301
50～

99

2018 3

4

～

5

荷物を運搬途中、車両トラブルが発生し、高速道路の２車線のうち、左側の

走行車線に停車した。車両トラブル解消のために車外で作業を行っていたと

ころ、後ろから大型トラックに追突されて死亡した。

40301 1～9

2018 4

4

～
冷蔵庫で商品を積み込んでから、納品先へ向け走行中、高速道路上り線で前

方大型車へ追突したもの。
40301

100

～



5 299

2018 4

0

～

1

被災者が運転するトラックは、交差点を直進するため進入したところ、対向

車線から右折しようとしたトラックに衝突したもの。
40301

10～

29

2018 4

8

～

9

被災者は、道路拡幅工事現場で、交通誘導業務を行っていたところ、道路上

に設置されたカラーコーンをなぎ倒しながら走行してきた軽トラックにはね

られ、病院で治療を受けたが、死亡したもの。また、被災者の近くで作業を

行っていた別法人の事業者の役員（専務取締役）もトラックにはねられ負傷

したもの。

170201
50～

99

2018 4

18

～

19

他店舗に食材を取りに行くため、国道を被災者がバイクで北東方向に走行

中、反対車線から右折してきたトラックの側面に被災者が衝突し、被災者が

バイクから投げ出され、当該トラックの後続車に撥ねられた。

140201
10～

29

2018 4

0

～

1

国道を時速約７０ｋｍで走行中、カーブを曲がりきれずにトラックが横転

し、道路脇の鉄柱に衝突したもの。
40301

10～

29

2018 4

4

～

5

被災者は、コンテナを運搬するため、トレーラーを運転して国道を走行中、

何等かの原因により車体のコントロールを失い、跨線橋左側のガードレール

を乗り越え、約１０ｍ下の側道に転落した。被災者は、車外に投げ出され、

全身を打つなどして死亡した。なお、現場は片側３車線の直線道路であり、

事故当時は雨が降っていた。

40301
10～

29

2018 5

6

～

7

被災者は、新聞配達業務中、バイク（原付）で県道を走行していたところ、

右折しようとしたトラックに轢かれ、病院に搬送されるも約２時間後に外傷

性くも膜下出血で死亡した。

80205 1～9

2018 5

14

～

15

１０ｔトラックを運転し、荷卸し作業を終え、空車にて帰庫途中、高速道路

下り線ＩＣ付近トンネル内で停車中の故障車（トラック）に、後方から追突

し、追突した１０ｔトラックの運転者が死亡したもの。

40301
50～

99

10
トラックを運転して有料道路を東進中、雨でスリップして側壁に３回衝突し 10～



2018 5 ～

11
た。単独事故である。

40301
29

2018 5

12

～

13

自動車道を走行中、工事渋滞で低速走行していた大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2018 5

12

～

13

プラントで製造された生コンを被災者が運転するミキサー車で運搬していた

ところ、橋の欄干を突き破って川に転落し、死亡したもの。被災者はマン

ション新築現場へ向かう途中であり、当日４回目の運搬中での事故であっ

た。

40301
10～

29

2018 6

2

～

3

被災者が大型トラック（１４ｔ）を運転し、国道を走行中、対向してきた大

型トラック（１３ｔ）がセンターラインを越えて飛び出したため、被災者の

運転するトラックと正面衝突して胸などを強打し、搬送先の病院で死亡が確

認されたもの。

40301
10～

29

2018 6

10

～

11

被災者はタンクローリーを運転し、自動車道上り線トンネルを通過して次の

トンネル連続区間手前を走行中、渋滞のため停車してたトラック１に追突、

胸を強く打ち死亡した。なお追突されたトラック１はその前に停車していた

トラック２に、トラック２は同じく前に停車していたトラック３に追突（玉

突き）した。またトラック１２の運転手も軽傷（休業の有無等不明）を負っ

た（トラック３の運転手は無傷）。

40301
50～

99

2018 6

12

～

13

作業員２名で住宅解体工事現場で廃材をトラック（８ｔ）に積み、帰社する

途上、自動車道下り線において、走行中に助手席側後輪に絡まったレジャー

シートを除去するべく、追越車線上にトラックを停車して、トラックを運転

していた作業員が降車し除去を行っているところへ、後続して走行してきた

軽自動車が追突し、同作業員がはねられた。トラックの助手席にいたもう１

名も右腕骨折等の負傷をした。

30202 1～9

2018 6

2

～

3

被災者は、高速道路下り線を大型トレーラーで走行中、中央分離帯に衝突し

横転した。被災者は脳挫傷のため死亡した。
150103

50～

99



2018 6

0

～

1

被災者は国道で中型トラックを運転していた。交差点で信号待ちをしていた

大型トラックに被災者が運転する中型トラックが衝突し死亡した。
40301

10～

29

2018 6

6

～

7

被災者全員（５名）は資材置き場に集合し、事業場所有の２トントラックに

乗り合せ、川上の建設工事現場へ出発した自動車道上り車線の１２１．６キ

ロポスト付近において、片側２車線の左車線を通行中、雨によりできた路上

の水溜まりに入ったところ、ハンドル操作ができなくなり、上り車線右端の

中央分離帯のガードレールに衝突し、横転等し、上り車線左端で停止した。

30105
10～

29

2018 6

16

～

17

翌日から開始予定の商業施設新築工事における地盤改良工事において、前泊

予定地であるの宿泊施設にかうため、同僚運転の４ｔトラックと被災者運転

の３ｔトラックで高速道路上り線を走行中、渋滞で減速した同僚の４ｔト

ラックに追突し、さらに前方乗用車２台が絡む車両４台の玉突き事故となっ

た。被災者が失血死し、同僚が頸椎捻挫で５日間の休業、乗用車の５名（私

用）が頸椎捻挫等を負ったもの。

30201
10～

29

2018 7

16

～

17

自動車道下りインター付近にて、渋滞のため停車中、後方よりトラックに追

突され、そのはずみで前方３台に玉突きし、車両が大破した。救急搬送され

たが、死亡した。

170209

100

～

299

2018 7

8

～

9

自社所有の１０ｔセルフローダートラックが置いてある営業所に出社し、当

該トラックにクローラクレーン（４．９ｔ）を積み込み、配送先である建設

工事現場に出発した。荷卸し指定時刻が９時であったため途中時間を調整

し、現場で重機を降ろした。帰路において現場から車で５分ほどの山道（幅

約６ｍ）で緩い左カーブを直進し、山の法面に衝突した。

40301
10～

29

2018 7

2

～

3

最大積載量２９ｔの大型トレーラーに鉄骨約２５ｔを積載し、県道（現場は

走行方向に向かって、緩やかな下りの左カーブ）を南進中、対向車線を横切

り、工場の社員寮に突っ込み、同車両が横転、運転手が死亡したもの。

40301
50～

99

2018 8

14

～

被災者が５０ｃｃバイクに乗り、夕刊の配達を行っていたところ、中央線よ

りに対向車線を走行してきた２ｔトラックの右前方部分に衝突し、大動脈破

裂で死亡したもの。災害発生場所は、見通しは良いが被災者から見て緩やか
80205

10～

29



15
な下り坂であった。

2018 8

16

～

17

被災者は、工事現場での作業を終え、ダンプを運転し事業場へ帰社中、片側

二車線の右側車線を走行していたところ、前方を走行するトラックに追突

し、反対車線へ飛び出し、街路樹、倉庫に衝突し、被災したもの。なお、追

突されたトラックの運転手は、頸椎を痛め休業中。

40302
10～

29

2018 8

6

～

7

被災者は、ダンプトラックを運転し建設現場に向って走行中、差し掛かった

橋の高欄に激突し車外へ投げ出され、約１５メートル下方の川の中で倒れて

いるところ発見された。災害発生現場の手前は片側１車線の緩い右カーブで

あり、カーブを曲がった先で対向車線にはみ出し高欄に激突した後、走行車

線に戻った位置で車体が停車していた。シートベルト使用の有無は調査中だ

が、バックル等に損傷なし。

40301 1～9

2018 8

6

～

7

４台の車両（前から１台目３トントラック、２台目バン、３台目１２トント

ラック、４台目２トントラック）が渋滞で止まっていたところ、４台目のト

ラックに、後方から１２トントラックが追突した。これにより５台の車両の

玉突き事故が発生した。４台目のトラックを運転していた被災者は３台目と

５台目の車両に挟まれ全身を強く打って死亡した。被災者は運転兼工事作業

員であり、資材を積み込み工事現場に運搬している途中であった。

30309
10～

29

2018 9

20

～

21

工事現場から、所属店社に帰社途中、自動車道下り線において、労働者３名

が乗ったトラックが乗用車に追突し、運転者が脳挫傷により死亡、助手席の

同乗者が右足首を骨折、後部座席の同乗者が肋骨を骨折した。

30201
10～

29

2018 9

4

～

5

被災者は工場内の夜間の巡回警備に従事する労働者で、工場内の労働者が運

転する２５ｔトラックが、工場で生産された木質チップの積込みを終え、工

場の門を出た近くのＴ字路（公道）で方向転換のため後退したところ、被災

者はトラック左後輪に轢かれ、多臓器不全（出血性ショック、右下肢高度挫

滅・骨盤骨折）により後日死亡したもの。

10409
10～

29

2018 9

0

～
国道を走行中、上記発生場所付近の右曲がりカーブの路肩に止まっていた大

型トラックに追突、全焼したもの。
40301

30～

49



1

2018 9

2

～

3

自動車道下り線において、走行車線を走っていた大型トレーラーが、２時間

前に発生した車両４台が絡む玉突き事故により最後尾で停車していた大型ト

ラックに追突した。追突した大型トレーラーの運転席は大きく破損変形し、

当該トレーラーを運転していた男性が死亡した。

40301
10～

29

2018 9

12

～

13

被災者は貨物自動車（トラッククレーン）で片側２車線の高速道路を走行

中、前方を走行していた貨物自動車に追突した後に横転し、同乗者の労働者

が負傷し、運転していた被災者が死亡した。

40301
30～

49

2018 9

16

～

17

ガソリンスタンドにおいて、２トンダンプトラックに給油を終えて、事業場

の作業場に戻るため国道を北進し、トンネルに入ったところ、濡れている路

面でスリップし、左後輪が縁石にぶつかり、その反動で対向車線にはみ出し

て大型トラックと正面衝突し死亡した。

30302
10～

29

2018 9

10

～

11

片側１車線を規制し道路工事を行っていたが、交通誘導をしていた警備員

が、現場にバックで入場してきたトラックに轢かれたもの
170201

50～

99

2018 9

10

～

11

自動車道上り線を走行中、被災者の運転する１．５トントラックが左側の法

面に乗り上げ横転し、死亡したもの。
80109 1～9

2018 9

12

～

13

商品配送中、トラックを路肩に止め荷台上の片付け等をしていたところ、道

路の勾配でトラックが前進しはじめたため運転席側のドアを開け乗り込もう

とした際（目撃者がいないため推定）、運転席側の前輪及び後輪が側溝に落

ちて車体が傾き、ドアの外面が側溝横の擁壁に接し、被災者の上半身が車体

（運転席）とドア内面の間に挟まったもの。下半身は車外に出た状態であっ

た。

80209
30～

49

2018 9

21

～

22

大型トラック（冷蔵冷凍車、最大総重量２５トン）に鮮魚等を積込み、市内

にある卸市場に向け、自動車道を走行中、トンネル内（３１０．３キロポス

ト付近）の右側壁に衝突し横転した。被災者は、車外で倒れており死亡（即

死）が確認された。

40301
30～

49



2018 9

8

～

9

ドラグショベルをダンプトラックに載せ個人の畑に搬入するため、道路を走

行中、ダンプトラック運転者が道路を間違え進入路を通り過ぎたことに気づ

き、ダンプトラックを後進させたところ、ダンプトラックの後方にいた被災

者が公道上においてダンプトラックに轢かれた。

60101 1～9

2018 9

8

～

9

被災者及び同僚の計２名で、トラックに乗車して事務所から作業現場（道路

保守工事の一環で、通行の邪魔になっている枝を除去する作業。一日で終了

するもの）へ向かうべく国道を走行中（運転者は被災者）、対向車線にはみ

出し、大型トラック（ユニック）と正面衝突して、被災者は全身を強く打ち

死亡したもの。助手席に乗っていた同僚及び大型トラックの運転者も負傷し

た。

30201

100

～

299

2018 9

6

～

7

被災者を含む労働者３名が現場に向かうために、車両・資材置き場からト

ラックに乗り込んで、バイパス下り線を走行していたところ、合流車を避け

ようとブレーキをかけたためにスリップし、他車に接触後、後方走行のト

ラックに追突されたため、助手席の被災者がショック死したもの。

30309 1～9

2018 10

10

～

11

被災者は建設現場へ資材を運搬するために貨物自動車（種類：平ボデー、最

大積載量：２トン、車両総重量：約４．５トン）を運転して向かっていた

が、傾斜が緩やかな行き止まりの市道に立ち入ったため停車し、配送先の建

設現場を確認しようと（推定）降車したところ、車両が動き出したため、車

両を止めようと貨物自動車の前に立ち入り、貨物自動車と高さ約７０ｃｍの

車止めに挟まれ死亡したもの。

40303 1～9

2018 10

2

～

3

国道において国道の舗装修繕工事の事前調査のため片側通行の道路規制をか

けていたところ、走行してきた大型トラックが道路規制の停止線を越え標識

車の後部に追突し、標識車の運転席にいた労働者が追突によるショックで心

肺停止し、搬送先の病院で死亡が確認された。また助手席にいた労働者も軽

傷（鼻血のみ）を負ったもの。

170201
10～

29

2018 10

2

～

3

国道をトラックにて走行中、赤信号のため、減速を始めた大型トラックに追

突した。
40301 1～9



2018 10

4

～

5

被災者は３ｔトラックを運転し、国道を西から東方向に走行していたとこ

ろ、２車線から１車線に変わる箇所に停車していた大型貨物自動車（トレー

ラー）の被けん引車後部に追突したもの。

40301
10～

29

2018 10

12

～

13

荷卸し後、国道トンネル出口付近で対向の大型トラックと正面衝突したも

の。
40301 1～9

2018 10

12

～

13

国道のトンネルを走行中、対向車の大型トラックがセンターラインをはみ出

し、被災者の大型トラックと正面衝突し、死亡したもの。
40301 1～9

2018 10

12

～

13

被災者がミキサー車を運転し県道を走行中、対向車と正面衝突した。 10901
10～

29

2018 10

22

～

23

被災者は、国外での出張業務を終え、空港から社用車で事業場に向かってい

た。国道を北上中、対向車線を走行中の１０ｔトラックが無理な追越しを

行ったため、被災者の車と正面衝突したもの。

10501

100

～

299

2018 10

4

～

5

中型トラックにて、国道を走行中、反対車線を走行してきた大型トラックと

衝突し、双方の自動車運転者が死亡したもの。
40301 1～9

2018 10

4

～

5

国道において、大型トラックで南下していた被災者が北上していた中型ト

ラックと正面衝突し、それぞれの運転手が死亡した。
150102

10～

29

2018 10

6

～

7

被災者は、マイカー（軽自動車）で会社の借り上げアパートを出発し、同僚

を乗せ、工事現場に向かう途中、見通しの良い片側３車線の道路で、大型車

（２６ｔタンクローリー）が右折していたところに、マイカーを直進させ、

大型車の左後方タイヤに激突した。同僚も多発性外傷により重傷を負った。

30309
30～

49

被災者はトラック（最大積載量８トン）を運転し、所属事業場へ向けて国道

を走行中、片側交互通行規制された道路上で前方より走行してきたダンプト



2018 10

10

～

11

ラック（最大積載量１０トン）と衝突したもの。工事現場の誘導員はダンプ

トラックに対し停止合図を行っていたものの、当該ダンプがこれを振切り走

行したもの。被災者はドクターヘリで医療機関に搬送され治療を受けていた

が、翌日死亡した。

40301
10～

29

2018 10

22

～

23

会社所有のトラックに労働者４名を乗せ、工事現場から当該会社へ帰社途

中、高速道路を走行途中で被災者が用を足したくなったためトラックを路肩

に停車したところ、被災者が降車した際に後方から走行してきた乗用車に跳

ねられ脳挫傷により死亡した。

30302 1～9

2018 10

22

～

23

被災者は、県道において、樹脂約１６トンをトレーラーで運搬中、センター

ラインをはみ出し、対向車線脇の電柱等に衝突して死亡したもの。
40301

10～

29

2018 11

4

～

5

トラックを運転していた被災者が、高速道路下り線を走行していたところ、

渋滞で減速した高速バスの左後部に追突した。被災者が死亡し、追突された

高速バスを運転していた運転手１名と高速バスの中で仮眠中の運転手１名が

負傷したもの。

40301 1～9

2018 11

2

～

3

国道のスノーシェッド内の緩いカーブにおいて、被災者が運転する大型ト

ラックと対向車の大型トレーラが正面衝突した。
40301 1～9

2018 11

12

～

13

被災者は、配達先から帰社するため、国道を３トントラックで走行していた

が、緩やかなカーブにさしかかったときに対向車線にはみ出し、対向車線を

走行していた１０トントラックと正面衝突した。被災者は病院に搬送された

が、後日死亡した。

80109
10～

29

2018 11

16

～

17

県道において被災者の運転するフォークリフト（４ｔ）と他社の労働者が運

転する２ｔトラックが衝突し、トラック運転手は左足骨折により入院、被災

者は外傷性くも膜下出血により死亡したもの。災害発生場所は片側一車線の

直線。災害発生時刻は帰宅ラッシュと重なる時間帯である。被災者はフォー

クリフト運転技能講習を修了していなかった。

11509 1～9



2018 11

6

～

7

会社から土砂を積みに行くため、ダンプカーで国道を南進中、橋を渡って２

００メートルほどの地点で反対車線にはみ出して防雪柵に衝突、頚髄断裂に

より死亡した。小雨が降っており、路面は濡れていた。

40309
50～

99

2018 11

10

～

11

顧客の商品自動車を引き取るため、顧客の店舗付近の車両を保管してある駐

車場へ当該店舗の担当者の案内で移動中、道路を横断するため歩行者用信号

が青になったことに従い横断歩道を渡っていたところ、被災者の左側から走

行してきた軽貨物自動車にはねられ死亡したもの。

40301
50～

99

2018 11

6

～

7

県道（片側１車線）にて、被災者は汚泥をバキューム車で施設に運ぶ途中、

センターラインをはみ出し、対向車線を走っていた１１トントラックと正面

衝突をした。バキューム車の運転手は全身を打ち、まもなく死亡。また、ト

ラックの運転手は重傷を負ったもの。

150103
30～

49

2018 11

12

～

13

トラックで高速道路を走行中、乗用車に後方から追突され、トラックが横転

し、運転者が死亡した。
40301

30～

49

2018 11

10

～

11

信号のない交差点の横断歩道を横断中に直進してきたトラックにはねられ

た。
11502

1000

～

9999

2018 12

18

～

19

自動車専用道路（制限速度７０ｋｍ／ｈの対面通行）の直線部分で、被災者

が運転する２トントラックがセンターラインを越えて右側反対車線へはみ出

し対向車と接触。その後、自車線左側のガードレールに車体を擦りながら逸

走した後、道路左側のガードレールを突き破って約５メートル下の山林に転

落し、胸などを強く打って死亡した。

40301 1～9

2017 1

4

～

5

港からタンクローリー車で生乳を運搬中、道路をはみ出し、災害発生場所で

横転した。
40301

10～

29

2017 1

0

～

1

被災者は、トラックを運転して、道路を走行していたところ、前方に、道路

の片側規制のため、停車していた車両があり、当該車両の発見が遅れ、ブ

レーキを踏みハンドルを切って回避しようとしたが、車両に追突した。

40301

100

～

299



2017 1

6

～

7

出張のため、自宅から高速バスの停留所に向かい横断歩道を歩行中、交差点

を右折してきたトラックと接触した。
170209

100

～

299

2017 1

10

～

11

被災者は、トレーラー（ダンプ形状：１８トン車）の積み荷を下ろした後、

国道を空荷で走行していた時、路面が凍結していたためスリップし、対向車

線（片側１車線）にはみ出し、対向車線を走行していたトレーラー（シャー

シ（平積み形状）２９トン車、空荷））に正面衝突した。

40301
10～

29

2017 1

14

～

15

軽四貨物トラックを運転していた被災者が、センターラインオーバーの大型

トラックと正面衝突した。
40301 1～9

2017 1

16

～

17

工事の現場作業が終わり、次の現場に車で向かっていたところ、対向車を避

けようとして、走行していた川の土手にある道路から、道路の法面を滑り横

転して、川に水没し溺死した。

30301
10～

29

2017 1

4

～

5

新聞配達で国道を歩行中、走行中のトラックにはねられて死亡した。 80205 1～9

2017 1

20

～

21

同僚がトラック事故を起こしたため、被災者は事故現場へ駆けつけた。被災

者は乗用車を路肩に止め、外に出ていたところ、後方から来た大型トラック

が同僚のトラックに追突した。押し出された当該トラックが被災者をはねた

ため、右肺破裂で死亡した。

40301
10～

29

2017 2

20

～

21

公園内を軽トラックにより、警備巡回中、Ｕターンしようと敷地外の村道に

出たところ、トラックが縁石にぶつかって横転し、車外に投げ出された労働

者が被災した。

170201
50～

99

2017 2

2

～

3

食品の配送のため４トントラックを運転し自動車道を走行していた。走行車

線を運転していたところ、追越車線を走る別のトラックが中央分離帯に激突

しその弾みで被災者のトラックの前に進入してきたため衝突した。

40301
10～

29

2 国道のバイパスにおいて、トラックを運転していた被災者が停車中のトラッ



2017 2 ～

3

クに追突した。現場は片側１車線の直線路で事故当時、近くで交通規制があ

り、片側交互通行のため下り線に止まっていた車に追突した。

40301 1～9

2017 2

8

～

9

自動販売機の修理のため被災者一人で会社所有の乗用車（バン）に乗って高

速道路を走行中、前のトラックに視界を遮られ後続車両がなかったので右側

に車線変更したところ、すぐ右側にトラックが故障で停止していたところへ

そのまま激突して頭部外傷により死亡した。

11702
10～

29

2017 2

12

～

13

被災者は、車両（最大積載量２ｔの貨物自動車）を運転し、片側１車線の県

道を南方向に走行中、緩やかな下りこう配の左カーブに差し掛かったところ

で中央線を越えて対向車線にはみ出し、同車線を走行していた別の車両（最

大積載量２ｔの貨物自動車）と衝突したことにより死亡した。

30199 1～9

2017 2

14

～

15

被災者は木材チップを積載したトレーラーを運転していたところ、カーブを

曲がり切れず、道路右側のガードレールを突き破り、約１５メートル下へ転

落した。

40301
30～

49

2017 2

4

～

5

新幹線高架部のつらら落し作業が終了後、被災者運転の高所作業車（１名）

とワンボックスカー（４名）に分乗し、現場より事業場へ帰社するため、片

側１車線の県道を走行中、反対側から走行してきたトラックが凍結によりス

リップしセンターラインをはみ出して高所作業車と正面衝突により高所作業

車及びトラックの運転者２名が死亡。後続のワンボックスカーは、衝突で反

転した高所作業車とトラックが接触し、４名とも被災した。

30309
50～

99

2017 2

4

～

5

大型トラックを運転し、県道を走行中、路面凍結のためスリップし、セン

ターラインを越え、対向車線を走行してきた高所作業車と正面衝突した。被

災者及び高所作業車の運転者２名が死亡。高所作業車の後方を走行していた

ワンボックスカーに乗車していた４名が負傷した。

40301
50～

99

2017 2

14

～

15

被災者の運転するトラックが高速道路を走行中、タイヤがパンクし、路側帯

に停車して、車外に出ていたところ、被災者が運転するトラックに後方から

来た別のトラックが衝突して、停車中のトラックが衝撃で動き、停車中のト

ラックと路側帯にあるコンクリート壁の間に挟まれ死亡した。

30301 1～9

小型トラックでの商品配達を終え、事業場へ戻るため県道を走行中、対向車



2017 2

10

～

11

線を走行中の大型トレーラーが運転操作を誤り、路肩の縁石に左前輪が接触

してパンクし、センターラインを越え対向車線にはみ出したため、被災者が

運転する小型トラックと正面衝突した。

80109
10～

29

2017 2

12

～

13

被災者が、事業場にて午前３時半点呼後、配達を終え、高速道路で帰ってく

る途中、横転事故による渋滞の最後尾にいたトラックに追突した。
40301

30～

49

2017 2

6

～

7

高速自動車道の片側２車線道路において、走行車線を走っていた営業所の大

型トラックが渋滞の最後尾にいた被災者ら４名が乗車した軽ワゴン車に追突

し、軽ワゴン車は押し出され次々と前の車に玉突きし、計５台が絡む事故が

発生した。この事故による死傷者は計９名。

170201
10～

29

2017 2

16

～

17

橋梁の補修工事において、被災者は、約７５ｋｍ離れた別の橋梁の作業場所

で使用していた架設通路の部材を同僚とともにトラックに積み込み、同僚が

運転する同トラックの助手席に同乗し、一般国道を走行中、緩い上り坂の直

線道路において、同トラックがスリップし、対向車線にはみ出して路外に逸

脱し、道路脇の支柱に激突した。

30105
10～

29

2017 3

12

～

13

被災者は営業先に向かうため、乗用車を運転し県道を走行中、対向してきた

大型トラックの荷台から落下した鉄板にボンネット付近を直撃された。乗用

車はその弾みで近くの電柱に衝突し、炎上した。

80409
10～

29

2017 3

4

～

5

本事業場所属の被災者２名は、太陽光パネル設置に関連した工事を行ってお

り、災害発生前日の午後９時から災害発生当日の午前５時までの予定で夜間

作業に従事した。作業が終了し、被災者らは、２トンダンプ車で、市内へ向

けて通行中、道路の中央線を越え、対向車線を通行してきた大型トラックと

正面衝突した。

30309 1～9

2017 3

6

～

7

被災者は農家へ飼料を配送するため、トレーラーで走行中、センターライン

寄りに走行してきた対向車を避けようと左側に寄って減速したところ、

シャーシ（荷台）が路外へ逸脱し、トレーラー全体が反転したことにより、

運転席がつぶれ、被災した。災害発生時、現場の路面は凍結し、霧による視

40301
30～

49



界不良の状況だった。

2017 3

6

～

7

国道で、大型トラックがガードレールを突き破り、崖下約７０ｍのダムに転

落して沈んでいるのを除雪していた作業員が発見した。
40301 1～9

2017 3

6

～

7

中型トラック（最大積載重量２．１５ｔ）を運転中、高速道路上り走行車線

の渋滞で停車していた前方の軽自動車に接触し、その後、軽自動車を含めて

４台前の大型トラックに追突した。

40301
30～

49

2017 3

6

～

7

被災者は、夜間工事終了後、現場前の路上（片側三車線の歩道寄）に停車さ

せた社用車の後部ドアを開けた状態で、積み込んだ物品の個数確認をしてい

たところ、後方から走行してきた軽トラックに轢かれ、病院に搬送されたも

のの、びまん性脳損傷により、死亡した。

30302
10～

29

2017 3

14

～

15

被災者が施工管理を担当する個人住宅の現場管理写真を撮影し、事業場へ帰

社する途中、自動車道下り線において大型トラックに追突された。
30202 1～9

2017 3

4

～

5

被災者は自社の２ｔトラックを運転していたが、信号待ちをしていた車列の

最後尾の４ｔ車にノーブレーキで追突した。
40301

10～

29

2017 3

6

～

7

午前６時頃、崖下に大型ダンプが転落しているのを通行人が発見した。警察

により当該ダンプ運転手が車両の下敷きで発見され、死亡が確認された。
80109 1～9

2017 3

14

～

15

被災者が仕事を終えた労働者を送迎するため、自動車で駅に向かって県道を

走行中、前方から来たトレーラの荷台から積荷であるクレーンのカウンター

ウェイトを固定しているワイヤロープが切れて落下し、被災者運転の自動車

に激突した。

11409

100

～

299

2017 4

6

～

7

反対車線の乗用車が中央分離帯を越えてきて、被災者の運転する車両に衝突

した。
40301

10～

29



2017 4

2

～

3

荷物を運搬するため、自動車道下り線を走行していた被災者（死亡者）の運

転する大型トラックが、対向車線にはみ出し、除染作業で生じた汚染土壌を

積み込むため走行中のダンプトラックと正面衝突した。

40301
10～

29

2017 5

4

～

5

被災者は４ｔトラックを運転し、配送終了後、自動車道を利用し荷主側の配

送センターに戻る途中、上りのパーキングエリアに進入した際、入口付近の

路側帯に駐車していた大型トラックに追突し、被災した。

40301
50～

99

2017 5

12

～

13

被災者は自社で修理を行う発電機を、受注先で中型貨物自動車に積み込み帰

社途中に、渋滞最後尾のダンプカーに衝突し「多発損傷」により死亡した。
11709 1～9

2017 5

12

～

13

事業場敷地内の駐車場において、被災者が当日の勤務を終え帰宅するため、

自家用車の駐車場所に向かっていたところ、荷物搬入口に駐車しようとして

いたトラックにはねられた。

80209

100

～

299

2017 5

14

～

15

建設工事現場で作業を終え、労働者３名が社用車で事業場事務所に移動中、

国道で被災者らが乗る社用車が反対車線にはみ出し、反対車線を走行中のダ

ンプと衝突した。死亡した被災者は後部座席に乗車しており、シートベルト

は装着していなかった。運転していた労働者は意識不明の重体、助手席に

乗っていた労働者は打撲の軽傷で休業していない。

30201
10～

29

2017 6

0

～

1

下り車線の走行において、インターの降り口のカーブに差し掛かったとこ

ろ、曲がりきれず横転した。
40301

50～

99

2017 6

0

～

1

最大積載量１３．９トンの貨物自動車で走行中、事故のため停車していた別

事業場の貨物自動車に追突し、被災した。被災者が運転する貨物自動車は、

約５トンの雑貨等を積載して配送中であり、ブレーキをかける様子もなく、

追突した。

40301
30～

49

2017 6

12

～

13

被災者は配達作業に従事していたところ、国道において、渋滞停止中のト

ラックに追突し、救急搬送されたが、死亡が確認された。
80109

10～

29



2017 6

4

～

5

被災者は当日午前３時５０分に点呼を受け、コイルを運搬するためトレー

ラーで事業場を出発した。午前５時頃、走行中、交差する市道を走っていた

ワゴン車と出合い頭に衝突し、トレーラーは横転した。この事故でトレー

ラーを運転していた被災者は全身を強く打ち死亡した。

40301
10～

29

2017 6

8

～

9

トラックに荷物を積み込み、国道下り線を走行中、被災者の運転するトラッ

クがガードレールに激突した後、７メートル下の山林に転落した。災害発生

現場は緩やかなカーブの下り坂が続く場所であった。

40301
10～

29

2017 6

2

～

3

被災者は１２トントラックにて運行中、乗用車との接触事故を発生させ、そ

の後、トラックを下り高速道路上にて、事故の相手方の怪我の有無の確認、

二次災害防止措置を行っていたところ、後続より走行してきた１４ｔトラッ

クにはねられ死亡した。

40301
10～

29

2017 6

2

～

3

被災者は取引先へ鋼材を輸送するため、深夜１時頃に所属事業場の倉庫を出

発し、国道上り線を走行している際に、運転中のトラックが中央分離帯の

ガードレールに接触し、横転しながら対向車線に飛び出し仰向けの状態で停

車した。被災者は病院に搬送されたが、まもなく死亡が確認された。

40301
10～

29

2017 7

14

～

15

夕刊の配達に行くため、５０ＣＣの原付バイクで店を出て、１軒目に向かう

途中の交差点で、赤信号を無視したダンプカーと衝突した。
80205

30～

49

2017 7

18

～

19

被災者は、荷主先から自社に向けて３．７トン積みのトラックにより走行

中、後続のトラックから追突された。その際、被災者の運転していたトラッ

クは運転席側を下に横転し、全身打撲により死亡した。

40301
30～

49

2017 7

0

～

1

パーキングエリア内において、交通事故相手会社の労働者が運転するトラッ

クが停車（駐車スペースではなく、通路部分）していたところ、被災者が運

転するトラックが追突し、被災者が死亡した。

40301
10～

29

2017 7

4

～

5

新聞配達員である被災者は業務用の原動機付き自転車を運転し、朝刊の配達

途中に、信号機のある交差点を北側から直進したところ、交差点を東側から

直進してきた酒気帯び運転の軽トラック車と衝突し、そのまま交差点から西

側へ３００ｍ程先まで引きずられ、全身打撲により死亡した。

80205
10～

29



2017 7

0

～

1

高速道路の電気設備保全管理工事において、走行車線約１４５０ｍの車線規

制を行うため、発煙筒、点滅灯、カラーコーン等を順次設置していたとこ

ろ、規制作業中の車線を走行してきたトラック（２．７５ｔ）が標識車（４

ｔ）に激突し、現場管理員として規制作業を管理していた被災者が当該標識

車に激突され死亡した。

30301 1～9

2017 8

2

～

3

オートバイで新聞（朝刊）を配達中、被災地交差点にて、信号が赤になった

ため停車した。被災者の後方には、トラッククレーンが停車した。信号が青

となり、後方のトラッククレーンが発車した際、被災者のオートバイに気付

かず、追突した。

80205

100

～

299

2017 8

10

～

11

被災者は、４トントラックにて片側２車線の国道の追い越し車線を走行中、

後方から走行してきた別のトラックに追突され、外傷性ショックにより死亡

した。

10805

100

～

299

2017 8

6

～

7

ＩＣ付近で被災者、同僚及び警察官２名が、事故を起こした軽自動車の事故

処理を行っていた際、警察官が行う交通誘導に気付かず、大型トラックが追

越し車線をそのまま走行し、警察官はコンクリート壁側に逃げたが、被災者

がトラックに轢かれ死亡した。また、社有車の助手席に乗車していた同僚労

働者が負傷した。

170209
10～

29

2017 8

18

～

19

被災者が業務を終えたため１人でトラックを運転して事務所へ戻っていた

が、予定時刻を過ぎても事務所へ戻らないため代表取締役等が作業場所へ様

子を確認しに行ったところ、作業場所付近の道路上で被災者が運転していた

トラックがガードレールに沿って停車しており、被災者がガードレールの側

に倒れていた。ガードレールにはトラックが接触した痕跡があり、被災者の

衣類にもガードレールに擦れた痕跡が認められた。

30107 1～9

2017 8

6

～

7

建設業店社から当日の工事現場に向けて、トラックにて移動中に交通事故が

発生した。台風接近中の中で、道路冠水部分にタイヤを取られ運転操作を誤

り中央分離帯を乗り越え、対向車線の乗用車と衝突した。

30202 1～9

22 大型トラックで高速道路を走行中、走行車線の路肩にはみ出した後、追越車 100



2017 8 ～

23

線と走行車線との間を蛇行し、安定性を失って車両が横転した。その際、運

転者及び同乗者が車外に投げ出された。

40301 ～

299

2017 8

22

～

23

大型トラックで高速道路を走行中、走行車線の路肩にはみ出した後、追越車

線と走行車線との間を蛇行し、安定性を失って車両が横転した。その際、運

転者及び同乗者が車外に投げ出された。

40301

100

～

299

2017 8

6

～

7

トラックに貨物を積み納品先へ向かい配送がすべて終了しトラックターミナ

ルへ向かい到着した。その後、乗務点呼を行ったあと休憩をせず、遠方へ向

かっていたところ高速道路で渋滞中の車列の３台に追突し、搬送先の病院で

死亡した。

40301
30～

49

2017 8

8

～

9

災害発生当日は、午前６時３０分から一般住宅の浄化槽の清掃作業を同僚と

２名で行っていた。数件の作業を終えて次の作業場所に移動するために公道

上に停車していたバキュームカーを同僚が前進させたところ、「止めてく

れ」と被災者の声がしたため、バキュームカーの左前方の確認を行ったとこ

ろ、轢かれた状態の被災者を発見した。その後、搬送先の病院で死亡した。

150109 1～9

2017 8

8

～

9

上り線を走行していた２トントラック運転手が、追越車線を規制（テーパー

設置）のため、矢印版を設置していた保安員を、はね、その後、標識車へ追

突し、死亡した。はねられた保安員は、大腿骨、骨盤骨折の重傷、標識車に

乗っていた保安員は、右肩打撲の軽傷。

10902
30～

49

2017 8

4

～

5

被災者が荷の配送のため大型トラックを運転して県道を走行中、交差点で、

国道を西から走行してきた大型トレーラーと接触して重体となり、死亡し

た。

40301
30～

49

2017 8

6

～

7

事業場に車で向かっていた際、被災者が運転していた１３トントラックが別

の交通事故によって渋滞、停車中の他社のトラックに追突し、被災者が首の

骨を折り死亡した。

40301 1～9

2017 8

10

～

11

宅配先の前の道路にトラックを停車させ、宅配するためトラックから離れた

とき、トラックが逸走し始めたので、止めようとして運転席に飛び乗ったも

のの、道路脇のコンクリート壁と宅配トラックとの間に挟まれた。

40309
10～

29



2017 8

2

～

3

被災者がトラックを運転中に何らかの理由により、道路の左側の側壁へ衝突

し、その反動で中央分離帯に乗り上げて横転し、死亡した。
40301

50～

99

2017 8

12

～

13

高速道路ＩＣ付近で、道路舗装補修工事中の作業者に大型トラックが突っ込

み、作業者１人が脳挫傷で死亡したほか３人が頭蓋骨骨折等の重軽傷を負

い、大型トラックの運転手が中傷を負った。

30106
30～

49

2017 9

4

～

5

高速道路を、トラックを運転中、中央分離帯に衝突後、側壁や中央分離帯に

衝突しながら蛇行を繰り返し、料金所の手前左側にあるクッションドラムに

乗り上げて停止した。被災者はシートベルトを装着していなかった。

40301

100

～

299

2017 9

10

～

11

歩道舗装工事現場において、被災者は交通誘導員として中央線付近で一般車

両の交通誘導業務に従事していたところ、当該工事現場に隣接する事業場敷

地内に駐車された無人のトラックが動き（前進し）だし、約２５ｍ走行し、

被災者を轢き、さらに５ｍ走行し停車した。トラックの駐車位置から被災者

の作業位置までは最大５度の下り勾配になっている。

170201
10～

29

2017 9

8

～

9

２トントラック（冷蔵冷凍車）が走行中、トンネル内監査廊縁石にトラック

の左側（前後不明）のタイヤが接触し、対向車線にはみ出し、対向車線を走

行していた路線バスと正面衝突した。

40301
10～

29

2017 9

12

～

13

営業で被災者１名が社用車を運転して片側１車線の高速道路を走行中、片側

交互通行の規制中のため停車していた車Ａ、車Ｂの後ろに停車したところ、

後方から走行してきたタンクローリー車に追突され頭部損傷により死亡し

た。

80109
10～

29

2017 9

6

～

7

被災者は大型貨物自動車を運転し、走行車線を西向きに走行中、側溝へ左フ

ロントタイヤが脱輪し、約１７０ｍ走行し、合流車線左側のモノレールの橋

脚に正面から衝突した。

40301
10～

29

2017 9

16

～

17

道路舗装工事を行うため、片側１車線を規制していた。被災者は、交通誘導

員として片側交互通行の車両を誘導しており、アスファルトを運搬してきた

１０ｔダンプの通行案内をしていたところ、当該ダンプとガードレールの間

に挟まれ、後日死亡した。

170201 1～9



2017 9

10

～

11

道路維持工事の一環として、台風応急対策として農地沿いに設置していた小

型土のうが不足したため、これをトラック（２ｔ平ボディ）にて資材置き場

に取りに行く途中、何らかの理由により反対車線側の路外（法面）まで逸脱

し、案内標識に助手席側から衝突した。被災者ら３名はシートベルトを着用

していなかったため、車外へ投げ出され、被災者は死亡し、他２名は休業４

日以上となった。

30199
50～

99

2017 9

16

～

17

現場の完了検査立会いのため、朝７時過ぎに会社に出社し、書類等を準備

し、会社の箱バンにて工事現場に向かった。現場での完了検査は終了し会社

に戻る途中、対向車と正面衝突し死亡した。

30199 1～9

2017 10

8

～

9

工事現場から事業場へ戻る際の災害。２トントラックで片側２車線の緩やか

な右カーブの高速道路の追越車線を走行し、走行車線に車線変更しようとし

たところ、走行車線を走行中の１０トントラックの右後部に追突した。２ト

ントラックの助手席側が大破し、助手席に乗っていた労働者が死亡した。な

お、運転者に怪我はなかった。

30106
30～

49

2017 10

16

～

17

高所作業車を使用して道路街路樹の剪定作業中、車道を走行していた１０ｔ

トラックが、車道に出ていた高所作業車のブームに接触し、その衝撃で作業

床に搭乗していた労働者２名の内１名が墜落により死亡し、他の１名は作業

床内で負傷した。

30199
10～

29

2017 10

12

～

13

積載荷重２トンのトラック（積載型トラッククレーン）に鉄板２枚（７００

ｋｇ）等を積載して幅４．２メートルの市道（最大１５度の登り勾配）を後

進していたところ、後輪が空転したのちトラックが前進し、トラックの右前

面で誘導していた被災者が、トラックと擁壁の間に挟まれながら１０．１ｍ

引きずられ胸などを強く打ち死亡した。

30106 1～9

2017 10

12

～

13

タンクローリを運転し、軽油の配達作業を行っていた。信号機のない交差点

で、一時停止の標識があったが、一時停止せず交差点に進入し、左側から走

行してきた乗用車と衝突した。

80204
30～

49

10
臨時的な食材の買い出しのため、被災者が自動二輪車で走行中、信号機のあ



2017 10 ～

11

る片側２車線（南北方向については別途右折専用レーンがある）の交差点に

おいて、右折してきたトラックと衝突し、頭部を含めた身体全体を強く打

ち、死亡した。

140201 1～9

2017 10

22

～

23

自動車運転者の運転する大型トラックが配送先から帰社する途中、運転操作

を誤り、センターラインをオーバーし、反対車線を走行してきたトラックと

正面衝突、双方の自動車運転者が死亡した。

40301
10～

29

2017 10

16

～

17

採石場から自社に砂利をダンプトラックにて運搬中の被災者が県道を走行

中、上り坂のカーブを直進してガードレールを突き破り下の市道まで転落し

て死亡した。

30106
10～

29

2017 10

2

～

3

災害発生場所において、被災者Ａが運転するトラックは、東進していた。下

り車線を西進していた相手方Ｂが運転するトレーラーが中央分離帯を乗り越

え、被災者のトラックと衝突、炎上した。これにより、被災者Ａは死亡。相

手方のＢも負傷した。当時の天候は雨。

40301

100

～

299

2017 10

14

～

15

ガス管の新設工事現場において、歩行者等の交通誘導員として現場に入って

いた被災者が、現場作業を終えてバックしたダンプに公道上で激突され被災

した。

170201
50～

99

2017 10

8

～

9

公道において同僚社員が運転する２ｔコンテナ車の後進を誘導していたとこ

ろトラックと電柱との間にはさまれて死亡。
40301

10～

29

2017 11

2

～

3

自社で伐採した木材を積んだ大型トラックを運転して配送先に向けて走行

中、左カーブを曲がりきれず横転し、対向車線のガードレールを突き破って

法面に転落し、全身を強く打って死亡した。

60201
10～

29

2017 11

2

～

3

災害発生現場付近で自損事故を起こし、中央分離帯を乗り越え、反対車線上

に停車していた大型トラックに、走行中の被災労働者が運転する中型貨物自

動車（積載荷重４ｔ）が激突し、被災労働者が死亡した。

40301
30～

49

2017 11

10

～

除染業者より依頼のあった土砂を１０ｔダンプで除染現場に運搬し、荷下ろ

し後、空車で会社に帰る途中、道路左側の縁石に接触し、その反動で右側の 30106
50～

99



11 倉庫に接触後、左にハンドルを切り、左側の縁石を超え民家に激突した。

2017 11

10

～

11

安全施設等工事において片側交互通行の南側で交通誘導中、走行してきた２

ｔトラックに停止の合図を出したところ、２ｔトラックが停車せずに突っ込

んできて、誘導員である被災者がはねられた。

170201
10～

29

2017 11

6

～

7

インターチェンジ付近において、被災者の運転していたトラックが、ガード

レールや案内板に衝突、横転し死亡した。
40301

10～

29

2017 11

6

～

7

軽ワゴン車で現場に資材を運ぶため、会社事務所を出て走行中、左路肩から

出てきた大型ダンプに追突した。
30309 1～9

2017 11

2

～

3

現場で発生した残土運搬のため、残土を積載したダンプトラックで現場を出

発し、受入先である指定廃棄場所に向かっていたところ、途中の高速道路上

でダンプが横転して、ダンプ運転手である被災者が死亡した。

30201
10～

29

2017 11

10

～

11

大型トラックに追突された。 10805
50～

99

2017 11

6

～

7

被災者が西向きに走行中、何らかの理由により走行していた右車線から左に

向きを変え、トラックの左前方が左側壁に衝突し、跳ね返されて右側壁に衝

突し、死亡した。

40301
30～

49

2017 11

14

～

15

道路の除草作業を行うに際し、被災者は、自らが運転していた貨物自動車

（最大積載量２トン）を停車し、荷台に刈り取った草を乗せようと車両から

降りたところ、車両が動き出したため車両を止めようとしたが、ガードレー

ルと車両との間に挟まれ死亡した。道路の勾配は、約１０度であった。

30199 1～9

2017 11

10

～

11

駐車場内で、駐車場舗装修繕工事が完了し次の現場に移動するためトラック

を後進させた運転手が、トラックの後方でしゃがみ込んで携帯電話で通話し

ていた被災者を轢いた。被災者は、営業所にいる上司に次の現場の所在地を

確認していた。

30199 1～9



2017 11

2

～

3

被災者は、４トントラックを運転し荷主先で積荷を降ろした後、空荷で国道

を通って自社へ帰る途中、国道が右へカーブし、直進すると県道へ入ってし

まう道路で、道を間違えそのまま直進、３００ｍ程先で突き当たりとなり県

道が左へカーブしているが曲がり切れず、被災者が運転するトラックごと岸

壁から海中へ転落し溺死した。

40301
30～

49

2017 12

6

～

7

商店から１００ｍ（片側１車線のゆるやかな左カーブ）において、大型ト

ラックが道路右側の法面に乗り上げて横転した。
40301 1～9

2017 12

2

～

3

大型トラックで前を走行していた大型トレーラーに追突し死亡した。 40301
10～

29

2017 12

6

～

7

高速道路の舗装補修工事に伴う車線規制のため、被災者ら交通誘導員が標識

等の設置作業を行っていたところ、走行車線を走行中の大型貨物自動車が路

側帯に停車していた規制車両２台に衝突し、近くにいた被災者及び同僚をは

ねた。被災者は頭部損傷により死亡した。

170201
50～

99

2017 12

16

～

17

被災者は水道施設での作業を終え、事務所に帰社するため、移動手段の原付

バイクを運転し、交差点の脇道から右折した。同一方向を直進する大型ト

ラックと衝突し死亡した。

170209
30～

49

2017 12

18

～

19

路面の凍結により運転していたトラックがスリップし、温度計、ガードレー

ル等道路工作物に激突した。
40301

50～

99

2017 12

8

～

9

新聞配達員が自家用車の軽ワゴン車を使用して新聞の配達を行っている途中

に車ごと約３メートルの高さの川に転落し、死亡した。被災時は約１０セン

チメートルの積雪があった。

80205 1～9

2017 12

8

～

9

荷物を搬送した後、帰社のため走行中、交差点に差し掛かったところで、信

号待ちで停車していた大型トラックに追突した。
40301

10～

29



2017 12

22

～

23

道路工事による車線規制が行われ渋滞していたところ、左車線最後尾の大型

トレーラーに被災者が運転するトラックが追突し、被災者が死亡した。
40301

10～

29

2017 12

2

～

3

被災者は出勤後、自分の配達分の新聞をリヤカーに入れ、自分の担当配達区

域へ向かうため、車道左脇を移動中、後方から走行してきた２ｔトラックに

はねられた。

80205
10～

29

2017 12

8

～

9

被災者は、市道の脇に出された古紙を回収する作業中、徐行運転する古紙回

収用の収集車両（ごみ収集車）の左後輪に腰をひかれた。路面は凹凸のある

凍結路面で、車道と歩道の区別がつかない状況であった。

80109 1～9

2017 12

0

～

1

被災者は、取引先事業場（発荷主）において、ワゴン車に荷（内装材）を積

み込み運転していた。途中、運転していたワゴン車のエンジンが故障し、車

外に出て待機していたところ、ワゴン車に大型トラックが追突し、そのまま

数十メートル引きずられ、ワゴン車の前方にいた被災者は、轢かれ、多発性

外傷により死亡した。

40301
10～

29

2017 12

2

～

3

走行中、対向車線にはみ出し、対向してきた大型トラックと正面衝突した。 40301
30～

49

2017 12

6

～

7

高速道路において、走行車線を走っていた大型トラックが、バス停付近に停

車していた大型トラックに追突。追突した大型トラックの運転席は大きく破

損し、運転していたドライバーが死亡した。

40301
10～

29

2017 12

14

～

15

被災者が軽トラックを運転し走行中、対向車線を走行していたトレーラーが

横転し、下敷きとなった。
150103 1～9

2016 1

0

～

1

被災者は、トンネル内を、大型トラック（最大積載量１４トン）にて走行

中、同トンネルの非常口の点検作業による車線規制のため発生していた渋滞

車列の最後尾の乗用車に追突、全身を強打し死亡した。

40301 1～9

6
４トントラックを走行中、下りＳ字カーブでトンネル入口付近の側壁に衝突 10～



2016 1 ～

7
した。

40301
29

2016 1

8

～

9

工場から荷を積んだトラックを運転し、配送作業中。配送業者トラックヤー

ドで一部の荷を下ろすため自動車道を走行している際に、前方走行中のト

ラックを追い越そうとして、当該トラックの右後方側面に接触し、弾みで中

央分離帯及び路肩側壁に衝突してトラックが横転した。

10109

100

～

299

2016 1

20

～

21

荷主先に荷を降ろしたあと、事業場に戻る途中、停車していたトレーラーに

衝突した。
40301 1～9

2016 1

5

～

6

被災者は、高速道路をトラックにて走行中、前を走るトラックに追突し、被

災者運転のトラックは追突されたトラックに押し出されるように高速道路左

側側壁で停止したが、当該接触によりトラックの運転席側のドアが開かなく

なったため、被災者は助手席側のドアから外に出たところ、高架下約２０ｍ

の中州に転落し死亡した。

40301 1～9

2016 2

6

～

7

大型トラック運転中、対向車線にはみ出し、道路脇の標識の支柱に衝突し、

外傷性出血性ショックにより死亡した。
40301

10～

29

2016 2

9

～

10

積載荷重４トンのダンプトラックを運転し、緩やかな下り坂の林道を走行

中、左側法面に衝突後、右側の林道路肩からダンプトラックごと斜面を約６

０ｍ転落した。

30199 1～9

2016 2

7

～

8

雪の排雪作業を行うため、荷台を空の状態にして、ダンプトラック３台で片

側１車線の国道を走行中、先頭を走行していた被災者のダンプトラックが右

カーブに差し掛かった時、直進し路肩に立っていた電柱に激突。電柱に衝突

したこと等によりダンプトラックが横転した。

40301 1～9

2016 2

6

～

7

顧客に養殖鯉の活魚１００ｋｇを２ｔトラックで配達後、事業場へ戻るた

め、県道を走行中、片側１車線の直線道路で、被災者が運転するトラックが

横滑りし、道路左側の電柱に運転席側面から衝突。被災者は、頭部・胸部を

負傷し、救急搬送されるも１８時間後、搬送先の病院で死亡した。

80109 1～9



2016 2

15

～

16

研修終了後、研修場所から事業所へ戻るため、被災者は原付で走行中、ト

ラックに接触された。被災者は転倒し、トラックの後輪に巻き込まれ死亡し

た。

130201
10～

29

2016 2

4

～

5

積載量７ｔの箱形貨物自動車にて、高速道路を走行中、衝突事故により停止

した車列に衝突し、全身打撲により死亡した。
40301

50～

99

2016 3

15

～

16

被災者は、工業団地に向かってトラックで荷を運送中に、道路のセンターラ

インをオーバーし、対向車線を走行中のトラックと正面衝突した。
40301

50～

99

2016 3

19

～

20

工事現場から、被災者は同僚と二人で残土を積載したトラック（最大積載荷

重３ｔ）で会社事務所へ立ち寄り、同僚を下ろした後、トラックを運転して

資材置場へ向かう途中、車体左側が路肩の電柱に接触し、道路左側の田んぼ

に転落した際、車体が横転して車体右側（運転席側）が下になり、泥が運転

席に流入したことにより窒息し、同日死亡した。

30199
10～

29

2016 3

12

～

13

道路改良工事現場において、道路上で１人でＧＰＳ測量を行い、測量鋲を打

ち込んでいたところ、走行してきたダンプトラックに轢かれた。
30106

50～

99

2016 3

9

～

10

取引先にアルミの納品を済ませ、会社への帰り道を４ｔトラックで走行中、

反対車線を走行中の大型貨物自動車が中央分離帯を乗り越えて飛び出してき

て正面衝突をした。被災者は頭部外傷により１時間後に死亡した。

150102 1～9

2016 3

17

～

18

貨物自動車（バン）を運転して、マンション建設現場から事務所に帰社する

ため、国道を走行中、対向車線にはみ出し、対向車線を走っていた１０トン

トラックと正面衝突した。

30201 1～9

2016 3

6

～

7

事務所より、社用車（軽四貨物自動車）を運転し、現場に向かっていた。途

中の国道で、信号待ちで停車していた中型貨物自動車に追突、軽四貨物自動

車はキャビン中央付近から出火炎上し、被災者は全焼した軽四貨物自動車の

中から遺体で発見された。

170201
50～

99



2016 4

10

～

11

被災者が大型トラック（Ａ）を運転し高速道路を走行中、車線規制による渋

滞最後尾で停止していた大型トラック（Ｂ）に追突し死亡した（追突された

（Ｂ）の運転者は軽傷）。

40301
30～

49

2016 4

6

～

7

被災者は本社において実施される研修に出席するため、自宅から本社へ出張

した。その道中、自動車トンネル内で、他の事業場所属の労働者が運転する

大型貨物車に追突された。

80202
10～

29

2016 4

5

～

6

被災者が運転する４ｔ貨物自動車が、走行中、緩やかな上り勾配の左カーブ

でセンターラインをはみ出し、上り車線を走行してきた１４ｔ貨物自動車の

運転席側に接触した後、後続の１４ｔ貨物自動車と正面衝突した。被災者運

転の貨物自動車に同乗していた同僚労働者は足を負傷するも軽傷。

40301
10～

29

2016 4

1

～

2

被災者はトラックで配達へ向かい、仕事を終え事業場へ戻っていたところ、

片側１車線を走行中に対向車線を走行する乗用車と正面衝突し、被災者と乗

用車を運転する両名が死亡した。

40301 1～9

2016 4

3

～

4

被災者は、４ｔトラックを運転し、自動車道を走行中、道路左側に駐車中の

トレーラーの荷台後部に追突し、死亡した。
40301

30～

49

2016 4

7

～

8

被災者は、会社から工事現場に向かうため４トンダンプを運転中、緩い右

カーブにおいて道路左側の路外にはみだし、約２ｍ下で横転し頭を強く打ち

死亡した。

30202
30～

49

2016 4

0

～

1

被災者は給水管の移設工事現場において、片側３車線道路のうち１車線を交

通規制して交通誘導業務に従事していたところ、土砂を積み込むために後退

してきたダンプトラックと接触して仰向けに倒れ、同トラックの右後輪に右

腰部を轢かれて被災した。

170201
30～

49

2016 4

11

～

12

国道において、被災者は大型トラック（最大積載量１４ｔ、平ボディ、８ｔ

の鉄製トンネル用部材を積載）で片側１車線を走行中、高架のガードレール

を突き破り約１０ｍ下の河川敷にトラックごと墜落した。その後、被災者は

救出されたが外傷性心停止により死亡した。

40301
50～

99



2016 4

0

～

1

被災者Ａは、運行途中に燃料切れとなり、第一通行帯の路肩に停車した自社

の別事業場所属の中型トラック（４ｔ）に燃料を届け、運転手の被災者Ｂと

給油及びエアー抜きを終えて、中型トラックの前方に移動した際、同通行帯

を走行してきた大型トラック（１２ｔ）の左前部が中型トラックの右後部に

追突し、両車両が横向きになり道路を塞ぐ形となった。その反動で道路上に

居て中型トラックと接触したＡが死亡し、Ｂが重症を負った。

40301 1～9

2016 5

5

～

6

被災者は大型トラック（積載荷重１３．６ｔ）に荷（１２．３ｔ）を積み、

配送先に向かって会社を午前３時３０分頃出発した。午前５時頃、国道を走

行中、ゆるやかな左カーブを曲がりきれず、対向車線を横切り、ガードレー

ルを越え約３ｍ下の田んぼに運転席側から落下した。

40301 1～9

2016 5

4

～

5

被災者がトラックを運転して国道を走行中、被災者のトラックが中央線を越

えて対向車線にはみ出し、対向車線を走行していたトラックと正面衝突した

（被災後入院加療中であったが死亡した）。

40301
30～

49

2016 5

11

～

12

被災者は、回送する最大積載量２トンのトラックを運転して、回送先に向

かっていたときに、交差点で赤信号のため停車しようと減速していたトレー

ラーに追突した。

40301 1～9

2016 5

3

～

4

被災者は、午前３時１０分頃、荷主の配送センターへ配達を終えて、荷台に

は空かごを積み、帰社途中、県道を北上していたところ、県道が左へカーブ

しているところで、直進し、道路脇の電柱に衝突した。

40301
10～

29

2016 6

4

～

5

被災者は、前日２１時３０分に出社後、中型トラックにより荷主先に向か

い、荷物の積込みを行った。その後、配送先のスーパー店舗に向かい、荷卸

を終え、再び荷主先に戻るため、国道を走行していたところ、中央分離帯を

超え、対向車線を走行中の大型トラック右側面に衝突した。衝突により、ト

ラックは横転し、被災者は路上に投げ出され、頭部を強く打ったことにより

死亡した。

40301
50～

99

2016 6

3

～

4

被災者はトラックで走行中、追突注意の表示板を立ててあるコンクリートブ

ロックに衝突した。
40301

10～

29



2016 6

14

～

15

個人事業主が運転するトラックの助手席に乗り、足場部材を積み込むため資

材ヤードへ向け走行中、交差点において、信号待ちをしていたトラックに追

突した。

30209
10～

29

2016 6

0

～

1

新聞印刷工場から新聞販売店へ当日の朝刊を輸送するため、３ｔトラック

で、片側２車線の走行車線を走行中、ＩＣ付近において、車体を追越車線右

側、中央分離帯のガードケーブルに接触させ、その後、走行車線左側のガー

ドケーブルを突き破って道路脇の法面に転落した。トラック運転手は出血性

ショックにより死亡した。

40302 1～9

2016 7

15

～

16

下り坂（勾配３度）の右カーブで制限速度５０ｋｍ／ｈ箇所を走行中、左前

輪及び左後輪が車線をはみ出し、道路左脇の縁石を超え、その後のハンドル

操作で車体は車線内に戻ったものの横転した。

150102
10～

29

2016 7

3

～

4

国道下り線において、大型トラック２台が衝突し、うち１台が高架橋上から

約３５メートル下の山林に墜落した後に、当該トラックが炎上し、運転席か

ら死亡した労働者が発見された。

40301
10～

29

2016 7

9

～

10

事業場から建設現場にトラックで向かう途中、路上にて、前方の路肩に停車

していた工事車両に追突し、その反動で工事車両の斜め前方のいた車両にも

追突した。

30309 1～9

2016 7

8

～

9

被災者が、事業場から社用車にて顧客訪問途中に、渋滞の為、高速道路上で

停車していたところ、後方から走行してきたトラックに衝突された。
11709

100

～

299

2016 7

15

～

16

自転車で介護の利用者宅へ向かう途中、横断歩道にて横断していたとろ、信

号無視をしてきたトラック（１０ｔトラック）にはねられ頭部を強くうち、

病院へ救急搬送されたが死亡した。

130201
30～

49

2016 7

11

～

12

被災者は、同僚の運転するライトバンに同乗して作業現場へ向かう途中、信

号機のある県道交差点を右折しようとしていたときに２トントラックに右側

から衝突され死亡した。

30104
10～

29

液状の物質（重量１７トン）を積載した大型トレーラー（最大積載量２０ト



2016 7

12

～

13

ン）を被災者が運転し、国道を走行中、緩やかな右カーブに突入した際、道

路に平行してトレーラーの進行方向左側を流れる河川内（約８．５メートル

下）に転落し、転落の際、キャビンの天地が逆さまになり、河床の巨石に

キャビンが激突し、運転席にいた被災者が押しつぶされた。

40301
50～

99

2016 7

22

～

23

本社所有の普通貨物自動車を返却するため、事業場から本社へ向け、当該自

動車を運転していたところ、赤信号で停止していた大型トラックに追突し

た。

80109
10～

29

2016 7

11

～

12

自動販売機へ飲料を補充等する業務のため経路を走行していた業務用車両が

電柱に衝突し、助手席にいた被災者が死亡、運転手が負傷した。
170209

30～

49

2016 7

17

～

18

国道のトンネル内を大型トラックにて南に向かって走行中、対向車の大型ト

レーラーと正面衝突した。
40301

10～

29

2016 7

19

～

20

出勤し、荷物を積むために道路を走行中トンネル内で左側壁に接触後、対向

車線にはみ出し、直進してきた対向車と正面衝突した。
40303

30～

49

2016 7

1

～

2

被災者は鮮魚を積み込み、国道（片側１車線）を走行中に、対向車線を走行

していたタンクローリーと正面衝突し、被災者とタンクローリーの運転手の

２名が死亡した。

40301 1～9

2016 7

1

～

2

被災者は塩酸をタンクローリーに積み込み、客先に向かって国道を走行中、

対向車線を走っていた大型トラックがセンターラインをはみだして被災者の

運転するタンクローリーと正面衝突し、被災者と大型トラック運転手の２名

が死亡した。

40301
10～

29

2016 8

13

～

14

被災者は、４トントラックを運転し、店舗に紙製品を配送した後、帰社する

ために道路を走行していたところ、渋滞のため停車していた最後尾のトレー

ラーの後部に追突し、被災した。

80109
10～

29

11 自動車道道上り第１車線を時速７０キロメートルで走行していたところ、前
50～



2016 8 ～

12

方の渋滞に気づくのが遅れ、追突寸前にブレーキを踏んだが、間に合わず前

方の大型トラックに時速６０キロメートルで追突した。

40301
99

2016 8

2

～

3

被災者が４トントラックを運転し、事業場から大市場へ鮮魚を運送した後、

高速を利用して事業場へ戻っていたところ、前方を走行していたトレーラー

に衝突し、被災者が車内から投げ出された。

80109 1～9

2016 8

12

～

13

解体現場から廃棄物を処分場へ運搬する業務において、４ｔトラックを運転

していた際に発生したもの。処分場での廃棄終了後、解体現場に向かうため

国道を北進していたところ、交差点前にて赤信号のため前方に停止していた

ワンボックスカーに気づき、ワンボックスカーを避けるため左に急な進路変

更をしたところ、左車線に停止していた１０ｔトラックに追突し、脳挫傷に

より死亡した。

30209
10～

29

2016 8

10

～

11

国道上において交通誘導員が誘導作業中、工事現場から国道に出た２ｔト

ラックに轢かれ死亡した。
170201

10～

29

2016 8

1

～

2

被災者は、河川の水量調査を実施後、同僚２名と共に社用車（ピックアップ

トラック）に乗車して移動中、台風による増水により約８メートル崩落して

いた橋台付近から車ごと川に転落した。同僚２名は自力で脱出したが、運転

していた被災者が行方不明となった。警察、消防等による捜索活動が行われ

た結果、事故発生現場から数百メートル下流において遺体で発見された。

170209

100

～

299

2016 9

13

～

14

被災者は２トン平ボディトラックで高速道路を走行中、後ろから来た４トン

トラックに追突され、前を走っていた大型トラックに衝突して横転し、被災

者は救出後病院へ運ばれたが死亡が確認された。

40301
50～

99

2016 9

18

～

19

荷積みを行い、配送先への輸送作業中、県道にて、左カーブを曲がりきれず

対向車線にはみ出し対向車と衝突し横転した。その際、運転席に閉じ込めら

れ２時間半後に救出され、病院へ搬送されたものの死亡が確認された。

40301
10～

29

2016 9

4

～

5

被災者は、４トントラックを運転し、積荷を輸送していた。高速道路を走行

中、本線前方を走行中のトレーラー（鋼材積載）が急ブレーキを掛け停車し

たところへ被災者の運転するトラックが追突し、心破裂により死亡した。

40301
10～

29



2016 9

8

～

9

被災者は、同僚と会社から解体現場に向かうため、トラックを運転して高速

道路の上り線を走行していた。トンネル内でトラックが、左側の縁石に接触

し、その反動で対向車線にはみ出し、側壁に接触後、スピンして反対方向を

向いた状態で、対向車線を走行して来た大型トラックが衝突した。トラック

の運転士が死亡、同乗していた同僚、大型トラックの運転士が負傷した。

30202
10～

29

2016 9

7

～

8

被災者は、２ｔトラックを運転し、片側２車線の国道を走行していたが、中

央分離帯を越えて反対車線で横転し、対向車と接触し死亡した。
30199 1～9

2016 9

5

～

6

被災者は早朝、自宅に迎えに来た同僚が運転する社有車の後部座席に乗り、

会社に向かっていたところ、交差点を赤信号で進入してきたダンプトラック

と社有車が衝突し、死亡した。運転していた同僚も休業した。

30209 1～9

2016 10

2

～

3

深夜高速バスのドライバー２名が運行中に車輌故障が発生したため、幅３ｍ

程度の路側帯に大型バスを停車し、後方に三角板を置いて車外で故障箇所の

確認を行っていたところ、後方からトラックに追突され、衝撃で動いたバス

と道路側壁の間に挟まれて死亡した。

40202
50～

99

2016 10

2

～

3

深夜高速バスのドライバー２名が運行中に車輌故障が発生したため、幅３ｍ

程度の路側帯に大型バスを停車し、後方に三角板を置いて車外で故障箇所の

確認を行っていたところ、後方からトラックに追突され、衝撃で動いたバス

と道路側壁の間に挟まれて死亡した。

40202
50～

99

2016 10

7

～

8

被災者は、個人農場で大根をトレーラーに積み込み、トラックを運転中、右

カーブを曲がりきれずにガードロープを超えて約１０メートル下の沢に転落

した。

40301
10～

29

2016 10

22

～

23

被災者は片側交互通行の舗装補修工事区間の東端に立ち、西進車に徐行を促

す誘導を行っていた。誤って西進しようとした軽トラックと誘導通り東進し

てきた自動車が衝突しそうになり、回避行動を取った西進中の軽トラックが

被災者と接触、跳ねられた被災者は大動脈破裂により、搬送先の病院にて翌

日死亡した。

170201
10～

29



2016 10

3

～

4

自動車道を走行中、センターラインを超えて反対車線にはみ出し、トラック

と正面衝突し、本事業場の運転手１名及び他の事業場所属の労働者２名が死

亡した。

40301 1～9

2016 10

3

～

4

自動車道を走行中、所属のトラックが、センターラインを超えて反対車線に

はみ出し、本事業場のトラックと正面衝突し、本事業場の運転手２名及び他

の事業場所属の労働者１名が死亡した。

40301
10～

29

2016 10

3

～

4

自動車道を走行中、所属のトラックが、センターラインを超えて反対車線に

はみ出し、本事業場のトラックと正面衝突し、本事業場の運転手２名及び他

の事業場所属の労働者１名が死亡した。

40301
10～

29

2016 10

9

～

10

踏切で、受託先（地主）に米を配送するため軽トラックを運転し踏切を横断

中、普通列車と衝突し、被災した。
60101 1～9

2016 10

12

～

13

渋滞で停車中だった被災者が運転する中型トラックに大型トレーラーが追突

し、その弾みで中型トラックが前方の大型トラックに衝突したため中型ト

ラックを運転していた被災者が死亡した。

40301
30～

49

2016 10

4

～

5

アイスクリームを積み込み配送先へ向かう途中、コンビニで買い物をしよう

と車両を止め、反対側の店舗へ行く為道路を横断中に、走行してきたトラッ

クにはねられた。

40301
50～

99

2016 10

4

～

5

被災者は大型トラックで自動車道下り車線（登坂、走行、追越の３車線構

造）を走行中、乗用車が事故を起こし走行車線を塞いでいるのを発見した。

被災者は事故車の先にある非常駐車帯に自車を停め、救護活動を行う旨会社

に連絡し、事故車の所で発煙筒を炊くなど救護活動を行っていたところ、そ

こに後続の大型トラックが突っ込んできて被災した。

40301
30～

49

2016 10

13

～

14

事業場から営業先に向かうため社有車を運転中、一時停止標識のある交差点

において、右側から走行してきたダンプトラックと衝突した。
80409 1～9

特別養護老人ホームの主に屋外の施設等の管理を行っている被災者が、事業



2016 10

9

～

10

場が保有する畑作業のために被災者の知人から借りたトラクターを返却する

ため、トンネル内をトラクターで走行中、後ろから走行してきたトラックに

追突された。追突された衝撃でトラクターは走行方向左側のトンネル側面

に、トラックは右側側面に衝突し、トラクター及びトラックの運転者２名が

死亡した。

130201
50～

99

2016 10

9

～

10

大型トラックで荷を運搬し、帰社する途中のトンネル内（片側１車線の上り

線）において、前方を走行中のトラクターに追突、反動で反対車線のトンネ

ル側壁に衝突し、頭部、胸部等を受傷し死亡した。

40301
30～

49

2016 10

20

～

21

現場で足場解体作業を終え、２ｔトラックに３人乗車し自動車道を走行中、

何らかの原因で車体左側前方がガードレールと接触。一人が死亡、他の二人

は車外に投げ出され被災した。

30201 1～9

2016 10

12

～

13

被災者が事業場の資材置場より残土運搬のため８トンダンプトラックを運転

中、追い越し車線に故障のため停車中の大型貨物自動車に追突し、死亡し

た。

170209
10～

29

2016 11

5

～

6

自動車道上り線の更新工事現場において、一般車両の交通誘導業務に従事し

ていた被災者が、走行してきた４トントラックにはねられた。
170201

50～

99

2016 11

11

～

12

作業員８名で高速道路の路肩を特殊車両を用いて草刈りしていた。草刈りが

完了したことから、車線規制を解除するため規制回収車の後方ステップ上

で、作業員２名によりカラーコーンを回収していたところ、１４トンの大型

トラックが２トンの規制回収車に激突した。これにより、作業員Ａが死亡

し、規制回収車を運転していた作業員Ｂが首に軽傷を負った。

30106
10～

29

2016 11

16

～

17

郵便物等の集荷作業のために軽四自動車を運転中に、交差点に進入したとこ

ろ、右方から直進してきた大型トラックと出会い頭の衝突事故を起こした。
110101

100

～

299

2016 11

8

～

被災者の運転する生コン車（１０ｔ車）は、生コンクリートを運搬するた

め、生コン工場（荷主）を出発して建設工事現場（配送先）へ向かって直線

道路を走行していたところ、アイスバーンの路面でスリップして対向車線に
40301

10～

29



9
はみ出し、路外逸脱した（単独の交通事故）。

2016 11

17

～

18

被災者は本社に作業報告を行うため、第二工場の前の公道上を自転車で走行

していたところ、後ろから軽トラックに追突された。
10409

10～

29

2016 11

6

～

7

国道バイパスにおいて、被災者は、４ｔトラックで走行中、先の信号で停止

していたトラックに追突し死亡した。
40301

10～

29

2016 11

10

～

11

会社事務所から本件工事現場へ移動するため、トラックにて高速道路を走行

中、前方で交通事故の車輌撤去作業をしていたレッカー車に追突し、運転し

ていた被災者が下肢を切断して死亡、助手席の被災者が胸部等を負傷した。

30209
10～

29

2016 11

11

～

12

被災者が営業活動後、高速走行車線を走行中、追越し車線の工事規制に伴う

渋滞が発生し最後尾に泊まっていたところ、追越し車線を走行中の中型ト

ラックが渋滞を避けるため車線変更し追突、はずみで被災者の乗用車が前方

に停車中の大型トラックに追突し、２台のトラックに挟まれる形で３台とも

炎上し、被災者が焼死した。

170101

100

～

299

2016 11

4

～

5

被災労働者が大型トラックを運転し、自動車道を利用し走行中、インター

チェンジにつながるランプ線で、道路右側のガードレールに衝突した。
40301

50～

99

2016 11

14

～

15

納品終了後、駐車場出口から左折して公道に出る際、放置自転車が邪魔にな

るので移動させようと被災者が下車したところ、車両が動き出した。被災者

はこれを止めようとして車の下敷きとなり、胸部圧迫で窒息死した。

40301
50～

99

2016 11

11

～

12

被災者がタンクローリー車で走行していたところ、何らかの原因でセンター

ラインを超えた状態のまま走行することとなり、対向車線を走行していた大

型ダンプの運転手がセンターラインを超えた状態で走行しているタンクロー

リー車に気付いて、急ブレーキをかけて停車したが、タンクローリー車は時

速約３０～４０キロメートルを維持したまま大型ダンプに正面衝突した。

80204 1～9

23 被災者は、大型トラックを運転し国道上り線を走行中、融雪装置配管工事に



2016 11 ～

24

係る車線規制により発生していた渋滞の最後尾にいた大型トレーラーに追突

し死亡した。

40301
30～

49

2016 11

7

～

8

本社事務所からトラックにて現地へ向かう途中、街道にて路肩停車中のト

ラック右後部に追突し、助手席に乗っていた被災者が全身を強打した。
40301

10～

29

2016 11

0

～

1

道路復旧工事で使用する材料の砕石を引き取るため、営業所車両置場から工

場に被災者のみが乗車し運転する車両（３ｔダンプ）で向かっていたとこ

ろ、途中の高速道路上でスリップして中央分離帯及び路側壁に回転しながら

激突し、車外に放り出され死亡した。

30106
10～

29

2016 11

14

～

15

被災者が道路規制車を運転し、トンネル内を走行中、前方を走っていた当該

事業場の別車両の荷台からクッションドラムの蓋（プラスチック製）が落下

したため、当該蓋を避けようとしたところ、左側縁石に衝突して、その反動

で対向車線にはみ出し、対向してきた大型貨物自動車と正面衝突した。

170201
10～

29

2016 11

6

～

7

町道において、被災者が運転する軽トラックとワゴン車が正面衝突し、衝突

後、軽トラックは約４．２ｍ下の河川敷に転落した。被災者は病院に搬送さ

れたが、間もなく死亡した。

80109 1～9

2016 12

6

～

7

被災者は、トラックを運転し、配送先に向け、国道を走行していたところ、

右カーブで対向車のトラックが中央車線をはみ出してきて、左側に避けよう

としたが避けきれずに衝突し被災した。

40301
30～

49

2016 12

6

～

7

被災者は、事業場より家畜運搬車を運転し、荷主先に向かって国道を走行し

ていたところ、凍結路面の左カーブで対向車線にはみ出し、対向してきたト

ラックと衝突し被災した。

40301
10～

29

2016 12

8

～

9

被災者は同僚を乗せ、トラックを運転し、事業場から塗装工事現場へ向かっ

ていた。被災者は、国道の緩やかな左カーブを走行後、ふらつきながら中央

線をはみ出し、対向車の大型トラックと正面衝突した。被災者は脳挫傷によ

り死亡。

30309
10～

29

１０ｔトラックを運転し、営業所から荷卸先へ向かって、高速道路を走行



2016 12

0

～

1

中、橋梁工事に伴う渋滞により減速した前車に追突し、運転席にはさまれ

た。運転席から救出され、入院加療中であったが、災害当日に容体が急変

し、死亡した。

40301
30～

49

2016 12

5

～

6

高架橋床版修繕工事現場へ向かうため、会社事務所から会社所有のライトバ

ンにて移動中に交通事故を起こしたもの。交差点にて右折のために並んでい

た車列を右側から追い抜こうとしたところ、右折中の車に接触して排水路に

転落し、助手席に乗っていた被災者が水死した。

30199
10～

29

2016 12

4

～

5

自動車道下り線を走行していた被災者運転の大型トラックＡ（最大積載量

８．ｔ）が、走行車線を減速運転中の大型トラックＢ（最大積載量１３．２

ｔ）の後部に追突した。この事故で、トラックＡの運転者が死亡、トラック

Ｂの運転者が休業した。

40301
10～

29

2016 12

7

～

8

配送のため、軽貨物車を運転中、道路脇の立木に激突し、胸部を強打し、肺

挫傷を負った。
80109

10～

29

2016 12

16

～

17

自社倉庫内の資材整理作業を終え事務所に戻る途中、幅４ｍの直線道路を

下っているとき、凍結路面によりスリップし、道路右脇にある電話線引込柱

に運転席ドアをこすりながら法面に乗り上げた。法面に乗り上げた衝撃で車

は止まったが、止まった時の衝撃でハンドルを胸部に激突し、腎挫傷・肋骨

骨折・肺気胸による出血性ショックで死亡した。

30199
10～

29

2016 12

0

～

1

被災者は２０時頃、トレーラーにＨ鋼２７トンを積み、運送を開始した。午

前０時頃、緩やかな右カーブでトレーラーが横転し側壁に運転席が激突し

た。

40301
30～

49

2016 12

8

～

9

被災者は、建設工事現場に向かうため、つり上げ荷重２５トンのラフターク

レーンを運転していたところ、対向車線からはみ出したダンプトラックが運

転席に衝突した。

30105 1～9

8

被災者は倒木等の撤去を行うため、事業場から現場まで２トントラックを運

転していた。交差点を過ぎた片側２車線の緩やかな下りカーブで、被災者が



2016 12 ～

9

運転する２トントラックが、前方追い越し車線を走行しているトラックを走

行車線から追い越し、追い越し車線に進入したところ、そのまま中央分離帯

を乗り上げ、対向車２台と衝突し、１．５ｍ下の側道に転落し、ガードパイ

プに衝突した。

30106
30～

49

2016 12

11

～

12

被災者は、会社敷地内の除雪作業を単独で行っていた同僚に合流し、排雪作

業を手伝うことにした。１回目の排雪作業で漁港内をトラックで走行中、

誤って海にトラックごと転落した。被災者は、漁港内を浮いているところを

発見されたが、溺死した。

40301
10～

29

2016 12

5

～

6

中型トラックに乗って商品の積み込み先へ向かっている際、かなりのスピー

ドを出して赤信号を無視して通過し、緩やかな左カーブを曲がりきれず、反

対車線をはみ出し対向車（大型トラック）と正面衝突した。

40301
50～

99

2015 8

19

～

20

港から内陸の食品工場に大豆等の穀物を運送するため、国道を大型トレー

ラーで走行中、右カーブにさしかかったところで当該車両が横転し運転手が

運転室内に挟まれて死亡。 車両が横転した現場は、下り勾配７％が約６．５

ｋｍ続く長い下り坂途中の右カーブであった。

40301 1～9

2015 7

3

～

4

トレーラーで高速自動車道上り線を走行中に前を走っていたトラックに追突

し死亡したもの。
11709

50～

99

2015 8

16

～

17

他県の病院で作業を終え、自宅に向かうため社用車のワゴン車を運転中、高

速自動車道のトンネル内上り車線において、車線規制を知らせるための標識

車両に追突し、停車していたところ後続車に衝突された。

170209
10～

29

2015 4

6

～

7

被災者は、平成２７年４月２７日１時頃、出発し、高速道路を運転中、イン

ターチェンジ出口付近において、トラックが横転し、死亡したもの。死体検

案書の結果、直接死因は外傷性くも膜下出血であった。

40301
50～

99

2015 6

2

～

3

大型トレーラーを運転中に、下り坂カーブを曲がりきれずにガードレールを

突き破り、約４０ｍ下の県道に転落し炎上したもの。６月２８日午後２時に

事業場を出発し、近畿地方の港で荷を積載して、翌日午前９時までに関東地

方に所在する事業場に荷を届けることとなっていた。高速道路の使用が認め

40301
10～

29



られないことから、一般道で目的地に向かっていたものと推定される。

2015 10

13

～

14

大型タンクローリーでレギュラーガソリン等を運搬中、高速道路インター

チェンジの料金所から、下り本線に合流する緩やかな上り坂の左カーブを曲

がりきれず、右側のガードレールに衝突して横転した。

40302
50～

99

2015 1

10

～

11

被災者の運転する４トントラックが、高速道路上り線の走行車線を走行中

（追い越し車線は工事のため通行規制されていた）、工事渋滞中の最後尾の

車に衝突。当該衝突により、最後尾から数えて合計３台の車両が玉突き事故

に巻き込まれた。被災者が運転する車両は衝突後炎上し、同人は全身火傷の

ため死亡。上記３台の運転者の負傷程度は軽度の打撲

40301
10～

29

2015 2

1

～

2

国道下り線（片側３車線）において、中央側の各１車線を規制し、中央分離

帯の補修工事を行っていたところに、大型トラック（最大積載量１３．８

ｔ）が突っ込んだ。 事故に巻き込まれ、土木作業員１人が死亡したほか、交

通誘導員３人、クレーン運転士、トラック運転手が被災した。

30106 1～9

2015 9

9

～

10

被災者は、１５トントラック（平台車）で荷物積込み先に到着し、荷物の積

込みを完了して出発したが、通常走行経路であれば右折する交差点を直進

し、突き当りの工場の門扉を突き破って建物外壁に衝突したもの。

40301
10～

29

2015 11

22

～

23

荷物を積み込み、高速自動車道を走行中、低速車を追い越し、走行車線に

戻ったところ、路肩から走行車線にはみ出して停車していた故障車の右後方

に追突し、ハンドルと車の間に挟まれた。

40301

100

～

299

2015 8

11

～

12

取引先へ竹輪を運ぶため保冷車（１．５トントラック）を運転中、広域農道

のカーブに差し掛かった時、対向車の２トントラックが中央線を越え、対向

車線にはみ出してきて衝突し、出血性ショックにより間もなく死亡したも

の。

10102
10～

29

2015 5

20

～

21

研修出張中、研修を終えて同僚とともに宿泊先ホテルに向かう途中、青信号

である横断歩道（交差点）を歩いていたところ、右折して進入してきたト

ラックにはねられ、全身打撲により平成２７年５月２２日１３時３０分に死

亡したもの。

90103

300

～

499



2015 4

11

～

12

被災者は岩石採取場において、ドラグショベルを使用し、砕石を４ｔトラッ

クに積み込み、２ｋｍほど離れた本社へ運搬する作業を行っていた。岩石採

取場から一般道へ通じる構内道を走行中、被災者は傾斜１１度の離合帯付近

にトラックを停車させ、エンジンをかけたまま降車した際に、トラックが逸

走し轢かれたもの。

20202
10～

29

2015 7

4

～

5

湖岸道路（県道）を走行していた被災者運転のタンクローリーと、逆方向へ

走行していた軽自動車が、川に架かる大橋の中央付近で衝突したもの。その

結果、タンクローリーは、反対車線を越えて歩道に乗り上げ、更に橋の欄干

を突き破り約１５メートル下の川に転落した。タンクローリーは、先頭部が

押しつぶされ、車内に取り残された被災者は溺死した。

40301
10～

29

2015 9

5

～

6

被災者は自動車道下り線で大型トラック（積載荷重２０トン）で走行中、前

方のトレーラーに追突、トラックは停車し、被災者はキャビン内に閉じこめ

られた状態となった。その後、被災者は高速道路会社の担当者と携帯電話で

会話をしていたが、突然応答が切れた。その後警察が被災者のトラックが２

台の大型車両に追突され、被災者が車外に放出されているのを発見。

40301
30～

49

2015 12

0

～

1

被災者は、トラックを運転中、交差点で横転し、中央分離帯に衝突し死亡し

た。
40301

10～

29

2015 4

12

～

13

被災者は１ｔトラックを運転し、配達中、トンネルの出口付近の緩やかな左

カーブにおいて、中央線をはみ出し、対向のトレーラーと正面衝突し、外傷

性ショックで死亡した。トレーラーの運転手は軽傷である。

80109
10～

29

2015 10

6

～

7

港湾道路で、同僚と作業の打ち合わせをするため路肩に停車していた車両積

載型移動式クレーンに４ｔトラックが追突した。この弾みで、被災者が車両

積載型移動式クレーンの前に止まっていた移動式クレーン（２５ｔ）との間

に挟まれ、搬送先の病院で死亡が確認された。 被災者は、同僚と車両の間で

話をした後、運転席に戻ろうとしていたもの。

30309
10～

29

1
積荷を運んでいる途中、高速自動車道ＩＣ下り線を走行していたとき、高速

道路本線上でトレーラーが停止（後退していた可能性有、調査中）してお
100



2015 11 ～

2
り、発煙筒及び三角表示板は出されてなく、気付くのが遅れ追突した。多発

性外傷、外傷性出血性ショックにより死亡した。

40301 ～

299

2015 6

16

～

17

現場から退出時、自車（ダンプ車）を斜路上に駐車したのち、降車して他車

（ユニック車）の誘導を行い、誘導を終えて自車に戻る途中、斜路上に駐車

していた自車が動き出したため、自車の前方に入り止めようとしたところ、

他車の側面と自車の間に体を挟まれた。その後、入院治療を行っていたが、

平成２７年９月１４日、敗血症による多臓器不全のため死亡したもの。

30309 1～9

2015 5

2

～

3

国道をトラックで走行中、対向車線を走行してきたトラックがセンターライ

ンをはみ出してきて衝突し、双方の運転手が死亡した。
40301

30～

49

2015 7

16

～

17

注文された商品を最大積載量１．５ｔのトラックで配達後、当該トラックを

運転して事業場へ戻る途中、国道上において、対抗車線にはみ出し、進行方

向の右端の擁壁に当該トラックが接触、その反動で進行方向左側のガード

レールの上に、運転席を下にして横転したものである。

80209
30～

49

2015 1

2

～

3

一般国道上り線において、ランプから上り線が道路改良工事のため通行止め

となっていることから、被災者が上り線を走行する車輌に、迂回路へ向かう

よう誘導していたところ、当該バイパス上り線を走行していたトラックが被

災者の迂回指示に従わず、バイパスを直進したため、被災者はこれにはねら

れ、死亡したもの。

170201
50～

99

2015 11

4

～

5

被災労働者が運転する中型貨物車が、北陸自動車道下り線を上越から柿崎に

向かって走行中、片側２車線の見通しのよい直線で、別の追突事故により２

車線をまたいで横向きで停止している普通貨物車（ライトバン）に接触後、

同じく普通貨物車（ライトバン）に接触し路肩に停止していた別の中型貨物

車に追突したもの。ブレーキ痕なし。

40301 1～9

2015 7

0

～

1

高速道路上、タイヤの破裂で右側車線に停車していた大型トラックに後ろか

ら来た中型トラックが激突し、中型トラックの運転者が運転席に挟まれ、出

血性ショックにより死亡した。

40301
10～

29



2015 6

22

～

23

高速道路下り線パーキングエリアから本線に進入してきた被災者運転の中型

トラックと下り本線上を走行してきた大型トラックが衝突し、中型トラック

のドライバーが車外に投げ出され多発性外傷により死亡したもの。 中型ト

ラックは車道左側の盛土に乗り上げ横転。大型トラックは中央分離帯に車体

右側面を接触したまま数十メートル走行して停止した。

40301
30～

49

2015 12

7

～

8

上記現場において、被災者が運転するトラックが、中央分離帯にある高架道

路の支柱に衝突し、全身を強く打ち搬送先の病院で死亡したもの。
40301

10～

29

2015 11

15

～

16

被災者は、古紙を積込んだトラックを運転し、高速道路を走行していたとこ

ろ、高速線の上り線と環状線との合流地点にある左カーブを曲がりきれず

に、進行方向の右側壁に衝突した後、車線合流後の右側壁に再び衝突し、被

災したもの。同乗者はおらず、他車との接触はない。（単独事故）

40301
10～

29

2015 8

1

～

2

被災者は、所属会社が所有するトラックを運転し、国道を北上していたとこ

ろ、交差点において、赤信号で停車していたトラックに追突した。
80202 1～9

2015 10

8

～

9

自社倉庫前の県道にて、発注していた荷物を運んできた運送会社の大型ト

ラックが自社倉庫にバック入ろうとしたとき、近くにいた被災者が後方の南

東方向から２トントラックが走ってきたのに気づき、「止まれ」の合図をし

ようとして車道に出たところ、２トントラックに轢かれたもの

80203 1～9

2015 10

0

～

1

被災者は、１０月２０日１６時頃に東北地方を出発し、１０月２１日１０時

頃に中部地方に到着する予定で東京都内の圏央道内回りの第一通行帯を４ｔ

トラックで走行中、途中のＩＣに進行していたところ、何らかの理由で前方

注視をせず、事故渋滞のため停止中の１０ｔトラックに追突して死亡したも

の。

40301
10～

29

2015 2

3

～

4

国道を大型トラックで走行中、緩やかな右カーブでガードレール（１５４．

２Ｋｍポストと、１５４．３Ｋｍポストの中間付近）に接触後、対向車線へ

はみ出し、一日市交差点東側（１５４．４Ｋｍポスト付近）の右折車両用車

線をまたぎ越して対向車と衝突した。なお、対向車の後続車両も事故を避け

40301
30～

49



きれず軽く接触しているが、物損のみ。ブレーキ痕は見られなかった。

2015 1

11

～

12

病院に医薬品を納品するために、社有車で高速自動車道を走行中、スリップ

事故を起こし、弾みで中央分離帯に衝突し追い越し車線で停車していたとこ

ろに後続の大型トラックが追突した。

80109

100

～

299

2015 7

9

～

10

被災者は、林道新設現場へ路盤用の再生骨材を運搬するため、骨材６．５立

米（約７．８ｔ）を積載したダンプトラック（最大積載量８．６ｔ）を運転

し林道を走行中、林道脇の崖からトラックごと約５５ｍ転落して被災した。

発見時、被災者は会話が出来る状態であったが、救助活動中に容態が悪化

し、救急搬送先の病院で死亡が確認されたもの。

20209
10～

29

2015 12

11

～

12

高速自動車道上り線の路肩において、工具箱を後輪側に置いて停車していた

大型トラックに、中型トラックが追突し、車外にいた大型トラックの運転手

がはねられ死亡した。

40301
10～

29

2015 9

12

～

13

９月２５日２３時に所属事業場で点呼を受け、４ｔトラック乗務を開始、事

業場近隣で積載した雑貨を高速道路経由で目的地に運んだ。帰路荷（プラス

チックロール）を積みこみ、県道経由で戻る途中、下り坂で道路を逸脱し、

橋梁の欄干を超え、約１０ｍ下の川原に転落し、受傷した。療養中のとこ

ろ、約２時間後に死亡した。

40301
10～

29

2015 3

11

～

12

事業場所有の２ｔトラックを運転して、事業場から取引き先に製品を搬送し

会社へ帰社途中、市道を走行中、信号のないＴ字路で進行方向前方のコンク

リート擁壁に激突し、搬送先の病院で頚部損傷による出血性ショックにより

死亡した。

10805
10～

29

2015 4

0

～

1

被災者は、タンクローリー車を運転して市内の油槽所から隣の県内の給油所

へ配送に向かう途中の国道の片側１車線の左カーブで横転し、ガードレール

等をなぎ倒して約２メートル下の斜面に転落し、頭を強く打ち死亡したも

の。

40309
10～

29

2015 12

8

～

被災者は、発電設備を搭載した社用トラックを運転し、１名で事業場から出

張先へ向かっていた。インターチェンジの出口方向へ走行中、左カーブを曲

がりきれず、側壁に激突し、トラックが横転。運転席にいた被災者が死亡し
11409

100

～



9
たもの。

299

2015 11

11

～

12

被災者は、中央分離帯のある片側２車線の国道をトラック（最大積載量２ト

ン）を運転して荷の配送中に、信号の無い交差点で右折するために停車して

いたトラックに追突し、死亡したもの。 追突されたトラックの運転者は、業

務中で休業している。

40301
50～

99

2015 12

3

～

4

バイクで新聞配達中の被災者は荷台の新聞を道路上に落としてしまい、新聞

を拾い集めていたところ、西側から走行してきた１０ｔダンプに轢かれ死亡

した。

80205
10～

29

2015 8

7

～

8

会社事務所から現場へ向かう途中，高速道路上り線において２トントラック

を運転していた労働者が，何らかの原因で中央に寄り，その後左へ急ハンド

ルを切ったため，トラックが右側へ横転し，同乗していた労働者とともに被

災したもの。

30309
30～

49

2015 2

0

～

1

高速自動車道上り線第一および第二走行車線を規制し、規制範囲内において

高所作業車を設置した。労働者２名がバケットに乗車して、高速道路上部に

跨るコンクリート橋の補修作業を行っていたところ、追い越し車線を走行し

ていたトラックが規制範囲内に侵入してきて、トラックの荷台（高さ約３．

８ｍ）がバケットの底部に接触した。バケットに乗車していた２名の労働者

は路上に投げ出されて１名が死亡し、１名が左足を骨折した。

30105 1～9

2015 3

7

～

8

４ｔトラックで荷物を運んだ後、営業所へ戻る途中、高速道上り線で、道路

左側のガードレールにぶつかった後、中央分離帯に衝突し、はずみで再度左

側ガードレールにぶつかって、突き破り、高速道から高さ約３メートル下の

町道に転落し、道路脇の電柱に衝突した。被災者は車外に投げ出され、頭の

骨を折るなどの外傷性ショックにより約４時間後に死亡した。

40301 1～9

2015 7

18

～

19

被災者は、荷物運送のため２５トントラックを運転中、高速自動車道下り線

サービスエリアに向かう片道一車線の流出路において、右カーブを曲がり切

れずに横転しコンクリート側壁に衝突したもの。

40301
30～

49

被災者は国道事務所出張所において工事の打ち合わせを終えた後、会社所有



2015 11

9

～

10

の軽トラックに乗って会社に戻るため、国道トンネル内を市街地から郊外方

面に向かって走行していたところ、対向車線にはみ出し、対向して来た大型

ダンプトラックと正面衝突し、出血性ショックで死亡したもの。 なお、大型

ダンプトラックの運転手も休業４日以上の負傷となった。

30106 1～9

2015 7

13

～

14

国道下り線の走行車線において、信号待ちしていた大型トレーラーに、被災

者が運転する４ｔトラックが追突したもの。
40301

10～

29

2015 3

23

～

24

国道でトラックを運転中、下りの左カーブで霧も出ていたため、運転ミスに

よりガードレールにぶつかり、横転事故を起こし、全身打撲により死亡し

た。

40301
30～

49

2015 5

22

～

23

出張先での業務終了後、社有車で帰社途中、東名高速道路の路肩に社有車を

停車させて車外に出て、社有車に再び乗り込もうとした時、走行車線を走行

してきたトラックに轢かれたもの。高速道路上で車外に出た理由は不明であ

るが、社有車の運転席パネル部分には、タイヤの空気圧異常を示す表示が出

されていた。

120109

1000

～

9999

2015 1

15

～

16

国道のトンネルの入口から５０ｍ付近を、死亡した被災者が運転し、同僚が

助手席に乗車するトラックが対向車線にはみ出し、逆方向へ向かっていたト

ラックと正面衝突したもの。事故当時、トンネル内は一部アイスバーン状態

であった。

30209 1～9

2015 6

11

～

12

国道をＬＰガスボンベ配送業務のため３ｔトラックを運転中、道路壁面に接

触した後に前方車両の１０ｔトラックに追突し運転室大破により出血性

ショックで死亡。医科大学のドクターヘリ医師により同日１２：５０に死亡

確認された。

40309 1～9

2015 9

18

～

19

被災者はダンプ（１０トン）を運転し、国道線の緩い右カーブを走行中、中

央分離帯の切れ目からはみ出した対向車のトラック（１０トン）と衝突し、

ダンプ運転手が胸部打撲により死亡した。 なお、トラックは、Ｕターンを行

うために中央分離帯をはみ出し対向車線に進入した。

40301 1～9

積み場に向かうために、被災者は大型貨物自動車を運転し、バイパス（下り



2015 11

1

～

2

方面）左車線を走行していたところ、前方を走行していた大型貨物自動車

（以下、「大型トラック」という。）がパーキング入り口を過ぎた辺りで急

停止し、その急停止した大型トラックを避けきれず、大型トラックの荷台に

積んでいたＨ鋼に衝突し死亡した。

40301
50～

99

2015 6

3

～

4

被災者が運転する中型トラックが、走行車線と高速バス停留所との分離帯に

乗り上げて横転。後続の大型トラックと中型トラックの２台がよけきれずに

追突し、全身を強く打って死亡したもの。後続のトラック運転手２人に怪我

はなかった。被災者は、四国地方から中部地方まで荷物を運ぶ途中であっ

た。 事故当時、現場には強い雨が降っていた模様。

40301
30～

49

2015 11

3

～

4

被災労働者が運転する大型トレーラーが、国道を走行中、片側１車線の下り

坂の緩やかな右カーブで、道路左側のガードレールと電柱に衝突して横転し

たもの。ブレーキ痕なし。

40301 1～9

2015 4

2

～

3

被災者運転のトラックが配送中に道路左側の縁石に接触し，反対車線を横断

後，畑に転落，電柱に衝突した。病院へ救急搬送後，死亡が確認された。
40301

30～

49

2015 8

8

～

9

ＰＨＳ無線基地局の保守業務（半日作業）のため、現場に向けて片側一車線

（上り）の国道の右カーブを乗用車で走行中、対向するトレーラーが蛇行し

ながら中央線をはみ出してきて衝突したもの。被災者が運転し、助手席に社

長（右膝下粉砕骨折等）が同乗し、合計２名乗車。 【第一当事者関係】①事

業場名：略、②所在地：略、③運転者は打撲。合計１名乗車。

30301 1～9

2015 1

2

～

3

西方面に走行していた被災者の運転する大型トラックがセンターラインを越

え、対向車線を走行していた大型トラックと衝突した。
40301

10～

29

2015 4

18

～

19

建設現場での作業終了後、２ｔダンプトラックにて所属事務所へ帰社途中、

高速下り線右ルートにてスリップし、道路左側のガードレールに衝突し死

亡。同乗者も重傷を負った。

30201
10～

29

3 被災者は、隣県まで精肉を配送した後、事業場に戻る途中、バイパスの帰路
30～



2015 5 ～

4

方向に向かって下り坂になっている右カーブで対向車線にはみ出し、対向し

てきた自動車運搬用のトラックと正面衝突した。

40301
49

2015 1

0

～

1

酒造工場から焼酎の原料となる芋２０ｔを隣県の冷凍工場へ運搬するため、

被災者運転のトレーラーが県道を走行中、片側１車線の右カーブで、曲がり

きれず横転し、道路左脇の電柱に衝突。衝突の衝撃でキャビンは大破し、被

災者は、シートとキャビン天井に身体が挟まれ、全身打撲、胸部圧迫、内臓

破裂により死亡したもの。

40301
30～

49

2015 11

2

～

3

被災者は、荷を積むために、目的地向かい国道をトラックで走行していたと

ころ、対向してきた大型トラックと正面衝突した。 被災者のトラックは道路

をふさぐ形で停車し、大型トラックは路外へ転落した。大型トラックの運転

者は業務中で、負傷により休業した。 道路はほぼ直線で、路面は圧雪アイス

バーンであった。

40301
10～

29

2015 3

22

～

23

荷を運搬するため大型トラック（１０ｔウイング車）を運転し道路を走行し

ていたところ、反対車線を走行してきた大型トレーラーが中央分離帯を乗り

越えて、被災者側の車線に進入してきた。大型トラックと大型トレーラーは

正面衝突し、弾みで大型トラックは道路の左側にある石塀と金網フェンスに

激突し炎上した。大型トラックの運転手は車外で死亡。トレーラーの運転手

は重傷を負った。

40301
10～

29

2015 5

13

～

14

被災者は、解体現場において発生した廃棄物を運搬するため、隣接する市に

所在する廃棄物処理業者の処分場に向かってトラックを運転していたとこ

ろ、道路脇の電信柱に激突し、死亡したものである。

30209
10～

29

2015 1

7

～

8

仮設材輸送の為、車両積載型トラッククレーン（４ｔ車）で午前５時に出庫

し、近くのＩＣから目的地方面に向けて高速道路走行中、途中ＩＣの約２ｋ

ｍの地点から道路左側の路肩およびガードレールに衝突した後、ＩＣ出口の

ガードレールに衝突したもの。

40301
50～

99

2015 2

11

～

高速道路において、３次元位置情報の測量のため、被災者２名が専用車両に

乗車し、時速５０キロメートル程度で当該自動車道を走行しながら、計測し

ていたところ、後続の大型貨物自動車に追突され、助手席に乗っていた労働 80209
50～



12 者が頭を強く打ち、意識不明の重体で救急搬送され、翌日、死亡した。 運転

していた同僚も全身を強く打ち負傷。

99

2015 4

11

～

12

原動機付自転車を運転し、訪問介護利用者宅から事業場へ向かい走行中、交

差点付近で右側を走行していたトラックと接触、転倒したところ同車両の後

輪に輪禍され、頭蓋骨骨折及び頭蓋内損傷により死亡したもの。

130201
10～

29

2015 2

2

～

3

電話線工事における片側交互通行交通誘導作業時に、北方向から南方向に走

行していた２トントラックが交通規制中の作業エリアに侵入し、交通誘導中

の被災者が２トントラックと駐車中の作業車との間に挟まれ、搬送先の病院

で死亡した。

170201
30～

49

2015 8

1

～

2

被災者が運転するトラックが大型トレーラに追突し、腰を強打し死亡したも

の。同乗していた者も両足の骨を折る重傷を負っている。
40301

10～

29

2015 2

9

～

10

被災者は、ミキサー車を運転し、高速道路下りのＪＣＴの減速車線（本線車

道から離脱するための車線）を走行中、急に進路を変更しようと追越車線に

出たところ、運転席のキャビンが追越車線を走行していた大型貨物自動車と

衝突し、はずみで中央分離帯にぶつかり、そこに後続の普通乗用車と中型貨

物自動車が相次いでミキサー車に追突したもの。被災者は車外に放り出さ

れ、約１時間後に死亡したもの。

40301 1～9

2015 11

11

～

12

配達のためトラックを運転中，別の追突事故により追越車線に停車中だった

大型トラックに追突し，同日死亡した。
80109

10～

29

2015 11

14

～

15

商品（旋盤）搬送のため、高速道路をトラックで走行中、事故渋滞により停

車中の前方車両に追突し、被災者は、全身打撲を負って、当日死亡したも

の。 なお、当該前方の車両（トラック）は、追突された勢いで、さらに前方

の車両（一般乗用車）に追突した。 本件事故により、前方のトラックの運転

手１名も軽傷を負った。

40301 1～9

16
観光バスを運転・運行していた被災者が片側１車線の高速道路を走行中、反



2015 3 ～

17

対方面から対向してきたトラックが中央線をはみ出し、当該観光バスに衝突

したもの。被災者以外に対向トラックの運転士１名、同乗者１名、観光バス

の乗客１９名負傷。

40202
10～

29

2015 4

5

～

6

被災者は、車両運搬車（キャリアカー）を運転し国道４号線を走行中、信号

待ちで停車していた大型トレーラーに追突し、その衝撃で身体が運転席に挟

まれ死亡した。（追突された大型トレーラーの運転者は被災したが不休）。

40301
10～

29

2015 10

4

～

5

大型車（１２ｔ）で高速道路を走行中、前方に横転した車両が走行車線上に

あったため、ブレーキをかけながらハンドルを切って避けようとしたが、横

転した車両に接触後、中央分離帯の支柱に衝突し、車外に投げ出され死亡し

たと思われる。

40301 1～9

2015 1

1

～

2

被災者がタクシーを運転して高速道路下り線を走行中、ジャンクション付

近）で右側へ車線変更したところ、後方を走行していた２トントラックに追

突された。 追突されたタクシーはその後分岐点のガードレールへ衝突し、被

災者は胸などを強く打ち、搬送先の病院で死亡した。

40201
50～

99

2015 7

4

～

5

高規格幹線道路を運転中，パンクのために路肩に停車していたトラックに追

突した。
40301

10～

29

2015 10

4

～

5

事業場から会社へトラックにて荷物を運送する途上、交差点を右折したとこ

ろトラックが横転し、信号支柱に衝突して、運転していた被災者は頸髄損傷

のため死亡した。

40301
10～

29

2015 5

12

～

13

民家の下水路の工事のため、坂道に３トンダンプトラックを駐車していた

が、当該ダンプトラックが無人のまま動き出し、推定であるが被災者は動き

出したダンプトラックを停めようとしたが、止まらなかったものと思われ、

約１４ｍ先の坂道突き当たりの倉庫とダンプトラックとの間に挟まれたも

の。 被災者は浄化槽部品の整備のために、当該工事現場に工具を借りに来て

いたもの。

150103 1～9

9

国道インターチェンジ付近で改築現場に向かう塗装工２名が乗った普通ト

ラックが、右カーブを曲がった直後に中央車線を越え、対向車線を走行して



2015 6 ～

10

いた中型トラックと正面衝突したもの。普通トラックの助手席に乗っていた

塗装工が外傷性ショックで死亡し、運転していた塗装工は顔面打撲の大けが

をした。中型トラックの運転手は軽傷。

30209 1～9

2015 3

3

～

4

国道をトラックで走行中、事故車を避けようとしてハンドルを切ったとこ

ろ、前方を走っていたダンプに追突し、助手席に乗っていた被災者が死亡し

たもの。

40301

100

～

299

2015 8

5

～

6

国道で信号の手前１００メートル付近で、中型トラックが、前方で信号待ち

で停車していた中型トラックの後部に衝突した。さらに衝突された中型ト

ラックはその弾みで、前に停車していた大型トラックの後部に衝突した。計

３台のトラックが関係する交通事故である。

40301
10～

29

2015 1

6

～

7

被災者が１名で荷積み後の４ｔトラックを運転して陸送する途中において、

高速道のＩＣ付近を走行中に、高速道路をふさぐように倒れてきた（い

た？）木に接触して横転し、被災者は頭を強く打つなどして死亡したもの。

40301
10～

29

2015 7

3

～

4

野菜を積んだワンボックス型バンを運転して自宅を出発し、事業場に向け国

道を走行中、前方を走行していた大型ダンプトラックに追突したもの。
80109 1～9

2015 2

14

～

15

平成２７年２月６日、午後２時１５分頃、被災者は、林業現場で伐採された

間伐材を積載し、トラックで林道を走行していたが、当該林道を横断してい

る側溝に設置してあったグレーチングが外れているのに気付いたため、同所

の手前（下り方向）でエンジンをかけた状態でトラックを止め、運転席を降

りて同グレーチングを直していたところ、逸走し始めた自分のトラックに轢

かれ、「外傷性ショック」により死亡したもの。

40301
10～

29

2015 2

15

～

16

道路建設工事現場内の重機に給油するため、被災者がタンクローリー（４輪

駆動トラックの荷台にタンクを有するもの）で勾配１６度のパイロット道路

を登坂していたところ、パイロット道路の約３２メートル下にタンクロー

リーごと転落した。パイロット道路は幅員１０ｍであった。

80204 1～9

国道を２トントラックで食品運搬中、なんらかの原因により、センターライ



2015 3

9

～

10

ンを越えて対向車（１０トントラック）と正面衝突した。被災者は、車両か

ら投げ出されて死亡。 衝突されたトラックの運転手は意識不明の重傷。衝突

されたトラックの後部にいたトラックも１０トントラックに追突したため、

その運転手も負傷した。

40301
50～

99

2015 2

0

～

1

中型貨物自動車を運転し、目的地までの運行を行っていたところ、緩い左

カーブで対向車線に進入、対向してきた大型貨物自動車と衝突したもの。
40301

30～

49

2015 8

2

～

3

工事が終了したため、走行車線規制を解除し、規制中の看板を撤去して、カ

ラーコーン回収のため低速で走行していたころ、大型トラックが標識車両に

追突し、標識車両が前を走行していた機台車両に玉突き衝突した。標識車両

は横転炎上。標識車両の運転者１名が死亡、機台車両に乗車していた３名が

やけどなどで負傷したもの。

170201
10～

29

2014 1

5

～

6

被災者は、ガスボンベを積んで高速道路をトラックにて走行中、トレーラー

に追突し、さらに後続のトラックが（被災者のトラックに）追突し、荷のガ

スボンベが散乱して計４台が絡む事故となった。この事故により、被災者と

後続のトラックの運転手の２名が死亡した。

40301
30～

49

2014 1

5

～

6

被災者は、特殊鋼等の金属部材を運ぶため出発し、高速道路を走行中、大型

トレーラーに先行するトラックが衝突し、更に被災者のトラックが（先行す

るトラックに）衝突し、大型トレーラーに衝突した（先行する）トラックの

運転手と、被災者の２名が死亡した。

40301
10～

29

2014 1

19

～

20

荷物の配達作業中、道路にトラックを止め、運転席から降りたところ、ト

ラックが不意に動き出し、轢かれた。
40301

10～

29

2014 1

4

～

5

高速道路の緩やかな左カーブにて、前方のトラックに、被災者が運転するト

ラックが追突した。
40301

10～

29

12
インターチェンジ上り線の進入のためのランプ橋にて、積載荷重２０トンの

トレーラーにオキアミを積んで搬送先へ向かっていたところ、当該トレー



2014 1 ～

13
ラーがガードレールを乗り越え転落し、つぶれた運転席（キャビン）に運転

手がはさまれ死亡した。

40301 0

2014 1

23

～

24

国道にて、被災者は、運転していた大型トラックから大きな音がしたため、

道路脇に停車（白線跨ぎ）し、ハザードランプ等を表示し車体の前輪と後輪

の間から車体下部を覗き込んでいたところ、後方から来た中型トラックに追

突され、車体後輪に頭部を強くぶつけた。

40301
10～

29

2014 2

5

～

6

夜間作業を終え、一人でトラックを運転して帰社する途中、道路脇の街路樹

に衝突した。
30106

10～

29

2014 2

12

～

13

工事現場へ向かう途中、災害現場である踏切に進入したところ、積雪等の影

響により当該トラックが立ち往生し、上り普通列車と衝突した。被災者は、

衝突前に避難していたものの、衝突したトラックが踏切脇の電柱を倒し、そ

の電柱の下敷きとなった。

30203 1～9

2014 2

9

～

10

被災者の乗る軽自動車は、顧客先に向かうためＩＣ付近にて、ＩＣ出口ラン

プに向かう車列（渋滞中）の最後部に停車中、後続の３ｔトラックに追突さ

れ、前方停車中の１０ｔトラックとの間に挟まれ大破した。

80409
30～

49

2014 2

10

～

11

被災者は、ロードサービス（パンク修理）の依頼を受け積載車で高速道路上

の現場に向い、救援対象車の後方路肩に停車した。車から降り、積載車の前

で救援対象車のドライバーと打ち合わせを行っていたところ、後方からト

レーラーが積載車に追突し、その衝撃で押し出された積載車に被災者と救援

対象車のドライバーの２名が下敷きになって死亡した。

11701
10～

29

2014 2

2

～

3

被災者は、２ｔトラックで高速道路を走行中、渋滞のため停車していたとこ

ろ、後方から走行してきた大型トラックに追突され、その反動で前方の４ｔ

トラックに追突した（観光バス１台、トラック４台の玉突き事故であっ

た）。

40301
50～

99

2014 2

14

～

運送のため２ｔトラックで会社を出発した被災者は、国道を走行中、ゆるや

かな左カーブで対向車線にはみ出し、対向してきたローリー車に激突した。 40301
50～

99



15 尚、走行していた道路に降雪による影響はなかった。

2014 2

3

～

4

被災者の乗るトラックが高速道路の走行車線を走行中、走行車線上に停車し

ていたトラックに気付き、回避のため急ハンドルを切ったが間に合わず、助

手席側が停車していたトラックに衝突。運転者は肋骨骨折を負い、助手席の

同乗者が死亡した。

40301
50～

99

2014 2

3

～

4

最大積載荷重６．３ｔのトラックで走行中、赤信号のため減速していた最大

積載荷重２９ｔトレーラに追突した。
40301

10～

29

2014 2

8

～

9

町道にて、事務所から社用車（軽トラック）で現場に向かう途中に道路右脇

の立ち木等に衝突し、８５センチ下の空き地に転落した。その際、被災者は

車外へ放り出され、軽トラックの下敷きになり、頭部等を強く打ち死亡し

た。

30309 1～9

2014 2

3

～

4

高速道路を走行中、被災者はトラックに接触したため路側帯に停車し、事故

処理のため警察の到着を待っていた。その後、本線を走行してきた別のト

ラックが、停車中のトラックに追突し、車外に出て路側帯にいた被災者が追

突事故の巻き添えとなり死亡した。

40301

100

～

299

2014 2

18

～

19

被災者は、県道交差点改良工事現場付近にて、工事完了検査用書類に記載す

る現場の状況を、しゃがんだ姿勢で確認していたところ、交差点に進入して

きた一般車両の軽トラックにはねられた。

30109 1～9

2014 2

17

～

18

被災者は、業務終了後事業場へトラックを運転して帰社途中、トンネル内で

走行車線を走行していた際、走行車線の前方を走行していた大型トラックに

追突し被災した。追突時、大型トラックの荷台に積まれていた鉄骨（荷台か

ら１メートル程はみ出ていた）が左胸に激突し、折れた肋骨が肺に刺さり死

亡した。

11209
10～

29

2014 2

21

～

22

被災者は、高速道路を走行中、後方から走行してきた大型トラックに追突さ

れ、その弾みで（被災者が運転する）トラックが法面方向へ弾き飛ばされ、

運転席を下に向けた状態で横転した。

40301
10～

29



2014 2

3

～

4

高速道路の走行車線を低速で走行していたトラックＡに、被災者の運転する

トラックＢが追突。トラックＢは追越車線側にそれて停車した。数分後、追

越車線を走行してきたトラックＣが、停車していた被災者のトラックＢに追

突した。

40301
10～

29

2014 3

18

～

19

被災者は、荷物を配達するため、片側１車線の道路左側に配達車両を路上駐

車させ、反対車線側に位置する配達先に向かうため、配達車両の前方付近か

ら道路を横断したところ、当該配達車両の後方から来たトラックにセンター

ライン付近で激突され、約４ｍ先まで飛ばされ、地面に頭部を強打した。

40301
50～

99

2014 3

21

～

22

トラックで走行中、被災者の運転するトラックが対向車線にはみ出し、対向

車両と正面衝突した。
40301

30～

49

2014 3

18

～

19

トラックで高速道路を走行中、中央分離帯のガードレールに衝突した。 40301
10～

29

2014 3

3

～

4

中型トラックで自動車道を走行中、運転していたトラックが中央分離帯に接

触し、横転した。
30209 1～9

2014 3

11

～

12

大型トラックで荷物を配送中、待機するため立ち寄ったコンビニ店の駐車場

に車を止め、駐車場を歩いていたところ、駐車場から出て行こうとした大型

トラックの後輪に轢かれた。

40301 1～9

2014 3

14

～

15

トラックを運転中、ガードレールに接触し、反動で中央分離帯及び反対車線

を越え、反対側ガードレールを破り、約５ｍ下に転落した。
40301

50～

99

2014 3

10

～

11

緩やかなカーブの道路にて、被災者が運転する大型トラックが対向車線の歩

道の縁石に乗り上げ、横転し、街路樹に衝突した。
40301

10～

29

23 トラックで自動車道を走行中、トンネル内で外壁にフロントを接触し、反動
10～



2014 3 ～

24

で縁石にフロントタイヤを接触した状態で走行し、トンネルを出たところで

停止。内蔵破裂により死亡した。

40301
29

2014 3

11

～

12

ダンプトラックで国道を走行中、センターラインを超え、対向車線を走行し

ていた大型貨物自動車と正面衝突し、死亡した。
150102

10～

29

2014 3

2

～

3

自動車道の走行車線を走行中、被災者運転の大型トラックが、前方でタイヤ

のバーストによりトンネル内の走行車線で停止していた大型トラックに追突

した。

40301
30～

49

2014 3

4

～

5

大型トラックと大型トレーラーが正面衝突し、双方の運転手２名が全身を強

く打ち、死亡した。
40301

10～

29

2014 4

0

～

1

自動車道にて、走行車線に停車していたトラック後部に被災者の運転するト

ラックが追突した。
40301

30～

49

2014 4

16

～

17

コンクリート廃材をダンプの荷台に積込み、国道を走行中、下り坂の右カー

ブにて、車両が横転し、道路わきにある電柱に運転席が激突。運転していた

被災者が死亡した。

150102
30～

49

2014 4

5

～

6

国道をトラックで走行中、センターラインを越え追い越ししたところ、自動

車と正面衝突した。
40301

300

～

499

2014 4

7

～

8

高速道路上にて、故障車の後方警戒業務を行っていた際、タンクローリーに

はねられ、死亡した。
170201

100

～

299

2014 4

11

～

12

機材をトラックに載せ、トラックで自動車道を走行中、カーブに差し掛かっ

たところ、ガードレールをなぎ倒し、運転席を下側にした状態で横転した。
30110 1～9

16 トラックで国道を走行中、交差点にて、赤信号により停車していたトラック
10～



2014 4 ～

17

に追突し、被災者が死亡し、同乗していた同僚及び追突された運転者の２名

が負傷した。

30202
29

2014 4

2

～

3

高速道路を走行中、大型トレーラーに、後続の大型トラックが追突し、大型

トラックを運転していた被災者が死亡した。
40301

50～

99

2014 4

2

～

3

前方を走行していた大型トラックが、その前方を走行する大型トレーラーに

追突し、停車していた際、被災者が運転する大型トラックが、停車していた

前方の大型トラックに追突。先に追突した運転手及び被災者が死亡し、先頭

の大型トレーラーの運転手も負傷した。

40301
50～

99

2014 4

4

～

5

トラックを走行中、交差点に停止中の大型車両に追突した。 40301
50～

99

2014 5

7

～

8

鋼板コイル６本を積載したトレーラーを走行中、ブレーキが利かなくなり、

前方のバイク及び軽トラックを避けようと急ハンドルを切ったところ、壁に

激突し、トレーラーが横転した。

40301
10～

29

2014 5

1

～

2

交差点にて、赤信号のため停車していた大型トラックに、後続の中型トラッ

クが追突。追突したトラックのドライバーが死亡した。
40301

50～

99

2014 5

10

～

11

高速道路を走行中、壁面に接触し、積み荷のバランスが崩れ、トラックが横

転した。
40301

30～

49

2014 5

11

～

12

車両運搬車を運転中、渋滞して停車していたトレーラーに追突し、トレー

ラーと車両にはさまれた。
80202 1～9

2014 5

19

～

20

事故車を発見し停車した大型トラックに、後方より被災者が運転する冷蔵冷

凍車が追突した。
40301

50～

99



2014 5

19

～

20

被災者は、大型トレーラで高速道路を走行中、道路本線とパーキングエリア

分離帯に設けられた衝突緩衝用クッションドラム及び案内標識に激突した。
40301

10～

29

2014 6

23

～

24

荷物を配送中、ハザードランプを点滅させ、減速していたトラックに、被災

者が運転するトラックが追突した。
40301

10～

29

2014 6

4

～

5

トラックで走行中、前方のトレーラーに追突した。 40301
10～

29

2014 6

3

～

4

自転車で新聞配達中、交差点で大型トラックと衝突し、死亡した。 80205
10～

29

2014 6

5

～

6

普通トラックで片側一車線道路を走行中、対向車線からセンターラインをは

み出してきた大型トラックに正面衝突された。
40303 1～9

2014 7

10

～

11

大型トレーラーが、道路に白線をひく作業で徐行作業中のトラックに追突。

トラック前方の路上で作業していた作業員らのうち２名が死亡し、１名が負

傷。

170201
10～

29

2014 7

10

～

11

大型トレーラーが、道路に白線をひく作業で徐行作業中のトラックに追突。

トラック前方の路上で作業していた作業員らのうち２名が死亡し、１名が負

傷。

30309 1～9

2014 7

9

～

10

トラックで走行中、センターラインを越え、トラックと正面衝突した。 150102 1～9

2014 7

3

～

4

国道の交差点にて、自転車で新聞配達中、大型トラックと衝突した。 80205
10～

29



2014 7

13

～

14

高速道路のトンネル内の照明施設点検中、走行車線の規制を行っていた際、

汚泥を運搬中のトラックが、最後尾にいた標識車に追突し、勢いで前方で矢

印板設置を行っていた被災者に激突した。

170209
10～

29

2014 7

6

～

7

トラックで荷を配送中、約２０台が絡んだ事故に巻き込まれ、死亡した。 40301
10～

29

2014 7

2

～

3

被災者は、コンテナトレーラーで走行中、歩道に接触し、ハンドルを切った

ところ、橋の欄干に乗り上げるように衝突。車が橋の欄干に宙吊りになり、

被災者は橋下の国道上に墜落した。

40301 1～9

2014 7

9

～

10

トラックが荷卸しを終え、後退する際、警備をしていた被災者を轢き、被災

者は死亡した。
170201

50～

99

2014 7

6

～

7

国道にて、貨物自動車を走行させカラーコーンを回収していた際、後方から

走行してきた中型貨物自動車が追突し、荷台後方パワーゲート上にいた被災

者らがはさまれた。１名が死亡し、１名が負傷した。

30106
10～

29

2014 7

4

～

5

トラックを運転していたところ、高速道路のトンネル入口のコンクリート壁

に激突した。
11009

10～

29

2014 7

13

～

14

軽自動車で走行中、被災者の前方を走行していたトラックが交差点で左折し

ようとしていたため減速したところ、被災者の後方を走行していたトラック

に追突された。

90101
30～

49

2014 8

2

～

3

被災者が運転する冷蔵トラックが、前方を走る大型トレーラーに追突した。 40301 1～9

2014 8

4

～

5

国道を走行中、土砂崩れ復旧工事の片側交互通行地点にて、交互通行用仮設

信号機に衝突し、車線規制用の鉄パイプが被災者の体を貫通し、死亡した。
40301

50～

99



2014 8

5

～

6

保冷車で牛乳の配達中、急カーブを曲がる際、歩道の縁石に乗り上げ、車ご

と横転した。
80209 1～9

2014 8

16

～

17

バイクで走行中、路上でＵターンをしようとしたトラックに巻き込まれ、死

亡した。
170209 1～9

2014 8

11

～

12

バイクで郵便の配達中、道路を直進し、交差点に差し掛かったところ、対向

車の軽トラックが急に右折し、衝突した。
110101

50～

99

2014 8

3

～

4

国道をダンプトラックで走行中、交差点の中央分離帯に正面から乗り上げ、

水銀灯のポールに激突し、死亡した。
170209 1～9

2014 8

11

～

12

トラックで市道を走行中、国道と交わる三叉路の交差点にて、交差点の直前

で一時停止したトラックを避けよう対向車線にはみ出し、歩道に乗り上げ、

コンクリート擁壁に激突した。

10101
10～

29

2014 8

11

～

12

トラックに荷を積載し、国道を走行中、対向車線にはみ出し、トラックと正

面衝突。衝撃で道路沿い住宅の車庫に突っ込んだ。
40301

50～

99

2014 8

3

～

4

配送先へ走行中、エンジントラブルで停車中の大型トラックに追突した。 40301 1～9

2014 8

17

～

18

国道トンネル内にて、事業場に戻るトラックが対向車線を超え蛇行し、ワン

ボックスカーと正面衝突。トラックの助手席に搭乗していた被災者が死亡し

た。

30201
10～

29

2014 8

18

～

19

車で移動中、反対車線を走行していたトラックが、センターラインを越えて

飛び出し、衝突した。後部座席に座っていた被災者が死亡した。
120109

1000

～

9999



2014 8

11

～

12

配送先から事業場に戻るため、国道をトラックで走行中、対向車線からはみ

出してきたタンクローリーと衝突した。
40301

10～

29

2014 8

13

～

14

工事現場に向かうため、トラックで県道を走行中、緩やかなカーブを曲がり

きれずに路肩の電柱に激突し、助手席の被災者が死亡し、運転者が負傷し

た。

30202 1～9

2014 8

2

～

3

国道にて、被災者が運転する大型トレーラーと走行中の大型トラックが正面

衝突した。
40301

30～

49

2014 8

23

～

24

大型トラックで高速道路を走行中、ガードレールを突き破り、トラックごと

約１４メートル転落した。
40301

10～

29

2014 9

11

～

12

車両積載車で帰宅中、国道トンネル内のカーブにて、対向車線を走行中のダ

ンプカーと衝突し、対向車線の側壁に激突した。
80202

10～

29

2014 9

7

～

8

片側３車線の国道にて、被災者が運転するトラックが前を走るバイクと隣の

車線を走る乗用車に相次いで追突。その後中央分離帯に衝突し、炎上し、ト

ラックとバイクを運転していた被災者らが死亡した。

40301
50～

99

2014 9

3

～

4

エンジンブローで路肩に停車中の大型トラックに追突した。運転手は全身打

撲を負い、同乗していた被災者は頭を強く打ち、死亡した。
80102

50～

99

2014 9

7

～

8

建設資材を積んだ大型トレーラーを運転していたところ、積荷の建設資材が

トレーラー内で荷崩れを起こし、トレーラーのバランスが崩れ、カーブを曲

がりきれず、ガードレールに衝突。ガードレールを突き破り、道路外の河川

に車両ごと転落した。

40301
30～

49

2014 10

10

～

ペットボトルの収集作業中、同僚の運転するパッカー車の荷台後部のステッ

プに乗り、次の集積場所に向かっていた際、曲がり角で道路に落下し、頭部 150103 1～9



11 を打ち、死亡した。

2014 10

4

～

5

大型トラックを運転し、自動車道を走行中、工事のため止まっていた工事車

両に追突した。
40301

30～

49

2014 10

9

～

10

自転車で車道を走行中、左折のため停止している車を右側から追い越そうと

したところ、後方から走行してきた大型トラックにはねられ、死亡した。
130201

10～

29

2014 10

4

～

5

トンネル内照明設備取替工事の規制内にて、撤去した資材をトラックに積み

込み、路肩で積荷の点検を行っていたところ、高速道路を走行中のトラック

が規制内に進入し、工事車両２台に衝突。車外で積荷点検中の被災者が死亡

した。

170201
30～

49

2014 10

5

～

6

高速道路を走行中、タイヤがパンクした為、ハザードランプを点灯させ、速

度を落とし、走行していたところ、大型トラックに追突され、横転し、死亡

した。

70101
50～

99

2014 10

5

～

6

国道をトラックで走行中、道路脇のガードレールに激突。バス停に停車中の

大型トラック後部に追突した。
40301

30～

49

2014 10

4

～

5

運転するトラックが自動車を走行中、後ろから走行してきたトラックに追突

され、道路左側の法面に乗り上げ、横転した。
40309

10～

29

2014 10

9

～

10

大型観光バスを運転し、国道を走行中、カーブで対向車線を走行していたト

ラックがバス側の車線にはみ出し、バスとトラックが正面衝突した。
40202 1～9

2014 10

13

～

14

被災者は、土砂をダンプトラックで砂置場まで運搬する作業中、Ｔ字路を曲

がったところ、法面に衝突した。
30111

300

～

499

23
国道にて、運転していたトラックが中央分離帯を越え、対向車線にはみ出



2014 10 ～

24
し、対向車線を走行していた大型トラックと衝突した。

40301 1～9

2014 10

9

～

10

トラックを運転していたところ、前を走っていた車に追突し、さらに対向車

線の大型トラックと衝突した。
30201 1～9

2014 10

9

～

10

軽貨物自動車を運転し、建設工事現場に向けて走行中、カーブで対向車線を

越え、電柱に激突した。
30110 1～9

2014 10

6

～

7

工事現場へ向かおうと軽トラックを運転し、走行中、信号が無い交差点にさ

しかかったところ、運転方向左側から直進してきた乗用車と衝突し、頭部を

強く打ち、死亡した。

30108 1～9

2014 11

1

～

2

変電所設備工事の現場にて、移動式クレーンを現場から国道に誘導中、走行

してきた軽トラックにはねられ、死亡した。
170201

30～

49

2014 11

6

～

7

住宅建築現場にて、市道の路肩にトラックを停め、被災者ら２名で車外で会

話をしていたところ、トラックに激突された。
40301

10～

29

2014 11

1

～

2

被災者ら４人はワゴン車で移動中、自動車道のジャンクションに入ろうと減

速したところ、後方から大型トラックに追突された。後部座席に乗っていた

被災者が死亡した。

150101
300

～

2014 11

6

～

7

食料品をトラックに載せ、国道を運送中、カーブで対向車線にはみ出し、対

向してきた大型トラックと正面衝突した。
40301 1～9

2014 11

1

～

2

トラックで県道を走行中、右折のため停車していた前方車両に接触し、崖下

に転落した。
40301

10～

29

9
片側１車線道路のセンターライン上にて、交通誘導中、トラックにはねられ

100



2014 12 ～

10
た。

170201 ～

299

2014 12

3

～

4

小型トラックで走行中、センターラインを越えて対向車線を走行中の大型ト

ラックと正面衝突し、頭を強く打ち、死亡した。
30199

10～

29

2014 12

13

～

14

コンクリートミキサー車で県道を西進中、道路横のガードレールを乗り越

え、下の川岸に墜落した。
10901

10～

29

2014 12

4

～

5

自転車で新聞配達中、県道を横断していたところ、トラックにはねられた。 80205
10～

29

2014 12

1

～

2

大型トレーラで高速道路を走行中、前方を走っていた大型トラックに追突し

た。
40301

300

～

499

2014 12

14

～

15

花を運搬中、運転する小型トラックが中央線を越え、道路反対側の車庫に衝

突。田に転落した。
120109

100

～

299

2014 12

12

～

13

国道交差点にて、被災者の運転する中型トラックが、赤信号で停車中の大型

トレーラーに追突し、死亡した。
40301

10～

29

2014 12

12

～

13

トラックで鶏を運搬中、高速道路のカーブを曲がり切れず、フェンスに激

突。助手席に乗っていた被災者が車外に投げ出された。
10101

10～

29

2014 12

22

～

23

トラックで走行中、緩やかなカーブを曲がりきれずに道路脇に設置された標

識の支柱に激突した。
40301

100

～

299

4
被災者は、トラックで荷の運搬中、信号待ちをしていた際、後続の乗用車に



2014 12 ～

5

追突され、被災者が、トラックの後部で接触状況を確認していたところ、後

続のトラックが乗用車に追突し、玉突き状態となり、乗用車とトラックの間

に挟まれた。

40301 1～9

2014 12

5

～

6

ゴミ収集車が赤信号で交差点内に進入した際、左側から青信号で走行してき

たダンプと出会い頭に衝突。ゴミ収集車を運転していた被災者が車外に投げ

出され、全身打撲により死亡した。

80109
10～

29

2014 12

12

～

13

トレーラーを運転中、カーブに進入した際、道路右側の側壁に衝突し、衝撃

で車両が横転。死亡した。
80109

10～

29

2014 12

15

～

16

配送移動中、トンネル内で前方に停止していたトラックに追突した。 80102
30～

49

2013 7

8

～

9

高架橋改良工事に伴う測量作業のため、車線規制を行おうとして路肩に待機

していた作業員に、居眠り運転のトラックが突っ込み、この作業員を撥ね

た。作業員は、車線規制を表示させる矢印板を、追い越し車線上に配置する

ため、路肩に待機していた。

170209 1～9

2013 10

14

～

15

建設現場（作業内容は、水道管敷設工事における水圧試験）へ水を運ぶた

め、近くの給油所で給水した水（５０リットル）を軽トラック荷台のタンク

に入れ運転中、軽トラックが反対車線に逸脱、電柱に衝突した。

30110
10～

29

2013 4

1

～

2

国道にて、赤信号で停止していた軽自動車に、後方から走ってきた大型ト

ラックが追突。追突の衝撃で軽自動車は回転し、前方に停車していた大型ト

ラックに追突。軽自動車の運転手が死亡した。

170209
10～

29

2013 3

7

～

8

国道で、被災者が運転するトラックが中央線をはみ出し、対向車線から来た

大型バスと衝突し、被災者が死亡した。
40301

10～

29

2013 9

6

～

２トントラックに３名が同乗し、建設工事現場へ向かっていたところ、追い

越し車線から左に車線変更した際、後方から８トントラックに追突され、横 30209 1～9



7 転した。

2013 8

4

～

5

被災者の運転する大型トレーラーが、路側帯に停車していた他の大型トレー

ラーに追突した。
40301

30～

49

2013 11

3

～

4

国道で、被災者が運転する大型トレーラーが横転し、車外に投げ出され死亡

した。
40301 1～9

2013 8

0

～

1

高速道路において、故障のため停車中のトラックに後続のトラック２台が追

突し、追突した２台目のトラック運転手が全身打撲で死亡した。
40301

10～

29

2013 2

5

～

6

軽トラックで会社から仕事先に向かう途中、道路の左側にあった電柱に衝突

した。
80209

50～

99

2013 6

2

～

3

被災者は、事業場で対面点呼後、１０トン大型トラックで目的地の倉庫に向

かい、荷（堆肥袋）の積み込みを行った後、高速道路で配送先へ向かってい

たところ、ジャンクション付近で渋滞して停車していた車両の列に追突し

た。

40301
10～

29

2013 12

23

～

24

本社で４トントラックに冷凍食品およびチルド品を積み込み支店へ戻る途

中、下り線で中央分離帯に衝突した後、防音壁にぶつかり横転した。運転し

ていた被災者は、頭を強く打ち、死亡が確認された。

40301
30～

49

2013 10

3

～

4

片側１車線で路側帯の幅が狭い道路上にて、左前輪がパンクして路肩に停車

していた中型トラックに大型トラックが追突。反動で中型トラックは、道路

脇の側壁に衝突。中型トラックの運転者の被災者は、（中型）トラック左側

と側壁の間に挟まれ、死亡したもの。

40301
50～

99

2013 5

5

～

6

県外から市場に魚を運搬してきていた保冷車が、カーブを曲がりきれず、道

路左側のガードレールや信号柱をなぎ倒しながら横転した。被災者は、つぶ

れた運転席に閉じ込められ、約２時間後に救出されたが、搬送先の病院で死
40301

10～

29



亡した。

2013 11

14

～

15

被災者は、トラックを運転していたところ、対向車線を走行していたトラッ

クがセンターラインを越え、被災者が運転するトラックの車体右後部に激突

した。

150103 1～9

2013 6

9

～

10

被災労働者は、２トントラック（ＬＰＧ車）にＬＰＧボンベ２９本及び灯油

一斗缶２０数本を積み、配達のために県道を走行中、道路から右側へそれて

横転し、側道の無人の駐車車両２台に相次いで衝突した。衝突後トラックは

炎上し、被災労働者は運転席内で全身火傷を負って死亡した。尚、災害発生

時の天候は雨であった。

80204
10～

29

2013 8

14

～

15

被災者は、会社所有の自転車を使用して、事業場へ向かった。その後、途中

の路上で、頭部を強くうっている被災者が発見された。
80209

30～

49

2013 2

11

～

12

被災者はバイクで直進中、右折してきた普通乗用車と衝突し、さらに歩道の

花壇に激突して死亡した。
90101 1～9

2013 12

6

～

7

高速道路上り線において、インター分岐点より後方に設定した第２テーパー

（車線規制）の起点位置で、被災者が一人で夜間用規制材と昼間用規制材を

取り換える作業を行っていたところ、追越車線からトラックが進入し、被災

者と衝突。被災者は中央分離帯あたりまで跳ね飛ばされ、死亡した。

170201

100

～

299

2013 7

13

～

14

国道上り線において、信号待ちをしていた車列に大型トラックが追突し、計

６台の車両が関係する交通事故となった。このうち、車列の最後尾で大型ト

ラックに追突された３ｔトラック運転手が死亡した。

40301
10～

29

2013 11

1

～

2

トラックでの配送作業で走行中、トンネル内照明工事のために停車していた

大型トラックに追突した。
40301 1～9

2013 3

2

～ 国道でトラックを運転走行中、対向の大型トラックと正面衝突した。 40301 1～9



3

2013 4

8

～

9

８トントラック車で走行中、中央分離帯のガードレールに激突し、その後、

約２００メートル走行して停止した。
40301

30～

49

2013 6

23

～

24

被災者はトラックを運転し高速道路を走行中、工事渋滞により停車していた

トラックに後方から追突した。
40301

50～

99

2013 1

13

～

14

被災者は、採石場でトラックに積み込んだ砂をコンクリート製品製造工場へ

運搬するため、一人でトラックを運転して県道を走行していたところ、緩や

かな左カーブにおいて、対向車線を突っ切って、ブレーキをかけることなく

反対車線の道路沿いにある高さ約５メートルの法面をトラックで駆け上が

り、その反動で車体が２回転して車体が大破した。

40301 1～9

2013 2

10

～

11

被災者は、得意先を回るため自社１トントラックを運転して片側１車線の県

道を西方面に走行中、緩やかなカーブになっている所で、センターラインを

オーバーし、前方より反対側車線を走行してきた大型ダンプトラックと正面

衝突した。

80109
30～

49

2013 2

0

～

1

タンクローリーを運転中、インタ出口付近左側分離帯に接触し、右にハンド

ルを切ったことにより中央分離帯に激突した後、中央分離帯に乗り上げ横転

した。

40301
10～

29

2013 8

5

～

6

被災者は、２トントラック（積荷はなし）にて荷主先へ行く途中、交差点手

前で４トントラックに追突した。
40301

30～

49

2013 7

5

～

6

生鮮食料品を配送のため国道を走行中、赤信号で停車していた大型貨物自動

車（１０トン）に追突し、後部下側に潜り込むような形で激突したため運転

席が大破した。

40301
10～

29

4

サービスエリア入り口付近の本線上で２台の車両が絡む追突事故が発生し

（第１事故）、その事故を避けようとしてサービスエリアの進入路方向へ入
10～



2013 3 ～

5

ろうとした被災者が運転するトラックが、サービスエリア進入路入り口付近

で立ち往生していた一般乗用車に追突した。その後、当該トラックはバスに

追突し、バスが他のトラックに追突し、多重事故となった。

40301
29

2013 5

3

～

4

配送のため国道を走行中、前に停車したカーキャリア車に追突し、運転席に

挟まれ死亡した。
40301 1～9

2013 9

22

～

23

国道で、水道工事のため左車線に停車していたサインカー（交通整理を表示

する車）に、国道を走行してきた自営業者が運転する４トントラックが追

突。弾みで押し出されたサインカーに、前方で交通整理をしていた被災者

（警備員）がはねられた。

170201
50～

99

2013 6

11

～

12

高速道路で前方が渋滞していたため４０ｋｍ／ｈで運転走行中、およそ９０

～９５ｋｍ／ｈで走行していた後続車（トラック）に追突された。
11403

10～

29

2013 10

14

～

15

走行中の大型トレーラーが、渋滞の最後尾にいたトレーラーに追突した。そ

の弾みで、前にいたバイク１台と車３台が巻き込まれた。現場は片側１車線

の道路で、事故当時は工事で片側通行になっており渋滞していた。

40301
10～

29

2013 12

19

～

20

被災者（交通誘導員）は、サービスエリアの駐車場において自動車の交通誘

導を行っていた。大型貨物自動車が本線より駐車場に入ってきた。当該ト

ラックの運転手は、被災者の立ち位置に気づかず当該トラックを後進させた

ところ、被災者を大型車輪で轢いてしまった。

170201
10～

29

2013 9

13

～

14

函渠設置工事の現場において、元請の現場管理を行う被災労働者が現場内を

移動中、国道と地方道が交わる交差点（当該工事は、交差点の地中に函渠を

埋設する工事）の北東に位置する地方道の横断歩道を横断しようとしたとこ

ろ、国道から地方道に左折した大型トラック（一般車両）にはねられた。

30199 1～9

2013 8

3

～

4

被災者は、貝類を積んだトラック（冷蔵冷凍車）を運転し、事業場を出発。

目的地の市場で荷を降ろした後、事業場に戻るため走行中、大型トレーラー

に衝突した。衝突後、被災者の運転するトラックの左前方が大破し、隙間か

ら車外へ放り出され、左後輪に腹部周辺を轢かれた。

40301
30～

49



2013 11

3

～

4

被災者が運転する大型トラックと、軽乗用車が接触事故を起こしたため、路

肩に車を止め、大型トラックと軽乗用車の間の路肩にいたところ、後方から

走行してきた中型トラックが大型トラックに追突した。その事故により路肩

上の二人が死亡した。

40301
10～

29

2013 10

9

～

10

国道にて３トントラックが反対車線にはみ出し、対向の乗用車と接触、さら

に乗用車の直後を走っていた２トンダンプと正面衝突した。
40309 1～9

2013 10

6

～

7

タンクローリーに液化石油ガスを積載して国道右カーブを走行中、左側ガー

ドレールに衝突し、その先のガードレールを突き破って約１５ｍ下の谷底を

流れる川へと転落した。尚、被災者はシートベルトを着用しておらず、車外

に投げ出されて頭部を打ち、死亡した。

40301
50～

99

2013 10

5

～

6

走行中の４トントラックと、反対方面に走行中の大型トラックが正面衝突。

被災者は全身を強く打ち、搬送先病院で死亡した。
40301

30～

49

2013 1

4

～

5

自転車で朝刊配達をしている際、県道を渡ろうとしたところ、右から走行し

てきたトラックにはねられた。
80205

10～

29

2013 12

4

～

5

高速道路において、１台目のトラックが故障により道路の左側に寄せた状態

で停車し、後ろから２台目のトラックが接近し、急ハンドルにより右側に逸

れ、中央分離帯に衝突。３台目のトラックが停車中の１台目の故障車に接触

するも、回避し、４台目のトラックが接近し、回避できず故障車に正面から

激突。５台目のトラックは右側にある中央分離帯に激突。この事故で、４台

目の運転者が運転席に挟まれ死亡した。

40301 1～9

2013 1

3

～

4

アルミインゴットを積載したトレーラーを走行していたが、前日からの降雪

により、橋上は凍結しており、スリップし左側の欄干に激突、操作不能とな

り、センターラインを超え、右側の欄干を突き破り、約１７ｍ下の谷に落下

し、炎上した。

40301
30～

49



2013 7

23

～

24

単独事故により追い越し車線をふさぐように停車したトラックに、被災者が

運転するトラックが気づくのが遅れて追突した。追突して停車したところへ

後続のトラックが衝突し、被災者は死亡した。尚、現場は片側三車線の緩や

かな右カーブ。

40301
30～

49

2013 7

18

～

19

走行中ハンドル操作を誤り、道路右側ガードレールに接触し、進行方向が変

わり、道路左側ガードレールを破壊し、さらに道路表示板を照らすための投

光器支柱に衝突した。

40301
30～

49

2013 6

14

～

15

出張中の交通事故。交差点内で、右折しようとした被災者のミニバイクと、

直進しようとした相手側トラックが衝突した。
90101

10～

29

2013 4

12

～

13

出張作業に向かうため、自動車で移動中に交通事故にあった。高速道路で渋

滞のため停車中、後方から大型トレーラーに追突された。
11102

50～

99

2013 3

12

～

13

道路わきの樹木伐採を行い、伐採した木をトラックに積み込んだ。積み込み

作業が完了した際、走行してきた別のトラックに轢かれた。尚、現場は片側

一車線道路で、路肩にトラックを停めカラーコーンを置き一車線を規制して

作業を行っていたが、走行してきたトラックが停車していたトラック横を通

過した際大きな音がし、その直後交通誘導を行っていたガードマンが、倒れ

ている被災者を発見した。

30199 1～9

2013 7

1

～

2

トラック走行中、前方の大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2013 11

9

～

10

トラックの運転操作を誤り、道路脇の水路へ落ちた際、胸を打ち付けたため

死亡した。
10109 1～9

2013 3

5

～

6

自動車運搬用のトレーラー（乗用車６台積載）を運転していた被災者は、前

を走行中の大型トラックに追突した。
40301

30～

49



2013 2

4

～

5

トラックで配送先へ向かっている途中、パーキングエリア内において停車し

ていたトラックに後方から追突し、死亡した。パーキングエリア内の駐車場

が満車のため、進入路まで車列が並んでおり、最後尾に停車していたトラッ

クに追突した。

40301 1～9

2013 2

12

～

13

被災者は生コンの運搬のため、コンクリートミキサー車を運転して建設工事

現場へ向かう途中、緩い下り坂に車を停め、エンジンを切らずに車を降り、

道の状況を確認し、同車に戻ってくる途中、無人のまま動いていた同車に轢

かれた。その後同車は、路肩のカーブミラーを倒し横転した。事故時の状況

を目撃していた者はいなかった。付近の住民が被災者を発見し、救急車を手

配したが、現場で死亡が確認された。

40301
10～

29

2013 2

8

～

9

堤防上の道路（市道）において、軽貨物自動車を運転していた被災者は、交

差点を左折する際、後方から進行してきた中型貨物自動車に衝突され、死亡

した。

80109
10～

29

2013 11

7

～

8

事業場事務所に集合し、１．５ｔトラックに被災者を含めた３人が乗車し、

同僚が運転して物置トタン張替工事現場へ向かう途中、当該トラックが前方

の車に追突しそうになったため、避けようとハンドルを右に切ったところ、

対向車線を走行してきた乗用車と正面衝突し、体を圧迫され死亡した。

30202 1～9

2013 10

5

～

6

被災者は２ｔトラックを運転中、国道交差点において信号待ちをしていた大

型ダンプに追突し、頭を強く打って死亡した。
40301 1～9

2013 5

10

～

11

被災者が高速道路を社用車で走行移動中、エンジンの故障で路肩内に停車し

ているトラックを発見したため、トラック前方の路肩内に車を停車し、降車

して運転手にトラックの窓越しに話を聞いていたところ、後方から走って来

た他社トラックが、停車しているトラックに追突した。この衝撃で、停車ト

ラックが約２０メートル前方に押し出されて被災者を撥ねた。

30199
10～

29

2013 4

20

～

自動車道をトラック（積載荷重１３ｔ車）で走行中、追い越し車線を走行し

ていた後続のトラックの左前部が、被災者の運転するトラックの右後部に接 40301
10～

29



21 触した反動で、側壁などに衝突した。

2013 9

10

～

11

被災者は、砂防ダム工事現場に向かって作業道（幅約３ｍ）を走行してい

た。作業道がジグザグ道のため、方向転換出来ない坂路を後進にて登坂した

際、ミキサー車ごと道端から作業道までの斜面を約２０ｍ転落した。

10901
10～

29

2013 6

3

～

4

被災者は、国道で荷物を運搬中、やや右カーブの下り坂でトンネル内の非常

駐車場側壁に激突した。
40301

30～

49

2013 3

9

～

10

国道交差点で、製品の運搬のため、高岡市方向へ走行していた被災者運転の

１．２トントラックが、信号待ちをしていた大型タンクローリー車に追突。

病院に搬送されたが、死亡した。

11209
50～

99

2013 9

4

～

5

上り線（片側２車線）で２台のトラックが接触。双方の運転者がトラックを

道路左脇に前後に停車させ、事故処理等話し合った後、前方のトラック運転

者は運転席に移動、後方のトラック運転者は後方のトラックの前にいたとこ

ろ、別のトラックが後方のトラックに追突し、車外にいた運転者が後方のト

ラックの下敷きになり死亡した。

40301
10～

29

2013 6

23

～

24

トラックで走行中、落下物（タイヤ）に衝突したため、路肩に停車し、車両

前方に降りて警察に通報していたところ、後続のトラックに追突された。被

災者は、追突により押し出された自車にはねられた上、間もなく両トラック

が炎上したため全身火傷を負った。

40301

100

～

299

2013 11

14

～

15

工事のため片側交互通行となっている区間において、工事用信号により信号

待ちを行っていた車列最後尾の大型トラックに、中型トラックが追突し、中

型トラック運転手が死亡した。

40301
30～

49

2013 8

11

～

12

国道のトンネル内の緩やかなカーブにおいて、走行していた被災者のトラッ

クの正面に、対向車線を走行していた大型トレーラーの荷台部分がスリップ

して中央線を大きくはみ出し、激突した。

40301 1～9

2013 11

9

～

国道の道路情報掲示板の点検作業に伴う交通誘導業務において、当該作業場

所から約１６０メートル離れた位置で交通誘導業務を行っていた被災者は、 170201
50～

99



10 停止合図に気が付かないで走行してきたトラックにひかれた。

2013 5

5

～

6

被災者は、１０トントラックで夜間運行に従事し、高速道路を走行して事業

場へ戻る途中、道路のラインを引く作業を行っていた低速作業車の車列（走

行車線を縦列に５台、時速１０キロで走行）の最後尾を走行していた散水車

に追突し、被災者運転のトラックは大破した。

40301

100

～

299

2013 8

16

～

17

顧客へ納品を終えた被災者は、帰社するために会社所有のトラックを運転

し、国道を走行中ガードレールに衝突した（自損事故）。
11402 1～9

2013 1

4

～

5

輸送業務において、納入先へ向かうためトラック車両で走行中、出口におい

て、出口と本線の間に衝突し、被災者が車外に放り出された。
40301

10～

29

2013 3

21

～

22

交差点の横断歩道の信号が青となり、被災者が横断歩道を歩行中、被災者の

右手前方から来た右折車両が、横断歩道上で被災者をはねた。
170201

100

～

299

2013 3

13

～

14

乗用車で片側２車線の道路の交差点で右折待ちで停車中、後ろから来たキャ

リアカーに左後部を追突され、反動で対向車線に押し出されたところ、対向

車線を走行していたダンプトラックに左側面から衝突され、運転していた被

災者が死亡した。

170201

300

～

499

2013 9

6

～

7

被災者３名は事業場へ集合し、トラック（社用車）で新築工事現場へ出発し

た。左カーブを走行中、道路左側にあるガードレールに衝突し、運転手が車

外へ投げ出されて死亡した。

30309
10～

29

2013 11

2

～

3

トラック運転者である被災者は、追突事故を起こしたために自走不能とな

り、警察がくるまでの間、トラックを路上に停車させて運転席で待機してい

たところ、後方からトラックに追突され、後頭部に強い衝撃を受けた影響で

死亡した。

40301
30～

49

2013 8

7

～
被災者は、配送用トラックを運転していたところ、センターラインをはみ出

し、対向車線を走っていた路線バスに正面衝突し、全身を強く打った。
10109

10～

29



8

2013 8

6

～

7

被災者は、中型トラック（３．５ｔ）を運転し交差点にて信号待ちで停車し

ていたところ、後方から時速６０ｋｍで走行中の中型トラック（４．３ｔ）

が追突し、被災者のトラックは追突の反動で前方に停止していたトレーラー

に追突した。

40301
10～

29

2013 7

5

～

6

被災者は夜間道路工事終了後、トラックで本社へ戻る途中、対向して来たタ

ンクローリーと衝突した。
30106 1～9

2013 4

16

～

17

被災者は、２トントラック（ワンマン）にて配送を終えた後、翌日分の積荷

を積むために荷主（木材加工）工場に向かう途中、４トンダンプトラックに

追突した。

40301
30～

49

2013 11

15

～

16

国道配水管敷設替工事現場において、片側相互通行を実施していたところ、

進行していた軽トラックが、交通誘導のため反対側車線内で２トントラック

を停止させていた被災者をはね飛ばし、２トントラックに激突した。

170201
30～

49

2013 6

12

～

13

国道路肩にトラック（４ｔ、チルド車）を停めて車内で作業中、後ろから来

たパッカー車に追突された。トラックは５０ｍ程前進し前方の車両に追突

し、その衝撃で被災者は車内にて全身を打撲した。

40301
50～

99

2013 11

1

～

2

発見者は、停車した隣のトラックが駐車場から出る際に違和感を感じたの

で、トラックを停車し脇を見たところ、被災者が倒れていたのを発見した。

しばらくして被災者が運転していたトラックが動き出したので発見者が慌て

てサイドブレーキをかけた際、軽トラックが侵入してきて被災者をひいた。

40301
50～

99

2013 11

0

～

1

被災者は大型トラックを運転中、信号待ちしていた大型トラックに追突し、

出血性ショックにより死亡した。
40301

10～

29

2013 12

7

～

8

２トントラックを運転中、居眠りのため、前方大型トラック右後方に、車両

左前部が追突。その弾みで追い越し車線を経て、中央分離帯ガードレールに

車両右側面から激突。助手席に乗っていた被災者が死亡した。

80209 1～9



2013 3

5

～

6

被災者は、会社の商品を得意先に納品するため、自社所有の４トントラック

にて会社を出発し、ＩＣを降りて国道を東に向かって運転中、交差点で信号

待ちをしていた１０トントラックの後部に追突し、死亡した。

80109
30～

49

2013 9

2

～

3

被災者の運転する４トントラックが、対向車線に駐車していたトレーラー

（牽引車は着いておらず無人）に正面衝突し、頭を強く打って死亡した。
40301

10～

29

2013 12

16

～

17

道路維持工事完了後、同工事の規制標識撤去作業を行っていた。作業用車両

２台が路肩車線に停車していたところへ、通り掛かった一般車両（３ｔ積ト

ラック）が追突した。衝撃で動いた車両と側壁との間に、車外にいた作業員

１名が挟まれ、さらに高架下（高さ１８ｍ）へ墜落した。

30106
10～

29

2013 11

10

～

11

車両により資源ごみの回収作業をしていたところ、車両を運転していた同僚

が廃棄物の回収を終え、車両を発進させたところ、次の集積所に向かってい

た被災者を轢いてしまった。

150102
30～

49

2013 10

10

～

11

交通事故により渋滞が発生していたため、被災者の前方を走行していた大型

トラックが減速の後に停車をした直後、被災者の運転する大型トラックが追

突し、ハンドルで首を圧迫されて死亡した。

40301
10～

29

2013 7

1

～

2

渋滞のために停止していた大型貨物車両（１０ｔ）に、被災者が運転する大

型貨物車両（１３ｔ）が追突、玉突き状態となり、３台の大型貨物車両を巻

き込んだ。追突した車両は損傷が激しく、運転者は搬送先の病院で死亡し

た。

40301
30～

49

2013 11

17

～

18

被災者は、雪の積もった村道で脱輪した車の救出作業に出向いた。作業終了

後、被災者は事業場に戻る途中、村道を軽トラックで走行していたところ、

積雪により脱輪して進行方向左側の斜面を約１１ｍ下の草地へ滑落し、胸や

腹を強打して死亡した。

140101
10～

29

2013 8

15

～

16

県道沿いに設置されたケーブル配線の移設工事現場において、交通警備の委

託を受けた警備会社の警備員が、片側交互通行の交通誘導を行うため、片側

通行区間の手前の道路中央付近で誘導を行っていたところ、走行してきた２

トントラックにはねられ、出血性ショック死により、搬送先の病院で死亡し

170201
30～

49



た。

2013 7

13

～

14

被災者は、国道の上り線にトラックを停車させ、取引会社のライトバンと自

社トラックとの間で荷の積み替え作業中、ライトバンが後方から走行してき

たトラックに追突され、反動により前方に押し出されたことで、自社トラッ

クとライトバンの間に挟まれた。

40301
30～

49

2013 11

1

～

2

被災者は、３ｔ普通貨物を運転して市内の店舗から最終配送先店舗に向かう

ため、国道の下り車線を走行中、交差点で進行方向が赤信号のため停車して

いた１０ｔ大型トラックの後部に追突した。被災者は、自車のキャビンに挟

まれた。

40301
50～

99

2013 3

7

～

8

大型トラックで高速道路を走行中、右に転進して中央分離帯に乗り上げ、下

り反対車線路上に投げ出されたため、対向車に轢過され死亡した。
30309

10～

29

2013 6

6

～

7

自社所有２トントラックで走行中、信号待ちで停車していた１０トンダンプ

に後方から追突した。
40301

10～

29

2013 2

4

～

5

信号待ちして停車していたトレーラーの後部に、被災者が運転していたト

ラック（積載荷重２トン）が追突し、その弾みで被災者は頭部を打撲して死

亡した。

80109
30～

49

2013 4

0

～

1

荷を配送するため首都高速を２０トントレーラーで走行していた際、右カー

ブを曲がりきれず横転し路上に投げ出され、自車の下敷きとなり即死した。
40301

10～

29

2013 8

0

～

1

被災者が運転する３トントラックが、渋滞中の１０トントラックに追突し、

もう１台も絡む玉突き事故が発生した。
40301

30～

49

2013 12

5

～

6

被災者はトラックを運転していたところ、道路工事のため車線がＳ字になっ

ている地点で、対向するトラックが反対車線に進入してきたため、正面衝突

した。

40301
30～

49



2013 11

14

～

15

被災者の運転するトラックが、信号待ちのため停車していた大型トラックに

追突した。
40301 1～9

2013 10

0

～

1

被災者が高速道路の路肩にて、ハザードランプをつけて１ｔトラックを停車

させていたところ、後ろから来た４ｔトラックに衝突され、横転した。そこ

に後ろから来た１０ｔトラックが衝突した。被災者は、引越荷物の積み込み

作業を終え、会社に帰社する途中であった。尚、路肩に停車した理由は不明

である。

40409 1～9

2013 7

12

～

13

営業を終え、市内の事業場へ戻るため国道を事業場所有の軽トラックにて南

進中、道路脇の歩行者用信号柱に衝突し、同乗者が脳損傷により死亡した。
80209 1～9

2013 7

16

～

17

被災者は、空輸された部品を取りに行くため、会社所有の軽トラックを運転

し、県道を走行中、対向車線に進入し、対向車線を走行していたワゴン車と

正面衝突した。

11209

100

～

299

2013 12

13

～

14

アルミサッシ１枚を社有車（１ｔ平ボデートラック）に積み込み国道を運送

中、被災者トラックが対向車線に進入した。対向車線大型トラックは、被災

者トラックを左に避けようとしたが路肩で避けきれず、対向車線（被災者走

行車線）に入り被災者トラックを避けようとしたが、被災者トラックが走行

車線に戻ってきた為、正面衝突した。

30202
10～

29

2013 6

10

～

11

災害発生時、被災者は事業場への配達を終え、別の事業場へ配達を行うた

め、トンネル内をトラックで走行していた。このとき、前方を大型トラック

が走行しており、そのトラックに被災者のトラックが後ろから衝突した。当

該事故により、被災者は脳挫傷等で死亡した。尚、トンネル内は片側１車線

（幅は約３ｍ）で、ほぼ直線であった。

80109 1～9

2013 6

6

～

7

市道を走行中、右カーブの下り坂で被災者が運転する４ｔトラックがガード

レールに接触し横転、出血性ショックにより死亡した。
30201

10～

29

6



2013 6 ～

7

市道を走行中、右カーブの下り坂で同僚が運転する４ｔトラックがガード

レールに接触し横転、脳挫傷により死亡した。
30201 1～9

2013 2

17

～

18

被災者は、建設現場での作業が終了し、帰社するため、３次下請事業主の運

転する社有車に乗車した。 高速道路で渋滞が発生し、被災者らの乗車してい

る車が停車していたところに後続の大型トラックが追突し、助手席の被災者

が死亡した。

30203
10～

29

2013 4

10

～

11

移動販売用の軽トラック（保冷車）に１０ｋｇの海産物（魚卵：メンタイ

コ）を積載し、訪問販売のため市内の集落へ向かう途中、国道（トンネル

内：片側１車線の緩いカーブ）で、対向してきた普通トラックがトンネル内

の壁に激突し、その弾みでセンターラインを越えて来たため、正面衝突し

た。

80209 1～9

2013 12

5

～

6

国道上（片側１車線の直線）において、自車大型トラックがセンターライン

をはみ出し、反対車線の大型トラックに正面衝突した。双方の大型トラック

運転手が死亡した。

40301
30～

49

2013 10

12

～

13

国道を、社有車の軽トラックで自宅へ向かう途中、センターラインをはみ出

し、対向してきたトラックと正面衝突した。
170209

30～

49

2013 3

1

～

2

トラックを運転して国道を走行中、対向車線のタンクローリーがセンターラ

インを越え、当該タンクローリーの後部が運転席に衝突した。
40301

50～

99

2013 1

7

～

8

被災者は、自社製品の敷わらを運ぶため、単独で１０トンウイング車を運転

し出発した。途中、国道の信号のない交差点で、右折のため停車していたト

レーラーに追突した。路面はブラックアイスバーン状態で、トラックがス

リップして止まれきれずに追突した。尚、シートベルトの使用状況について

は不明である。

80109
10～

29

2013 2

21

～

被災者は、冷凍冷蔵車（６．５トン）に荷を積み、客先へ向けて片側１車線

の高速道路を走行中、対向車線にはみ出し、対向してきたトラックと衝突し 40301
50～

99



22 た（道路状況 右カーブで圧雪アイスバーン）。

2012 3

2

～

3

配送のため、高速道路を4ｔ冷蔵車で走行していたところ、事故を発生させ

て路上に停止していた2台の車両のうちの1台に衝突して横転、滑った状態で

進み、その前方の路肩に停車していた2台の一般車両に衝突した。

40301
30～

49

2012 12

20

～

21

被災者は積載荷重14ｔのトラックで足場資材を運搬する途中、片側1車線の

緩やかな下り坂で対向車線にはみ出し、直進してきた積載荷重2ｔのトラッ

クと正面衝突し、被災者並びに相手車の運転手が死亡した。

40301
10～

29

2012 12

20

～

21

被災者は荷積みし、最大積載量2ｔのトラックを運転して自宅へ戻る途中、

国道（片側1車線の直線道路）において、中央線を超えた対向車（大型ト

ラック、最大積載量14ｔ）と正面衝突し、脳挫傷により死亡した。なお、対

向車の運転手も死亡した。

40303 1～9

2012 5

14

～

15

軽トラックを運転し、助手席に同僚を乗せて訪問営業中、脇道から市道へ左

折しようとしたところ、市道の右方向を走行してきた一般車両に衝突され

た。被災者は、その後運転席を降りて数歩、歩行した後に意識を失って道路

上に倒れ、搬送先の病院で脳血管破裂による脳内出血により死亡した。な

お、同僚は不休災害となる軽傷であった。

80209
10～

29

2012 12

20

～

21

作業終了後、被災者は灯油を運搬するために会社の軽トラック（灯油少量

ローリー積載）を運転して走行中、センターラインをはみ出し、対向してき

た乗用車と正面衝突した。

80204 1～9

2012 2

10

～

11

国道を走行中、雪のためトラックが滑り、車線中央を塞ぐように停止した。

被災者はタイヤチェーンを装着する為に、降りてトラック横にいたところ、

反対車線を走ってきたトラックが被災者のトラックに衝突し、被災者は、衝

突された（自身の）トラックに轢かれ死亡した。

40301
10～

29

2012 4

11

～

12

被災者が運転するトラックは、信号待ちで停車していた大型トレーラーに追

突した。
40301 1～9

4 国道にて、被災者が運転するトラックと反対車線を走行する大型トレーラー
30～



2012 12 ～

5

が正面衝突し、トラックの運転手が死亡した。なお、現場は中央分離帯のな

い片側1車線の対面通行箇所であった。

40301
49

2012 5

0

～

1

被災者は、トラック（4ｔ）にパイプ類（約1ｔ）を積み込み、配送先に向か

う途中の国道の交差点で信号停車中のトラックに追突し、救急搬送先の病院

で肺出血により死亡した。

40301
50～

99

2012 8

8

～

9

被災者は同僚と2人でし尿収集車を使用して目的地に向かうため、収集車の

運転を同僚が行い、被災者は後部ステップに立って乗った。市道上で後進し

て走行を開始し、約20ｍの位置で「ガクッ」と衝撃を感じたため停車して外

に出たところ、収集車下に轢かれいた被災者を発見した。

150109 1～9

2012 8

15

～

16

交差点で信号待ちの軽トラックにタンクローリーが追突し、軽トラックの運

転手が全身を打ち死亡した。なお、タンクローリーはその後も止まらず、交

差点を通過して対向車線側にはみ出し、7台に次々と衝突し、交差点から100

ｍほど離れた建物に突っ込んで止まった。

30309
30～

49

2012 12

11

～

12

当日の作業を終えた被災者は、トレーラーにて荷主先から帰社する途中、片

側2車線の道路を横道から右折するため、停止線を越えて道路に進入したと

ころ、右方より道路を直進してきた大型トラックと衝突した。

40301
50～

99

2012 9

6

～

7

被災者は配送先で荷卸後帰社するために県道を走行中、中央分離帯に乗り上

げた後、道路左側のガードレールを突き破り、電柱に衝突した。
40301

50～

99

2012 9

7

～

8

高速道路において、タンクローリー（14ｔ）が路側帯に停止していた大型ト

ラック（12ｔ）に追突した後、トンネル内で横転し、運転していた被災者

は、頭を強く打ち死亡した。

40301
10～

29

2012 9

20

～

21

被災者は雑貨を積載した10ｔトラックを運転し、高速道路を配送先へ向かっ

ている際、前方を走行中の車両（移動式クレーン）の後方に激突した。
40301

10～

29

2012 6

5

～

高速道路を走行していた被災者らのトラックが、前方を走行していたトラッ

クに追突した。追突したトラックの助手席に乗車していた被災者が死亡し、 80109
30～

49



6 運転手は入院加療を要した。

2012 1

6

～

7

被災者は会社のトラック（高さ2.8m、車両総重量5.195t）によりスーパー流

通センターへの納品後、会社に戻る途上、高さ制限（2.5m）のある道路を

走行したところ、車の上部が制限桁に激突したことにより、死亡した。

80109 1～9

2012 1

8

～

9

被災者が運転する観光バスは、日帰りバスツアーで目的地へ向かって、高速

道路のトンネル内の追い越し車線を走行中、突如、走行車線から追い越し車

線へ車線変更してきたトラックに激突され、バスに乗車していた添乗員が死

亡、運転手が足を打撲する怪我を負った。

90201 1～9

2012 9

8

～

9

現場事務所での朝礼後、3台（先頭車両：軽トラック、次走車輌：電柱を積

載した2ｔトラック、3台目車輌：被災者が運転する穴掘建柱車）に分乗して

現場に向かっていたところ、先頭車両が道を間違えた事に気づき減速をはじ

めたが、3台目で追走していた被災者はそれに気づかず、前方の2ｔトラック

に追突したため、（2ｔトラックが）積載していた電柱が被災者の顔面に激

突した。

30301
30～

49

2012 11

10

～

11

けん引自動車で空のトレーラーをけん引して走行中、道路右側のガードレー

ルを突き破り約20ｍ下の川原に転落した。
40301 1～9

2012 4

4

～

5

高速道路にて、大型の故障車（A車）が路肩に停車していたところ、被災者

が運転する大型車（B車）が中央車線を走行中突風にあおられ、左に斜行し

てA車に追突した。被災者は、降車し、A車の運転手と話し合いをしていた

ところ、後方から来た大型車（C車）がB車に玉突き衝突し、Ｂ車がＡ車に追

突、Ａ車が約1.5ｍ前方に押し出された際、Ａ車の前にいた両運転手に衝

突、被災者は転倒し、死亡した。

40301
10～

29

2012 7

0

～

1

被災者は帰りの荷を大型トラックに積み、事業場に運送するため高速道路を

走行中、前方を走行していた冷凍車に追突し、全身を強打し死亡した。
40301

10～

29

2012 6

10

～

水道管給水工事のため、2車線通行の県道を1車線通行に規制し、県道上で被

災者と同僚で交通誘導を行っていた。被災者は西側を向いて誘導をしていた 170201
10～



11 が、西側から進行してきた2ｔトラックに激突され、14m程飛ばされた。
29

2012 3

4

～

5

被災者は荷を運搬するためトラック（トレーラー）を運転中、国道の交差点

で信号待ちをしていたところ、停車中のトラックの後方に追突した。
40301

10～

29

2012 7

12

～

13

大型トレーラー（30ｔ）で撤去電柱15本（1本1ｔ）を積み、インターチェ

ンジのアクセス道路の本線を降りて料金所に向かっていたところ、道路右側

の縁石に衝突し、横転した。運転していた被災者は車内に閉じ込められ、そ

の後レスキュー隊員に救出されたが、救急搬送先の病院で死亡が確認され

た。

40301
10～

29

2012 10

18

～

19

仕入れた商品を本社に搬送するため、被災者が単独で3ｔトラックを運転し

ていた。高速道路を走行中、トラックが道路左側の側壁に衝突し、弾みで中

央分離帯のガードレールに衝突して横転し、死亡した。

80109
10～

29

2012 12

11

～

12

国道を社用ため乗用車で走行中、対向車線の大型トレーラーの積み荷の鉄板

（縦約3ｍ、横約1.5ｍ、厚さ約2cm、重さ800kg）30枚を固定したワイヤ

ロープが切れ、鉄板25枚が落下、うち16枚が被災者らの乗用車を直撃し、

乗っていた被災者3名が死亡した。

80409

100

～

299

2012 12

11

～

12

国道を社用ため乗用車で走行中、対向車線の大型トレーラーの積み荷の鉄板

（縦約3ｍ、横約1.5ｍ、厚さ約2cm、重さ800kg）30枚を固定したワイヤ

ロープが切れ、鉄板25枚が落下、うち16枚が被災者らの乗用車を直撃し、

乗っていた被災者2名が死亡した。

80409

100

～

299

2012 2

19

～

20

中型トラック（4ｔ車）を運転して高速道路を走行中、インター出口にある

道路標識に衝突し、脳挫傷により死亡した。なお、この事故は、配送先に機

械装置（重量2ｔ）を運搬中の自損事故であった。

40301
10～

29

2012 2

4

～

5

走行車線を走行中の1台目のトラックに2台目のトラックが追突し停車、約5

分後に追越車線を走行中の3台目のトラックが2台目のサイド部分に追突

し、4台目の4ｔトラックが3台目のトラックに追突した。この事故により、4

台目のトラック運転手が死亡、1、2、3台目のトラック運転手も負傷した。

40301 1～9



2012 7

12

～

13

高速道路の追越車線の舗装工事による車線規制の影響で渋滞し、最後尾に停

車していた乗用車に大型トラックが追突して乗り上げ、さらに前方の自動車

運搬車に衝突し、この3台の車両が炎上した。大型トラックの運転手は窒息

死、乗用車の運転手は外傷性ショックにより遺体で発見された。また、自動

車運搬車の運転手は自力で脱出し、頸部に軽傷を負った。

40301
50～

99

2012 9

16

～

17

配達のため国道を社用車で走行中、左カーブにて中央線をはみ出し、対向し

てきた大型トラックと正面衝突した。
80109 1～9

2012 11

5

～

6

被災者は新聞配達のため、国道を原動機付自転車にて走行中、後方より走行

してきたタンクローリーに激突され、死亡した。
80205

10～

29

2012 3

3

～

4

被災者は、トラックで荷物を運んでいる途中、高速道路で接触事故が発生し

相手車両が停車しなかったため、被災者は、同僚に連絡をとり、被災者車

両、同僚車両で相手車両を停止させた。その後、相手車両の前方で被災者、

同僚、相手の3名で話し合いを行っていたところ、別の車両が相手車両の後

方に追突しそのはずみで相手車両に被災者と同僚及び相手が接触した。

40301
30～

49

2012 11

12

～

13

被災者はバイクに乗り、集金のため客先へ向かっていたところ、交差点でト

ラックと衝突した。
80205 1～9

2012 1

9

～

10

被災者は事業場から職場のバイクにより顧客宅へ向かう途中、市道交差点に

おいて出会い頭にトラックと衝突した。
130201

100

～

299

2012 7

19

～

20

雑誌等を運搬するために、被災者が単独で13ｔトラックを運転し、高速道路

から別の高速道路に合流する連絡路（ジャンクション）を走行中、キロポス

ト付近の急カーブを曲がりきれず、高架橋の壁（高さ約1ｍ）を乗り越えて

10数ｍ下の地上に墜落した。

40301
10～

29

2012 8

4

～

被災者は中型トラックで商品を配送中、高速道路サービスエリアの進入路に

おいて、トラックを駐車し仮眠をとっていたところ、後方より大型トラック 40301
50～



5 に追突された。
99

2012 9

9

～

10

ごみ収集のため、こう配12度の下り坂にパッカー車（機械式ごみ収集車）を

停車させ、ごみを搬入していたところ、パッカー車が前に動き出したため、

前に回り込み停止させようとしたが、止まらずに轢かれた。パッカー車は、

右前タイヤが溝に脱輪し被災者の体の上で停止した。

150103

100

～

299

2012 8

17

～

18

被災者は社用車にて交差点を西に向け直進したところ、右折してきた移動式

クレーンと衝突した。
80109

10～

29

2012 2

4

～

5

被災者が運転する4ｔトラックは、高速道路を走行中、前方走行中のトレー

ラーに追突し、弾みで中央分離帯とガードレールに接触、炎上した。鎮火

後、車内から被災者が遺体で発見された。

40301 1～9

2012 4

22

～

23

社用車（2ｔトラック）を運転して出張中、信号待ちしていた車両（20ｔタ

ンクローリー）に追突して死亡した。
11409

300

～

2012 7

8

～

9

取引先へ商品を納入するため高速道路を走行中、ガードレールに激突し死亡

した。
11209 1～9

2012 10

4

～

5

被災者が運転するトラックが、渋滞で停止していたワンボックス車に追突し

た。
40301

30～

49

2012 10

5

～

6

4ｔトラックにより、国道を配送のため走行中、交差点手前で車道を歩いて

いた歩行者をはね、対向車線に進入して対向車に衝突し、被災者（運転手）

が死亡した。

40301
10～

29

2012 1

13

～

14

保冷トラック（積載荷重3ｔ）で商品配送中、国道交差点の右折レーンにお

いて、右折待ちトラック（積載荷重3ｔ）に追突した（バス、トラック等計4

台が絡んだ多重事故）。

40301
30～

49

7 現場移動のため、国道を自動二輪車で移動中、信号のない交差点から進入し



2012 2 ～

8

てきた軽トラックと接触し、「外傷性くも膜下出血、脳挫傷」により死亡し

た。

170201
10～

29

2012 8

16

～

17

道路維持修繕工事現場において、のり面除草作業のために2車線道路を片側

交互通行に規制中、規制車線側から走行してきたトラックを停止させようと

した被災者がトラックに轢かれた。トラックは、被災者と規制車両（車線変

更誘導表示付き）に激突し、被災者はトラックに約30ｍひきずられて死亡し

た。なお、現場は緩やかなカーブの下り坂であった。

170201
10～

29

2012 10

14

～

15

高速道路にて、車両故障したため路肩に停車させ、車外にて待機していたと

ころ、後方からタンクローリーが停止中の車両に追突した。そのはずみで車

両が押し出され、被災者が側壁にはさまれて死亡した。

40301
50～

99

2012 11

16

～

17

建設現場で建築資材の積み下ろし業務を終え、高速道路を経由し帰庫するた

め、片側三車線の中央車線を積載量3ｔトラック（空車）で走行していたと

ころ、右側後方の追い越し車線から中央車線に進路変更してきたトラックが

被災者のトラック右側後部に追突した。追突を受けた勢いで被災者のトラッ

クが左前方へ回転しながら横転し、ガードレールに激突した。

40301
30～

49

2012 1

14

～

15

被災者は事業場で生コン車に砂を乗せ建設現場に向かう途中の県道にて、左

カーブでセンターラインを越え対向してきた軽トラックと衝突し、そのまま

道路脇の側溝に転落し、死亡した。

10901
10～

29

2012 5

4

～

5

工業用薬品の納品のため出発した。高速道路（片側4車線）を走行中、ト

ラック2台が接触し停車しており、被災者が運転していた10ｔトラックがこ

れに追突した。

40301
10～

29

2012 3

16

～

17

高速道路（片側二車線で見通しは良い状況下）で法面工事の交通整理作業を

終え、路肩の車両に乗り込もうとした被災者は、走行してきたトラックには

ねられ、全身を強く打って死亡した。

170201

100

～

299

2012 5

2

～

トラックでの配送を終えセンターに戻るため国道走行中、交差点で左折した

直後、松並木の間から歩行者が出てきたため避けようと右に急ハンドルを

切ったところ、歩行者が左ミラーにぶつかり、トラックは松並木に衝突し 40301
50～

99



3 た。当初被災直後は、意識があったもののふくらはぎの動脈を切断してお

り、救急搬送先の病院で失血死した。

2012 7

1

～

2

被災者はトレーラーを運転して配送先へ向かう国道を走行中に、対向車線を

走行して来た4ｔトラックがセンターラインを超え正面衝突してきた。この

事故により、被災者は即死した。

40301 1～9

2012 7

1

～

2

被災者はトラックを運転し国道の走行車線を走行中、前方の普通車に追突し

て左前方の路肩に駐車した。普通車は衝撃で追い越し車線上に横向きに停車

した。被災者は停車中の普通車のところに行き確認し、一旦自社のトラック

の右後方部付近まで戻った。そこへ後続のトレーラーが追い越し車線を塞さ

いでいた普通車の左側を通って被災者及びトラックに追突し横転した。被災

者は横転したトレーラーの下敷きとなり死亡した。

40301
10～

29

2012 8

3

～

4

国道で被災者の運転する4tトラックと相手方の運転する4ｔトラックが正面

衝突し、被災者は、頭部及び胸部を強く打ち死亡した。なお、災害発生現場

は片側一車線であり、被災者側からは緩やかな左カーブとなっていた。

40301 1～9

2012 11

4

～

5

国道で発生した交通事故。事故の発生現場は、片側2車線の直線道路。赤信

号で停止中のトラックに、被災者が運転する大型トラックが追突した。被災

者は腹部などを強打し死亡した。

40301 1～9

2012 3

8

～

9

事業場の営業係の被災者が、顧客に商品を届けるため、会社の中型トラック

に荷を積み会社を出発した後、高速道路を走行中に朝の通勤時間帯の渋滞で

止まっていた自動車運搬車に追突した。この弾みで次々と玉突き衝突が起こ

り、被災者は救急搬送先の病院で死亡した。なお、現場は3車線のやや緩い

右カーブであった。

80209 1～9

2012 3

5

～

6

国道で被災者が運転するトラックが緩いカーブの連続する下り坂で右側車線

を走っていたところ、中央分離帯に衝突し、被災者は頭を強打して死亡し

た。

40301
10～

29

2012 6

2

～

3

高速道路を走行中、追越し車線上に停車していた故障車に衝突した。 40301
50～

99



2012 8

4

～

5

被災者はトラックで納品終了後、自社へ帰る途中、高速道路パーキングエリ

ア出口合流付近のガードレールを突き破り、50ｍ下の川へトラックごと転落

し、全身打撲により死亡した。

40301
10～

29

2012 4

5

～

6

被災者は本社で点呼を受けた後、11ｔトラックに建築材料を積み込み、配送

先へ向かうため国道を走行していたところセンターラインを越え、大型ト

ラックに正面衝突した。

40301
30～

49

2012 12

17

～

18

被災者が4ｔトラックで荷を運搬中、下り坂のゆるやかな左カーブを曲がり

きれずに右側壁に激突し、そのはずみで対向車線を走行してきた乗用車に衝

突して横転し、ガードレールを突き破り停止した。

40301 1～9

2012 1

6

～

7

事業場から建設工事現場に向かうため、国道を軽トラックで走行中、対向車

線を越え、進行方向右側の電柱に激突した。
30199

30～

49

2012 9

0

～

1

国道で被災者の運転していた大型トレーラが左カーブでセンターラインをは

み出し、対向してきた中型トラックに衝突した。
40301

10～

29

2012 10

7

～

8

2ｔトラックに運転手及び2名の労働者が同乗し建設工事現場に向かう途中、

高速道路出口付近で前方を走行していた大型トレーラーを追い越そうとした

ところ、トレーラー最後尾右側と運転していた2ｔトラックの左前方が接触

した後、2tトラックはトンネル左側壁に衝突し、同乗者が全身打撲により死

亡した。

30209 1～9

2012 3

12

～

13

被災者は軽ワゴン車を運転していたところ、反対車線を走行していたトラッ

クが車線をはみ出して来たため正面衝突となり、外傷性ショック（脳挫傷、

肺挫傷）により死亡した。

170209 1～9

2012 4

9

～

10

被災者は支管入替工事で発生したアスファルト舗装殻をトラックで産業廃棄

物処理を行う事業場に運搬していたところ、前方にて右折待ちをしていた10

ｔトラックに追突し、下半身を挟まれ、出血多量により死亡した。

30199 1～9

10 配送先から帰社するため、高速道路のトンネル内をトラックで走行中トラッ



2012 3 ～

11

クがスリップし、その際シートベルト未着用であった被災者は車外に放り出

され、運転していたトラックの下敷きになり、死亡した。

40301 1～9

2012 3

8

～

9

被災者は業務に伴い高速道路を走行中、前方のトラックに追突し、全身を強

く打ち死亡した。
11301 1～9

2012 4

5

～

6

被災者は工事現場に向かうため、トラックに乗車し高速道路を走行中、ト

ラックの後輪タイヤが破裂し、蛇行した後車両が横転した。乗車は4名お

り、後部座席に乗車していた被災者が死亡。他1名が休業、2名は不休であっ

た。

30302
10～

29

2012 10

17

～

18

団地内公道を歩行していた被災者は、道路に駐車をしようとバック走行して

きた大型ｔトラックにひかれ、死亡した。
40301 1～9

2012 1

5

～

6

被災者は高速道路をトラックで走行していたところ、路面凍結のためスリッ

プし対向車線に出てしまい、対向車線を走行していた車両を避けきれず、正

面衝突した。

40301
10～

29

2012 2

10

～

11

被災者が運転する社用車は、高速道路を走行中、中央分離帯の伐採作業を行

うために片側2車線道路の中央側に停車していた貨物自動車に追突した。な

お、現場にブレーキ痕は認められなかった。

40301
50～

99

2012 3

3

～

4

トラック運転手複数名が、高速道路の片側3車線のうち中央分離帯側の追い

越し車線と中央の走行車線に計3台のトラックを停車させ、路上で口論して

いたところ、別のトラックに追突され、2名が死亡した。

40301

100

～

299

2012 3

0

～

1

取材対象車両を高速道路で追尾中、対象車両がサービスエリアに入ったた

め、サービスエリアの出口の本線合流部分の路肩に停車していたところ、ト

ラックに追突され運転手が死亡した。

40201

100

～

299

2012 6

8

～

9

業務により、自宅から自家用車にて直行で出張先に向かっていたところ、高

速道路のトンネル内で自損事故を起こし、車外に出ていたところを後方から

走行する大型トラックにはねられて死亡した。

11509
10～

29



2012 7

12

～

13

客先へ向かうため、高速道路を乗用車で走行中、後方の大型トラックに追突

された。なお、大型トラックは、鴎外乗用車をはさむ形でキャリアカーにも

追突し、3台が炎上した。

80409

100

～

299

2012 12

21

～

22

荷物を配送後、事業場車庫に戻るため高速道路を走行中、清掃作業していた

清掃作業車に追突して、死亡した。
40301 1～9

2012 1

4

～

5

被災者は鋼材を運送するため搬送先に向けて出発し、高速道路を走行中、右

カーブを曲がりきれず左車線側のガードレールに衝突し、トレーラーが横転

し死亡した。

40301
10～

29

2012 4

20

～

21

交差点で右折しようとした乗用車が対向してきた被災者のトラックと衝突

し、被災者のトラックは弾みで道路左側の信号柱に激突した。
40301

10～

29

2012 4

15

～

16

被災者は道路を曲がり損ねたため、車輌後方で後退の状況を確認していたと

ころ、後退してきた車輌と電柱との間に挟まれた。
40301

30～

49

2012 5

3

～

4

国道にて、赤信号で交差点に停車していた10ｔトレーラーが青信号に変わり

動き始めたところへ4ｔトラックの自車が追突し、重傷を負って救急搬送さ

れたが死亡した。

40301
30～

49

2012 2

11

～

12

被災者はトラックにて会社に戻る途中、信号で停車していたダンプに後方か

ら激突、頭を強打し死亡した。
40301

30～

49

2012 3

2

～

3

片側2車線の高速道路での交通事故。本災害の前に事故があり、乗用車は右

側の追越し車線に、トラックは路側帯に停車していた。被災者の乗った高所

作業車は左側の走行車線を走っていたが、追越し車線を走行していたトラッ

クが追越し車線に停車していた事故車（乗用車）を避けようと走行車線に

入ってきたために激突された。この衝撃で、被災者の乗った高所作業車は路

側帯に停車していたトラックに激突し、運転していた被災者は死亡した。

40301
10～

29



2012 3

0

～

1

被災者の中型トラックは、渋滞で停車していた大型トラックに追突した。な

お、被災者は頭等を強打し、搬送先の病院で死亡した。
40301

30～

49

2012 2

3

～

4

被災者は赤土採取場へ向かうため県道を走行中、運転操作を誤り沿道にある

コンビニエンスストアの看板柱に激突し、大動脈破裂による出血性ショック

により死亡した。

40302
10～

29

2012 9

1

～

2

被災者が運転する大型トレーラーが対向車線にはみ出し、対向車の大型ト

ラックと衝突し、全身打撲により死亡した。
40301

10～

29

2012 7

8

～

9

被災者はミキサー車に生コンを積み込み、住宅建築現場に向かって市道を走

行中、道路外から進入した軽乗用車と衝突、ミキサー車は約50ｍ先の反対車

線で転覆（逆転）し、運転していた被災者が死亡した。

40301
10～

29

2012 10

23

～

24

高速道路上り線において、追突事故により停車していた大型トラックに被災

者が運転する大型タンクローリーが追突し、死亡した。
40301

50～

99

2012 12

3

～

4

被災者はダンプトラックで荷物の運搬業務を終え、会社へ戻る途中、交差点

にて赤信号で停車していた別ののダンプトラックに追突し、胸を強打し死亡

した。

40301 1～9

2012 2

7

～

8

トラックで走行中、道路脇に停車していた重機に後方から衝突し、全身を強

打し、外傷性ショックのため死亡した
40301

10～

29

2012 3

8

～

9

トラックを運転し、同僚とともに事業所から同社の中間処理工場に向かって

いたところ、片側3車線の緩いカーブで道路左脇の縁石に乗り上げ、街路樹

数本をなぎ倒しトラックの前部が大破した。その反動で、運転していた労働

者と助手席に座っていた労働者が車外に投げ出され死亡した。

150102
10～

29

2012 3

8

～

トラックを運転し、同僚とともに事業所から同社の中間処理工場に向かって

いたところ、片側2車線の緩いカーブで道路左脇の縁石に乗り上げ、街路樹
150102

10～



9
数本をなぎ倒しトラックの前部が大破した。その反動で、運転していた労働

者と助手席に座っていた労働者が車外に投げ出され死亡した。

29

2012 5

13

～

14

高速道路の上り車線において、道路工事で片側交互通行になっていたため停

車していたところ、大型トラックが被災者が運転するキャリアカーに追突

し、キャリアカーはその前に停車していた大型トラックに追突した。

80202
10～

29

2012 5

13

～

14

高速道路の上り車線において、道路工事で片側交互通行になっていたため停

車していたところ、大型トラックが被災者が運転するキャリアカーに追突

し、キャリアカーはその前に停車していた大型トラックに追突した。

80202
10～

29

2012 6

5

～

6

被災者は片側1車線の道路で緩やかな左カーブを走行中、反対車線からはみ

出してきたトラックと衝突し、全身を強く打って死亡した。
40301

30～

49

2012 7

3

～

4

被災者が運転するトラックが交差点に差し掛かったところ、左から来た乗用

車に激突された。なお、交差点は夜間も3色点灯する信号機で見通しはよ

かった。

40301
10～

29

2012 2

4

～

5

荷物を降ろした後、事業場へ戻るため高速道路をトラックで走行中、何らか

の原因で運転を誤り、左側のガードロープに衝突した。
40301 1～9

2012 6

4

～

5

大型トレーラーで国道を走行中、運転していたトレーラーが中央分離帯の

フェンスを突き破って反対車線の土手に衝突横転し、その際に、腹などを強

く打ち死亡した。なお、トレーラーには、最大積載量を超える化学物質が積

載されていた。

40302 1～9

2012 11

2

～

3

被災者は高速道路を走行中、追い越し車線に停車中の大型トラックを避けよ

うとしたが避けきれず追突し、頭蓋骨骨折等で死亡した。
40301

10～

29

2012 9

15

～

16

信号のある交差点において、社有車であるライトバンに2名で乗車し、右折

信号を右折していたところ、信号を無視して直進してきたトラック（最大積

載荷重12ｔ）に助手席側の側部に追突され、助手席に乗車していた労働者が
80209

30～

49



死亡、運転していた労働者が顔、胸等を負傷した。

2012 1

4

～

5

高速道路で運送業務中の被災者が運転する大型トレーラが前方を走行してい

た大型トラックと衝突し、さらに中央分離帯に衝突した。
80401 1～9

2012 4

3

～

4

荷物を積み事業場に戻るため、大型トラックを運転し高速道路を走行中、事

故で横転していた大型トラックに追突した。
40301

50～

99

2012 10

9

～

10

被災者は橋梁の塗装工事現場において、吊り足場の組立作業を道路脇で監視

していたところ、国道を通行してきたダンプトラックのタイヤが外れ、直撃

された。

30105 1～9

2012 4

5

～

6

被災者はトラックで雑貨を運搬すべく、国道を目的地に向かう途中、左カー

ブに差し掛かった際対向車線にはみ出し、対向車線を走行していたトラック

に正面衝突した。被災者は、頭等を強く打ち死亡した。

40301
30～

49

2012 5

22

～

23

被災者は目的地までの荷の運搬業務のため、箱型トラックを運転し片側一車

線の国道を走行中、緩やかな右カーブに差し掛かったところ、車体が横転し

た勢いで運転席から放り出され、道路脇の電柱を倒しながら路外に逸脱した

トラックの荷箱と倒れた電柱の間に挟まれ、全身打撲により死亡した。な

お、被災者は制限速度50ｋｍの道路上を80ｋｍで走行し、シートベルトを着

用していなかった。

40301
30～

49

2012 6

0

～

1

被災者は荷を積み、出発地へ戻るため高速道路を走行中、追突事故に巻き込

まれた。その際、トラックの損傷程度を確認するため車外へ出たところ、後

続の別のトラックに追突され、その反動で自社トラックが押し出されて自社

トラックの下敷きになり死亡した。

40301
10～

29

2012 7

0

～

1

被災者はトラックに建材のサッシを積み目的地まで運送するため、高速道路

下り車線を走行していた。その際、運転を誤り、トンネルの入口にトラック

を衝突させ、トンネルの壁面にトラックをこすりながら数十ｍ進んだところ

でトラックは止まった。救急搬送されたが、失血性ショックにより死亡し

た。

40301
10～

29



2012 8

10

～

11

被災者は国道を社有の大型トレーラーを運転し商品を運搬中、左路肩下に転

落、大破し、死亡した。 なお、事故現場は直線道路で、路面は乾燥してい

た。

40301
30～

49

2012 9

18

～

19

被災者は工事の打ち合わせを行なった後、社用車（1ｔダブルキャブトラッ

ク）を運転して宿泊先の旅館に向けて走行中、転回中であったスクールバス

の右側面に衝突し、車両が炎上して焼死した。

30301
10～

29

2012 11

7

～

8

ダンプトラック（最大積載重量4t）を運転して道路工事現場に向かっていた

被災者が、凍結路面でスリップしてカーブを曲がりきれずに路外に逸脱、横

転し、車体と地面に挟まれて死亡した。

30106
10～

29

2012 12

6

～

7

被災者は徒歩で新聞配達業務を行っていた。大方配り終え残り数部を持って

片側一車線の国道の路肩を歩行中、後ろから走行してきたミキサー車にはね

られ間もなく死亡した。ミキサー車は対向車の除雪車のライトがまぶしく、

排土板が自車線にはみ出していたため減速しながら左によって走行してい

た。路肩にいた被災者に気付きハンドルを切ったが、圧雪アイスバーンのた

め滑って避けられず、車両左側方が被災者に接触し、左路外に逸脱した。

80205
10～

29

2011 2

12

～

13

被災者が商品配達のため２ｔトラックで事務所を出発し道路を走行中、約１

５分後にセンターラインをはみ出し反対車線の１０ｔトラックと正面衝突し

たもの。

80209 1～9

2011 6

5

～

6

被災者は、軽トラックを運転し新聞を配達中、中央線の無い道幅約５メート

ルの市道にある橋の欄干（コンクリート製）に衝突した。被災者は、ドアと

車体に上半身が挟まれ胸などを圧迫し死亡した。

80205
10～

29

2011 1

23

～

0

被災者が運転していた大型トラックのライトが故障したため、高速自動車道

下り線の路肩に停車し、トラックから降りて停止表示器材を置いていたとこ

ろ、別の大型トラックが追突してきて、トラックとガードロープにはさまれ

て胸などを強く打ち即死した。

40301
30～

49

2011 4

8

～

下り路線にて大型トラクター（トレーラーヘッド）を運行中、交差点を左折

時に雨で濡れた路面でスリップし、中央分離帯に接触、歩道脇のフェンスを
40301 1～9



7
突き破って約１０メートル下に転落、左足切断術後、療養中であったが、翌

日夕方に出血性ショックにより死亡した。

2011 5

3

～

4

被災者が、１３トントラックを運転して、高速道路を走行していたところ、

上り４７．３ｋポスト付近で、前方の大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2011 6

8

～

7

被災者ら２名は災害当日の朝、事務所に集合し、会社の車両である１．５ｔ

トラックを同僚が運転して、現場に向かった。高速自動車道を走行し、前方

を走行する１５ｔトレーラーを追越そうと追越し車線に入った。１５ｔト

レーラーの１００ｍ後方で、タイヤが滑り走行車線に入り、ハンドルを右に

切ったが間に合わず、１５ｔトレーラー後方に追突した。助手席に同乗して

いた被災者が死亡した。

30202
30～

49

2011 8

4

～

5

被災者が運転するトラックが走行中、前方を走行していた１０ｔトレーラー

に後方から追突し死亡したもの。
40301

10～

29

2011 11

4

～

5

被災労働者の運転する大型トラックは、信号待ちで停車していた大型トレー

ラーに追突した。追突された大型トレーラーは、更に前方に停車していた大

型トラックに追突した。被災労働者は、１時間後に搬送先の病院で死亡が確

認された。追突された大型トレーラーと大型トラックの運転者は、それぞれ

軽傷を負った。

40301
10～

29

2011 12

14

～

15

被災者が軽トラックで走行中、前方の４ｔトラックに追突し、その後病院に

搬送され、死亡したもの。
40301

10～

29

2011 6

6

～

7

雨の中を会社所有の２トントラックで移動中、高速自動車道下り線におい

て、トラックがスリップし中央分離帯に激突し横転した。助手席に乗ってい

た被災者が死亡、外２名が負傷したもの。

30201 1～9

2011 8

14

～

15

軽トラック（事業場所有）でガードレールのない作業道（幅２．５ｍ）を走

行中、運転操作を誤り、作業道から１７メートル転落し、助手席の同乗者が

車外に投げ出され死亡、運転者が被災したものである。

60209
10～

29



2011 4

3

～

4

走行中、被災者が運転する２トントラックがセンターラインをはみ出し、対

向車線から走行してきたユニック車に激突し、横転したもの。救急車により

搬送中に死亡したもの。

40302
10～

29

2011 4

2

～

3

被災者が交差点で信号待ちのため停車していたところ、後ろから居眠運転と

思われる大型車両に追突されたもの。被災者はパイプを運送するため、４ト

ントラックを運転していた。

40301 1～9

2011 9

13

～

14

走行中、被災者が運転する自家用車がセンターラインをはみ出し、対向車線

から走行してきたダンプトラックに激突し、死亡したもの。
80209

10～

29

2011 10

10

～

11

道路を走行していた軽トラックが、同道路沿いの工事現場にバックで入ろう

としていた大型トラックに追突したもの。軽トラックを運転していた運転手

が重体、助手席に乗っていた同僚が死亡したもの。

30199 1～9

2011 1

16

～

17

荷をトラックで運送中、横転して１０ｍ程路面を滑り、ガードレールの支柱

に激突し、頭蓋骨骨折により死亡した。
40301

100

～

299

2011 6

8

～

7

踏切内で下り電車と衝突したもの。 40301

100

～

299

2011 12

11

～

12

法面防災工事から出た残土を３トントラックで仮置場に運搬中、縁石に乗り

上げ横転し、歩道の街路樹、電柱等に激突し、被災したものである。
30199 1～9

2011 3

4

～

5

午前３時頃に３ｔトラックで会社を出発した被災者は、市内の片側一車線を

走行中、何らかの原因で中央線を越え、対向車線を走行していた２ｔトラッ

クと正面衝突し、両トラックの運転手が死亡した。現場は緩いカーブで、事

故発生時は小雨が降っていた。

40301

100

～

299

3

大型トラックでA支店からB支店に向けて出発後、路肩に故障のため停車中

のトレーラーの右側後部に追突し、追突した車両の運転席後部で仮眠してい 100



2011 9 ～

4

た同乗者が車外に放り出され頭部及び胸部を強打した。同乗者は、２日後に

多発外傷により死亡した。なお、運転手は、頚椎捻挫により２日間休業して

いる。

40301 ～

299

2011 12

16

～

17

坂道にコンクリートミキサー車を停め、コンクリート打設作業中、生コンの

出が悪くなったことから、ミキサー車の前後を入れ替えようと、輪留めを外

しサイドブレーキを解除したがロックが解除されず、ミキサー車の方向転換

は出来なかった。その状態のまま、被災者は生コンの残量確認等のためミキ

サー車のステップ上で作業していた際、ミキサー車が動き出し１１０メート

ル下方のコンクリート壁に激突後横転しその下敷きとなった。

10901 1～9

2011 5

8

～

9

被災者は材料の配達のため、事業場よりトレーラーを運転し、工場に向かっ

ていた。８時３０分頃、トンネルに進入する手前で、反対車線から対向車両

がセンターラインをオーバーしてきたため、被災者は左歩道側にハンドルを

切ったが間に合わず、相手車両と衝突した。

50202

100

～

299

2011 12

8

～

7

商品配達のため道路を北進していた積載荷重８００ｋｇの保冷車と、事業場

にて荷物を下ろしたのち道路を南進していた積載荷重２６７００ｋｇトレー

ラーとが、団地入口付近の道路上にて正面衝突し、保冷車運転手が死亡し、

トレーラー運転手が右ひざ等を打撲した。

80109
10～

29

2011 4

15

～

16

２ｔトラックにて国道を南下走行中、左カーブを曲がりそこない、反対車線

にはみ出し、対向車の乗用車とトラックに接触衝突したもの。
80102 1～9

2011 4

23

～

0

被災者は荷物を積んだ４ｔトラックで山陽自動車道を東に向かって走行して

いた。その際に大型トラックに後方から追突され、４ｔトラックを運転して

いた被災者が死亡したもの。大型トラックの運転手は両足を骨折し、休業を

伴う負傷を負った。

40301
10～

29

2011 8

10

～

11

会社から工事現場へコンクリートミキサー車で生コンを運搬中に、道路の電

柱に衝突したもの。 自損事故である。（生コンの運搬のみ）
40309

30～

49

被災者は、ある事業場付属の寮より同僚４名と共に社用車で工事現場へ向か



2011 9

5

～

6

う途中、高速道路上で社用車の右後輪がパンクしたため路肩に停車させパン

クの修理を行っていたところ、通行車両（大型トラック）にはねられ死亡し

たもの。

30302
10～

29

2011 9

11

～

12

被災者が貨物自動車で高速道路を走行中、５．７キロポスト付近で、渋滞の

ため前方を走行していた２台の貨物自動車が相次いで減速停止したところ、

その後方から追突したもの。被災者は運転席内で挟まれて死亡した。

40301
50～

99

2011 12

11

～

12

被災者は国道の長い下り坂を９ｔトラックで運転中、下り坂の最後の右カー

ブにて曲がりきれずに左側ガードレールを突き破り電柱に接触、約１メート

ル下の畑へ転落横転して、頭を打つなどして被災した。

40301 1～9

2011 3

3

～

4

被災者が運転するトラックが山陽自動車道から小谷サービスエリアにつづく

道路へ入った際に、当該道路の右側に停車していたトラックの左後方に衝突

し、被災した。搬送先の病院で死亡した。

40301
50～

99

2011 6

4

～

5

２６日午前４時２０分ごろ、市道交差点で、ミニバイクに乗って新聞配達を

していた被災者が、２トントラックと出合い頭に衝突。 頭などを打って病院

に運ばれ、間もなく死亡した。

80205
10～

29

2011 8

0

～

1

深夜における下水道工事に、地下埋設設備（ケーブル）の立会中、地下埋設

位置を確認するため、現場付近の道路上に設置しているマンホールへ移動し

ていたところ、後方から走行してきたトラック（２ｔ）にはねられた。

110101

100

～

299

2011 8

22

～

23

自転車で道路上を走行中、後方から来た車に跳ねられたもの。 30309 1～9

2011 9

8

～

7

現場へ向け２台に分乗し出発。道路を走行中に先頭車両から後続車両へ連絡

事項が生じたため左路側帯に先頭車両と後続車両が続けて停車し、会話をし

ていたところ、後続車両の後方部に大型トラックが衝突し、先頭車両と後続

車両間にいた河野が挟まれ死亡、他２名が巻き込まれ負傷したもの。

30201 1～9

20
平成２３年１２月１２日に高速道路上り線の登板車線にて、営業所に勤務す

る運転手（被災者）が運転する１０トントラックが前方を走行していた大型 10～



2011 12 ～

21
トラック（牛を運搬中）に追突し、死亡したものである。追突された大型ト

ラックを運転していた運転手は、重傷である。

40309
29

2011 7

22

～

23

高速道路下線を大型トラック（１０ｔ）で走行中、渋滞の最後尾に停車中の

大型トラックに追突した。（大型トラック３台と乗用車１台が絡む事故が発

生）（搬送先の病院で、翌日１：１０出血多量によりショック死した。平成

２３年８月１８日災害調査実施、確定）

40301
30～

49

2011 4

15

～

16

夕刊を配達していた被災者が、配達開始後１時間３０分ほど経過した午後３

時３０分頃、市道交差点に北西方向からバイクで侵入したところ、北東方向

から侵入してきたタンクローリーに出合い頭に衝突し腹部を強打。病院で治

療を受けたが２９日午前７時頃死亡した。当該交差点は信号や停止線のない

道路であるが、見通しのきく交差点である。事故現場にブレーキ跡は無かっ

た。当日の天気は雨。

80205
30～

49

2011 8

13

～

14

新築住宅工事現場に設置していた自社リース品であるくさび緊結式足場を解

体して、最大積載量１ｔの平ボディー車に足場部材を積み込んで自社の資材

置場に戻ってくる道中で、運転手が単独の交通事故を惹起し、側溝わきに

立っている電柱に衝突して助手席に座っていた技能実習生が死亡した。事故

現場は道路の両側とも畑の見通しがいい片側一車線の直線道路であった。

80409
10～

29

2011 3

20

～

21

被災者は、７ｔトラックを使用し、複数の事業場から収集した飼料の原料

（魚のあら等）を加工場に降ろし終え、当該トラックを運転して翌日の第一

収集先事業場に駐車に行く途中、道路中央分離帯に乗り上げ、当該分離帯に

植えられていた街路樹に衝突したもの。

80109 1～9

2011 4

11

～

12

被災者は、積載荷重１１ｔダンプトラックで高速自動車道を走行中、中央分

離帯を乗り越え、反対車線のガードレールを突き破り、隣接して設置されて

いるゴルフボールの防球ネットの鉄柱に衝突し、頭部を強打した。また、事

故現場にブレーキ痕は無かった。被災者は、病院で治療を受けていたが７月

２１日午前０時０分に死亡した。

150102
10～

29

17 作業場所から約１．５ｋｍ離れた林道内において、帰社のため２ｔトラック



2011 5 ～

18

を運転中、道路走行上何らかの障害（動物の飛び出し等）がありハンドルを

谷側に切ったところ、路肩から車両ごと墜落したもの。

30209 1～9

2011 9

11

～

12

被災者は、県道側溝清掃工事にかかる片側交互通行の交通誘導員として交通

整理業務に従事していたところ、左車線を走行してきた軽トラックに轢か

れ、救急車により病院に運ばれたが翌日死亡に至った。

170201
10～

29

2011 12

15

～

16

被災者は、２トントラックを運転し、市内の事業場へ荷（製品材料）の積み

込みに行く途中、渋滞で停車していたトラックに追突したもの。
150102

50～

99

2011 1

10

～

11

平成２３年１月２７日（木）午前１０時４５分ごろ、市内の工場で製造され

た船外機を港から輸出するため、トレーラーで国道を運送していたところ、

片側１車線の右カーブでスリップし、対向車線を超えて河川敷に転落したも

の（単独事故）。

40301

100

～

299

2011 3

12

～

13

A県内の荷先から次の集荷先である町へ向かうためトラック（７ｔ）を運転

中、B県C市で道路に進入したところ、３台の車とガードレールに衝突後、緩

い下り坂を６０ｍ程度走行し、ガードレールを突き破り、約４ｍ下を併走す

る町道に落下し頭部外傷により同日１５時５０分に死亡したもの。

40301
10～

29

2011 4

8

～

9

被災者運転の保冷車が、前方で信号待ちをしていたタンクローリーに衝突

後、道路左側の道路標識に激突し死亡した。
40301

30～

49

2011 4

16

～

17

平成２３年４月１３日午後４時４０分頃、県道交差点（信号あり）におい

て、ダンプトラックと軽自動車が交差点内で衝突し、軽自動車の助手席に

乗っていた労働者が死亡し、同運転席の同僚が重傷を負ったもの。なお、軽

自動車に乗車していた２名は資格試験の受験会場から社用車で事業場に帰る

途中であった。

90101
10～

29

2011 6

8

～

9

６月１日１９時頃、トレーラーに鋼材２１ｔを積み込みA市に向けてB市を

出発。６月２日８時５０分頃、高速道路・インターチェンジ上り料金所手前

の左カーブを曲がり切れずガードレールに接触し横転した。

40301

100

～

299



2011 6

17

～

18

社用車に４名が同乗し、彦根料金所の現場から帰社するために高速道路を移

動中、社用車の左前輪がパンクしたため、路肩に車を寄せてスペアタイヤに

交換する作業を行っていたところ、後方から来た４ｔトラックが車線をはみ

出し社用車に接触して、社用車の後部右ドア付近にいた被災者をはねたも

の。他の３名は監視役の者の声掛けにより退避したが、被災者は逃げ遅れた

ものである。

30301
10～

29

2011 6

17

～

18

被災者は１０ｔトラックにA県で荷を積みB県に戻るため、国道下り線を走

行していた。一方、事故の相手方は車両積載型トラッククレーンにC県で荷

を積み、D県へ戻るため上り線を走行していた。同国道下り線側で２台が正

面衝突するように衝突した。衝突後、相手方は車外に逃れたが、被災者は足

がはさまれて車外に出られずにいたところ、出火し、運転席が延焼して焼死

したもの。

40301
10～

29

2011 6

1

～

2

平成２３年６月２０日午前１時４０分頃、被災者が積み荷を搬送中、高速道

路上り線（１１２．９ポスト）で、前方の工事による車線規制で速度を落と

した前車に後方から追突した。（現場は直線道路で、霧雨）

40301
30～

49

2011 8

14

～

15

道路（１５．７キロポスト）下り線の右側車線を走行していた。後方から走

行してきた２トン車が追突し、衝撃のはずみで左側車線方向に押し出されて

縁石に乗り上げ横転した。車両は大破し、当社のドライバーは胸部に強い圧

迫を受け死亡した。

40301
10～

29

2011 8

16

～

17

被災者が、上記場所のＴ字路において、配電線工事の交通誘導業務を行って

いたところ、交差点を左折しようと徐行で進入してきた軽トラックが急加速

し、正面から激突され、軽トラックとともにビニールハウスのドアを突き

破って押し倒されたもの。被災者は、転倒時の出血性ショックで同日午後５

時４３分に死亡した。

170201
30～

49

2011 9

9

～

10

被災者は４ｔトラックを運転し引越荷物を運搬中に、町内の交差点で、左側

ガードレールに接触後、その前方に停車中の１０ｔトラックに追突し全身打

撲により死亡。

40301
10～

29

1



2011 10 ～

2

A市内の配達先より戻る途中、高速道路上りB市内で、前方を走行中の大型

トラックに追突した。
40301

50～

99

2011 11

5

～

6

県内で通信設備の電気工事を終了後、トラックとバンに７名が分乗して会社

に戻る途中、県内の高速道路下り線において、４名が乗車していた２トント

ラックの右前タイヤがパンクしたため、路肩に停止し、２名がパンク修理

し、残り２名が当該車両の後方で交通整理を行っていたところ、後方より走

行してきた大型トラックに３名が跳ねられ、いずれも死亡した。

30301 1～9

2011 11

5

～

6

県内で通信設備の電気工事を終了後、トラックとバンに７名が分乗して会社

に戻る途中、県内の高速道路下り線において、４名が乗車していた２トント

ラックの右前タイヤがパンクしたため、路肩に停止し、２名がパンク修理

し、残り２名が当該車両の後方で交通整理を行っていたところ、後方より走

行してきた大型トラックに３名が跳ねられ、いずれも死亡した。

30301 1～9

2011 11

5

～

6

県内で通信設備の電気工事を終了後、トラックとバンに７名が分乗して会社

に戻る途中、県内の高速道路下り線において、４名が乗車していた２トント

ラックの右前タイヤがパンクしたため、路肩に停止し、２名がパンク修理

し、残り２名が当該車両の後方で交通整理を行っていたところ、後方より走

行してきた大型トラックに３名が跳ねられ、いずれも死亡した。

30301 1～9

2011 2

11

～

12

被災者が正社員として勤務していた営業所（以下、営業所）は、片側２車線

の県道沿いにあるが、被災者が出社後マイカーで営業の仕事に行き、終えて

営業所に戻る際、営業所前の当該県道の向こう側で被災者等が契約している

駐車場にマイカーを止め、当該県道を渡ろうとして横断歩道でない箇所で、

信号で停車している車両の間を通っていたところ、右折車線を走行中の自家

用車貨物自動車にはねられ、６日後に急性硬膜下血腫等により死亡

90103
30～

49

2011 9

15

～

16

被災者は剪定した枝葉を市内の同業者の広場へ一人で運搬途中に、トラック

ごと川に転落し死亡した。被災者は台風で折れた川沿いの桜の剪定と、その

枝葉の運搬作業を行っていた。事故にあった現場の道幅は約２ｍと狭く、道

路は登り坂で左にカーブしていた。

60101 1～9



2011 9

18

～

19

被災者が一人で工事現場から軽トラックで会社へ帰る途中、川の堤防でダン

プと正面衝突し、全身を強く打って死亡。なお、ダンプの運転手（自営）、

被災者の後ろを走っていた乗用車の男性、ダンプの後ろを走っていたオート

バイの男性、計３名が軽傷（全員通勤途中）。

30201
10～

29

2011 12

0

～

1

国道下り片側２車線の信号機のある交差点で、被災者の運転する中型トラッ

クが赤信号で停車していた前方の大型トラックに追突した。これにより被災

者は胸腹部内臓損傷による出血により、同日午前２時５分に死亡した。

40301
30～

49

2011 3

10

～

11

被災者が、工事現場から別の工事現場へ土砂を運搬するために、１０ｔダン

プトラックを運転し走行していたところ、対向車線を走行中の４ｔトラック

がセンターラインを越えてきたため、避けようとしたがガードレールがあっ

たため避けきれず衝突をしたもの。現場は見通しの良い、片側１車線の道路

である。

40301
10～

29

2011 5

8

～

9

国道において、ダンプ運転者Aが運転するダンプが緩やかな左カーブを北進

中、スリップして対向車線にはみ出し、南進中のダンプ運転者Bが運転する

ダンプと正面衝突、運転者Aは肋骨を２本骨折、運転者Bは外傷性肝破裂で

間もなく死亡したもの。現場は片側一車線の緩やかな左カーブ。事故当時は

激しい雨が降っていた。

40302
10～

29

2011 7

16

～

17

被災者が左官工事現場から作業を終え、軽ワゴン車に道具等を積んで事業場

へ帰るため、市内の国道を北進中、対向車線を走行してきたトレーラーの牽

引車が雨のため、緩いカーブでスリップして対向車線を越え、被災者が運転

する軽ワゴン車と正面衝突し、被災者は、大動脈損傷に伴う胸腔内出血によ

り死亡し、トレーラーの運転手も負傷した。

30209 1～9

2011 7

2

～

3

事故当事者である宮下が運転する大型トラックが、高速自動車道下り線走行

車線を進行中、同車線の前方を走行していた大型トラックに衝突。事故当事

者の宮下が頚椎骨折により死亡、第二当事者（追突された側）のトラック運

転手が頭頚部外傷性症候群（ムチ打ち）を負ったもの。

40301
10～

29

21

被災労働者は、高速自動車道上り線を走行中、村内の２１８．７キロメート

ルポスト付近で単独事故を起こし、走行車線上に停車していたところに、後



2011 10 ～

22

方から走行してきたトラックに衝突され、脳挫傷および全身打撲の重傷を

負った。その後、搬送先医療機関で治療を施したが、同年１０月３１日１８

時０３分に死亡した。

30202
10～

29

2011 11

8

～

7

商品を得意先に納品後、軽貨物自動車を運転して次の納品先へ配送作業中、

下り坂のゆるいＳ字カーブに差し掛かったところ、何らかの原因により道路

中央線を横切り、反対車線の電柱に衝突した。心肺停止の状態で病院に搬送

され、約２時間２０分後に死亡した。

80109
30～

49

2011 12

13

～

14

自動車道において、引越しの荷物を４ｔトラックを使用して運送中、本線を

降りてパーキングエリアへ向かう進入路を走行していたところ、本線から約

１００ｍ先の右カーブ付近で、道路脇のガードレールに運転していたトラッ

クが乗り上げ、本線の下を通るカルバートボックスと呼ばれるコンクリート

の壁に激突し、車両と壁との間に挟まれた。なお、この事故により同乗の関

連会社の労働者も負傷した。

40301 1～9

2011 4

18

～

19

被災者は、責任者の指示により、同社の事務所内で待ち合わせた同僚をマイ

カーに同乗させ、工事現場に交通警備員として勤務するために、高速道路を

走行していたが、高速自動車道下り線トンネル内でマイカーの故障により停

車していたところ、走行してきた大型トラックが追突し、被災者と同乗者が

死亡したもの。

170201
10～

29

2011 1

22

～

23

市内の国道において、被災者の運転するトラック（最大積載量４トン）がセ

ンターラインを越え、対向車線走行中の大型貨物自動車に衝突したもの。被

災者は荷物を積み込み、配送先に向かう途中であった。

40301
10～

29

2011 2

22

～

23

市内の県道交差点において、被災者の運転する中型貨物トラック（最大積載

量２．６ｔ）が、対向車線を走行していた大型貨物トラックに衝突したも

の。なお、被災者の運転するトラックが対向車線にはみ出し衝突している

が、被災者が右折しようとしていたか、何らかの理由で単に対向車線にはみ

出したのかは不明である。

40301 1～9

市内の２つの県道が交差する交差点において、片方の県道を北向きに走行し



2011 6

1

～

2

ていた被災者が運転する４ｔトラックと、もう一方の県道を西向きに走行し

ていた１０ｔトラックが衝突したもの。衝撃で被災者が運転していたトラッ

クは横転し、その遠心力で被災者が車外に放り出された。なお、被災者は、

南砺市の事業場でカット野菜を卸し、金沢市の自社に戻る途中であった。

40301 1～9

2011 7

6

～

7

町内の高速自動車道下り線において、荷物を搬送していた被災者の運転する

４ｔトラックが、追い越し車線で作業中の平ボディ４ｔユニック車に追突し

た。現場は、追い越し車線の舗装工事のため、約２キロにわたり、走行車線

のみの片側通行規制が敷かれていた。ユニック車には、車線規制のためのカ

ラーコーンの設置確認をしていた警備員４名が乗車し、規制区間をゆっくり

バックしていたもの。

40301
50～

99

2011 9

2

～

3

市内の国道上において、被災者が運転するトラックが、信号待ちで前方に停

車していたトレーラーに追突した。
40301 1～9

2011 10

0

～

1

大型トラックで荷の輸送中、中央分離帯の防護柵を越えて対向車線にはみ出

し、対向してきた大型トラックと衝突し死亡したもの。対向車の運転手も足

の骨を折る重傷を負った。

40301
50～

99

2011 12

8

～

9

平成２３年１２月２０日午前８時５０分頃、高速自動車道上り線のＩＣ付近

のパーキングエリア入口で、建築用の足場を積んだ３トントラックが左カー

ブを曲がりきれず、道路右側のガードレールを突き破って横転し、運転して

いた被災者が死亡し、助手席にいた被災者が全身打撲で負傷したもの。

30201 1～9

2011 3

18

～

19

市内の店舗へ車両を輸送するため、車両搬送車で片側３車線道路の追い越し

車線を走行中、前方にガス欠で放置されていた中型貨物自動車（４ｔ、ハ

ザードランプ点滅のみ）を避けきれず追突。

11701
10～

29

2011 5

6

～

7

バイクで新聞配達中、片側２車線道路の中原街道を走行し、信号機のない交

差点を右折する際、対向車線から直進してきた２トントラックと衝突したも

の。

80205 1～9

2011 9

0

～

被災者が運転していた１５トントラックが高速道路のトンネル内中央車線で

炎上し、被災者が焼死したもの。なお、参考事項として本件発生前に災害発 40301

100

～



1 生場所付近で、２件の接触事故が発生している。（詳細は現在調査中） 299

2011 10

11

～

12

市道上で選定作業をしていた庭師作業員が乗った脚立に、同僚の庭師作業員

が運転する軽トラックが衝突し、脚立が転倒、脚立に乗っていた作業員は転

落し約１２時間後に死亡した。脚立高さは２．４ｍ、軽トラックの前に設置

しており、同僚の軽トラック運転手が軽トラックを発進させるのに、脚立を

よけるため後進しようとしたが、誤って前進させた。

60101 1～9

2011 12

9

～

10

工事現場内から国道に出ようとする２トントラックを優先するため、同国道

から工事現場敷地内に入場しようとしたワゴン車は、警備員（被災者）から

の要請で一時停止をしていたところ、同国道上を走行してきた工事関係外の

１０トンダンプに追突され、そのはずみで敷地内にいた同警備員（被災者）

にワゴン車が激突したもの。（略図のラインの下側が工事現場敷地内であ

る。）

170201
30～

49

2011 2

4

～

5

被災者は市内にある工場で製品を引き取り、別の市内にある事業場へ納入す

るため、２月１４日夜半にトラックで自宅を出発した。当日は雪が降ってい

た。 その後、２月１５日の午前５時３０分ごろ鹿沼市高谷１１５２の県道左

側２メートル下の空き地に転落しているトラックが発見された。

80109
10～

29

2011 4

15

～

16

市内の事業場から３名でトラックに同乗し、建設現場に向かう途中、高速自

動車道上のカーブで中央分離帯に激突した後、弾みで反対側のコンクリート

壁に激突し、脳挫傷により死亡したもの。（同乗していた他の２名も負傷し

た。休業６０日、休業１０日）

30202 1～9

2011 8

9

～

10

被災者は、自ら軽トラックを運転し市内へ納品するため、高速道路を走行し

た。高速道路を走行中に後輪がパンクし、中央分離帯に接触した反動で軽ト

ラックが横転し、出血性ショックにより死亡したもの。

10709 1～9

2011 9

0

～

1

高速自動車道を４トントラックで走行中、数分前に前方を走行していた大型

トラック２台が事故を起こし、１台が二車線を塞いで停車しており、被災者

は、停車していた大型トラックに追突し死亡したもの。事故発生場所は、節

電の影響で道路灯が消灯され、事故のため停車していた大型トラックもラン

プ類は消えていたため、付近一帯は暗闇となっていた。

40301
30～

49



2011 9

3

～

4

お客様迎車のためタクシーを走行中、本線左車線にて、後続のトラックに追

突され、タクシーは弾みで中央分離帯まで飛ばされ、追越し車線で停車し

た。被災者は、事故発生を営業所に電話連絡したが、直後に追越し車線を走

行していた自家用車に追突され、被災したもの。 なお、被災者に追突したの

ち自家用車は逃走したもの。

40201
300

～

2011 10

4

～

5

被災者は、タンクローリー車で国道を片側２車線の右側を走行中、中央分離

帯の縁石に続いて設置されたガードレールを突き破り、反対車線を横断し

て、さらに、崖下への転落防止用のガードレールも突き破り、約５０メート

ルの崖下に転落し死亡した。

40301
10～

29

2011 3

2

～

3

市内の国道において、車両４台が関係する交通事故が発生し、このうち大型

貨物自動車を運転した運転手が搬送先の病院で死亡が確認された。
40301 1～9

2011 3

6

～

7

６時２０分より予定されていた計画停電対策のため早出出社し５時２０分頃

九十九里町須原の現場に向かい、その後１．５ｔトラックにて現場より会社

倉庫に排水用パイプを取りに行く途中、県道大網白里線南今泉交差点にて３

ｔトラックと衝突した。

30309 1～9

2011 5

14

～

15

利用者宅の訪問介護サービスを終了し、次の利用者宅に向かう前に一旦事務

所に立ち寄るために自転車で走行中、交差点を横断していたところ、右折し

ようとしていたトラックと接触して転倒し、同日に死亡したもの。

130201 1～9

2011 5

3

～

4

３ｔ積トラックに荷を積んで、自社へ向けて高速自動車道上り線を走行中、

ＰＡの進入路に入ったところ、進入路の右路肩に駐車中の大型トラックに追

突したもの。 （追突された側の大型トラックは、当時、混雑のためＰＡ内に

入れず進入路の右路側帯に駐車中であった。）

40301
30～

49

2011 7

6

～

7

配送先に向かう途中、片側２車線の国道上で被災者の運転するトラック（４

トン車）がエンストしたため、レッカー車の到着を待っていたところ、大型

トラックに追突され、頚部等を負傷し、同日死亡した。

40301
10～

29

5 トンネル内（下り線、トンネルから約５．８キロメートル地点）を走行して
10～



2011 7 ～

6

いた２トン保冷車が、前方を走っていた１０トンダンプに追突し、保冷車を

運転していた被災者が出血性ショックにより死亡したもの。

10101
29

2011 7

23

～

0

国道をトラックで走行中、車両故障のために停車していた大型トレーラーに

追突し、外傷性ショックで死亡したもの。
40301

50～

99

2011 10

12

～

13

被災者は、配達のため原動機付き自転車を運転中、道幅３．９ｍ、緩い下り

坂の左カーブ（中央線なし）において、坂を登ってきた対向車（１０ｔト

ラック）と正面衝突し、頭部等全身を強打して約６時間後に死亡したもの。

110101

100

～

299

2011 10

2

～

3

片側２車線の国道の走行車線において、事業場に戻る途中の被災者が運転す

る２トントラックが信号待ちをしていた１５トントラックに追突し、胸部を

打った被災者が同日死亡した。

40301
30～

49

2011 12

4

～

5

被災者の運転するトラック（４ｔ）が、追い越し車線から走行車線に車線変

更した際、走行車線側のガードレールに接触、その後前方の車両に追突した

ため、その場に停車。 携帯電話で事故の報告をした後、トラックを路肩に移

動しようと乗り込んだ直後、後方から走ってきた車両がトラックに追突し、

被災者はフロントガラスに頭を強打し、即死したもの。

100101 1～9

2011 12

17

～

18

配達中Ｔ字路に於いて車両（郵送用バイク）から投げ出された所に１０トン

ミキサー車が直進、轢かれたもの。投げ出された原因については警察にて捜

査中（加害者は身柄拘束中）転倒したバイク近くに緑石があった。

110101
300

～

2011 6

6

～

7

被災者は午前３時４０分頃に土曜日に取引先で荷積み（電炉灰）を終えてい

た大型トレーラーに乗車し、町内にある事業場から納入先である精錬所に向

け出庫した。出庫後、休憩を経て運転を再開し、午前６時３５分頃に発生現

場に差し掛かった際に、対向車と衝突したもので、その際に頭部を強打し死

亡したもの。

40302
10～

29

2011 2

0

～

1

路肩に車両運搬車を停めて中古車両の荷下ろし作業を単独でしていたとこ

ろ、走ってきたトラックが当該車両運搬車に追突し、付近にいた被災者が巻

き込まれて死亡したもの。

40301 1～9



2011 10

9

～

10

県内の事業場から県外にある個人住宅の浄化槽の設置工事現場へ向かうた

め、軽トラックを運転して片側１車線の県道上（緩やかなカーブ状）を走行

中、何らかの原因により対向車線にはみ出し、対向してきた大型トラックと

正面衝突した。被災者は全身を強く打っており、病院に搬送されたものの、

同日、死亡した。

30110 1～9

2011 11

4

～

5

路側帯から本線に進入してきたトラックと衝突し、助手席に乗車していた労

働者が外に投げ出されて死亡したもの。
40301 1～9

2011 11

0

～

1

物流センターから市内の事業場へ戻る途中、高速自動車道でガス欠になり、

ロードサービスを呼び給油を依頼。運転していた４ｔトラックを路肩に止め

てトラックの助手席脇で給油作業を見ていたところ、走行してきた大型ト

ラックに追突され、４ｔトラックとガードレールの間に挟まれ死亡した。

40301
30～

49

2011 4

1

～

2

道路上で、登坂車線にエンジントラブルでハザードランプをつけ、三角板を

設置して駐車していたトレーラーに被災労働者が運転していたトラックが追

突し、全身を強く打ち死亡したもの。

40301
10～

29

2011 6

10

～

11

国道上で、光ケーブルの埋設工事のための交通整理をしていたところ、走行

してきたトラックにはねられたもの。
170201

30～

49

2011 12

2

～

3

市内で中型トラックへの荷積み後、出発した（６日１：００）。 その途中、

交差点で前から６番目に停車していた大型トラックに追突したもの。追突さ

れた大型トラックを運転していた労働者に怪我はなかった。

40301
30～

49

2011 10

12

～

13

高速自動車道をトラックで走行中、高速道路工事のために停車していた大型

トラックに追突し、運転席が大破してはさまれ死亡したもの。
40301

50～

99

2011 8

11

～

12

津波よる被害を受けた橋梁補修工事現場において、歩道付近で歩行者の交通

誘導業務を行っていたところ、走ってきた軽トラックにはねられた。 なお、

災害発生現場は見通しのよい右カーブで、ブレーキ痕はなかった。

170201
30～

49



2011 8

17

～

18

被災者が営業活動を行い帰社途中、乗用車を運転して国道を走行していたと

ころ、トラックに追突され、その衝撃で対向車線にはみ出し、対向車の大型

トラックと衝突した。 なお、追突したトラックの行方は不明である。

170209 1～9

2011 1

6

～

7

被災者は、営業所から米を運搬するため、５トントラックを運転し、配送セ

ンターに向かって国道を走行中、交差点において信号待ちのトラックの後部

に追突被災したもの。被災者はシートベルトを着用していた。なお、追突さ

れた側のトラックの運転手に怪我はなかった。現場は片側２車線、見通しの

よい直線道路、路面は一部が凍結していた。

40301
10～

29

2011 3

4

～

5

被災者は採石を積んだダンプトラック（積載重量９トン）で走行していたと

ころ、左カーブにおいて対向してきたトレーラーが凍結路面でスリップして

ガードレールに激突し、ジャックナイフ現象を起こして走行車線を塞いだた

め、ダンプトラックがトレーラーの左側面に激突して死亡したもの。トレー

ラーの運転手は負傷により入院。

40301 1～9

2011 9

9

～

10

被災者は午前４時頃、港の事業場に出勤し、トラクターヘッド（牽引車の

み）を運転して、前の乗用車を追い越すため、右に車線変更したところ、中

央分離帯に接触し、反動で道路左脇の沢地に転落した。（事故時は未牽引）

被災者は３日後の９月１８日に死亡。現場は直線で、路面は乾いていた。天

候は晴れ。

40301
30～

49

2011 10

3

～

4

被災者は、４トントラックで市内の荷主先に向けて走行しており、交差点で

信号待ちのために停車していた時、後続車の１０トントラックに追突され

た。被災者の運転する４トントラックは、交差点を越えて押し出され、フェ

ンスに激突した。意識不明の重体となっていたが、平成２３年１０月２６

日、午後５時４２分死亡。追突したトラックの運転手も軽傷を負った。

40301 1～9

2011 11

11

～

12

被災者はトレーラーを運転して会社を出発し、県内でみかんを積み込んで

（２４ｔ積載牽引）、市場へ荷下ろすため、高速道路を走行していたとこ

ろ、ジャンクションの左カーブの右側ガードレールに衝突して横転し死亡し

たもの。

40301
30～

49

被災者はタンクローリーを運転していたが、雪道でスリップし、いわゆる



2011 11

20

～

21

ジャックナイフ型に道を塞いで停車したため、トラクタヘッドの後輪のタイ

ヤにチェーンを装着しようとしていたところ、名寄から留萌方向に走行して

きたタンクローリー車が追突し、死亡した。現場は長い直線の下り坂が左に

カーブしたカーブの出口付近で、事故時はアイスバーンに粉雪が薄く積もっ

ていていた。なお、両車のタンクは空だった。

40301
30～

49

2010 12

8

～

9

事業場所有の２ｔトラックで現場から事業場へ戻るため国道を走行中（片側

２車線の第２走行車線）、ブレーキをかけたところ何らかの原因でスリップ

し第１走行車線走行中の乗用車に接触。その後、街路樹、店舗のフェンスに

激突した。

30209 1～9

2010 12

14

～

15

生コンをコンクリートミキサー車で配達のため、高速道を走行中、速度超過

により右側側壁にコンクリートミキサー車が接触・横転し、運転手が胸部圧

迫により死亡したもの。

80209 1～9

2010 12

10

～

11

トラックで製材５ｔを運送するために国道を走行中、ハンドル操作を誤り横

転し、ガードレールや電信柱に激突したもの。
40301

10～

29

2010 12

4

～

5

高速道路の登坂車線において、故障した被災者のトラックと救援にきた同僚

のトラックの間に被災者が立っていたところ、走行してきた別会社のトラッ

クが、走行車線から登坂車線に車線変更してきたため救援のトラックに追突

し、被災者が故障したトラックとの間に挟まれ死亡した。追突した運転手も

負傷した。

80109

100

～

299

2010 12

12

～

13

早めの昼食後、木材を取りに行くため自社のトラックを運転して走行中、緩

やかな左カーブで対向車線にはみ出し、対向車（大型トラック）に正面衝突

し、さらに後続の大型トラックに追突された。

80209 1～9

2010 12

21

～

22

トラックでコイル材（約１３ｔ）を運搬中、左カーブを曲がり切れずにガー

ドレールを突き破り、道路わきへトラックとともに転落したもの。
40301 1～9

資材の運搬のため４ｔトラックで走行中、対向してきた１４ｔトラックがス

リップしてセンターラインをはみ出したため、４ｔトラックの前部と１４ｔ



2010 12

4

～

5

トラックの右後部が衝突し、４ｔトラックの運転手が全身打撲で死亡した。

災害発生場所は片側１車線、４ｔトラックから見て右カーブで、当時は雪が

降っており、路面はシャーベット状であった。１４ｔトラックの運転手は軽

傷であった。

40301
30～

49

2010 12

15

～

16

被災者は災害発生日前日の夜、大型トラックに海産物を積み、配送先で荷下

ろし後、空車で事業場に戻るため国道を走行中、災害発生地付近の左急カー

ブを速度超過のため曲がりきれず、対向車線にはみ出して進行方向右側の路

外に逸脱し、車外に投げ出されトラックの下敷きになり被災したもの。天候

はくもり、路面は圧雪アイスバーンだった。

40301 1～9

2010 12

15

～

16

国道（片側１車線）に架かる橋梁の補修工事のため、片側を封鎖して交互に

通行させていた。交通誘導に就いていた被災者が車線を封鎖していたとこ

ろ、走行してきた４ｔのトラックが所定の停止位置を超え、被災者に激突し

た。被災者は病院に運ばれたが、死亡した。

170201
10～

29

2010 12

15

～

16

被災者は、大型トラックで土砂を建設現場から処分場に運搬するため走行

中、道路左側の側溝に脱輪してハンドルを取られ、対向車線を横切り、道路

法面を約１０ｍ転落し、民家のブロック塀に激突した。

40301
30～

49

2010 12

23

～

24

被災者運転の１３ｔトラックが、高速道路で渋滞していた車列の最後尾の車

両に脇見運転のため追突し、計６台の玉突き事故となり死亡した。
40301

10～

29

2010 12

1

～

2

イギリスに出張中、被災者を含む３名がタクシーで空港から宿泊先のホテル

に向かう途中、片側３車線の一般道路を走行中に反対車線から大型トラック

が中央分離帯を越えて被災者が乗車していた右側後部座席に激突した。被災

者は全身を強く打ち、病院に搬送途中、死亡したもの。他２名の被災状況は

調査中。

170209

1001

～

9999

2010 12

11

～

12

被災者は、魚市場から鮮魚を運搬するため４ｔトラックを運転し国道を走行

中、対向車線にはみ出して対向車の大型トレーラーと正面衝突したもの。相

手方の運転手は軽傷であった。現場は見通しの良い直線道路で路面は乾燥し
40301

10～

29



ていた。

2010 12

3

～

4

交差点において、赤信号で停車していた大型トラックに被災者の運転する中

型トラックが脇見または居眠り運転のため追突したもの。
40301

10～

29

2010 12

11

～

12

片側１車線の県道で大型トラックを運転中、先行車４台を追い越すため、先

頭から２台目の被追越車（トラック）の右側を通過していたところ、当該車

両も追い越しをかけたため、自車の左側面に被追越車が接触したことから、

その反動で対向車線わきの電柱に激突し、死亡した。

150102
10～

29

2010 11

1

～

2

国道をトラックで走行中、下りのゆるい右カーブで被災者の運転するトラッ

クが速度超過により道路脇に飛び出し、歩道の柵を突き破り約１３ｍ下の畑

に転落し被災者は死亡したもの。

40301
10～

29

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

7

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ 100



2010 11 ～

8

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402 ～

299

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

2010 11

7

～

8

県道交差点で、２７人が乗った被災事業場のマイクロバスと運送会社の大型

トレーラーが出合い頭に衝突し、双方の２８人全員が病院に運ばれた。マイ

クロバスに乗っていた運転手以外の作業者２６人は外国人で、このうちの７

人が死亡した。マイクロバスは出勤途上、トレーラーはコンテナを輸送中で

あった。

11402

100

～

299

2010 11

18

～

19

交通調査員として集められた労働者が交通調査を２人一組あるいは３人一組

で行っていた。被災者は２人一組で２時間交代で交通調査を行っていた。被

災者は待機時間中に最寄のコンビニに買い物に行き、交通調査している箇所

に戻る途中、トラックにはねられ、病院に搬送されたが死亡した。

170209 1～9

2010 11

3

～

4

被災者は最大積載量２．８ｔの貨物自動車で、国道を時速およそ７０Ｋｍで

走行中、前方を走行していた４ｔパワーゲート付き貨物自動車に追突した。

被災者がブレーキを踏んでいないことから、追突した被災者の脇見運転又は

居眠り運転と思われる。

40301
10～

29

8

道路脇の側壁改修工事に際し、車線規制等工事開始前の準備のため警備員及

び工事作業員が道路脇にて待機していたところ、走行車線を走行していた軽



2010 11 ～

9

自動車（ワンボックス）に７ｔトラックが追突し、飛ばされた軽自動車が待

機していた警備員並びに工事作業員に激突したのち横転した。この際、警備

員が死亡、作業員２名および軽自動車運転手が負傷した。

170201
30～

49

2010 11

9

～

10

商談に向かう途中、国道の路肩に駐車していたところ、後方より大型トラッ

クに追突され、搬送先病院で死亡した。
11709

100

～

299

2010 11

0

～

1

国道を走行中に、運転操作のミス、若しくは居眠り運転により走行車線をは

み出し、反対車線を走っていた中型トラックと正面衝突してしまったもの。
150102

10～

29

2010 11

7

～

8

高速道路上で発生した交通事故にかかる事故対応のため、２名で事故現場に

パイロン等交通規制機材による路肩規制を行い事故調査を行っていたとこ

ろ、普通４ｔ貨物自動車にはねられたもの。他の１名は重体となった。

170209
10～

29

2010 10

17

～

18

被災者は車両（ダブルピック）に乗り、モータープールから集金のため顧客

先に向かう途中、国道を右折しようとしていたところ、後方から乗用車に追

突され、対向車線を走行していた２台を含む計４台が絡む多重衝突事故が発

生し、被災者が死亡した。ほか２名が通勤災害で、１名に怪我はなかった。

40301
10～

29

2010 10

16

～

17

製品をトラック（最大積載量４ｔ）で取引先に納入し、事業場に帰社する途

中、広域農道を走行していたところ、対向車（大型ダンプ）と衝突し、その

弾みで進行方向右側の民家のブロック塀に更に衝突して、運転していた被災

者が全身打撲で死亡した。また、大型ダンプの運転手が右足を骨折した。

11209
10～

29

2010 10

10

～

11

被災者は、４ｔトラックに乗り、荷の積み込み先に向けて走行中、国道の交

差点にて信号待ちのために停車していた車列に前方不注意により追突し、４

台が関係する玉突き衝突となった。４ｔトラックの運転席がダンプトラック

の荷台部に押しつぶされ、被災者は死亡し、ダンプトラックの運転手が軽傷

を負い休業した。なお、他の２車両（タクシー、トラック）の労働者にけが

はなかった。

40301 1～9

被災者はリサイクルゴミの回収作業を１人で行っていたが、ゴミを回収する



2010 10

5

～

6

ためゴミ回収車を道路わき（左側）に停車し、運転席から降り、車両の前方

を通ろうとしたところ、後方から来た加害車両（トラック）が脇見または居

眠り運転のため被災者の車両に追突し、押しだされたゴミ回収車が被災者に

激突した。

150103

100

～

299

2010 10

3

～

4

１３ｔトラックで高速道路の登坂車線を走行中、本線路肩に違法駐車してい

たトレーラーに追突し、運転していたトラックのキャビンが潰れて車内に閉

じこめられたもの。レスキュー隊により救出されて救急搬送されたが、搬送

先の病院にて死亡が確認された。

40301
50～

99

2010 10

14

～

15

クリーニングされた品物を配送のため店舗に向かっていたところ、国道でセ

ンターラインをはみ出し、対向車のバスに正面衝突したもの。
11703

50～

99

2010 10

11

～

12

公共下水管埋設、舗装復旧工事において、警備員が掘削車両の運搬車の誘導

のために国道の一般通行車両を待機させていたところ、誘導員の後方にいた

大型トラックにひかれて、死亡した。当該大型トラックは一般通行車両で、

前方の確認が不十分であった。

170201 1～9

2010 10

4

～

5

３ｔトラックを運転し、荷（日用品）の運送中、国道を走行していたとこ

ろ、対向車線を走行してきた１３ｔ飼料運搬トラックと正面衝突した。ま

た、対向してきた１３ｔ飼料運搬トラックの運転手も死亡した。いずれかの

車両が前方不注意等によりセンターラインを超えたもの。

40301
10～

29

2010 10

4

～

5

被災者は、資料運搬用１３ｔトラックを運転し、荷の運送中、国道を走行し

ていたところ、対向車線を走行してきた３ｔトラックと正面衝突し、死亡し

た。また、対向してきた３ｔトラックの運転手も死亡した。いずれかの運転

手の前方不注意等により、センターラインを越えたもの。

40301
50～

99

2010 9

13

～

14

被災者の運転するトラックが信号待ちをしていた３台のトラックに追突し

た。
40301

10～

29

2010 9

12

～
交差点で、横断歩道を自転車に乗り横断していたところ、左折してきた大型

150101
50～



13
トラックに巻き込まれ、搬送先の病院で死亡した。 99

2010 9

8

～

9

被災者の運転するダンプが走行中、スピード超過により左カーブを曲がり切

れずに、右側の道路沿いにある街路樹（直径５０～６０ｃｍ）に衝突、ダン

プの右前部（運転席側）が大破し、被災者は運転席とハンドルの間に挟まれ

た。救急隊が救助し病院へ搬送したが死亡した。

30109 1～9

2010 9

17

～

18

対向車線の大型トレーラーのけん引車が道路脇のフェンスに激突後、中央線

を越えて被災者の車線に進入してきたため運転席に激突し、全身を強打し

た。病院に搬送されたが翌日死亡。

40301 1～9

2010 9

9

～

10

草刈り作業のため高速道を走行規制作業中、走行車線で車両の監視員として

黄旗を振り通行車両への注意喚起をしていた被災者が、走行規制に気付くの

が遅れて矢印板設置個所に向かってきた３ｔキャリアカーに轢かれ、矢印板

２枚とともにキャリアカーに約７１ｍ引きずられたもの。

30199
50～

99

2010 9

3

～

4

小雨の早朝、濡れないようビニールで１部ずつ梱包された新聞をオートバイ

の荷台に載せて走行していたところ、新聞が荷崩れを起こし道路上に散乱し

た。オートバイから降りて、その新聞を回収中、前方不注意の大型トラック

に轢かれて即死した。

80205
30～

49

2010 9

0

～

1

高速道路の直線道路において、被災者の運転するトラックのエンジンが故障

し、幅約２．５ｍの路肩に停車し、三角表示板を設置していた。加害車両の

トラックが前方不注意のために被災者のトラックに追突し、被災者のトラッ

クは横転し、被災者は死亡した。

40301
10～

29

2010 9

3

～

4

２ｔトラックを運転して印刷物を配送していた。途中の国道にて、赤信号で

停車中の１０ｔトラックの後部に追突し、全身打撲により死亡したもの。
40301

50～

99

2010 9

10

～

11

当該事業場が施工する工事現場で用いる土砂を１人運転で最大積載量２ｔの

ダンプトラックにより建設資材置場から工事現場へ運搬途中、林道から約１

５ｍ下の雑木林に転落した。

30199 1～9

8 トラック（１．５ｔ車、作業員３名が乗車）と観光バス（運転手１名、乗務



2010 8 ～

9

員１名、旅行添乗員１名、観光客２名が乗車）が、峠のトンネル内において

正面衝突し、トラックの運転者が死亡した。

30209 1～9

2010 8

9

～

10

関連会社の生コンクリート製造工場から、建設工事現場へ生コンクリートを

運搬するため、コンクリートミキサー車に生コンクリート（体積４立方ｍ、

重量約９４００ｋｇ）を積載し、林道を走行していたところ、運転操作を

誤って路肩から転落したもの。数時間後、当該ミキサー車が斜面の樹木に衝

突し、静止しているところを発見され、運転席にいた被災者は病院へ救急搬

送されたが、死亡が確認された。

10901 1～9

2010 8

3

～

4

断熱材を輸送するため、深夜に点呼を受けて本社を出発し、国道を走行中、

センターラインをオーバーしてきた対向車と正面衝突したもの。
40301

10～

29

2010 8

22

～

23

被災者は４ｔトラックに家具類を積載し、高速自動車道の左車線を走行して

いたところ、左側の縁石に乗り上げ横転し、反対側の中央分離帯に激突して

胸などを強く打ち、胸部を打ち死亡した。

40301
10～

29

2010 8

4

～

5

被災者がトラック（１３ｔ冷蔵車）を運転して高速道路を走行中、インター

チェンジ出口の分離帯ガードレールに衝突し、そのまま土手から約１ｍ下へ

転落・横転したもの。

40301
10～

29

2010 8

16

～

17

事業場から農業機械を展示している場所へ農業機械を取りに行くため、事業

場のトラック（１．５ｔ車）を運転して高速道のトンネル内を走行中、入口

から５０ｍぐらいの位置で左側壁に接触し、そのはずみで反対車線を越えて

右側壁に激突してトラックが運転席側を下に横転したもの。

80209 1～9

2010 8

23

～

24

４ｔ貨物自動車で長距離の運送作業中、左カーブで対向車線にはみ出し、対

向してきた大型貨物自動車と正面衝突したもの。運転労働者は、病院に救急

搬送されたが死亡が確認された。なお、対向車の大型貨物自動車の運転者も

骨盤骨折等の重傷を負ったもの。

40301
50～

99

2010 8

12

～

13

被災者は、荷の積み込みのため、空荷の１０ｔトラックを運転し、会社に向

かう途中、片側１車線の国道を走行していたところ、信号待ちしていた２ｔ

トラックに後方から追突し、胸部を強打して死亡した。

40301
10～

29



2010 8

1

～

2

被災者の運転する大型トレーラーが県道を走行中、縁石に乗り上げ民家のブ

ロック塀に衝突して横転しコンテナ部分が炎上した。被災者は運転席から投

げ出された状態で発見された。

40301
10～

29

2010 8

9

～

10

軽トラックで、当日の朝に出発して事業場へ荷物を届けて帰社する途中、国

道の直線部分の終わる付近で運転操作を誤って、道路左側の歩道にある水銀

灯の支柱に衝突した。病院に搬送されたが２日後に死亡した。

40301 1～9

2010 8

16

～

17

被災者が、業務で担当している会社を訪問するため、国道交差点の横断歩道

を横断していたところ、同交差点を右折しようとしたトラックにはねられ、

死亡したもの。

90103
50～

99

2010 8

11

～

12

被災者運転の軽トラックが国道を走行中、運転を誤って中央分離帯を乗り越

え反対車線に入ってきたトラックと衝突したもの。現場は片側２車線のほぼ

直線の道路であり、後続車など４台が関係する事故となった。

40303
10～

29

2010 8

16

～

17

土木工事現場から地盤改良の機械（１７ｔ）を大型トレーラーに積み帰社途

中、長い下り坂でブレーキがベーパーロック現象を起こしてブレーキが効か

なくなり、道路左側のコンクリート製防護壁に衝突した。その弾みで道路脇

に駐車していた軽トラックに衝突し、被災者は車外に投げ出されて頭を強く

打ち死亡したもの。

40301
50～

99

2010 8

2

～

3

４ｔトラックを運転中していた被災者が、片側３車線道路の左側車線上で信

号待ちのため停車していた１０ｔトラックに追突、死亡したもの。
40301

10～

29

2010 8

7

～

8

事業場で冷凍食材を４ｔトラックに積み込み、配送先に向かう途中に交差点

に差しかかったところ、信号待ちで停止していたダンプトラックの後部に追

突した。

40301
50～

99

2010 8

21

～

22

高速道路を走行中、前方のトレーラーに追突し、２名が死亡したもの。 30302
10～

29

21
10～



2010 8 ～

22

高速道路を走行中、前方のトレーラーに追突し、２名が死亡したもの。 30302
29

2010 8

11

～

12

国道のバイパス（片側１車線）で、走行中の普通トラックがセンターライン

をオーバーし、対向車線を走行していた小型乗用車の側面に接触した後、小

型乗用車の後続の大型トラックと正面衝突をした。普通トラックを運転して

いた運転手が重傷（その後病院で死亡）、小型乗用車に乗っていた家族連れ

３名が軽傷、大型トラックを運転していた運転手が軽傷を負った。普通ト

ラック運転手のわき見運転とみられている。

40301
30～

49

2010 8

18

～

19

被災労働者（訪問介護員）の運転する軽乗用車が国道（片側１車線）を通行

中、対向してきたピックアップトラック（普通貨物車）と正面衝突したた

め、死亡したもの。対向の普通貨物車がセンターラインを超えてきたとみら

れる。

130201
10～

29

2010 7

5

～

6

被災者の運転する冷蔵冷凍車（最大積載量２１００ｋｇ）が、パーキングエ

リアに進入しようとして減速した大型トラックに追突したもの。
40301

10～

29

2010 7

2

～

3

国道を４ｔトラックで運転中、交差点にトラック２台（１０ｔ車と４ｔ車）

が信号待ちで止まっていた。しかし、被災者は過労による居眠りで赤信号に

気付かず、停車している４ｔトラックに追突した。さらに４ｔトラックはそ

の前のトラック（１０ｔ）に追突した。

40302
10～

29

2010 7

0

～

1

積荷を積載し事業場へ運ぶため、高速自動車道を走行中、居眠り又はわき見

運転のため、前方を走行していたトラック（１０ｔ）に追突し、被災者は追

突した衝撃で車外へ投げ出され死亡した。

40301 1～9

2010 7

1

～

2

被災者である新聞配達員が、新聞配達中、対向車線からセンターラインをは

み出して運転していた会社員の軽トラック（酒気帯び運転）と正面衝突し、

死亡したものである。

80205
10～

29

2010 7

2

～

被災者は、トレーラーで国道を走行中、パーキングで休憩しようとしていた

際、幅員減少を示す工事用ガードレールが設置されていることに気づかず直

進したため、工事用ガードレールに激突した。その衝撃により、シートベル 40301
10～



3 トを着用していなかったので運転席から車外に体を投げ出され、死亡したも

の。事故当時は１時間に５．５ｍｍの雨が降っていた。

29

2010 7

19

～

20

エンジントラブルにより、片側４車線の左端登坂車線に停車していた観光バ

ス（乗客３４人、乗員３人）に、後方から走行してきたトラック（２ｔ）が

追突し、トラックの運転手が全身を強打し死亡したもの。トラックは、自社

の製品（和菓子等）の配送を終えて、帰社途中であった。

10104
30～

49

2010 7

22

～

23

被災者は九州から首都圏へ雑貨を搬送中、高速道路の路肩に停車中に、後続

して来たトラックに追突され、全身を強く打ち死亡した。被災者は事故当

時、車外にいたとみられている。

40301
10～

29

2010 7

17

～

18

被災者は被災当日、雑貨・郵便物等をトラックに積載し、運行事務所を出発

した。配送後、次の目的地に向かっていたところ、国道のトンネル内で対向

車線にはみ出し、対向してきたマイクロバスと正面衝突し、このマイクロバ

スに後続のＲＶ車が追突したもの。この事故により被災者とマイクロバスの

運転手（自営業）が死亡。マイクロバスの乗客３７名およびＲＶ車（家族連

れ）２名が負傷したもの。

40301

300

～

499

2010 7

2

～

3

道路において、２ｔトラックに１２．６ｔトラックが前方不注意により追突

し、２ｔトラックが横倒しになったところに、９．９ｔトラックが激突した

ため、２ｔトラックの運転手が死亡し、同乗者が重傷を負った。９．９ｔト

ラック運転手は軽傷を負った。

10109

100

～

299

2010 7

3

～

4

被災者は積荷を積んだ４ｔトラックで国道を走行していた。その際、前日の

大雨で発生した土砂崩れのため片側交互通行が行われていた。この交通規制

で停車していた１０ｔトラックに、４ｔトラックを運転していた被災者が追

突し死亡したもの。

40301
10～

29

2010 7

14

～

15

警備会社が、工事（歩道に設置されているマンホール内部の点検工事）にお

ける警備業務（歩行者の誘導等）の委託を受け、被災者（死亡）に災害発生

地における警備業務を行わせていたところ、走行してきたトラックが前方不

注意により歩道上に乗り上げて被災者を跳ね飛ばし、歩道上に駐車していた
170201

10～

29



工事車両に衝突した後、車道で横転したもの。現場は見通しの良い直線道路

だった。

2010 7

15

～

16

国道（片側１車線の直線道路）で４ｔトラックを運転していたが、対向して

きた１０ｔダンプと正面衝突し、トラック運転手が搬送先の病院で死亡し

た。

40301
10～

29

2010 7

23

～

24

国道バイパス（片側１車線、追越禁止区間）を走行していた大型トラックが

先行する軽乗用車を対向車線へ出て追い越し、走行車線へ戻ろうとしたが、

対向してきた大型トレーラーと衝突した。大型トレーラーの連結部分から出

火し、大型トレーラーの運転手が焼死した。大型トラックは追い越した軽乗

用車とも接触しており、大型トラック運転手が重傷、軽乗用車運転手が軽傷

を負った。

40301

300

～

499

2010 7

17

～

18

家電量販店から２ｔトラックに２人が乗り、配達作業を行っていた。夕方、

国道を走行中、助手席の労働者が眠っており、運転者も眠気を覚えたため、

休憩できる場所を探しながら運転していたところ、道路左脇の交通標識に衝

突し、助手席の労働者が死亡したもの。運転者は手を打撲する軽傷であっ

た。現場は直線道路で、天候は晴れであった。

40301
10～

29

2010 7

0

～

1

被災者は、当該事業場所有の大型トラック（最大積載量１２．３ｔ）を運転

し、配送先の事業場へ向い高速自動車道を走行中、バス停付近に停車中の大

型トラックに、被災者が運転していた大型トラックが追突し、胸部打撲によ

り死亡した。

40301 1～9

2010 7

4

～

5

大型トレーラーに木のチップを満載し走行中、国道の緩やかなカーブで大型

トレーラーが横転し、運転していた被災者が外に投げ出され、全身を強打し

たもの。

40301
10～

29

2010 7

16

～

17

被災当日の一般家庭へのケーブルＴＶの引込み工事が終わり帰社するため、

被災者はトラック搭載式高所作業車を運転し国道を走行中、反対車線から居

眠りもしくは脇見によりセンターラインをオーバーしてきた４ｔトラックに

正面衝突され、搬送先の病院で死亡が確認されたもの。

30301 1～9

国道上において、故障中の大型トラックを修理するため、車体の下に入り、



2010 7

4

～

5

修理作業を開始した直後、後方より走行してきたトラックに追突された。追

突された衝撃で故障車両が動き、被災者は左後輪タイヤに轢かれ、搬送され

た病院にて死亡が確認された。なお、作業中は故障車両のハザードを点灯さ

せ、後方に停止表示機材を置いていた。

80202
10～

29

2010 7

9

～

10

マンションの新築工事現場において、足場材を積載した移動式クレーン付き

トラックを前から工事現場に入れて、その工事現場前の道路上にパイロン等

を置き、歩行者の誘導をするために警備員が当該トラックの後方右端側に

立っていたところ、走行してきた積載荷重４ｔのトラック（居眠り運転）が

パイロンを倒して突っ込み、警備員を約１２ｍ先の電柱の植栽へ跳ね飛ば

し、即死した。

170201
10～

29

2010 7

0

～

1

国道のバイパスを走行中、対向車両（トラック）がセンターラインを越えて

来たため、正面衝突したもの。
40301

30～

49

2010 6

15

～

16

国道を走行中、片側２車線の道路の前方で反対車線工事規制のため、車線を

１車線にして追い越し車線を対向車線としていたが、被災者は車線規制に気

づかず（前方不注視とみられる）、車線縮小部に設置されたパイロンと土嚢

に激突し、反対車線に飛び出して対向車両と正面衝突した。

40301
30～

49

2010 6

4

～

5

被災者は、事業場から作業現場に向かうため、１人で清掃車を運転して、国

道に合流しようとしていたところ、合流車線に駐車していたトレーラーに追

突して被災し、同日死亡したもの。災害の直接原因は被災者の前方不注視で

あるが、被災者は８６日間連続就労しており、このことによる過労も災害発

生の一因になったものと目される。

150109
50～

99

2010 6

12

～

13

被災者と事業主は、サンマ漁の準備のため、２ｔトラックを運転し国道を走

行中、トンネル内の緩いカーブで居眠り又はスピードの出し過ぎにより対向

車線にはみ出して、対向車の大型トラックと正面衝突したもの。被災者と事

業主が死亡し、相手方のトラックの同乗者も負傷した。なお、死亡した２名

はシートベルトを着用していた。

70201 1～9

県道沿線の除草作業現場において、片側交互通行規制中の道路上で一般通行



2010 6

10

～

11

車両の交通誘導を行っていた被災者は、前方不注視で車線変更をせず走行し

てきた最大積載量１１ｔトラックに激突され、そのまま前方に停車していた

工事用１．５ｔトラックとの間に挟まれ死亡した。

170201

100

～

299

2010 5

9

～

10

被災者が運転する高所作業車（同人のみ乗車）が道路を走行中、対向車線を

走行中のダンプがスリップし反対車線へ飛び出した。高所作業車の前部とダ

ンプの後部とが衝突し、被災者は死亡した。被災者は他の３名と現場に向か

う途中で、３台の車に分乗していた。

30301
50～

99

2010 5

2

～

3

被災者の運転する大型トラックが、国道の交差点で信号待ちをしていた運転

手Ａのダンプトラックに追突し、被災者は腹部からの出血多量で死亡した。

さらに、押し出されたダンプトラックが運転手Ｂの大型トラックに衝突し、

運転手ＡとＢは足に打撲を負った。

40301
10～

29

2010 5

2

～

3

被災者は、中型トラックで自動車専用道路を運行していた。災害発生時、前

方で走行していた大型トラックが渋滞のため減速したところへ、被災者の中

型トラックが追突し死亡したもの。

40301
10～

29

2010 5

11

～

12

被災者は、４ｔトラックにて積荷（キャベツ）を受取り、市場に当該積荷を

運送するため国道を走行中、有料道路に入って２００ｍほど反対車線を逆走

していたところ、前方から大型トレーラー（３３ｔ）が走行して来たため、

左車線にハンドルを切ったが、大型トレーラーも衝突を避けようと被災者側

車線にハンドルを切ったため正面衝突したもの。

40301 1～9

2010 5

22

～

23

被災者は、高速自動車道を大型トラックに乗り走行中、ジャンクション付近

での渋滞の最後尾に追突し、トラック５台及び乗用車２台の計７台がからむ

多重衝突事故が発生した。一時自車に閉じこめられた被災者は、医療機関へ

搬送されたが死亡した。

40301
50～

99

2010 5

10

～

11

被災者は、トラックで国道を進行していた。緩やかな下り坂の右カーブ手前

において、何かを避けるようなタイヤ痕が残っていることから、動物か何か

が左側から飛び出して来た可能性が有り、それを避けるため急ハンドルを

切ったとみられ、トラックが横転しカーブ手前のガードレールを押し倒し、

40301
10～

29



旧道へ転落した。

2010 5

13

～

14

建設現場から事業場へ帰るため、ワゴン車で高速道を走行中、渋滞が発生し

ていて、最後尾で停車していたところ、後方から来た３ｔトラックが追突

し、はずみで前の車にも玉突き衝突し、乗っていたワゴン車が炎上して乗車

していた２名が死亡した。また、玉突き衝突した車両に乗っていた者が負傷

した。

30302 1～9

2010 5

13

～

14

建設現場から事業場へ帰るため、ワゴン車で高速道を走行中、渋滞が発生し

ていて、最後尾で停車していたところ、後方から来た３ｔトラックが追突

し、はずみで前の車にも玉突き衝突し、乗っていたワゴン車が炎上して乗車

していた２名が死亡した。また、玉突き衝突した車両に乗っていた者が負傷

した。

30302 1～9

2010 5

13

～

14

被災者は、食料品を輸送するため高速道路を走行中、トンネルの入口付近で

３ｔトラックと乗用車など計８台が絡む追突事故が発生し死亡したもの。
40301

10～

29

2010 4

4

～

5

信号交差点が赤になったため、大型タンクローリー車が停車し、その後ろに

被災者が運転する２ｔトラックが停車したところ、後続の１４ｔトラックの

前方不注視により追突され、衝撃により２ｔ車が前に押され、前方で停車し

ていた大型タンクローリー車の下にもぐり込むように挟まれ、大量出血など

により搬送先の病院で死亡が確認されたもの。

40301
30～

49

2010 4

7

～

8

２ｔトラックで新聞販売店へ折り込みチラシの配達を終え、会社へ戻る途中

に片側１車線の道路の右カーブにおいて、運転操作を誤り、センターライン

を越えて対向車線の大型トラックと正面衝突し、全身を強打して即死したも

の。

40301
30～

49

2010 4

3

～

4

被災者は、トレーラーにコイル（約１６ｔ）を積載して国道を走行中、交差

点付近で中央分離帯に乗り上げて対向車線に入り、道路脇の電柱に激突し

た。道路構造等、天候、時間帯、運転操作ミスによるとみられる。

40301
50～

99

2010 4

8

～
タンクローリーで軽油の運搬を終え、帰社するため国道を走行中、ガード

40301 1～9



9
レールを突き破り約２０ｍ下の川に転落したもの。

2010 4

5

～

6

飼料１５ｔを積んだトラックで走行していた。緩い左カーブにおいて前車の

乗用車が左カーブを曲がり切れず（推定）右側路外の電柱に衝突し電柱が折

れた。電柱が倒れたため道路を横断していたワイヤーロープが垂れ下り、後

続を走行してきた被災者のトラックの運転席部が衝突し（推定）、対向車線

を越えて右側路外に運転席部から転落したもの。乗用車を運転していた女性

は軽傷。

40301 1～9

2010 4

14

～

15

被災者は、電力会社発注の電線支障木伐採作業現場において、片道交互通行

規制のため、交通誘導業務を行っていた。規制側下り線の交通誘導中におい

て、停止していた車両を誘導したところ、その後続の車両（軽トラック）が

接近してきたため、車両誘導をしようとしたが、当該車両は脇見運転をして

いて車線変更をしないまま直進し作業看板に衝突、そのまま被災者を跳ね飛

ばした。被災者は死亡した。

170201
10～

29

2010 4

23

～

24

大型トラックが国道を走行中、道路工事のため停車していたトラックの後部

に追突し、キャビンがつぶれ圧迫死したもの。脇見運転とみられる。
40301

10～

29

2010 4

14

～

15

被災労働者が運転していた大型トラック（１１ｔ）が道路脇の理容店に突っ

込んだもの。現場付近は山間部で、下り坂と急カーブが断続的に続いてい

る。スピードの出しすぎによりカーブを曲がり切れなかったとみられる。

40301 1～9

2010 4

18

～

19

国道を走行していた大型トラックが対向車線にはみ出し、対向してきた大型

トラックと正面衝突したものである。衝突した２台の大型トラックの両運転

手がともに死亡した。他に２台の車がはみ出した大型トラックに接触してい

るが、これら車の運転手等にけが人は無かった。

40301
10～

29

2010 4

18

～

19

被災者は、大型トラックを運転して、長距離輸送のため国道を走行中、対向

車（大型トラック）がセンターラインをはみ出し、別の大型トラック及び乗

用車と接触した後、被災者が運転する大型トラックと正面衝突したもの。対

向車の大型トラック運転者も死亡した。接触した別の大型トラック及び乗用

40301
10～

29



車の運転者にケガはなかった。

2010 4

20

～

21

バイパス道路で自損事故を起こし、自車から離れて通報を行っていたとこ

ろ、後方より進行してきた大型貨物自動車が前方不注意のため追突した。そ

の反動で自車の後部と道路側壁に被災者がはさまれ、同日、死亡したもの。

170209

100

～

299

2010 3

22

～

23

タンクローリーを運転中、高速道路において工事渋滞していた車列の最後尾

の大型トラックに追突し、大型トラックの後部とタンクローリーのタンクの

間に運転席内で挟まれ、胸を強く打って死亡した。

40301
50～

99

2010 3

4

～

5

トレーラーダンプにて石炭を運ぶため国道を走行中、緩やかな下り坂にて路

面凍結によりスリップしたためトレーラーが横転した。その際、運転者が路

上に投げ出され、病院へ搬送されたが死亡した。

40301

100

～

299

2010 3

0

～

1

事故前日の夜に物流センターを出発し、高速道路を４ｔ冷蔵車で走行してい

たところ、前方のトンネル内で発生した軽自動車による横転事故のため、停

車・渋滞状態となっていたことに気付くのが遅れ、最後尾の１０ｔトラック

に追突した。救出後病院に搬送されたが死亡した。

40301

100

～

299

2010 3

18

～

19

被災者は、一般住宅の改修工事現場での当日の作業が終了し、会社所有の軽

トラックを運転して広域農道を使い現場から会社へと戻る途中、右カーブで

道路左側の橋の欄干に衝突し死亡した。

30202 1～9

2010 3

13

～

14

国道を１０ｔトラックで走行中、交差点において信号待ちの為に停車してい

た大型ダンプトラックに追突した。
40301

30～

49

2010 3

8

～

9

伐木作業現場から伐倒木の納入先へ、１２ｔトラックで走行中、右カーブ後

にある直線道路で運転者が操作を誤って道路左側に逸脱し、畑の入り口と

なっている取付道路側面に衝突して死亡した。路面は乾燥しており、強風等

もなかった。

60201 1～9

2010 3

2

～

3

荷積み後、配送のため高速道路を走行中、サービスエリアから合流部付近の

緩やかな左カーブで後方から大型トラックに追突され、追突のはずみで、路

肩に止まっていた大型トラックに衝突した。

40301

100

～

299



2010 3

9

～

10

１１ｔタンクローリーでコンクリート原料を輸送中、運転操作を誤り、道路

左側の電柱に激突し、全身を強く打ち間もなく死亡した。
40301

100

～

299

2010 3

20

～

21

林道において、被災者が運転する１０ｔダンプトラック車（横幅約２．５

ｍ）が残土の置き場から掘削現場に戻る途中、林道（道幅４ｍ）の路肩から

約５０ｍ下の谷底の川に転落し、被災者は溺死した。

30106
10～

29

2010 3

22

～

23

運転代行ための依頼先に向かうため、同僚と２人で乗用車にて道路を走行

中、信号機のある交差点で、信号無視の大型トレーラーと出会い頭に衝突

し、助手席に乗っていた被災者が死亡した。また、運転手とトレーラーの運

転手もけがをした。

40209
10～

29

2010 3

3

～

4

被災者は新聞配達店所有のミニバイクで朝刊を配達していたところ、後続の

トラック２台から相次いで接触され、全身を打ち死亡したものである。
80205 1～9

2010 3

7

～

8

護岸工事現場へ２ｔトラックで向かっている時、雨と速度超過によりカーブ

でスリップしてガードレールに衝突し、その反動で被災者は車外に投げ出さ

れた。意識不明の重体であったが、３日後に死亡したもの。被災者は、助手

席に乗っており、シートベルトを着用していたかどうかは、警察が調査中で

ある。

30111
10～

29

2010 3

6

～

7

３ｔトラックで国道を走行中、反対車線から１０ｔトラックが車線をはみ出

して進入してきたため正面衝突したもの。双方の運転手が死亡した。
40301

100

～

299

2010 3

6

～

7

大型トラックを運転して、会社のある愛知県に帰る途中、センターラインを

はみ出し、対向してきた３ｔトラックと正面衝突し、２名とも死亡した。
40301 1～9

2010 3

3

～

4

配送先に向かうため、大型トラック（車両総重量２２ｔ）で国道（片側２車

線）を走行中に、運転の操作ミスにより、横転して中央分離帯に激突した。

被災した運転手は頭部等を強打して搬送先の病院で死亡したもの。

150102
10～

29



2010 2

10

～

11

建設工事現場において、横断歩道を徒歩で横断中の被災者を走行中の軽貨物

自動車が気付かず、被災者をはねた。５日後に死亡した。
30110

10～

29

2010 2

11

～

12

砂利採取場へ砂を積みに行くため１０ｔダンプトラックを運転中、道路の左

側から犬が飛び出してきたため、避けようとしてハンドルを右に切ったとこ

ろ、対向車線側の電柱に激突した。その際、胸部をハンドルに強打し、３日

後に死亡したもの。

30209
10～

29

2010 2

7

～

8

出勤する労働者２名を送迎車に乗車させて、国道を走行していたところ、下

り坂のカーブを走行してきた１０ｔトラックが脇見運転でセンターラインを

越えて対向車線に入り、送迎車と正面衝突した。この事故で、送迎車の運転

手と同乗の労働者２名の計３名が死亡したもの。

60101
50～

99

2010 2

7

～

8

出勤する労働者２名を送迎車に乗車させて、国道を走行していたところ、下

り坂のカーブを走行してきた１０ｔトラックが脇見運転でセンターラインを

越えて対向車線に入り、送迎車と正面衝突した。この事故で、送迎車の運転

手と同乗の労働者２名の計３名が死亡したもの。

60101
50～

99

2010 2

7

～

8

出勤する労働者２名を送迎車に乗車させて、国道を走行していたところ、下

り坂のカーブを走行してきた１０ｔトラックが脇見運転でセンターラインを

越えて対向車線に入り、送迎車と正面衝突した。この事故で、送迎車の運転

手と同乗の労働者２名の計３名が死亡したもの。

60101
50～

99

2010 2

5

～

6

国道にて、被災者は１５ｔ車を運転し緩やかな左カーブに差し掛かった際、

運転を誤ってセンターラインをはみ出した。その時、ブレーキをかけたが間

に合わず、対向車の大型トラックと正面衝突した。搬送先の病院で死亡し

た。

40301
10～

29

2010 2

5

～

6

被災者が、郵便物の長距離輸送のため４ｔトラックで高速道路を走行中、接

触事故で停車していた大型車に追突し即死した。同乗者はいなかった。
40301

100

～

299

2010 2

5

～
中型貨物自動車が路面の凍結により中央分離帯を乗り越え、対向車線の電柱

40301
50～



6
に衝突した。 99

2010 2

8

～

9

建設現場に向かうため、トラックに労働者５名が乗り道路を走行していた

時、信号機のない交差点に差し掛かったが、路面状況は圧雪アイスバーンで

あり一時停止できずにスリップして交差する国道に入り、走行していたト

レーラーの側面に衝突した。トラックの助手席に乗っていた労働者が死亡、

運転手が意識不明の重体、後部座席に乗っていた３名が腕等を骨折する重

傷。トレーラーの運転手に怪我はなかった。

30107
10～

29

2010 2

16

～

17

被災者の運転するトラック（１５ｔ）が降雪のため滑り、被災者は避難のた

め運転席から飛び降りたが、自車は対向車線からセンターラインをはみ出し

てきたトラック（１５ｔ）に激突した。その衝撃で、付近でタイヤチェーン

を装着するために停車していたトラックと自車との間に挟まれたもの。

40301
10～

29

2010 2

2

～

3

被災者は、３ｔトラック（冷蔵冷凍車）にて、配送先に荷物を届けた後に、

事務所兼車庫に空車で戻る途中に、国道立体交差地点の橋を下ったところ

で、雪等で凍結していたことからスリップして、中央分離帯を越えて対向車

線に進入し、対向してきた大型１０ｔトラックの側面に衝突したもの。

40301
30～

49

2010 1

4

～

5

朝刊配達後、販売店へ戻る途中、道路上に駐車していたトラックに追突した

もの。被災者の前方不注意とみられる。
80205

30～

49

2010 1

4

～

5

荷の運送のため高速自動車道を走行していた４ｔトラックが、前方不注意に

より渋滞の最後尾の大型トラックに追突し、４ｔトラックを運転していた労

働者が内蔵圧迫により死亡したもの。４ｔトラックに追突された大型トラッ

クの運転手は、首に軽傷。

40301
50～

99

2010 1

2

～

3

国道バイパスの道路改良工事現場において、夜間の交通整理にあたっていた

警備員２名が、前方不注意で走行してきた４ｔ貨物トラックにはねられ、１

名が頭を強く打ち１時間後に死亡、１名が全治１週間の怪我を負ったもの。

170201
50～

99

17

被災者が、原付バイクで集金に行く際、片側１車線の国道上のセンターライ

ン付近で右折のため対向車線の車の通過を待っていたところ、後ろから走行
30～



2010 1 ～

18

してきたトラックが被災者に気付くのに遅れ、バイクに追突した。バイクは

対向車線に押し出され、対向車線を走行してきた自動車にも激突され死亡し

た。

80205
49

2010 1

21

～

22

被災者が４ｔトラックを運転し、高速道路を走行中、前方不注意により路肩

と第１車線にまたがって停車中していた１０ｔダンプトラックに追突したも

の。被害者は病院に搬送されたものの死亡した。

40301
10～

29

2010 1

20

～

21

大型トラックを運転し、青森県から東京都内へ荷の運送を行った後、帰りの

便として東京都内で荷を積み込んで戻る際、高速道路において、前方不注意

により前を走行していた大型トラックに追突し、死亡した。

40301
50～

99

2010 1

6

～

7

被災者は工場へ荷を取りに行くため、国道を２ｔトラックで走行中、中央分

離帯の段差を乗り越え、対向車線を走っていた大型トラックと正面衝突し、

頭などを強く打ち死亡した。警察によれば、現場は緩やかなカーブであり、

被災者が運転を誤ったと推測される。なお、相手方の大型トラック運転手も

足に軽傷を負った。

40301
10～

29

2010 1

9

～

10

被災者は担当地域の客先に向かうため、営業車（２ｔトラック）を運転し国

道を走行中、センターラインをオーバーし、対向してきた１０ｔトラックに

衝突した。詳細については、調査中。

80109
30～

49

2010 1

4

～

5

配送先に積み荷のパンを届け、会社に戻る途中、国道のガードレールを突き

破って約９ｍ下の川に転落、運転していた被災者は全身を強く打ち死亡、助

手席の同僚男性も腕などに軽いけがを負った。現場は片側１車線の右カーブ

で、当時、路面は凍結していたとみられている。

40303
10～

29

2010 1

22

～

23

被災者は、缶ジュースを積んだ普通トラック（３．５ｔ）を運転して、コン

ビニへ配達中、国道の片側２車線箇所の追い越し車線側を走行していたとこ

ろ、運転操作ミスにより、隣車線の車を追い抜いた直後に車体が左右にふら

つき始め、交差点付近の中央分離帯に衝突して車体が横転したもの。被災者

は、全身を強く打ち、病院に搬送されるも約５時間後に出血性ショックのた

め死亡した。

40302
30～

49

国道で、社員の運転するダンプカー（１０ｔ）が土砂（１０ｔ前後）を運搬



2010 1

14

～

15

中、道路を下って右カーブに差し掛かったところ、スピードの出し過ぎかよ

そ見運転等により、道路左ガードレールを突き破って３０ｍ下の崖下に転落

した。被災者は、病院に運ばれたが、頭部を打って死亡した。

20309 1～9

2010 1

12

～

13

トラックの不具合を直すため、高速道路の路肩に停止し、三角表示板と非常

点滅灯をつけて車外車両下で作業中、後方から来たトラックが追突し、巻き

込まれた。深夜時間帯で周りが暗く、見通しが悪かった。また、路肩での停

車で、車体の一部が走行車線にはみ出していた。

11209
30～

49

2010 1

4

～

5

大型トラックで左カーブを走行中、中央分離帯を乗越え対向車線に進入した

ため、対向車線を走行してきた大型ダンプと乗用車に接触後、衝撃で車外に

転落し全身を強く打ち死亡したもの。

40301
10～

29

2009 1

15

～

16

一般車両の通行する片側一車線市道の片側車線箇所を、カラーコーンで囲ん

だ中で被災者らが水道工事を行っていたところ、対向車線を走行していた第

三者の軽トラックが現場内に突入し、被災者がはねられて死亡した。

30110 1～9

2009 11

8

～

9

被災者は2tダンプを運転し、牛舎工事現場に向かっていたところ、左急カー

ブの上り坂において、被災者が運転していたダンプが中央線をはみ出し、対

向してきた4tトラックと正面衝突した。被災者は搬送先の病院で死亡、4tト

ラックの運転者は負傷した。

30201 1～9

2009 12

13

～

14

一般国道（片側一車線）をはさんで建屋が隣接している事業場において、道

路向いの作業場へ移動するため、被災者が横断歩道のない道路を横断してい

たところ、被災者の右側から走行してきたトラックに衝突され、全身を強打

した。

11709
10～

29

2009 10

10

～

11

現場出入口付近で道路清掃の作業を行っていた被災者が、土砂の仮置き場へ

積込みに向かうため現場出入口から県道へ右折しようとした貨物自動車には

ねられ死亡した。

30199
50～

99

2009 9

17

～

18

個人住宅のシロアリ駆除作業を被災者1人で行った後、事業場へ会社所有の

軽トラックで戻る途中、広域農道において、高速道路の橋台に単独で正面衝

突した。

170209
10～

29



2009 3

15

～

16

出張先の業務を終え営業車を運転して帰社途中、片側一車線の道路を走行し

ていたところ、中央線をオーバーして対向車（乗用車）の右側面に衝突し、

さらに、その後方から来ていたダンプトラックと正面衝突した。

80409
10～

29

2009 8

3

～

4

ペットボトル容器を運搬するため、被災者が大型トラックを運転して高速道

路を走行していたところ、追い越し車線でパンクのため緊急停車していた4t

トラックに追突した。

40301
30～

49

2009 7

4

～

5

被災者が国道を走行中、対向車線にはみ出し、対向車線を走行してきた大型

トラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2009 6

16

～

17

トラック（4t積）を運転して高速道路を走行中、登り勾配のトンネル内にお

いて、オーバーヒートのため本線上に停車していたトラックに追突した。
40301

100

～

299

2009 6

23

～

24

建材を搬送するため、被災者は大型トラック（積載荷重：13t）を運転し、

高速道路を走行中に前方の大型トラックに追突し、はずみで右車線の乗用車

に接触した。被災者は全身を強く打って死亡、他の運転手は軽傷を負った。

40301
10～

29

2009 5

10

～

11

被災者は、入金業務のため、事業所から約500mほど離れた銀行へ自転車で

向かっていたところ、交差点で左折中のトレーラーに巻き込まれ被災した。

なお、交差点信号は車道、歩道ともに青信号であった。

10109
30～

49

2009 4

6

～

7

被災者運転の10tトラックが、国道において、前を走行していた4tトラック

を追い越そうと反対車線にはみ出しところ、対向してきた10tトラックと正

面衝突した。

40301
30～

49

2009 9

20

～

21

トラックで片側一車線の国道を走行中、緩やかな左カーブの下り坂でカーブ

を曲がりきれず右側のコンクリート壁に衝突し、トラックが横転した。
40301 1～9

2009 9

5

～

6

トラックで目的地に向かう途中、路側に停車中の大型トラックに衝突した。

このため、助手席に乗っていた作業者（被災者）がはさまれ死亡した。ト

ラックの運転手及び大型トラックの運転手にはケガはなかった。

80109
10～

29



2009 8

3

～

4

被災者は、国道の路側帯を歩いて新聞配達を行っていたところ、前から来た

大型トレーラーにはねられ死亡した。
80205

10～

29

2009 2

9

～

10

林道整備事業にて、大型トラックで土砂運搬中、搬入場所手前で方向転換の

際、トラックごと転落した。
30106

10～

29

2009 7

12

～

13

大雨の中、同僚が運転するトラック（5人が乗車）で工事現場から会社へ戻

る途中、同僚がハンドル操作を誤り、トラックが道路左側のガードレールを

突き破り約3m下の畑へ転落し、後部座席に乗っていた被災者が死亡、残り

の同僚4人が負傷した。

30209
10～

29

2009 12

7

～

8

前日に加工した食材をトラックにて配送中、県道の直進道路でハンドル操作

を誤り、道路脇の街路樹に激突、後日死亡した。
10109

50～

99

2009 6

7

～

8

トラックに3人の作業者が同乗し、会社から建築現場に向かって高速道路を

走行していたところ、大型トラックが割り込んできたため自車のアクセルを

緩めた際、自車がスリップしてコントロール不能となり、中央分離帯に激突

後、左側ガードレールを突き破り5m下に転落した。助手席に乗っていた作

業者が死亡し、運転者と他の同乗者が負傷した。

30202 1～9

2009 6

16

～

17

被災者は、顧客から連絡を受けて営業所から客先へ荷を受け取りに行く途

中、国道を走行していたところ、センターラインをオーバーしたため、対向

してきたトラックと正面衝突した。

40301 1～9

2009 1

5

～

6

営業所から製油所にLPガスを詰めに行くため、8tの大型タンクローリーで営

業所を出発、約40km/hの速度で現場の片側一車線カーブの下り坂にさしか

かった時、路面が凍結していたため、タイヤがスリップして反対車線にはみ

出し、先にスリップによる単独事故を起こし対向車線上に停車中であった乗

用車に衝突した後、歩道のガードパイプを突き破って3m下の道路脇の河川

敷に転落した。

40302 1～9

被災者は、商品納入のため会社から一人で保冷車（2t）を運転し、客先を経



2009 8

4

～

5

由して次の納品先に向かおうと、国道（現場は片側二車線の緩やかな左カー

ブ）を走行中、中央分離帯に接触し、さらに道路左脇の案内標識柱に衝突し

た。

80409
10～

29

2009 1

17

～

18

被災者の運転する2tタンクローリ車が走行中、進行方向路上にはみ出してい

た保冷車前部を避けようとして反対車線を走行しようとしたが、対向車が来

たため、それを回避するため進行車線に戻ろうとして、保冷車に接触後、道

路脇のガードレールに衝突し死亡した。

80204 1～9

2009 12

22

～

23

高速道路を4tトラックで走行中、ガードレールに接触し、その後、トンネル

入口のコンクリート壁に衝突して死亡した。
40301 1～9

2009 10

15

～

16

下水道工事現場で、片側交互通行の誘導作業中、クレーン付きトラックを後

進で移動させるための誘導を行っていた。運転手は下水道工事の立坑と電信

柱の間を抜けるとき、誘導していた警備員が見えなくなり、誘導状況が確認

できなくなっていたが、そのまま後進したところ、警備員をはねた。

170201
10～

29

2009 6

7

～

8

被災者は事業場所有の普通トラックを一人で運転し、国道を走行していたと

ころ、被災者運転の普通トラックがセンターラインを越え、対向車線を走行

していた乗用車に接触、続いて乗用車の後ろを走行していた大型トラックと

衝突した。

40301
50～

99

2009 10

4

～

5

芝の配達のための被災者運転のトラックが対向してきた大型トラックと正面

衝突し、被災者と同乗していた女性が死亡した。県警の調査によると、国道

の事故現場は緩やかな左カーブであり、被災者の運転していたトラックが衝

突前から中央線を対向車線にはみ出しおり、ブレーキ痕はなく、事故原因は

不明である。

60101 1～9

2009 5

8

～

9

社用車（軽ワゴン）でお客さんへ製品を配達するため、国道の峠付近の坂道

を登坂走行中、タンクローリー車と衝突し、身体を強く打ちまもなく死亡し

た。

80209 1～9

0 国道の中央分離帯付替工事のため、追い越し車線をカラーコーン等で規制 100



2009 1 ～

1

し、交通誘導等警備業務に当たっていたところ、規制線を突破してきた12t

トラックに衝突され死亡した。

170201 ～

299

2009 12

0

～

1

高速道路で3車線を1車線に規制して夜間工事を行っている場所で、被災者の

運転する4tトラックが前を走行中の10tトラックに追突した。追突されたト

ラック運転手は10日間の休業見込み。

40301
10～

29

2009 12

21

～

22

被災者は、荷物の配送途中、二車線のうち工事規制により、右側一車線通行

となり、渋滞となっていた同社のトラックに追突し被災した。
40301

30～

49

2009 12

5

～

6

被災者は、荷物の配送途中、国道上でトンネル工事（片側一車線交互通行規

制）により通行待ちのために停車していたトラックに追突し被災した。
40301

30～

49

2009 11

23

～

24

トラックにて高速道路を走行中、工事のため渋滞していた最後尾の車両に追

突し、病院に搬送されたが死亡した。
40301

30～

49

2009 8

22

～

23

被災者は、国道の上り車線をトレーラーにて走行中、交差点で前方から走行

してきた右折しようとした軽自動車の前部に接触し、横転して同国道に近接

していた倉庫に突っ込み炎上して被災した。なお、当該トレーラーが交差点

に進入した時、信号は赤で右折の矢印信号が出ていた。

40301
10～

29

2009 7

20

～

21

道路上にて被災者が運転していた中型貨物自動車が停車中の他の中型貨物自

動車に追突した。
40301

50～

99

2009 7

9

～

10

通信設備工事（家庭への電話開通、移転等工事）を行う個人事業者が、2軒

目の工事を終え3軒目の家庭へ作業者1人と共に軽自動車に乗って移動中、対

向車線を走行中の大型トレーラーが中央分離帯を乗り越えて対向車線にはみ

出し、被災者の乗る軽自動車と正面衝突した。軽自動車はトレーラーと側壁

にはさまれ、2人とも死亡した。

30301 0

高速道路において、早朝に発生した事故により道路に漏れ出したオイルの処



2009 6

8

～

9

理を被災者が職長とともに走行車線を車線規制して作業していたところ、規

制されていなかった車線を走行していた加害者のトラックが突然被災者の方

に突っ込んできて、被災者が加害者のトラックとガードレールにはさまれ死

亡した。

170209
30～

49

2009 5

2

～

3

被災者が取引先へ行くために国道をトラックで走行していたところ、前方を

走る大型トラックに追突して死亡した。
40301

10～

29

2009 3

5

～

6

被災者Aの運転するトラックが国道上り線を走行中、中央分離帯を乗り越

え、下り線を走行していた被災者Bの運転するトラック（11t）と正面衝突

し、両人とも死亡した。

40301
10～

29

2009 1

11

～

12

高速道にてトラックを運転中、ジャンクション手前で渋滞している車群に追

突した。
40301

100

～

299

2009 3

19

～

20

原付バイクで交差点を南行き右折中、北行中のゴミ収集車と衝突した。 80109 1～9

2009 3

4

～

5

高速道において、荷物を運搬するため高速道路を走行中、前方を走行する乗

用車がガードレールに激突して本線に停止したため、後方を走行していたト

ラックがそれを避けるために停止したところへ被災者の運転していたトラッ

クが追突した。被災者は、病院へ搬送中死亡した。

40301
50～

99

2009 12

6

～

7

ドラッグストアにテールゲートリフター付き3tトラックにて配送のため向

かっていたところ、バイパス下り線にてテールゲートリフターが格納されて

いないことに気付き、車両を路肩に停車させ、テールゲートリフターを格納

して高速道に降りたところ、後続の10tトラックに追突され、車両ともども

はね飛ばされ被災した。

40301
10～

29

2009 5

2

～

依頼を受けた建築部材を建設現場に会社トラック（4t）で運送中、右前輪が

パンクしたため路肩に停車した。被災者は、タイヤ修理のため三角表示板を

車後方に設置の上、車体右側の工具箱を開けて作業を始めたところ、大型ト 40301
10～



3 ラックが三角表示板をはね飛ばした上、被災者のトラック後方右側に接触

し、被災者を左後輪に巻き込んだ。

29

2009 11

6

～

7

被災者の二人は、事業場に出勤し、2tトラックに乗車して土場の片付け作業

に向かう途中、道路左の水路にトラックごと転落した。この事故により運転

者が死亡し、同乗者は重症を負った。

30199
10～

29

2009 12

8

～

9

解体工事現場において、関係請負人の作業者が、ドラグ・ショベルを使用し

て、傾斜地（傾斜角約10度）に停めた貨物自動車（最大積載荷重1600kg）

に解体した廃材を積み込んでいたところ、貨物自動車が動き出した。それを

止めようとした現場の警備員が、その貨物自動車にひかれた。貨物自動車の

サイドブレーキはかけられていた。実際の積載量2285kg（約140%）であっ

た。

170201
50～

99

2009 12

22

～

23

大型トレーラーに大型保冷車が衝突、車両を停車させて道路上で両運転手が

話をしていたところ、停車していた大型保冷車に中型トラック（3.5t）が衝

突し、中型トラックの運転手が死亡した。

40301
50～

99

2009 12

1

～

2

直進中のトラックと右折しようとした5人乗りのタクシーが出会い頭に衝突

し、タクシーの運転手と助手席の乗客が死亡した。
40201

50～

99

2009 10

19

～

20

高速道路路面舗装工事のための車線規制作業を行うにあたり、路肩に工事用

車両2台（作業車1、標識車1）を停車させ待機していたところ、走行車両を

走行してきた13t貨物トラックが標識車の右側ドアミラーに接触した後、標

識車と作業車との間で待機していた被災者をはねた。

170201 1～9

2009 9

2

～

3

鉄筋輸送中、国道にて乗用車がコンビニ駐車場内へゆっくり左折をしていた

ので、トラックが減速し、徐行をしているところへ被災者の運転するトレー

ラが前方のトラックにノーブレーキにて追突した。追突した衝撃で、トレー

ラーの積み荷（鋼材）が前に飛び出し、この積み荷にはさまれた。

40301
10～

29

2009 5

10

～

被災者は、オートバイにて郵便配達中に東側より信号のない交差点へ進入し

たところ、南側より交差点に進入してきたトレーラーと衝突した。被災者 110101

100

～



11 は、搬送先の病院にて死亡した。 299

2009 5

14

～

15

県道で被災者（経験6ヶ月）の運転するトラック（2t）が光ケーブルを埋設

するため掘り起こした土砂を運搬中、道路を下って（傾斜2度）左カーブに

差し掛かったところ、道路右ガードレールを突き破って40m下の川の河原に

転落した。

30199
10～

29

2009 4

4

～

5

被災者はミニバイクを運転し新聞を配達中、県道交差点で出会い頭にトラッ

クと衝突し死亡した。
80205

10～

29

2009 4

4

～

5

国道の交差点において、被災者の運転するトラックが信号待ちをしていたト

ラックに追突し死亡した。
40301

10～

29

2009 2

14

～

15

コンクリート工場から近くの廃棄物処理場へミキサー車の洗浄に向かうため

同工場を出発し、直線道路を約100m程進んだところ、道路左側の土手（高

さは約3.1m）から転落した。なお、アスファルト舗装された道路幅は

6.1m、土手の高さは約3.1m。

40309 1～9

2009 10

1

～

2

被災者は荷を運搬するため、4t車に乗務し国道バイパス上り線を走行してい

たところ、赤信号で減速した前方の大型トラックに追突し、死亡した。
40301

10～

29

2009 10

12

～

13

軽トラックを運転して商品の配送中、対向車線をはみ出し、対向してきた大

型トラックと衝突した。
80109

30～

49

2009 9

3

～

4

4tトラックにて国道バイパス上り線を走行中、相手方対向車（3tトラック）

がセンターラインをはみ出して走行してきたため正面衝突した。
40301

10～

29

2009 9

3

～

4

コンビニ店配送センターから8コンビニ店への配送業務を終了し、同配送セ

ンターに帰路途中、国道バイパス下り線を走行中、3tトラックを運転してい

た被災者がセンターラインをはみ出し、上り線を約280m程逆走し、その時
40301

50～

99



上り線を走行してきた対向車の4tトラックと正面衝突した。

2009 7

3

～

4

被災者はパン配送のため3tトラックを運転中、後続車の12tトラックに追突

された弾みで、前方の信号待ちで停車していた12tトラックに衝突し、搬送

先の病院で同日死亡した。

40301

100

～

299

2009 3

5

～

6

国道の上り車線を走行していた4tトラックが、中央分離帯を乗り越え、下り

車線を走行中の11tタンクローリーと正面衝突し、トラックとタンクロー

リーのいずれも前部が大破し、運転席にはさまれた両運転手は、搬送先の病

院にて死亡が確認された。

40301
50～

99

2009 8

4

～

5

会社所有の4tトラックにひよこ16,000羽を積み、2人で出発した。翌早朝に

高速道下り線において前を走る大型トラックを追い越そうと追越車線に車線

変更したときに、被災者が乗るトラックの助手席側が大型トラックの右後部

に激突した。助手席の被災者が死亡した。

40301
30～

49

2009 10

13

～

14

ビルトインコンロの取付工事現場に向かうため軽トラックに乗車中、信号待

ちをしていたところ、対向車線から来たトラックに正面衝突され死亡した。
30203

10～

29

2009 8

15

～

16

営業活動を終え、帰社するため県道の横断歩道を歩行中、右折してきた普通

貨物車と衝突し死亡した。
90103

100

～

299

2009 2

11

～

12

大型トラック（最大積載量14.8t、5tコンテナ2個積、実積載量14.4t）でタマ

ネギを運搬中、片側二車線の左カーブ（制限速度50km/h）において、前方

の車両を追い越そうとハンドルを右に切ったところ、車体が右に傾き、運転

席側に横転した。被災者はレスキュー隊により救出され、病院に搬送された

が死亡、同乗者に怪我はなかった。

40301

100

～

299

2009 9

11

～

12

大型タンクローリーが国道交差点に差し掛かった際、信号が赤に変わり、停

車しようとした前方の車に気付くのが遅れ、追突を避けようと対向車線には

み出たところ、対向車線を走行してきた被災者が運転する普通トラックと正

面衝突した。被災者は病院に運ばれたが死亡した。

40301
30～

49



2009 10

8

～

9

県道において、Aが運転するダンプトラック（10t）と、Bが運転するコンク

リートミキサー車が正面衝突し、Bは病院に運ばれたが死亡した。
10901

10～

29

2009 1

5

～

6

国道（片側一車線）で鋼材を運搬中に、対向車線で4t車2台が接触事故を起

こしていたため通過困難と判断して停車していたところ、対向車線で停車し

ていたトラックに後ろから来たトレーラーがスリップして衝突し、その弾み

で自車に衝突した。

40301
50～

99

2009 11

3

～

4

被災者は、県道にて自転車で新聞配達の途中であったが、後ろから来たト

ラックにはねられた。
80205

10～

29

2009 3

21

～

22

鋼材を運送していた大型トラック（13t）が、片側二車線の国道の路上に駐

車されていたキャリアカー（ハザードランプ点灯）に追突し、大型トラック

の運転手が死亡した。

40301
30～

49

2009 11

4

～

5

被災者は、担当地域の新聞を配達するため、車を配達先付近に停め、国道を

徒歩で横断していたところ、大型トラックにはねられ、対向車線上に飛ばさ

れたところを、さらに大型トラックにひかれた。

80205
30～

49

2009 7

8

～

9

トラックの荷台に鉄筋を載せ、工事現場へ搬送するため市道を走行中、右

カーブを曲がろうとして路肩を踏み外しトラックとともに転落した。助手席

に同乗していた被災者がシートベルトを着用していなかったことから被災者

が車外に放り出され、トラックの下敷きになり病院で死亡した。

30201
10～

29

2009 9

16

～

17

被災者は、ふ頭の突堤のトレーラー待機場所においてバイクに乗り、トレー

ラーの誘導業務を行っていた。この作業中、ゲートを通らずにトレーラー待

機場所に侵入してきたトレーラーが被災者の運転していたバイクを左前方タ

イヤで巻き込んだ。

170201
50～

99

2009 8

1

～

2

国道で被災者が運転する8tトラックが、信号待ちで停車していた大型トラッ

クに追突して死亡した。被災者が追突時ブレーキを踏んだ痕跡はなかった。
40301

10～

29



2009 5

11

～

12

トレーラーにコーヒー豆を積んだコンテナを運ぶ途中、国道片側一車線の右

カーブを走行中、トレーラーは左側の側壁に衝突し横転。運転士は約10m下

の高架下に転落し死亡した。

40301 1～9

2009 5

22

～

23

取引先工場へ向かう途中、高速道ジャンクション左カーブで単独自損事故を

起こし、身体を強打した。
40301

30～

49

2009 2

7

～

8

被災者は、資材置場の資材のストックの補充のために、軽トラックを運転

し、建材店から資材置場へ建材を輸送中、センターラインをはみ出して、反

対車線を走行中の4tトラックと正面衝突した。

30199 1～9

2009 2

10

～

11

被災者は営業所から2tトラックで出発し、配達先で荷降ろしを行った。帰社

のため現地を出発し、国道を走行していたところ反対車線にはみ出し、反対

車線走行中の軽自動車側面にあたりその後方大型貨物車と正面衝突した。発

生時は晴れ（くもり）で路面はドライ。事故現場は緩やかな右カーブ後の直

線で緩やかな上り坂。車両は空荷。

40301
10～

29

2009 9

8

～

9

地山掘削現場で、現場から土砂を搬出するため現場に通ずる勾配15度の道路

上でドラグ・ショベルにより土砂を積んだ2tダンプカーが発進しようとした

際、運転手がギアをバックに入れたが入りが甘く、クラッチ接続の際にギア

が抜けた状態となったが、そのままサイドブレーキを解放したためダンプ

カーが坂道を急速に後進、ロープで固定されていた漁船に激突して前に押し

出し、反動で戻ってきた漁船が被災者を直撃した。

30109 1～9

2009 8

6

～

7

路上にて、被災者が運転する4tトラックとタンクローリー車が正面衝突し

た。
40301 1～9

2009 12

11

～

12

被災者はトラックで20時頃所属事業場を出発、22時頃東京・翌日2時頃神奈

川に立ち寄り、22時頃熊本を経由して24時頃に鹿児島の取引先到着、約30

分で荷降ろし・荷積みを終了した。翌翌日帰社のため、8時ごろまでアイド

リング可能場所にて仮眠停車後、事業場指定のガソリンスタンドにて給油

し、高速道路インターチェンジ入口から上り本線に合流する急カーブでガー

40301
50～

99



ドレールと接触し横転した。

2009 12

14

～

15

片側二車線道路の右車線を配送のため4tトラックで走行中、被災者の運転す

るトラックが前方のトラックに追突した。その拍子に左側のガードレールに

衝突、その後、現場はゆるやかな上り坂であったため、被災者のトラックが

後進して事故を知って停車していた車両に衝突した。

40301

100

～

299

2009 9

12

～

13

営業所に荷物を配送するために4tトラックを運転していたところ、国道の交

差点において、信号待ちをしていたトラックに後ろから追突した。
40301

10～

29

2009 9

10

～

11

被災者が道路工事に伴う片側交互通行の交通誘導をしていたところ、直進し

てきた大型トラックが停止していたバイクに追突し、その後被災者をはね

た。

170201
10～

29

2009 8

4

～

5

配送センターへ荷物を取りに行くために3t車を運転中、片側一車線の道路に

おいてセンターラインをはみ出してしまい、対向車線を走ってきたトラック

と正面衝突した。相手は軽傷であった。

40301
10～

29

2009 4

15

～

16

引っ越し業務を終え、引っ越し用トラックで高速道路を利用しての帰社途

中、前方を走行していた道路公団の作業用トラックに激突した。
40301

30～

49

2009 4

15

～

16

引っ越し業務を終え、引っ越し用トラックで高速道路を利用しての帰社途

中、前方を走行していた道路公団の作業用トラックに激突した。
40301

30～

49

2009 10

23

～

24

国道において大型トラック同士が正面衝突し、双方の運転手が死亡した。現

場は片側一車線でJR線等をまたぐ跨線橋上で緩い坂で若干の左カーブとなっ

ているが見通しは良い場所である。下り車線を走行していた運送会社所属の

トラックが対向車線にはみだして衝突した。

40301
10～

29

2009 10

5

～

6

市内へ中型（4t）トラックで納品に行き、高速道を走行中、前方を走行して

いた大型トラックの右後部へ追突した。大型トラックを運転していた運転手

は軽傷を負った。

40301
10～

29



2009 3

5

～

6

交差点で新聞配達中（配達後、事業場に戻る途中であった）の作業者が乗っ

ていたバイクにトラックが衝突した。
80205 1～9

2009 7

16

～

17

被災者が取引先での打ち合わせのため、トラックで走行中に、対向車がセン

ターラインをはみ出し、被災者が乗るトラックと正面衝突した。
11301

10～

29

2009 2

11

～

12

被災者は、車庫（トラクターターミナル内）からトラクターだけで出発し、

途中、別の車庫でコンテナトレーラー（最大積載荷重24t）を接続し、客先

において荷の積込みを行った。車庫に戻るため、首都高速を走行中、JCTの

二車線の左カーブにおいて、曲がりきれずに横転して、右側壁に衝突した。

40301
10～

29

2009 1

9

～

10

市内の工場へ製品を納品するため、被災者は、軽トラックを運転し自社工場

を出発、国道（工業団地内）を走行中に対向車線にはみ出したため対向して

きた大型トラックと正面衝突した。これにより運転席が大破した。

10806
10～

29

2009 7

12

～

13

被災者が2tトラックを運転して、会社事務所から営業先に向かう途中、減速

中の大型ダンプに追突した。他に同乗していた経営者が負傷した。
80209 1～9

2009 4

5

～

6

荷物を配送するため4tトラックを運転していた被災者が、前方で信号待ちし

ていた大型ダンプに追突した。
40301

100

～

299

2009 4

8

～

9

2tトラックを運転して会社から工事現場に向かう途中、国道交差点で右折の

ため停車していたところ、後方より走行してきた大型トレーラーに追突さ

れ、その弾みで対向車線に押し出されて横転した。

30110
10～

29

2009 3

15

～

16

トラックで道路を走行中、緩やかなカーブで対向車線を走行していたトラッ

クと正面衝突した。
80204 1～9

2009 1

7

～

トラックにて荷下し現場に向かう途中、高速道路ICから出たところ、渋滞の

ため止まっていた前方車に気付かずトラックに追突した。（計4台、7名が絡 40301
10～

29



8 む玉突き事故）

2009 10

4

～

5

交差点で信号待ちのために停止していた10tトラックに、被災者が運転する

4tトラックが60km/時の速度で追突した。
40301

50～

99

2009 9

22

～

23

積載量1.34tの大型トラックで荷物を運搬していた際、赤信号で停車してい

た大型トラックに気付き、ブレーキを掛けたが、間に合わず追突した。その

反動で、追突された大型トラックが押し出され、前に停車していた一般乗用

車へ追突した。

40301
10～

29

2009 8

0

～

1

13tウイング車に自動車部品を積み、国道（片側二車線）を走行中、左側車

線に駐車していた重トレーラーの右側後部に追突、横転し車両が炎上した。

現場は、見通しの良い直線道路で駐停車禁止の区域である。

40301
10～

29

2009 6

9

～

10

高速道インター出口付近を中心に約1.5kmにわたって走行車線に規制をか

け、走行車線の路面改修工事を行っていたところ、追越車線を走行して来た

4tトラックが、インター出口付近の走行車線で作業をしていた作業者11人、

警備員1人、現場代理人1人の集団に突っ込み、4人が即死、2人が負傷した。

30106 1～9

2009 6

9

～

10

高速道インター出口付近を中心に約1.5kmにわたって走行車線に規制をか

け、走行車線の路面改修工事を行っていたところ、追越車線を走行して来た

4tトラックが、インター出口付近の走行車線で作業をしていた作業者11人、

警備員1人、現場代理人1人の集団に突っ込み、4人が即死、2人が負傷した。

30106 1～9

2009 6

9

～

10

高速道インター出口付近を中心に約1.5kmにわたって走行車線に規制をか

け、走行車線の路面改修工事を行っていたところ、追越車線を走行して来た

4tトラックが、インター出口付近の走行車線で作業をしていた作業者11人、

警備員1人、現場代理人1人の集団に突っ込み、4人が即死、2人が負傷した。

30106
30～

49

2009 6

9

～

10

高速道インター出口付近を中心に約1.5kmにわたって走行車線に規制をか

け、走行車線の路面改修工事を行っていたところ、追越車線を走行して来た

4tトラックが、インター出口付近の走行車線で作業をしていた作業者11人、

警備員1人、現場代理人1人の集団に突っ込み、4人が即死、2人が負傷した。

30106
30～

49



2009 11

4

～

5

被災者運転の大型トラックが、支店から支店へ戻る途中、前を走行していた

大型トラック1台に追突し、前部が大破した。被災者は約2時間後に搬送先で

死亡した。発生場所は高速道下り線である。当時は雨が降っており、ブレー

キ痕はなかった。被災者の4月の健診に所見なし。

40301
50～

99

2009 4

9

～

10

被災者が農場（養豚場）から本社敷地内にある処理場に4tバキュームカーで

豚のし尿を運搬中、踏切内において立往生していたところ、普通列車と衝突

した。被災者は列車の非常停止ボタンを押した後、付近に退避していたが、

衝突によって飛散したバキュームカーや踏切設備等が衝突した。被災者の

他、普通列車の運転士と乗客2人が負傷した。

70101
10～

29

2009 2

17

～

18

作業終了（17時）後、現場の片付けをして、現場から国道をはさんで向かい

にある現場事務所に戻るため、国道を横断中、4tトラックにはねられた。
30199

30～

49

2009 7

4

～

5

石灰23tを積んだトレーラー（最大積載量26t）が、国道を走行中、対向車線

を越えて路肩に突っ込み、道路橋脚に激突した。
40301

10～

29

2009 4

10

～

11

2tトラックをレンタルし、帰社しようとしたところ、交差点で右折してきた

大型トラック（12.5t）と衝突した。
11403

50～

99

2009 4

12

～

13

客先に荷物を届け、帰社の途中で電柱に激突した。 40301
10～

29

2009 2

8

～

9

国道を走行中、被災者は停車していた大型トラックに追突して対向車線には

み出し、さらに対向してきた乗用車と衝突した。
80409

10～

29

2009 11

2

～

3

高速道を7tトラックで走行中、右斜め前方の追越車線を走行していた4tト

ラックが前方の10tトラックに追突し、走行車線を走行していた被災者の7t

トラックの直前に横向きで飛び出し激突した。

40301
10～

29



2009 7

16

～

17

建設工事現場で使用する資材等を最大積載量2tの貨物自動車で運搬作業中、

幅員3.4mの未舗装道路を走行していたところ、下り左カーブで右側路肩か

ら逸脱して斜面を転落し、当該道路下方約20m付近で車外に投げ出された。

30108 1～9

2009 6

10

～

11

道路維持修繕工事において、交通整理作業中、道路を走行してきた最大積載

量2tのトラックに衝突された。
170201

30～

49

2009 11

4

～

5

当日の午前3時頃、峠下の中継所において、被災者は運ばれてきた各社の新

聞を2tトラックに積み、3時過ぎに中継所を出発した。事故までに途中4箇所

の新聞販売店に新聞を降ろし次の販売店に向かって走行していたところ、事

故現場の緩い左カーブで道路脇の約5m下の側溝に転落した。

40301
50～

99

2009 8

7

～

8

被災者は、コンブ漁のため海岸と並行する国道の路肩に軽トラックを停車さ

せ、そのそばに座って準備作業をしていたところ、加害者の大型トラックが

軽トラック3台に追突したため被災者もその事故に巻き込まれた。なお、こ

の追突事故で、作業者等4人が被災した。

70201 1～9

2009 7

3

～

4

被災者は牧場から競馬会関係施設まで競走馬を輸送中に、高速道路下り線

で、被災者ら2人が運転する馬運車（大型トラック）が故障したため、路肩

に停車し、被災者が車両の前で点検していたところ、大型トラックに追突さ

れた。被災者は追突の衝撃で動いた馬運車の下敷きとなった。馬運車に乗車

していた同僚1人も負傷した。

40301
30～

49

2009 6

8

～

9

被災者は、ゴミ収集車を運転して災害発生現場のゴミ置き場に停止させ、同

僚2人とともにゴミの収集を行っていたところ、ゴミ収集車が後進してきた

ため、これを止めようとゴミ収集車の後ろに回り込み、塀との間にはさまれ

た。ゴミ収集車のエンジンは停止されておらず、ギアはニュートラル、サイ

ドブレーキを引いていたが、車止めは使用されていなかった。現場の傾斜は

約3度であった。

150102

100

～

299

2008 9

14

～

15

会社所有の4tトラックに丸太を積載して県道を走行中、下り坂の右カーブで

横転（助手席側が下）して道路左側の電柱に衝突した。運転席と助手席の2

名が死亡した。

10409 1～9



2008 12

6

～

7

2tトラックで段ボールを運搬するため国道を走行中、交差点で市道からきた

軽乗用車と接触し、そのはずみで住宅の塀に激突して死亡した。
40301 1～9

2008 7

19

～

20

10tダンプで橋梁下部工事現場へ土砂の運搬作業を行っていた。作業終了

後、会社事務所へ戻る途中の県道トンネル付近の見通しの悪い左急カーブで

被災者が運転していたダンプが道路から約50m下の谷へ転落した。

30106
50～

99

2008 11

3

～

4

被災者は、10tトラックを運転して国道を走行中、上下計三車線の見通し良

い直線道路で対向車線にはみ出したため、対向車線を走行していた13tト

ラックに衝突して死亡した。

40301
30～

49

2008 11

14

～

15

被災者はトラックを運転して事業場から廃油の収集を行った後、帰社する途

中の国道の交差点で軽ワゴン車と衝突した。
150102 1～9

2008 8

1

～

2

13tの大型トラックに取引先からジュース入りペットボトル12tを積み込み、

荷卸し地へ向かっている途中、国道の峠で道路左脇の松並木に衝突した。
40301 1～9

2008 7

3

～

4

国道でトレーラーが中央線を越えて前方から来たトラックと正面衝突した。

更に後ろから被災者が運転するトラックが追突した。衝突されたトラック運

転手と追突したトラック運転手（被災者）が身体を強く打ち死亡した。

40301
30～

49

2008 6

3

～

4

自動車道サービスエリアへの進入路において、被災者が運転する大型保冷車

（10t）が同進入路右脇に駐車していた大型車3台に相次いで衝突した。被災

者は、衝撃で開いた運転席側のドアから車外に投げ出されて身体を打って死

亡した。

40301
30～

49

2008 6

21

～

22

自動車事故により渋滞中の車両に被災者が運転する大型トラックが追突して

死亡した。
40301

100

～

299

2008 2

9

～

被災者が市内で開催される会議に出席するため、被災者の運転する軽ワゴン

車で国道を歩行中に対向車線にはみ出したため、対向してきた軽自動車に接 130109 1～9



10 触後、後続のトラックと正面衝突した。

2008 8

13

～

14

産業廃棄物の最終処分場の改修工事現場において、ドラグ・ショベルで掘削

した土砂を被災者が2tダンプトラックを使用して運搬していた。その際、道

路左側路肩から9.3m下の崖下に転落し、被災者が車外に投げ出されて車体

の下敷きになり死亡した。

30199 1～9

2008 10

4

～

5

国道交差点で新聞配達中のバイクとトラックが出会い頭に衝突した。 80205
30～

49

2008 10

4

～

5

高速道路の片側三車線上で、被災者が12tトラックを運転して左車線を走行

中、左車線に車線変更してきたトレーラーに追突して死亡した。
40301

10～

29

2008 12

4

～

5

貨物自動車（4t積）を運転してセメントの配送を行っていた途中、国道上で

前方に信号停車していたトレーラートラック（24t積）にブレーキ操作する

ことなく追突した。

40301
10～

29

2008 5

1

～

2

国道走行中の4tトラックが、片側一車線の緩やかなカーブで歩道の縁石に乗

り上げて標識板の支柱に激突して運転手が死亡した。
40301 1～9

2008 2

23

～

24

被災者は、4tトラックにて荷受けをして所属事業場に向け出発した。緩やか

なカーブを過ぎ、国道交差点付近に差し掛かったとき、センターラインを

90cm程越えたため、反対車線から走行してきた10tトラックと衝突した。

（なお、被災場所は片道一車線の直線道路であった。）

40301
30～

49

2008 5

3

～

4

大型トラックが交差点を左折して国道に入ってきた際、対向車線にはみ出し

たため被災者のトラックと衝突して死亡した。
40301 1～9

2008 8

4

～

5

自動車道で路肩に停車していたトラックにトラックが追突した。さらに、後

続のトラックが追突して追越車線内に停車したところに被災者が運転するト

ラックが追突して死亡した。

40301
50～

99



2008 6

12

～

13

被災者は、トラックで国道を走行中、交差点付近で信号で停車中の13tト

ラックに追突して死亡した。
40301 1～9

2008 5

11

～

12

被災者は、トラックで自動車道の走行車線を走行中、インターチェンジの加

速車線から走行車線へ進入してきた乗用車と衝突し、その反動で中央分離帯

と路側帯の防護壁に激突した後、横転した。

40301
10～

29

2008 4

8

～

9

埠頭において、船内のバラの荷集積作業を行うため、岸壁を横切っていた被

災者が大型トラックにはねられて死亡した。
50202

100

～

299

2008 8

5

～

6

交差点を右折していたトレーラーと国道を直進していた被災者の運転するト

ラックが衝突した。
80209

10～

29

2008 6

10

～

11

事務所を自動車で出発してカーブを走行中にセンターラインをオーバーして

きた12tトラックと正面衝突した。
30202 1～9

2008 12

23

～

24

被災者は、当該事業場所有の大型トラック（15t）を運転して荷を配達した

後、国道を走行中に対向してきた大型トラックと正面衝突し、それぞれの運

転手が死亡した。

40301
10～

29

2008 1

7

～

8

事業所で自社の軽トラックに商品を積み込んだ後、商品の納品先に向かって

いる途中で道路脇の案内標識柱に激突して死亡した。
10109 1～9

2008 2

17

～

18

役場庁舎のトイレ用下水マンホール等の設置工事現場で余った残土の運搬作

業を4tトラックで10回程度行った。残土の運搬作業を終えた被災者は、事務

所に帰るためにトラックで国道を走行中、右カーブで対向車線にはみ出して

対向車のトレーラーヘッドと正面衝突し、死亡した。

30110 1～9

2008 3

21

～
被災者は、大型トレーラーを運転して高速道路の上り線ランプウェイの左

カーブを走行中、右側ガードレールに激突、横転して死亡した。
40301

50～

99



22

2008 2

12

～

13

高速道路上り線をトラックで走行中、前方を走行していた鋼材を積んだ大型

トレーラーに追突して車体にはさまれ死亡した。
40301

100

～

299

2008 2

8

～

9

被災者は朝礼を終えて農場の事務所から約500m離れた堆肥場で仕事を行う

ために軽トラックを運転していた。自動車道の高架下を通り、見通しの悪い

十字交差点を走行中に自動車道の側道を直進中の普通自動車と出会い頭に衝

突して死亡した。

60101

100

～

299

2008 12

14

～

15

被災者は、スーパーマーケットへ商品を配送するためにトラックを運転して

国道を走行中、中央分離帯に乗り上げて自動車道の橋脚に激突した。
40301

50～

99

2008 1

16

～

17

被災者が荷を運送中、国道上で対向車線からはみ出してきたトラックと正面

衝突して全身を強く打ち死亡した。
40301

10～

29

2008 12

23

～

24

被災者が運転の大型トラック（13.5t）と対向車の大型トラックが正面衝突

して死亡した。現場は、片側一車線の見通しのよい直線道路である。
40301 1～9

2008 4

9

～

10

道路工事規制で停車中の被災者運転の乗用車にトラックが追突して被災者が

死亡した。
80209

10～

29

2008 7

9

～

10

被災者は大型トレーラーを運転して走行中、信号待ちで停車中の大型ダンプ

カーに追突して死亡した。
40301

30～

49

2008 12

10

～

11

被災者は会社の軽トラックを運転して顧客宅へ行く途中、道路左側に停車し

ていた大型トラックに追突して死亡した。
80209 1～9

被災者は、設備の点検を行うため、自転車で別の工場敷地へ向かう途中、敷



2008 3

9

～

10

地の門を出て一般道の交差点の横断歩道（歩行者、自転車用）で信号待ちを

していた。信号が青に変わったため自転車に乗って横断歩道を渡っていたと

ころ、同じく信号が青に変わり門から出て交差点を右折してきた2tトラック

にはねられて死亡した。

11502

100

～

299

2008 10

5

～

6

被災者が運転していたトラックに、対向車線の大型トラックが中央線を越え

て正面から激突した。
40301

10～

29

2008 7

12

～

13

国道で配電線改良（電柱抜柱）工事を片側交通規制で施工していたところ、

大型トラック（14t）が、交通規制誘導作業をしていた被災者をはねて死亡

させた。その後、トラックは抜柱作業車に追突し、その弾みで作業車がタク

シー会社の建物内の駐車場に突っ込み、タクシーに衝突した後、タクシーの

傍らにいた作業者2名に衝突した。

170201

100

～

299

2008 9

1

～

2

事務所からトラックに乗車し現場へ向かっていた。自動車道を走行していた

際、雨天のためタイヤがスリップして道路側面の防護壁に衝突した。この

時、助手席に乗車していた被災者が車外に投げ出されて死亡した。

30203 1～9

2008 8

4

～

5

新聞配達のためバイクで道路を走行中、交差点で右折しようと減速したとこ

ろ、後方から来たトラックに追突された。
80205

10～

29

2008 10

10

～

11

トンネル（全長1964m）内において、4名が入場してトンネル内の道路端に

設置してある反射材を清掃する作業を行っていた。道路両端に2名ずつに分

かれて清掃作業を行っていたところ、2名がトンネル内を走行していた8tト

ラックにはねられて内1名が死亡した。

30199
10～

29

2008 11

4

～

5

国道事故対策工事現場において、被災者は、国道で夜間道路工事の規制解除

をするために規制区間内に駐車していた工事規制車両の後方で作業用コーン

の積み込み等の作業をしていた。その際、10tトラックが工事規制車両に衝

突して被災者が工事規制車両と10tトラックにはさまれて死亡した。

170201

100

～

299

2008 8

5

～
朝刊配達中、県道で被災者が運転する原付バイクに後ろから来たトラックが

80205
30～



6
バイクを追い越そうとして接触して転倒した際に強打して死亡した。 49

2008 3

6

～

7

住宅の新築工事現場に行くため移動式クレーンで国道を走行中、後方を走っ

ていたトラックに追突されて、はずみでガードレールを突き破り、斜面を約

20m転落して死亡した。

80409 1～9

2008 5

14

～

15

新聞料金の集金のために停留所でバスを待っていた際、軽トラックが突っ込

んできてひかれた。
80205

30～

49

2008 3

13

～

14

工場長である被災者がミキサー車を運転中に乗用車と衝突して横転し、車外

に放り出されて下敷きとなった。
10901 1～9

2008 8

2

～

3

被災者は、トラックでバイパス(公道)の左カーブの追い越し車線でを歩行中

に中央分離帯に接触して案内標識の支柱と衝突し、車体の左側面を下に横転

した。

40301
50～

99

2008 8

22

～

23

被災者は事業場に戻ってくる途中、国道上で被災者が運転した大型トラック

が前の大型トラックに追突して4台が絡む玉突き事故になり死亡した。
40301

10～

29

2008 8

11

～

12

被災者が用務のために原動機付自転車で外出中、交差点付近で信号待ちして

いたところ、後方から大型貨物自動車に追突されて転倒し、大型貨物自動車

の右前輪でひかれた。

80409 1～9

2008 1

7

～

8

被災者は建設工事現場の交通誘導を行う警備員である。元方事業者の施工す

る新築工事現場内に鉄筋を運搬してきた大型トラック（15t積）を誘導して

いる際、後進している同車後部に接触したため転倒して同車にひかれて死亡

した。

170201
10～

29

2008 7

3

～

4

バイクで朝刊配達をしている最中、交差点で右から来たトラックの前方に進

入して接触した。
80205

10～

29

納品のために最大積載量2.3tの冷蔵冷凍車（以下、車両という）で水産物及



2008 7

6

～

7

びその加工品を運送中、国道から自動車道に合流する接続道路で右カーブを

曲がりきれずにガードレール及び側道の木に激突した。被災者は、車外に投

げ出された直後に惰性で走行した車両に激突されて死亡した。

40301
10～

29

2008 2

5

～

6

2tロング車で自社へ帰路途中、自動車道で一時停止していた被災者車両へ8t

車両が右後方より追突して被災者が死亡した。
80109 1～9

2008 11

13

～

14

貨物自動車（ダンプトラック）で土砂を工事現場から処理場に運搬する途

中、前方に停車していたコンテナトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2008 8

2

～

3

高速道路サービスエリア入口で仮眠のために停車していた貨物自動車に、被

災者が乗務していた貨物自動車が追突した。
40301

50～

99

2008 4

6

～

7

高速道路を4tトラックで走行中、後続車両（4t保冷車）が乗用車に追突した

後、被災者が運転するトラックの右後部に追突した。トラックは追突された

衝撃で横転して被災者が死亡した。

40301
50～

99

2008 1

16

～

17

国道上において、被災者が運転していたトラックと、反対車線から走行して

きたトラックが正面衝突して被災者が死亡した。現場は峠の頂上付近で見通

しが悪い場所であった。

40301 1～9

2008 10

5

～

6

被災者は、4tトラックを運転し自動車道を走行中、道路上で先に発生した車

両火災により渋滞していた車列の最後尾の大型トラックに追突した。
40301 1～9

2008 3

14

～

15

事業場から取引先に商品を配達して帰社の途上で国道上で信号待ちで停車し

ていた4tトラックに追突した。
10101 1～9

2008 3

8

～

9

被災者が軽貨物自動車で工事現場に向かうため、県道を走行中に反対車線を

走行していた乗用車がセンターラインを超えてきて正面衝突した。
30301 1～9



2008 12

18

～

19

工事現場での作業を終了した後、当該事業場所有のワンボックス車に同乗し

て自社へ帰路の途中、国道交差点で同交差点を右折しようとした乗用車と衝

突し、その弾みで電柱・ガードレール等に激突して後部座席にいた2名が車

外に投げ出され死亡した。

30201 1～9

2008 12

18

～

19

工事現場での作業を終了した後、当該事業場所有のワンボックス車に同乗し

て自社へ帰路の途中、国道交差点で同交差点を右折しようとした乗用車と衝

突し、その弾みで電柱・ガードレール等に激突して後部座席にいた2名が車

外に投げ出され死亡した。

30201 1～9

2008 6

9

～

10

県道交差点でバキュームカーと軽乗用車が出会い頭に衝突してバキューム

カーを運転していた被災者が死亡した。
150109

10～

29

2008 12

12

～

13

自動車道パーキングエリア流入路で車内で休憩していた14tトラックに被災

者が運転する10tトラックが衝突し、身体を強く打ち死亡した。
40301

300

～

499

2008 7

12

～

13

高速道路で大型トラックを運転中に、登坂車線を走行していた前方の大型ト

ラックに追突し死亡した。
40301

100

～

299

2008 5

16

～

17

被災者は、運搬先事業場まで4tトラックにて荷を運送中、カーブを曲がりき

れずに中央分離帯に衝突、横転して死亡した。
40301

10～

29

2008 10

10

～

11

被災者は荷（丸棒）を運び帰社するため国道を走行中、追い越しをしたとき

にスリップしてガードレールにぶつかり運転席から投げ出されて死亡した。
40301

30～

49

2008 10

6

～

7

雨が激しく降っている中、片側二車線の道路でトレーラーを運転走行中、道

路にできていた轍にハンドルを取られて反対車線に飛び出したため、対向車

線のトラックと接触して運転していた被災者が死亡した。

40301
50～

99

14
被災者が鋼材を積んだ大型トラックを運転して国道を走行中、交差点で信号 10～



2008 5 ～

15
待ちしていた大型トレーラーに追突した。

40301
29

2008 12

23

～

24

タクシー運転手の被災者が車庫に帰る途中、交差点で信号が赤のため停止し

た。信号が青になり交差点内に進入したところ、赤信号を見落として直進し

てきた4t保冷車に激突された。

40201
30～

49

2008 11

4

～

5

ゴミ回収作業中に交差点で右折した際、中央分離帯に車両の右前輪が乗り上

げて横転し、助手席の被災者が車外に投げ出されて車両の下敷きになった。
150103

30～

49

2008 7

9

～

10

高速道路追越車線をトラックで走行中、路肩車線に急に入り200mほど走行

したのち、路肩の側壁に車両左前が激突した。
40301

50～

99

2008 5

5

～

6

中型トラックにてプラスチック箱を積んで国道を走行中、センターラインを

はみ出して反対車線の道路沿いの空き地に駐車していた大型トラックに正面

衝突した。

40301
30～

49

2008 6

10

～

11

自動車道でトラック4台が絡む玉突き事故で4台のうち最後尾から追突した大

型保冷車の運転手が死亡し、3台の運転手3名が休業災害となった。
40301

30～

49

2008 4

11

～

12

被災者がツアー客を乗せて観光バスを運転し、高速道路を走行中、対向車線

を走行中の大型トラックの左後輪の前部外側タイヤがホイールを固定するボ

ルトが破断したためタイヤが外れ、中央分離帯を乗り越えてバスの運転席に

激突した。

40202
50～

99

2008 2

9

～

10

交差点を進行中の路線バスに、左からきた大型トレーラが衝突し、その衝撃

でバスの運転者は車外に投げ出されて死亡した。バスは、運転者不在のまま

約50m走行し、路肩に衝突して乗客13名が負傷した。

40202
50～

99

2008 7

16

～

訪問先の事業場において、被災者が乗ってきたトラックの荷下ろしを行った

後、当該事業場前の駐車場で待機していた同社社員が運転する車両総重量8t

の中型トラックを事業場内に入れるため、幅5mの道路上で中型トラックの
40301

50～



17
後方誘導を行った。誘導後、中型トラックがハンドルを左に切りながら前進

したところ、車両後方が右側に振れたため車両右後方にいた被災者がトラッ

クと民家のブロック塀の間にはさまれた。

99

2008 10

23

～

24

タンクローリーに重油を積むために国道を走行中、トンネル出口付近の左

カーブで対向してきた10tトラックと衝突した。その反動で車外に放り出さ

れて後輪にひかれた。

40301
10～

29

2008 11

9

～

10

軽トラックで商品の配達中、交差点で右側から走行してきた10tダンプト

ラックと出会い頭に衝突した。
80209 1～9

2008 10

10

～

11

被災者は、注文先の事業場に給食弁当を配達するため県道を走行していたと

ころ、対向車線を走行してきたトラックがセンターラインをオーバーして被

災者が運転する軽トラックと正面衝突した。さらに、軽トラックは後続のタ

ンクローリー車に追突されて搬送先の病院で死亡した。

10109
30～

49

2008 3

12

～

13

国道を走行中の2人乗務のトラック（積載荷重15t）が誤って側溝に脱輪し

た。その衝撃で運転席後部ベッドで仮眠していた交替運転手が側壁から突き

出たコンクリートブロックに激突した。

40301
10～

29

2008 2

14

～

15

被災者は、タイヤチェーンを装着するため路肩に停車して車体後部の方へ移

動していた。被災者のトラック（積載荷重11.9t）を避けようとした後続の

トラックが雪でスリップして両方のトラックの間にはさまれて死亡した。

40301

100

～

299

2008 12

15

～

16

軽自動車を運転して営業している際、国道と市道の交差点において、市道で

信号待ちのため停車していた、国道を走行していたダンプカーが対向車を避

けようとしてハンドル操作を誤り、軽自動車を巻き込んだ。

90101 1～9

2008 7

16

～

17

トラックで営業先から戻る途中、対向車線からはみ出してきたトラックと衝

突して死亡した。
80109

10～

29

2008 8

15

～

商品を積んだトラックで国道トンネル内を走行中、センターラインを越えて

はみ出してきた対向車両（10tトラック）と正面衝突して双方の運転手が死 80109 1～9



16 亡した。

2008 8

7

～

8

帰社するため自動車道をトラック（13t）で走行中に車体が道路左側面のワ

イヤ及び防音壁に接触し、横転、炎上した。
40301

10～

29

2008 4

2

～

3

国道をトレーラーで走行中、スピードの出し過ぎからカーブを曲がりきれず

にガードレールを突き破り30m下の湖に転落して死亡した。
40301

30～

49

2008 12

3

～

4

新聞配達業務のため原動付自転車（一種）に乗って交差点（信号機あり）を

直進したところ、交差点右側（片側二車線）から赤信号を無視して進入して

きたゴミ収集車（2t）に側面衝突された。

80205
30～

49

2008 6

16

～

17

街路樹の刈込み作業終了後、後片付け及び清掃作業をしていたところ、後退

してきた2tトラックにひかれた。
30199 1～9

2008 5

22

～

23

道路清掃作業（路肩排水枡等の清掃）のため、自社車両センターから「高圧

洗浄車とバキューム車、3人の班」で出発して道路上を走行中に車線変更し

た際、ハンドル操作を誤り、左の歩道側街路樹に接触した反動で右に横転

（1回転近く）した。運転者は死亡した。

150109
30～

49

2008 6

7

～

8

小学校の通学路の交通安全員である被災者が、学校付近で校外学習に向う観

光バスの誘導を手伝うため車道に出たところ、バスの横を通過しようとした

大型トラックにひかれ死亡した。

120109
30～

49

2008 5

13

～

14

集金に向かう途中、反対車線にはみ出して相手車両と正面衝突した。 90101
10～

29

2008 7

10

～

11

老人福祉施設へ自転車で出向きリフォームの打ち合わせをした後、帰社途中

の交差点の歩道を横断中に左折してきた大型貨物車と衝突した。
30209 1～9

4 20tトレーラーに荷（コピー用紙）を積載して事業場から訪問先へ向かって
10～



2008 5 ～

5

走行していたところ、車体が側壁に衝突した。被災者は車外に投げ出されて

高架道路より約10m下の河川敷まで墜落して死亡した。

40301
29

2008 4

6

～

7

商品納品のため国道をトラックで走行中に交差点を通過しようとした際、左

側から自転車が進入してきたため、それを避けようとしてハンドルを切った

ところ、中央分離帯、対向車線（2車線）及び対向車線側の歩道を乗り越え

て歩道脇の建造物に激突して死亡した。事故当時の車道側の信号は青であっ

た。

40301
10～

29

2008 8

12

～

13

被災者らは高速道高架橋つなぎ目部分の段差解消工事（伸縮継手補修工事）

を道路規制を行った上で実施していた。当該段差解消工事が終了し、被災者

らが道路規制を解除しようと片付け作業をしていたところ、後方から来た

13tトラックが道路規制をしていた作業場所に進入して駐車していた標識車

や被災者などに追突した。この事故により2名が死亡、2名が負傷した。

30199
10～

29

2008 4

12

～

13

訪問先から帰社するために高速道を走行中、渋滞のため前車が減速したとこ

ろへ追突した。
40301

30～

49

2008 1

4

～

5

国道の歩道舗装工事終了後、ドラグ・ショベルを4tトラックに積み込む作業

のため、車道にカラーコーンとバーで規制をしていた。規制した脇の車道を

トラックが通過していたところ、警備員が工事規制内から車道に出たため4t

トラックの左前部に衝突した。

170201
50～

99

2008 4

20

～

21

被災者の運転する軽貨物車が交差点にさしかかった時、交差走行する普通貨

物自動車に側面を衝突されて死亡した。
150101

30～

49

2008 10

23

～

24

工場に荷物運搬のため国道のトンネルを出たところを4tトラックで走行中、

反対車線を走行していたトレーラーが車線をはみ出して、被災者が運転して

いた4tトラックに正面衝突して死亡した。

40301
10～

29

2008 10

5

～

6

自転車で新聞配達途中に交差点で信号待ちをしていたところ、右折してきた

トラックが対向車線をはみ出して被災者に激突した。
80205

10～

29



2008 4

4

～

5

新聞配達中に自転車で国道を横断する際、トラックにひかれた。 80205
10～

29

2008 12

6

～

7

前日にじん芥車で収集した段ボール古紙を、納品先に納品し退出する際、被

災者はじん芥車を納品先構内から路上に出して車両を止めて運転席から離れ

て閉門しようとした。その時じん芥車が逸走したため、これに気付いた被災

者が車両に駆け寄ったところ、門の壁とじん芥車にはさまれて死亡した。

80209 1～9

2008 6

22

～

23

被災者は、最大積載量2950kgのトラックで、食料品2.3tを運搬中に道路上で

減速中の前方大型車両に追突した。前方車両運転手も軽症を負った。
40301

50～

99

2008 3

13

～

14

道路補修工事のための路面測量中に通過車両にはねられ死亡した。 30106 1～9

2008 8

12

～

13

高速道の追い越し車線において、ジョイント部分における消音のための舗装

作業を行っていた。舗装作業の終了後、規制を解除して現場から離れようと

していたところ、工事中であることを表示している標識車に13tトラックが

後方から追突して標識車付近にいた被災者らが追突したトラックや標識車の

下敷き等になり2名が死亡、2名が負傷した。

170201
50～

99

2008 6

3

～

4

国道上の交差点の信号が赤になったので、前方に停まっていたトラックの後

に停めたところ、後ろから来たトラックに追突されて被災者の乗っていたト

ラックが前方のトラックに追突してはさまれて死亡した。

40301

100

～

299

2008 3

3

～

4

自転車で朝刊配達中に信号のない交差点を進行していて、後方から来たト

ラックにはねられて死亡した。
80205

10～

29

2008 1

3

～

4

ごみ収集のため、3名で2tトラックにてごみ収集に向かう途中、国道の中央

分離帯の縁石に乗り上げて横転した。
150102

10～

29



2008 3

17

～

18

建設現場から事業場に戻る途中、片側一車線道路で対向車と衝突した。 30203 1～9

2008 2

11

～

12

事業場の西側出入口付近の未舗装の市道上で、バックしてきたゴミ収集車に

ひかれて死亡した。
150109

10～

29

2008 12

5

～

6

被災者は、弁当（朝食用）配送のため、軽トラック保冷車で目的地に向う途

中、橋上の路面が凍結していて、スリップし、スピンしてガードレールに衝

突して運転席より投げ出されて死亡した。

10109
30～

49

2008 6

9

～

10

マンション管理人である被災者が荷物搬出入業者のトラックと電柱にはさま

れ死亡した。
170209

100

～

299

2008 11

17

～

18

飲料水をトラックに積み自動車道を走行していた。2台前を走行していた乗

用車が猪をはねて停止したため、前方を走行していた高速バスが乗用車を避

けながら減速して車線変更したところ、後方を走行していた被災者の車両が

減速しきれずに高速バスに追突して死亡した。

40301
10～

29

2008 7

3

～

4

国道上で、走行していたトレーラーが対向車線にはみ出して対向車線を走行

していた大型トラックと衝突した。更に後続トラックが追突した。本件災害

により、2名（トレーラー運転者及び大型トラック運転者）が死亡し、1名

（後続トラック運転者）が重傷を負った。

40301
30～

49

2008 12

12

～

13

灯油の配達作業のため坂道に灯油タンクを積んだトラックを止めて、10数m

下った場所で灯油タンクからポリタンクに灯油を入れる作業をしていたとこ

ろ、後退してきたトラックと道路脇の電柱の間にはさまれた。

80204 1～9

2008 3

3

～

4

高速道路上でトラックを運転していた際、後方から来た大型トラックに追突

されて、その勢いでガードレールを突き破り、トラックごと法面をすべり約

6.6m下の側道に転落して死亡した。

40301
30～

49

5
被災者は定期便の2.8tトラックを運転中、国道の赤信号で停車中の20tトレー 10～



2008 10 ～

6
ラーに追突した。

40301
29

2008 8

14

～

15

2.75tダンプトラックで建築廃材を中間処分場に運搬中、スピードの出しす

ぎでカーブを曲がりきれずに橋の欄干に激突した。
30209 1～9

2008 12

1

～

2

被災者は4tトラックで、国道を走行中に、赤信号で停車中のトレーラーの後

部に追突した。現場は、直線で平坦な道路である。
40301

10～

29

2008 7

2

～

3

空車の大型トレーラーで荷積地へ向かうために事業場を出発した後、休憩を

とるために国道上り車線にあるバス専用の停車場所に停車してトレーラーの

後方にいたところ、大型トラックが追突した。被災者は大型トラックと大型

トレーラーの間にはさまれた。

40301

100

～

299

2008 7

8

～

9

国道のライン引き工事現場の交通誘導場所へ向かうため、車を降りて道路を

横断しようと車道に出た際に走行してきた2tトラックにはねられた。
170201

50～

99

2008 3

2

～

3

10t大型トラックで雑貨品を輸送中に前方を走行するトラックに追突して運

転手が死亡した。なお、追突されたトラックの運転手に怪我はなかった。
40301

30～

49

2008 2

5

～

6

被災者の運転する大型トレーラーと中型トラックが交差点内で衝突して、交

差点そばのコンビニエンスストア駐車場に双方の車両が進入して大型トレー

ラーが横転した。横転後、被災者は運転席から救出され、病院へ搬送された

が死亡した。なお、中型トラックの運転者も運転席から投げ出されて負傷し

た。

40301
10～

29

2008 9

1

～

2

被災者は大型貨物自動車を運転中に前方を走行していた乗用車と物損事故を

起こした。大型貨物自動車の運転席から降車して現場を確認しようと歩行し

ていところ、後方から走行してきた他社の大型貨物自動車にはね飛ばされて

死亡した。また、大型貨物自動車は乗用車にも衝突して助手席に乗車してい

た者も死亡した。

40301
10～

29



2008 8

14

～

15

国道トンネル内（片側一車線）において、被災者の運転する大型トラック

（10t積）が走行中、トンネル内でセンターラインをはみ出して対向してき

た保冷車と正面衝突して双方の運転手2名が死亡した。

40301
10～

29

2008 6

14

～

15

赤信号のために停車していた乗用車等に、被災者が運転していたトラック

（普通貨物自動車：積載量1.5t）が追突し、死亡した。現場は見通しのよい

直線道路（下り勾配1度）であり現場にはブレーキ痕はなかった。

80209 1～9

2008 2

9

～

10

墓誌の設置工事を終了し、同社の加工工場に軽トラックで向かっていた途中

の国道で対向車線にはみ出して、対向してきた大型トラックに正面衝突し

た。

30209
10～

29

2008 12

5

～

6

高速道を4tトラックで走行中に前を走っていた10tトラックに追突した。追

突後、車体が2m程度10tトラックにめり込んだ状態で約20km引きずられた

後に10tトラックが停車した。その時には、4tトラックは全焼しており、そ

の運転席から遺体が発見された。

40301
10～

29

2008 12

20

～

21

一般道をトラックで走行中、軽自動車に追突されたため、運転席から降りて

歩いていたところ、走行してきたトラックにひかれた。
40301

30～

49

2008 5

1

～

2

自動車道の下り線で、被災作業者が運転する大型トレーラーが中央分離帯を

突き破り、上り線側路肩に停車した。その際、被災作業者は車外に投げ出さ

れ死亡した。シートベルトは着用していなかった。

40301
30～

49

2008 10

18

～

19

被災者は荷積み箇所で荷積み後、次の荷積み場所に向かって4tトラックを運

転走行していたところ、前方赤信号で停車していた大型トラック（13t）の

後部に追突して死亡（即死）した。

40301
50～

99

2008 3

7

～

8

被災者は、午前5時頃、荷を積んだ20tトレーラーを運転して納品先へ向け事

業場を出た。走行中、緩い下り右カーブにさしかかったところ、トレーラー

がカーブを曲がり切れずに道路脇の法面に激突、横転し死亡した。

40301 1～9

2008 11

15

～

製品を冷蔵庫に運搬するため、被災者がトラックを運転して公道上を走行し

ていたところ、当該トラックが公道の脇にある岸壁から海中に転落した。そ
80209

10～



16
の後、被災者は自力でトラックの運転室から脱出したが、大量の水を飲み死

亡した。

29

2008 5

9

～

10

被災者がセメント材を積み込んだタンクローリーを運転し、自社の生コンプ

ラントに戻る途中に国道の緩い下りの左カーブで中央分離帯に接触後、対向

車線を越えて高さ約2m下の路外に転落、タンクローリーが横転した。

10901
30～

49

2008 7

12

～

13

被災者は工事現場で不足した資材を調達するため、2tトラックを運転し走行

中、センターラインをはみだしたため、対向車線を走行してきた4tトラック

と正面衝突し、衝突の際の衝撃により、2tトラックは元の車線にはじき飛ば

されたため、このトラックの後方を走行していた乗用車に追突された。

30203 1～9

2008 12

13

～

14

ホテルで食器洗浄業務を終えた被災者が、市道をはさんで向かいにある別の

ホテルの食器洗浄業務の応援のため市道を渡っていたところ、トラックには

ねられた。

150101

1000

～

9999

2008 12

12

～

13

被災者を含む3名は午前中の作業を終え、次の現場に移動するため、路上に

駐車していたトラックの輪止めを被災者が外したところ、トラックが前方へ

逸走を始めた。被災者と同僚1名はトラック前方に回り込み、逸走を止めよ

うと抵抗したが、トラックと屋根付駐車場の鉄柱の間にはさまれ死亡した。

なお、災害発生時、トラックのギヤはニュートラルになっており、サイドブ

レーキは未使用であった。

40301
50～

99

2008 6

3

～

4

被災者はフルーツを積み込んだトレーラーを運転して国道上を走行中、赤信

号で停車中のトレーラーに追突し死亡した。
40301

10～

29

2008 9

8

～

9

被災者は、ミルクローリー（牛乳集荷用タンク車）を運転して各酪農家で牛

乳を集め終えて乳製品工場へ向けて町道を走行中、1灯式信号機のある交差

点に差し掛かったところ、左から来た乗用車と出会い頭に衝突した。その衝

撃で右路肩より路外へ逸脱し、ミルクローリーが1回転して運転席が大破し

死亡した。なお、被災者側の信号機は黄色の点滅であった。

40301
10～

29

12
被災者は、トレーラー（積載重量19.3t）を運転し、片側一車線の国道上を

走行中、左カーブに差し掛かったところ、カーブを曲がりきれずに路外に逸



2008 7 ～

13
脱し、横転した。なお、トレーラーは、時速40km制限の当該カーブへ時速

60km程度で進入した。

40301 1～9

2007 4

9

～

10

建設現場に生コンを納入後、工場に戻るため本線車道に出ようした際、交通

誘導のため歩道の街路樹横にいた被災者に気付かず、左折を開始したため、

街路樹とミキサー車左後輪部分の間に被災者がはさまれた。

10901
10～

29

2007 1

19

～

20

被災者が運転する４８ｔトレーラー（積荷鉄屑３０ｔ）が、下りの左カーブ

で横転し電柱に衝突した。
40301 1～9

2007 11

17

～

18

現場から会社へダンプトラックで帰る途中、道路の陥没にハンドルを取られ

て、対向車線側の土手に衝突した。
30106

10～

29

2007 9

23

～

24

国道で、７ｔトラックに荷を積んで国道を走行中、工事のため渋滞中の車列

に追突し運転席が大破し、死亡した。
40301

50～

99

2007 7

3

～

4

７ｔトラックで国道を走行中、道路左側の歩道に設置された案内標識柱に衝

突し、助手席の作業者が死亡した。
40301

30～

49

2007 4

6

～

7

被災者が運転していた２ｔトラックが、片側一車線の国道を走行中、対向車

線にはみ出して１５ｔトラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2007 1

7

～

8

自動車道のトンネル入口で軽自動車が車線内でスリップ横転したところに別

のトラックが追突、トンネル内で停車していた。後方から被災者の運転する

トラックがトンネル入口に近づき、停車していたトラックに気付いたが、追

突を避けようとしてトンネル入口の壁に激突した。

40301
30～

49

2007 10

17

～

18

工事現場から社用車で会社に帰る途中にインターチェンジ付近で車のタイヤ

がパンクしたため、路側帯に社用車を停車しパンク修理をしていたとき、後

続の大型トラックが社用車に追突し、社用車が被災者に激突した。

30309
10～

29



2007 8

9

～

10

工事が終了したため、被災者が２ｔダンプトラックを運転し、現場から会社

事務所へ戻る途中、交差点において、赤信号で停車中の３ｔダンプトラック

に追突した。

30110
10～

29

2007 6

21

～

22

高速道の追越車線にて、右前輪タイヤがパンクしたため追越車線の路肩に寄

せて停車していた車両積載形トラッククレーン車に、被災者が運転する大型

トラック（最大積載重量１３．６ｔ）が追突し、死亡した。

40301
30～

49

2007 12

11

～

12

被災者は、住宅用外壁材を積んだ４ｔトラックで国道上を走行していたとこ

ろ、緩やかな左カーブをそのまま直進する形でセンターラインを超え、反対

車線の擁壁に激突した。

40301 1～9

2007 8

5

～

6

魚市場で４ｔ保冷トラックに鮮魚を積み、国道上を走行中、左カーブで対向

車線と歩道を越えて道路から約３．７ｍ下のコンクリート工場敷地に転落し

た。

40301 1～9

2007 5

1

～

2

国道を１０ｔ積大型トラックで走行中、道路の中央線を超えて、対向車線を

走行していた大型トラックと衝突した。
40301

30～

49

2007 9

7

～

8

被災者がトラックを運転中、国道交差点において、信号待ちしていたトラッ

クに後方から追突した。
40301 1～9

2007 4

15

～

16

被災者が大型トラックを運転中、国道交差点において、信号待ちをしていた

大型トラックに後方から追突した。
40301

30～

49

2007 10

11

～

12

被災者は、国道（片側２車線）を２ｔトラックの助手席に乗り走行中、ト

ラックの積荷が強風により飛ばされる恐れがあったため、駐車灯を点け左側

車線に停車し、積荷等を点検していたところ、後方から走行してきた３．５

ｔトラックに追突され、２ｔトラックと３．５ｔトラックとの間にはさまれ

た。

30110 1～9

6
同僚が運転する４ｔトラックで片側二車線の道路を走行中、反対車線からの



2007 1 ～

7

自転車の飛び出しと対向車のハイビームのライトが目に入ったため、車線変

更しようとしたところ、道路左端に無灯火で停車中の大型トラックに衝突し

た。４ｔトラックの助手席に乗車していた被災者が死亡した。

40301 1～9

2007 7

6

～

7

４ｔトラックに食材を積み込み、配達する途中、被災者の運転するトラック

が高速道の建設現場に突っ込み、フェンスを突き破り、鉄骨に激突した。
10109

30～

49

2007 3

4

～

5

被災者は手押し車に新聞を積んで、道路を横断しようとしたところ、トラッ

クにはねられた。
80205

10～

29

2007 9

12

～

13

被災者運転の４ｔトラックが高速自動車道を走行中、６ｔトラックに追突さ

れたため、被災者が対向車線上に退避したところ、別のトラックに衝突され

た。

40301
10～

29

2007 11

8

～

9

鋼矢板７５本を輸送していたトレーラーが国道上で転覆した。 40301
10～

29

2007 9

7

～

8

被災者は会社の車である軽のワンボックスカーに乗って工事現場に向かって

トンネル内を走行していたところ、対向車のトラックが前車のトレーラーに

追い越しをかけ、中央線を越えてきたために正面衝突した。

30301
10～

29

2007 5

6

～

7

４ｔ積貨物自動車に食品を積載し、配送先に向かう途中、国道下り線におい

て、右折のため道路中央側車線に停止していた１０ｔ積大型貨物自動車に追

突した。

40301
10～

29

2007 7

14

～

15

デリックを使用して、台船に鉄くずを積み込む岸壁道路上の作業現場におい

て、鉄くず積み込み終了後の空バケット（縦２．２ｍ、横４．１５ｍ、高さ

１．０４ｍ）前にいた被災者が、鉄くずバケットを積んで後退してきたト

ラック（積載荷重３．５ｔ）の荷台と空バケットにはさまれた。

80109 1～9

2007 3

4

～

タンク台車を牽引し国道を走行中、前方から大型トラックがセンターライン

をはみ出してきたため、ハンドルを左に切りブレーキを踏んだが避けきれず 40301

100

～



5 正面衝突した。 299

2007 3

4

～

5

魚市場で鮮魚を降ろして帰る途中、対向車線にはみ出し、対向車と正面衝突

した。
40301

10～

29

2007 6

2

～

3

高速道路を走行していた大型トレーラーがセンターラインを越えて反対車線

を走行し、反対車線を走行していた２台の車両に次々と衝突した。衝突され

た２台のうち、２台目の２ｔトラックを運転していた被災者が死亡した。

40301
10～

29

2007 9

11

～

12

軽トラックを運転て資材置場から工事現場まで型枠材を運送中、一般道路の

右カーブにおいて道路左側の電柱に衝突した。
30111 1～9

2007 12

11

～

12

ワンボックス車を運転し商品を配送後、帰社するため国道を走行中、対向し

てきた大型トラックが中央車線をはみ出してきて正面衝突された。
80109

30～

49

2007 8

9

～

10

４ｔ冷蔵車を運転し荷物の配送を終え配送センターに帰る途中、踏切（警報

機、遮断機あり）内に進入したが道幅が狭く、対向車をかわすことができず

踏切内で立ち往生し、電車に衝突された。

40302
10～

29

2007 7

6

～

7

工事現場へ向かうため、国道を走行中、右側車輪を中央分離帯の縁石に乗り

上げ、ガードパイプに接触して横転、そのまま中央分離帯内にある高速道路

の橋脚に激突した。

30199
10～

29

2007 10

3

～

4

鶏糞を輸送するため、国道を中型トラックで走行中、下り坂の急カーブで走

行車線をはみ出し、さらに道路上から下方の雑木林にトラックごと転落し

た。

80109
10～

29

2007 11

2

～

3

自動車道を走行中、対向車線にはみ出し、対向車線を走行していた４ｔト

ラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2007 11

1

～

被災者は、魚市場へ鮮魚を運搬するためトラックを運転していた際、走行車

線ガードレールに接触したため走行車線のガードレールの状態を確認してい 170209
50～

99



2 たところ、対向車が被災者の車に衝突し、そのはずみで被災者をはねた。

2007 8

2

～

3

被災者は、１０ｔトラックを運転し、高速道路を走行中に、事故で停車して

いた乗用車に接触したため、トラックを道路脇に停めて、接触相手の乗用車

脇に立って運転手と話をしていた際、別の後続車両（１０ｔトラック）が停

車中の乗用車に追突し、その反動で回転した乗用車に巻き込まれた。

40301
50～

99

2007 11

1

～

2

自動車道料金所手前のカーブで、運転していたトラックが横転した。 40301
10～

29

2007 7

3

～

4

国道を走行していたトラックが左カーブを曲がりきれず、右側に横転し、

ガードレールに衝突した後、路外逸脱し、更に転覆した。
40301

10～

29

2007 7

1

～

2

大型トラックにて鉄粉１０ｔを運搬する途中、国道交差点で信号待ちをして

いた乗用車とトラックに次々と追突した。
40301

30～

49

2007 12

13

～

14

工場で加工した物を納品のため、４ｔトラックを運転して国道を走行中、渋

滞のため停車していた最後尾のトラックに追突した。
11209 1～9

2007 7

16

～

17

商品を配送するため国道を走行していた被災者が運転するトラック（３．５

ｔ）と、対向車線を走行してきたトラック（２．５ｔ）が正面衝突し、被災

者が死亡した。

80209
30～

49

2007 2

5

～

6

自動車道において、大型トラック同士の追突事故で追い越し車線上に停車し

ていた車両に、被災者が運転する４ｔトラックが追突した。さらにその直

後、被災者の車両は後続のトラックに追突され、被災者は運転席から投げ出

された。

40301 1～9

2007 11

19

～

20

被災者が、営業所に帰る途中、被災者が運転する１．５ｔ積トラックが対向

車線へはみ出し、対向車線を走行していた４ｔ積トラックの側面に衝突し、

その後対向車線を横断し、縁石を乗越え法面に衝突した。

80109
10～

29



2007 10

2

～

3

県道を走行中、道を間違えたため、Ｕターンをした際、看板ポールに激突し

た。
40301

10～

29

2007 4

9

～

10

現場で発生した土砂を２ｔダンプで残土捨場に運搬中、道路脇から崖下（約

７０ｍ）へ転落した。現場は、ゆるいカーブでガードレールは設置されてい

ない。

30199 1～9

2007 2

6

～

7

４ｔトラックにより事業場へ荷物を配送するため、自動車道を走行中、イン

ターチェンジ出口手前の自然渋滞が発生している所で、大型ダンプカーに追

突した。

40301
10～

29

2007 12

16

～

17

被災者は、現場の塗装工事が終了した後、軽トラックを運転して会社事務所

へ向かう途中、県道上の道路幅が狭くなっている所で停車していた対向車の

軽トラックに衝突し、横転した。

30209 1～9

2007 12

6

～

7

被災者は、国道西行２車線道路で、４ｔトラックを運転していたところ、右

折しようと停車していた１０ｔダンプカーの後部に追突した。
40301

10～

29

2007 6

12

～

13

トレーラーで河川堤防上の道路を走行中、急なカーブにさしかかったところ

で運転を誤り、横転し、土手を転落した。
40301

10～

29

2007 7

14

～

15

大型トレーラーで荷（古新聞等）を運搬し、帰社の途中、高速線北行きのト

ンネル内走行中、入り口から約２４０ｍ入ったところで側壁に衝突し、車外

に投げ出され、自車の下敷きとなった。

150103
30～

49

2007 5

10

～

11

道路上において、トラックの荷台に積載していたＵ字溝等のコンクリート製

品を降ろした後、トラックの車止めを外して、運転手がトラックから離れた

ところ、勾配約１２度の坂道をトラックが前進で下り始めた。運転手は、ト

ラックを追いかけて、運転席の扉を開けた後、運転席に乗り込んだが、ト

ラックが歩道の縁石等に乗り上げた衝撃等により運転席から墜落した後、ト

ラックの右後輪にひかれた。

10901
10～

29



2007 6

13

～

14

被災者は同乗者２名とともに工事現場に向かうため、トラック（１２５０ｋ

ｇ）で本社を出発して高速道路を走行していた。走行中に突然車両が揺れだ

したため、ハンドル操作で立て直そうとしたが蛇行の末、２、３回横転し

て、運転していた被災者が死亡した。

30301
30～

49

2007 9

10

～

11

国道上で、断熱材を配達中、渋滞のため停止していたところ、後続の大型ト

ラックに追突され、前のトラックとの間にはさまれた。
80109 1～9

2007 6

4

～

5

４ｔトラックを運転し、事業場から貨物輸送を行っていた被災者が、国道上

で前を走行中のトラックに追突した。
40301

30～

49

2007 4

7

～

8

木造住宅新築工事に資材を運んで来たトラックが路上に駐車しようと坂道を

バックした際、警備員をひいて死亡させた。
170201

50～

99

2007 6

2

～

3

高速自動車道を走行中の被災者が運転する中型トラックが後続の大型トラッ

クに追突され、中型トラックが横転した。
40301 1～9

2007 3

3

～

4

国道をトラックにより走行中、前方を走行していたトラックの後部に追突し

た。
40301

10～

29

2007 3

17

～

18

トレーラーに製材（１０ｔ）を積載し走行中、下り坂の左カーブにおいて曲

がりきれずに横転し、対向車線を走行してきたトラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2007 12

4

～

5

片道１車線の一般道路でトラックを運転中、側道に無灯火で停車していた大

型トラックに追突した。
40301

30～

49

2007 9

5

～
自社トラックで自動車道を時速約６０ｋｍで走行中、交差点で信号待ちして

いた車に衝突した。
40301

30～

49



6

2007 11

3

～

4

国道（片側１車線）上で、被災者が５ｔ車両積載形トラッククレーン車を走

行中、対向車の大型トレーラーと正面衝突した。
40301 1～9

2007 7

8

～

9

トラックにて発電機を配送中、交差点手前左側に停止していた２ｔトラック

に追突し、その衝撃で被災者の運転していたトラックと追突されたトラック

が反対車線に飛び出し、対向車と衝突した。

80409
10～

29

2007 1

10

～

11

被災者は、取引先に商品を納品し事業場に戻るため、高速道路を走行中に、

前を走っていた車が急停車したのに間に合わず追突した。
10409

10～

29

2007 7

12

～

13

国道バイパスで、渋滞で停止していたキャリアカーに追突し、キャリアカー

の後部の桟橋が運転席前面ガラスを突き破り、被災者に激突した。
40301

30～

49

2007 12

22

～

23

被災者が運転する大型トラック（最大積載量１２．８ｔ）が、高速道路を夜

間走行中、インターチェンジの本線と出口の分岐に衝突した。
40301

10～

29

2007 4

13

～

14

被災者が自転車に乗って集金業務中に、青信号を横断しようとした際、ト

ラック（４ｔ車）が左折してきたため、自転車ごと巻き込まれ被災した。
80209

10～

29

2007 8

7

～

8

高速道路下り線において、渋滞のため停車中の車列最後尾の２ｔトラックに

被災者が運転する大型トラック（１０ｔ）が追突し、大型トラックの運転席

が炎上した。

40301
10～

29

2007 7

9

～

10

工事現場に向かうため、ダンプカー（４ｔ）で国道を走行していたところ、

左カーブで反対車線にはみ出し、対向車線を走行してきたダンプカー（１０

ｔ）と正面衝突し、被災者が運転していたダンプカーの運転席が大破した。

30106
30～

49

2007 5

4

～

高速道路リフレッシュ工事の車線規制に使用するクッションドラムに水を入

れるため、高速道路上を走行していた給水車の右後輪が破裂し、給水車が横 30106
10～

29



5 転した。運転していた被災者が車外に投げ出された。

2007 6

4

～

5

被災者がワンボックス車にて、県道を走行していたところ、センターライン

を越えた対向車線の１０ｔタンクローリー車に衝突された。
40303

10～

29

2007 6

1

～

2

被災者は、事業場所有のトラックを運転し、客先に向けて国道を走行中、前

方のトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2007 8

5

～

6

工事現場での作業終了後、資機材とともに会社倉庫へトラックで移動中に、

道路の路肩に停車中のトラック後部左側に追突した。
30309 1～9

2007 8

5

～

6

ダンプトラックにて貨物運搬中にセンターラインオーバーで対向車に衝突し

た。
40301 1～9

2007 3

15

～

16

道路左側をバイクで走行していたところ、停車しようとして左側に寄ってき

たトラックと接触した。
80205

30～

49

2007 2

5

～

6

トラックを運転し、自動車道インターチェンジに向かうランプウェイ（左

カーブ）を走行中、右側ガードレールを突き破って横転した。
40301

30～

49

2007 2

17

～

18

小型トラック（最大積載量８５０ｋｇ）を運転し施工状況の確認に工事現場

へ向かう途上、国道（片側２車線）の信号交差点（三差路）において、右折

のため停止していたところ、後方から乗用車が追突したために同トラックが

前方に押し出され、対向車線（追越車線）を直進してきた１０ｔトラックと

衝突し、車外に投げ出された。

30107
50～

99

2007 2

2

～

3

国道を１３ｔトラックで走行中、鉄道線の屋根付き停留所に衝突し、その際

に停留所構造物の鉄骨が突き刺さり、死亡した。トラックはそのまま約５０

ｍ進み、市内線の電灯のポールに衝突して停止した。

40301

100

～

299



2007 4

10

～

11

被災現場路上でマンホール金蓋異音補修工事を終了し、バリケード撤去作業

中、南から走行してきたトラックに追突された。
30309 1～9

2007 8

12

～

13

被災者が大型タンクローリーを運転して、高速道路を走行中、前方の大型貨

物自動車に追突した。タンクローリーから出火した。
40301

10～

29

2007 2

7

～

8

客先訪問のため社用車を運転中に、高速道路インター出口渋滞のため渋滞の

最後尾に停車していたところ、後方から来たトラックが追突し、計５台が絡

む玉突き事故となり３台が炎上し、当該車を運転していた被災者は死亡し

た。

80209
50～

99

2007 10

4

～

5

国道を大型トラックで走行中、赤信号で停車中の大型ダンプに追突した。 40301
10～

29

2007 10

10

～

11

自動車部品を運搬するため、４ｔトラックで高速道路を走行中、集中工事に

伴う渋滞のため停車していた大型トラックに追突した。
40301

100

～

299

2007 2

4

～

5

国道の中央分離帯のガードレール取替工事で追い越し車線を規制して施行し

ていた。工事作業終了後、作業者４名で追い越し車線に車を止め、機材の撤

去作業を行なっていたところ、４ｔトラックが標識車に追突し、その前方で

作業をしていた２名が押し出された標識車にはねられた。

170201
30～

49

2007 2

4

～

5

国道の中央分離帯のガードレール取替工事で追い越し車線を規制して施行し

ていた。工事作業終了後、作業者４名で追い越し車線に車を止め、機材の撤

去作業を行なっていたところ、４ｔトラックが標識車に追突し、その前方で

作業をしていた２名が押し出された標識車にはねられた。

170201
30～

49

2007 10

23

～

24

高速道上で、貨物の運送中、被災者が運転していた車が、渋滞で止まってい

たところ、後方から１０ｔ車が追突してきた。
40301 1～9



2007 8

4

～

5

店舗への配送終了後、国道を走行中、Ｓ字カーブの場所にて、被災者が運転

していたトラックがセンターラインを超えて、大型ダンプカーに正面衝突し

た。

40301
30～

49

2007 2

13

～

14

国道を東進していた被災者運転の２ｔトラックがセンターラインをはみ出

し、対向車線を西進していた１４ｔトラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2007 7

9

～

10

被災者が、生コンの材料となる砂利などをトラックで運搬し、生コンプラン

トで砂利を降ろした帰り、堤防道路を北に走行中に南進してきた対向車と衝

突し、その後堤防を転落し堤防下の民家の石垣に激突した。

20202
30～

49

2007 12

21

～

22

被災者は、道路工事現場事務所において新入警備員の配置等についての打ち

合わせをした後、当該道路工事現場にて就労中の自社警備員に声をかけるた

め、国道の脇のガードレールの間から道路北側の作業現場へ横断しようとし

たところ、国道を西進してきた１２ｔトラックにはねられた。

170201
30～

49

2007 3

3

～

4

工業団地内にて車内で仮眠を取り、翌日トラックを発進させ約４８０ｍ直進

走行したところで、路上駐車中の無人トラックに衝突した。
40301

10～

29

2007 5

10

～

11

被災者は、事業場の軽トラックで国道を走行していたところ、被災者の軽ト

ラックがセンターラインをオーバーしたため、対向車線を走行していた大型

トラックと正面衝突した。

80209
10～

29

2007 11

2

～

3

大型トレーラー（２９．３ｔ積み）に大型角パイプ３本（合計２７．６ｔ）

を積んで国道を走行中、対向車線を越え、ガードレールを突き破り、道路と

平行している水路（石積み、幅２ｍ強、深さ１．５ｍ程度）に転落、横転し

た。

40301 1～9

2007 10

6

～

7

被災者が運転するトラックが交差点を黄色点滅側から直進したところ、右側

から赤色点滅信号の一時停止を怠った乗用車が進入し、被災者トラックの側

面部に衝突し、その反動で被災者は助手席側の窓から投げ出され反転したト

ラックの下敷きとなった。

40301

100

～

299



2007 7

5

～

6

配送が終了したので、会社へ帰社する途中、直進道路をライトバンで走行中

にセンターラインをオーバーしたため、対向車と衝突した。
40301

50～

99

2007 7

2

～

3

自動車道を走行中、バス停に駐車していた大型トラックに後方から追突し

た。
40301

10～

29

2007 12

12

～

13

自動車道トンネル内で、電気設備の保守点検のため、車線規制用の規制車を

停止し、交通誘導員が誘導を行っている中で、規制用の機材の設置を行って

いたところ、一般のトラックが突っ込み、機材の荷下ろしを行っていた被災

者が、相手のトラックと規制車の間にはさまれた。

30301
10～

29

2007 4

16

～

17

荷を４ｔトラックに積み、会社へ戻る途中、国道上やや登り勾配となった左

カーブ地点にて、トラックを運転中の被災者が運転操作を誤り、センターラ

インをオーバーし、反対車線を走行していた４ｔトラックと正面衝突した。

40301
10～

29

2007 12

23

～

24

被災者は、荷物を運ぶため高速道路を走行していたところ、被災者の運転す

るトラックと別のトラック、乗用車の計３台が絡む事故が発生した。
40301

10～

29

2007 11

3

～

4

片側１車線の国道のカーブ付近で、南方向に運転していた被災者のトレー

ラーと、北方向に運転中の対向車トラックが正面衝突して、車両が炎上し

た。

40301 1～9

2007 1

13

～

14

国道の片側一車線、緩やかな坂道のカーブ地点において、被災者の運転する

トラックが対向車線にはみ出し、別のトラックと正面衝突し、道路脇に転落

した。

10805
10～

29

2007 9

6

～

7

事故で渋滞した車列の最後尾の乗用車にトラックが突っ込み、最後尾の乗用

車に乗車していた運転者と助手席の同乗者が死亡し、その前方の２台のト

ラックの運転者も玉突きにより負傷した。事故の２時間前に、現場から約

３．５ｋｍ先で、事故が発生し、通行止めとなり、約２ｋｍ渋滞していた。

80209 1～9

6
事故で渋滞した車列の最後尾の乗用車にトラックが突っ込み、最後尾の乗用



2007 9 ～

7

車に乗車していた運転者と助手席の同乗者が死亡し、その前方の２台のト

ラックの運転者も玉突きにより負傷した。事故の２時間前に、現場から約

３．５ｋｍ先で、事故が発生し、通行止めとなり、約２ｋｍ渋滞していた。

80209 1～9

2007 6

14

～

15

国道上において、被災者の乗った大型トレーラーに軽トラックが衝突し、は

ずみで大型トレーラーが反対車線側の酒店倉庫に突っ込み押し潰された。
40301

30～

49

2007 8

18

～

19

工事現場での作業終了後、被災者が運転する会社所有の作業用トラックに同

僚２人を同乗させ会社の駐車場に向かって国道を走行中、道路左側の案内標

識柱に衝突した。

30108
10～

29

2007 11

8

～

9

国道上において、被災者運転の大型トラック（１１ｔ車、白ナンバー）と大

型キャリアカーが正面衝突した。
80109 1～9

2007 8

8

～

9

建設会社の経理監査業務に向かうため、被災者は乗用車で自動車道走行車線

を走行中、渋滞により車列の最後尾に停車した。そこへ、追い越し車線を走

行してきた大型トラックが前方のバスを追い越そうとして走行車線に車線変

更した際、停車中の被災者の乗用車に追突、乗用車が炎上した。

170209 1～9

2007 3

5

～

6

貨物自動車（１９ｔトレーラー）に積み込んだ荷物（飼料）を運送するため

国道を走行中、被災場所（緩やかな左カーブで上り勾配）の路肩に設置して

あったガードロープを乗り越え、崖下の河川に転落した。

40301
50～

99

2007 12

14

～

15

被災者はトラックでプロパンガスのボンベを個人宅に配達中に、信号機のあ

る十字路の交差点において、直進していたトラックの前部と、右側から直進

してきた乗用車の助手席部分が激突し、被災者のトラックが横転した。

40301 1～9

2007 12

12

～

13

荷（ケース物の塩ビ管２ｔ程度）の運送中、国道バイパスを４ｔトラックで

走行していたところ、前方にいた大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2007 12

23

～

被災者は４ｔトラックに荷物を積み込み高速道路を走行中に、被災者運転の

トラックと乗用車、４ｔトラックの計３台がからむ追突事故となった。病院 40301
30～

49



24 へ搬送されたが死亡した。

2007 1

19

～

20

会社から２名が車で工事現場に向かうため、国道を走行中、対向車線からセ

ンターラインを越えてきたトラックと正面衝突した。
30203 1～9

2007 2

2

～

3

４ｔトラックを運転し、首都高速線上りの左カーブを曲がったところ、ブ

レーキをかけたが間に合わず、渋滞で停止中のトラック２台に追突した。
40301 1～9

2007 4

6

～

7

被災者は、タクシー（乗客なし）を運転し走行中であったが、対向車の２ｔ

トラックが突然センターラインをオーバーして被災者タクシーの側面（運転

席斜め前）に衝突した。

40201

100

～

299

2007 5

5

～

6

被災者は、タンクローリーを用いて所属事業場から、配送先に液化石油ガス

（９１８０ｋｇ）を運搬するために出発し、自動車道の料金所に向かうイン

ターチェンジ合流路左カーブでカーブを曲がりきれず、タンクローリーが横

転した。

40302
30～

49

2007 6

15

～

16

荷物をおろし、帰路の途中、国道上で、左側壁に当車両が接触し、左側の

ガードレールに衝突した。
40301

30～

49

2007 12

7

～

8

作業者３名が４ｔダンプカーに乗車し、会社から現場へ向かう途中、自動車

道ジャンクション付近で道路左側の側壁に衝突し、うち作業者１名が折れた

鉄製手すりに直撃された。

30199 1～9

2007 6

22

～

23

資材置場から別の資材置場に機材を移動するために、２ｔトラックに機材を

積み込み、高速道路を利用して運搬中、機材が荷崩れを起こしたのでこれを

直すためトラックを路肩に駐車して被災者が道路に出たところ、後ろから走

行してきたトラックにはねられた。

30104
10～

29

2007 5

14

～

15

トラックを止め荷卸の作業を行っていたところ、後方より走ってきたワン

ボックスカーに追突され、トラックとの間にはさまれた。
40301

100

～

299



2007 9

17

～

18

被災者は、運行管理者一般講習会受講後、営業所に向かうため、港湾道路を

原動機付自転車で走行していた。交差点において、港湾道路第１通行帯に荷

待のために停止していた大貨トラックが、左折しようと発進したところ、前

方安全確認を怠ったため、トラックの直前に停止していた被災者に衝突し

た。

40301
10～

29

2007 5

22

～

23

トラック（冷蔵冷凍車）で青果を運搬中、赤信号で停止していたトレーラー

に追突し、衝撃でトラック（冷蔵冷凍車）が炎上し、トラック（冷蔵冷凍

車）を運転していた被災者が死亡した。

40301
10～

29

2007 2

5

～

6

配送先へ荷を運搬するため、高速道をトラックで走行中、半径７５ｍのカー

ブに差し掛かったとき、同カーブを曲がりきれず、側壁に衝突、高速道の橋

脚に引っかかり車体が宙づりになった。被災者はトラックから投げ出されて

高架下に転落した。

40301
30～

49

2007 3

11

～

12

病院に医療機器を設置し、ホテルに帰るためライトバンに作業者３名が乗り

国道を走行中、信号が変わり減速していたところ後ろから来た大型トラック

に追突され対向車線に跳ね飛ばされ横転し、１名が死亡した。

80109
30～

49

2007 11

1

～

2

高速道路をトラックで走行中、工事規制帯に駐車していた工事車両（散水

車）が逸走し、規制帯から走行車線に進入したところに、被災者が運転する

トラックが激突した。

150102
50～

99

2007 1

17

～

18

事務所へ戻るために自動車道を走行中に、タイヤがパンクしたため修理しよ

うと車の外に出ているときに、後方から来たトラックに追突された。
170209 1～9

2007 1

19

～

20

被災者が運転するトラックがセンターラインを越えて、反対車線を走ってき

た乗用車と正面衝突した。
40301

10～

29

2007 7

11

～

12

国道を２ｔトラックで走行中、緩やかな左カーブでセンターラインを越え、

反対車線を走行してきた１０ｔトラックと衝突した。
40301

10～

29



2007 12

17

～

18

客先の納品が終了し、会社に戻るため２ｔトラックにて自動車道下り線を走

行中、前を走っていたダンプカーに追突した。
80201 1～9

2007 7

6

～

7

被災者は当該事業場のトラックを運転し、工業用ゴム製品を運送中、３車線

高速道路最右車線を走行していたが、同車線に停止していたトラックをよけ

ようとして、左車線に車線変更しようとしたが、よけきれずにトラックと接

触し、左車線に飛び出し、後方からきたミキサー車に追突された。

40301 1～9

2007 8

5

～

6

屋根の防水材を２ｔトラックで配送先に運搬中、停車中の故障車に追突し

た。
40301 1～9

2007 10

2

～

3

舗装先行工事現場での仕事を終え、会社のダンプトラックで事務所へ戻る途

中、交差点でトラックと衝突した。ダンプトラックに同乗していた者が死亡

し、運転手は負傷した。

30106 1～9

2007 7

17

～

18

訪問先での入浴介護業務が終了し、訪問入浴車で事業場に帰る途中、警報

機、遮断機のない踏切に進入したところ、２両編成の列車と衝突した。５０

ｍほど列車の下で引きずられて停止した。助手席にいた被災者が車内で押し

つぶされ即死した。

130201
10～

29

2007 7

23

～

24

帰社のため、大型トラックで自動車道を走行中、交通事故により渋滞した車

列の最後尾で停車中の大型トラックに追突した。
80109 1～9

2007 6

20

～

21

高速道に入る連絡道路で４ｔ車を運転中、道路右側のゼブラゾーンに停車中

の大型トレーラーに追突した。
40301

30～

49

2007 2

5

～

6

納品先から次の納品先へ向かうため国道上り車線を走行中、運転を誤り中央

分離帯に設置してあるコンクリート製の橋桁に激突した。
40301

10～

29

2
国道交差点において、信号待ちをしていたトレーラーに被災者のトラックが



2007 7 ～

3
追突した。

40301 1～9

2007 3

1

～

2

大型トラック（積載過重約１０ｔ）で国道上り車線を走行していた被災者

が、道路工事渋滞で停車していた車両の列に突っ込み被災した。
40301

50～

99

2007 10

11

～

12

トラックが交差点を右折しようとして横断歩道に進入した際、よそ見をして

いて被災者をひき、被災者は約２～３ｍ跳ね飛ばされた。
80409

10～

29

2007 8

5

～

6

自動車道において、故障で路肩に停車していたトラックに、被災者が運転す

るトラックが追突した。
40301

100

～

299

2007 2

22

～

23

高速道を走行中、前輪がパンクしたため、走行車線上左側に停車しタイヤ交

換を行った。作業終了後、ジャッキ等を片付けている際、後方から走行して

きた車両に追突され、自車両と側壁にはさまれた。

40301
50～

99

2007 4

12

～

13

被災者は、会社を１０ｔトラックで出発した。国道上において道路工事中に

より片側通行になっていたため、前方で停車中だったトラックに気付くのが

遅れ後方から追突した。

40301
10～

29

2007 1

13

～

14

被災者は２ｔトラックを運転し配達先から帰社途中、国道において、２台前

を走行していた大型トラックとその後続車である４ｔトラックが減速した

が、被災者の２ｔトラックは減速することなく４ｔトラックに追突し被災し

た。

40301
10～

29

2007 1

1

～

2

被災者は、２４ｔトレーラー（実重量約１７ｔ）を運転し、国道を走行中、

ゆるい右カーブ（下り勾配）において道路左側約２ｍ下の水田に転落、車体

が逆転し下敷きとなった。

40301
30～

49

2007 4

2

～

3

自動車道の下り車線をトラックで走行中に、前を走っていたトラックに衝突

し被災した。
40301

10～

29



2007 1

15

～

16

下水道管を敷設するために、道路の片側１車線をカラーコーン等によりバリ

ケードをし、工事を行っていた。被災者がこのバリケードの内側で交通整理

（交互通行）を行っていたところに、２ｔトラックがバリケードを突き破り

被災者に激突した。

30110 1～9

2007 1

13

～

14

工事用敷鉄板１９枚（１枚の重さ１．６ｔ）を大型トレーラーを用いて運送

中、急ブレーキをかけたところ、荷台の鉄板が崩壊し、運転席を押しつぶ

し、運転者とその同乗者が死亡した。

40301 1～9

2007 1

13

～

14

工事用敷鉄板１９枚（１枚の重さ１．６ｔ）を大型トレーラーを用いて運送

中、急ブレーキをかけたところ、荷台の鉄板が崩壊し、運転席を押しつぶ

し、運転者とその同乗者が死亡した。

40301 1～9

2007 8

4

～

5

国道を４ｔトラックで走行中、車両が路肩に接触したため、ハンドルを逆に

戻したところセンターラインをオーバーし対向車線を走行してきた大型ト

ラックと正面衝突した。

40301
50～

99

2007 3

18

～

19

事業場から、酒類を納品するために２ｔトラックで県道を走行中、左側に停

車させて、強風のために荷台のビニールシートがはがれていないか確認して

いたところ、後方より走行してきたトラックに追突されてトラックの間には

さまれた。

80209 1～9

2007 12

4

～

5

４ｔトラックで荷物の配送を終えて、自社へ戻るため県道を走行中、セン

ターラインをはみ出して、対向車の１１ｔトラックと衝突した。
40301

50～

99

2007 2

4

～

5

乗用車で新聞配達中、配達先の住宅から別の住宅に向かうため国道に出たと

ころ、国道を走行してきたトレーラーと衝突した。
80205

10～

29

2007 3

3

～

4

最大積載量３．１５ｔトラックで本社営業所から建築資材（塩ビ管）を運ん

でいた被災者が、国道上で、前方の信号が赤から青に変わったため減速せず

に走行した際、信号で徐行していたトレーラに気付いて急ブレーキをかけた

が間に合わず、そのまま追突した。

40301
50～

99



2007 3

9

～

10

被災者は顧客に軽ワゴン車で商品配送した帰路、交差点に進入したところ、

右側から走行してきたトラックが軽ワゴン車右側面に激突し、被災者が死亡

した。

11209 1～9

2007 7

5

～

6

事業場から現場へ空のコンクリートミキサー車で向かう途中、県道の右カー

ブを曲がりきれず、左側のガードレールを突き破り、約１０ｍ下の畑に転落

した。被災者は、転落時に車外へ放り出された。

40301 1～9

2007 5

7

～

8

高架橋補修工事のため、工事箇所の下になる自動車道で交通誘導を行ってい

た作業者が、工事車両（トラック）を誘導中、バックしてきたトラックに激

突されて倒れ、トラックの左後輪にひかれた。

170201
30～

49

2007 10

5

～

6

国道上り車線を貨物自動車で走行中、前方を走行していた貨物自動車に追突

した。
40301 1～9

2007 7

23

～

24

交通事故の影響で渋滞し停車していたトラックに被災者のトラックが追突し

た。
40301

30～

49

2007 3

12

～

13

下り車線を走行中の４ｔ車がセンターライン（グリーンベルト）を越え、上

り車線を走行中の被災者の運転する大型車に正面衝突した。
40301

10～

29

2007 7

12

～

13

工場からスクラップの機械（プレス重さ約９ｔ）を大型トラックで運搬する

途中、自動車道ジャンクションにおいて大型トラックが、ガードレールを突

き破り、道路外で横転、被災した。

80109
10～

29

2007 12

3

～

4

一般国道を南進していた被災者が、交差点で信号待ちのために停車していた

トラックに追突した。
40301

10～

29

2007 5

2

～

3

貨物自動車を運転し、食料品を運送するため、国道を走行中、赤信号で停止

しようとしていた１０ｔ貨物自動車に追突し、更に前方を走行していたワン

ボックスカーに衝突した。

40301
50～

99



2007 11

3

～

4

自動車道（片側１車線）をトラックにて走行中、左カーブに入ったとき、タ

イヤがスリップし、道路右側の中央分離帯に接触後、道路左側のガードレー

ルに激突し、反動により対向車線に侵入し、対向車線を走行してきたトラッ

ク２台と衝突して被災した。

40301
50～

99

2007 6

22

～

23

国道を走行中、赤信号で停車していた大型トラックに追突した。 40301 1～9

2007 3

2

～

3

国道において、被災者のトラックが右折しようとして停車していたところ、

後続のトラックが荷台の左側に追突、その弾みで被災者のトラックが対向車

線に押し出され、対向してきた大型トラックと正面衝突した。

40301
50～

99

2007 4

22

～

23

国道上り線を４ｔトラックで走行中、センターラインをオーバーし、大型ト

ラックと正面衝突した。
40301

50～

99

2007 9

11

～

12

被災者は、自動車道下り線（片側１車線）において、４ｔの保冷車を運転

中、道路舗装工事のため片側交互通行となっていた場所で、工事係員の指示

で停止していた大型トラックに追突した。

40301
50～

99

2007 8

6

～

7

４ｔ冷凍車で県道を走行中、信号感知器、街路樹、水銀灯に激突し信号付の

交差点を通過したところで横転した。
40301

10～

29

2007 7

8

～

9

被災者は、壊れたガードレールの復旧工事のため、同僚５名とトラック２台

で工事場所付近の国道の歩道（幅員約６ｍ）に乗り付け、トラックを降り

て、車道をはさんでほぼ真向かいの工事場所へ向かおうとして幅員約１２ｍ

の同国道の車道を歩いて横断していたところ、左側から黄信号で直進してき

た２ｔトラックにはねられた。

30309 1～9

2007 6

11

～

12

工事現場に軽自動車で向かう途中、国道で右折しようと停車していたとこ

ろ、大型トラックに追突され、対向車線にはみ出し、対向車線を走行してき

たダンプトラックと正面衝突し、衝突のはずみで電信柱に激突した。乗車し

ていた２名のうち助手席に乗っていた被災者が死亡した。

30199
10～

29



2007 1

6

～

7

２ｔ保冷車に牛乳などの日配食品を積載し、自動車道下り線を走行中、見通

しの良い片側二車線の緩い下り直線の走行車線を走行中に先行車両（２５ｔ

貨物）に追突した。

40301
30～

49

2007 9

2

～

3

積載荷重６．５ｔの保冷車で国道を北進中、緩やかな左カーブで対向車線に

はみ出し、道路脇の民家のブロック塀に衝突した。
40301

10～

29

2007 4

8

～

9

北進中の大型トラックが対向車線にはみ出し、南進中の大型トラックと正面

衝突した。
40301

10～

29

2007 10

11

～

12

被災者は旅館敷地内で普通トラックから荷下ろし作業を行っていたところ、

同旅館内に品物を運ぶため停車させていた別業者の普通トラックが無人のま

ま動き出し、坂道を下り被災者に激突し、自社の普通トラックとの間にはさ

まれた。

80109
10～

29

2007 2

3

～

4

被災者は、冷凍車を運転して自動車道を走行中、前方を走行していた大型ト

ラックに追突した。
40301

100

～

299

2007 10

3

～

4

国道の交差点で、被災者の運転する１０ｔトラックが、赤信号で停止しよう

としていた別の運送会社のトラックに追突した。
40301 1～9

2007 12

3

～

4

被災者が運転する普通貨物自動車が、凍結路面でスリップして対向車線には

み出し、路肩脇にある路端を示す支柱に激突した後に斜面に乗り上げて横転

し、衝撃で車外に投げ出され、対向車線を走行してきた１１ｔトラックには

ねられた。

170209 1～9

2007 9

19

～

20

トレーラーのヘッドのみで県道を走行していたところ、片側２車線の上り坂

で、左側路肩から約１ｍ下の空地に転落横転した。
40301

10～

29

13
被災者は、製材品を積み込んだ後に会社へ戻るため国道を走行していた。走



2007 12 ～

14

行方面前方で片側交通規制のため停車している小型トラックに追突し、その

反動で対向車線にはみ出して対向のトレーラーと正面衝突し、その衝撃で車

外へ放り出され自車の左前輪にひかれた。

40301
30～

49

2007 2

5

～

6

信号機の設置された片側２車線の国道交差点において、信号機が赤になった

ため、センターライン寄りを走行していた乗用車３台、トレーラー（被害車

両）が順次、減速した。被害車両後方を走行していたトレーラー（加害車両

同）が停車しきれず、被害車両の後部に追突し左手車線にはみ出した。加害

車両運転手が死亡し被害車両運転手が軽傷を負った。路面は濡れていたが、

凍結はしていなかった。

40301

100

～

299

2007 6

7

～

8

道路維持業務のため、軽トラックを運転し現場に向けて町道を走行中、左

カーブで反対車線側の路外に逸脱する事故を起こした。事故（約１時間）

後、通行人に発見された。現場路面は乾燥、ブレーキ痕は無く、発見時の状

況からシートベルトはしていなかった。

30199
30～

49

2007 8

4

～

5

大型トレーラーを運転していた被災者は、国道直線地点で対向車線にはみだ

し、対向車の大型トレーラーと正面衝突した。
40301

10～

29

2007 7

17

～

18

被災者はフェリー乗船港へ向かって自動車道を走行中、中央分離帯のボック

スレールに衝突した。
40301

10～

29

2007 10

22

～

23

被災者は国道を走行中、センターラインをはみ出し、対向車のトレーラーと

正面衝突した。
40301

10～

29

2007 8

13

～

14

片側道路規制をし、交通誘導をしていた被災者に、トラックが突っ込み、被

災者をはねた。
170201

10～

29

2007 8

21

～

22

国道上において、反対方向から走ってきたトラックが対向車線をはみ出した

ため、作業者が運転するトラックと正面衝突した。
40301 1～9



2007 7

15

～

16

建築現場から回収した建築廃材を積載形トラッククレーンに積載して、自社

のリサイクルセンターに向けて国道を走行中、交差点で信号待ちのため停車

中のトレーラーに追突した。

150102
10～

29

2007 3

10

～

11

被災者は引越し荷物を積んだ４ｔウィング車で本社を出発し、交差点を右折

したところ、対向してきた４ｔトラックと衝突し、車外に放り出され自車と

ガードレールの間にはさまれた。

40301
10～

29

2006 11

15

～

16

被災者は、当該災害発生場所付近において、渋滞のため停車していたとこ

ろ、車列の最後尾のタクシーに４トントラックが追突し、玉突き状態とな

り、車列の最後尾から２番目に停車していた被災者が死亡した。

80209 1～9

2006 12

10

～

11

大型トラックが高速道路の下り線のほぼ直線の道路を走行中に、路肩に停止

していた被災者のトラックの後ろに衝突した。
40301 1～9

2006 4

22

～

23

貨物自動車でコンビニエンスストア配送センターを出発し、順にコンビニ店

舗へ荷を降ろした後の帰路途中、路上において、相手方貨物自動車と正面衝

突した。

40301
30～

49

2006 12

10

～

11

被災者は高速道路（片側２車線道路）を走行中、下り勾配左カーブを曲がり

直線に入ったところで、追越し車線が規制され走行車線が渋滞しているのに

気付き、急ブレーキをかけたが間に合わず、渋滞最後尾の大型トラックの左

後ろをかすめて左側に回避した後、左側路肩の法面に左タイヤを乗り上げ走

行し大型トラックとその前２台の車を避けたところで横転し、その前に停車

していたライトバンに衝突した。

40301
30～

49

2006 12

0

～

1

被災者は、被災当日朝に車庫を出発し、客先に荷物を運搬した。 昼頃納品が

終了したため会社に帰社する旨の電話を掛けた後、国道を空荷で走行中、信

号待ちで停車していたトラックに後方から追突した。

40301 1～9

2006 12

17

～

18

勤務先の作業が終了した被災者は、事務所に戻る途中、横断歩道で右折して

きたトラックにひかれた。 事故当時、豪雨であった。
10101

10～

29



2006 12

9

～

10

塗装工事現場を施工するため、トラックに機械を積んで労働者３名で現場へ

向かっている途中、トラックが車道を走行中に車道の左脇にあった樹木に衝

突し、助手席に搭乗していた被災者が死亡し、運転手及び同乗者が軽傷を

負った。

30209 1～9

2006 12

5

～

6

被災者は配送のため自社４トン冷凍車を運転して事業所を出発し配送先に向

かっていたが、交差点で信号待ちで停車していた大型トラックに追突した。
40301 1～9

2006 12

23

～

24

国道及びその隣接地において被災者を含む６名の作業員が工事を行っていた

ところ、走行してきた４ｔトラックが現場付近に配置していた交通誘導員の

制止を振り切り作業場所に突入、被災者をはねた。

30301 1～9

2006 12

8

～

9

高速道路の走行車線を大型貨物自動車が、前方を走行していた普通貨物自動

車に追突した。
40301

10～

29

2006 7

3

～

4

国道を４トントラックで走行中に、道路標識に正面衝突した。 40301
10～

29

2006 12

14

～

15

被災者はダンボール製箱を納入するため、納品先へ４トントラックを運転し

現地へ向かった。納品先へ到着し入場門守衛所前にトラックを止めて入門手

続していたところ、止めた場所が下り坂であったためトラックが動き出し、

被災者がトラックの後ろに回って止めようとしたが間に合わず、トラックの

バンパーと納入先の公道を挟んだ向かい側にあるブロック塀との間に挟まれ

た。

40301
30～

49

2006 12

3

～

4

国道の交差点上で、被災者運転のトラックが信号待ちをしていたトラック

（１３トン）に追突した。
40301

50～

99

2006 12

5

～

6

国道を走行していた大型トレーラーが道路側面の擁壁を乗り越え海岸に転

落、運転手が全身を強打した。
80109

10～

29



2006 12

3

～

4

荷受先に向かうため国道を４トントラックで運送中、交差点で信号待ちをし

ていた大型トレーラーに追突した。
40301

30～

49

2006 10

6

～

7

被災者は、新聞配達のためバイクを運転して道路を走行中、交差点から飛び

出してきた軽トラック車と衝突した。
80205

10～

29

2006 12

5

～

6

大型トレーラーで道路を走行中、縁石に乗り上げ道路標識２本をなぎ倒して

旅館に突っ込んだ。被災者（運転者）は車外に投げ出された。
40301

10～

29

2006 11

8

～

9

被災者ら４名は、２台のトラックに２名ずつ分乗し、会社から工事現場に向

かう途中、対向車線を走行してきた大型保冷車がセンターラインをはみ出

し、そのまま２台と相次いで正面衝突した。

30202 1～9

2006 12

5

～

6

被災者は２ｔトラックを運転し、納入先に荷物を配送するため、事業場を出

発し、三車線の高速道路の中央車線を走行していたところ、急に後部車輪が

ロックし、左側にハンドルを取られてガードロープに接触し、その反動で横

転したところへ後方から走行してきた大型トラック（１３ｔ）が避けきれず

にキャビン部へ追突した。

40301
30～

49

2006 12

4

～

5

国道を運行中、交差点で信号待ちをしていたところ後続のトラックに追突さ

れ、前方に大型の先行車両が信号待ちで停車中であったところに後続車両の

追突により運転席側が先行車両に激突した。

40301

100

～

299

2006 12

4

～

5

被災者は、木材を積み込んだ大型トレーラー（全長約１６ｍ、最大積載量２

５ｔ）を運転し、目的地へ向かう途中、国道（片側１車線）の左カーブ（な

だらかな下り坂）を曲がりきれず、反対車線を横切り、反対車線側の山の斜

面に乗り上げた後、反対車線側の防護柵を突き破り、道路から約４ｍ下の空

き地に転落した。

40301 1～9

8

被災者は、工事現場で使用する機材を取りに行くため、１０ｔダンプトラッ

クを運転して町道（幅３～４メートル）を下り方面に向かって走っていたと



2006 12 ～

9

ころ、上り方面に向かってきた４ｔトラッククレーンと向かい合わせとなっ

た。被災者は、後方にある退避スペースですれ違いをしようとして後進した

ところ、左側車輪を脱輪し、６４メートル下方の河原に車体ごと転落し、運

転席から投げ出された。

30106
10～

29

2006 12

12

～

13

被災者が運転するトラックが高速道路を走行していたところ、渋滞の最後尾

のトラックに追突した。
40301

50～

99

2006 12

22

～

23

電気工事を終了し、工事現場からライトバンにて事業場へ戻る途中、国道の

交差点で右折しようとしていた大型トレーラーに追突し、ライトバンを運転

していた労働者と同乗していた労働者の２名が死亡した。

30301
10～

29

2006 12

22

～

23

電気工事を終了し、工事現場からライトバンにて事業場へ戻る途中、国道の

交差点で右折しようとしていた大型トレーラーに追突し、ライトバンを運転

していた労働者と同乗していた労働者の２名が死亡した。

30301
10～

29

2006 12

13

～

14

スーパーに水産加工品を納品するため、４．５ｔ保冷車で国道を走行中、赤

信号で停車していたダンプに追突し、当該保冷車を運転していた労働者と同

乗車の２名が死亡した。 追突されたダンプの運転手１名も負傷した。

80109
10～

29

2006 12

13

～

14

スーパーに水産加工品を納品するため、４．５ｔ保冷車で国道を走行中、赤

信号で停車していたダンプに追突し、当該保冷車を運転していた労働者と同

乗車の２名が死亡した。 追突されたダンプの運転手１名も負傷した。

80109
10～

29

2006 12

16

～

17

工事作業を終わり資材置場兼駐車場に帰る途中、前方の右折しようとしてい

た軽自動車に気づかず追突し、反対車線に飛び出したところ対面のトレー

ラーに衝突した。

30110 1～9

2006 5

0

～

1

４ｔトラックの荷台にトラクターを積み移動中、運転手が道を間違え、急ブ

レーキを踏んだため、荷台上のトラクターが滑動し、荷台に乗っていた被災

者がトラクターとトラックのプロテクターの間に挟まれた。

60101 1～9

2006 12

6

～
インターチェンジ付近で本線への進入路を走行中、カーブを曲がりきれず、

ガードレールに衝突した。
40301

50～

99



7

2006 11

15

～

16

国道トンネル入口付近において、４トントラックが渋滞で停車していた最後

尾のタクシーに追突し、同タクシーが押し出されて前方に停車していたト

レーラー、自家用乗用車、４トントラックの順に玉突き追突をして、タク

シー運転手、２トントラック運転手の２名が死亡、自家用乗用車の運転手及

び最後に追突された４トントラックの運転手の２名が軽傷を負った。

40201

100

～

299

2006 12

5

～

6

被災者が３ｔトラックで国道を西に走行中、高速道路高架下で仮眠のため停

車していた１０ｔトラックに追突した。
40301

50～

99

2006 9

5

～

6

４トントラックにて、荷物を運搬する途中、高速道路パーキングエリア出口

付近で、事故で渋滞していたトラックＡに追突した後、当該パーキングエリ

アより出てきたトラックＢに接触し、中央分離帯に衝突した。

40301
30～

49

2006 12

0

～

1

被災者は、同僚１名と共にゴミの収集作業を行っていたが、住宅地区で、袋

小路の奥にある住宅のゴミを収集するため、同僚が運転するごみ収集車の後

方で、誘導作業を行っていたところ、ごみ収集車に轢かれた。

150103
30～

49

2006 10

4

～

5

荷物を運ぶため国道を走行中、信号待ちをしていたトレーラーに後方から追

突した。
40301 1～9

2006 12

4

～

5

事業場へ熱延コイル（３コイル、２５．５トン）を大型トレーラーで輸送

中、国道の左カーブを曲がりきれず、対向車線にはみ出し、ガードレールを

突き破って横転した。

40301
300

～

2006 12

8

～

9

被災者は、市内の事業場から金属バリをトラック（普通貨物自動車）に積ん

で自社へ運搬途中、交差点で信号待ちしていた乗用車に追突した。
150102

10～

29

2006 12

16

～

17

被災者は無線中継局の施工不良個所の巡回点検工事を行っていたが、作業終

了後に宿泊先に４ｔトラック（トラック積載型小型移動式クレーン）で移動

中、国道において、点検のため路肩に停車中の大型トレーラーに追突した。
30301 1～9



運転者が負傷し、助手席に同乗していた被災者は死亡した。

2006 12

10

～

11

高速自動車道下り線で、走行車線規制を実施しつつ、走行車線右側の白線引

きを行っていた。作業はマーカー車により行い、運転手、オペレーター（作

業車右側のステップに乗車）、材料等調整者と品質管理者（後部ステップに

乗車）の４名が従事していたところ、１１ｔトラックがマーカー車の右側部

に追突し、オペレーターと材料調整者が被災し、オペレーターが死亡した。

30199
10～

29

2006 11

18

～

19

倉庫新築工事現場での作業を終え、被災者らがトラックで、同事業場に帰る

途中の市道上において、ハザードランプをつけないで停車していた１０トン

トラックを追い越そうとした際に１０トントラック後部に激突した。

30201 1～9

2006 11

17

～

18

被災者が片側２車線の国道の追越車線を軽トラックで走行中、前方で右折待

ちをしていたダンプトラックに追突した。
30302 1～9

2006 11

13

～

14

工場へ製品を配送途中、標識点検工事のため車線規制で渋滞し停車していた

車両に追突した。
11209

30～

49

2006 11

15

～

16

高速道路において被災者の４ｔトラックが追い越し車線走行中、同車線でラ

イン引き工事を行っていた大型トラックに追突した。
40301

100

～

299

2006 11

17

～

18

被災者は、２トン保冷車を運転して配送業務を行ない、配送を終えて会社へ

戻るため走行していたところ、反対車線を走行してきた２トンダンプが車線

をはみ出し、被災者の前を走行していた軽自動車と被災者の車両に相次いで

衝突し合計４台の事故となり被災した。

80109
10～

29

2006 11

5

～

6

国道にて渋滞により停車中、後方より大型トラックに追突され、弾みで前方

のトレーラーに衝突した。
40301 1～9

2006 9

10

～
被災者は県道においてガードレールの補修作業に従事していたところ、走行

中の大型トラックにはねられた。
160101

100

～



11 299

2006 11

3

～

4

被災者はサッシガラスを運搬するために３ｔ車両積載形トラッククレーンで

県道を西進中、市道を南進していた大型トラックが点滅中の赤信号を一時停

止せず交差点へ進入したため、被災者の運転する車が大型トラックの側面へ

衝突した。

40301 1～9

2006 11

4

～

5

前日の夕方に１０トントラックに電化製品を積み込み、被災当日の午前１時

すぎに自宅を出てトラック置き場へ行き、同トラックを運転して国道を走行

中に、下り左カーブにおいて対向して来た砂糖運搬のトレーラーと衝突し

た。

40301
10～

29

2006 11

9

～

10

被災者が検針業務で原動機付自転車に乗っていたが、信号機の無い交差点

で、直進していたところ、進行方向に向かって右側より２ｔトラックが一時

停止をせずに交差点に進入し接触した。

80204 1～9

2006 11

2

～

3

高速道路で１０トントラックが乗用車に追突し、乗用車は大破し走行車線上

に斜めに停車した。その後、乗用車の前方にトラックを停車させ、トラック

から降りて乗用車の後方に立っていたところ、走行車線を走行してきた後続

の１０トントラックに追突され、停車していた10tトラックと乗用車の運転

手が死亡した。

40301
30～

49

2006 11

23

～

24

４ｔトラックを運転し、国道を目的地に向け走行中、反対車線を走行してき

た３ｔ保冷車がセンターラインを越えて正面衝突した。
40301

10～

29

2006 11

7

～

8

被災者は、会社所有の２トントラックを運転し、生イカを購入後、商店へ納

品するため、国道を走行中、対向車線をはみ出し、１０トン清掃車と正面衝

突した。

10102
30～

49

2006 11

5

～

6

国道の走行車線で、被災者の運転する大型トラック（１４．５トン）が渋滞

中の車列に衝突し、計３台が絡む交通事故となり、被災者と衝突されたト

ラックの運転手の２名が死亡した。

40301
30～

49

0 被災者はトラックで高速道路の追越車線を走行中、走行車線側に車線変更し
50～



2006 11 ～

1

ようとした際に、走行車線を走行していた軽自動車と接触し、さらに道路の

側壁（防音壁）に正面から衝突した。

40301
99

2006 11

0

～

1

国道を大型トラックにて走行中、渋滞により停車していたタンクローリーに

追突した。
80109 1～9

2006 10

16

～

17

被災者が市道（優先道路）を営業車で走行中、対向車線を走行していた４ト

ントラックが脇道から進入してきた２トントラックに激突されたはずみで車

線を横断し、被災者の車に激突した。

90201
50～

99

2006 9

12

～

13

片側１車線の公道で右折する為に停車中、後方より前方不注視の大型貨物車

が追突、反対車線に押し出されたところを直進してきた別の大型貨物車に衝

突された。

80202
50～

99

2006 10

22

～

23

被災者は、中型トラックで客先に電機関係部品を運搬中、国道の交差点にお

いて、赤信号で停止していた大型トラックに追突した。
40301

30～

49

2006 2

9

～

10

被災者は工場改修工事に向かうため、ダンプトラックの助手席に同乗してい

たが、ダンプトラックが交差点手前で信号待ちをしていたトラックに追突し

た。 その衝撃で、荷台に積んでいたコンプレッサーが滑り助手席の後部のプ

ロテクターごと被災者に激突した。

30309
10～

29

2006 2

9

～

10

工場改修工事に向かうため、ダンプトラックを運転していた被災者は、交差

点手前で信号待ちをしていたトラックに追突した。
30309 1～9

2006 10

3

～

4

被災者は目的地へ向けてトレーラーを運行中、国道で左カーブを曲がりきれ

ず、右側に横転し、被災した。
40301

30～

49

2006 10

7

～

8

スーパーへ卵を輸送するため４ｔの保冷車を運転し、高速道路の追い越し車

線を走行していたが、走行車線へ車線変更したところスリップし、左側の

ガードロープに接触し転倒した。

40301
10～

29



2006 10

23

～

24

同僚と二人で、帰社の為同僚が運転する自社の乗用車で高速道路から自動車

道へ入った。右車線走行中左車線からトラックが幅寄せし右へ回避して、中

央分離帯へ接触した。前輪右側のタイヤが破損した為、車道左側の路肩へ停

車し被災者がタイヤ交換を行っている最中に、後方から来たトラックにはね

られた。

10109

100

～

299

2006 10

11

～

12

国道上で渋滞のため停止していた被災者を含む３台の後方から停止のため減

速していたトラックにさらに後方から来たトラックが追突し、５台の多重追

突事故が発生した。被災者は２ｔトラックを運転しており、救急車で搬送す

る途中、死亡した。

40301 1～9

2006 10

21

～

22

勤務先から目的地へ１４トントラックにて荷を取りに行く途中、左カーブで

反対車線のガードレールを突き破り、約６ｍのがけ下へ転落した。 現場は蛇

行が続く山道であった。

40301 1～9

2006 10

11

～

12

高速道路の出口で、信号待ちで停車していたトラック（１３トン）に、被災

者の運転するトラック（３．３トン）が追突した。
40301

30～

49

2006 10

23

～

24

目的地まで荷物を搬送するため、国道を走行中、交差点で信号待機中の２台

のトラックに追突した。
40301

30～

49

2006 10

11

～

12

タクシー運転手が客を送っていった帰りに、片側一車線の緩やかなカーブを

抜けた直線でセンターラインをはみ出してきたトラックに正面衝突された。
40201

10～

29

2006 9

17

～

18

商品を引き取りに行き、県道を２トントラックを運転して事業場へ戻る途

中、下りの左カーブを廻りきれずに横転し、反対車線の電柱に衝突した。
40301

10～

29

2006 9

4

～

5

国道をトラックにて走行中、交差点で信号待ちをしていたトラックに追突し

た。
40301

10～

29



2006 9

6

～

7

１０ｔダンプで建設現場に砂を運搬するため、国道を走行中、トンネル出口

付近において、センターラインを越えて対向してきた４ｔトラックと正面衝

突し、双方の運転手が死亡した。相手方運転手は冷凍食品を運搬中であっ

た。

40301
30～

49

2006 9

15

～

16

自転車で夕刊配達中に交差点を横断中、右折してきたトラックと衝突した。 80205
10～

29

2006 9

20

～

21

８．７トントラックで荷を運搬中、国道の左カーブ下り坂にて、センターラ

インを超えて反対車線の道路脇コンクリート壁に激突した。
40301

50～

99

2006 9

18

～

19

被災者は、当日目的地までワゴン車を運転し客先に荷物を届け、戻るため高

速道路を走行していたところ、前方を走行していた乗用車がガイドロープ支

柱に衝突し、その弾みで中央分離帯のガードレールにぶつかり停止した。被

災者は左車線に車を止め、乗用車の運転席に近づいたところ、後方から来た

４トントラックにはねられた。

50101
10～

29

2006 9

13

～

14

午後１２時３０分頃、配送作業を終え、帰社途中に高速道路において、３車

線の一番左の車線を走行中、故障のため停車していたトレーラーに追突し

た。

40301 1～9

2006 8

1

～

2

４ｔトラックに荷（家具）を積み、会社を出発し、高速道路を走行中、前方

を走行していた１０ｔトラックに追突した。
40301

10～

29

2006 9

13

～

14

被災者は配送先から会社に帰るため、国道を走行中、信号待ちで停車してい

たトラックに追突した。
40301

50～

99

2006 9

11

～

12

被災者は、市場からトラック（３ｔ車）に荷物を積み、会社に運ぶため、自

動車道下り車線の一番左車線を走行中、２台前の普通貨物自動車がエンジン

トラブルにより路肩に移動しようと減速した。その際、その後ろを走ってい

た大型トラックも減速したため最後尾を走行していた被災者がその大型ト

80109
10～

29



ラックに追突した。

2006 9

4

～

5

高速道路を目的地へトラックにて走行中、停車中の車両に追突した。 40301

100

～

299

2006 9

6

～

7

国道のトンネル出口付近で、被災者が運転する４トントラックと建設会社の

土砂運搬用ダンプが正面衝突を起こし、双方の運転手２名が死亡した。
40301

10～

29

2006 9

10

～

11

被災者が３トンごみ収集車を運転して同僚と２名にて古紙回収を行っている

とき、１２メートル下の山林に転落し、車と木にはさまれた。また、助手席

に乗っていた同僚も、負傷した。

150102

100

～

299

2006 9

15

～

16

県道の舗装工事において、片側２車線の道路を１車線規制し、車線のライン

消去作業中、制限速度をオーバーしたトラックが規制区域内に突進し、当該

規制区域内で工事車両の誘導していた被災者をはねた。

30106
30～

49

2006 7

5

～

6

出勤時間が１時間遅れた被災者は、４トントラックを運転して、定時に出発

した先行車の手伝いに向かっていたところ、停車中のトラックに追突した。
40301

50～

99

2006 9

1

～

2

高速道路のカーブにおいて、被災者運転のトラックが横向きの状態で下り線

２車線をふさぎ、そこに後続のトラック等が次々と衝突し、被災者が死亡し

た。

40301
30～

49

2006 9

1

～

2

先頭を走っていたと見られる大型トラックがスリップし、横転したところ

に、後続の車両が次々と衝突、被災者のトラックを含む計２１台が絡む多重

事故となり、被災者が死亡した。

40301
30～

49

2006 9

14

～

15

国道で、被災者がトラックを運転中、信号待ちしていたトレーラーに追突し

かけたためとっさに避けようとしたが追突し、追突後もそのまま左斜め前方

に前進し約３０ｍ先の縁石に衝突した。

40301
10～

29

2006 8

0

～
医薬品搬送のため、４ｔトラックを運転し、国道を目的地へ向かう途中、停

車中の大型トラックに追突した。
40301

10～

29



1

2006 9

10

～

11

客先宅へ訪問する際に、客先宅付近の国道上に自動車を停車させ、自動車の

右側（車道側）に立って後部座席に積んでいた荷物を客先に持っていくため

に準備していたところ、後方から走行してきたトラックに衝突された。

90103
10～

29

2006 7

13

～

14

被災者等は軽自動車に乗り、客先に向って営業所を出発した。途中、国道を

走行しているとき、信号機が赤に変わったので停止していたところ、後続の

４ｔトラックが被災者等の乗っていた軽自動車に追突した。

90103
30～

49

2006 9

11

～

12

２ｔトラックで宅配便の集配作業中、国道から集荷取次店のガソリンスタン

ドに入ろうとしたところ後続の大型トラックに追突された。
40301

30～

49

2006 9

4

～

5

国道と小道が交わる、信号及び横断歩道のない十字路交差点で、国道から右

折して小道に進入しようとしたトラックが、新聞配達のため小道を渡ってい

た被災者の乗る自転車をはねた。

80205
30～

49

2006 5

2

～

3

出荷の為、普通貨物自動車により港へ向かう途中、信号待ちで停車中の大型

貨物自動車に追突した。
40301

10～

29

2006 6

22

～

23

国道を大型トレーラーに鋼材（型鋼）を積んで走行中、急ブレーキをかけた

ところ、積荷の鋼材が前方にずれ運転席を押し、運転者がハンドルとシート

に挟まれた。

40301
10～

29

2006 8

6

～

7

タンクローリーを運転し、事務所に向かい国道を走行中、対向車線にはみ出

し、トラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2006 8

5

～

6

高速道路のカーブを曲がりきれなかったトラックが、ガードレールに衝突し

横転した。そのため、トラックの運転手がトラックから投げ出され、運搬し

ていた塩化ビニール（粉末状）が運転手にかかった。

40301 0

2006 6

6

～ 国道を４トントラックで運転中、駅前の信号機に激突した。 40301
10～

29



7

2006 6

5

～

6

前日の２０時に出社し、トラックに乗り引越し先へ向かって高速道路を走行

中、インターチェンジ付近で事故で渋滞していた最後尾の車に追突した。
40301

10～

29

2006 8

13

～

14

被災者は労働者を軽トラックで会社所有の畑に送った後、畑から会社に戻る

途中道路（幅約５ｍ）右端のコンクリート製電柱（会社事務所から約１１０

メートル）に激突した。

10109
10～

29

2006 8

8

～

9

１．５トントラックを運転し、当事業場から目的地へ自動車部品の納品のた

め、片側三車線の高速道路を走行中、事故渋滞で中央の車線で停車していた

ところ、後方からきた大型トラックに追突された。この追突により渋滞で車

列していた計７台の自動車が玉突き事故となった。

40301 1～9

2006 7

21

～

22

高速道路で目的地に向かう途中、左側壁に衝突し、はねかえり中央分離帯に

衝突後、また、はねかえり左側壁に衝突した。
40301

10～

29

2006 8

7

～

8

被災者が、乗用車で建替工事現場へ向う途中、飲酒運転を行っていたタンク

車が、右側にはみ出し正面衝突した。
30201

10～

29

2006 8

14

～

15

非常勤職員としてホームヘルパーの業務に従事していた被災者が、訪問介護

の一環で、患者を近くの診療所へ連れて行く途中、トンネル内で、対向する

２ｔトラックと正面衝突した。

130201
10～

29

2006 7

5

～

6

荷物を、目的地へトラックにて輸送中、高速道路のトンネル内の右追い越し

車線に故障停車していたトラック（運転手は退避）に後方から激突し、その

はずみでトンネルの左側壁に激突した。

40301
30～

49

2006 8

4

～

5

乳製品を積んで目的地に向かっていた大型トラックと対向してきた普通乗用

車が正面衝突し２台とも５～１０ｍ下の崖下に転落した。
40301

10～

29

12
店改装工事現場から道路向かい側のコンビニエンスストアに買物に行き、戻



2006 7 ～

13
るため道路を横断していたところトラックにはねられた。

30201 1～9

2006 7

2

～

3

１１ｔ冷蔵トラックを運転中、燃料切れで路側帯に３分の１程度入って停車

していたトレーラーに追突した。
40301

30～

49

2006 7

9

～

10

高速道路上り線にて乗用車を運転中に、インター料金所から入る進入路と本

線の合流地点よりやや西の付近で大型トラックが乗用車に追突し、そのはず

みで乗用車が前にいた普通トラックに追突、このトラックがさらに大型ト

レーラーにも追突した。乗用車は炎上し、運転者と同乗者が死亡した。

11301
50～

99

2006 7

9

～

10

高速道路上り線にて乗用車を運転中に、インター料金所から入る進入路と本

線の合流地点よりやや西の付近で大型トラックが乗用車に追突し、そのはず

みで乗用車が前にいた普通トラックに追突、このトラックがさらに大型ト

レーラーにも追突した。乗用車は炎上し、運転者と同乗者が死亡した。

11301
50～

99

2006 7

16

～

17

労働者２名にて、仕事を終えトラックにて帰社途中、車線変更していたとこ

ろ、３車線目に駐車していた１１ｔトレーラーの後部に追突。 助手席側が大

破し、助手席に同乗していた被災者が死亡。

11702
10～

29

2006 8

14

～

15

国道を被災者が４ｔトラックで走行していたところ、赤信号のため停止して

いた大型トラックに追突した。
40301

30～

49

2006 7

13

～

14

被災者は食品配達のため軽保冷車を運転し走行中、運転を誤り橋の欄干に激

突した。
80209

30～

49

2006 7

9

～

10

国道のトンネル内を目的地へ配達する為に走行していたところ、トンネル出

口の信号で渋滞し、停止していた車輌に追突した。
40301

10～

29

2006 6

16

～

国道（見通しの良い片側１車線）において、走行していた被災者運転のト

ラック（最大積載量８４０ｋｇ）が、センターラインを越え、対向車線を走 80209
10～

29



17 行していたトラック（１１ｔ）と正面衝突をした。

2006 6

5

～

6

トラックにより目的地に向かう途中、高速道路インターチェンジ付近の料金

所のコンクリートガードに接触しながら、ＥＴＣゲートを通り過ぎ、約７０

ｍを走行し道路わきのガードレールを突き破って、約４ｍ下方の市道に転落

した。

40301 1～9

2006 7

1

～

2

上り走行車線で緊急舗装補修の為、本線規制を行い補修作業を行っていた。

規制終点側のカラ－コ－ンが一般車両により飛ばされたため、労働者が１人

で資材車に乗り、コ－ンを直した後、バックで戻ろうとしていたとき、途中

でマ－キング作業をしていた被災者をひいた。

30106
10～

29

2006 7

15

～

16

被災者が運転し他1名が同乗した軽自動車が、公園北側の入り口に到着した

が、入り口付近にタクシーが駐車していたので、入り口扉の手前の道路中央

に駐車し、被災者が運転席から降りて、入り口扉を開場するため扉に向かっ

た。同乗者が軽自動車を扉に近づけるため運転したが、軽自動車が暴走し、

駐車していたタクシーに接触し、被災者を巻き込んで扉を突き破り、先の植

え込みで停止した。

60101
50～

99

2006 6

5

～

6

朝刊逓送中、センターラインのあるゆるやかなカーブを過ぎた所でセンター

ラインを飛び出し、対向車と衝突した。
80205

30～

49

2006 7

11

～

12

被災者は、積載重量７トンのトラックを運転し、片側一車線の国道上を事業

場へ戻るため走行中、左カーブに差し掛かったところ、対向車線を走行して

きた積載重量２トンのトラックが、カーブを曲がりきれずに対向車線までは

み出して、正面衝突した。

40301 1～9

2006 7

17

～

18

牛の飼料を酪農家へ運搬した後、目的地から会社に戻るため国道を走行中、

右カーブにおいて対向車線を走行してきた４ｔダンプがセンターラインをは

み出し正面衝突した。

40301
10～

29

2006 7

17

～

18

現場作業を終え、現場から会社へ戻るため４トンダンプを運転して国道を走

行中、左カーブにおいて対向車線にはみ出し、対向してきた１１トン平ボ

ディートラックと正面衝突した。

30106
10～

29



2006 6

13

～

14

片側２車線道路の右車線走行中、前方の交差点を左折するために左車線に車

線変更したとき、その前方に信号待ちで停車中の列後部の大型トラックの後

部に激突した。

40302
10～

29

2006 7

6

～

7

大型トラックを運転し、高速道路を走行中、事故渋滞で徐行していた前方の

トラックに衝突した。
40301

100

～

299

2006 4

5

～

6

国道の交差点で乗用車と被災者が運転するトラックが出会い頭に衝突、運転

手は死亡、助手席にいた助手は打撲の怪我を負った。
150102

30～

49

2006 7

2

～

3

大型トレーラーにより目的地まで集成材を運搬中、通常の経路が土砂崩れで

通行止めとなったため、う回して、国道を走行中、左カーブを曲がりきれず

対向車線のガードレールに衝突して横転、運転者と同乗の助手が車外に投げ

出された。

40301 1～9

2006 6

20

～

21

トレーラーにて目的地へ向かうため、高速道路のトンネル内の走行車線を走

行中、右前輪がバーストし、右側にハンドルを取られトンネル内の右壁に激

突、その状態でトンネルを通過し上り車線と下り車線の間にあるコンクリー

ト壁に激突した。

40301
10～

29

2006 7

18

～

19

被災者は、定時終業時刻後に、歩行者用通用門から退出するため、正門前の

構内横断歩道上を自転車で走行していたところ、構内入場のために左折して

来た運送業者の定期便トラックに轢かれた。

30202

100

～

299

2006 6

11

～

12

被災者は、目的地へ産業廃棄物１２トンを積んだ２０トントレーラを運転し

て県道を走行中、カーブを曲がりきれずに約３メートル下の田に転落した。
40301

10～

29

2006 7

17

～

18

杭打ち工事を終え、帰るため４名が２台に分乗して出発した。１台は運転者

と被災者が乗車し杭打ち機を積んでいた。高速自動車道に入り走行していた

ところ、左カーブでトラックが横転し、被災者は死亡。運転者は骨折した。

11709
10～

29

6 被災者外１名は、１トントラックに同乗（被災者は助手席に乗車）し、工事



2006 6 ～

7

現場に向かうため、片側一車線の県道を走行中、センターラインを超えて走

行してきた対向車（ワゴン車）と衝突した。

30309 1～9

2006 6

19

～

20

被災者が営業所に戻るためトラック（１トン車）を運転し、国道バイパス上

り線を走行中、センターラインをオーバーし、下り線を走行中のトレーラー

（２０トン車）と衝突した。

80109 1～9

2006 7

19

～

20

県道を南進中、左キャビンが側壁に衝突し、左前輪が側溝に落ちたまま走行

を続けていたが、左カーブを曲がりきれず直進し農機具庫に衝突後、休耕田

に転落した。

40301
30～

49

2006 6

14

～

15

宅配便のトラック運転手である被災者が、トラックを道路脇に止め、荷台の

後部にまわって荷物を積み込んでいたところ、他者の運転する乗用車が追突

し、トラックと乗用車にはさまれた。

40301
10～

29

2006 6

0

～

1

赤信号で停車中のトラックに、荷を運搬している途中の被災者の運転するト

ラックが追突した。
40309

10～

29

2006 5

7

～

8

高速道路を走行中、大型車３台による交通事故が発生した。被災者のトラッ

クは、前から２台目を走行していた。
40301

100

～

299

2006 5

17

～

18

被災者は国道を走行中、長い下り坂でカーブを曲がりきれずに、横転・転覆

しガードレールを突き破り、がけ下まで転落し炎上した。
40301

50～

99

2006 6

11

～

12

建築現場から残材を回収し、自社の加工場へ戻るためトラックを運転してい

た被災者が、交差点で右折のため停車中に、対向車線を走行してきた１０ｔ

ダンプが衝突した。

30201 1～9

2006 6

1

～

2

被災者が運転していた大型トレーラー（海上コンテナ用）が、国道の右カー

ブを走行中、左に外れ、民家に激突した。
40301

100

～

299

13 被災者はトラックへ引越しのための積み込み作業が完了し、当該トラックが
10～



2006 6 ～

14

方向転換するので、安全確認のために当該トラックの後方へ移動し、誘導し

ている際に、後進中の当該トラックと電柱に挟まれた。

40301
29

2006 5

17

～

18

目的地へ購入した普通貨物車を運転して運搬中、交差点において大型トラッ

クに追突した。
40301 1～9

2006 6

4

～

5

被災者の自宅から２ｔトラックを運転して配送先へ向かう途中の国道の交差

点において、赤信号で停止していた１０ｔトラックに追突した。
40301 1～9

2006 6

17

～

18

風倒木搬出現場で４ｔトラックに風倒木を積み込み、ストックヤードまで輸

送のため林道の下り坂を走行中、林道より約１５メートル下の林道まで転落

した。

60201

100

～

299

2006 6

5

～

6

料金所において、被災者は業務に就くため、作業場所に向かう途中、ＥＴＣ

運用しているレーンを横断した際に、通過中の車両（大型貨物 １２．４ト

ン）にはねられた。

170209
10～

29

2006 5

3

～

4

被災者が運転するトラックが、片側一車線の道路を走行していたところ、対

向車線を走っていたトラックが反対車線にはみ出し、被災者のトラックと衝

突した。

40301
50～

99

2006 5

13

～

14

国道において、最大積載量５５トンのトレーラーが、国道の側溝清掃作業に

伴う片側交互通行規制で停止していたトラックに追突した。このとき付近で

交通整理をしていた被災者が押し出されたトラックに轢かれた。

30199
30～

49

2006 3

21

～

22

翌日午前４時までに目的地へ採石を運ぶため、被災者は採石を積んだダンプ

トラックを運転し自宅を出発し走行途中、ダンプトラックが横転した。
40301 1～9

2006 5

2

～

3

納品先へ４トントラックにて道路上を走行中、渋滞があり停車していたとこ

ろ、後続車の大型冷凍車が被災者車両に追突し、前方に停車中の大型車との

間にはさまれた。

40301 1～9

4
国道と県道が交差する、交差点において、バイクに乗り新聞配達中の被災者 10～



2006 5 ～

5
が大型トレーラーの左側面に衝突した。

80205
29

2006 4

5

～

6

被災者はオートバイにて朝刊配達中、交差点を右折しようとした際、後方を

走行していたトラックに追突された。
80205 1～9

2006 5

1

～

2

前方を走行していた大型トレーラーがスリップして側壁に衝突し、走行車線

をふさぐ形で停車したところへ後続のトラック等９台が次々に追突し、最後

尾で衝突した大型トラックを運転していた被災者が死亡した。

40301
30～

49

2006 5

3

～

4

国道において、被災者が、道路工事に伴う工事看板等を撤去していたとこ

ろ、走行してきたトラックにはねられた。
170201

10～

29

2006 4

2

～

3

高速道路を運行中、休息を取ろうとパーキングエリアに進入したところ、同

パーキングに停止中の車両に追突した。
40301

30～

49

2006 3

15

～

16

青果を積んだ大型トラックを運転して、目的地に向かっていた。高速道路上

で行われていた道路工事で車線が制限されて狭隘になっていたところを走行

中、右側の工事用防護柵の柱に運転台右前角が激突し、運転台が破損して被

災した。

40301
30～

49

2006 3

3

～

4

被災者の運転する普通貨物自動車が、交差点手前で信号待ちのため停車して

いた大型トレーラーの後部に追突した。
40301

30～

49

2006 3

12

～

13

帰港した被災者は、事業主及び事業主の息子と３名で、約５００ｍ離れた漁

協市場に運んだ後、 空になった箱をトラックに載せ、事業主が運転し、他の

２名が荷台に乗り箱が転がらないよう監視していた。市場を出発して時速２

０Ｋｍ／ｈ弱位で左カーブを過ぎたところで被災者がトラックから転落し

た。

70201 1～9

3 荷物を取りに目的地へ向かうためトレーラーで国道を走行中、前方を走行し



2006 4 ～

4

ていたトレーラーが喫茶店に入るため左折しようとした際、被災者の運転す

るトレーラーが追突した。

40301 1～9

2006 4

14

～

15

工事現場に生コンクリートを運ぶため、県道をコンクリートミキサー車で運

転途中、左カーブを曲がり切れず横転し対向車線を突っ切り、道路右側のコ

ンクリート壁に衝突した。

10901
10～

29

2006 5

14

～

15

同僚２名とともに吸上車によるくみ取り作業を行うため、ドライバーである

被災者は吸上車を駐車し、ギアをニュートラルにしてサイドブレーキをかけ

た後、運転席を離れたが、駐車した場所が斜面（約２度）になっていたた

め、約８メートル逸走してきた吸上車と電柱の間に挟まれた。

150109

100

～

299

2006 4

4

～

5

４トントラックに荷物を積んで次の目的地に帰るため、国道を運転中、反対

車線の大型トラックがセンターラインを越えて来て正面衝突した。
40301

10～

29

2006 5

19

～

20

国道上り線で、被災者が運転する冷蔵車（３．５トン車）が前方のトラック

（８．４トン）に追突し、後続の軽トラックも被災者の車両に追突した。
10109

30～

49

2006 4

8

～

9

国道をトラックで走行中、中央分離帯を越え下り線に進入し、下り線走行中

の乗用車と衝突した。
50101

50～

99

2006 2

23

～

24

被災者は１５ｔトラックに乗り、午後５時頃出発し、午後１１時１０分頃、

高速道路のサービスエリア入口にて、被災者の乗るトラックが柱に衝突し

た。

40301
10～

29

2006 4

5

～

6

被災者は、配達途中において、県道で、車を止め、道路反対側の配達先に配

達後、車に戻ろうとしていたところ、トラックにはねられた。
80209 1～9

2006 4

4

～

5

被災者は、事業場を出発し、荷積みを行なった後、各地で荷降しを行い、国

道を走行中、対向してきたトラックと正面衝突した。
40301 1～9



2006 4

12

～

13

高速道路において、被災者は運転するトラックがパンクしたので、路側帯に

トラックを止め、ハザードを点灯させた後、レッカー車の到着を待つため、

トラックの前方約２６ｍで待機していたところ、後方より別のトラックが、

被災者が運転していた停車中のトラックに追突し、その勢いで追突されたト

ラックが前に飛び出し、被災者が側壁と追突されたトラックの間に挟まれ

た。

40301

100

～

299

2006 4

12

～

13

１０トントラックで野菜・果物を市場などへ運送中、高速道路上のトンネル

内で逆走してきた乗用車と正面衝突した。
40301 1～9

2006 4

14

～

15

営業に向かうため軽自動車で県道を走行中、対向車線にはみ出したトラック

と衝突した。
80209

30～

49

2006 4

3

～

4

被災者は１人で水洗金具等の製品を積んだ４ｔトラックにて所属事業場を出

た、翌日、客先の事業場へ搬送後、ダンボールの空箱を積み込み、帰路につ

いた。 国道を走行中、前方の４ｔトラックが右折のために停車したところに

後方から追突し、死亡した。

40301
10～

29

2006 3

16

～

17

引越しの荷を積んで被災者と助手の２名で高速道路を走行中、渋滞で停車中

のトラックに追突し、運転していた被災者が死亡した。
40301

50～

99

2006 4

5

～

6

１２トントラックで高速道路を走行中、前方を走行していた１０トントラッ

クが道路左側のガードレールに激突して横転し、これに追突した。
40301

30～

49

2006 3

23

～

24

国道をトラックにて走行中、交差点にて対面走行してきたトラックに正面衝

突した。
40301

10～

29

2006 4

21

～

22

積荷（鮮魚）を客先へ配送する途中、被災者が運転する２０トントラック

が、前方を走行していた大型トレーラーに追突した。
40301 1～9



2006 3

6

～

7

国道上り線を東進中のトラックが中央線を越え、同下り線を西進中のトラッ

ク２台に衝突した。更に後続のゴミ収集車と正面衝突し、ゴミ収集車を運転

していた被災者が死亡した。

150103 1～9

2006 3

8

～

9

被災者は、現場の型枠をばらす時に使用していた電動ドリルの調子が悪いた

め、コードの部分を修理するために軽トラックの荷台の後ろへ行きカッター

で電動ドリルのコードを削っていた。 そのとき、運転手がその軽トラックに

乗りバックし、作業していた被災者が轢かれた。

30107 1～9

2006 3

5

～

6

被災者はトラックを運転して一般道を走行中、緩い右カーブにて左側のブ

ロック塀に激突し、そのはずみで反対車線に飛び出し、歩道との間のガード

レールに激突した。その際に被災者は運転席から外に投げ出され、自分が運

転していたトラックに轢かれた。

40301
50～

99

2006 3

12

～

13

４トンウイング車両にて走行中、カーブでハンドルをとられスリップし、運

転席側を下に横転、そのまま路外に逸脱して電柱に激突した。
40301

50～

99

2006 2

10

～

11

被災者は、車検の終了した軽自動車を積んだ車両運搬用のトラックを運転

し、客先に向って店を出発した。搬送途中、左岸の土手を走行していると

き、道路左側にはみ出しトラックと共に転落した。

80202
10～

29

2006 3

3

～

4

国道の交差点で、信号待ちをしていた停車中のトレーラーに新聞を配送して

いた３トントラックが追突し、３トントラックを運転していた被災者が死亡

した。

40301
10～

29

2006 3

11

～

12

出張途中、交差点にて信号待ち停車中に、後続車のトラックが追突。その弾

みで前に停車中のタンクローリーに追突し被災者の車が大破。車に同乗して

いた３名のうち１名が死亡、２名が重軽傷を負った。

170209
10～

29

2006 3

0

～

1

家庭ごみ収集作業中に、市道を時速３０キロで走行中の機械式ごみ収集車よ

り労働者が転落した。
150102 1～9

2
被災者は、原動機付自転車に乗って、受け持ち区域の新聞配達業務に従事 30～



2006 3 ～

3
中、県道交差点（信号機なし）において、大型トレーラーと接触した。

80205
49

2006 2

4

～

5

被災者は納品先よりトラックで帰路中、高速道路上で前走のトラック２台が

接触転倒したところに追突した。また後続のトラック１台も追突し、トラッ

ク４台の多重追突交通事故が発生した。被災者が乗車していたトラックと他

１台より出火炎上し、被災者は車両に取り残されていたため死亡した。

40301
50～

99

2006 1

15

～

16

営業先より帰社途中、交差点内横断歩道を歩行していたところ、左折しよう

としたダンプトラックに接触した。
80109

50～

99

2006 2

4

～

5

４ｔトラックを運転して電線を運搬する途中、国道を走行中に反対車線には

み出し、対向して来た大型トラックの側面に衝突した。
40301 1～9

2006 2

7

～

8

２トントラックに同乗し、現場へ向うため、高速道路を走行していたとこ

ろ、追い越し車線より乗用車が急に車線変更したので、急ブレーキをかけ、

ハンドルを追い越し車線側に切ったところ、追い越し車線を走行していた

キャリアカーが衝突した。

30199 1～9

2006 1

0

～

1

側道から国道へ右折（西行き）しようとしている工事車両の誘導補助のた

め、左側（西行き）からの一般車両を制止する目的で国道を横断し西行き車

線に出ようとしたところ、右側（東行き）から走行してきたコンテナトレー

ラーに衝突された。

170201

100

～

299

2006 2

13

～

14

被災者は、事業場所有の軽トラックで客先から帰社するため、市道上（片側

二車線）を走行中、道路左の電柱に衝突した。
170209

100

～

299

2006 2

6

～

7

大型トラックを運転して港へ飲料水を運ぶ途中、国道において左カーブを曲

がりきれず、右側へ横転し、そのまま対向車線のガードレールに衝突した。
40301 1～9

7 ４ｔトラックに積荷（電子部品約３００ｋｇ）を積んで高速道路を走行中、
10～



2006 2 ～

8

トンネル手前の緩い左カーブで、中央分離帯のガードレールに激突する単独

事故を起こし、はずみで運転席から車外に転落した。

40301
29

2006 1

4

～

5

被災者は、国道に１０トントラックを止め停車し、所用をすませ、運転席に

戻ろうと自分のトラックの右前方で横を通過する車を待っていたところ、大

型トラックが被災者のトラックの後部に追突。被災者は、自分のトラックの

前輪に轢かれた。

40301
10～

29

2006 1

13

～

14

搬入するため縦列駐車をして待機しているトレーラー（２４ｔ）を誘導しよ

うと近寄ったところ、トレーラーが突然発進したためトレーラーと接触し

た。

170201

100

～

299

2006 1

4

～

5

被災者は４ｔトラック（冷蔵冷凍車）で製品を配送し、事業場へ戻るため高

速道路の走行車線を走行していたところ、Ｓ字カーブの下り坂でガードレー

ルに接触し、片輪が高さ１ｍのコンクリート側壁に乗り走行車線をふさぐ形

で運転席を下に横転し、後から来た１０ｔトラックに激突され死亡した。

40302
50～

99

2006 1

7

～

8

被災者は社有車で現場事務所を出て現場に向かっていた。緩いカーブにおい

て、対向車線を走っていたトレーラーがスリップし、被災者の走行車線上に

トレーラーの荷台部分がはみ出したため、当該トレーラーの荷台部分と被災

者の車両が衝突した。

30309
30～

49

2006 1

13

～

14

国道で、被災者が運転する４トントラックが、道路左側のコンクリート壁に

衝突したはずみで対向車線側のガードレールに衝突した。
40301

10～

29

2006 1

5

～

6

化学薬品を積載した貨物自動車（最大積載量７．１トン）を運転し、国道の

緩やかな右カーブの下り坂を走行中、道路左側の橋の欄干を突き破り、がけ

下に約８メートル転落した。運転者は車外に投げ出された。災害時は気温－

５度であり、橋の上の路面は凍結していた。

40301
50～

99

2005 8

23

～

24

国道を大型トラックで走行中、赤信号で停車中の他の大型トラックに追突し

た。
40301

50～

99



2005 2

17

～

18

軽トラックで国道を走行中、対向車線をはみ出して街路樹に激突した。 80204 1～9

2005 8

5

～

6

トラックを運転して国道を走行中、対向してきたトレーラートラックに積ん

であったアース・ドリルの折りたたみ式ブームが被災者が運転するトラック

の前方にはみ出したため、これに激突した。

40301
10～

29

2005 11

5

～

6

冷凍トラックで国道を走行中、センターラインをはみ出して、対向して来た

他のトラックと衝突した。
40301

50～

99

2005 2

6

～

7

トラックで国道を走行中、夜間工事を終えて資材積込みのために誘導員を配

置し道路通行規制して停車していた工事車両に激突した。
80201 1～9

2005 12

16

～

17

軽トラックで、走行中、対向してきた路線バスと衝突した。 30301
10～

29

2005 8

14

～

15

軽トラックで走行中、直線道路でセンターラインをはみ出し、対向してきた

他のトラックに正面衝突した。
80209 1～9

2005 11

15

～

16

国道脇の草刈作業において、交通整理を行っていた時、走行してきたトラッ

クにはねられた。
170201

10～

29

2005 4

13

～

14

大型トラックで国道を走行中、交差点で信号停車中の大型トラックに追突し

た。
40301

50～

99

2005 6

2

～

3

トラックで高速自動車道を走行中、追突事故のため走行車線に停車していた

トラックに追突した。
40301

10～

29



2005 6

23

～

24

大型貨物自動車を運転中、道路工事に伴う片側交互通行のため停車していた

別の大型貨物自動車に後方より追突した。
40301 1～9

2005 6

5

～

6

トラックを運転中、信号のある交差点において、赤信号にて停車中のタンク

ローリーに追突した。
40301

10～

29

2005 1

8

～

9

ダンプトラックを運転中、警報機と遮断機がない踏切において列車と衝突し

た。
30109

10～

29

2005 5

21

～

22

トラックを運転中、右カーブから直線へ変わるところで、ブロック塀に衝突

した。
40301 1～9

2005 9

18

～

19

トラックで国道を走行中、対向車線の大型トラックがコンビニエンスストア

に入ろうと左折し、その大型トラックに積載されていた鉄骨が車体より後方

に5mはみだしていたため、左折により大きく被災者が運転するトラックの

前方にはみ出し、当該鉄骨に衝突した。

40301
10～

29

2005 10

9

～

10

トラックで高速自動車道を走行中、中央分離帯のガードレールを突き破り、

対向車線に飛び出し横転した。
40301

10～

29

2005 6

4

～

5

トラックで高速自動車道を走行中、トンネル内で壁に衝突する自損事故を起

こして追い越し車線に停車し、車外に出て立っていたところ、走行してきた

他のトラックにはねられた。

40301
10～

29

2005 6

13

～

14

大型トラックを運転中、片側1車線のトンネル内で対向車のダンプトラック

と正面衝突した。
40301

10～

29

2005 7

11

～
乗用車で県道を走行中、反対車線を走行していたトラックがセンターライン

をはみ出してきたため、これに正面衝突した。
30309 1～9



12

2005 2

1

～

2

トラックで高速自動車道を走行中、追越車線から走行車線へ車線変更してい

た前方走行中の他のトラックに後方より衝突した。
40301

50～

99

2005 3

1

～

2

トレーラートラックで走行中、左カーブの道路を曲がりきれず、対向車線に

はみ出し、道路右側のガードレールに接触した後、元の車線を越えて道路左

脇の雑木林及び法面で停車した。

40301
10～

29

2005 4

2

～

3

トラックで国道を走行中、高さ5mの橋下へ転落した。 11301
10～

29

2005 8

5

～

6

トラックで片側２車線の道路の追い越し車線を走行中、中央分離帯を乗り越

え、対向車線を突っ切って道路脇の電柱に激突した。
40301

10～

29

2005 1

11

～

12

乗用車を運転中、交差点において、大型トラックと衝突した。 120109

100

～

299

2005 1

10

～

11

県道の交差点において、ダンプトラックと乗用車が衝突し、道路脇の工事に

従事していた被災者がダンプトラックと掘削の法面との間に挟まれた。
30106 1～9

2005 10

9

～

10

軽トラックで牛乳の配達中、県道でセンターラインからはみ出して、対向車

線を走行していたミキサー車と正面衝突した。
80209 1～9

2005 3

18

～

19

鶏舎間の道路を歩行中、ブロイラーを出荷するためバックで走行してきたト

ラックにひかれた。
70101

30～

49

2005 7

19

～
車両積載形トラッククレーンを運転中、下り右カーブで左側のガードレール

を突き破り、15m下の川へクレーン車両ごと転落した。
80109 1～9



20

2005 10

12

～

13

トラックで片側１車線の国道を走行中、信号待ちのため停止しようとしてい

た他のトラックに追突した。
40301

10～

29

2005 4

21

～

22

ライトバンで高速自動車道を走行中、前方を走っていた乗用車がセンターラ

インを越えて対向車線にはみ出したはずみで、対向してきた大型トラックが

ライトバンの前に飛び出し、被災者のライトバンと正面衝突した。

80109
10～

29

2005 4

4

～

5

徒歩で新聞配達中、道路を横断しようとしたところ、走行してきたトラック

にはねられた。
80205

10～

29

2005 3

21

～

22

トラックで県道を走行中、交差点において右折のために停車していた軽自動

車に追突した。
40301

30～

49

2005 2

14

～

15

給水車で国道を走行中、カーブを曲がりきれず、路肩歩道の擁壁に乗り上げ

て給水車が横転し、運転手側のドアの下敷きとなった。
170201

50～

99

2005 6

15

～

16

トラックで県道を走行中、緩やかな右カーブでセンターラインをはみ出し、

対向してきた大型トレーラートラックの側面に衝突した。
80109

10～

29

2005 6

13

～

14

ダンプトラックで片側１車線のトンネル内を走行中、対向して来た大型ト

ラックがセンターラインをはみ出し、衝突した。
40301

100

～

299

2005 12

6

～

7

トラックで国道を走行中、道沿いの駐車場脇の水路に転落した。 40301
10～

29

2005 8

7

～
トラックで高速自動車道を走行中、トンネル内で故障により左車線に停車し

ていた大型トレーラートラックに追突した。
40301

50～

99



8

2005 10

0

～

1

トラックを運転中、上り坂左カーブで、対向車線にはみ出して対向してきた

ダンプトラックと乗用車に相次いで接触し、そのままガードレールを突き破

り、田んぼに転落した。

80109 1～9

2005 7

1

～

2

トラックで国道を走行中、センターラインをはみ出してきた対向車と正面衝

突した。
40301

100

～

299

2005 2

1

～

2

大型トラックに荷を積込み、帰社する途中、国道上に停車していた大型ト

ラックに追突した。
40301

30～

49

2005 11

11

～

12

ほ場整備に用いられた他社使用のドラグ・ショベルを運搬するため、キャリ

アトラックの荷台に積載し緊結作業を実施後、下り坂のため無人で動き始め

たキャリアトラックを止めようとして被災した。

40301
10～

29

2005 12

6

～

7

国道のバスレーンにおいて、積雪のためタイヤチェーン装着の準備中、後方

より大型車が突っ込んできて、被災者に激突した。
40301

300

～

499

2005 12

3

～

4

トラックで走行中、センターラインをはみ出してきた対向の貨物自動車と衝

突した。
40301

10～

29

2005 11

10

～

11

貨物自動車で走行中、前方の信号待ちで停車していた貨物自動車に追突し

た。
40301

50～

99

2005 11

0

～

1

貨物自動車で走行中、前方の信号待ちで停車していた貨物自動車に追突し

た。
40301

10～

29

2005 5

22

～
大型トラックでバイパスを走行中、故障により路肩に止まっていたトラック

に衝突した。
150102

30～

49



23

2005 2

9

～

10

ワゴン車で国道を走行中、センターラインをはみ出してきた対向のトラック

と衝突した。
80109

50～

99

2005 8

21

～

22

大型トレーラートラックで国道を走行中、左急カーブを曲がり切れずに対向

車線にはみ出し、対向の乗用車及びタクシーに接触し横転した。
40301

10～

29

2005 12

8

～

9

タンクローリーで走行中、対向してきたダンプトラックがセンターラインを

はみ出してきて正面衝突した。
150102 1～9

2005 7

11

～

12

トラックを運転中、追い越し禁止区間の左のゆるいカーブで、先行車を追い

越そうと対向車線へはみ出したところ、対向してきた大型トラックに衝突し

た。

40301 1～9

2005 12

6

～

7

高速自動車道インターチェンジ付近において、道路舗装工事を行うにあたっ

ての交通規制の準備作業中、トラックが規制エリア内に突入し、規制エリア

内で発電機に燃料を補給していた被災者がはねられた。

170201
30～

49

2005 4

3

～

4

トラックで高速自動車道を走行中、前方不注意によりハンドル操作を誤り、

道路左側に設けられたガードレール及び水銀灯に激突して、運転席より車外

に投げ出され自車にひかれた。

40301
50～

99

2005 6

10

～

11

軽トラックで国道を走行中、欄干に激突した。 80109
30～

49

2005 9

3

～

4

トレーラートラックで国道を走行中、道路を外れて川に転落した。 40301
30～

49

2005 8

3

～
普通トラックを走行中、停車して荷物の点検していた大型トラックに追突し

た。
30104

10～

29



4

2005 12

0

～

1

トラックで走行中、右カーブに差し掛かったところで路肩からはみ出し、電

柱に激突したはずみでトラックが横転し、被災者がトラックの下敷きとなっ

た。。

40303 1～9

2005 10

1

～

2

国道を走行中、対向するトレーラートラックの積荷の材木が荷崩れを起こ

し、運転席を直撃した。
40301

50～

99

2005 12

23

～

24

国道を走行中、S字カーブでトラックがバランスを失い、ガードレールにの

しかかるように横転し、前方の鉄道高架橋の橋桁に激突した。
40301

30～

49

2005 2

5

～

6

トラックで国道を走行中、交差点付近において車両同士の事故により停止し

ていた他のトラックの後部に追突し、その後、交差点左前方にある家屋へ衝

突した。

40301
50～

99

2005 4

6

～

7

新聞配達途中、住宅街の信号のない十字路を原動機付き自転車（バイク）で

直進中、交差点の右側から進入してきたトラックと衝突した。
80205

10～

29

2005 12

14

～

15

軽トラックで県道を走行中、トンネル入口の側壁に衝突した。 80209 1～9

2005 1

5

～

6

トラックで高速自動車道を走行中、トンネル内で対向車線の自損事故の影響

で停車していた大型トラックの列に追突した。
10109

30～

49

2005 7

13

～

14

国道で大型貨物車を運転中、停車中の大型貨物車に追突した。 40301
10～

29

2005 1

22

～ トラックで国道を走行中、停車中のトラックに追突した。 40301 1～9



23

2005 5

11

～

12

原動機付き自転車（バイク）に乗り営業中、市道交差点においてトラックと

衝突した。
90101

10～

29

2005 9

11

～

12

軽貨物自動車の助手席に乗り移動中、見通しの悪いカーブで、対向車線から

センターラインをはみ出してきた貨物自動車と正面衝突した。
40301

10～

29

2005 9

22

～

23

トラックで高速自動車道を走行していたところ、車両同士の事故で停車して

いた大型車両に追突した。
40301

100

～

299

2005 6

6

～

7

トラックで高速自動車道上り線の追い越し車線を走行中、トンネル内で走行

車線を走行していた乗用車と接触し、そのはずみでトラックはトンネルの右

側壁に衝突しトラックのドアが外れたため被災者は車外へ投げ出された。

40301
10～

29

2005 9

15

～

16

国道を原動機付き自転車（バイク）で走行中、後方より走行して来たトラッ

クが接触して転倒し、トラック後輪に巻き込まれた。
80205

30～

49

2005 9

10

～

11

高速自動車道で運転していたトラックが故障したため、路側帯に停車させ、

車の点検を行っているとき、後方から大型トラックが追突し、トラックと道

路側壁との間に挟まれた。

40301
30～

49

2005 1

5

～

6

高速自動車道を走行中、前方で追突事故を起こして２車線を塞いでいた大型

トラックに追突した。
40301

100

～

299

2005 12

20

～

21

国道を走行中、路面が凍結していたためにジャックナイフ現象を起こし、ト

レーラートラックが横滑りのうえ転覆した。
40301

50～

99

2005 8

3

～ トラックで走行中、バイパスの車線左側のコンクリート壁に衝突した。 40301
30～

49



4

2005 3

22

～

23

トラックで直線道路を走行中、前方の渋滞の最後尾の乗用車を積載したキャ

リアカートレーラーに追突した。
40301

10～

29

2005 1

0

～

1

トラックで国道を走行中、対向車線にはみ出し、対向してきたワゴン車と正

面衝突した。
80204

10～

29

2005 7

22

～

23

トラックで高速自動車道を走行中、前方で事故が発生し、前を走行していた

大型トラックが急停車したところに追突した。
40302 1～9

2005 7

0

～

1

トラックで高速自動車道を走行中、工事のため、左側を車線規制しており、

前方を走行していた他のトラックが減速し、右側へ車線変更しているところ

へ追突した。

40301
30～

49

2005 8

14

～

15

トラックで高速自動車道を走行中、前方走行中のダンプトラックに追突し、

挟まれた。
40301 1～9

2005 9

6

～

7

国道の急な左カーブで曲がりきれずに横転し、ガードレールの支柱に激突し

挟まれた。
40301 1～9

2005 12

5

～

6

トラックで高速自動車道を走行中、インターチェンジ付近において渋滞のた

め停車していた大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2005 8

4

～

5

トラックで走行していたところ、信号待ちの大型トラックに追突した。 40301 1～9

2005 5

11

～
トラックで追越車線を通行していた際に工事のため急に停車した前のトラッ

クに追突した。
30199 1～9



12

2005 5

13

～

14

トラックで、右折して駐車場に入る際に停車していたトラック荷台に激突し

た。
40301

10～

29

2005 1

2

～

3

交差点で信号待ちのためトラックを停車中、後方から来た他のトラックに追

突され、さらに前方に停車中のトレーラートラックの荷台が被災者を直撃し

た。

40301
10～

29

2005 9

12

～

13

普通トラックで国道を走行中、交差点で信号待ちをしていた大型トラックに

追突した。
40301

10～

29

2005 7

11

～

12

国道上で、大型トラックが、大型トレーラートラックと正面衝突した。 40301 1～9

2005 6

2

～

3

トラックで追越車線へ進路変更をしたところ、追越車線を走行していた乗用

車が後方から接触し、はずみで中央分離帯のガードフェンスを突き破り、対

向車線を走行していた移動式クレーンと衝突した。

40301
10～

29

2005 11

4

～

5

側道車線上において、停車中のトラックの荷台後方で積荷のシートを直して

いたところ、大型トレーラートラックが追突した。
170209 1～9

2005 7

15

～

16

トラックで高速自動車道の出口を走行中、渋滞で前方停車中のトラックに追

突した。
80209 1～9

2005 10

20

～

21

自動車で高速自動車道を走行中、トンネル内で車が故障し、車の外部にいた

ところ、後部から別のトラックが故障車に突っ込み、被災者に激突した。
170209

10～

29

2005 4

19

～
乗用車を運転中、高速自動車道上で単独事故を起こした軽乗用車の後ろに停

車し、110番通報した直後、トレーラートラックに追突された。
80409 1～9



20

2005 12

5

～

6

高速自動車道が雪のため通行止めとなり、渋滞で停まっていた貨物自動車に

被災者が運転していた貨物自動車が追突した。
40301

10～

29

2005 6

22

～

23

ゴミ収集車でゴミの回収作業中、軽トラックにはねられた。 150103 1～9

2005 3

13

～

14

乗用車で国道交差点を横断中、側方から来た大型貨物自動車と衝突した。 170209
10～

29

2005 3

7

～

8

ダンプトラックを運転中、交差点で一旦停止を怠り交差点に進入したため、

軽自動車と衝突した。
30106

30～

49

2005 1

16

～

17

国道のセンターライン付近で、鳥の死骸の回収をしていたところ、走行して

きたトラックに激突された。
30309 1～9

2005 9

22

～

23

大型トラックで高速自動車道を走行中、トンネル内で前方を走行していた大

型トレーラートラックに追突した。
40301

10～

29

2005 7

11

～

12

トラックで高速自動車道を走行中、前方を走行中のトラックと接触し、その

後中央分離帯に衝突した。
40301

50～

99

2005 11

13

～

14

オートバイで県道を走行中、交差点において、側方から進行してきたトラッ

クに衝突された。
90101

10～

29

2005 7

4

～
トラックで高速自動車道を走行中、サービスエリアに入ったところ、駐車し

ていたトレーラートラックに衝突した。
40301 1～9



5

2005 10

9

～

10

ライトバンを運転中、片側１車線の緩やかなカーブで対向車のトレーラート

ラックに積載されたドラグ・ショベルが荷台上から落下し、ライトバンに激

突した。

170209 1～9

2005 6

10

～

11

トラックを運転中、国道の片側1車線の直線道路で走行していたところ、対

向車線にはみだし、他のトラックと衝突した。
40309

30～

49

2005 3

5

～

6

大型トレ－ラーにて国道を走行中、急な左カーブの下り坂で曲がり切れず横

転し、山斜面に衝突した。
40301

30～

49

2005 11

19

～

20

高速自動車道を走行中、トラックの荷台に空いていた穴から道具箱が後輪に

触れ、これがブレーキとなってトラックが制御不能となり横転、被災者が横

転したトラックの下敷きとなった。

30302 1～9

2005 8

9

～

10

自転車で交差点の横断歩道を渡っている時に右折してきた大型トラックには

ねられた。
120109

10～

29

2005 8

11

～

12

国道を走行中、渋滞中の車両に追突した。 40309 1～9

2005 10

1

～

2

大型トラックを運転中、道路左側のコンクリート製擁壁に衝突した。 40301
30～

49

2005 4

2

～

3

国道バイパスのインターの導入路付近トラックで走行中、対向車線にはみ出

し、他のトラックと正面衝突した。
40301

50～

99

2005 12

3

～
トラックで走行中、他のトラックに追突した後に、中央分離帯のガードレー

ルに衝突した。
40301

10～

29



4

2005 12

4

～

5

トラックで走行中、渋滞最後尾の大型トラックに追突した。 40301

100

～

299

2005 12

4

～

5

トラックで追越車線を走行中、渋滞中の車列の最後尾に停車していた保冷車

に追突した。
40301

100

～

299

2005 6

15

～

16

新聞配達中で原動機付き自転車（バイク）を運転し国道を走行していたとこ

ろ、後方から走行してきたトラックに追突された。
80205 1～9

2005 7

4

～

5

県道交差点で、大型トラックが発進した直後に、後続の被災者の運転するト

ラックが追突した。
40301

10～

29

2005 9

20

～

21

タンクローリーで国道を走行中、右カーブで曲がりきれずガードレールを越

え、10m下の川に転落した。
40301 1～9

2005 2

1

～

2

バイパスを走行中に、前を走行中のトラックが停車中の大型車に気がつかず

追突し、被災者はブレーキを踏んだものの間に合わず当該トラックに追突し

た。

40301 1～9

2005 5

18

～

19

トラックで走行中、道路左側の側溝に脱輪して電柱に衝突し、助手席に乗っ

ていた被災者が死亡した。
11702 1～9

2005 2

1

～

2

高速自動車道を走行中、登坂車線に停車中のトレーラートラックに追突し、

運転席に挟まれ脱出不能となってから火災が発生し焼死した。
40301

100

～

299

2005 3

14

～
交差点で信号待ちの車列の最後尾で停車直前であった被災者の運転するト

ラックに他のトラックが追突した。
40301 1～9



15

2005 2

5

～

6

トラックで走行中、歩道にある案内標識に激突した。 170201 1～9

2005 12

2

～

3

自動車運搬用トレーラートラックで高速自動車道を走行中、渋滞により徐行

していた前方車両に追突した。
40301

30～

49

2005 6

21

～

22

トラックで走行中、国道の交差点で、信号待ちの別の大型トラックに追突し

た。
40301

30～

49

2005 4

2

～

3

トラックで国道バイパスを走行中、センターラインをはみ出し、対向車線を

走行中の被災者の運転するトラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2005 12

16

～

17

トラックで高速自動車道を走行中、インターチェンジで下りようとしたとこ

ろ出口案内板の支柱へ激突した。
40301

10～

29

2005 11

10

～

11

トラックで運搬した建築資材を現場に降ろす作業を行っていた被災者が、下

り坂で動きはじめたトラックのドアと車体との間に挟まれた。
40301

30～

49

2005 9

5

～

6

トラックで走行中、赤信号で停車中のトレーラートラックに追突した。 40301
10～

29

2005 3

5

～

6

赤信号で停車中のトレーラートラックに、被災者が運転するトラックが追突

した。
40301

10～

29

2005 7

11

～
国道のセンターラインの塗替え塗装を行っていたところ、当該現場の脇を通

過しようとした大型トラックにはねられた。
30199 1～9



12

2005 12

12

～

13

県道における大型送迎バスの接触事故後、被災者が車外に出て被害状況を携

帯電話で連絡していたところ、対向車線を走行してきたトラックにはねられ

た。

40201
10～

29

2005 10

17

～

18

県道で、交通誘導の後片付け作業中、看板等をトラックに積んだ際にトラッ

クが坂道を下りだしたため、前側に回りトラックを止めようとしたが、止め

ることができず、ひかれた。

170201
50～

99

2005 4

7

～

8

トラックで高速自動車道を走行中、インターチェンジ出口付近の右カーブを

曲がりきれず、防音壁に激突し横転した。
40309

30～

49

2005 4

8

～

9

高速自動車道を走行中、車線前方に割り込んで来た車両を回避しようと急ハ

ンドルを切ったところ、左側壁に接触し、反動で右側壁に衝突、車外へ放り

出された。

40302

100

～

299

2005 3

3

～

4

トラックで走行中、前方の大型トレーラートラックに追突した。 40301
30～

49

2005 9

17

～

18

トラックで走行中、前方を走っていた乗用車がセンターラインをはみ出し

て、対向してきたダンプトラックの側面に衝突した。そのはずみで、同ダン

プトラックが、被災者のトラックに衝突した。

40301
10～

29

2005 9

17

～

18

ダンプトラックで国道を走行中、対向して来た乗用車がセンターラインをは

み出して、同トラックの側面へ衝突した。そのはずみで、同トラックもセン

ターラインをはみ出してしまい、同乗用車の後ろを走って来ていた他のト

ラックにさらに衝突した。

30199 1～9

2005 7

11

～

12

トラックで国道を走行中、信号待ちで停車していた他のトラックの後部に追

突した。
40301

50～

99

5 ガソリンスタンド敷地内に軽自動車を停車し、車内にいたところ、国道を走



2005 8 ～

6

行してきた大型トラックがガソリンスタンド内に突っ込んできて、被災者が

乗っていた車に衝突した。

80205 1～9

2005 3

9

～

10

トラックで国道を走行中、右折車線を走行していた他の乗用車の左後部に追

突し、さらに右折車線で停車していた他のトラックに追突、はずみで追突さ

れたトラックが前に押し出され、前方に停車していたトラック等に追突し

た。

40301
10～

29

2005 9

7

～

8

トラックを運転し、走行していたところ、農道との交差点で農道から出てき

た軽トラックが被災者のトラックの右側に衝突し、そのはずみで被災者のト

ラックは道路左側歩道の縁石に乗り上げ、さらに40m先の道路右側の水田に

転落し、水田の擁壁に激突した。

40301 1～9

2005 7

14

～

15

トラックで国道を走行していたところ、左カーブを曲がる際ガードレールに

激突し、側溝に転落した。
30199 1～9

2005 3

11

～

12

道路工事現場で交通誘導の準備をしていたところ、走行してきたトラックが

それに気づいて急ブレーキをかけたため蛇行し、中央分離帯に激突、被災者

はトラックと中央分離帯との間に挟まれた。

170201
50～

99

2005 12

5

～

6

トラックで国道を走行中、交差点で前方を走行していた大型トラックが赤信

号で減速したため、ブレーキをかけたところ、道路が積雪でシャーベット状

になっていたため、滑って追突した。、

40301

100

～

299

2005 10

23

～

24

トラックで走行中、交差点付近において、信号待ちで停車中の他のトラック

に追突した。
40301

10～

29

2005 2

15

～

16

トラックで国道を走行中、信号待ちで停止していたトラックに追突した。 40301
10～

29

2005 3

21

～
大型トラックで国道を走行中、なんらかの原因で対向車線にはみ出し、対向

してきた大型トラックに正面衝突した。
40301

10～

29



22

2005 2

11

～

12

国道の待避所で停車していた車の運転席に戻ろうとした際、他の車が車後部

に追突した。そのはずみで被災者は転倒し、さらに他の車にひかれた。
40301

30～

49

2005 3

21

～

22

トラックで国道を走行していたところ、対向車線の大型トラックがセンター

ラインをはみ出して正面衝突した。
40301 1～9

2005 7

5

～

6

信号のある見通しのよい交差点をトラックで走行中、他のトラックと出会い

頭に衝突した。
40301

10～

29

2005 5

1

～

2

大型トラックで高速自動車道を走行中、緩やかな左カーブのトンネル内に軽

貨物自動車が燃料切れで停車しており、これを避けきれず接触した。このた

め、降車し、軽貨物自動車の状況を確認していたところ、後続の大型トラッ

クに追突されて前進した軽貨物自動車に弾き飛ばされ、さらに大型トラック

にひかれた。

40301
50～

99

2005 9

15

～

16

軽トラックを運転中、工場棟の取付け道路の路肩から前輪が逸脱し、軽ト

ラックごと高さ6mの法面を転落した。
11709

30～

49

2005 6

17

～

18

軽トラックで砂利道を走行中、対向車が砂利によりハンドルをとられて横向

きになり、そこへ被災者が運転する軽トラックがさしかかり対向車の側面に

衝突した。

30203 1～9

2005 2

5

～

6

納品のため道路左側に停車し、降車中に後方より追突された。 40301
50～

99

2005 9

2

～

3

トラックで国道を走行中、歩行者用信号が赤になり前の車両が止まったとこ

ろに追突し、ハンドルと座席との間に挟まれた。
50101

10～

29



2005 8

8

～

9

トラックで走行中、先方のトラックが赤信号で停車したところへ追突した。 30199 1～9

2005 6

4

～

5

トラックで走行中、交差点を横断しているところへ、他のトラックが右側か

ら信号無視して進入し、衝突した。
40301 1～9

2005 6

5

～

6

トラックで県道を走行中、対向車のダンプトラックと正面衝突した。 40301
30～

49

2005 3

8

～

9

タンクローリーで国道を走行中、下り坂の左カーブを曲がろうとしたときに

横転し、対向車線で信号待ちをしていた他の車両と衝突した。
10901

50～

99

2005 9

4

～

5

トラックで走行中、高速自動車道のインターチェンジ付近にて、事故で渋滞

している最後尾の乗用車に追突した。
40301

30～

49

2005 12

13

～

14

水道管埋設工事現場で誘導を行っていた被災者が、休憩時間に停車中のト

ラックの前に座って弁当を食べていたところ、突然トラックが発車し、ひか

れた。

170201
10～

29

2005 1

11

～

12

高速自動車道において、作業者7人が、道路脇の目隠し板の撤去作業及び単

管パイプの解体作業を行っていたところ、走行してきた大型トラックが規制

帯に突っ込み、被災者らに激突した。

30199
10～

29

2005 6

12

～

13

国道を走行中、信号待ちをしていたトラックに衝突した。 40301
30～

49

2005 12

0

～

1

高速自動車道インターチェンジ出口付近において、左カーブを曲がりきれず

に道路右側へ横転し、そのはずみで、車外に投げ出され、横転したトラック

の下敷きとなった。

150102
30～

49



2005 10

2

～

3

道路上の散乱物を片付けていたところ、停止していた車に後続車が追突し、

衝撃で動いた車にひかれた。
40301

10～

29

2005 6

9

～

10

軽貨物自動車にて荷物を運搬中、国道の交差点付近において、右折してきた

対向車両を避けた際、対向車線にはみ出し、直進してきたトラックと正面衝

突した。

40301 1～9

2005 9

18

～

19

トラックで高速自動車道を走行中、インターチェンジで右カーブを通過しよ

うとした時にガードレールに接触し、その反動で車が横転した。
40301

10～

29

2005 10

13

～

14

公園内にある詰所へ自転車で向かう途中、トラックと接触して転倒した。 150109
10～

29

2005 12

12

～

13

トラックにて荷物の搬送中、国道の交差点において、ダンプトラックに追突

した。
40301

10～

29

2005 3

5

～

6

横断歩道を渡っていたところ、交差点に進入してきたトラックに激突され

た。
30106

300

～

499

2005 6

5

～

6

トレーラートラックで県道を走行中、停止中の大型トラックに追突した。 40301 1～9

2005 1

4

～

5

自動車で走行中、道路合流地点で、信号待ちをしていたトラックに追突し

た。
40301 1～9

2005 9

1

～

2

料金所で料金収受業務を行っていた被災者が、異常ＥＴＣ表示が出たレーン

に向かおうとしてレーンを横断したところ、大型トラックにはねられた。
170209

100

～

299



2005 4

15

～

16

軽トラックを運転中、ゆるいカーブを曲がりきれずに対向車線にはみ出し、

対向車線を走行してきたトラックに衝突した。
30202

10～

29

2005 12

0

～

1

トラックで走行中、渋滞のため停車していた別の大型トラックに追突した。 40301 1～9

2005 5

11

～

12

トラックで高速自動車道を走行中、低速で走行中の工事作業標識車に追突し

てトラックが横転し、車から投げ出された。
40301

30～

49

2005 5

23

～

24

トラックで高速自動車道を走行中、土手に乗り上げて横転し、車外に投げ出

された。
40301

30～

49

2005 7

5

～

6

トラックを運転中、渋滞で停車していた前方トラックに追突した。 40301
10～

29

2005 7

1

～

2

大型トラックで高速自動車道を運転中、インターチェンジの出口で仮眠のた

め駐車中の大型トラックに衝突した。
40301

30～

49

2005 7

9

～

10

トラックで国道を走行中に、対向車と正面衝突した。 40301
10～

29

2005 12

5

～

6

大型トレーラートラックで高速自動車道を走行中、走行車線上で前を走って

いた大型トラックの後部に衝突、そのはずみで牽引車が被牽引車に押し出さ

れて追越車線に膨らんだところ、後続の大型トラックに衝突された。

40301
50～

99

2005 12

3

～

4

トラックにて走行中、国道の交差点において、赤信号で停車中のトラックの

後方に追突した。
40301

50～

99



2005 9

6

～

7

トラックを運転中、国道交差点において赤信号で停車中のトラックの後方に

追突した。
40301

100

～

299

2005 12

2

～

3

自転車に乗って道路を横断していたところ、右側から来た普通貨物自動車に

はねられた。
170201

10～

29

2005 8

0

～

1

高速自動車道において、渋滞のため停車中の車両に被災者の運転する大型ト

ラックが追突、炎上した。
40301

10～

29

2005 9

0

～

1

市道交差点にて、出会い頭に右側から来たトレーラートラックと衝突した。 130101 1～9

2005 7

1

～

2

自車（トラック）の前を走行していた乗用車が、居眠り運転のために対向車

線にはみ出し、それを避けようとした対向車と衝突した。
40301

30～

49

2005 6

15

～

16

トラックで国道を走行中、交差点において、前方で信号待ちをしていた他の

トラックに追突した。
80209

10～

29

2005 11

11

～

12

トラックを運転し交差点を青信号で直進中に、左方より赤信号で進入してき

た他のトラックが左後部のアルミコンテナに衝突したため、前方ガードレー

ル及び電柱に衝突して横転した。

10109
50～

99

2005 7

4

～

5

普通貨物自動車を運転中、渋滞のため停止していた大型貨物自動車に追突し

た。
40301

30～

49

2005 4

6

～

7

トラックの助手席に乗り高速自動車道を移動中、道路の継ぎ目で車両が大き

くバウンドし、スリップしながら助手席側の側壁に衝突して車体が横転し

た。

30199

100

～

299



2005 1

23

～

24

大型トラックで高速自動車道を走行中、左カーブに差し掛かったところ、曲

がりきれず車両が横転した。
40301

50～

99

2005 3

1

～

2

トラックで国道を走行中、停車していたトレーラートラックの後部に追突し

た。
40301

10～

29

2005 2

9

～

10

ダンプトラックで国道の交差点を走行中、交差点を右折していた対向の乗用

車に衝突した。
40301 1～9

2005 3

5

～

6

トラックで国道を走行中、前方で減速していたトラックへ追突した。 40301
10～

29

2005 10

19

～

20

トラックで交差点を右折しようとした際、直進してきた対向車と接触した。 80209 1～9

2005 5

11

～

12

大型トラックで県道を走行中、信号待ちで停車中の大型トラックに追突し

た。
40301

30～

49

2005 3

0

～

1

高速自動車道において被災者が路肩規制終了後、後尾警戒を実施していたと

ころ、走行車線を走行してきた大型トラックが標識車に追突したはずみで押

し出された標識車が被災者に激突した。

170201
30～

49

2005 9

5

～

6

トラックで国道を走行中、赤信号で停止していた大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2005 3

4

～

5

トラックで国道を走行中、駐車中のトレーラートラックに追突した。 40301
10～

29



2005 12

4

～

5

高速自動車道のインターチェンジ合流付近において、大型トラック同士の追

突事故によりトラックが停止していたところに、後方から走行してきた被災

者の運転する大型トラックが追突し、炎上した。

40301
50～

99

2005 4

4

～

5

交差点において、被災者の運転していたタンクローリーと交差点右側から来

た普通トラックが衝突し、両車とも炎上した。
40301 1～9

2005 7

6

～

7

国道を走行中に、右カーブにさしかかる直前に、前方から対向車がセンター

ラインをはみ出してきて正面衝突した。
40301

30～

49

2005 12

3

～

4

トラックを運転し国道交差点で信号待ちをしていたところ、後ろから大型ト

ラックに追突されたはずみで、前に止まっていたトラックに玉突き衝突し

た。

40301
50～

99

2005 2

1

～

2

国道をトラックで走行中、対向車線を走行してきた大型トラックが、カーブ

のところで前方車両を追い越すため、センターラインをはみ出してきて正面

衝突した。

40301
10～

29

2005 8

19

～

20

国道をトラックで走行中、中央分離帯を乗り越えてきた対向車に正面衝突し

た。
40301

30～

49

2005 3

23

～

24

トレーラートラックで国道を走行中、道路上に落ちていた落下物（アスファ

ルト塊）に乗り上げ、ハンドル操作が利かなくなり、道路に隣接した石垣に

激突し、トレーラートラックが炎上した。

40301
10～

29

2005 11

5

～

6

工事現場へトラックで向かっていたところ、交差点で前方のタンクローリー

が大型ダンプトラックと衝突し、後方を走行していた被災者のトラックが横

転したタンクローリーと衝突した。

30199
10～

29

2005 11

5

～

6

工事現場へトラックで向かっていたところ、交差点で前方のタンクローリー

が大型ダンプトラックと衝突し、後方を走行していた被災者のトラックが横

転したタンクローリーと衝突した。

30199
10～

29



2005 7

6

～

7

国道を走行中、左カーブを曲がりきれずにセンターラインをはみ出して対向

車のトラックと正面衝突した。
40301 0

2005 1

5

～

6

県道の左端にトラックを駐車し、被災者が荷下ろし作業をしていたところ、

別のトラックに追突された。
10104

1000

～

9999

2005 4

13

～

14

トラックで走行中に、信号のある交差点においてワゴン車と出会い頭に衝突

した。
80101 1～9

2005 3

21

～

22

芝をトラックに積み込み、国道を走行中に横転、道路脇の擁壁に激突、道路

に投げ出された。
40301 1～9

2005 1

1

～

2

国道を走行中、信号待ちをしていた大型トラックに追突した。 40301
10～

29

2005 3

21

～

22

トラックで走行中、橋からトラックごと運河に落下した。 40301
10～

29

2005 4

5

～

6

トラックで国道を走行中、緩やかな右カーブで、対向車線からはみ出して向

かってきた大型トレーラートラックにほぼ正面から衝突した。
30309

10～

29

2005 12

14

～

15

トラックで国道を走行中、中央分離帯を乗り越え、対向してきたタンクロー

リー車と正面衝突した。
80209

10～

29

2005 12

14

～

15

トラックで国道を走行中、中央分離帯を乗り越え、対向してきたタンクロー

リー車と正面衝突した。
80209

10～

29



2005 6

2

～

3

自動車を運転中、縁石に左後輪が接触し、右ハンドル切ったが、左カーブの

箇所であり、進行方向右側に設置してあるガードレールに衝突、運転席側を

下に横転した。

40301

100

～

299

2005 8

14

～

15

オートバイを運転し、丁字路の交差道路を直進したところ、当該交差点に

バックで進入してきたトラックと衝突した。
110101

10～

29

2005 12

2

～

3

トラックで国道を走行中、交差点で青信号に変わって発車直後の前車に追突

した。その際に追突した前車の積荷（単管パイプ）が被災者のトラックのフ

ロントガラスを突き抜けて被災者に激突した。

40301 1～9

2005 10

4

～

5

トラックで国道を走行中、信号機柱2本に衝突し、さらに民家のブロック塀

に衝突した。
40301

10～

29

2005 10

9

～

10

トラックで国道を走行中、対向車線を走行していた別のトラックと正面衝突

した。
40301

10～

29

2005 12

0

～

1

個人住宅工事に使用する材料を運搬中、標識柱に激突した。 30202
10～

29

2005 8

4

～

5

国道を走行中、交差点で信号待ちのトレーラートラックに追突した。 40301
10～

29

2005 7

3

～

4

ベニヤ板の運搬中、道路左側のガードレールに接触後、100m先の道路案内

板の支柱に衝突し、横転した。
40301

50～

99

2005 12

12

～

13

国道を走行中、信号待ちで停車していた大型トレーラートラックに追突し

た。
40301 1～9



2005 12

12

～

13

国道を走行中、信号待ちで停車していた大型トレーラートラックに追突し

た。
40301 1～9

2005 7

20

～

21

前方の交差点の信号待ちで大型トラック、乗用車及び大型トレーラートラッ

クが停止しているところに、被災者が運転する大型トラックが追突した。
40301

50～

99

2005 6

12

～

13

大型トラックで高速自動車道を走行中、先行するトラックに追突し、そのは

ずみで大型トラックの後部バンパーがガードレールに接触して対向車線には

み出し、そのまま右側に横転した。

40301
10～

29

2005 6

2

～

3

高速自動車道において、運転していた大型キャリアトラックがパンクしたた

め、車両を路肩に停車し、車外前方にて修理依頼の電話をしていたところ、

後方から来た大型トラックがキャリアトラックに追突し、キャリアトラック

とガードレールとの間に挟まれた。

40309
10～

29

2005 4

3

～

4

貨物自動車で高速自動車道を走行中、パーキングエリアへの入路の三角地帯

のガードレールに激突し、さらにその先にある点滅灯に激突した。
40301 1～9

2005 4

4

～

5

国道を走行中、緩い左カーブのセンターライン上で、被災者が運転するト

ラックの運転席右側と対向車のトラックの運転席右側が接触した。
40301

10～

29

2005 11

14

～

15

大型タンクローリーで牛乳を輸送中、県道の下り坂で、右カーブを曲がりき

れず大型タンクローリーが横転した。
40301

50～

99

2005 6

4

～

5

大型トラックで走行中、国道の交差点において、信号待ちで停車していた大

型トレーラトラックに追突した。
40301

30～

49

2005 11

11

～

国道において、工事現場の手前で前の車両に続いて停止しようとして減速し

たところ、後続のトラックが追突してきたため、そのはずみで対向車線に押 40301
10～

29



12 し出され、対向車線を走行してきた大型観光バスと正面衝突した。

2005 3

13

～

14

国道を走行中に、被災者が運転していた軽トラックが対向車線にはみ出し、

対向してきた大型トラックと正面衝突した。
10105

10～

29

2005 1

15

～

16

軽トラックで国道を走行中、対向車線にはみ出し、対向してきたダンプト

ラックと正面衝突した。
80209

30～

49

2005 8

18

～

19

国道を大型トラックで走行中、対向車線にはみ出し、対向してきた大型バス

と正面衝突した。
40301

30～

49

2005 8

7

～

8

トラックで走行中、右折のため停車していた車両積載形トラッククレーンに

追突した。
40301 1～9

2005 6

23

～

24

トラックで国道を走行中、信号のあるＴ字路の交差点を青信号で直進してい

たところ、トレーラートラックが右折してきたため、衝突した。
40301

50～

99

2005 6

13

～

14

道路上のマンホール内の点検作業中、トラックをマンホール近くに移動し降

車したところ、トラックが5m後進し、当該マンホール付近で一般車両の見

張りを行っていた被災者がひかれた。

30110 1～9

2005 7

13

～

14

国道の路肩に乗用車を停め、準備作業で車外にいたところ、後方より走行し

てきた大型トラックに衝突された。
80209 1～9

2005 2

2

～

3

新聞配達のため、路肩に普通乗用車を停め車から降りたところ、後方から走

行してきたトレーラートラックが普通乗用車に追突し、側にいた被災者が巻

き込まれた。

80205
30～

49

2005 4

5

～ トレーラトラック（空車）で国道を走行中、対向車両と正面衝突した。 40301
10～

29



6

2005 10

17

～

18

トラックで町道を走行中、路外に逸脱した。 30309
10～

29

2005 4

5

～

6

トレーラートラックを運転中、対向してきた他のトレーラートラックと正面

衝突した。
40301

30～

49

2005 8

2

～

3

大型トラックで高速自動車道を走行中、渋滞停車中の最後尾の別の大型ト

ラックに追突し、運転席に挟まれた。
40301

30～

49

2005 1

9

～

10

冷凍車で国道を走行中、対向車線にはみ出し、対向車の大型トレーラート

ラックと接触し、さらに後続の乗用車に衝突した。
40301

30～

49

2005 9

12

～

13

トラックで国道を走行中に、赤信号で停車していた前方のトラックに追突し

た。
40301

30～

49

2005 11

14

～

15

車で信号機のある交差点を走行していたところ、信号を無視したトラックが

交差点内に進入し衝突した。
130201 1～9

2004 7

3

～

4

高速自動車道を大型トラック（25t車）で走行中、故障のため登坂車線で停

車していた大型トラックに追突し、その衝撃で2台の大型トラックが中央分

離帯に衝突した。

40301

100

～

299

2004 1

13

～

14

トラックで走行中、道路脇の電柱に激突し、同乗者であった被災者が車外に

投げ出された。
30209 1～9

2004 6

14

～ トラックで走行中、道路の中央線を超え対向車の乗用車と正面衝突した。 170209
10～

29



15

2004 6

12

～

13

4tトラックおよび8人乗り普通乗用車に分乗し高速自動車道を走行していた

ところ、前方に停車している大型トラックを確認、追い越し車線に車線変更

したが、道路中央車線上に落下物（幅3m、奥行き2m、高さ60cm）があっ

たため、急ブレーキを掛けたが、間に合わず、当該落下物に衝突した後、そ

の先に停車していた大型トラックに衝突した。

100109 1～9

2004 7

14

～

15

県道舗装工事の一方通行規制区間において、軽ワゴン車がゴムホースの片付

け作業中の被災者をはねた。
30106

10～

29

2004 4

12

～

13

ピアノ4台（荷の重量量500kg）を、2ｔ車を使用し、運送する途中、高速自

動車道で、前を走行していた保冷車に追突し、車両が炎上した。
40301

10～

29

2004 7

3

～

4

県道を4ｔトラックにて走行中、前方を走行していた10ｔトラックに追突し

た。
40301

100

～

299

2004 6

2

～

3

トラックで、高速道路を時速90kmで走行していたところ、前を走っていた

大型トラックに追突し、前方に投げ出され、自車にひかれた。
40301

10～

29

2004 12

12

～

13

配送のため、トラックで信号停車中、後方より車両が追突してきた。 170209
30～

49

2004 7

1

～

2

被災者の運転する4ｔトラックが、信号で停車していた4ｔトラックおよび10

ｔトラックの後部から追突した。
40301

30～

49

2004 3

5

～

6

4ｔトラックで国道を走行中、下り車線で追突事故を起こしたトラックの積

み荷である塗料入りのドラム缶が飛び出してきた。被災者はそれに乗り上

げ、中央分離帯を越えたところで下り車線を走ってきた大型トラックと衝突
40301

10～

29



した。その際、ドラム缶に引火し爆発した。

2004 1

14

～

15

高速道路を4tトラックで走行中、重機を積載し走行していたトレーラーに追

突した。その際、前車の積載していた重機のバケットが自車トラックに刺さ

り、その状態で前車に約500m引きずられ路肩に停止したところへ、後方か

ら来た大型トラックに追突された。

40301 1～9

2004 4

12

～

13

高速自動車道インター近くで、大型トラックが被災者運転の4ｔトラックに

追突したため、トラックは弾みでガードロープに衝突、横転し、被災した。
40301

100

～

299

2004 8

15

～

16

4tトラックを運転して国道を走行中、中央線をはみ出し、対向車線を走行し

ていた10tミキサー車と衝突した。
30202 1～9

2004 12

20

～

21

タンクローリーを運転して国道を走行中、対向車線を越え道路右側の電柱に

激突した。
40301

30～

49

2004 5

15

～

16

自社駐車場にホイールクレーンを入れるため、駐車場内のトラックを一般道

へ出そうとしたが、バッテリーが上がって動かなかった。駐車場から一般道

へは、若干下っているのでこの下り坂を利用してエンジンを掛け、ホイール

クレーンでトラックを引っ張ろうと玉掛けワイヤロープをトラックとホイー

ルクレーンの牽引フックに掛けようとしたところ、トラックが動き出し、ホ

イールクレーンとトラックの前面に挟まれた。

30199 1～9

2004 3

5

～

6

国道でトラック同士の追突事故が発生し、積荷のドラム缶の一部が中央分離

帯を飛び越えて上り線を走行していたトラックに激突した。ドラム缶に激突

されたトラックは、その弾みで中央分離帯を乗り越えて下り線に飛び出し、

下り線を走行していたトラックに正面衝突した。衝突した2台のトラックは

炎上し、このトラックの運転手2名が死亡した。

40301
10～

29

2004 12

6

～

7

国道において、ゆるい右カーブの上り坂を走行中に対向車と正面衝突した。 40301
30～

49



2004 2

13

～

14

ゴルフ場内の舗装修理を行うため、公用車を用いて自宅から修復資材を運び

出し、ゴルフ場に向かう途中、乗用車に追突され、弾みで左助手席側から車

外に放り出された。

10109 1～9

2004 8

18

～

19

集荷先民家そば路上に停車させていた集荷用トラックが後進し、当該トラッ

ク後方にいた被災者が、トラック後部とコンクリート擁壁（民家塀）に挟ま

れた。

40301
30～

49

2004 1

21

～

22

高速自動車道を走行中、前を走っていた大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2004 4

9

～

10

トラックを運転中、前からきた大型トラックがセンターラインを越えてきた

ため避けれず正面衝突した。
170209

100

～

299

2004 5

13

～

14

火災現場から出た廃棄物を4tトラックで運送中、堤防上の県道から道路下の

用水路に転落した。
30209

10～

29

2004 4

11

～

12

トラクター・ショベルの修理を終え、会社に戻るため普通貨物自動車を運転

して県道を走行中、道路脇の街路樹に激突した。
11702

10～

29

2004 12

12

～

13

自社車庫を出発して、配送作業のため高速道路を走行途中、車両点検のため

路側帯に停車し、トラックから降りて車両前方を点検していたところ、停車

中のトラックに後方からトラックが追突してきたため、反動で停車中のト

ラックに激突された。

40301
10～

29

2004 11

0

～

1

砂防ダム建設現場へ生コンを納めるため、ミキサー車を運転中、林道から、

約30m下の川へ転落した。
10901

10～

29

2004 11

2

～
大型貨物自動車を運転し高速道路を走行中、路肩に停車したトレーラ右車体

部分と接触した後、さらに渋滞で停車中の大型貨物自動車後部に追突した。
40301

30～

49



3

2004 6

4

～

5

直前を走行していたトラックが中央車線をはみ出し、対向車線を走行してい

たトラックに接触し、その反動で接触した直前を走行中のトラックが被災者

のトラックと正面衝突した。

40301

100

～

299

2004 9

3

～

4

4ｔトラックで国道を走行中、前方に停車していた14ｔトラックに追突し

た。
40301

10～

29

2004 3

3

～

4

軽貨物自動車で新聞配達中、三差路交差点を直進し民家の石垣に衝突した。 80205
10～

29

2004 9

9

～

10

国道を大型トレーラーを運転して走行中、連続したS字カーブを通過したと

き車両が横転し、ガードレールに接触しながら橋の欄干に衝突し、被災者は

車内より投げ出され、約8m下の川に墜落した。

40309
30～

49

2004 4

21

～

22

トレーラー型タンクローリーを運転し、高速道インターチェンジより本線合

流のためランプウェイを走行中、運転を誤まりランプウェイガードレールに

接触横転、本線中央分離帯の縁石に激突した。

170209
30～

49

2004 9

3

～

4

空のドラム缶およそ20本を積んだ14tトラックを運転中、ガードレールを破

り5～6m下に転落した。
40301

100

～

299

2004 8

13

～

14

4tトラックで国道を走行していたところ、対向車線にはみ出し、対向してき

たトラックの側面に衝突した後、ガードレールに衝突、さらに対向してきた

軽自動車と正面衝突した。

40301
10～

29

2004 7

5

～

6

高速自動車道を走行中、わき見運転のため追越車線から走行車線に入ってき

たトラック（3.1t）に追突されたはずみで、道路左側のコンクリート壁に激

突した。

40301 1～9

2004 4

2

～ 大型トレーラーを運転中、道路と並走する線路上にトレーラーが横転した。 40301
30～

49



3

2004 6

13

～

14

急な坂をトラックで下っていたところ、宅地の土手に乗り上げ、片輪走行の

状態となり民家の手前で横転し、民家のブロックの壁にぶつかった。
150103

10～

29

2004 10

10

～

11

トラックを運転中、センターラインを超えてしまい対向してきた大型トラッ

クと正面衝突した。
80209

30～

49

2004 9

4

～

5

2tトラックで配送する途中に、渋滞で停車していたトラックに追突した。 40301 1～9

2004 8

2

～

3

被災者運転の大型トラックが道路左側の防護壁に接触、その後道路反対側の

中央分離帯の金網フェンスに衝突した。
40301

10～

29

2004 6

4

～

5

国道を大型トラックで走行中、中央線を越えた対向車と衝突した後、対向車

線にはみ出しさらに、走行してきた大型トラックと衝突した。
40301

30～

49

2004 6

4

～

5

被災者運転の普通トラックが中央線を越え、対向車線の大型トラックと正面

衝突した。
40301

50～

99

2004 3

0

～

1

信号待ちのトラックに、被災者の運転するトラックが追突した。 40301
50～

99

2004 1

7

～

8

トラックに荷物を積込み、目的地まで運送する途中、雪のため、県道の路肩

にトラックを止めてチェーンを取り付けていたところ、後方から4ｔトラッ

クが衝突し、自車と相手車との間に挟まれた。

40301
30～

49

2004 12

19

～
片側1車線の緩やかなカーブをトラック（最大積載量3.2ｔ）で走行中、中央

線をはみ出したため、対向車のトラックと正面衝突した。
40301

30～

49



20

2004 8

6

～

7

4tトラックで高速道路を走行中、トンネル出口の側壁に接触し、約70m先の

中央分離帯のガードレールに衝突した。
30209

10～

29

2004 6

13

～

14

急な坂をトラックで下っていたところ、宅地の土手に乗り上げ、片輪走行の

状態となり民家の手前で横転し、民家のブロックの壁にぶつかった。
170101 1～9

2004 4

10

～

11

国道を走行中のタクシーが右折しようとしたとき、タクシーの側面に、後続

の2tトラックが衝突し、タクシーの運転手が被災した。
40201 1～9

2004 3

22

～

23

国道を走行中、前方を走行していた乗用車がUターンの為、走行車線にて急

停止した。そのため、後続の車両が次々に急ブレーキをかけて停車したが、

被災者の運転するトラックは停止しきれず、前方のトラックに追突した。

40301
50～

99

2004 3

21

～

22

国道において、給油所に入るため停車していたトレーラーに被災者が運転す

る大型トラックが追突した。
40301

30～

49

2004 3

1

～

2

夜間道路舗装工事現場において、片側交互通行規制中、ガードマンが車線中

央にて先頭車両（4tトラック）を停車させたところ、後続車（11tトラッ

ク）が先頭車両に後ろから追突した。その際、先頭車両が押し出され、ガー

ドマン2人が跳ねられ、死傷した。

170201
30～

49

2004 3

11

～

12

4tトラックで帰社途中、道路交差点にて信号待ちで停車していた大型トラッ

クに後ろから追突した。
40301

10～

29

2004 5

6

～

7

高速自動車道トンネル内をトラックで走行中、トンネル内の道路左側の車両

退避所出口部の側壁に衝突し、車外に投げ出された。
40301

50～

99

5
軽トラック（保冷車）で国道を走行中、交差点で対向から右折しようとした 50～



2004 8 ～

6
乗用車と衝突した。

80109
99

2004 6

1

～

2

高速自動車道を2ｔトラックにて走行中、前方を走っていた大型トレーラー

の後部に追突した。
40301

50～

99

2004 6

11

～

12

トラックで高速自動車道を走行中、自動車道の側壁に激突し、運転者はシー

トベルトを着用していなかったので車外に投げ出された。
40301 1～9

2004 4

4

～

5

4ｔトラックで走行中、道路脇の建物に激突した。 40301
10～

29

2004 4

3

～

4

4ｔトラックでバイパスの加速車線から本線に入ろうとしている時、加速車

線のゼブラゾーンに停車していた10ｔトラックに衝突した。
40301

10～

29

2004 6

4

～

5

バイクを運転し、走行中、交差点を右折しようとしたところ、後方から走行

してきたトラックに追突された。
80205 1～9

2004 4

4

～

5

国道を4トントラックで走行中、センターラインを越え、対向車線を走行し

ていた大型トラックと衝突、また、その後続を走行していたトラックにも衝

突した。

40301
10～

29

2004 11

3

～

4

国道を4ｔトラックにて芝を運送中、交差点に赤信号で停車していたトラッ

クに追突した。
40301 1～9

2004 7

16

～

17

自動車販売店に自動車を降ろす作業中、キャリアカー後方において後片付け

を行っていたところ、走行してきたトラックがキャリアカー後方に追突し、

被災者がトラックとキャリアカーとの間に挟まれた。

40301 1～9

2
県道を2ｔトラックで走行中、他の2ｔトラックと正面衝突し、さらにその直 30～



2004 10 ～

3
後、被災者のトラックに軽自動車が衝突した。

40301
49

2004 12

10

～

11

軽トラックに乗って、同社が施工する工事現場にセメントの空き袋を回収に

行っていたところ、林道から約20m下の谷川の河原に軽トラックごと転落し

た。

30106
10～

29

2004 2

3

～

4

大型トレーラー（25ｔ）で国道を走行中、路肩に止まっていたトラックに気

づくのが遅れ追突し、そのはずみでハンドルを取られ左ガードレールに接

触、ガードレールを突き破ってトラックもろとも約10m下に墜落した。

40301
10～

29

2004 4

4

～

5

4ｔトラックを運転走行中、前方の赤信号で停止しようとした10ｔトラック

に追突した。
40301 1～9

2004 4

10

～

11

トラックに荷物を積み込み、国道を走行中、左カーブで対向車線にはみ出

し、対向のトラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2004 6

9

～

10

貨物自動車で国道を走行中、下り坂の左カーブで走行中の車線を逸脱、対向

車線路側のガードレールに衝突横転し、車両ドア等に挟まれた。
170209

10～

29

2004 7

16

～

17

国道を3ｔトラックで走行中、センターラインをはみ出して対向車のトラッ

クと接触し、次に後続のトラックと衝突した。
11209 1～9

2004 10

3

～

4

国道を自社所有のトレーラーで走行中、交差点で信号待ちをしていたトレー

ラーに後方から衝突した。
40301

10～

29

2004 9

3

～

4

荷物を運送するため、高速道路を10ｔトラックで走行中、前方を走行中のト

ラックが事故を起こして横転しているところへ追突し、自身のトラックも横

転、大破炎上した。

40301
10～

29

15
トラックで荷物の運送中、インター付近で大雨のためスリップし、道路側壁 10～



2004 4 ～

16
に車体が激突し、その衝撃により車外に放り出された。

40301
29

2004 12

11

～

12

道路の舗装工事のため4ｔダンプトラックの後退を誘導していたところ、当

該道路の後方から走行してきた軽トラックにはね飛ばされて、誘導していた

前記4ｔダンプトラックに激突した。

170201 1～9

2004 11

10

～

11

大型コンクリートミキサー車で、生コンを運ぶため県道を走っていたとこ

ろ、ハンドル操作を誤って車が横転し、その勢いで路肩側のガードレールを

突き破り側溝の水路に転落した。

10901
10～

29

2004 9

5

～

6

トラックで走行中、対向車（トラック）が誤って車線を越えてきて正面衝突

した。
30199 1～9

2004 9

3

～

4

高速道を走行していたトラックに被災者が運転していたトラックが追突し、

被災者は運転席に挟まれ脱出できなくなった。このため追突されたトラック

の運転手が発炎筒をたいて待機していたところ、その後、後方から走ってき

た別のトラックが、被災者が閉じこめられたトラックに追突した。

40301
30～

49

2004 2

10

～

11

国道舗装修繕工事に伴い、交差点の中央分離帯付近で歩行者の誘導を行って

いたところ、4ｔトラックが信号待ちをしていた車に追突し、中央分離帯に

乗り上げ、さらに被災者をはねた。

170201

100

～

299

2004 7

12

～

13

自動車販売会社の建屋改修工事において、足場組立業者の手元作業をしてい

たところ、バランスを崩して2階屋根から約8m墜落した。
40301

10～

29

2004 6

6

～

7

4ｔトラックを運転中、対向車線を走っていたトラックがセンターラインを

オーバーして正面衝突した。
40301

10～

29

2004 4

9

～

10

タンクローリーを運転中、右折しようとしたトラックと接触し、タンクロー

リーが横転した。
40302

10～

29



2004 12

5

～

6

トラックで高速道路を走行中、カーブを直進し道路左側側壁に衝突、車外に

投げ出された。
40301

10～

29

2004 9

15

～

16

11ｔトラックにて走行中、前方で赤信号のため停車していた10ｔダンプカー

に追突した。
40302

10～

29

2004 8

0

～

1

4tトラックで走行中、交差点で運転操作を誤り、中央分離帯（高さ約

20cm、幅約2m）を乗り越え、反対車線の大型貨物自動車に接触、運転手が

車外に放り出された。

30199 1～9

2004 6

4

～

5

普通貨物自動車で荷物を配送中、交差点において、赤信号で停車中の大型10

ｔトラックに追突した。
40302

10～

29

2004 12

12

～

13

国道を走行していた大型トラックが、対向車線にはみ出し、走行中の被災者

が運転する大型トラックと正面衝突した。
40301 1～9

2004 6

1

～

2

高速自動車道を大型トラックで運行中、料金所手前1kmの地点で前方の4ｔ

トラックが減速したことに気付かず追突し、さらに道路側壁に激突した。
40301

30～

49

2004 10

16

～

17

配達の途中、道路上においてトラックにはねられた。 40309
10～

29

2004 5

11

～

12

高速道路料金所において徒歩でブース間を移動中、ETC用レーンに進入して

きた車両に接触した。
170209

100

～

299

2004 3

10

～

11

河川巡視業務を終え、横断歩道を自転車で渡ろうとしたところ、走行中の2

ｔトラックにはねられた。
30199 1～9



2004 3

14

～

15

工具を買いに行くため、青信号になった交差点に自転車で進入したところ、

左折してきた大型トラックに巻き込まれた。
11701 1～9

2004 8

4

～

5

高速自動車道で、路側帯にタクシーを止め、パンクを修理中、後方から来た

トラックにはねられた。
40201

50～

99

2004 7

13

～

14

交差点において、被災者運転のバイクが直進中、右折してきた大型トラック

と接触した。
90101

10～

29

2004 12

18

～

19

スーパー駐車場の誘導係を行っていた被災者が、当該駐車場から出庫してい

く車を国道上で誘導していたところ、走行してきた軽自動車にはねられた。
170201

30～

49

2004 3

9

～

10

4tダンプトラックで国道を走行中、対向車線で追突事故を起こし、車線を越

えてきた大型貨物自動車と正面衝突した。
40302 1～9

2004 12

15

～

16

建設現場で使用した足場をトラック（1.5ｔ積み）に積み帰社する途中、ト

ラックなど4台が衝突する事故に、トラックの運転をしていた被災者が巻き

込まれた。

30201
10～

29

2004 3

11

～

12

原付バイクで停車していたところ、後方より大型トラックに追突された。 90101
10～

29

2004 2

8

～

9

高速道路のトンネル内で、前方の事故で停車していた車列最後尾の大型貨物

自動車（10ｔトラック）に、被災者の運転する普通貨物自動車（4ｔトラッ

ク）が追突した。

40301
10～

29

2004 10

5

～

6

国道上で、交通規制の誘導中、走行中の大型トレーラーにはねられた。 170201
30～

49



2004 4

3

～

4

国道を普通トラックにて走行中、前方の信号待ちで停止中の大型トラックに

追突した。
40301

10～

29

2004 11

2

～

3

国道を走行中、交差点で信号待ちをしていた大型トレーラー後部に、追突し

た。
40301

10～

29

2004 6

13

～

14

台風接近に伴い、現場の状況確認を行うため、被災者が会社の軽トラックを

運転し、現場に向かう途中、国道に設置された車両感知器柱に衝突後、横転

した。

30202 1～9

2004 11

18

～

19

国道バイパスで10t大型トラックで走行、15t大型トラックと正面衝突した。 40301
10～

29

2004 5

9

～

10

4トントラックで国道を走行中、左カーブを曲がりきれず右側の約4m下の山

林に転落した。
40301

30～

49

2004 6

3

～

4

4tトラックに荷物を積んで、国道を走行中、信号待ちで停車中の大型ダンプ

（10t）に被災者の運転する4tトラックが追突した。
40301 1～9

2004 4

0

～

1

タンクローリーで国道を走行中、対向車線より7tトラックが中央分離帯を飛

び越え、被災者の運転するタンクローリーに衝突した。
40302

100

～

299

2004 2

5

～

6

荷を積込んだ10ｔトラックを運転中、橋の手前から左へ車道を外れ、ガード

レールを倒し、そのまま直進し、約5m下の川へ墜落した。
40301

100

～

299

2004 12

12

～

13

国道で大型トラックを運転していたところ対向車線をはみだし、前方から来

た大型トラックと正面衝突した。
40309

10～

29



2004 6

5

～

6

国道を運転中、左カーブを曲がりきれず、センターラインをオーバーして反

対車線に出てしまい、対向車と衝突した。
40301 1～9

2004 11

0

～

1

高速道路で、工事による渋滞で停車中のトレーラーに被災者運転の4t車が追

突し、更に後続の乗用車に追突された。
80204

30～

49

2004 6

13

～

14

トラックで国道を走行中、反対車線を走行していたダンプ車がスリップし、

センターラインを越えて飛び込んできたため、よけきれず、当該ダンプ車に

激突した。

40301
10～

29

2004 5

2

～

3

国道を走行中、信号待ちで停車中の車両に追突した。 40301 1～9

2004 12

5

～

6

2tトラックで交差点に進入したところ、右側交差路から進入してきたライト

バンに衝突され左側交差路のガードレールにトラックが激突し、その衝撃で

被災者が車外に投げ出された。

40301
50～

99

2004 2

2

～

3

トラックで高速道を走行中、前方を走行中の大型トレーラーの後部に追突し

た。
40301

10～

29

2004 4

10

～

11

保険業務で自転車乗車中、左折するトラックに巻き込まれた。 90103

100

～

299

2004 6

13

～

14

トラックの確認作業を行うために、車道に立っていたところ、走行してきた

トラックに接触された。
30105

100

～

299

2004 8

15

～

16

トラックで国道を走行中、渋滞で前方に止まっていた競走馬輸送トラックに

追突した。
30209

10～

29



2004 8

4

～

5

トラックで国道を走行中、前方を走行していたトレーラーに追突、積荷のコ

イルが運転席後部まで荷ずれを起こし、運転席にいた被災者が挟まれた。
40301

50～

99

2004 8

11

～

12

トラックで走行中、国道の分離帯が途切れているところで右折のため停車し

ていた他のトラックに追突した。
40301

10～

29

2004 5

4

～

5

国道の交差点で、信号待ちのトラック2台の後方から被災者が乗った別のト

ラック1台が追突し、計3台の玉突き衝突となったもの。
40301 1～9

2004 10

15

～

16

県道を軽トラックで走行中、対向車線に飛び出し、対向車線を走行中の大型

トラックと正面衝突した。
10104

10～

29

2004 4

23

～

24

トラックを運転し、高速道路を走行中、トンネル入口のトンネル側面に衝突

した。
40301

50～

99

2004 5

6

～

7

大麦を積載した大型トレーラー（30ｔ）を運転し、国道を走行中、下りの

カーブで横転した。
40301

30～

49

2004 2

11

～

12

片側2車線で上り線が緩い下り坂の右カーブのにおいて、被災者がトラック

を運転していたところ、対向車線を走行していたトレーラーが中央分離帯を

乗り越え被災者のトラックに正面衝突した。

40301
30～

49

2004 10

13

～

14

トラックを運転中、渋滞で停止していた前のトラックに追突した。 40301 1～9

2004 8

4

～

5

トラックで国道を走行中、前に止まっていたトラックに追突した。 40301
10～

29



2004 1

3

～

4

トラックを運転し国道を走行中、前方を走っていたトラックが急停車したた

め後続の車が次々に巻き込まれ衝突し、そのうちの1台に追突した。
40301

100

～

299

2004 7

7

～

8

トラックで高速道を走行中、自動車道対向車線に飛び出し、対面から走行し

てきた乗用車と正面衝突した。
30201

10～

29

2004 7

7

～

8

トラックで高速道を走行中、自動車道対向車線に飛び出し、対面から走行し

てきた乗用車と正面衝突した。
30201

10～

29

2004 9

7

～

8

高速道のガードレール脇で規制作業の準備を行っていたところ、走行してき

た一般車のトラックが被災者に激突した。
170209 1～9

2004 7

5

～

6

軽自動車で国道を走行中、方向指示器を点滅させて右折待ちをしていたとこ

ろに、後方からきた8ｔトラックに追突され、対向車線に押し出された。そ

の時、対向車線を直進してきたトラックと正面衝突した。

80205
10～

29

2004 8

14

～

15

ダンプカーで国道を走行中、前方で右折するため停車中のトラックに追突し

た。
30199

10～

29

2004 3

3

～

4

トラックで国道を走行中に、チェーン装着のために国道上に停車していた別

のトラック後部に追突した。
40301 1～9

2004 9

14

～

15

貨物トラックを運転中、高速道路分離帯に衝突し乗っていた車両が炎上し

た。
11301

100

～

299

2004 1

16

～

17

配達のためトラックで県道を走行中、被災者の運転する車がセンターライン

を越えて反対車線側に進入し対向車線を走行中の大型ダンプ車に正面衝突し

た。

40301
10～

29



2004 8

2

～

3

4ｔ車で高速道を走行中、前方を走行中のトレーラーに追突した。 40303 1～9

2004 9

14

～

15

3ｔ冷凍冷蔵車を運転中、下り坂左カーブで、横転、右ガードレールに激突

した。
40301

50～

99

2004 10

20

～

21

乗用車で高速自動車道上り線を走行中、雨のためスリップして中央分離帯に

衝突して180度反転して止まった。被災者らは、車外に出て後続車に事故発

生を知らせるために本線上に立っていたところ、後続車の大型トラックには

ねられた。

30301
30～

49

2004 8

5

～

6

トラックで高速自動車道のトンネル内の走行車線を走行中、前方を走ってい

た大型トラックに追突しそうになったため、追突を避けるため、右にハンド

ルを切ったが避け切れず、大型トラックの右後方に追突し、さらに右側壁に

衝突し、はずみでトラックが横転した。

40301 1～9

2004 11

23

～

24

トラックを運転し国道を走行していたところ、対向車がセンターラインを越

え激突した。
40301

30～

49

2004 6

10

～

11

コンクリートミキサー車を運転して、県道を走行していたところ、県道と国

道とが交差するT字路に進入する際、停車することなく正面の民家の石垣に

衝突し、その弾みで外れた生コンクリートタンクが運転席後部を直撃し被災

した。

10901
30～

49

2004 9

9

～

10

町道において、対向車線のトラックが雨のためスリップし、センターライン

をはみ出して来て、被災者の運転するトラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2004 3

22

～

23

10tトラックで国道を走行していた際、道路工事による片側交互通行のため

停止中の乗用車に追突した。
40301

50～

99



2004 2

4

～

5

タンクローリーで国道を走行中にセンターラインを超え、対向車線の大型ト

ラックに激突した。
40302

50～

99

2004 3

18

～

19

個人住宅の庭の造園作業が終了し、8.5tトラックを誘導しようと国道上に出

たところ、走行してきた軽貨物トラックにはねられた。
170209 1～9

2004 12

10

～

11

3ｔトラックで高速自動車道を走行中、中央分離帯に衝突した。 30202 1～9

2004 4

13

～

14

牛乳用タンクローリー（2t）を運転し、集配先に向かって走行中、交差点で

左折しようとした時、後方から走行してきたトラック（10t）に追突され横

転し、信号機柱に激突した。

10101
50～

99

2004 6

4

～

5

4tトラックに乗り荷物の運搬作業中、交差点で、赤信号で停車していた8tト

ラックに追突した。
40301

30～

49

2004 12

22

～

23

10ｔ積大型トラックを運転し、高速自動車道を走行していたところ、同じ走

行車線の前方を走行していた大型トレーラーに気付いたが発見が遅れ、追い

越し車線に車線変更をしたが避けきれず追突し、反動により中央分離帯の

ガードレールに衝突横転した。

40301

100

～

299

2004 9

4

～

5

会社の商用車を運転して商品配送中、他車との接触により物損の交通事故に

遭ったため、車を反対車線路側帯に停車させ、道路を横断し公衆トイレに立

ち寄り用を足した後、自車に戻るため、横断歩道付近の道路を横断中、左方

より直進してきた2ｔ貨物自動車にはねられた。

80209 1～9

2004 2

4

～

5

積載量約14ｔの貨物自動車に紙製品を積み、国道を走行中、対向車線のタン

クローリー車がセンターラインを超え、被災者の運転する貨物自動車に正面

衝突した。

40301
30～

49

5
対向の上り線で15tトラックが落下タイヤに乗り上げ中央分離帯に衝突する



2004 10 ～

6

事故が起こり、積荷固定ワイヤロープが切れ、積荷である石油タンク外壁鉄

材（長さ6m幅3m重さ6.5t）が下り線へ落下した。直後に下り線を走ってき

た被災者の4tトラックはこれに衝突し、全焼した。

40301
10～

29

2004 5

18

～

19

4ｔトラックで国道を走行中、緩い左カーブのセンターラインをはみ出した

ため、対向する10ｔトラックに衝突した。
40301

50～

99

2004 6

1

～

2

トラックで国道を走行中、信号停車中の25ｔ大型保冷車の後部に追突した。 40301 1～9

2004 12

10

～

11

高速道の法面（のりめん）にて草刈作業の片付け（集草・積込）作業をして

いたところ、集めた草と共に法面（のりめん）から道路上へ滑り落ち、落ち

た際に積み込みのため移動中であった4tゴミ収集車にひかれた。

60101
10～

29

2004 3

1

～

2

高速道路上で、トラックを運転中、工事渋滞中の車列最後尾の乗用車に追突

した。
170209 1～9

2004 3

1

～

2

高速道路上で、トラックを運転中、工事渋滞中の車列最後尾の乗用車に追突

した。
170209 1～9

2004 11

12

～

13

自動車道の本線への進入のループにおいて、減速不十分のため運転中のコン

テナ車が横転し、ガードレールのポールに激突した。
40301

30～

49

2004 11

18

～

19

国道を走行中、反対車線を走行してきたトラックが追越のため車線をはみ出

してきたため正面衝突した。
40301

10～

29

2004 2

2

～

3

道路整備工事の夜間作業所内において、作業エリア外を横断中、一般通行車

両（大型タンクローリー）にはねられた。
30106

50～

99



2004 5

5

～

6

バイクでの朝刊配達を終えて帰店途中にトラックと衝突した。 80205
10～

29

2004 2

3

～

4

2tトラックで走行中、自動車道入口付近にて走行車線前方が工事のため通行

止めになっていたので右側の車線に変更しようとしたところ、右側車線後方

より走行してきた4tトラックに追突され、停車していた工事用トラックに激

突した。

40301
50～

99

2004 11

4

～

5

高速道路の本線上でカラーコーンの撤収作業に従事していたところ、背後か

ら時速80kmで規制帯域に進入してきた13ｔトラックに激突された。
150101 1～9

2004 5

8

～

9

追い越し車線を走行中、中央分離帯を越えて、対向車線の相手車両（3tト

ラック）が進入、先行車両に衝突した後、被災者運転のタクシーに衝突し

た。

40201

300

～

499

2004 1

10

～

11

営業活動中、反対側の歩道へ渡るため、片側3車線の道路で渋滞している車

の間をすり抜けようとして、走行してきた軽トラックにはねられた。
170209

30～

49

2004 10

15

～

16

トレーラーを運転中、トレーラーの左横を走行していた2tトラックと接触

し、そのはずみでガードレールに衝突した際、運転席から投げ出された。
40301

30～

49

2004 5

16

～

17

業務終了後、自転車で事務所ヘ帰社途中、交差点で右折のため発進したト

レーラーに接触した。
170209

50～

99

2004 8

10

～

11

輸入原木（約36t）をトレーラーに積み国道を走行中、緩やかな下りカーブ

を曲がり切れずにガードレールや建物に衝突しながら数m蛇行し横転、被災

者が車外に投げ出されところに積荷の原木が落下した。

40301 1～9

2004 3

5

～

トラックで高速道路を運転し、サービスエリアに入ろうと入口から2車線あ

る進入路右車線を進行中、駐停禁止の進入路右側に仮眠のため停車中のト
40302

30～



6
レーラー（ハザードランプ点灯ナシ）の左後部に追突し、運転席に挟まれ

た。

49

2004 1

7

～

8

建設現場での測量作業のため社用車に乗り合って現場へ向かう途中、交差点

で右折信号に従い右折しようとしたところ、信号を無視して交差点に進入し

てきた直進対向車に左側面から衝突された。

170209
10～

29

2004 10

13

～

14

道路の清掃作業で、国道上に落ちていた落下物を回収するため、パトロール

カーを停車させ後部のハッチドアを開け片付けの準備を始めたところ、後方

から来た大型トラックに追突された。

30106
30～

49

2004 12

6

～

7

大型トラック（積載荷重10t）で高速道路を走行中、走行車線に停車した別

のトラックに追突した。
40301

50～

99

2004 7

6

～

7

軽貨物自動車を運転して配送先に向かう途中、交差点左側から来た自動車と

衝突した。
40303 1～9

2004 6

6

～

7

大型トラックで高速自動車道の本線から料金所へ向かう途中のスロープにお

いて、スピードを超過していたためカーブを曲がり切れず防音壁に衝突し

た。

40301
10～

29

2004 5

4

～

5

トラックで高速道路を走行中、工事渋滞による車列の最後尾の大型トラック

に追突した。
40301

30～

49

2004 9

18

～

19

小型トラックで高速自動車道を走行中、中央分離帯に接触し、横転した。 80201
10～

29

2004 7

6

～

7

雨中の国道をダンプで走行中、車線変更したところスリップしたので慌てて

ハンドルを切り返したところ、そのまま中央分離帯を乗り越えて対向車と衝

突した。

30209 1～9

4
10～



2004 4 ～

5

バイクで新聞配達中、後ろから来た大型トレーラーに衝突された。 80205
29

2004 2

1

～

2

トラックで国道を走行中、凍結した車道に停車中のトラックに追突した。 40301
10～

29

2004 12

4

～

5

国道をトラックで走行中、路肩にトラックを停車し、車外に出ていたとこ

ろ、後方より走行してきたトレーラーに追突された。
40301

100

～

299

2004 6

3

～

4

トラックで国道を走行中、赤信号のため停車中の大型貨物自動車に追突し

た。
40301

50～

99

2004 8

12

～

13

4ｔトラックで国道を走行中、バイクを追い越し走行車線に戻ったところ、

ガソリンスタンドへ入るために停車していたトラックの後部に追突した。
40301

30～

49

2004 1

9

～

10

交差点において、赤信号で停止中の大型トラックに、被災者の運転するト

ラックが後ろから追突し、衝撃により運転席がつぶれた。
40301

10～

29

2004 12

5

～

6

2t保冷車で国道を走行中、対向車線を走行していたトラックが車線をはみ出

し、保冷車と正面衝突した。
80101 1～9

2004 9

5

～

6

大型車で国道を走行中、交差点にて、赤信号で停止中の別の大型車に追突し

た。
40301

10～

29

2004 11

3

～

4

13ｔトラックを運転中、時速35kmで前方を走行していた大型トレーラーに

激突した。
40301

50～

99

5
作業を終え普通トラックに6人が乗り高速自動車道を走行中、大型トラック



2004 10 ～

6

を追い越そうとして接触し、追い越し車線に飛び出して停車した。このとき

運転者がトラックの車内に閉じ込められたため、助けようとしていたところ

に、後続の2台の大型トラックが突っ込んだ。

30104 1～9

2004 10

5

～

6

作業を終え普通トラックに6人が乗り高速自動車道を走行中、大型トラック

を追い越そうとして接触し、追い越し車線に飛び出して停車した。このとき

運転者がトラックの車内に閉じ込められたため、助けようとしていたところ

に、後続の2台の大型トラックが突っ込んだ。

30104 1～9

2004 10

5

～

6

作業を終え普通トラックに6人が乗り高速自動車道を走行中、大型トラック

を追い越そうとして接触し、追い越し車線に飛び出して停車した。このとき

運転者がトラックの車内に閉じ込められたため、助けようとしていたところ

に、後続の2台の大型トラックが突っ込んだ。

30104 1～9

2004 5

10

～

11

トラックで県道を走行中、道路左側の歩道縁石に乗り上げ、田んぼに横転し

電柱に激突した。
40301

30～

49

2004 2

8

～

9

町道のガス配管工事において、片側車線の中間付近で交通整理を行っていた

警備員が、入り口の警備員の誘導で走行してきた4ｔトラックにひかれた。
170201

100

～

299

2004 10

0

～

1

3tトラックで片側一車線の道路を走行中、センターラインを越え対向車のト

ラックと衝突した。
40301 1～9

2004 4

5

～

6

バイクで朝刊を配達中、狭い道路より一般道路へ出たところ、右側から来た

トラックと衝突し、20～30m引きずられた。
80205

100

～

299

2004 1

5

～

6

4ｔトラックを運転中、燃料切れにより交差点の手前で停車したため、ト

ラックから降りてキャビンを上げて助手席側でエアー抜き作業を行っていた

ところ、後方から走行してきたバスがトラックの後部に追突したため被災し

た。

40301 1～9



2004 11

1

～

2

国道を走行中、前方の交差点に停車していた大型トレーラーに追突した。 40301
10～

29

2004 10

2

～

3

店舗前の道路上に止めた車両運搬車の荷台部分で積み込み準備の作業を始め

たところ、車両運搬車後方から走行して来た粉体運搬車に追突された。
40301

50～

99

2004 8

5

～

6

新聞配達中、配達先の敷地から出たときに、左方から来たダンプカーと衝突

した。
80205

50～

99

2004 2

15

～

16

大型トレーラーに鉄骨材を積載して走行中、右折のため停車していた乗用車

に気付きブレーキをかけたところ、荷台に積んでいた鉄骨材4本（長さ

10m、幅90cm、高さ30cm、重量21ｔ）が前に滑り運転席を直撃した。

40301 1～9

2004 6

22

～

23

高速自動車道を走行中、車線中央に停車中の大型ダンプに追突した。 40301
10～

29

2004 7

2

～

3

4ｔ保冷車が走行中、中央分離帯に乗り上げた後、ガードフェンスの支柱に

衝突した。このため、運転席後部の寝台で仮眠していた被災者が車外へ投げ

出された。

40301 1～9

2004 3

3

～

4

トラックで走行中、対向車線にはみ出し対向車の右側面に衝突した。 40301
30～

49

2004 2

1

～

2

高速道を大型トラックで走行中、本線車線とインターチェンジに向かう減速

車線との分岐点で両道路を分けるガードレールに衝突した。
40301

30～

49

2004 10

3

～

4

普通貨物自動車で国道上を走行中、信号待ちしていた大型貨物自動車に追突

した。
40301

10～

29



2004 5

10

～

11

20tトレーラを運転中、スピードの出し過ぎの為、カーブを曲がりきれずト

レーラーが横転し、運転していた被災者が下敷きになった。
40301

10～

29

2004 6

2

～

3

高速自動車道を走行中、別のトラックとタクシーが接触事故を起こして、停

車しているところに、追突した。
40301

10～

29

2004 8

4

～

5

町道を大型トラックで走行中、センターラインを越えて対向車線側の電柱に

衝突した。
40301

30～

49

2004 5

12

～

13

トラックで高速自動車道を走行していたところ、道路左側のガードレールと

フェンスを突き破って約10m下の町道に転落した。
40301 1～9

2004 4

2

～

3

高速自動車道をトレーラーで走行中、前方で多重衝突事故があり、これらの

車両との衝突を避けようと、左ハンドルを切ったところ、ガイドロープを突

き破り、約4m下の雑木林に転落した。

40301

300

～

499

2004 2

3

～

4

高速自動車道において、大型トラックを運転中、前を走っていた大型トレー

ラーに追突した。
40301

30～

49

2004 7

12

～

13

高速自動車道でサービスエリアに入ろうとして減速した車両積載形トラック

クレーンに追突した。
40301

10～

29

2004 4

2

～

3

4ｔトラックで国道を走行中、左カーブで対向車線にはみ出したため、対向

してきた大型トレーラーと正面衝突した。
40301

10～

29

2004 5

12

～

13

トラックで高速道を走行していたところ、道路左側のガードレールとフェン

スを突き破って約10m下の町道に転落した。
40301

10～

29



2004 11

9

～

10

訪問販売のため徒歩で営業活動中、信号機のある交差点の横断歩道を青信号

で横断していたところ、右折してきたトラック（2ｔ）にひかれた。
80209

10～

29

2004 8

18

～

19

4ｔトラックを運転中、道路の右カーブで左側（助手席側）に横転し、ト

ラックの運転席の屋根部がガードロープの支柱で押し潰され被災した。
80209 1～9

2004 6

3

～

4

トラックで走行中、道路の中央分離帯に設置された標識に激突横転し、さら

に、距離をおいて後ろから来たトラックに衝突された。
40301

50～

99

2004 1

4

～

5

トラックで走行中、対向の大型トレーラーが緩い左カーブでセンターライン

を越えて飛び出し衝突した。
40301

50～

99

2004 2

7

～

8

トラックを運転し、トンネルを走行中、トンネル出口付近でブラックアイス

バーンによりスリップして、トンネル側壁に衝突し、更にトンネルを抜けた

ところにある中央分離帯に激突、横転した。

40301
30～

49

2004 11

23

～

24

トラックで国道を走行中、上記災害発生場所で対向車線にはみ出して対向車

のトラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2004 8

7

～

8

舗装用材料を積載した大型ダンプトラックを運転中、進行方向左側から交差

点に進入してきた積載形トラッククレーン右側面のアウトリガー部に衝突し

た。

40301

100

～

299

2004 1

23

～

24

フェリーに乗船するため国道を走行中、対向車線を走行してきた大型トラッ

クと正面衝突した。
40301

30～

49

2004 9

8

～

9

コンクリートミキサー車を運転中、対向車線をダンプカーが走行してきたた

め、いったん停止し窓から身を乗り出した状態でバックしたところ、道路幅

が3mほど狭くなっている地点にさしかかったときに助手席側の後輪が脱輪
40301

10～

29



し、路肩から転落横転し立木とミキサー車の間に挟まれた。

2004 2

10

～

11

保冷車（最大積載量2t）を運転中、交差点で右折のために停車中の前方のダ

ンプへ後方から追突した。
80209

10～

29

2004 9

7

～

8

工事現場に向うため、会社を車両3台で出発した。先頭を走行していた小型

貨物自動車が信号待ちのため停止したところへ、2台目を走行していた普通

貨物自動車がブレーキを掛けたが間に合わずに衝突し、普通貨物自動車を運

転していた被災者が死亡した。

30106
10～

29

2004 7

1

～

2

牛乳の運搬を終えて会社に帰る途中の休憩において、国道沿いのドライブイ

ンの駐車場にトラックを停車させて下車したところ、トラックが突然自走し

た。このためトラックを止めるためにトラックの前方に入ったが、そのまま

トラックの下敷きとなった。

40301
50～

99

2004 5

7

～

8

国道でセミトレーラーを運転中、運転を誤り道路の下に転落した。 40301
10～

29

2004 10

1

～

2

青果物を市場に運搬するため4tトラックで国道を走行中、交差点で信号待ち

のため停車中のトレーラーに追突し、車内に閉じ込められた。
80109 1～9

2004 10

9

～

10

2t保冷車を運転中、町道の緩い右カーブにおいて道路左側に転落した。 10102
10～

29

2004 10

13

～

14

集荷作業のため土産物店横の歩道にトラックを駐車し、荷台に積み込み作業

中、車両が動き出したため、慌てて運転席に乗り込もうとしたが、間に合わ

ず店舗のコンクリート壁とトラックの荷台との間に挟まれた。

40301 1～9

2004 8

1

～

2

25tトラック（冷凍車）を運転し、国道を走行中、突然、対向車線にはみ出

し、中央分離帯を越えて道路右側のガードレールを突破、側道に飛び出し、

車外に放り出されトラックの下敷きとなった。

40301

100

～

299



2004 3

11

～

12

国道を大型トラックで走行中、カーブした登り坂に差し掛かったところ、対

向してきた大型トレーラーが道路中央線をオーバーし、これと衝突した。
40301

10～

29

2004 11

23

～

24

トラック（4t）に家具を積載し緩やかな右カーブを走行中、反対車線のト

ラックがセンターラインを超えて来て衝突し、さらに後続のトラックに追突

され、車体が炎上した。

40301
30～

49

2004 10

18

～

19

トレーラーを運転中、国道の左カーブを曲がりきれずに道路右側へ逸脱横転

し、その反動で車外へ放り出され車の下敷きになった。
40301 1～9

2004 9

0

～

1

単独で野菜を運搬するため、緩い右カープの道路を大型トレーラーで走行

中、道路わきのガードレールに接触後、車両感知器の支柱に衝突し炎上し

た。現場は緩い右カーブであった。

40301 1～9

2004 9

19

～

20

トレーラーで農産物を運搬中、カーブを曲がりきれず、5m下の畑に転落し

て死亡した。
40301

10～

29

2004 2

10

～

11

宿泊先のホテルから健診会場に徒歩で向かっていたところ、国道と町道との

交差点で、右折したダンプトラックにひかれた。
130109

10～

29

2004 1

23

～

24

冷凍車で国道を走行中、他の大型トラックと正面衝突し、双方の車両の運転

者が死亡した。
40301

10～

29

2003 12

4

～

5

10tトラックで国道を走行中、信号待ちで停車しようとしていた前方の大型

トレーラーの後部に気付くのが遅れて追突した。
40301

10～

29

2003 12

2

～

3

大型トレーラーで国道を走行中、積荷の鉄製ドラム（直径約1.2m、幅約

1.6m）1個が路上に落ちたため、通行中の2名に手伝ってもらって排除作業

をしていたときに、後続車のトラックが突っ込んできて手伝者1名を含む2名
40301

10～

29



をはねた。

2003 12

10

～

11

4tトラックで駐車場から道路に出たときに、右から来た4tトラックと衝突し

た衝撃で運転席が前方に傾き、フロントガラスが外れたため、路上に投げ出

されて自分のトラックにひかれた。

10109
50～

99

2003 12

2

～

3

バイクで左車線を走行中、交差点で青信号であったので直進しようとしたと

きに、対向車の大型トラックが右折したので右に避けたが避けきれずに大型

トラックの左側後部に衝突した。

40302

100

～

299

2003 12

6

～

7

高速道路の料金所の13レーンの異常を確認したので、通行券の補充に行こう

としていた同僚と2人で料金所に行って同僚が通行券を補充している間に13

レーンの車を11レーンの出口側に誘導し、12レーンを横切ったときにレーン

に入ってきたトラックにひかれた。

170209

100

～

299

2003 12

5

～

6

10tトラックに雑貨を積んで自動車道を走行中、路面がぬれて一部凍結した

下り車線で発生した玉突き事故に巻き込まれた。
40301

10～

29

2003 12

2

～

3

故障車を荷台に積んで固定しているときに、後方より脇見運転の4tトラック

が追突してきたため、積み込んだ故障車と4tトラックとの間にはさまれた。
11701

30～

49

2003 12

12

～

13

自動車交通事故の処理のため、事故現場の道路上で交通整理中に走行中のト

ラックにひかれた。
40201

50～

99

2003 12

9

～

10

木造住宅建設工事で、基礎工事用の重機を搬入するため道路で重機を載せた

トラックの誘導中に、バックしてきたトラックとブロック塀との間にはさま

れた。

170201
10～

29

2003 12

15

～

16

2tトラックで葬儀用具を会社に持ち帰るため国道を走行中、ハンドル操作を

誤って車両が横転し車内で頭部を強打した。
80409

100

～

299

10
ダンプ・トラックで国道を走行中、信号で停止していたダンプ・トラックに



2003 12 ～

11
追突した。

40301 1～9

2003 12

4

～

5

国道の舗装作業において、一般車両の誘導警備業務を行っていたときに、猛

スピードで交差点を突破してきた2tトラックにはねられた。
170201

50～

99

2003 12

13

～

14

トラックで国道を走行中、交差点で赤信号のため停車していたダンプ・ト

ラックに気づくのが遅れて追突した。
40301

30～

49

2003 12

1

～

2

時速100kmの大型トラックで高速自動車道を走行中、前方を時速60kmで走

行していたトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2003 12

20

～

21

トラックに荷を積んで国道を走行中、道路わきの駐車禁止区域に駐車してい

た2台のトラックに追突しトラックの助手席に乗車していた者が死亡した。
40301

100

～

299

2003 12

10

～

11

軽ワゴン車で自動車道を走行中、車線規制のため停車していたところに後方

からきたタンクローリー車に追突された。
30302

10～

29

2003 12

16

～

17

自動車道路面の補修工事で、誘導員が追い抜き車線から急に走行車線に進路

変更してきた大型トラックにひかれた。
170201

30～

49

2003 12

5

～

6

配達先から営業所へもどるためトラックで国道を走行中、センターラインを

越えて対向の大型トレーラーと衝突した。
80109 1～9

2003 12

11

～

12

3.5t積み平荷台トラックに足場部材を積んで走行中、渋滞で停止中のトレー

ラーに追突した。
80409

10～

29

2
大型トラックで国道を走行中、路肩にはみ出して停車中の大型トラックに追 30～



2003 12 ～

3
突した。

40301
49

2003 12

2

～

3

トラックをパーキングエリア内の駐車場に停めるためエリア内の減速車線を

走行中、減速車線に駐車していた大型トレーラーに追突した。
40301

10～

29

2003 12

9

～

10

バイクで食材買出しのため走行中、ワゴン車と衝突した。 140201 1～9

2003 12

4

～

5

4tトラックで国道を走行中、前方不注意により交差点で赤信号のため停止し

ていた大型トレーラーに追突した。
40301 1～9

2003 12

18

～

19

バイクで郵便配達のため青信号で国道を左折したときに、駐車場へ入ろうと

右折してきた軽トラックと激突した。
110101

50～

99

2003 12

1

～

2

荷物を空港まで運ぶため大型トラック（13t）で国道を走行中、インターの

道路左端に駐車していた大型トラック（ハザードランプ点滅中）の後部に追

突した。

40301 1～9

2003 11

5

～

6

新聞配達中、バイクに積んでいた新聞が飛んでしまったので、国道に落ちて

いた新聞を拾っていたときに10tトラックにはねられた。
80205

30～

49

2003 11

1

～

2

6tトラックに配合飼料6tを積んで国道を走行中、左側の縁石に乗り上げて横

転した。
40301

30～

49

2003 11

4

～

5

OA機器を運搬するため大型トラックで自動車道を走行中、ゆるやかな右

カーブの下り坂で道路左側のガードロープ（4本）を突き破って5m下の一般

道に転落した。

40301 1～9

6
原綿を10tトラックに積んで走行中、途中の駐車帯で同僚の運転していた15t



2003 11 ～

7

トラックの後方に自分の運転していた10tトラックを駐車しトラックの前で

タバコを吸っていたところ、トラックが動き出して同僚のトラックとの間に

はさまれた。

40301
10～

29

2003 11

13

～

14

土砂を4tダンプ・トラックに積んで町道（道幅約2.8m）を走行中、道路左側

の約5m下の川に転落した。
30110 1～9

2003 11

3

～

4

製材品を運んで10tトラックで走行中、国道のトンネル出口付近で4tトラッ

ククレーン車が車線をはみ出してきて正面衝突した。
40301

10～

29

2003 11

3

～

4

トラックで国道を走行中、トンネルの出口付近の緩いカーブで対向車線を越

えて相手のトラックに激突した。（双方の運転手が死亡）
40301

100

～

299

2003 11

3

～

4

トラックで高速道路を走行中、運転手が前方不注意で前走の大型トラックに

追突したため、後部座席で仮眠をしていた者が車外に投げ出された。
40301

50～

99

2003 11

6

～

7

14tトラックで自動車道を走行中、片側1車線の緩やかなカーブで左側路側帯

にはみ出して壁に接触したため、ハンドルを右側に切ったところ対向車線を

越えて道路脇にある陸橋の橋脚に衝突した。

40301

100

～

299

2003 11

1

～

2

トラックで首都高速道路の工事現場脇を走行中、工事車両専用出口以外の部

分から車線に進入してきたダンプカーの側面に衝突した。
40301

10～

29

2003 11

8

～

9

トラックでコンプレッサーを搬送中に、ハンドルをとられて対向車線に大き

くはみ出し対向の11tトラックと激突し、助手席に乗っていた者が死亡し

た。

150102 1～9

2003 11

16

～

17

引越作業が終了しバイク（50cc）で4tトラックの後方を走行中、前方のト

ラックがバス停のバスを避けるため中央車線に車線変更したときに、停車中

のバスに気付くのが遅れたためバス右後方に追突して転倒し、中央車線側へ
40301

50～

99



投げ出されたところへ中央車線を走行してきた大型ダンプにひかれた。

2003 11

22

～

23

舗装補修工事において、歩道と車道を区画するラインを引く作業をセンター

ライナーで行っていたときに、交通誘導員の停止指示を無視して現場内に

突っ込んできた飲酒運転の軽トラックにはねられた。

30106
10～

29

2003 11

14

～

15

トラックで国道を走行中、センターラインをはみだして対向車と正面衝突し

た。
40301

10～

29

2003 11

5

～

6

トラックで高速道路を走行中に接触事故を起こしたため、相互の車両を路肩

に駐車して路上で話し合いしているときに、別のトラックが後方へ追突して

きてトラック3台が玉突き状態となり、トラック間にいた者が相方の車両と

の間にはさまれた。

40301
50～

99

2003 11

3

～

4

4tトラックで国道を走行中、対向車線の大型トレーラーがガソリンスタンド

へ入ろうと急に右折したため、避けようとして右にハンドルを切ったが避け

きれず、トレーラー後部にキャビン左部が衝突し、反動で反対車線へ突き飛

ばされて対向車線を走行してきたトラックと衝突した。

40301
30～

49

2003 11

12

～

13

トラックで走行中、センターラインを越えて対向車線を走行する乗用車と衝

突し、道路脇の民家に突っ込み民家とともに炎上した。（トラックの運転手

と乗用車の運転手が死亡）

40301
30～

49

2003 11

6

～

7

トラックで自動車道を走行中、ジャンクションの下りカーブでスピードが出

すぎていたため、右側ガードレールに接触し横転した。
40301

30～

49

2003 11

5

～

6

4tトラックに引越し荷物を積載して国道を走行中、赤信号で停車していたト

ラックの後部へ追突した。
40301

10～

29

2003 11

17

～

18

勤務先で不足した清掃道具を補充するため、保管場所である会社出張所に自

転車で向かっているときに、市道から脇道に入ろうと左折してきた大型ダン

プにひかれた。

150101
30～

49



2003 11

4

～

5

小型トラックで資材を運送した帰りに走行中、前走の車に追突して運転席で

はさまれたときにエンジンから出火し、両下腿骨折と火傷を負った。
30106

10～

29

2003 11

16

～

17

灯油の配達を終えてタンクローリー（2t）で走行中、国道の交差点手前で横

転し交差点脇にある電柱に衝突した。
80204 1～9

2003 11

4

～

5

トラックに空コンテナを積んで高速道路を走行中、側壁に激突した。 40301
50～

99

2003 11

13

～

14

工事現場から他の工事現場へ向かうため堤防道路を軽トラックで走行中、車

線をはみ出してきた4tトラックと正面衝突した。
30209 1～9

2003 11

4

～

5

大型トレーラー（38t台車）にクレーン用カウンターウエイト（重さ約35t）

を積んで走行中、交差点を左折したときにトレーラーが横転し、運転席部分

が中央分離帯の標識塔に衝突した。

30309
10～

29

2003 11

23

～

24

トラックで2車線の高速道路を走行中、外側のガードレールに激突した反動

で中央分離帯のガードレールに激突し、再び反動で外側のガードレールに激

突し、さらに前方を走行中の10tトラックの後部に接触横転し、そのまま中

央分離帯のガードレールに激突した。

40301
30～

49

2003 11

1

～

2

大型トレーラ（20t）で国道を走行中、急な左カーブを曲がりきれずに横転

しガードレールや水銀灯に激突した。
40301

30～

49

2003 10

4

～

5

建設工事現場にリースするガードマンボックスを運搬するため、2tトラック

で国道を走行中、市道に右折しようとして曲がりきれずに国道上に停止して

いたトレーラーに追突した。

80409
10～

29

2003 10

13

～
弁当の空容器を回収するためバンで走行中、中央分離帯の植木の手入れのた

め駐車していた2tトラックに衝突した。
10109

50～

99



14

2003 10

3

～

4

トラックで自動車道を走行中、インターチェンジで自動車道から出るため減

速したところに後続車両に追突され、防音壁に激突して車両が横転し運転席

で下半身をはさまれた。

40301
30～

49

2003 10

0

～

1

納品のため4tトラックで高速道路を走行中、左側車線から大型トラックが急

に割り込んできたので衝突を避けようとして右に急ハンドルを切ったとき

に、センターライン沿いのガードフェンスに衝突し、その反動で路肩側の

フェンスにはね返ったときに車外に放り出され自分のトラックの下敷きに

なった。

40301
10～

29

2003 10

16

～

17

大型トラックで鉄くずの回収作業に行って林道を走行中、運転を誤って崖下

（高さ5m）に転落した。
11209

10～

29

2003 10

23

～

24

雑荷を積んでトラックで走行中、交差点を赤信号で停車中の2台の車を追い

越して交差点に進入してきた乗用車に衝突され、水路に転落して溺死した。
40301

50～

99

2003 10

4

～

5

トラックで国道を走行中、対向のトラックに衝突された。 40301
10～

29

2003 10

10

～

11

取引先で荷を積んで10tトラックで高速道路を走行中、国道との合流地点の

手前の左カーブを曲がりきれずに右側のガードレールを乗り越えて横転し

た。

40301
10～

29

2003 10

7

～

8

トラックで国道を走行中、緩やかな左カーブにおいて対向車線にはみ出し

10tトラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2003 10

23

～

24

大型トラックに荷を積んで走行中、道路左側の商店に入ろうとして減速した

大型トレーラーに追突した。
40301

10～

29



2003 10

21

～

22

12t保冷車で県道を走行中、製紙工場のコンクリート製の門に突っ込み、そ

のまま敷地内に停車していたトレーラーに激突した。
40301

10～

29

2003 10

4

～

5

荷の運搬のためトラックで高速道路を走行中、インター手前で渋滞のため停

車していた大型トラックに追突した。
40301

30～

49

2003 10

1

～

2

トラックで配送中、交差点で乗用車と出会い頭に衝突し、そのはずみで交差

点脇の電柱に激突した。
40301

30～

49

2003 10

20

～

21

印刷物を4tトラックに積んで国道を走行中、ガードレールがない片側一車線

の左カーブの山道で運転を誤り道路から約50m下にトラックとともに転落し

た。

40301
10～

29

2003 10

18

～

19

4tトラックに食肉の皮と脂などの残滓を積み込んで走行中、県道の下り坂左

カーブで対向車線にはみ出したのち右側コンクリート擁（よう）壁に激突し

た。

150103 1～9

2003 10

11

～

12

ビルの解体作業に伴うガラの積み込み作業において、10tダンプ・トラック

の左側前輪に車輪止めをしてスロープ上（傾斜角7.8度）に停車していたと

ころ、手元作業員が車輪止めを外したためにダンプ・トラックがスロープを

下り車道に出たので、止めようと立ちふさがったときに車道を走行中の大型

観光バスの後部との間にはさまれた。

170201
50～

99

2003 10

15

～

16

営業活動のため原付自転車で走行中、後方からきたダンプカーに追突され車

に巻き込まれた。
80409

50～

99

2003 10

2

～

3

4tトラックで国道を走行中、対向車線を走行中の10tトラックと正面衝突

し、双方の運転手が死亡した。
40301

30～

49

2
10tトラックで走行中、反対車線を走行していた4tトラックがはみ出してき 10～



2003 10 ～

3
て正面衝突し双方が死亡した。

40301
29

2003 10

0

～

1

大型保冷車（車長12m、積載10t）に冷凍魚介類を積んで高速道路を走行

中、右前輪が破裂して中央分離帯に乗り上げて横転し、車外に放り出されて

自車の下敷きになった。

40301
10～

29

2003 10

1

～

2

トレーラーで国道を走行中、前方を走行していたダンプカーが鹿を避けよう

として中央線を越えて対向車線のトラックに接触し、急停車したところへ追

突した。

40301
10～

29

2003 10

4

～

5

9tトラックで自動車道を走行中、片側3車線の左側車線を走行していた大型

トラックのタイヤが脱輪して中央車線に転がり、前方を走っていた大型ト

ラックに接触したので、追い越し車線に車線変更したところ、再び転がって

きたタイヤに乗り上げてハンドルを取られ左側側壁に衝突した。

40301
10～

29

2003 9

3

～

4

8.6tの貨物自動車に約5tの金属製棚を積載して国道を走行中、前方のトラッ

クに追突した。
40301

10～

29

2003 9

12

～

13

大型トレーラーで国道を走行中、交差点で信号待ちをしていた大型トラック

に追突した。
40301 1～9

2003 9

14

～

15

道路維持管理のため、橋上で路側帯の土砂の清掃をしていたときに走行して

きたトラックに激突された。
30309 1～9

2003 9

14

～

15

大型トラックで高速道路を走行中、渋滞で徐行していた最後尾の大型トラッ

クに追突した。
40301

50～

99

2003 9

14

～

15

片側2車線の道路の右車線を2tトラックで走行中、同じ車線を時速10kmで走

行していた道路清掃車に追突した。
40301

100

～

299



2003 9

13

～

14

研修のため乗用車で国道を走行中、交差点で信号待ちしていたところへ後方

より走行してきた4tトラックに追突され、助手席に乗車していた者が死亡し

た。

30202
10～

29

2003 9

7

～

8

乗用車で走行中、渋滞のため徐行運転していたときに、2台後方を走行中の

トラックが追突してきて前後の車にはさまれた。
30301

10～

29

2003 9

15

～

16

15tトラックに故紙を積み込み国道を走行中、交差点において右折レーンで

右折信号待ちをしていたダンプ・トラックに追突した。
40301

10～

29

2003 9

13

～

14

個人住宅の工事現場から廃棄物を積んで国道を2tトラックで走行中、居眠り

運転により対向車線に飛び出して競走馬用の輸送トラックと正面衝突した。
30201

100

～

299

2003 9

9

～

10

漬物の原料（なす）を仕入れるため、小型トラックで高速道路を走行中、ト

ンネル出口付近でハンドル操作を誤って道路左側のガードレールに激突し

た。

10103
10～

29

2003 9

3

～

4

大型トラック（13t）で国道を走行中、片側交互通行のため停車していた大

型トラックに追突した。
40301

30～

49

2003 9

2

～

3

6tトラックに野菜を積んで国道を走行中、赤信号のため停車していたトラッ

クに追突した。
40301

10～

29

2003 9

11

～

12

大型トラック（最大積載量13.7t）にタイヤ7tを積載して自動車道を走行中、

大型トラックに追突した。
40301

50～

99

2003 9

4

～

5

15t積み冷凍車で自動車道を走行中、S字カーブを曲がりきれずに運転席側が

スノーシェッド側壁に衝突した。
40301

10～

29



2003 9

4

～

5

2tトラックで国道を走行中、タイヤパンクの修理のため前方に駐車していた

10tトラック（乗車者なし）の後部に追突し、ハンドルと座席シートの間に

はさまれた。

40301
30～

49

2003 9

20

～

21

19.25tトレーラにベニヤ板（18.9t）を積載し国道を走行中、峠を通過し市街

地に入る手前からブレーキが効かなくなり、前方を走る大型トラックと接触

したのち運転席から路上に飛び降りたが頭蓋骨を骨折した。

40301
10～

29

2003 9

14

～

15

道路沿いの法面（のりめん）工事において、現場事務所側（海側）から工事

施工場所（山側）に行くため道路を歩行横断中、走行してきた2tトラックに

はねられた。

30199 1～9

2003 9

5

～

6

自動車道料金所で、収受業務を開始するためブースへ通じる地下道を通って

料金収受ブースに入ろうとしたときに、鍵を忘れたためETC専用のレーンを

横断して同僚から鍵を借り、自分の担当ブースへもどるため再度レーンを横

断しようとしたときに、そのレーンを通過しようとした10tトラックにひか

れた。

170209
30～

49

2003 9

5

～

6

20tの大型トレーラーで自動車道を走行中、左カーブを曲がり切れずに右側

のガードレールに衝突し、ガードレールを突き破って斜面を滑り横転し、約

5m下の自動車道に落ちトラックと激突した。

40301
10～

29

2003 9

5

～

6

高速道路の舗装改良工事において、工事場所の1km手前の個所に工事標識の

看板を設置しようとしているときに、蛇行運転をしてきた4tトラックが飛び

込んできて作業者4名のうち1名が死亡した。

30106
30～

49

2003 9

5

～

6

保冷車で市場に魚を配送して帰社途中、交差点で乗用車と出会い頭に衝突し

車外に放り出された。
80109

30～

49

2003 9

0

～

1

電気通信ケーブルを搬送して県道を走行中、道路中央ライン寄りで右折待ち

していたときに、後続の10tトラックに追突され衝撃で対向車線に飛ばさ

れ、さらに対向の10tトラックに衝突されて助手席の者が死亡した。

30301
10～

29

5
14tトラックで走行中、国道の交差点で信号待ちで停まっていた大型トラッ 30～



2003 9 ～

6
クに追突した。

40301
49

2003 8

4

～

5

2tトラックで新聞社の印刷工場から専売所に新聞を配送してもどる途中、県

道の交差点で信号待ちをしている10tトラックに追突した。
40309

50～

99

2003 8

3

～

4

4tトラックに荷物を積込み高速道路を走行中、事故で停車していたトレー

ラーに追突した。
40301

50～

99

2003 8

11

～

12

小型冷凍車で食材の配達を終えて国道を走行中、渋滞で停車していた前方の

トラック（4t車）に追突した。
80109

10～

29

2003 8

5

～

6

13tトラックで高速道路を走行中、前方の10tトラックが突然車線に割り込ん

できたため追突し、2台とも道路脇のガードロープを突き破って約5m下の農

道に転落した。

40301

100

～

299

2003 8

15

～

16

トラックで配達先へ向かう途中、交差点で左から来たトラックと衝突した。 40301
10～

29

2003 8

0

～

1

国道で路盤調査中、片側交互通行の車両誘導を行っていたときに、軽貨物自

動車が突っ込んで来て民家の塀との間にはさまれた。
170201

30～

49

2003 8

0

～

1

トラックで脇道から国道に出ようとしたときに、時速60kmで走行してきた

大型トラックと衝突した。
80209 1～9

2003 8

21

～

22

トレーラーで約22tの鶏ふんを積んで国道を走行中、センターラインを越え

てガードレールを突き破り約5m下の川に転落した。
40301

50～

99

0 生コンクリート（1.75m3）をコンクリートミキサー車（最大積載量
10～



2003 8 ～

1

3,950kg）で工事現場に運搬中に、市道（幅員3m）の路肩から約20m下の谷

の斜面に転落した。

30106
29

2003 8

4

～

5

トラックで国道を走行中、追越車線で右折待ちの大型トレーラーの後部に追

突した。
40301

10～

29

2003 8

6

～

7

冷蔵・冷凍セミトレーラー車（後車部分）を引き取るため、トレーラー車の

ヘッド（牽引車部分）を運転して国道を走行中、運転席の下付近に取り付け

てあるスペアタイヤが突然脱落して後輪がこれに乗り上げたため車がバラン

スを崩し、対向車線を越えて水田に転落した。

40302 1～9

2003 8

19

～

20

バイパス関連工事の仕事を終えてトラック（2t平ボデー）で国道を走行中、

橋の欄干に衝突して運転席が大破し、助手席に乗っていた者が助手席にはさ

まれ死亡した。

30301 1～9

2003 8

0

～

1

断裁した鉄板を積んだ10tトラックで国道を走行中、非常停車帯に停車して

いた大型トラックに追突した。
11209

30～

49

2003 8

1

～

2

県道をトラックで走行中、道路上に駐車していた大型トラックに追突した。 40301
10～

29

2003 8

21

～

22

4tトラックで国道を走行中、中央分離帯を乗り越えて対向車線を直進し、緩

い左カーブのところから道路を外れて沿道の民家の乗用車、住宅一階の一部

を壊して停止した。

40301 1～9

2003 8

23

～

24

普通貨物自動車を運転して自動車道を走行中、雨で濡れた左カーブで普通乗

用車がスリップして停車したため、後続のトラック14台と乗用車4台が絡む

衝突事故が発生し死亡した。

40301 1～9

2003 8

23

～

24

11tトラックで国道を時速120kmで走行中、前走の乗用車に追突してさらに

その前を走行していた4tトラックに追突し、11tトラックの運転手および乗

用車の2名の計3名が死亡した。

40301 1～9



2003 8

3

～

4

中央市場より鮮魚・貝類を積んで走行中、居眠り運転により道路への出口分

岐点に設置されているクッションドラムに衝突した。
40301

30～

49

2003 8

3

～

4

4tトラックで国道を走行中、路肩に停車中の10tトラックに追突した。 40301
30～

49

2003 7

0

～

1

魚市場からトラックで帰社する途中、道路から路肩下に転落した。 10102
10～

29

2003 7

5

～

6

トラックを運転して国道を走行中、前方を走行中の4tトラックに追突し、そ

のはずみで縁石にぶつかって対向車線に出て大型トレーラーと衝突した。
40301

10～

29

2003 7

5

～

6

トラックで配達先へ向かう途中、交差点で右折待ちのため停車していたト

ラックに追突した。
40301

50～

99

2003 7

22

～

23

自動車のオークションで購入した社用の大型トラックを運転して走行中、道

路脇に停車していたパトロール車に追突して運転席から投げ出された。
80109

50～

99

2003 7

3

～

4

ワンマンの10tトラックで高速道路を走行中、路面が降雨で濡れていたため

スリップし、中央分離帯に激突・横転し車外に投げ出された。
40301

10～

29

2003 7

11

～

12

工事現場へ向かうため普通貨物自動車で走行中、緩やかな左カーブで対向車

線に飛び出し普通貨物自動車（ごみ収集車）と衝突した。
30209

10～

29

2003 7

3

～

4

軽トラック（保冷車）に荷を積込んで走行中、流通センター内の市道交差点

（信号機なし）を一時停止をせずに進入したたため、右側から直進してきた

10t大型トラックと衝突した。

40301 1～9



2003 7

22

～

23

トラックで走行中、峠の崖からトラックごと転落した。 40301
30～

49

2003 7

23

～

24

フェリーで港に運搬されてきたトレーラーを客先へ届けるため、トラクター

ヘッドを運転して走行中、自動車道のS字の右カーブで曲がりきれず中央

ガードレールに接触し、左カーブになったときに車両が右側に傾いて、その

ままの状態で約40m走行したのち横転し、運転席部分を路面に打ちつけた。

40301
30～

49

2003 7

11

～

12

1.5tトラックで引込線工事現場に向って走行中、右折のため停車していた2t

ダンプに追突した。
30301

50～

99

2003 7

13

～

14

材木を積んだトラックで国道を走行中、緩やかな右カーブで電柱に衝突し頭

を強打した。
40301

10～

29

2003 7

14

～

15

配電線の支障木伐採作業で、次の伐採場所へ軽トラック2台で移動中に、1台

が県道の下り勾配の緩い左カーブを直進して道路脇の杉に激突し横転した。
60201

10～

29

2003 7

20

～

21

普通貨物自動車（4t車）で国道を走行中、信号待ちのため停車していた普通

貨物自動車（4t車）に追突した。
40301

10～

29

2003 7

6

～

7

高速道路のパーキングエリア駐車場において、ほうきとちり取りを持って清

掃作業をしていたときに、動き出した大型トラックの右前輪に巻き込まれ

た。

150109
50～

99

2003 7

0

～

1

2tトラックで食料品の配送中、交差点から右折しようとしたときに左方向か

ら走行してきた大型ダンプ・トラックと衝突し、衝撃で車外に投げ出され

た。

40301
30～

49

2003 7

6

～
保冷車で国道を走行中、直線からカーブに差し掛かったところで対向車両と

正面衝突した。
40301 1～9



7

2003 7

5

～

6

1.5tトラックで国道を走行中、路肩に停車していた大型トラックに追突し

た。
80109 1～9

2003 7

4

～

5

一般道をトラックで走行していた途中で休憩時間を多く取り過ぎ、遅れそう

になったため急いでいた。高速自動車道のインターに入って左ループを走行

中、ループを曲がりきれず運転席を下にして横転し、そのままカードレール

と運転席との間にはさまれた。

40301
10～

29

2003 7

12

～

13

2t保冷トラックで国道を走行中、豪雨のため車がスリップして追い越し車線

にはみ出して車が横向きになったときに、後方から来たトラックに追突され

た。

40301
50～

99

2003 7

20

～

21

大型トラックで走行中、国道のトンネル内で運転操作を誤り反対車線に飛び

出し、対向の大型貨物自動車と正面衝突し、相手方も即死した。
40301

10～

29

2003 7

7

～

8

自動車道を2tトラックで走行中、中央線を越えて反対車線を走っていた9tト

ラックと正面衝突し、助手席の者が死亡した。
40301

10～

29

2003 6

9

～

10

材料を引き取りのためダンプ・トラック（2t、空車）で現場へ向かう途中、

センターラインをオーバーして民家のコンクリート塀に激突した。
10905 1～9

2003 6

3

～

4

2t保冷車に製品を積み込んで走行中、国道の片側2車線の左側に休憩のため

駐車していた大型トレーラーに追突し、車外に放り出された。
40301

30～

49

2003 6

5

～

6

ガソリンを積んでガソリンスタンドへ配送途中、対向車が中央分離帯をなぎ

倒しながら飛び込んできて衝突された。
40301

100

～

299

2
大型トラックで国道を走行中、トンネルを出たところで片側一車線のセン 10～



2003 6 ～

3
ターラインをオーバーし対向の4tトラックと正面衝突した。

40301
29

2003 6

11

～

12

顧客に品物を配達するため軽トラックで走行中、対向車線からはみ出してき

た乗用車と正面衝突した。
170209

300

～

2003 6

1

～

2

タクシーに乗客を乗せ首都高道路を走行中、後方から来た大型トラックに追

突されてタクシーが大破し、乗客は死亡、運転手は意識不明となったのち死

亡した。

40201
50～

99

2003 6

0

～

1

営業を終了して会社のライトバンで国道を走行中、緩い左カーブで対向車線

にはみ出し大型トラックと衝突した。
80109

10～

29

2003 6

7

～

8

大型トラックに荷を積み高速道路を走行中、別の事故で止まっていた車に追

突した。
40301

10～

29

2003 6

23

～

24

工場で荷物の積み下ろし作業を行っている途中で、工場から徒歩で国道を横

断して向かい側にあるガソリンスタンドに行き、その帰りに大型トラックに

ひかれた。

40301
10～

29

2003 6

15

～

16

2tトラックで走行中、渋滞のためゆっくり走っていたところへ4tトラックに

追突され、そのはずみで前を走行していた10tトラックに追突した。
40301

10～

29

2003 6

9

～

10

4tトラックで国道を走行中、通常は黄色の点滅信号であるため前のトラック

（10t）が徐行運転しているものと予想して通常通りのスピードで走行して

いたところ、10tトラックが実際には停車していたため右前方から10tトラッ

クに衝突した。

40301
30～

49

2003 6

3

～

4

15tトラックで国道を走行中、交差点で信号待ちをしていた大型トレーラー

に追突し、そのとき大型トレーラーにはみだして積載されていた鋼材に激突

した。

40301
10～

29



2003 6

8

～

9

荷物をトラックに積んで自動車道を走行中、事故による渋滞のため停まって

いた大型トラックに追突した。
40302

30～

49

2003 6

5

～

6

新聞配達のため国道を自転車で走行中、後方からきたトラックにはねられ

た。
80205

30～

49

2003 6

5

～

6

冷凍車（最大積載量12.9t）でニンジン約9tを搬送し、仮眠して高速道路を走

行中、反対車線からはみ出してきた普通トラックと正面衝突した。
40301

50～

99

2003 6

5

～

6

4t保冷車で走行中、中央分離帯に接触した後にハンドル操作が不能となって

対向車線に飛び出し、10t保冷車と正面衝突した。
40301

10～

29

2003 6

4

～

5

朝刊配達のため、軽トラックで販売所を出発し私道から出て公道に出たとこ

ろで、右側からきた乗用車に追突され横転した。
80205 1～9

2003 6

5

～

6

4tトラックで国道を走行中、交差点付近で故障のためハザードを点滅させ左

車線に停車していたトラック（積荷は木材）に追突し、キャビンが押し潰さ

れた。

40301

100

～

299

2003 6

4

～

5

トラック（最大積載量14.5t）に積荷（コイル状の鋼板11.85t）を積んで国道

を走行中、緩やかな左カーブを直進したため道路外の空地を通り抜け民家に

突っ込んだ。

40301
30～

49

2003 5

15

～

16

乗用車で自動車道を走行中、事故渋滞が発生していたので減速したところ、

後方を走行していた大型トラックに追突され、後部座席に乗車していた者が

乗り上げてきたトラックと前部座席との間にはさまれた。

11403
50～

99

2003 5

9

～

10

トラックでガス工事現場のガラを処理場まで運搬・投棄して現場にもどる途

中、幅員約5mの道路で対向車とすれ違う際に左により過ぎてトラックごと

路肩から水路に転落した。

30199 1～9



2003 5

10

～

11

キャリヤーカーに車を搭載して国道を走行中、道路工事の渋滞で停車してい

た4tトラックに追突し、反動で中央分離帯に乗り上げて対向車と衝突したと

きに、搭載していた車が前方に移動したため、搭載していた車とハンドルと

の間にはさまれた。

80202 1～9

2003 5

12

～

13

25tトラックで高速道路を走行中、前方を走行中の最低速度違反の30tトレー

ラーに前方不注意により追突した。
40301

10～

29

2003 5

16

～

17

橋梁工事で使用した敷き鉄板18枚を積んだトレーラーで走行中、県道から国

道に出る丁字路で曲りきれずに谷に転落した。
40301

10～

29

2003 5

5

～

6

トラックに清涼飲料を積んで時速50キロメートルで走行中、坂道で対向車線

にはみ出して、前から来た大型ダンプと正面衝突した。
40302

10～

29

2003 5

13

～

14

トレーラーでドラグ・ショベルを搬送し帰社のためトレーラーで走行中、左

カーブで右側に転落して電柱に激突した。
40301

10～

29

2003 5

9

～

10

建材店で購入した砕石を4tダンプで資材置場へ運ぶ途中、運転を誤って道路

と並行して流れている川へダンプごと転落した。
30109

10～

29

2003 5

19

～

20

営業活動を終えて社用車で高速道路を走行中、スリップして追い越し車線上

に停車していたところへ、後続の2台の貨物自動車に衝突された。
80109 1～9

2003 5

13

～

14

現場で使用するグレーチング枠を軽トラックに積んで走行中、対向車のバス

と正面衝突した。
30110 1～9

2003 5

12

～
大型トラックで国道を通行中、対向のトレーラーと衝突して、双方の運転者

が死亡した。
40301

10～

29



13

2003 5

12

～

13

トレーラーで国道を走行中、緩やかなカーブで対向車線から大型トラックが

センターラインを越えてきて正面衝突し双方運転者が死亡した。
40301

10～

29

2003 5

2

～

3

10tトラックで高速道路を走行中、夜間無料開放の料金所を減速せずに通過

した対向車がハンドル操作を誤って道路左側の縁石に乗り上げ、バランスを

崩して対向車線にはみ出してきて正面衝突した。

40301
30～

49

2003 5

21

～

22

10tトラックで荷物を積んで国道を走行中、カーブを曲がり切れずに国道か

ら外れ、川のコンクリートの護岸に激突し、トラックに押し潰された。
40301

10～

29

2003 5

3

～

4

大型トラック（最大積載量9400kg）に荷を積んで高速道路を走行中、大型

トレーラーに追突した。
40309

10～

29

2003 5

6

～

7

タクシーで走行中、交差点で進入してきた4tトラックと出会い頭に衝突し、

衝撃でタクシーがガードレールに激突し運転手が死亡した。
40201

100

～

299

2003 5

0

～

1

化学製品をタンクトレーラー（23t）に積んで自動車道を走行中、左カーブ

を曲がりきれずに車両が横転（時速50キロメートルで走行、制限速度は40キ

ロメートル）した。

40301
30～

49

2003 4

6

～

7

高速道路をトラックで走行中、追越車線を走っていたトラックが走行姿勢を

乱して走行車線に停車したため、それを避けようとしたトラックに後続のト

ラック等7台が次々と玉突き衝突した。

40301
10～

29

2003 4

6

～

7

高速道路をトラックで走行中、追越車線を走っていたトラックが走行姿勢を

乱して走行車線に停車したため、それを避けようとしたトラックに後続のト

ラック等7台が次々と玉突き衝突した。

40301
10～

29

2003 4

1

～
4tトラックで国道の緩い左カーブの走行車線を走行中、対向のトレーラーが

右カーブで中央線を越えてきたために避けきれず衝突した。
40301 1～9



2

2003 4

9

～

10

トラックで走行中、信号待ちをしていた大型トラックに追突し、助手席に

乗っていた者が死亡した。
80209

30～

49

2003 4

15

～

16

ベントナイト粉を10tダンプ・トラックに積んで国道を走行中、ガードレー

ルを突き破って高さ15mの崖下に転落した。
40301

50～

99

2003 4

5

～

6

配送のため保冷車を運転して国道を走行中、信号機のある交差点で前方の大

型トレーラー後部に追突し、運転席が押しつぶされた。
40301

10～

29

2003 4

16

～

17

軽トラックで顧客先に向って農道を走行中、交差点に差しかかったところで

町道側より出てきた乗用車と衝突した。
80203

10～

29

2003 4

5

～

6

4tトラックで自動車道を走行中、中央分離帯に接触して反動でトラックが横

転し、車外へ投げ出されてトラックの下敷きになった。
40301

10～

29

2003 4

4

～

5

普通トラックで国道を走行中、センターラインを越えて対向車線へはみ出

し、前から来た大型トラック（タンクローリー）と正面衝突した。
40309

30～

49

2003 4

5

～

6

トラックで自動車道を走行中、走行車線をはみ出して車線左隣のバス停の車

線内に進入し、停車中のトレーラーに追突した。
40302

10～

29

2003 4

3

～

4

大型トラックで国道を走行中、信号のない交差点内で脇道から進入してきた

大型トラックの後部に追突した。
40301

10～

29

2003 3

13

～

乗用車で取引先を回って会社へもどる途中、国道の路肩部分に駐車して休憩

していたところへ、後方から走行してきた大型トラックが乗用車に追突した
170201

30～



14
ため乗用車が押し出され、前方に駐車していた大型トラックとの間にはさま

れた。

49

2003 3

18

～

19

普通貨物自動車に同乗して高速道路を走行中、後輪がパンクしたので路側帯

に停車して2名が降車して様子を見ていたときに、走行してきた普通貨物自

動車に追突され、車外にいた2名が車体とガードレールにはさまれ1名が死亡

した。

30201 1～9

2003 3

5

～

6

大型貨物自動車（10t）で堤防道路（幅員6m、中央線有り）を走行中、反対

車線の普通貨物自動車（4t）と中央線付近で衝突し、大型貨物自動車が反対

車線を越えて路肩から堤防下に転落した。

40301
10～

29

2003 3

1

～

2

木材を積んだ20tトレーラで国道を走行中、右カーブで道路脇の田に転落し

た。
40301

30～

49

2003 3

23

～

24

大型トラックで高速道路を走行中、ジャンクション付近で3台が絡む多重事

故が発生したため追越車線上に停車していた大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2003 3

7

～

8

7tトラックで高速道路の建設現場へ製品の運搬中、現地近くで道を聞くため

下り坂の途中でトラックを停車させ、車から降りて通行人に道を尋ねていた

ところ、停車中のトラックが動き出し前方にいたためひかれた。

10901
10～

29

2003 3

5

～

6

客先の工場で商品を積んで片側2車線の国道を走行中、トンネル入口で擁

（よう）壁に衝突した。
40301

10～

29

2003 3

4

～

5

トラックで鋼材を運搬中、緩やかな左カーブで反対車線にはみ出して電柱に

衝突し、横転・炎上した。
40301

10～

29

2003 3

14

～

15

トラックに2名乗車して県道を走行中、運転手本人がよそ見をしていたこと

に気付いて急に左側へハンドルを操作したところ、歩道との境にある縁石を

飛び越えて民家のブロック塀に激突し、同乗していた者が死亡した。

11702 1～9



2003 3

3

～

4

新聞配達のため国道をバイクで走行中、後方から来た大型トラックに追突さ

れた。
80205

30～

49

2003 3

10

～

11

営業用軽トラックで工事現場に向かう途中、下りカーブを曲りきれずに道路

脇に設置してあるガードレールの支柱に正面より激突し、フロントガラスを

破って車外に放出され、約5m下の雑木林に転落した。

30209 1～9

2003 3

3

～

4

4tトラックで走行中、大型トラックに追突されて橋の欄干に激突した。 40301 1～9

2003 3

21

～

22

10tトラックに競走馬を積んで高速道路を走行中、追い越し車線を走行して

きたトラックに追突されて横転大破し、運転手と運転席後ろの寝台で休憩し

ていた者が車外に投げ出され、休憩していた者が死亡した。

40301
50～

99

2003 3

23

～

24

4tトラックを運転して走行中、対向のトラックが追い越しのために走行車線

に出たときに正面衝突された。
40301

50～

99

2003 3

3

～

4

トラックで国道を走行中、信号待ちをしていた4tトラックにノーブレーキで

追突した。
40301

10～

29

2003 3

17

～

18

トラックで運送先から会社へもどる途中、下りの緩やかな左カーブでセン

ターラインを超え、反対側道路脇の監視カメラの鉄柱に衝突して横転した。
30199

30～

49

2003 3

3

～

4

新聞配達のためバイクで走行中、信号機のない交差点で左折したときに後方

からトラックに追突された。
80205

10～

29

2003 3

6

～

7

資材を積んである2tトラックで現場へ行く途中、会社から出てきた25tラフ

タークレーンと衝突した。
30109 1～9



2003 3

3

～

4

新聞配達のためバイクで走行中、信号機のない交差点を右折したときに、正

面から来たトラックに衝突された。
80205

50～

99

2003 3

5

～

6

光ケーブル設置のためのマンホール・管路点検作業で、国道の片側3車線の

うち1車線を規制していたときに、4tトラックが規制車線に進入したまま走

行してきて警備員3名をはね、うち1名が死亡した。

170201
50～

99

2003 3

16

～

17

小型トラックで灯油配達の途中、赤信号で停車中のトラックにノーブレーキ

で追突した。
80204

10～

29

2003 3

22

～

23

トラックで高速道路を走行中、登板車線で前方を走行していた大型車に追突

した。
40301

30～

49

2003 3

14

～

15

道路脇の街路樹に雑草抑制剤を歩きながら噴霧し、抑制剤を積んだ小型貨物

自動車がその後方について運転していたところ、走行してきた大型貨物自動

車が小型貨物自動車の右側後部に追突し、そのはずみで小型貨物自動車が押

し出され、抑制剤を噴霧していた者をはねた。

60101
10～

29

2003 3

7

～

8

コンクリート製造会社に砂を運ぶため国道を走行中、地吹雪による視界不良

のため先頭の乗用車が徐行したところに後続の大型トラック、ダンプ等が追

突する事故にまきこまれた。

40301
10～

29

2003 3

13

～

14

水道料金滞納整理のためバイクで市道を走行中、反対車線に進入して逆行

し、トラックと正面衝突した。
170209

10～

29

2003 3

5

～

6

トラックで国道を走行中、交差点で信号待ちしていたトラックに追突した。 40301 1～9

2003 3

11

～
打合せを終え、会社へ乗用車でもどる途中、国道で対向車線にはみ出し大型

トレーラーと正面衝突し、さらに後続のごみ収集車2台に追突された。
80201

50～

99



12

2003 3

10

～

11

自動車道を走行中、乗用車・トラックを含む3台が関連する交通事故が発生

し、4tトラックを運転していた者が死亡した。
40301 1～9

2003 2

11

～

12

納品後トラックで走行中、対向の大型タンクローリー車がセンターラインを

越えてきて正面衝突された。
40301

10～

29

2003 2

4

～

5

客先へトラックで納品に向かう途中、信号機のある交差点で赤信号を無視し

て進入してきたダンプカーに激突された。
80209

50～

99

2003 2

14

～

15

損害調査員が乗用車で事故現場へ向かう途中、自動車道で渋滞のため停車し

ていたときに大型タンクローリーに追突された。
90103

100

～

299

2003 2

6

～

7

4tトラックに工事部品を積んで国道の追越し車線を走行中、走行車線を走行

していた10tトラックが右寄せをしてきて接触し、トラックはそのまま高速

道路の橋脚に激突した。

40301 1～9

2003 2

5

～

6

コンクリートボックスを建設現場へ運搬途中、国道の信号のある交差点で大

型トレーラーを赤信号で進入させたところ、青で進入した普通トラックと出

会い頭に衝突、はずみで国道脇のコンビニエンスストア駐車場に駐車中の別

の小型トラックに衝突して炎上した。

40301
30～

49

2003 2

5

～

6

トラックで荷下ろし業務を終え、センターへもどる途中で交差点に差し掛

かったときに、反対車線を走行していたトレーラーが中央分離帯を乗り越え

て門型道路標識に接触したため、標識が折れて本線上に落下し運転席を直撃

した。

40302
10～

29

2003 2

3

～

4

4t平積みトラックで国道を走行中、片側車線が工事のため前方に停車してい

た鋼材積載トレーラーに追突し、トレーラー荷台から後方に突き出していた

鋼材が運転者を直撃した。

40301
30～

49



2003 2

20

～

21

トラックで自動車道を走行中、前方の工事車両が車線を急に変更したため避

けきれずに追突した。
80209 1～9

2003 2

5

～

6

新聞配達のため自転車で県道を移動中、後ろから来た4t保冷車にはねられ、

道路脇の小川に転落した。
80209

30～

49

2003 2

5

～

6

雑貨の入った荷をトラックに積み込み高速道路を走行中、前方の車に追突し

た。
40301

50～

99

2003 2

5

～

6

自動車道で、故障で路肩に停車中の大型トラックに後続車が追突するなど4

台が絡む衝突事故が発生し、追突した車両を運転していた者が死亡した。
40301

10～

29

2003 2

5

～

6

自動車道で、故障で路肩に停車中の大型トラックに大型トラックが追突し、

はずみで追い越し車線に飛び出し、大型トラックと運転していたトラックが

次々に追突した。

40301 1～9

2003 2

5

～

6

青果物運送のため大型トラック（13t）で走行中、工事により片側交互通行

で停車していた大型トラックに追突した。
40301

50～

99

2003 2

19

～

20

工事現場での作業を終了して3人がワゴン車で帰宅の途中、トンネル内でト

ラブルがあったのでトンネル内で停車しているところへ、冷蔵トラックに追

突され2名が死亡した。

30105 1～9

2003 2

19

～

20

工事現場での作業を終了して3人がワゴン車で帰宅の途中、トンネル内でト

ラブルがあったのでトンネル内で停車しているところへ、冷蔵トラックに追

突され2名が死亡した。

30105 1～9

2003 2

10

～

11

トラック（4t車）で営業所にもどる途中、右折のため停車していた大型ト

ラックの左後方に追突し、路上に放り出され頭部を強打した。
40301

10～

29



2003 2

9

～

10

土砂を積んで側道を走っていたダンプ・トラック（4t）が、信号のない交差

点で本線を走っていた乗用車（ワンボックス車）に衝突し、乗用車は田んぼ

に転落、ダンプ・トラックははずみで本線の街路灯に運転席側から激突し、

ダンプ・トラックの運転手が死亡した。

30199 1～9

2003 2

17

～

18

雨が降っていたため、前日までに工事が終了していた民家の新築基礎工事現

場の様子を4tダンプ・トラックで見に行く途中に、対向車の3tトラックと衝

突し車外に投げ出された。

30199
10～

29

2003 2

17

～

18

現場での作業を終えて6人乗りトラックで会社にもどる途中の国道交差点付

近で、前方の道路工事のため渋滞となっていたところに、4tトラックが突っ

込み関係車両4台の追突事故となった。

30209 1～9

2003 2

6

～

7

3tトラックに家具を積載して国道を走行中、駐車場から出てきたトラックを

避けようとして対向車線に飛び出し、大型ミキサー車と衝突した。
40309

50～

99

2003 2

22

～

23

4tトラックで荷を配送した帰路、国道を走行していたときに対向車（大型ト

ラック）がセンターラインを超えてきて衝突された。
40301

50～

99

2003 2

14

～

15

2tトラックで配達を終えて会社にもどる途中、国道バイパスの交差点で信号

待ちをしていたトラックに追突した。
40301

30～

49

2003 2

9

～

10

客先に車で荷を届けたあと市道交差点で停車していたときに、対向してきた

トラックが交差点内で他車と衝突したはずみで衝突してきた。
80209

10～

29

2003 2

6

～

7

自動車道を大型トラックで走行中、中央分離帯のガードレールに激突して車

道をふさいだところへ、後続車5台に追突され死亡した。
30301

50～

99

2003 1

20

～
鋼材34tを載せた36tの大型トレーラーで国道を走行中、コンクリート製中央

分離帯に乗り上げて横転した。
40301

10～

29



21

2003 1

5

～

6

トラックで事業場を出発して国道を走行中、交差点で停車中のトラックに後

部から追突した。
40301

10～

29

2003 1

23

～

24

自動車道をトラックで走行中、1.5km先で発生した事故に伴う交通規制によ

り渋滞していた最後尾の車両に追突した。
40301

50～

99

2003 1

7

～

8

下水道管渠（きょ）築造工事で、当日に使用する資材の不足に気づいて乗用

車で取引先に資材を取りに行く途中、信号のない交差点で左から来た4tト

ラックと出合い頭に衝突した。

30110
10～

29

2003 1

4

～

5

トラックで自動車道を走行中、片側2車線の緩やかなカーブを曲がりきれず

に路肩から外れて法面（のりめん）に乗り上げて横転し、炎上・焼死した。
40301

50～

99

2003 1

11

～

12

営業業務を終え自転車で帰社途中、交差点を横断中に左折してきたトラック

に激突された。
90101 1～9

2003 1

5

～

6

50ccバイクで新聞配達中、バイク後方から来たトラックがバイク右後方に接

触したため転倒し頭部を打った。
80205

30～

49

2003 1

22

～

23

4tトラックで商品配送のため道路を走行中、左カーブで右側路肩ガードレー

ルに接触・横転し、車体とガードレールとの間にはさまれた。
80109 1～9

2003 1

13

～

14

大型トラックで砕石プラントからコンクリートへ砂利を運搬中、国道の出口

から約20m手前で大型タンクローリーと正面衝突したため、ガソリン約10キ

ロリットルを積んだタンクローリーが爆発し2台とも炎上した。

40301
10～

29

2003 1

13

～

大型トラックで砕石プラントからコンクリート工場へ砂利を運搬中、国道の

出口から約20m手前で大型タンクローリーと正面衝突したため、ガソリン約 40301
30～

49



14 10キロリットルを積んだタンクローリーが爆発し2台とも炎上した。

2003 1

5

～

6

普通貨物自動車で走行中、センターラインを越えて対向の4tトラックと正面

衝突した。
150101 1～9

2003 1

14

～

15

同僚と2台の40tトレーラーで建設工事現場から建設資材の鉄板を会社まで運

搬中、交差点で前方赤信号で停車していた同僚のトレーラー後部に追突し、

衝撃で積載していたそれぞれの車両の鉄板が運転席を突き破り、追突したト

レーラー運転手が全身打撲で死亡した。

40301
30～

49

2003 1

14

～

15

舗装修繕工事現場において、走行中の軽トラックの運転手（76歳）が居眠り

運転で歩道縁石を乗り上げて約30m走行し、下校中の小学生および工事の誘

導員をはねた。

170201
30～

49

2003 1

13

～

14

空車の2t普通トラックで会社に帰るため国道を走行中、渋滞で停車中の大型

トラックに追突した。
40301 1～9

2003 1

0

～

1

看板の保守点検作業で、外周の点検作業中に走行してきたトラックに道路上

ではねられた。
30309 1～9

2003 1

11

～

12

冷凍車（最大積載量12.9t）で野菜約10tを配送して国道を走行中、事故で破

損した中央分離帯の緊急補修工事のために渋滞中の車の列に追突した。
40301 1～9

2003 1

14

～

15

看板設置作業を終えてトラックで帰る途中、運転者が居眠り運転をして右

カーブを曲がれずに歩道に乗り上げて街路樹に激突したため、助手席に同乗

していた者が両下腿骨折したので病院で感染症を防ぐため薬剤の投与を続

け、症状が安定した14日後に両下腿骨折の手術を行ったところ、手術中に心

筋梗塞を起し心肺停止となった。

30309 1～9

2002 1

3

～

工場からチップが積載されているトレーラーを牽引して走行中、右カーブを

曲がりきれずに道路左側のガードレールを突破して約4.5ｍ下の河川敷に転 40301
10～

29



4 落した。

2002 3

1

～

2

トレーラーに石材を積んで国道を走行中、カーブを曲がりきれずにガード

レールを突き破り2ｍ下の休耕田に転落した。
40301 1～9

2002 12

19

～

20

自動販売機への商品供給等のためトラックで首都高速道を走行中、他の首都

高速道から車輌が強引に合流してきたため、トラックがこの車輌に追突し

た。

80109
10～

29

2002 3

5

～

6

冷凍車（4ｔ）で配達のため走行中、信号で停止中の大型トラックに追突し

た。
40301

30～

49

2002 11

10

～

11

架空電線の張り替え工事で、2車線道路を片側通行にするためカラーコーン

を出しているときに、後方から走行してきた軽トラックに跳ねられた。
170201

100

～

299

2002 12

1

～

2

大型トラックAで自動車道を走行中、前方を走行していた大型トラックBに

追突し、弾みで中央車線に飛び出した大型トラックAに後続の大型トラック

C及び乗用車2台が次々に衝突し、トラックCの運転手が死亡した。

40301
30～

49

2002 3

22

～

23

荷物の配送のためトラックで国道を走行中、交通規制（工事中の片側通行）

のため停車していた大型トラックに追突した。
40301

30～

49

2002 11

2

～

3

トラックで首都高速道を走行中、分岐付近で他のトラックと衝突して横転し

車体の下敷きになった。
40301

30～

49

2002 8

21

～

22

トラックで国道を走行中、前方で信号待ちしていた大型トラックに追突し

た。
40301

50～

99

2002 9

6

～ トラックで走行中、交差点で信号待ちをしている10ｔトラックに追突した。 40301
30～

49



7

2002 9

23

～

24

トラックで自動車道を走行中、スリップして逆向きに停車していた乗用車と

その車を避けるために止まった乗用車の2台に追突し、はずみで道路左側壁

を破って停止したが、ハンドルと運転席との間に挟まれた。

40301
50～

99

2002 11

3

～

4

バラセメント車で走行中、交差点で信号待ちをしていた4ｔ車に追突した。 10901
10～

29

2002 1

4

～

5

トラックで国道を走行中、対向車が中央線を越えてきたので回避したときに

左側ガードレールに接触して横転した。
40301

30～

49

2002 12

12

～

13

大型貨物自動車で自動車道を走行中、前走の大型貨物自動車に追突しキャビ

ンを大破した。
40301

10～

29

2002 11

7

～

8

工事に使用した道具類の撤収のため軽貨物自動車で国道を走行中、緩やかな

カーブを抜けた見通しの良い道路のセンターライン付近で前方から来た大型

貨物自動車（10ｔ）と衝突した。

30201
30～

49

2002 12

8

～

9

会社のトラックで工事現場に向って走行中、コンビニエンスストアに寄るた

め右折したときに、直進のトラックと激突し助手席の同僚が死亡した。
30209 1～9

2002 12

6

～

7

4ｔトラックで椅子を納品して国道を走行中、反対車線で発生した追突事故

の弾みで中央分離帯を乗り越えてきたタンクローリーに衝突され、トラック

ごと約5ｍ下の法面に転落した。

40301
10～

29

2002 10

13

～

14

4ｔトラックで高速道を走行中、単独事故を起こした普通車に後方から走行

してきた大型トレーラーが追突し、そのトレーラーに追突した。
40301

100

～

299

2002 1

9

～
荷卸したトラックで走行中、交差点で右折のため止まっていた車4台の最後

尾に追突し運転台に挟まれた。
40301

10～

29



10

2002 5

5

～

6

トラックに荷物を積んで国道を走行中、片側2車線の左側に停車していたコ

ンテナ車に追突した。
40301

10～

29

2002 9

12

～

13

トラックで高速道路を走行中、中央分離帯に衝突した。 40301
10～

29

2002 12

3

～

4

路線バスで圧雪状態の自動車道を走行中、前車のトラックがスリップして横

転したのでそれを避けようとしたが避けきれず、横転したトラックに衝突し

た。

40202

100

～

299

2002 12

0

～

1

年末の終礼に出席するため自家用車で国道を走行中、交差点で信号無視のト

レーラートラック（30ｔ）に衝突された。
11501

10～

29

2002 10

12

～

13

トラックに荷を積んで走行中、道路の中央分離帯に衝突し40ｍ先で横転し

た。
40301

30～

49

2002 12

4

～

5

大型トラックで高速道路を走行中、トンネル入口付近で外側のガードレール

に衝突して道路中央付近に停止していた乗用車に追突し、さらに約200ｍ先

のトンネル入口のコンクリート壁に激突した。

40301
10～

29

2002 11

16

～

17

歩道を横断歩行中に右折してきたトレーラーに轢かれた。 150101 1～9

2002 7

13

～

14

県道を大型トレーラーで走行中、下り坂の右カーブを曲がろうとして横転

し、左側のガードレールを突き破って10m下に転落した。
40301

30～

49

2002 12

21

～
1ｔトラックで帰社するため走行中、会社の手前約300ｍの路上に駐車してい

たトレーラーに衝突した。
80209

10～

29



22

2002 10

23

～

24

8ｔトラックに荷を積んで自動車道を走行中、インターチェンジの料金所を

突破して県道沿いの地下道入口の擁壁に衝突した。
40301 1～9

2002 5

5

～

6

冷凍冷蔵車（積載荷重3ｔ）に青果物を積み県道を走行中、対向のトラック

（積載荷重6ｔ）と衝突し反対側の堤防下に転落した。
40301

50～

99

2002 6

11

～

12

3ｔトラックに醤油及びみりんを約2.4ｔ積んで国道を走行中、左カーブの登

り坂で欄干に接触して横転しながら反対側の欄干及びガードレールに衝突し

た。

40301
10～

29

2002 12

16

～

17

トンネルの補強工事において、用水路の管理道路（幅3.8ｍ、アスファルト

舗装）上を歩行中に、後進してきた4ｔトラックに跳ねられた。
30107 1～9

2002 1

21

～

22

食品を輸送するため大型トレーラーで走行中、橋のところで道路左側の防護

柵を突き破って約11ｍ下の河川敷に転落した。
40301 1～9

2002 12

7

～

8

普通貨物自動車に6人が同乗して工場現場に向けて走行中、運転を誤って流

出車線に入ったので走行車線に戻ろうとしたところ、走行車線を車両が走行

していたたため、これを避けようとして流出車線と走行車線を分岐している

ガードレールに衝突、転倒し3人が死亡した。

30209 1～9

2002 12

7

～

8

普通貨物自動車に6人が同乗して工場現場に向けて走行中、運転を誤って流

出車線に入ったので走行車線に戻ろうとしたところ、走行車線を車両が走行

していたたため、これを避けようとして流出車線と走行車線を分岐している

ガードレールに衝突、転倒し3人が死亡した。

30209 1～9

2002 12

7

～

8

普通貨物自動車に6人が同乗して工場現場に向けて走行中、運転を誤って流

出車線に入ったので走行車線に戻ろうとしたところ、走行車線を車両が走行

していたたため、これを避けようとして流出車線と走行車線を分岐している
30209 1～9



ガードレールに衝突、転倒し3人が死亡した。

2002 2

8

～

9

4ｔトラックで走行中、信号待ちで並んでいる車の列に追突した。 40301
10～

29

2002 4

2

～

3

ダム工事現場で法面吹付用機械を4ｔトラック（クレーン付）に積み国道を

走行中、中央線をはみ出して対向車と正面衝突した。
170209

30～

49

2002 6

6

～

7

トラックで国道を走行中、信号機付交差点を右折してきたトレーラーと衝突

した。
40301

30～

49

2002 11

4

～

5

トラックで国道を走行中、交差点でハンドル操作を誤って中央分離帯にあっ

た信号柱に激突した。
40301

10～

29

2002 11

4

～

5

トラックで高速道を走行中、渋滞のため本線上に約50ｍに亘って停滞中の車

群の最後尾の大型トラック（15ｔウイング）に追突した。
40301

50～

99

2002 12

19

～

20

工事現場の交通誘導業務を終了し、当日の作業報告を行うため事務所附近の

駐車場から事務所へ徒歩で国道を横断中、走行してきたトラックに跳ねられ

た。

170201
30～

49

2002 11

13

～

14

ガソリンスタンドで小型タンクローリー（3ｋ?）に軽油を入れて走行中、右

カーブで車体のバランスを崩して横転し、そのままガードレールを破って道

路脇の溝（深さ約3ｍ、幅約6ｍ）に車体ごと転落した。

50101

100

～

299

2002 12

12

～

13

大型トレーラー（20ｔ）で輸入したカニ籠を運搬するため走行中、対向して

きたトラックとすれ違い時に後部が接触し、対向車線側の路外に逸脱横転し

た。

40301
30～

49

2002 5

4

～
得意先へ荷物を運送するため4ｔトラックで国道を走行中、交差点で大型ト

ラックに追突した。
40301

10～

29



5

2002 12

4

～

5

自動車部品を積んだトラックで高速道を走行中、前方で発生した追突事故の

ため中央分離帯付近に停止していたトラックに追突した。
40301

100

～

299

2002 12

16

～

17

貨物自動車で商品の配達を行うため町道を走行中、道路右側の法面に衝突し

た。
170209

300

～

2002 3

3

～

4

10ｔトラックで国道を走行中、信号待ちしていた搬送用トラックに追突し

た。
40309

10～

29

2002 8

0

～

1

タンクローリー車（積載荷重20ｔ）で国道を走行中，車が横転してセンター

ラインを越えて対向車線側のガードレールに激突した。
40301

100

～

299

2002 7

7

～

8

塩化ビニールパイプの荷を積んだトラック2台で県道を走行中、交差点で後

方を走行していたトラックが信号待ちしていた同僚の運転するトラックに追

突し、同僚は全身打撲で死亡した。

40301
50～

99

2002 12

4

～

5

ダムの工事現場に資材を運搬するトラック（4ｔ車）がダム近くで脱輪した

と会社に電話があり、会社からトラック2台が出て救出し3台で帰社する途

中、1台のトラックが反対車線にはみ出して対向の10ｔダンプと正面衝突し

た。

40301
10～

29

2002 11

9

～

10

空調機修理の打合せのため乗用車で国道を走行中、反対車線を走行していた

大型トラックが中央車線を越えてきて正面衝突した。
170209

30～

49

2002 10

18

～

19

24ｔトレーラーに玉ねぎ（20ｔ）を積んで自動車道を走行中、左カーブで道

路右側のガードレールに衝突して横転した。
40301

10～

29

16
客先での営業を終えてトラックで走行中、前方の追突事故を目撃して減速し



2002 11 ～

17
た乗用車に追突し、さらに前方の事故車両に衝突して横転した。

80109 1～9

2002 11

18

～

19

トラックに荷物を積んで走行中、赤信号のため停車していた大型10ｔトラッ

クに追突した。
40301

10～

29

2002 10

23

～

24

片側2車線のうち内側1車線をコーンで通行規制して中央分離帯脇の排水溝の

清掃作業を行っているところの交通監視中、工事区域内（規制車線内）で待

機していた２ｔダンプトラックが背後から走行してきて轢かれた。

170201
50～

99

2002 10

15

～

16

自動車道の上り線に停車していたパトロール車に、後方より走行してきた10

ｔトラックが衝突しパトロール車に乗車していた警備員2名が死亡した。
170201

100

～

299

2002 11

22

～

23

自動車道の上り線に停車していたパトロール車に、後方より走行してきた10

ｔトラックが衝突しパトロール車に乗車していた警備員2名が死亡した。
170201

100

～

299

2002 6

2

～

3

2.7ｔ普通貨物自動車で高速道路を走行中、前方で発生した事故渋滞のため

停止していた大型貨物自動車に追突し、さらに走行車線に停止中の２台の大

型貨物自動車に衝突した。

40301
50～

99

2002 7

3

～

4

トレーラーで高速道を走行中、後方から来た大型トラックに追突され弾みで

トレーラーが道路左側の壁に衝突して横転した。
40301

10～

29

2002 12

21

～

22

トラックで運転計画にそって配送業務中、交差点で信号待ちしていた大型ダ

ンプカーに追突した。
40301

50～

99

2002 2

15

～

16

2ｔトラックで国道を走行中、対向車線を走行してきたバンと衝突した。 40301
10～

29

7 事業所のワゴン車2台で工事現場に向けて国道を走行中、ゆるやかなカーブ
10～



2002 2 ～

8

で先頭車が対向のダンプトラックと衝突し、ワゴン車の2列目に乗っていた

者が死亡した。

30201
29

2002 10

2

～

3

トラックで国道を走行中、前方の4ｔトラックが左車線に大型車が駐車して

いたため右車線に車線変更したため追突した。
40301

10～

29

2002 11

13

～

14

2ｔトラックで家屋廃材を積んで走行中、ガードレールに接触して横転した

ところに対向のトラックが衝突し、さらにこのトラックに後続の乗用車が追

突した。

150102
10～

29

2002 7

1

～

2

同僚のトレーラーが故障により走行不能となったため、整備管理者が修理及

びレッカー車による移動のため現場側道で作業を行っていたときに、車線変

更しようとした4ｔトラックがスリップして停車中のトレーラーに激突した

のち管理者を跳ねた。

40301
30～

49

2002 7

1

～

2

セメントを積んで途中で仮眠を取ったのち牽引パラセメント車で走行中、右

カーブで道路左側の橋の欄干に衝突し約10ｍ下の川岸に転落した。
40301

10～

29

2002 2

11

～

12

トラックで自動車部品を積んで国道を走行中、対向車線を横切りガードレー

ルに激突した。
80209

30～

49

2002 10

3

～

4

大型トラックで高速道を走行中、前を走っていた大型トレーラーに追突した

のち中央分離帯のガードレールを突き破って反対車線に飛び出し、荷物を輸

送中であったトラックに衝突して運転手を死亡させた。

40301
30～

49

2002 5

12

～

13

鋼材を積載した10ｔトラックを運転して走行中、国道の交差点で停車してい

た10ｔトラックに追突した。
40301

30～

49

2002 10

23

～

24

高速道路の出口附近の工事区間において、出口分岐点に設置した工事用電光

表示板に用いる発電機にガソリンを給油していたところへ走行していた13ｔ

トラックが突っ込み、作業中の2名が跳ねられた。

150109
50～

99



2002 10

23

～

24

高速道路の出口附近の工事区間において、出口分岐点に設置した工事用電光

表示板に用いる発電機にガソリンを給油していたところへ走行していた13ｔ

トラックが突っ込み、作業中の2名が跳ねられた。

150109
50～

99

2002 10

15

～

16

国道の拡張工事において、工事に伴う片側交互通行の車両誘導を行うための

「交通誘導警備員」研修を受けていたときに、走行してきたライトバンには

ねられ路肩のコンクリート塀に頭及び腰を打ちつけた。

170201
10～

29

2002 2

4

～

5

ワゴン車で国道走行中、センターラインを越えてきた対向車と衝突して運転

席が下敷きになった。
80109

10～

29

2002 11

4

～

5

トラックで取引先に向けて走行中、自動車道で路側の防音壁に接触し200ｍ

先で車体が横転して車外に投げ出された。
40301 1～9

2002 8

11

～

12

荷物積み込みのためトラックで取引先へ向かう途中、対向の車が車線変更時

に急ブレーキをかけて停車中の乗用車に接触し、ハンドルを右に切った反動

で中央分離帯を乗り越えてきて正面衝突された。

40301
50～

99

2002 7

16

～

17

トラックに荷物を積み国道を走行中、右カーブでハンドル操作を誤って左側

に横転しながら路肩の石垣に激突した。
40301 1～9

2002 11

7

～

8

トラックで高速道路を走行中、片側3車線の中央の道路から左車線に車線変

更していたときに前方のトレーラーに追突した。
40301

30～

49

2002 1

0

～

1

2ｔトラックで国道を走行中、ガードレールにぶつかったのち中央分離帯に

衝突した。
40301 1～9

2002 9

7

～

8

トラックで自動車道を走行中、緩やかな下りカーブでスリップして中央分離

帯に衝突横転し、その衝撃で車外に放り出された。
170209 1～9



2002 10

10

～

11

15ｔトラックで走行中、トンネル内で観光バスが故障して白煙を上げていた

ため後続車が徐行運転をしていたところへ追突（大型トラックに）した。
40301 1～9

2002 5

3

～

4

トラックで高速道路を走行中、前方で別のトラックによる追突事故があって

積荷の鋼材が本線上に散乱したため、後続の車両はこの鋼材を避けるために

次々に停止していたところに追突した。

40301
30～

49

2002 9

9

～

10

国道の橋梁点検業務のため片側交互通行に規制した道路で交通整理を行って

いて、走行してきた4tトラックを停止させようとしてトラックに轢かれた。
170201 1～9

2002 9

10

～

11

公道上でガス管工事の警備中、突然腹痛となったので2tダンプを借りて（ト

イレを探すためと思われる）300mほど走行したとき、運転を誤って左側の

立ち木に激突した。

170201
30～

49

2002 2

23

～

24

10ｔトラックを運送先の工場前の国道に停車し、守衛事務所に行って連絡し

たのち停車中のトラックに戻ろうとしたときに、後ろから走行してしたキャ

リアカーにはねられた。

40301
50～

99

2002 5

2

～

3

トラックに秋刀魚を積んで国道を走行中、センターラインを越えて対向車線

に入り走行してきた対向のトレーラーと衝突した。
40301

10～

29

2002 4

16

～

17

自家用電気工作物の保安点検を終え車で事務所へ戻る途中、交差点を右折し

ようとしたときに直進してきたトラックと衝突した。
170209

10～

29

2002 6

13

～

14

トラックで荷物を納品して高速道路を走行中、防音壁にぶつかり車外に投げ

出された。
40301

30～

49

2002 9

8

～

9

タンクローリーで県道を走行中、十字路で右側から一時停止を無視して進行

してきた普通乗用車を避けるため左側に急ハンドルを切ったところ、横転し

て道路脇の土手に激突した。

40301
30～

49



2002 8

4

～

5

15ｔトラックで国道を走行中、トンネルを出たところの対向車線が登坂車線

を含む2車線となっていたためセンターラインを超え大型トラックに正面衝

突した。

40301
10～

29

2002 4

2

～

3

2ｔトラックを回送するため自動車道を走行中、後続の大型トラックに追突

され中央分離帯に衝突して横転した。なお、大型トラックの運転手が降車し

て追突した車に近寄っていたときに後続の大型トレーラー、大型トラックに

衝突された。

40301
10～

29

2002 9

9

～

10

4ｔトラックで貨物配送のため高速道を走行中、中央分離帯のロープに接触

してバランスを崩したところに後続車が衝突した。
40301

50～

99

2002 3

3

～

4

トラックで国道を走行中、対向車線を走行中のトラックが正面衝突し2名が

死亡した。
40301

50～

99

2002 6

6

～

7

10tダンプトラックに生コン用の砂を積んで走行中、対向車を避けようとし

て土手下に転落した。
40301

30～

49

2002 2

3

～

4

2ｔトラックで高速道路の左側車線を走行中、後方より中央車線を走行して

きた大型トラックが左側車線に進入してきて追突され、はずみで路肩壁、中

央分離帯に衝突して横転した。

40301
10～

29

2002 2

5

～

6

大型トレーラーで荷物を運び、宿舎で休憩をとって再び遠距離にある下の場

所に向けて走行中、前方のトラックに接触して横転した。
40301

30～

49

2002 3

14

～

15

建材を2ｔトラックで現場へ運送し帰社のためトンネル内を走行中、対向の

トレーラーが緩い左カーブではみ出して前方を走行していた乗用車に接触

し、さらトラックに正面衝突してきた。

80209
10～

29

2002 4

6

～

幌付4ｔトラックにロールペーパー及び雑貨を積んで国道を走行中、荷崩れ

があったと思いエンジンを切らずにサイドブレーキだけをかけて路肩に停車
40301

10～



7
し、トラックの後部に回りシートをめくって点検しようとしたときに、急に

トラックが後進して大腿部をトラックのシャフトに巻き込まれた。

29

2002 4

2

～

3

大型トラックで走行中、トラックに追突しそのトラックが横転したので、車

から降りて横転したトラックに駆け寄ろうとしたときに、後続の車が突っ込

んできて2名の運転手が死亡した。

40301
30～

49

2002 2

5

～

6

トラックで国道を走行中、赤信号のため停車中の大型トラックに追突した。 40301 1～9

2002 11

3

～

4

トラックで国道を走行中、センターラインをはみ出して対向車と正面衝突し

た。
40301 1～9

2002 8

12

～

13

トラックに鉄骨を積み雨が降る国道を走行中、停車中のトラックに追突し

た。
40301

50～

99

2002 9

7

～

8

トラックで走行中、右後輪がバーストして中央分離帯に接触しそうになった

ので左側にハンドルを切ったところ、走行車線を飛び出してしまい、助手席

にいた者が車外に放り出されて防音壁に激突した。

30110
30～

49

2002 1

4

～

5

10tトラックに鋼材を積み走行中、下りの左カーブを曲がりきれずに5m下の

崖に転落した。
40301

10～

29

2002 2

5

～

6

4t保冷車でコンビニの配送センターへ向けて国道を走行中、緩い左カーブで

対向車線にはみ出し10tダンプと正面衝突した。
40301

10～

29

2002 9

5

～

6

発泡酒（5.7ｔ）を積んだ13ｔトラックで国道を走行中、この道路と平行し

て建設された高速道路の中央分離帯にある橋脚に激突した。
40301 1～9

11
会社所有のトラック（5.5ｔ）でコンクリート製品の荷積みのため国道を走



2002 12 ～

12
行中、信号待ちをしていた大型トラックに追突した。

40301 1～9

2002 8

11

～

12

トラックに商品を積み自動車道を走行中、作業中の道路維持作業車に追突し

た。
80109 1～9

2002 8

21

～

22

営業所を出て帰宅途中で別の営業所の社員と待ち合わせるため県道を走行

中、対向の大型トラックがはみ出してきて車に衝突された。
80201 1～9

2002 3

21

～

22

貨物運送のため大型トラックで自動車道を走行中、対向の乗用車が中央線を

越えてトラックの右前面に衝突し、その反動でトラックはスリップして走行

車線側のガードロープに接触して跳ね返され、対向車線側のガードロープを

破って路外に転落した。

40301

100

～

299

2002 4

15

～

16

首都高速道をトレーラーで走行中、4台前方を走行中の乗用車が急停車した

ため玉突き衝突した。
40301

10～

29

2002 8

3

～

4

4tトラック（保冷車）に冷凍鮪を積んで走行中、前を走っていた大型トレー

ラーに追突した。
40309

50～

99

2002 10

4

～

5

大型トラックで走行中、3車線の中央車線前方を走行していたトラックに追

突し、その弾みで左側壁に激突して横転した。
40301

100

～

299

2002 7

0

～

1

建築部材積込みのため4tトラックで国道を走行中、前方を走っていたトレー

ラに追突した。
40301

10～

29

2002 8

9

～

10

トンネル出口より約50mの地点で交通誘導中、走行してきた4ｔトラックが

規制区間範囲を見誤ってセーフティコーンをなぎ倒しながら突っ込んでき

た。

170201
10～

29



2002 8

0

～

1

新幹線関係の電気工事（配管、配線、アース棒の取付）を柵内で行って工具

類の点検をしたのち、巻尺を持って堤防道路を横断しようとしたときに道路

を走行してきたタンクローリーに撥ねられた。

30301 1～9

2002 7

10

～

11

団地のプロパンガス集合貯蔵庫ボンベの交換で、2tトラックを貯蔵庫前の坂

道に駐車し貯蔵庫内の空ボンベの確認をしていたときに、駐車していたト

ラックが後ろに下がったためトラックを追いかけて運転席側からトラックを

止めようとしたときに、トラックとガードレールとの間に挟まれた。

40309 1～9

2002 8

11

～

12

軽自動車に3名が乗り町道を走行中、大型ダンプカーと衝突し2名が死亡し

た。
90103 1～9

2002 8

11

～

12

軽自動車に3名が乗り町道を走行中、大型ダンプカーと衝突し2名が死亡し

た。
90103 1～9

2002 10

12

～

13

4ｔトラックで食肉を搬送中、対向車線にはみ出して大型トラックと正面衝

突した。
40301

10～

29

2002 6

0

～

1

自動車道の法面の草刈作業終了後、部材を回収するため3.5tトラックで走行

車線から非常駐車帯へ進入しようとしていたときに後続のトラックに追突さ

れ、非常駐車帯で待機していた者がトラックと法面との間に挟まれた。

30199
50～

99

2002 10

22

～

23

6tトラックで国道を走行中、インター付近で登坂車線に故障で駐車していた

10tトラックに追突した。
40301

50～

99

2002 6

15

～

16

国道のゆるやかな右カーブの地点を10t保冷車で走行中、反対車線を走行中

の10tダンプがはみ出してきて保冷車の正面とダンプの右後方が激突した。
40301

30～

49

2002 7

12

～

走行中の20tトラックが、スピードを落とすことなく停止線を突破して車線

規制のため置いていた車両（2tトラック）の脇で規制区間の車両誘導を行っ 170201
50～

99



13 ていた者に激突し、約30mはじき飛ばした。

2002 8

11

～

12

ダム工事用道路工事でダンプトラックに土砂を積んで走行中、道路外に転落

して下敷きとなった。
30106

30～

49

2002 3

5

～

6

魚介類を運ぶためトラックで高速道路を走行中、急に左側に寄って路肩を逸

脱し工事現場の足場及び橋脚に接触して横転した。（居眠り運転）
40301

50～

99

2002 7

14

～

15

テレビの共同アンテナ及び関連施設の点検のため県道を2人で歩行中、進行

してきたトラックに轢かれた。
30301

10～

29

2002 7

14

～

15

テレビの共同アンテナ及び関連施設の点検のため県道を2人で歩行中、進行

してきたトラックに轢かれた。
30301

10～

29

2002 7

22

～

23

建設用資材配送のため4tトラックで国道を走行中、交通渋滞により停止して

いた25ｔトラックにブレーキをかけないまま追突した。
40301 1～9

2002 9

3

～

4

大型トラック（10t）で国道を走行中、赤信号で停止中の大型トレーラーと

トラック（4t車）に追突した。
40301

100

～

299

2002 12

23

～

24

トラックで国道を走行中、前を走っていた大型トラックが赤信号で停車しよ

うとしたところに追突した。
40301

10～

29

2002 6

1

～

2

大型トラックで国道を走行中、赤信号で停車中の大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2002 7

13

～
軽自動車で営業のため国道を走行中、対向の4tトラックが中央分離帯を乗り

越えてきて衝突された。
80109

10～

29



14

2002 7

6

～

7

原付バイクで新聞配達中、交差点を右折したところで右方向からきた車と激

突した。
80205

10～

29

2002 7

14

～

15

除草作業で道路に散らばった草を収集していたときに、後方より走行してき

た4ｔ冷凍車に激突された。
30199

10～

29

2002 7

14

～

15

90ccオートバイで郵便物の午後の集配のため、郵便局から出て国道を横断し

ようと信号待ちをしていたときに、信号を無視して進入してきた10tトラッ

クに跳ねられた。

110101
30～

49

2002 3

5

～

6

配送センターで荷物を載せトラックで走行中、信号待ちをしていた大型ト

ラックに追突した。
40301 1～9

2002 6

9

～

10

乗用車で住宅新築工事現場から次の工事現場への移動中、車ごと川へ転落し

た。
30202

10～

29

2002 6

4

～

5

トラックで国道を走行中、対向車線の脇からバックで出てきたトラックと衝

突した。
40301

10～

29

2002 11

13

～

14

2ｔトラックで国道を走行中、対向車線にはみ出して4ｔトラックと正面衝突

した。
40301 1～9

2002 6

7

～

8

自宅から工事現場に向かってトラックで走行中、反対車線のトラックが直前

で右折したためセンターラインを超えて対向車線側に入り、後方から来た大

型タンクローリーと正面衝突して車外に放り出された。

11209
10～

29

2002 12

8

～
ダンボールケースを3tトラックに積み国道を走行中、対向の10tダンプカー

と衝突した。
40301

10～

29



9

2002 9

3

～

4

トラックで国道を走行中、対向車線にはみだし対向の大型トレーラーと正面

衝突した。
40301

10～

29

2002 6

19

～

20

自動車道をトラックで走行中、雨天のためスリップして横転し後続車に追突

された。
11403 1～9

2002 10

1

～

2

金属製パイプを運搬するため国道を4tトラックで走行中、前方で約200mに

わたり渋滞が発生していて、最後尾の大型トレーラーに追突した。
40301

10～

29

2002 7

20

～

21

大型冷凍車（11t）で高速道路を走行中、トラック、路線バス、乗用車など9

台の玉突き衝突事故に巻き込まれた。（合計：3人死亡、45人が重軽傷）
40301

100

～

299

2002 6

9

～

10

高速道路のポットホール埋め戻し工事のため路肩に停車していた標識車に、

本線を走行していた大型トレーラー（14ｔ）が追突し、警備員が跳ね飛ばさ

れて高架下の町道に墜落した。

170201
10～

29

2002 7

15

～

16

林道復旧工事現場に生コンクリートを運搬するためコンクリートミキサー車

で林道（幅3mの砂利道）を走行中、林道の路肩から約７ｍ下の沢に転落し

た。

10901
10～

29

2002 6

13

～

14

機材センターへ仮設資材を取りに行くため軽トラックで国道を走行中、交差

点で前方で右折しようとした車輌3台に玉突き衝突した。
170209

50～

99

2002 7

4

～

5

大型トレーラー（20.5t）で冷凍品（19.7t）を配送中、下りカーブで横転し

て橋の欄干に衝突した。
10102

100

～

299

2002 4

7

～
トレーラーで荷を卸し数時間の仮眠ののち自動車道を走行中、道路分岐点の

緩やかなカーブで道路側面に衝突した。
40301

10～

29



8

2002 5

4

～

5

トラックで国道を走行中、前の大型トラックに追突した。 40301
30～

49

2002 6

5

～

6

10t自動車で走行中、前の車を追い越すため追い越し車線に出たときに、中

央分離帯に接触しその弾みで走行車線を走行中のトラックに接触して運転手

が車外に投げ出された。

40301
30～

49

2002 12

2

～

3

作業を終えて4t貨物自動車で自動車道を走行中、運転を誤って前方のワゴン

車に追突接触し、ハンドルを取られてガードレールに激突した。
170209 1～9

2002 9

6

～

7

クレーン付トラック（8ｔ）に約4ｔのワイヤーメッシュを積んで国道を走行

中、対向車線に入って路肩（高さ約1.5m）から転落して電話線の電柱に激

突した。

40301
10～

29

2002 6

1

～

2

国道を走行していた21ｔトレーラーが、工事のため片側通行規制で停車して

いたトラックに接触して対向車線にはみ出し、走行してきた4ｔトラックと

正面衝突した。

40301
10～

29

2002 12

4

～

5

3tトラックで国道を走行中、はみ出し禁止区間で対向車線にはみ出し走行中

の14tトラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2002 6

13

～

14

国道を軽トラックで走行中、前方のトラックを追い越そうとして反対車線に

はみ出したときに、直進してきたトレーラーと正面衝突した。
30106

50～

99

2002 9

11

～

12

大型タンクローリーで温泉のホテルへＡ重油14klを配達するため走行中、急

勾配の下り坂右カーブで道路左側の山肌に激突し、その後転覆した。
40301

50～

99

2002 4

10

～
外訪活動のためバイクで走行中、交差点で右側から走行してきた大型ミキ

サー車に衝突された。
90101

10～

29



11

2002 5

15

～

16

取引先で集金し自家用車で帰社途中、うどん店の駐車場から出てきた2tト

ラックと衝突した。
30199 1～9

2002 9

4

～

5

大型トラックで国道を走行中、大型トラックに追突し、さらに中央分離帯に

ある水銀灯に激突した。
40301

10～

29

2002 5

5

～

6

トラックで国道を走行中、対向車線へはみ出してトラックと正面衝突した。 40301 1～9

2002 5

0

～

1

ごみ収集車を運転して国道を走行中、中央分離帯に接触したはずみで左側

壁、さらに中央線ガードレールに激突し、運転手が車外に投げ出された。
150103

30～

49

2002 12

6

～

7

大型トラックで自動車道を走行中、前を走行していた大型トレーラーに追突

した。
40301

10～

29

2002 1

7

～

8

大型トレーラーで国道を走行中、右カーブを曲がりきれずに左側の法面に激

突し、さらに、運転席側が電柱に激突した。
40301 1～9

2002 6

9

～

10

1.5tトラックで国道を走行中、緩やかな下り坂でセンターラインをオーバー

し対向のトラックと正面衝突した。
50101

10～

29

2002 11

13

～

14

4tトラックで県道を走行中、対向の大型ダンプ（9.7t）と正面衝突した。 40301
10～

29

2002 10

1

～
積み荷を配送するため8ｔトラックで国道を走行中、対向のトレーラーが中

央線をはみ出してきて正面衝突した。
40301

10～

29



2

2002 9

16

～

17

レストランの解体工事で出た廃材を4ｔトラックに積み自動車道を走行中、

トラック右後方のタイヤがパンクしてバランスを失い横転した。
170209 1～9

2002 3

16

～

17

納品のため高速道を走行中、故障のため路肩に停車中のトラックに衝突し

た。
80209 1～9

2002 9

2

～

3

保冷トラック（4t車）で高速道路を走行中、前を走行していたタンクロー

リー車に追突した。
40301

30～

49

2002 11

6

～

7

大型トラックで自動車道を走行中、左のフロントタイヤがパンクして路肩に

停車していた大型トラックに時速約80km／hで追突した。
40301

50～

99

2002 6

15

～

16

県道をトマトを積んだトラックで走行中、対向のトラックが中央線をはみ出

してきて正面衝突した。
40301

10～

29

2002 1

3

～

4

国道をトラックで走行中、信号停止していたトラックに追突した。 40301
10～

29

2002 3

0

～

1

建設現場へ生コンを運搬するため林道を走行中、左カーブの所で生コン車が

横転し運転者が運転席で挟まれ胸部を強打した。
10901

30～

49

2002 2

1

～

2

鋼管を積載したトレーラーで国道を走行中、緩やかな下り坂から左カーブの

上り坂に差し掛かったところで横転し対向車線側のガードレールに激突し

た。

40301
10～

29

2002 6

14

～
国道の道路工事現場で、片側交互通行の交通誘導作業中に走行して来た普通

トラツクに跳ねられた。
170201

50～

99



15

2002 5

15

～

16

配達先から支店へ戻るため社長が運転する1.5ｔトラックの助手席に乗って

走行中、国道の下り車線で道路脇のコンクリート柱に衝突し頭などを強打し

た。

40301 1～9

2002 5

4

～

5

フレコンバックを積んで国道を走行中、対向車のトラックがセンターライン

を超えてきて正面衝突した。
40309

30～

49

2002 12

5

～

6

バルク車（飼料運搬車・積載4ｔ）で農家へ飼料を配達後、会社へ戻るため

県道を走行中、運転を誤って道路右側にある喫茶店の駐車場へ突入したのち

駐車場の崖下（高さ約2m）の畑に転落した。

40301
10～

29

2002 10

4

～

5

同僚と普通貨物自動車で市場で仕入れを終えて事業場へ帰る途中、運転手が

居眠りをしたため路肩に停車していた大型貨物自動車に追突し、助手席の者

が死亡した。

80109
10～

29

2002 5

16

～

17

電柱建替え工事の段取り作業を行っていたところ、走行してきたトラックが

駐車していた建柱車に追突したため、建柱車と高所作業車の間にいた者が両

車に挟まれた。

30106
10～

29

2002 4

2

～

3

20ｔトレーラーに石膏ボードを積んで首都高速を走行中、中央分離帯に接触

し衝撃で反対車線に投げ出された。
40301

10～

29

2002 4

13

～

14

大型トラックで機械を積んで国道を走行中、道路左側のガードレールに接触

して横転し運転席に挟まれた。
150109 1～9

2002 5

16

～

17

下水道工事現場にセメント袋を運ぶため、袋を担いで国道を横断しようとし

たところ、右方から走行してきた大型貨物自動車（最大積載量13.5t）に激

突した。

30110 1～9

2002 2

21

～ トラックで国道を走行中、赤信号で停車中の大型トラックに追突した。 40301

100

～



22 299

2002 9

2

～

3

4t車で走行中、右側面中央部の排気マフラー付近から出火していたため先路

上にトラックを停止させて、運転席から降り消火活動をしていたところ、後

方から来たトラックに跳ねられた。

40301
30～

49

2002 5

15

～

16

下水道工事において、歩道部分に管を布設し埋め戻しのちバックホウで敷鉄

板（約800kg）を敷き並べるため、バケットのフックに玉掛け用ワイヤーを

掛け鉄板の荷掛け用の穴にＣ形フックを掛けて吊り上げいつたん地面に垂直

に同鉄板を置いたところ、穴からフックが外れたので近くにいた者が後ろに

下がったときに車道に出てしまい、走行してきたトラックに跳ねられた。

30110
30～

49

2002 4

12

～

13

10ｔトラックで荷物を積んで国道を走行中、トンネル出口すぐの右カーブで

谷に転落した。
40301 1～9

2002 4

5

～

6

建築資材を積んだ4ｔトラックで国道を走行中、対向車線の4ｔトラックがセ

ンターラインをはみ出して来て正面衝突した。
40301 1～9

2002 9

14

～

15

得意先を訪問して軽トラックで事業場へ帰る途中、対向車線で脇見運転の大

型トラックに衝突された。
80209 1～9

2002 4

13

～

14

2ｔダンプを運転して畑を作るための土石（約700kg）を運搬中、農道の急

カーブで道路に隣接した段差（約40cm）に片方のタイヤが乗り上げたため

にダンプが傾いた状態で停車し、ダンプのドアを開けて運転席から外に出よ

うとしたときにダンプが横転し下敷きとなった。

30199 1～9

2002 5

0

～

1

トラック（2ｔ）で販売先に製材製品を納入して会社に帰る途中、運転を

誤って対向車線に進入し対向の路線バスと正面衝突した。
10401

30～

49

2002 5

13

～
工場で牛乳17tをタンクローリーに積み他の工場に向かうためカーブを時速

約60kmで走行していたときに、曲がりきれず横転し電柱に衝突した。
40301

100

～



14 299

2002 6

6

～

7

車両で走行中、赤信号で停車中であった車両に追突しかけたため右ハンドル

を切り回避しようとしたが間に合わず追突した。
40301

100

～

299

2002 9

5

～

6

荷降しを終えて会社へ戻るため県道をトラックで走行中、反対車線にはみ出

して対向のトラックと正面衝突した。
40301 1～9

2002 2

5

～

6

11tトラックで国道を走行中、センターラインを越え反対車線にはみ出して

前方から来た3tトラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2002 12

12

～

13

出張作業を終え会社に戻るため乗用車で走行中、駐車していた車両に衝突し

た。
40301

30～

49

2002 5

7

～

8

自動車道インター付近を走行中、事故で渋滞していた前方の車に追突したの

ち、中央分離帯に再度激突し運転席が押しつぶされた。
40301 1～9

2002 3

11

～

12

軽トラックを運転して県道を走行中、右折しようとした軽乗用車と衝突して

弾みで横転して対向車線に飛び出し、さらに対向車線を直進していた軽乗用

車と衝突した。

80201 1～9

2002 10

2

～

3

冷凍車で高速道を走行中、三重衝突となり最後尾で車線をふさぐように止

まった大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2002 11

3

～

4

炊いた飯500kgを工場からスーパー等へ配送するため車で国道を走行中、赤

信号で停止しようと減速していた10tトラックに追突した。
40309

10～

29

2002 9

3

～
10ｔトラックに荷を積み自動車道を走行中、トンネル内で前方を走行してい

た大型トレーラーに追突した。
40301

50～

99



4

2002 4

17

～

18

車を納車して事業場へ帰るため国道を走行中、運転していたトラックが左側

ガードレールの衝突した。
80202 1～9

2002 6

1

～

2

トラックに荷物を積んで走行中、ハンドルの操作を誤って中央分離帯を越え

て反対車線のトラックに衝突した。
40301 1～9

2002 7

5

～

6

食品団地の配送センターからスーパーへ食品を配送するため保冷車（4t）で

県道を走行中、反対車線を走行していたトラックがはみ出してきて正面衝突

した。

40301
50～

99

2002 1

15

～

16

書類受け渡しのため自動車で走行中、前方を走行中のトレーラーの運転席側

に接触し、その弾みでもう１台前方の車輌に接触したのち、対向車線にはみ

出し対向車線を走行中のトレーラと正面衝突した。

40301
30～

49

2002 4

5

～

6

ダイカスト部品（約3ｔ）を積んだ10ｔトラックで国道を走行中、右カーブ

の場所で道路左側に飛び出して高さ約7m下の川に転落した。
40301

10～

29

2002 4

11

～

12

現場から現場へ2台の高所作業車で移動中、前を走行していた高所作業車が

荷を落として停車したのを後の高所作業車が気付かずに追突し、助手席に同

乗していた者が死亡した。

170201

100

～

299

2002 3

6

～

7

百貨店へ板ガラスを軽トラックで搬送し帰社のため国道を走行中、側壁に激

突した。
170209

50～

99

2002 3

17

～

18

海産物を積んだトラック（最大積載荷重10ｔ）で走行中、アクアライン入口

の右カーブで後輪がスリップして車体が振れ、右側の道路壁に車体が衝突し

た。

40301
30～

49

2002 10

3

～

トラックで高速道の片側2車線の右側を走行中、前方を走っていたトラック

が左へ車線変更して前方を走行していたトラックの後部に追突したため、追
40301

10～



4
突されたトラックが左側の路肩に激突して右車線まで横転したところへ衝突

した。

29

2002 3

2

～

3

10ｔトラックで営業所から本社に向かって走行中、道路を逸脱してトラック

ごと川に転落し、運転手は全身打撲で死亡、助手が軽傷を負った。
40301

10～

29

2002 9

5

～

6

コンクリート柱7本を積んで14tトラックで国道を走行中、交差点の赤信号で

停車していた大型トラックに追突した。
40301

50～

99

2002 11

11

～

12

店舗の向側にある銀行へ向かうため国道を徒歩で横断中、左方向から来た普

通貨物自動車に跳ねられた。
80209 1～9

2002 3

14

～

15

11tトラックで資材置場へ土を運搬中、交差点を右折しようとしたところに

直進してきた11tトラックと衝突した。
30201 1～9

2002 1

14

～

15

2ｔトラックの助手席に乗って配達先から会社へ戻る途中、国道上で運転者

がジュースを取ろうと脇見をしてハンドル操作を誤り、トラックの片輪が歩

道に乗り上げて約10m走行した後、歩道上の電柱に激突したため胸などを強

打した。

40301
30～

49

2002 2

8

～

9

荷卸しを終えて帰社のためトラックで国道を走行中、対向車がセンターライ

ンを越えてきて正面衝突した。
80109

10～

29

2002 3

11

～

12

養鶏場から死んだ鶏を処分場に運ぶため軽トラックで走行中、赤信号を無視

して交差点に進入してきた普通トラックと交差点内で衝突した。
70101 1～9

2002 2

15

～

16

マンション新築工事現場の入口で、警備員が生コン車の現場入場の誘導をす

るため公道へ出たところ、走行してきたトラックに跳ねられた。
170201

30～

49



2002 3

11

～

12

営業先に向かうため軽トラックを運転して県道を走行中、対向車線からセン

ターラインを超えて走行してきたトレーラーと衝突した。
170209 1～9

2002 7

21

～

22

空荷の13ｔトラックで国道を走行中、トラックが前走の車に衝突した。 40301
10～

29

2002 11

5

～

6

トラックで走行中、車両火災のため停車していたトラックに追突した。 40301
10～

29

2002 10

2

～

3

主要地方道の下り坂のカーブで、道路が凍結していたため乗っていたトラッ

クがスリップしてガードレールに接触し、電柱に衝突した。
40301

10～

29

2002 3

6

～

7

一方通行の道路上で、パッカー車の運転者が他の作業員を手伝うためパッ

カー車から降り、道路反対側にある塵芥収納庫に出されたごみを回収するた

めパッカー車前方から道路を横断していたときに、走行してきたトラックに

跳ねられた。

150102 1～9

2002 3

13

～

14

製品配達のためライトバンで町道を走行中、右側の砂利採取場から町道に進

入してきたダンプトラックと出会い頭に衝突した。
10806

10～

29

2002 8

22

～

23

10ｔトラックに荷を積み国道を走行中、大型トレーラーに追突し、さらに別

の10ｔトラックに追突された。
40301

10～

29

2002 5

4

～

5

自動車道を大型トラックで走行中、他の大型トラックと衝突した。 40301
50～

99

2002 9

4

～
トラックにドラム缶を積んで自動車道を走行中、後方より走行してきた10ｔ

トラックに追突されて路肩の土手に乗り上げ横転した。
40301

30～

49



5

2002 6

1

～

2

10tトラックを運転して国道を走行中、トンネル内で信号停止していた10t冷

凍車に追突した。
40301

10～

29

2002 12

21

～

22

4ｔトラックを運転して走行中、大型トラックがセンターラインを超えて来

たため正面衝突した。
40301

10～

29

2002 12

7

～

8

事業場から作業場所へ軽トラックで走行中、道路渋滞で停止していたところ

に、対向車線を後方から追い抜いてきたダンプトラック（10t）に車体右後

部を追突された。

30201 1～9

2002 8

5

～

6

油圧重機部品をトラックに積み国道を走行中、赤信号で止まっていたトラッ

クに追突した。
40301

10～

29

2002 7

3

～

4

二人で集荷センターでそれぞれのトラックに荷物を積み込み、配達先である

スーパーへ向かう途中、信号待ちで停車していた同僚の車両へ追突した。
40301

50～

99

2002 5

5

～

6

10tトラックでアスファルト鋼材を廃材置き場に降ろした後に国道を走行

中、上がったままの荷台が道路標識に衝突し、トラックが横転した。
40301

10～

29

2002 7

23

～

24

6ｔトラックに市場から青果物を積んで自動車道を走行中、追い越し車線を

走行してきた10ｔトラックが車体右後部に接触し、はずみで6tトラックが横

転した。

40301
10～

29

2002 2

16

～

17

建設工事現場から社有車で会社に戻る途中の市道で追突事故を起こしたの

で、同乗していた者が後続車に事故を知らせるために道路に立っていたとこ

ろ、後から走行して来たトラックがスリップしたため社有車とトラックとの

間に挟まれた。

30199 1～9

14
貨物自動車（2ｔ）で自動車道を走行中、前方の貨物自動車（2ｔ）が渋滞で



2002 1 ～

15

減速していることに気づくのが遅れ、あわてて右回避しようとしたが避けき

れず、左助手席部分が前方車両の右後部に衝突し助手席の同乗者が即死し

た。

30202
30～

49

2002 1

16

～

17

配水管の移設工事の完了後、断水作業に伴う濁水処理確認のため道路上の消

火栓バルブ脇で点検作業をしていたときに、下水道工事（他社施工）の埋め

戻し用土砂をバック走行で搬入してきた4ｔダンプトラックに轢かれた。

30110
10～

29

2002 2

22

～

23

貨物トラックで走行中、前方で乗用車、10tトラック、ライトバンの3台の玉

突き事故があり、ブレーキをかけたが間に合わず停止中の10tトラック後部

に追突した。・ （停車中の3台の車両の乗員は車両から離れて避難していた

ため負傷しなかった）

40301
30～

49

2002 1

5

～

6

会社のワゴン車を運転して客先に製品を配達する途中、10tトラックと衝突

した。
11409

10～

29

2002 1

6

～

7

重油（約1000?）をタンクローリー（最大運搬量14kl）に積んで国道を走行

中、長い下り坂の路面が凍結していたためスリップし、陸橋から柵を突き

破って約7m下の草地に転落した。

40302
10～

29

2002 10

3

～

4

鉄骨を積んだ大型トラックで走行中、対向車線に入ったのちガードレールを

突き破って3m下の道路に転落した。
40301

50～

99

2002 1

5

～

6

朝刊を配達するため自転車で道路左側を走行中、後方から来た貨物自動車に

はねられた。
80205

30～

49

2002 11

0

～

1

トラック（7ｔの冷蔵冷凍車）に食肉を積み込んで片側１車線の道道を走行

中、対向の農家のトラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2002 1

9

～

コンクリートミキサー車で下り坂の緩い右カーブを走行中、土留め用のブ

ロックに衝突し、その反動で反対車線のガードレールを突き破り約2m下の 10901
30～

49



10 畑に転落した。

2002 12

9

～

10

22ｔ大型トレーラーで砂糖を積んで走行中、降雪のため右カーブを曲がりき

れずに路外に転落した。
40301 1～9

2002 3

14

～

15

国道を走行中、道路左側の縁石に乗り上げてセンターラインを超え、さらに

対向車線の縁石も乗り越えて電柱に衝突した。
40301

10～

29

2002 1

6

～

7

軽トラックで会社の土場へ向かうため堤防道路を走行中、緩い左カーブのと

ころでブレーキを掛けたときに、軽トラックが横滑りして対向の乗用車と正

面衝突した。

30199
10～

29

2002 1

4

～

5

産業廃棄物を運搬するため4tトラックで大橋を走行中、欄干を突き破り約

10m下の川に転落した。
150102

10～

29

2002 6

7

～

8

タンクローリー（牛乳16,800?積載）を運転して高速道路の下り線を走行

中、料金所手前の急な左カーブを曲がりきれずに道路右のガードレールに衝

突して首などを強打した。

40301
10～

29

2001 9

4

～

5

自動車部品を納品するため普通貨物自動車で国道を走行中、交差点において

赤信号で停止していた大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2001 10

12

～

13

トラックで走行中、自損事故で車が動かなくなったため、後続車に事故を知

らせるため三角板及び発煙筒を用意しようと車の後にまわったとき、後続車

に追突された。

170209
10～

29

2001 9

6

～

7

トラックで県道を走行中、下りの右カーブを曲がりきれずに、道路左側の

ガードレールを乗り越え約20m下に転落した。
40301

30～

49

2001 12

8

～

トラック(2．9t吊りのクレ－ン付)をダムサイトの駐車場からトンネル脇の駐

車場にバックで走行していたときに、その経路上の道端でトラック荷台から 30199 1～9



9 法面工事で使用する用具を荷降ろししていた者がひかれた。

2001 12

12

～

13

自動車道を走行中、前の車に追突し、その弾みでガードレールに接触したの

ち約100mほど走行してトラックで炎上した。
40301

10～

29

2001 12

7

～

8

忘年会に出すシャモ鍋の食材買い付けのため軽トラックを運転で国道を走行

中、道路左側の駐車スペースに停車していた大型トラックに追突した。
140101 1～9

2001 12

3

～

4

10tトラックに荷物を積み国道を走行中、交差点手前で信号待ちをしていた

トラック、乗用車が青信号に変ったので発進しかけたところに追突した。
40301

10～

29

2001 12

9

～

10

駐車場から道路を挟んで反対側の歩道の舗装工事現場に行くため、国道を横

断したときに、走行してきた軽トラックに跳ねられた。
30106

30～

49

2001 7

8

～

9

2tトラックの助手席に乗り看板工事現場に向けて自動車道を走行中、乗って

いたトラックの左前輪が破損してハンドルをとられたため、路肩側ガード

ロープ支柱に激突した。

30309 1～9

2001 10

15

～

16

バイパスの中央分離帯高架側面のトンネル内の照明器具などの取替作業を3

名で梯子を使用して行っていたところ、走行してきた10t貨物トラックに梯

子を押さえていた者が跳ね飛ばされ、約20m引きずられた。

30301
30～

49

2001 8

16

～

17

営業業務を終えて会社に戻る途中、交差点で信号が青に変わり横断していた

ところ、左折してきたトラックに衝突された。
110101

50～

99

2001 12

13

～

14

トラックで走行中、大型散水車で自動車道の追い越し車線を低速走行で作業

中に追突した。
40301 1～9

2001 10

15

～ トラックで走行中、居眠り運転をして、駐車中の車輌に追突した。 40301 1～9



16

2001 12

12

～

13

14．5tトラックで国道を走行中、追越車線側で赤信号のため低速度で走行し

ていた最後尾の10tトラックに追突し、その弾みで赤信号のため停止してい

た他のトラック3台に玉突き衝突した。

40301
10～

29

2001 12

5

～

6

配送のため国道をトラックで走行中、交差点付近で対向の大型トレーラーが

中央分離帯を越えてきて正面衝突した。
40301 1～9

2001 12

11

～

12

6tトラックに食料品を積んで走行中、対向のトラックと正面衝突して道路左

側の約5m下の川へ転落した。
40301

50～

99

2001 12

7

～

8

事業場前の道路上で駐車しておいた2tトラックの運転席に乗ろうとしたとこ

ろ、後方から大型ダンプが走行してきたので運転席のドアの前で大型ダンプ

をやり過ごそうとしていたところ、大型ダンプが交差点を右折する際にト

ラックに当ったため、ドアとの間に挟まれた。

30199
10～

29

2001 12

5

～

6

トラックで高速道路を走行中、車線を変更して先を走っていた大型ダンプ

カーの後部に衝突した。
40301 1～9

2001 11

17

～

18

管路施設工事において、交通誘導中の者が走行してきたトラックにひかれ

た。
170201

30～

49

2001 12

0

～

1

国道の路肩に停車していたローリー車が道路の傾斜のため後方に動き出し、

後方から走行してきたトラックに追突され路肩の脇にいたローリーの運転手

が死亡した。

50101

100

～

299

2001 6

11

～

12

産業廃棄物を運搬した帰りに大型トラックで首都高速を走行中、前方の大型

トラックに追突した。
40301 1～9

11
葬儀場から造花を回収して軽トラックで走行中、センターラインを越えて反



2001 11 ～

12
対車線に飛び出し、対向のトラックと衝突した。

80209 1～9

2001 9

1

～

2

貨物自動車で走行中、信号交差点で赤信号により停車していた貨物自動車に

追突した。
40301

30～

49

2001 8

10

～

11

貨物自動車で県道を走行中、信号交差点で赤信号により停車中の乗用車に追

突した。
40301

30～

49

2001 8

2

～

3

トラックで国道を走行中、トンネル手前の上右カーブが終わる付近で故障の

ため停車中の大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2001 12

22

～

23

農業機械の展示会に出張した帰り道2tトラックにトラクターを積んで農家を

訪問したのち自動車道を走行中、前方に横転していた事故車(ワゴン車)に衝

突した。

11702
30～

49

2001 11

18

～

19

足場組み作業を終了しダンプ(2t)で自動車道を走行中、右後輪がバーストし

て車両が横転し、助手席にいた者が車外に放り出されて全身打撲を負った。
30209 1～9

2001 12

9

～

10

建設現場に机等の備品をリースするためトラックで走行中、大型トラックと

正面衝突した。
80409 1～9

2001 12

3

～

4

新聞印刷工場で印刷した新聞をトラックに積込みトラック(2t)で国道を走行

中、交差点で右折しようとして直進してきたトラックと出会い頭に衝突し

た。

40301
30～

49

2001 12

6

～

7

徒歩で横断歩道を渡っていたときに交差点で大型トラックにはねられた。 80205
10～

29

11
軽乗用車の助手席に乗り得意先への弁当の配達途中に、信号の無い交差点で 10～



2001 12 ～

12
左側道路から直進してきた2tトラックと衝突し、車外へ投げ出された。

10109
29

2001 12

0

～

1

建築現場への資材搬入を終え4tトラックで国道を走行中、追い越し禁止区域

で大型トラックを追い越そうとしたときに対向のダンプトラックと衝突し

た。

40301
10～

29

2001 11

5

～

6

客先より荷物を受け取り大型(5t)トラックで国道を走行中、カーブでセン

ターラインをオーバーし、対向の大型トラックと衝突した。
40301

10～

29

2001 8

12

～

13

トラックでスーパーに品物を配達して走行中、車輌の前部左側を縁石に衝突

して反対車線に飛び出し、対向の10tダンプトラックと正面衝突した。
40302

10～

29

2001 12

16

～

17

土木工事現場の土質試験終了後ワゴン車で国道を走行中、右折のため減速し

ていた車を避けようとして反対車線にはみ出してきた対向のトラックに正面

衝突された。

170209
10～

29

2001 12

10

～

11

配送業務のため営業車(2t)で国道を走行中、交差点付近で片側2車線の追い越

し車線を流れにのって低速で進行していたときに後方から2t保冷車に追突さ

れ、はずみで前方の8．5t大型トラックに玉突き衝突した。(営業車と2t保冷

車の運転者が死亡)

40301
10～

29

2001 12

13

～

14

トラックに2人乗車し国道を走行中、Uターンしようとしたときに後続のト

レーラーが追突し、その弾みでトラックが対向車線に押し出され、走行して

きた10tクレーン車と衝突した。(トラックの2名とトレーラーの1名死亡)

40301
50～

99

2001 12

13

～

14

トラックに2人乗車し国道を走行中、Uターンしようとしたときに後続のト

レーラーが追突し、その弾みでトラックが対向車線に押し出され、走行して

きた10tクレーン車と衝突した。(トラックの2名とトレーラーの1名死亡)

30105
10～

29

2001 12

13

～

14

トラックに2人乗車し国道を走行中、Uターンしようとしたときに後続のト

レーラーが追突し、その弾みでトラックが対向車線に押し出され、走行して

きた10tクレーン車と衝突した。(トラックの2名とトレーラーの1名死亡)

30105
10～

29



2001 9

5

～

6

2tトラックで配送先に向うため国道を走行中、交差点で右方向から進入して

きたトラックと衝突して車外へ投げ出され、舗道の段差ブロックと相手車と

の間に挟まれた。

40301
30～

49

2001 12

5

～

6

荷を積載してトラックで走行中、追越禁止車線で乗用車2台を追越し自車線

に戻ろうとしてスリップしてきた対向車と正面衝突した。
40301

30～

49

2001 10

4

～

5

トラックで走行中、国道出口の片側4車線に差し掛かったとき前方の信号が

赤になって前の車両が減速したのに気づくのが遅れ減速中の前方車両に追突

した。

40301
10～

29

2001 11

16

～

17

4t車に発砲スチロール製品(質量約1．5t)を積んで走行中、道路工事のため停

車していた前方の車両(10t車)に気付くのが遅れ追突した。
40301

10～

29

2001 12

15

～

16

ガス管埋設工事が終了し道路標示ライン引きを行っていたときに、脇見運転

のトラックにはねられ2名が死亡、1名が重傷を負った。
30106 1～9

2001 12

15

～

16

ガス管埋設工事が終了し道路標示ライン引きを行っていたときに、脇見運転

のトラックにはねられ2名が死亡、1名が重傷を負った。
30106 1～9

2001 7

12

～

13

トラックで国道を走行中、信号待ちをしていた4t車に追突した。 40301
10～

29

2001 10

15

～

16

機械装置の保守点検作業を終了し別の工場へ移動するため横断歩道を自転車

で走行中、信号無視のタンクローリーにはねられた。
170209 1～9

2001 12

13

～

14

道路補修工事の準備作業として路面に破損箇所のマーキングをしていたとこ

ろ、大型トラックが突っ込んできてマーキングしていた労働者1名と、交通

誘導をしていた労働者2名の合計3名をはね、交通誘導をしていた者1名が死
170201

10～

29



亡した。

2001 11

11

～

12

トレーラー(18．5t)で走行中、道路脇に停車してタイヤにチェーンを装着さ

せていたところ、センターラインを超えて走行してきた対向の7tトラック・

クレーンに激突された。

40301
50～

99

2001 9

10

～

11

2tトラックで材料を取りに行くため市道を走行中、交差点において標識が

あったにもかかわらず一時停止を怠って侵入し、左側から走行してきたダン

プトラックと衝突した。

11209 1～9

2001 12

11

～

12

中学校に美術教材を配達するため軽四トラックで県道を走行中、センターラ

インを越え対向のトラックと正面衝突した。
80209 1～9

2001 11

7

～

8

コンピューターのメンテナンスのため車で走行中、対向車線をはみ出して来

たトラックと正面衝突した。
80203

30～

49

2001 11

8

～

9

工事看板取り付けのための4tダンプで町道を走行中、路肩から8m下の広場

にダンプもろとも転落した。
30106

10～

29

2001 11

11

～

12

主要地方道の下水幹線内にスクリーン(格子状のごみよけ柵)を設置する工事

で、1車線を道路規制して道路上で作業打合せを行っていた作業員4名とガー

ドマン1名のところに、反対車線を走行していた10tダンプが中央分離帯を乗

り越えてきて打合せ中の作業員らに激突し、1名死亡、4名が重軽傷を負っ

た。

30110 1～9

2001 11

6

～

7

4tダンプで走行中、運転を誤って道路左側の川に転落し、車外に投げ出され

た。
30109

30～

49

2001 11

3

～

4

荷の運送のためトラックで国道を走行中、道路工事で片側交互通行となって

いたために停車していたところへ大型トラックに追突され、その弾みで前に

停車中のダンプカーに衝突した。

40301
50～

99



2001 11

6

～

7

トラックに食品(パン類)を積んで国道を走行中、前のトラックが左折しよう

として減速したところへ追突した。
40301

10～

29

2001 11

1

～

2

菓子原料(重量約2t)を積載して4tトラックで国道を走行中、工事渋滞の最後

部に停車していた10t大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2001 4

3

～

4

積荷を配送するため自動車道を走行中、料金所で料金支払のために停車して

いたトレーラーに追突した。
40301

50～

99

2001 11

21

～

22

10tトラックで走行中、対向の4tトラックが中央線をはみ出してきて衝突し

た。
40301

50～

99

2001 11

1

～

2

最大積載量13tの大型トラック(冷蔵冷凍車)に約6．6tの冷凍肉を積載して国

道を走行中、S字カーブの中央付近で反対方向から走行してきた大型トラッ

クと正面衝突した。

40301
10～

29

2001 11

8

～

9

大型トラック(10t)で走行中、ハンドル操作を誤って道路左側の縁石に乗り上

げたので車道に戻そうとしたとき、センターラインを越えたため対向の乗用

車と衝突した。

40301 1～9

2001 8

2

～

3

トレーラーで走行中、黄色点滅で交差点に進入したところ赤点滅側から進入

してきた4tトラックの側面に衝突した。
40301 1～9

2001 11

6

～

7

飼料を積んだ大型トレーラー車で走行中、左カーブを曲がりきれずに道路右

側の土手に衝突、その後に横転し、運転席で挟まれた。
40301

10～

29

2001 9

3

～

4

タクシー(空車)を運転していて交差点で信号待ちをしたのち青信号で発進し

たところ、右方向より赤信号を無視して交差点内に進入してきた普通貨物自

動車と出会い頭に衝突した。

40201

100

～

299



2001 11

9

～

10

大型トラックで自動車道を走行中、トンネル内の走行車線が工事規制を受け

ていたため追い車線を走行していたときに走行車線内で作業をしていた作業

車2台に次々に接触し、更に先頭の作業車に追突した後、tネル壁面に衝突し

て炎上し、トラック運転手及び同乗者1名が死亡した。

40301
10～

29

2001 11

9

～

10

大型トラックで自動車道を走行中、トンネル内の走行車線が工事規制を受け

ていたため追い車線を走行していたときに走行車線内で作業をしていた作業

車2台に次々に接触し、更に先頭の作業車に追突した後、tネル壁面に衝突し

て炎上し、トラック運転手及び同乗者1名が死亡した。

40301
10～

29

2001 10

4

～

5

魚の競売場に行くため他の労働者の運転する自動車に同乗し、競売場の付近

の国道で途中下車して道路を横断していたところトラックにはねられてた。
80109 1～9

2001 10

1

～

2

水産加工品等を積み込んだ大型トラック(11t)で走行中、緩やかな左カーブで

ハンドル操作を誤って対向車線を超えて路外に逸脱し、車外に放り出され

た。

40301
10～

29

2001 10

5

～

6

トレーラーに荷を積み走行中、対向のダンプトラックが交差点手前で渋滞に

気付き急ブレーキをかけたが雨天で路面が濡れていたため反対車線に飛び出

してきてトレーラーの前方とダンプの右側面が衝突した。

40301
10～

29

2001 9

7

～

8

資材置場へ材料を運ぶためトラックで国道を走行中、センターラインをオー

バーして対向のトレーラーと正面衝突した。
40301

10～

29

2001 8

0

～

1

商談のため乗用車で県道を走行中、センターラインを40cmほどオーバーし

たため対向車の普通貨物自動車と正面衝突した。
10805

10～

29

2001 10

5

～

6

活魚車(5tトラック)で漁協からイカを仕入れて自動車道を走行中、右に緩い

カーブで道路左側の法面に乗り上げ横転した。
80109 1～9

11
3tダンプで掘削したアスファルトガラを11．5km離れた仮置場に運搬し、そ



2001 8 ～

12

の場所にあったハンドガイドローラー、ランマーを積んで現場に戻る途中、

見通しの良いS字カーブで対向の4tトラックがセンターラインを超えてきた

ため正面衝突した。

30199 1～9

2001 10

1

～

2

閉店後、売上金を夜間金庫に入れるためバイクで走行中、無灯火で駐車して

いたダンプの後部に追突した。
80204

10～

29

2001 10

13

～

14

林道の改良工事において、ダンプトラックが林道上の工事現場とは別の箇所

で約20m下に墜落した。
30199

30～

49

2001 10

20

～

21

魚の仕入れに向かうためトラックで国道を走行中、前方を走行していた農耕

車に衝突し、反対車線に横転した。
80209 1～9

2001 9

5

～

6

荷を運ぶためトレーラーで自動車道を走行中、前のトレーラーに追突したた

め運転していたトレーラーから燃料の軽油が飛散し、双方トレーラーに火災

が発生し、追突した運転手が焼死した。

40301
10～

29

2001 8

5

～

6

リネン類を配送するため2tトラックで国道を走行中、対向の大型トラック

(10tバルク車)が故障停車中の大型トラックに追突して対向車線にはみ出して

きたため正面衝突した。

11703
50～

99

2001 4

4

～

5

荷の配達を終え約2時間の仮眠を取り、トラックで国道を走行中、交差点で

赤信号のため停車していたトラックに追突した。
40301 1～9

2001 10

4

～

5

トラックで自動車道を走行中、左側の壁部分に衝突した反動により中央分離

帯を乗り越え、約26m下の市道に墜落した。
40301

50～

99

2001 9

9

～

10

インターチェンジ付近で側道工事のために交通整理等をしていたところ、軽

4貨物自動車が路肩の規制線を超えて進入し激突された。
170201

30～

49



2001 10

17

～

18

2tトラックで自動車道を走行中、センターラインを越えて対向車線に飛び出

し、対向の大型トラック(10t)と正面衝突した。
11502

10～

29

2001 10

11

～

12

食肉の配達業務を終え軽トラックで県道を走行中、tネル出口付近の緩い右

カーブで対向車線をはみ出してきた大型トラックと正面衝突した。
10101

10～

29

2001 9

4

～

5

トラックで毛布を配送するため高速道路を走行中、前方を時速約40kmで走

行していたトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2001 8

4

～

5

普通貨物車で走行中、上り坂を低速で走行していた大型トレーラー右後部に

追突した。
40301

10～

29

2001 10

17

～

18

作業が終了した積載形トラッククレーンを敷地内から後進で県道へ出すため

後方の県道センターライン付近で誘導していたとき、右側より進行してきた

2tトラックに跳ねられて17m飛ばされた。

30209
10～

29

2001 10

3

～

4

荷の積み下ろしを終え貨物自動車で走行中、自損事故で道路をふさぐように

横向きなっていたトラックを避けきれずに衝突した。
40301

10～

29

2001 9

1

～

2

荷卸しを終えて国道を走行中、路上に駐車していた大型トラックに追突し

た。
40301

30～

49

2001 9

20

～

21

4tトラックで走行中、前方で発生していた事故で停車中の車輌(6台)の列に前

方を走行していた車輌が追突し、この車輌に避けきれずに追突した。
40301

30～

49

2001 6

16

～

17

販売した通信機器のアフターフロー業務を終え軽ワンボックス車で国道を走

行中、交差点を右折する車に続いて青信号中に右折しようとしたところ、前

方より直進して来た4tトラツクと側面衝突した。

80109
50～

99



2001 10

10

～

11

産業廃棄物を処理場に運搬しトラックでバイパスを走行中、左側壁に衝突し

車外に投げ出された。
150102 1～9

2001 10

2

～

3

国道を大型トレーラーで走行中、道を塞いで停車していた他のトレーラーに

運転席正面から激突した。
40302

10～

29

2001 8

0

～

1

昼の休憩時間中、工事現場から50m離れた村道脇の木陰で昼寝をしていて、

午後からの作業のため同村道をバックで進入してきた10tダンプトラックの

右後輪にひかれた。

30106 1～9

2001 9

8

～

9

トラックで高速道路を走行中、トンネル手前で追い越し車線を走行していた

ライトバンが走行車線に進路変更をした際に追突され、弾みでtネル入口の

コンクリート壁に激突した。

30203 1～9

2001 10

0

～

1

11t大型トラック(保冷車)に同乗して魚箱20tを積み国道を走行中、速度超過

(65～70km／h)のため右カーブを曲がりきれずにガードレールに衝突した。
40301

10～

29

2001 9

5

～

6

散水車で道路工事現場に向う途中、高速道路ジャンクションで車線変更のた

め左に急ハンドルを切ったところ散水車のバランスが崩れてガードレールに

衝突して横転し、反動で車外に投げ出された。

30106 1～9

2001 7

14

～

15

得意先へ納品のため4tトラックで国道を走行中、カーブで対向の大型トラッ

クが中央車線をはみだしてきてその後方部に衝突した。
10109

10～

29

2001 9

5

～

6

新聞配達を終え50CCバイクで市道を走行中、事業場に向かう途中、対向の

2tトラックが走行車線にはみ出してきて正面衝突した。
80205

30～

49

2001 9

9

～

10

路肩で側道工事の交通整理をしていたとき、軽4貨物車が路肩の規制線を突

破してきて衝突した。
170201

100

～

299



2001 9

14

～

15

事業場前の道路で2tトラックから荷を降ろす手伝いをしていたところ、後方

から小型トラックが追突し、2台のトラックの間に挟まれた。
80201

100

～

299

2001 9

13

～

14

貨物自動車(3.2t)で走行中、緩やかな右カーブを曲れずにそのまま直進し民

家に突っ込み頭と胸を強打した。
40301

50～

99

2001 7

16

～

17

自社倉庫においてトラックの荷台から建設部材を積み下ろし、作業終了後、

専務が労働者に隣接している別倉庫へ徒歩で行くように命じトラックを移動

するため後向きで町道に出たときに歩行中の者をひいた。

30109 1～9

2001 8

12

～

13

冷蔵食品の配送のため4tトラック冷蔵車で国道を走行中、対向の4tトラック

平ボテ車と正面衝突した。
40301

10～

29

2001 8

4

～

5

トラックを運転し客先から会社車庫に帰るため国道を走行中、信号待ちの車

の列に追突した。
40301

10～

29

2001 9

3

～

4

荷を降ろしたトレーラーで走行中、対向車線にはみ出して対向の大型トラッ

クと正面衝突した。
40301

10～

29

2001 8

22

～

23

トラックで高速道路を走行中、対向の追越車線を走行中の車が前の車と接触

して中央分離帯を乗り越えてきたため正面衝突し、さらに後続車にも追突さ

れた。

40301
10～

29

2001 8

22

～

23

建材を積んだ4t車で追越車線を走行中、左車線から乗用車が急に割り込んで

きて4t車に接触した。はずみで、4t車が対向車線に飛び出し、対向の25t車

と正面衝突した。

40301
30～

49

2001 9

0

～

1

4t貨物自動車で荷物を運び国道を走行中、対向の大型トレーラーが、走行車

線をはみ出したため対向車の荷台車両後部に衝突した。
40301

10～

29



2001 9

5

～

6

大型トラック(最大積載量13，600kg)で自動車道を走行中、走行車線にはみ

出て停車中の大型トレーラーに追突した。
40301

10～

29

2001 9

3

～

4

トラックで国道を走行中、緩やかな右カーブで対向車線に進入し、道路脇の

自動販売機と建築物に接触したのち走行車線に戻り左側の建築物に激突し

た。

40301
10～

29

2001 9

22

～

23

食品トレーを輸送するため普通トラック(4t車)で国道を走行中、渋滞車輌に

接近したので追突を避けるため対向車線にはみ出したときに対向の大型ト

ラック(10t)と正面衝突した。

40301

100

～

299

2001 9

2

～

3

荷物を配送するため4tトラックで国道を走行中、対向の10tトラックが突然

センターラインを越えて侵入してきて正面衝突した。
40301

10～

29

2001 4

7

～

8

新聞配達のため国道を歩いて横断していたところ、左側から来たトラックと

接触し、10数m飛ばされた。
80205 1～9

2001 9

2

～

3

国道をトラック(最大積載量10t)で走行中、センターラインを超えたため対向

のトラック(最大積載量4t)と正面衝突した。
40301

10～

29

2001 8

11

～

12

大型トレーラーで豚の飼料を積み国道を走行中、下り勾配の急な左カーブを

曲がりきれず約1．2m下の休耕田に転落し、さらに国道から農地に降りるコ

ンクリート道路に激突した。

40301
10～

29

2001 8

5

～

6

原付バイクで朝刊の配達中、T字路交差点で右折するためバイクを降りて待

機していたところへ、右方向からダンプトラックが進行してきてひかれた。
80205

10～

29

2001 8

12

～

13

トラックで国道を走行中、赤信号で停車中の大型トラックに追突した。 40301 1～9



2001 4

0

～

1

塵芥収集車で国道を走行中、赤信号のため減速していた前方のトラックに追

突した。
150103

10～

29

2001 7

10

～

11

配達先で荷物を降ろしトラックで走行中、左側ガードレールに接触し、360

度回転しながら中央ガードレールに激突するまでの間に車外に投げ出され、

頭を強打した。

80109
10～

29

2001 8

14

～

15

道路の補修工事において、舗装路面の測量作業を行っていたときに4tトラッ

クが走行してきたので誘導者が対向車線を通行の合図を行い、トラックが対

向車線に進路変更し、その後、走行車線側に戻ったところで跳ね飛ばした。

30106

100

～

299

2001 8

13

～

14

青果市場よりスーパーへ野菜を配送し終え4tトラックで国道を走行中、信号

待ちで停車中の10tトラックの後部へ追突した。
40301

10～

29

2001 7

12

～

13

トラックで高速道路を走行中、走行車線が他の事故により停滞していたので

前方の大型トラックが追い越し車線に変更しようとしたところに追突した。
40301 1～9

2001 8

0

～

1

大型トラックで国道を走行中、停車中の大型トレーラーに追突し、さらにそ

の前に停車中の大型トラックに玉突き追突した。
40301 1～9

2001 8

23

～

24

国道をトラックで走行中、対向車線から雨でスリップしたトレーラーが進入

してきたためトレーラーの左側後部に衝突した。
40301

30～

49

2001 8

16

～

17

住宅設備機器の配送が終了し2tトラックで国道を走行中、対向の乗用車が

カーブを曲がりきれずにセンターラインをはみ出してきて衝突した。
80109

10～

29

2001 8

12

～

13

トラックで国道を走行中、対向のトラックがスピンして中央線をはみ出して

きて正面衝突した。
40301 1～9



2001 8

22

～

23

車輌メーカーに車輌の購入代金を納入しトレーラーヘッドで高速道路を走行

中、台風の強い横風を受けてトレーラーヘッドが中央分離帯に激突しその反

動で反対側の側壁に激突した。

40301 1～9

2001 8

21

～

22

4tトラックで国道を走行中、赤信号で待機中のトレーラーに追突した。 40301
30～

49

2001 8

14

～

15

自動車道で渋滞でとまっていた車の列の最後尾に停車していたところ、大型

トラックに追突され7台が関係する玉突き事故となった。
140302

1000

～

9999

2001 8

6

～

7

配達先へ向け2tトラックで国道を走行中、緩やかな左カーブでセンターライ

ンをはみ出し対向の大型トラックと正面衝突した。
40301

50～

99

2001 8

2

～

3

10tトラックで支店に向かうため高速道路を走行中、前走の9tトラックに追

突した。
40301

10～

29

2001 7

4

～

5

取引先の荷物を運搬し終えトラックで国道を走行中、道路工事で渋滞してい

たトラック等の列に追突した
40301

50～

99

2001 5

9

～

10

4tトラックで資材置場に「土」を運ぶ途中、県道の下り急カーブで曲がりき

れずに進行方向右側の斜面壁に衝突し、運転席側を下にして横転しトラック

と斜面壁との間に挟まれた。

30199 1～9

2001 2

13

～

14

自動車道の路肩に寄せられた雪塊の排出現場において、雪塊を現場後方に設

けられた雪捨場まで運搬するため雪塊を満載した4tダンプトラックがバック

で進行中、後方にいた者を左後輪でひいた。

30309
10～

29

2001 8

10

～

11

市道雨水幹線工事において、市道上に仮置きされていた自由勾配側溝(コン

クリート製たて2m、横72cm、高さ96cm)の継ぎ目部分の凸部をグライン

ダーで研磨していたときに、後退してきた2tダンプトラックと自由勾配側溝
30199

10～

29



との間にはさまれた。

2001 3

10

～

11

道路舗装のため片側交互通行の誘導中、止まれの合図を無視して進入してき

た大型トレーラを制止させようとトレーラの前に出てはねられた。
170201 1～9

2001 3

7

～

8

バイクで集金した購読料を会社に届けるため走行中、交差点で右折してきた

トラックに衝突した。
80205

30～

49

2001 8

22

～

23

農産物加工処理センターの施設改修作業が終り貨物自動車(2tダブルピッ

ク、7人乗)で旅館に帰る途中、道路交差点で左方より直進してきた大型貨物

自動車と衝突した。

11301
50～

99

2001 7

12

～

13

空荷のトラックで走行中、前方の4tトラック後部に追突し、さらに中央分離

帯ガードレールに衝突した。
40301

50～

99

2001 8

3

～

4

4tトラックでサッシを積載し走行中、インター付近で本線と都市高速道の分

岐点のガードレールに衝突し、横転炎上した。
40301

30～

49

2001 7

17

～

18

作業終了後、10km下流にある寄宿舎へ4t積載型小型クレーンで走行中、現

場から2km下流の林道(幅約3．5m)から約20ｍ下の崖下に転落した。
30108 1～9

2001 7

5

～

6

10tダンプで高速道路を走行中、路肩にダンプを停車していたときに後続の

大型トラックに追突され、はずみで前方に駐車中の大型トラックに追突し

た。

30106 1～9

2001 7

10

～

11

トラック(10tのウィング車)で荷を積んで国道を走行中、信号待ちで停車して

いたところへ後続のトラックに追突された。
40301

10～

29

2001 3

2

～
大型貨物自動車で高速道路を走行中、先行車両同士で衝突していたところに

衝突し、その衝撃で天井が崩れ、運転席と天井との間に挟まれた。
40301

30～

49



3

2001 7

23

～

24

大型トラックで野菜を運び終え国道を走行中、工事で渋滞中の最後尾のト

ラックに激突した。
40301

30～

49

2001 3

21

～

22

マイクロバスのチェーンを装着作業中に、対向車線の大型トラックがスリッ

プしてバスに接触したので道路反対側のバス停留所に逃げたが、この大型ト

ラックの後から別の大型トラックが追突してバス停留所に突っ込んでひかれ

た。

40202
10～

29

2001 7

1

～

2

タクシーで乗客を送ったのち、点滅信号がある交差点を右折して国道に出よ

うとしたとき右から直進してきた大型トラックと衝突した。
40201

10～

29

2001 7

6

～

7

トラックで自動車道を走行中、対向のタンクローリーがセンターラインを超

えて乗用車に衝突し、さらにその後にいたトラックに衝突してきた。
50101

30～

49

2001 7

8

～

9

積荷の砂利を運搬先のコンクリートプラントに降ろし空車で戻る途中、右折

待ちで停車していた10tトラックに追突した。
40309

10～

29

2001 7

4

～

5

トラックで国道を走行中、前方のトラックに追突した。 40301 1～9

2001 7

14

～

15

荷の輸送を終え4tトラックで走行中、緩い右カーブで対向車線にはみ出した

ため、対向の実車の大型トラック(11．7t)と正面衝突した。
40301

10～

29

2001 7

9

～

10

ライトバンで国道を走行中、大雨で路面がぬれていたため追い越し車線上で

スリップして車体が横向きになったままセンターラインを超え、対向の大型

トラックと正面衝突した。

30302 1～9

5
大型トラックで国道を走行中、道路工事のため停車中の車両の列の最後尾の



2001 7 ～

6
トラックに、追突し、6台の玉突き事故になった。

40301 1～9

2001 7

15

～

16

「移動動物園」のため貨物自動車を運転し動物を輸送中、カーブを曲がり切

れずに直進し、斜面を約10ｍ転落した。
140302

100

～

299

2001 7

4

～

5

エアコンを配送するため2t車で走行中、国道舗装工事のため片側交互通行に

なっていたので停車していたところ、最後部に10tトラックが追突しセミト

レーラー、10tトラックなど4台が玉突き事故となった。

40301
30～

49

2001 7

12

～

13

大型トラックで高速道路を走行中、中央分離帯付近に両前輪をバーストさせ

た大型トラックが停車していたのに気づくのが遅れ追突した。
40301

50～

99

2001 7

23

～

24

トラックで高速道路を走行中、前方で発生した追突事故を避けようとした前

方の車が中央分離帯に乗り上げて停止したので後続の大型車がこれを見て急

停止し、この車に追突した。

40301
10～

29

2001 6

6

～

7

石油製品20?を積み大型タンクローリーで高速道路を走行中、左カーブを曲

がりきれずに右ガードレールを突き破って法面を転落し、その後、料金所へ

入る道路上に横転した。

40301
10～

29

2001 6

9

～

10

3tトラックが高速道路上で故障したのでレッカー車2台で移動する準備をし

ていたところ、後方から走行してきた10tトラックに激突された。
40303

30～

49

2001 6

12

～

13

4tトラックにガードレール部材を積んで走行中、10tトラックを追い越して

走行車線に戻ろうとしたときに前方を走行していた普通乗用車に接触したの

でハンドルを右に切ったところ、中央分離帯に激突した。

40301
10～

29

2001 7

2

～

3

荷を取りに10tトラックで国道を走行中、中央分離帯を乗り越えて道路案内

標識柱に激突したあと会社事務所に衝突した。
40301

10～

29

4
引越し荷物を積んで4tトラックで国道を走行中、出口付近において信号で停 50～



2001 6 ～

5
車中の車両(10tトラック)に追突した。

40301
99

2001 7

5

～

6

2．5tトラックに建設資材を積み国道を走行中、道路工事の交通規制で停車

していたところへ後続のトラックに追突された。
40301 1～9

2001 6

5

～

6

バイクで新聞の配達中、民家の敷地から左折して道路に出ようとしたとき

に、坂道を下ってきた軽トラックと衝突した。
80205

30～

49

2001 6

12

～

13

冷凍庫内の照明器具の取り替えを終え電工2人がトラック(3t)で高速道路を走

行中、燃料切れで路肩に停車中の大型トラックに衝突した。
11702

10～

29

2001 6

12

～

13

冷凍庫内の照明器具の取り替えを終え電工2人がトラック(3t)で高速道路を走

行中、燃料切れで路肩に停車中の大型トラックに衝突した。
11702

10～

29

2001 6

8

～

9

4tトラックで高速道路を走行中、渋滞で低速走行中の2tトラックに追突し

た。
40301

50～

99

2001 7

6

～

7

自動車で新聞の配達中、11tのトラックと衝突した。 80205 1～9

2001 7

14

～

15

ミニバイク(カブ)で走行中、市道交差点で2tトラックと出会い頭に衝突し

た。
90101

10～

29

2001 6

2

～

3

トラックで高速道路を走行中、前方に速度の遅いトラックが走行していたた

め追い越そうとしたところ、乗用車が三車線の真中の車線を並ぶようにして

走行していて追い越すことが出来ず、そのまま前方のトラックに追突した。

80109 0

10
4tミキサー車に生コンクリートを積んで県道を走行中、スピードを出しすぎ 10～



2001 5 ～

11
て右カーブを曲がりきれずに、道路脇のあぜ道に横転した。

10901
29

2001 5

2

～

3

4tトラックに水道管用の塩ビ管を約1t積んで国道を走行中、緩い右カーブ

で、前方の車を追い越そうとして対向車線にはみ出して対向の大型トラック

と正面衝突した。

40301
10～

29

2001 5

10

～

11

4t車で同僚の車(10t車)と国道を走行中、信号のない交差点手前で、道路工事

作業中のため停止の合図があったので同僚の車が減速をしたところに追突し

た。

40301 1～9

2001 6

9

～

10

故障車(3t貨物)を移動させようとしていた作業車両等(故障車1台、作業車2

台)に、後方から走行してきた10tトラックが追突した。
11701 1～9

2001 6

6

～

7

生鮮品を運搬するため国道を4tトラックで走行中、走行車線で信号待ちをし

ていた10tトラックの後部に追突した。
40301

30～

49

2001 6

14

～

15

トレーラーで走行中、前方の軽自動車を追い越そうとして左車線へ急ハンド

ルを切ったときに運転操作を誤り、中央分離帯のガイドレールに激突して車

外に投げ出された。

10901
10～

29

2001 2

4

～

5

普通貨物自動車で市場に向って走行中、交差点で信号待ちのために止まろう

としていた大型貨物自動車に追突した。
40301

10～

29

2001 6

15

～

16

建具の取付工事を終え次の現場へ軽ワゴン車で向かって走行中、県道の赤信

号で停車していたときに後から来た大型保冷車に追突され、さらに前方にい

た乗用車に追突して炎上し、焼死した。

10509
50～

99

2001 4

0

～

1

LPガスの検針業務のため軽トラックで県道を走行中、スピードを下げずに緩

い左カーブに進入したため曲がりきれずに対向車線にはみ出し、対向の10t

トラックと衝突した。

80204 1～9

4 大型トラックで高速道路を走行中、約5ｋm先の工事の影響で渋滞していた



2001 6 ～

5

列の最後尾の大型トレーラーに追突し、さらに前にいた大型トラックやJRの

定期バスに次々と追突して計5台の玉突き事故となった。

40301 1～9

2001 6

19

～

20

トラックで高速道路を走行中、道路左壁面に衝突し、反動で走行車線を飛び

出して、対向の大型トラックと正面衝突した。
30203 1～9

2001 6

10

～

11

荷降ろしを済ませ大型トラックで国道を走行中、左カーブの下り坂を曲がり

きれずに竹山に激突した。
40301

100

～

299

2001 6

14

～

15

キャリアカー(2t)で走行中、国道交差点において赤信号で停止していたト

レーラーに追突した。
80202

30～

49

2001 5

13

～

14

バキュームカー(2t)を納車したのち代車のバキュームカー(2t)を運転して走行

中、自社に帰る途中、前走のトレーラーが停車しているのに気づくのが遅れ

て対向車線側に出たところ、対向車と接触して回転し、左側壁に激突した。

40309
10～

29

2001 5

14

～

15

生命保険の営業のため乗用車で走行中、交差点で右手方向から走行してきた

4tダンプと激突した。
90103

10～

29

2001 4

1

～

2

大型トラックで県道を走行中、信号待ちで停車していた大型トラックに追突

した。
40301

10～

29

2001 5

9

～

10

盛土及び整地工事において、山土を土取場から現場まで10tダンプトラック

で運搬中、道路左側の豚舎に激突した。
30199

30～

49

2001 6

16

～

17

トラックで自動車道を走行中、前方の乗用車に追突し、さらにその前方の観

光バスに追突し、炎上した。(トラックの運転手及び乗用車の助手席と後部

座席に乗車していた者が死亡、乗用車の運転手が重傷、バスの乗客18人が軽

傷)

40301
30～

49



2001 6

9

～

10

ごみ収集車で市道を走行中、交差点で左側から進行してきた普通乗用車と出

合い頭に衝突し、ごみ収集車は車道わきの電話ボックスに衝突して運転席側

に横転した。

150103 1～9

2001 6

4

～

5

活魚運送の帰路トラックで走行中、前方の大型トラックが料金所手前のため

減速しハザードを点灯したが気づかずに追突した。即死状態であった。ト

ラックは空荷であった。

40301
30～

49

2001 5

7

～

8

4t貨物トラックで走行中、前方の大型トレーラーに追突した。 40301
50～

99

2001 5

10

～

11

客先に荷物を届けるため4tトラックで走行中、左方向より直進してきた大型

コンクリートミキサー車に衝突された。
40301

10～

29

2001 5

5

～

6

重機を積載したトレーラーで走行中、緩やかな下り坂でバイパスの建設現場

に突っ込み、さらに50ｍ先の田んぼに転落した。
40301

10～

29

2001 5

8

～

9

軽トラックに商品を積載し国道の側道を走行中、右カーブで曲がりきれずに

道路脇の電信柱に激突した。
10104

30～

49

2001 5

16

～

17

大型トレーラーで高速道路を走行中、右カーブを曲りきれずに左側の壁面

(連絡道路の壁)を突き破り、左下の道路に転落した。
40301

10～

29

2001 5

9

～

10

大型トラックで県道を走行中、大型トラックが右カーブを曲りきれずに左側

の縁石に激突し、その勢いで対向車線に進入し対向車に激突した。
80109

10～

29

2001 2

7

～

8

引越し作業現場へ向うためトラックで走行中、太陽の光に視界が遮られて前

方に停車中のダンプに衝突した。
40301 1～9



2001 5

8

～

9

2t保冷車に冷凍食品を積んで走行中、追突事故のため対向車線に飛び出して

きた車輌と衝突しさらに後続車にも追突された。
40301

10～

29

2001 5

5

～

6

10tトラックでドラム品を積み国道を走行中、先行する4～5台の車両を追い

越そうとセンターラインを越えて対向車線を走行しているtｐぉも2tトラッ

クと正面衝突し、更に後続車に接触した。

40301
10～

29

2001 5

5

～

6

トラックで得意先へ商品を配達中に、道路上にいたドラグショベルに追突し

た。
80101

50～

99

2001 3

21

～

22

道路交通量の調査終了後に調査場所の幅員等を計測中、道路に近接していた

トラックターミナルから出てきて右折しようとした大型トラックにひかれ

た。

170202 1～9

2001 5

5

～

6

電気部品を積んだ4tトラックで国道を走行中、対向の10tトラックがセン

ターラインを越えてきて正面衝突した。
40301

10～

29

2001 5

18

～

19

道路において、故障車輌にけん引台車を装着しているときに、走行してきた

車輌に追突され、さらに左後輪で頭部をひかれた。
170209 1～9

2001 5

5

～

6

トレーラーに鋼材を積み走行中、カーブで車両が横転しガードレールと積み

荷との間に挟まれた。
40301

10～

29

2001 5

19

～

20

4tトラックで工事用フエンスを集荷して走行中、道路左側の縁石に接触した

のち右側の標識柱に衝突した。
40301

10～

29

2001 4

4

～

5

引越し荷物を積んだ同僚が運転する4tトラックの助手席に同乗し走行中、脇

見運転で前方の大型トラックに追突した。
40301

10～

29



2001 4

2

～

3

冷凍食品を4tトラックに積んで走行中、中央分離帯に衝突し、運転手が死亡

した。
40301

50～

99

2001 5

21

～

22

鉄骨をトレーラーに積んで国道を走行中、ゆるい左カーブを曲がりきれず右

側のガードレールに接触し電柱に激突した。
40301

30～

49

2001 4

14

～

15

2tトラックで注文のあった肥料を個人農家数件に配達中、十字路で右方向か

ら進入してきた軽乗用車と衝突。
70101

10～

29

2001 4

8

～

9

雑貨品を運ぶためトラックで走行中、道路工事を知らせる大型標識車に衝突

した。
40301

10～

29

2001 5

22

～

23

10tトラックにフォークリフト(質量8．9t)を積載し国道を走行中、交差点で

赤信号のため停止していた大型車輌に追突した。
40301

50～

99

2001 4

1

～

2

10tトラックに荷(砂糖10t)を積み国道を走行中、対向車線にはみ出し、走行

してきた大型トラックと衝突した。
40301

30～

49

2001 4

14

～

15

工事現場の監督助手が軽トラックでカメラ屋に寄りその後現場で打ち合わせ

して営業所に戻る途中、緩やかなカーブでセンターラインを超え対向の大型

トラックと正面衝突した。

30109
10～

29

2001 4

11

～

12

農免道路で砂利をトラックで運搬中、対向乗用車と正面衝突し、対向車線の

ガードレールを突き破り約16ｍ下の荒れ地に転落した。
30199 1～9

2001 2

9

～

10

大型ダンプカー(10t)で高速道路を走行中、出口料金所へ向かうカーブを曲が

りきれずにガードレールに接触して横転した。
150102

10～

29



2001 4

13

～

14

貨物(重量300ｋｇと10．4t)を貨物トラック(最大積載量13．2t)に積載し高

速道路を走行中、渋滞で停車していた大型トラックに追突した。
40301

30～

49

2001 3

5

～

6

引越荷物を積んだ普通トラックを同僚と2人で交替運転しながら自動車道を

走行中、右前輪がパンクしたため追越車線にトラックを停めて2人で修理し

ていたところ、走行してきた大型トラック(11t)に追突され、普通トラックと

ガードレールとの間に挟まれて死亡、同僚も重傷を負った。

40301
10～

29

2001 2

6

～

7

現場で使用する材料を取りに4tダンプトラックで走行中、大型トレーラーに

追突した。
30301

50～

99

2001 3

11

～

12

集金のため乗用車で国道を走行中、交差点を右折しようとしたときに、後方

を走行中の4tトラックを追い越してきた軽トラックに追突された。
90101

10～

29

2001 4

2

～

3

軽トラックで国道を走行中、センターライン線を越え、対向の軽乗用車と衝

突した。
80205

50～

99

2001 4

4

～

5

雑貨(衣料品等)を積載した10tトラックで高速道路を走行中、前方を走ってい

たトレーラー(鋼材積載)に気付くのが遅れ追突した。
40301

10～

29

2001 4

4

～

5

トラックで産業廃棄物(廃プラスチック)の入ったコンテナを最終処分場へ運

搬するため国道を走行中、緩い右カーブで運転操作を誤ってトンネルの側壁

に接触し横転して炎上した。

150102
30～

49

2001 1

7

～

8

タンクローリー車で走行中、下り坂でスリップを始め約50mスリップしたの

ち橋の欄干に衝突、約20m下の川に転落した。
40301

100

～

299

2001 3

8

～
出張で、宿泊先のホテルから車で帰社途中、前の車を追い越すために車線変

更したときに中央分離帯に衝突し、横転して車外に放り出された。
150109

50～

99



9

2001 4

15

～

16

軽トラックで農道を走行中、交差点でコンクリートミキサー車と衝突した。 30209
10～

29

2001 4

16

～

17

国道において、中古乗用車3台を貨物船に積込むためキャリアカーへの積込

み作業を行っていたときに、走行してきた4tトラックに激突され、1名が

キャリアカー後部の鉄柱と積載済みの車との間に挟まれた。

80202 1～9

2001 4

12

～

13

大型トラックで国道を走行中、交差点で信号待ちのため停車中の大型トラッ

ク後部に追突した。
40301

100

～

299

2001 3

20

～

21

アスファルト資材を積込みに行くため10tダンプカー2台で県道を走行中、三

叉路信号で赤信号のため停車した同僚のダンプカーに追突した。
40309 1～9

2001 4

22

～

23

トラックで国道を走行中、交差点で、道路左側の縁石に前輪を乗り上げて横

転して、トラック前部が大破し道路に投げ出されて全身を強打した。
40301

10～

29

2001 3

4

～

5

トラックに洗濯機60台を積んで走行中、左折のため減速していた前方のト

レーラーに追突した。
40309 1～9

2001 4

16

～

17

外注先へパレットの回収へ行き重ねてあったパレットの一番上が他社のもの

であったので、市道の向いにある資材置場へそのパレットを運搬していると

きに市道上で軽トラックにひかれた。

10203
10～

29

2001 3

23

～

24

トラックで国道を走行中、道路工事用信号で停車していた大型車に追突し

た。
40301

50～

99

2001 4

5

～
4tトラックで国道を走行中、緩い左カーブを曲がりきれずに対向車線にはみ

出し、電柱に衝突した。
40301

50～

99



6

2001 4

9

～

10

防潮堤補強工事において、鋼製杭の角度を測定していたとき、軽貨物自動車

(箱型)が工事敷地内に進入してきてはねられた。
30199 0

2001 4

17

～

18

国道改良工事で、当日の作業を終了し、2tトラックで走行中、ガードレール

を突き破り崖から約20ｍ崖下に転落した。
30106

30～

49

2001 3

13

～

14

2tトラックで荷物の配送を終えて国道を走行中、右折のため方向指示器を出

し止まっていた10tダンプカーに後ろからノーブレーキで(時速50ｋｇ位)追

突した。

40301 1～9

2001 2

2

～

3

トレーラーで国道を走行中、前方より車がセンターラインを超えてきて衝突

し、道路から約8m下に転落した。
40301 1～9

2001 3

18

～

19

2tトラックで走行中、交通渋滞により停止していた4tトラックに追突し、そ

の衝撃で次々と玉突き状態となった。
40301

30～

49

2001 3

2

～

3

道路舗装工事のため路上で交通誘導を行っていたときに、4tトラックにはね

られた。
170201 1～9

2001 4

10

～

11

社内研修の宿泊場所の下見のため、2tトラックで走行中、センターラインを

はみだしてきた対向車(3tトラック)と正面衝突し、運転手が死亡、助手席に

乗っていた者が負傷した。

30199
10～

29

2001 3

16

～

17

トラックで国道を走行中、反対車線にはみ出し対向の大型トラックと正面衝

突した。
40302

10～

29

2001 3

4

～
夜間の道路舗装工事の警備員が同僚に小用のため交代を求められ徒歩で進行

中、走行して来たトレーラーに後方から追突された。
170201

30～

49



5

2001 3

11

～

12

荷受けのためトラックで国道を走行中、緩い左カーブで対向の4tトラックと

正面衝突した。
40301

100

～

299

2001 2

12

～

13

トラックで納品のため国道を走行中、積雪のためタイヤチェーンを取付けて

いるときに後方から走行してきたトラックが凍結路面でスリップし激突し

た。

40301
10～

29

2001 3

11

～

12

トラック(2t)で現場へ向けて走行中、前方で発生したライトバンとオートバ

イの接触事故を避けようとしたときに前方を走行中のトラック(10t)に追突し

た。

30201
30～

49

2001 3

6

～

7

箱物等の雑貨を積んで国道を走行中、交差点で信号待ちのトラックに追突し

た。
40301

10～

29

2001 3

13

～

14

2t保冷車で国道を走行中、交差点で赤信号のため停車中のトラックに追突し

た。
40301

50～

99

2001 3

4

～

5

新聞配達を軽トラックで行っていたが、雪で脱輪したので、公衆電話で連絡

するため国道左側を歩いているときに、後方からきたトラックにはねられ

た。

80205 1～9

2001 3

1

～

2

客の自動車の運転を代行して国道を走行中、対向の大型保冷車が中央線をは

み出してきたため正面衝突した。
170209

10～

29

2001 3

10

～

11

4tトラックで国道を走行中、信号交差点において赤信号で停車していたト

ラックに追突した。
40301

30～

49

2001 2

4

～
納品のため普通トラックで高速道路を走行中、前方を走行中の大型トレー

ラーに追突した。
40301

10～

29



5

2001 3

9

～

10

同僚と2人でトラックへ荷物の積込みを終え荷物の点検を行っていたとき

に、後方からきた軽トラックにはねられた。
80109 1～9

2001 3

6

～

7

大型トラックで自動車道を走行中、パーキングエリアから本線への合流地点

で進入路のガードレールに激突した。
150102 1～9

2001 2

20

～

21

トラックで走行中、トンネル出口付近で道路左側の法面に乗り上げ、横転し

た。
40301

10～

29

2001 3

9

～

10

道路側溝の集水枡(蓋付き)内に溜まった土砂を歩道上に取り出すため集水枡

に近ずいたときに道路を走ってきたトラックにはねられた。
30109

30～

49

2001 3

5

～

6

10tトラックで自動車道を走行中、追い越し車線上において普通トラックが

右前輪のパンク修理をしていたので走行車線側にハンドルを切ったところ、

普通トラックの左側後部に衝突した。

40301
10～

29

2001 3

5

～

6

朝刊を配達のため自転車で国道を走行中、直進してきた大型トラックと衝突

した。
80409 1～9

2001 3

21

～

22

大型トラックで走行中、前方でワンボックス車の単独横転事故があって渋滞

中の最後尾に停車していたセミトレーラーに追突した。
40301

30～

49

2001 3

9

～

10

工事現場へコンクリートを運搬するためミキサー車で作業道を走行中、路面

が凍結していたためミキサー車が滑走し、山側の斜面へ激突した反動で横転

し車の屋根とハンドルとの間に挟まれた。

30199
30～

49

2001 3

21

～

事故渋滞のため停車していた車両5台の最後尾に、後方から走行してきた大

型貨物自動車が追突し、停車していた車両5台も玉突き衝突となったが、車
150102

30～



22
両の点検等のため自分の車両と後方に停車していた車両の間にいた運転手

が、玉突き衝突により自分の車両と後方の車両との間に挟まれた。

49

2001 2

12

～

13

製缶用原料を積みトラックで走行中、道路がアイスバーンのためタイヤ

チェーンを装着していたところ、後方から走行してきたトラックにはねられ

た。

40301
50～

99

2001 2

5

～

6

国道を走行中、事故のため停車していたトラックに追突した。 40301
50～

99

2001 2

1

～

2

トラックで県道を走行中、駐車場から出てきたトラックと衝突し、そのはず

みで対向の軽自動車と衝突して横転のまま滑走して約10m先の電柱に激突し

た。

40301 1～9

2001 2

8

～

9

トラックで国道を走行中、交叉点で信号待ちしていたトラックに追突した。 40301

100

～

299

2001 2

3

～

4

住宅用アルミサッシを運搬するため大型トラック(10t)で国道を走行中、ス

リップしてセンターラインを越えてきた対向車と衝突した。
40301 1～9

2001 2

6

～

7

ワゴン車で国道を走行中、センターラインをはみ出してきた大型トラックと

正面衝突し、さらに後続してきた大型トラックも事故を避けきれずワゴン車

に衝突した。

30199
10～

29

2001 1

22

～

23

大型トラックで高速道路を走行中、スリップしたワゴン車が進行方向と逆向

きに停車したので、その車の運転手の様子を見るため車外に出て追い越し車

線上のワゴン車の運転席ドア付近にいたところ、本線上を走行中の大型ト

ラックに跳ねられた。

40301
30～

49

2001 1

11

～

12

普通貨物自動車の後部扉(観音開き式)を開きゴミを積んでいるときに、走行

してきた2tトラックが扉に接触した反動で飛ばされ、路肩の縁石で右後頭部

を強打した。

150109 1～9



2001 2

23

～

24

トラックを輸送するため走行中、停車中の車輌を避けるため対向車線に移動

したときに対向のワゴン車と正面衝突し、ワゴン車の運転手が死亡した。
80409

10～

29

2001 1

0

～

1

納品のためトラックで走行中、対向の2tトラックが中央線を超えてきて前方

を走行していた乗用車と接触したのちトラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2001 2

16

～

17

植林作業現場の状況を確認したのち車3台で森林組合の倉庫へ苗木の入った

ダンボールを持って行ったが、最後部を走行していた軽トラックが行方不明

になり、翌々日になっても出勤してこないため、自宅・通勤経路・作業現場

等を捜索したところ、現場へ途中の道路から転落していた。

60209

100

～

299

2001 2

5

～

6

大型トラックに荷を積み自動車道を走行中、前方を走行していたタンクロー

リーに追突し、その反動でセンターライン側壁に接触した。
40302

10～

29

2001 2

22

～

23

トラックに雑貨を積んで走行中、赤信号で停車中の鋼材を積んだトレーラー

に追突した。
40301

30～

49

2001 1

9

～

10

花輪を届けたのち車で県道を走行中、凍結路面でスリップしてセンターライ

ンを越え、対向の軽トラックに衝突した。
80203 1～9

2001 2

15

～

16

灯油配達のため軽貨物車で市道を走行中、スリップして民家のブロック塀に

衝突したのち横転し、車外へ放り出されて車の下敷きになった。
80204

10～

29

2001 2

2

～

3

鉄骨を積んで自動車道を走行中、路側帯に故障のため停車中のトラックに追

突した。
40301

10～

29

2001 2

1

～

大型トラックに荷物を積んで走行中、車の電気系統に故障が発生したため路

肩と走行車線の間に停車させて、道路脇の非常電話を使用していたところ、
40301

30～



2
後続のトラックが追突してその衝撃で運転手が死亡し、さらに大型トラック

の運転手にトラックが激突した。

49

2001 2

19

～

20

社用トラックを会社戻すために走行中、下り坂の雪の残っている場所でス

リップして反対車線側の電柱に激突した。
170209

10～

29

2001 1

15

～

16

2人で山水の配管の点検に出かけたところ配管ジョイント部から漏水が多量

にあったため、上流の止水弁を止めて山水のパイプジョイント部の修繕を終

え、軽トラックで止水弁を開きに行く途中に谷底約35m下の谷底へ転落し

た。

90209 1～9

2001 2

6

～

7

大型トラックで自動車道を走行中、前方のクレーン車に追突したのでトラッ

クを追い越し車線上に止めたまま車外に出ていたときに、後続の4tトラック

にはねられた。

40301
10～

29

2001 1

12

～

13

18tトレーラーで自動車道を走行中、前を走行していた10tトラックに追突し

た。
40301

100

～

299

2001 1

3

～

4

作業車(4tトラック)が低速走行で凍結防止剤を散布していて、大型貨物自動

車が追突し、そこに後を走行中の貨物自動車2台が追突したところに追突し

た。(運転手が死亡、他の車輌の運転手1名も死亡)

40301

100

～

299

2001 1

11

～

12

軽自動車で個人向け食材を配達のため町道を走行中、緩やかな左カーブを

誤って直進してしまい進行方向右側(反対側)のコンクリート製電柱に衝突し

た。

170209

100

～

299

2001 1

23

～

24

鋼材を積んで大型トレーラーで、国道を走行中、緩い左カーブを直進する形

でガードパイプ2か所を突き破り、トレーラーごと約25m下の河原に転落し

た。

40301
30～

49

2001 1

2

～

3

荷物を積み、大型トラック(10t)で自動車道を走行中、運転を誤ってガード

レールを破り約10ｍ下の川に転落した。
40301

50～

99



2001 1

3

～

4

薬剤を散布するため作業車で走行中、のため低速走行をいていたところ、4

台の貨物自動車の追突事故に巻き込まれた。
10402

50～

99

2001 1

6

～

7

荷を積込んだ4tトラックで国道を走行中、道路左側の空地から右折するため

に国道に出て道路をふさいでいたトレーラーに衝突した。
40301

30～

49

2001 1

13

～

14

国道の法面補強工事を行うため法面側の車線を交通止めにし、同僚と工事現

場の両側に立って車両の交通誘導を行っていたときに、走行してきた貨物自

動車が誘導・車線変更の掲示板に気付かずバリゲート・誘導表を跳ね飛ばし

た。

170201
30～

49

2001 1

7

～

8

大型タンクトレーラーで走行中、橋のアルミ欄干を突き破り約6．5m下の川

に転落した。
40302

50～

99

2001 1

0

～

1

生コンクリートを搬送するためコンクリートミキサー車で県道を走行中、道

路右側のガードレールを突き破り約10ｍ下の山林の斜面に転落した。
10901

10～

29

2000 5

2

～

3

冷凍バナナの集荷のためトラックで走行中、高速出口付近の左カーブで側壁

に衝突し、ドアが開いたため約23m下の高架下へ転落した。
40301

10～

29

2000 11

4

～

5

大型トラックで走行中、パーキングエリアから本線に合流してきた大型ト

ラックに追突した。
40301

30～

49

2000 6

12

～

13

4tトラックで国道を走行中、信号待ちで止まっていた大型トラックに追突し

た。
40301

30～

49

2000 3

8

～
トラックで走行中、トンネルで乗用車、トラック等25台が絡む事故に巻き込

まれて炎上し、焼死した。
40301

50～

99



9

2000 9

20

～

21

荷物の積んだフルトレーラー(前8．5t、後7．75t)で国道を走行中、赤信号

のため停止していた前方の大型トラックに追突した。
40301

100

～

299

2000 8

10

～

11

国道の道路清掃作業において、片側交互通行の交通誘導を行っていたとこ

ろ、走行してきた居眠り運転のトラックと後方に停車していた標識車(軽ト

ラック)に挟まれた。

170201
10～

29

2000 5

1

～

2

10tトラックに青果物を積んで、自動車道路を走行中、前方で2台のトラック

が横転して後続のトラック7台が追突する事故が発生し、その最後尾の車に

追突し死亡した。

40301
10～

29

2000 12

12

～

13

キャリアトラックで走行中、左カーブを曲がりきれずに道路右側にはみ出し

て対向車線を越え民家に突っ込んだ。
40301 1～9

2000 9

7

～

8

同僚2名とともに社用車で国道を走行中、右カーブにさしかかったところで

ガードレールに衝突し、そのはずみで助手席のドアが開いて道路上に転落し

た。

30199 1～9

2000 1

19

～

20

歩道補修工事において、同僚が2tダンプを道路左側に寄せて、前照燈を照ら

しているところでガードレールの支柱部分の清掃及びガードレールの塗装作

業を行っていたところ、、後方より走行してきた2tトラックが停車中の2tダ

ンプに追突し、その反動で2tダンプが押し出されガードレールとダンプとの

間に挟まれた。

30106 1～9

2000 9

1

～

2

4tトラックに引越荷を積み走行中、前方に停車していた10tトラックに追突

した。
40301

100

～

299

2000 8

11

～

12

林道開設工事現場に向かっていたコンクリートミキサー車が、途中の林道で

車両後部を谷側に向け切り替えし動作を行っていたときに運転を誤って17m

下の谷底に転落した。

10901
30～

49



2000 3

19

～

20

A、Bの両名が各々10tトラックを運転しして走行中、交差点で信号停車して

いた他社の10tトラックに気付いてAは停止したが、後方から走行していたB

は気付くのが遅れAの車に追突した。

40301
30～

49

2000 3

13

～

14

積載型移動式クレーン(4t)が、道路右側のカラーコーン等で道路と仕切られ

た区域内で側溝の敷設工事を行っていた労働者に激突した。
30199

30～

49

2000 2

4

～

5

技術研修参加のため乗用車で国道を走行中カーブで対向のトラック(11t)と衝

突した。
80209 1～9

2000 11

10

～

11

有料道路の除草作業において、休憩後、上り車線を横切ろうとしたときに、

走行していた2tトラックにはねられた。
60101

10～

29

2000 8

10

～

11

客より牛乳が届いていないとの連絡を受け軽自動車で配達するため国道を走

行中、中央線をはみ出して対向の普通トラックと衝突した。
80209 1～9

2000 4

23

～

24

大型トラック(7．5t)に帰り荷を積載してトンネル内を走行中、前方の大型ト

ラック(10t)に追突した。
40301

50～

99

2000 12

10

～

11

10tトラックで自動車道を走行中、工事のため停止していた車両7台の最後尾

のタンクローリーに追突した。
40301

50～

99

2000 11

4

～

5

貨物自動車(10t)で高速道路を走行中、登坂車線において前方を走行していた

トレーラーに追突した。
40301

10～

29

2000 9

2

～

3

トラックで自動車道を走行中、左カーブで道路右側のガードレールに接触、

横転した。
40301

30～

49



2000 9

2

～

3

トラックで自動車道を走行中、前方の大型トレーラーに追突した。 40301
50～

99

2000 9

10

～

11

普通貨物自動車(保冷車)で高速道路を走行中、走行車線の大型トレーラーを

追い越した直後に、自車がスピンして左側ガードレールに激突し、車外に投

げ出されたところを大型トレーラーにひかれた。

10109
10～

29

2000 8

6

～

7

コイルを積載したトレーラーで国道を走行中、前方の4tトラックに追突し

し、4tトラックに積んであった12m鋼材が荷台から飛び出ていたためトレー

ラーの運転席を直撃した。

40301
50～

99

2000 8

15

～

16

土砂を積んで4tダンプで走行中、対向の10tダンプと正面衝突し、はずみで

横転した。
30107 1～9

2000 8

4

～

5

大型トラック(10tで)高速道路を走行中3．7キロ前方で発生した事故のため

渋滞していた最後尾の大型トラック(9．5t)に追突し、5台(後方からトラック

3台(10t、4t2台、普通車)の玉突き事故となった。5台の真中の4トントラッ

クの運転手が首に軽傷を負った。

80101 1～9

2000 8

4

～

5

大型トラック(10tで)高速道路を走行中3．7キロ前方で発生した事故のため

渋滞していた最後尾の大型トラック(9．5t)に追突し、5台(後方からトラック

3台(10t、4t2台、普通車)の玉突き事故となった。5台の真中の4トントラッ

クの運転手が首に軽傷を負った。

80101 1～9

2000 7

11

～

12

片側2車線の高架道路をタンクローリーで走行中、追越車線から走行車線に

車線変更したときに直進していた乗用車と接触、はずみでコンクリート製の

橋の欄干に衝突し、車外に投げ出されて約7m下の道路に転落した。

40301
10～

29

2000 3

16

～

17

村道(幅員3．5m)を現場内で採集した小岩を2tダンプで運搬していたとき、

運転を誤って路肩から30m下の谷へ転落した。
30106

10～

29

16
30～



2000 3 ～

17

夕刊配達のため自転車で道路を横断中、横から来たトラックにはねられた。 80205
49

2000 1

14

～

15

ダンプに土砂を積み、市道を走行中、約5．3m下の谷に転落した。 40301
30～

49

2000 12

5

～

6

トラックにみかんを積んで走行中、ジャンクション付近で右側の壁に衝突し

て横転した。
40301 1～9

2000 11

18

～

19

大型トラックで自動車道を走行中、下り道で中央分離帯に衝突した。 40301
50～

99

2000 9

14

～

15

4tトラックでセメントを運搬入のため国道を走行中、カーブを曲がりきれず

対向車線に飛び出し横転した。
10901

50～

99

2000 7

8

～

9

油圧ショベルで掘削土をダンプに積込み中にトラロープが紛れ込んでいるの

に気づき、重機から降車して道路上で引張ってみたものの取れなかったの

で、ダンプの荷台に上がり作業していたときに、ダンプ運転手がダンプを発

進したため反動で荷台から転落した。

30106
10～

29

2000 5

14

～

15

木造住宅建築工事の検査立会いのため国道を軽ワゴン車で走行中、中央線を

越えて、対向の11t大型ダンプカーと正面衝突した。
30202

30～

49

2000 1

9

～

10

軽トラックで工事現場へ向かって走行中、反対車線にはみ出し、対向の10t

トラックと正面衝突した。
30201

10～

29

2000 12

10

～

11

道路中央線上の発光体埋め込み工事において、片側通行としていたトンネル

内で誘導灯を持って車の誘導を行っていたときに、走行してきた10tトラッ

クにはねられた。

170201
10～

29



2000 9

14

～

15

9.9tトラックで自動車道を走行中、本線に合流する手前の道路で道路右ガー

ドレールにぶつかり横転した。
40301

10～

29

2000 1

8

～

9

工事現場に向かっていたトラック(2t)で走行中、運転操作を誤って、道路脇

の交通標識柱(鋼製)に衝突し、助手席に同乗の者が死亡した。
30209

10～

29

2000 12

6

～

7

大型トラック(11t車)で自動車道を走行中、軽トラックに追突して軽トラック

が横転したのでトラックから降りて軽トラックの運転手を救助しようとして

いたところ、後続の大型トラックにはねられた。

40301
30～

49

2000 7

13

～

14

セメントサイロ基地へ向かうためセメントローリーで県道を走行中、中央線

を越えて反対側の山腹に接触し、その後、民家の倉庫に激突した。
40302 1～9

2000 6

1

～

2

大型トラックで高速道路を走行中、渋滞で止まっていた軽トラックに追突

し、さらにその反動で前のトラックに次々に追突して5台の玉突き事故とな

り、追突した大型トラックと軽トラックは炎上した。

40301
10～

29

2000 12

17

～

18

トラックで走行中、道路の真中で停止している車に気付くのが遅れて急ブ

レーキを踏んだためスリップして、運転席が中央線からはみ出たところへ車

が直進してきて衝突した。

80209
30～

49

2000 12

3

～

4

タンクローリーに液体クロムを積んで国道を走行中、センターラインを越え

て突っ込んできた大型トラックと正面衝突した。
40301

100

～

299

2000 10

1

～

2

トラックで国道を走行中、赤信号で停車していた6台のトラックの最後尾の

トラックに追突した。
40301

30～

49

2000 9

15

～

16

工事材料を取りに行くため原動機付自転車で走行中、右折して進入するため

に道路中央線付近に停車していたところへ後方からきた貨物自動車が追突

し、前方に停車していた貨物自動車との間に挟まれた。

30302 1～9



2000 3

3

～

4

貨物自動車(4t)で荷物を積んで国道を走行中、バイパスの交差点で信号待ち

で停止していた貨物自動車に追突した。
40309

50～

99

2000 2

16

～

17

アパート新築工事現場で生コンを打設したのち現場前の路上でタイヤに付着

した泥を落とすためコンクリートミキサー車をバックしたときに、路上に落

ちた泥を掃除しようと同車の後ろに移動して来た者をひいた。

30199
10～

29

2000 1

21

～

22

トラックで国道を走行中、右にカーブした上り坂で、対向の大型トラックが

中央線を越えてきたため正面から衝突した。
40301

100

～

299

2000 12

5

～

6

荷を届けるため、4tトラックで国道を走行中、交差点で赤信号のため停車中

の35tトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2000 10

3

～

4

冷凍車(4t)で国道を走行中、カーブで13t車と正面衝突した。 40302
30～

49

2000 9

16

～

17

大型トラックで国道を走行中、道路左側の敷地内に突っ込んで歩いていた2

人のうち一人をはね、横転したのち駐車していた乗用車に衝突して止まっ

た。(被災者は死亡1名、負傷者4名)

150102
10～

29

2000 9

8

～

9

客から引き取り自宅まで乗って帰った代車(最大積載量850kgのトラック)を

運転して店へ移動中、中央分離帯に接触しその反動で左側の防音壁に激突し

た。

80202
10～

29

2000 7

9

～

10

産業廃棄物を10tトラックに積載して国道を走行中、急な左カーブのところ

で道路から約15m下の崖に転落し、木に引っかかって横転したトラックの運

転席で頭などを強打した。

40301
10～

29

2000 6

3

～

4

10tトラック(保冷車)で市道を走行中、コンクリート製の法面に正面から激突

した。
40302

10～

29



2000 4

4

～

5

友人にトラックを運転させて走行中、スリップしてトラックが横転したため

後ろのベットで休んでいた者が死亡した。
40301

10～

29

2000 2

20

～

21

2tトラックでコンクリート道路カッター工事現場へ行く途中、運転を誤って

郵便局の階段に激突した。
30199

10～

29

2000 1

23

～

24

10tトラック(保冷車)に牛乳を積載し国道を走行中、上り車線に入るためガソ

リンスタンドから出て道路を塞いでいた10tタンクローリーの側面に衝突し

た。

40301
30～

49

2000 1

10

～

11

タンクローリー車が道路左のガードレールに接触し、その反動で右のガード

レールを突き破り約5、5m下の用水路に転落した。
40301 1～9

2000 10

18

～

19

工事現場からトラックに乗って帰る途中、市道交差点で電柱に衝突した。 30209
10～

29

2000 9

22

～

23

2tトラックに豆腐700kgを積み国道を走行中、交差点で信号待ちをしていた

11tトラックに追突した。
10109

50～

99

2000 8

5

～

6

トラックに荷を積んで走行中、対向車線に入ったため大型貨物車と正面衝突

した。
40301

100

～

299

2000 3

6

～

7

10t貨物自動車で国道を走行中、センターラインをはみ出して対向の2t貨物

自動車と正面衝突した。
40301 1～9

2000 9

16

～

17

冷凍魚類をトラックで運送中にハンドル操作を誤って横転し、左側のガード

レールに衝突しトラックの下敷きになった。
40301

10～

29



2000 8

17

～

18

4tダンプに3名が乗車し国道を走行中、橋の上が雨で濡れていたためタイヤ

がスリップし、橋の側面のガードパイプに激突した。
30199 1～9

2000 9

21

～

22

荷の搬送のため4tトラックで国道を運行中、ガソリンスタンドから出る車を

待って停車していた大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2000 7

15

～

16

公共下水道管渠布設工事において、国道の片側規制のため通行車両の誘導を

行っていて、右折してきた散水車に激突された。
170201

50～

99

2000 9

3

～

4

8.5tのトラックで自動車道を走行中、IC入口の合流箇所で急ブレーキをかけ

たところ、雨が降っていたため車両がスリップしトンネル入口に衝突した。
40301

10～

29

2000 9

4

～

5

11tトラックを走行中、料金所で停車している他の車輌に追突した。 40301 1～9

2000 8

2

～

3

長距離トラックでバイパスを走行中、渋滞で停止していた大型トラックに追

突した。
40301

10～

29

2000 12

6

～

7

印刷物を運ぶため4tトラックで国道を走行中、旧国道へ入る交差点で右折車

線で信号待ちをしていた16tタンクローリーに追突し、その時タンクロー

リーから流失したガソリン4000?に引火して2台とも炎上、トラックの運転

手が焼死した。

50101
30～

49

2000 6

15

～

16

乗用車で県道を走行中、対向車線にはみ出してトラックと正面衝突した。 30309
10～

29

2000 5

3

～
住宅ユニットをトラックに積んで高速道路を走行中、後続の大型トラックに

追突され、その衝撃で道路左脇の橋脚に激突した。
40301

100

～



4 299

2000 4

2

～

3

トラックに電気製品を積んで国道を走行中、緩やかな左カ－ブでセンタ－ラ

インをオ－バ－してきた対向の大型トレ－ラ－と正面衝突した。
40301

50～

99

2000 3

12

～

13

荷の配送のため国道を4t車で走行中、交差点で赤信号のため停車していた大

型トラックに追突した。
40301

10～

29

2000 12

0

～

1

トラックで走行中、追越車線に車線変更したときに道路公団の清掃車に追突

し、その反動で走行車線の側壁に当たり、150メートルほど側壁を擦りなが

ら停止した。

40301
10～

29

2000 11

10

～

11

眼鏡レンズとコンタクトレンズの配達のため自転車で走行中、国道交差点を

青信号で横断中に、左折してきた大型トラックに巻き込まれた。
50101

10～

29

2000 11

12

～

13

10tトラックで高速道路を走行中、中央車線(三車線中央)を走行していた4tト

ラックの右前タイヤがバーストして追い越し車線(三車線右側)に入り停止し

たので追い越し車線を走行していた10tトラックが急停車したところに、追

突し、その後続3台のトラックも玉突きで追突した。

40301

100

～

299

2000 8

9

～

10

軽トラックで走行中、対向の4tトラックのあおりがロックされていなかった

ため、すれちがう瞬間に倒れてきたあおりと衝突した。
150102 1～9

2000 8

11

～

12

下水管布設工事において、一車線を規制して通行車両の誘導を行なっていた

警備員が走行してきた2tトラックにひかれた。
170201 1～9

2000 7

5

～

6

トラックで国道を走行中、スリップして横向きになったトラックに追突し

た。
40301

10～

29

3
トラックで高速道路を走行中、追い越し車線から走行車線に車線変更しよう 10～



2000 7 ～

4
としたときに前方の大型トレーラーに追突した。

40301
29

2000 7

14

～

15

1tトラックで国道を走行中、緩やかな右向き上りカーブで対向車線へはみ出

て走行したため、対向のミキサー車と正面衝突した。
30301

50～

99

2000 6

14

～

15

コンクリートミキサー車で建設現場にコンクリートを配送中、ガードレール

に衝突した。
40309 1～9

2000 6

5

～

6

大型トレーラーで高速道路を走行中、側壁に接触し、そのはずみで中央分離

帯に衝突したのち横転した。
40301

10～

29

2000 6

11

～

12

タンクローリー(9t)で走行中、横転して路外に飛び出し行き先を示す標識に

車体が引っ掛かる形で止まったが頭を強打した。
40301

50～

99

2000 4

4

～

5

帰路のためトラックで高速道路を走行中、道路工事で渋滞していた大型ト

ラックに追突した。
40301

10～

29

2000 3

14

～

15

大型ダンプカーで産業廃棄物を運ぶ途中、県道の緩やかな下り坂で車体の右

側から横転し、運転席から車外に放り出されて車体の下敷きになった。
150102

10～

29

2000 3

16

～

17

配送業務が終了し、軽トラックで走行中、トンネル内の天井補修工事のため

カラーコーンで車線規制して、「作業中」と電光表示し左車線に停車してい

た無人の標識車へカラーコーンをなぎ倒す状態で追突した。

40301 1～9

2000 3

2

～

3

大型貨物自動車で高速道路走行中、対向の大型貨物自動車が中央分離帯を乗

り越えてきて衝突した。
40301

30～

49

2 雑貨を10tトラックで運送して高速道路を走行中、追い越し車線を走行中の
10～



2000 3 ～

3

10tトラックに追突し、その反動で中央分離帯を越え、対向のトラックと正

面衝突した。

40301
29

2000 3

10

～

11

90CCのバイクで郵便物の集配中、国道交差点でトレーラーと接触、転倒し

て下敷きになった。
160101

300

～

499

2000 3

12

～

13

自動車電装部品の運送のため4tトラックで高速道路を走行中、工事で渋滞し

ていた車の列に突っ込み、10t大型トラックと衝突した。
40301 1～9

2000 2

2

～

3

トラックで国道を走行中、前方赤信号で停車した大型トラックに追突した。 40301

100

～

299

2000 1

2

～

3

トラックで倉庫に紅茶を運ぶため国道を走行中、交差点で信号で停車中の大

型トレーラー車に追突し、大型トレーラーの積荷の後部から突出していた直

径40cmの鋼鉄製の水道管が顔面、頭部を直撃した。

40301
10～

29

2000 1

12

～

13

国道を大型トレーラーで走行中、ガードレールに接触し、その後ブロック塀

に衝突した。
40301

10～

29

2000 1

3

～

4

新聞配達員の自宅へ2名で軽トラックに乗り配送中、ハンドル操作を誤って

路外に逸脱して樹木に激突し、運転者が死亡し、同乗者が重傷を負った。
80205

30～

49

2000 12

2

～

3

大型トラックで走行中、前方を走行していた車がコンビニに入ったが駐車場

が混んでいたため道路上に後部を突き出した状態で停車していたところに、

慌ててブレーキをかけたが間に合わず激突した。

40301
30～

49

2000 11

12

～

13

トラックで高速道路を走行中、多重衝突にまき込まれ前方の車両と後続の車

両との間に挟まれた。
40301

10～

29

11
外注先に製品を加工させるため助手席で金型を持って軽トラックで走行中、 10～



2000 10 ～

12
交差点で右折しようとして直進車と衝突した。

11209
29

2000 9

3

～

4

2tトラックで走行中、国道において赤信号のため減速中の大型トラックに追

突した。
40301

30～

49

2000 9

2

～

3

大型トラックで走行中、渋滞で停止していた大型トレーラーにノーブレーキ

で追突した。
40301

50～

99

2000 8

2

～

3

荷物配送のためトラックで走行中、交差点で信号待ちをしていたトレーラー

に追突した。
40301

10～

29

2000 7

3

～

4

15tトラックで自動車道を走行中、前方の車両に追突した。 40301
30～

49

2000 7

16

～

17

8tトラックで高速道路を走行中、渋滞のためハザードランプを点けて停車し

ていたところへ後続の13tトラックに追突され、前に停車中の13tトラックに

衝突した。

40301
10～

29

2000 6

14

～

15

工場から店に食材を配送するためトラックで高速道路を走行中、出口に向か

う車線が渋滞していたので前の車に続いて追い越し車線に出たところ、前の

車が減速したためこれに追突し、はずみで右側壁に激突、さらにその反動で

左車線を走行中の乗用車に接触したのち左側壁に衝突した。

10109

100

～

299

2000 5

16

～

17

25tトラックで倉庫に冷蔵庫を搬送するため自動車道を走行中、トンネル手

前の上り坂で登坂車線を走行していた別の25tトラックが車線変更して走行

車線に入ったため追突した。なおトラックが低床車だったため前のトラック

の下に入り込みキャビンが潰れた。

40301 1～9

2000 5

0

～
新規採用面接会場へ向かうためオートバイで走行中、高速道路トラックが右

折してきたため、衝突した。
170209

30～

49



1

2000 3

4

～

5

3．5tの保冷車でコンビニ店への配送が終了し高速道路を走行中、出口手前

のゼブラゾーンに停車中の4t車輌に追突した。
40301

100

～

299

2000 2

11

～

12

高速道路料金所ブースの清掃作業終了後、2tダンプで次の作業場へ移動中に

側壁に接触し、追い越車線に飛び出して走行中のトラックに衝突した。
170209

10～

29

2000 1

12

～

13

4tトラックで走行中、赤信号で停車していたところに、後方の10tトラック

に追突された。
40301

50～

99

2000 1

10

～

11

灯油宅配のため3tタンクローリー車で住宅街を巡回中、顧客から出されたポ

リタンクに灯油を給油しようと準備しているときに車が顧客宅の塀に向かっ

て動き出したので、車を止めようとして車と塀との間に身体を挟まれた。

80204
10～

29

2000 11

6

～

7

新聞配達のため自転車で走行中、後方から来た大型トラックに追突された。 80205
10～

29

2000 11

6

～

7

2tトラック(保冷車)に冷凍食品を積み自動車道を走行中、側壁に衝突した。 40301
30～

49

2000 11

5

～

6

2tの保冷車で走行中、市道の交差点で新聞配達中の原動機付自転車と出会い

頭に衝突し、はね飛ばした。
80205

10～

29

2000 10

3

～

4

荷を積み込み4tトラックで国道を走行中、道路工事のため渋滞で停車してい

た10tトラックに追突した。
40301

10～

29

2000 9

6

～
土砂採取場に向って小型トラック(最大積載荷重850kg)で走行中、反対車線

側のガードロープに衝突し、そのまま走行して側溝に転落した。
11209 1～9



7

2000 5

9

～

10

新築工事現場で、現場に生コンを運搬してきたコンクリートミキサー車を誘

導中に、後進していたミキサー車にひかれた。
170201

100

～

299

2000 3

22

～

23

トラックで国道を走行中、道路左側ガードレールに衝突して横転し、ガード

レールと運転席との間に挟まった。
40301 1～9

2000 1

4

～

5

4t貨物自動車で国道を走行中、対向車が猛スピードで車線を越えてきて正面

衝突した。
40301

10～

29

2000 9

13

～

14

乗用車で湖周道路を走行中、対向車線にはみ出して対向の4tトラックの側面

に衝突した。
80204

10～

29

2000 8

3

～

4

工場で荷卸作業が終了しトラックで高速道路を走行中、渋滞で停車している

大型トラックに追突した。
40301

10～

29

2000 6

19

～

20

保冷車で高速道路を走行中、追越車線でスリップして横向きに止まっていた

乗用車の手前で4tトラックが停車していたので保冷車も停車したが、後方か

ら走行してきた10tトラックに追突された。

80209
10～

29

2000 4

11

～

12

道路工事現場において、2車線を1車線を規制する交通誘導を行っていて、走

行して来るライトバンを停止させていたところ、後の10tトラックの運転手

が気づくのが遅れ前方に停止していたライトバンに追突し、追突されたライ

トバンが誘導者に接触して路上に転倒したところに止まりきれなかったト

ラックにひかれた。

170201
50～

99

2000 2

0

～

1

客先に集金に行くため軽貨物自動車で走行中、交差点において交差する道路

を走行してきた14tトラックと出合い頭に衝突した。
80209 1～9



2000 6

4

～

5

工事現場に向ってワゴン車で国道を走行中、信号待ちで停車していたとき

に、後方から走行してきた4tトラックに追突され、前方に停車していた10t

トラックとの間に挟まれた。(同乗の2名も死亡)

30302

100

～

299

2000 6

4

～

5

工事現場に向ってワゴン車で国道を走行中、信号待ちで停車していたとき

に、後方から走行してきた4tトラックに追突され、前方に停車していた10t

トラックとの間に挟まれた。(同乗の2名も死亡)

30302

100

～

299

2000 5

4

～

5

4t貨物トラックで走行中、赤信号のため停車していた10tトラックに衝突し

た。
40301

30～

49

2000 5

15

～

16

自転車で夕刊配達中、信号の無い市道の横断歩道を渡っているときに郵便物

集配中の軽貨物自動車にはねられた。
80205

100

～

299

2000 1

11

～

12

営業活動で訪問先へ向かうため、信号機のある交叉点の横断歩道上を歩行し

ていたときに、右折してきた軽貨物自動車にはねられた。
170209 1～9

2000 12

11

～

12

タンクローリーで自動車道を走行中、車体が左側に寄り過ぎたので大きく右

ハンドルを切ったところ横転し、車外に投げ出された。
40301

10～

29

2000 11

23

～

24

トレーラーで県道を走行中、路上に停車していた大型トレーラーに気付くの

が遅れ追突した。
40301

10～

29

2000 10

6

～

7

大型トラックで走行中、自然渋滞で停止しようとしていた最後尾のトラック

に追突し車3台が絡む玉突き事故となった。
40301

30～

49

2000 10

7

～

8

会社より建材の積込のためトラックで国道を走行中、ハンドル操作を誤って

道路右側のフェンスを突き破り立ち木に衝突した。
80109

10～

29



2000 9

4

～

5

21tトレーラーで国道を走行中、センターラインを超えて道路右側の歩行者

用転落防止フェンスを突き破って6m下の町道に転落した。
40301 1～9

2000 7

15

～

16

3t積載トラックが高速道路の走行車線から追い越し車線に進路変更をしたと

きに、追い越し車線を走行していた車に接触して100m程走行し、その後、

走行車線をふさぐ形で横向きになったところに、走行車線を走行していた車

に横から追突され、そのままの状態で、路肩の石垣に乗り上げる形で停車し

た。

40301
10～

29

2000 7

4

～

5

工場に向かってトラックで走行中、路肩工事用鉄製骨材に接触して横転し運

転台が大破した。
40301

100

～

299

2000 7

23

～

24

積載荷重35tのトレーラーに鋼材31tを積んで国道を走行中、緩い左カーブで

曲がりきれずに道路から飛び出し、約10m下方の河川敷に転落した。
40301

100

～

299

2000 6

13

～

14

タクシーとトラックが正面衝突し、邦人2名と運転手、中国人2名を含む計5

名が死亡した。
11301

50～

99

2000 6

13

～

14

タクシーとトラックが正面衝突し、邦人2名と運転手、中国人2名を含む計5

名が死亡した。
11301

50～

99

2000 6

0

～

1

工事現場の塗装作業で脚立が必要となり、2名で軽トラックに乗り同業者の

軽トラックまで取りに行く途中、緩やかなカーブに差し掛かったときに荷台

で塗料約10缶、塗料の空缶、バケツ等を押さえていた者がバランスを崩し、

道路に転落した。

30209 1～9

2000 6

6

～

7

国道を大型トレーラー(最大積載荷重23t)に原木丸太を積載して走行中、約5

キロの下り坂を平時速60キロで走行していて途中のブレーキ多用が原因で

ディスクが焼けてブレーキが利かなくなったので、車両を左側ガードレール

に接触させて停止させる試みをしたが操作を誤って横転し右側ガードレール

40301 1～9



にキャビンが激突した。

2000 5

12

～

13

トラックで国道の追い越し車線を走行中、中央分離帯を越えてきた大型ト

ラックと正面衝突した。
40301 1～9

2000 4

1

～

2

飼料用トウモロコシを積んだ20tトレーラーで走行中、陸橋上の右カーブを

曲り切れずにトレーラー、トラクターとともに左に横転し、キャビンで破壊

されて路上に投げ出された。

40301

100

～

299

2000 4

12

～

13

国道を走行中、非常停車帯に停車中の4t車に追突した。 40301
50～

99

2000 4

4

～

5

ガラスの原料をダンプトラックで運搬したのち県道を走行中、赤信号で停車

中の車輌を発見しブレーキをかけたが間に合わず追突した。
40301 1～9

2000 4

15

～

16

大型貨物自動車で走行中、信号のある交差点で普通乗用車と衝突し、その反

動で歩道橋に衝突した。
40301 1～9

2000 3

2

～

3

スキー客を乗せた大型観光で国道を走行中、対向の大型トラックがセンター

ラインをオーバーしてきたために正面衝突し、バス運転者が死亡、また、バ

スの代替運転者も重傷を負い、対向の大型トラックの運転者も死亡しさら

に、乗客19名が負傷した。

40202
50～

99

2000 3

4

～

5

トラックで走行中、乗用車が出会い頭に衝突し、車外に放り出されて頭部を

強く打った。
40301

30～

49

2000 3

13

～

14

集金業務のため、自転車で横断歩道を渡ろうとしたときにトラックにはねら

れた。
30110 1～9

7
工事現場へ向かうため会社所有の車で走行中、現場近くの町道交差点で左側 50～



2000 2 ～

8
より走行してきたワゴン車と衝突した。

30107
99

2000 2

22

～

23

社用車で出張のため走行中、右カーブで雪のためスリップして左外壁に接触

し横向きに止まっていたところに、後続の大型トラックが追突した。
10805

10～

29

2000 2

5

～

6

油を積込むためタンクローリーで国道を走行中、対向の乗用車が中央分離帯

に乗り上げて来たのでハンドルを左にきったが路面が滑りやすい状態であっ

たため、車両がスピーンして道路左側のガードレールに激突し道路中央で停

止したところに、後方から来た車両が激突し、車両の外に放り出された。

40301
50～

99

2000 12

1

～

2

4tトラックで国道を走行中、既に追突事故により停車していた4tトラックに

追突した。
40301

10～

29

2000 11

2

～

3

6tトラックに純水製造機械を積み国道を走行中、路肩に駐車していた10tト

ラックに衝突した。
40301 1～9

2000 11

12

～

13

普通トラック(10t)で走行中、大型トラックが追突し、次々と8台の玉突き衝

突となった。
40301

10～

29

2000 10

14

～

15

車のハーネス部品の納品のため普通貨物自動車で走行中、センターラインを

越えて反対車線に出て対向の大型貨物自動車と正面衝突した。
11502

10～

29

2000 8

11

～

12

トラックで国道を走行中、渋滞で停車中の大型観光バスに追突した。 40301
10～

29

2000 7

2

～

3

国道を10tトラックで走行中、信号待ちで停車していた大型トレーラーに追

突した。
40301

100

～

299



2000 6

13

～

14

土木建設現場の重機に燃料を給油して帰社途中のタンクローリーが道路路肩

から約8m下に転落し、助手席にいた者が潰れた車体に挟まれた。
40302 1～9

2000 5

12

～

13

廃材を積込んで国道を走行中、中央分離帯を乗り越えて対向車と接触をした

のち、後続のトラックと正面衝突した。
150102

10～

29

2000 4

5

～

6

3．5tトラックに荷を積込み国道を走行中、携帯電話の着信音に気を取られ

て脇見運転となり、道路左側のビニールハウス(約20m)に接触しながら電柱

に激突した。

40301
50～

99

2000 4

1

～

2

プラスチック製のパレット(1枚20kg)200枚を10tトラックに積み込み国道を

走行中、前方を低速で走行していた大型トレ－ラに追突した。
40301

10～

29

2000 3

3

～

4

市場へ荷を下ろしたのち県道を走行中、交差点で右側から進行してきた大型

トラックと出会い頭に衝突した。
40301 1～9

2000 3

6

～

7

大型トラックで自動車道を走行中、パーキングエリア入口に停車していた大

型トラックに追突した。
40301

30～

49

2000 2

18

～

19

丸太数100本を25トントレーラーに積み県道を走行中、道路左側のガード

レールを突き破り3m下の杉林に転落し、運転者が放り出されて積荷の丸太

の下敷きになった。

40301
10～

29

2000 2

1

～

2

10．6tトラックにアルミインゴット、9．8tを積んで走行中、信号待ちをし

ていた10tトラックに追突し、その前で2台にも次々と追突した。
40301

10～

29

2000 1

10

～

11

町道の拡幅工事場所から国道側の材料置場へ行くため、信号機が青色になっ

たことを確認して横断歩道を歩行中に、国道を進行して来た軽トラックには

ねられた。

30106 1～9



2000 11

4

～

5

5トントラックへ荷を積み国道を走行中、先行車両を追い越すため対向車線

に出たときに対向車(25トン)と正面衝突した。
40301

10～

29

2000 10

6

～

7

トラックで倉庫を出発して国道を走行中、右カーブをそのまま直進して欄干

を突き破り約50m下の谷に転落した。
40301

10～

29

2000 9

17

～

18

現場の工事を終えて軽トラックで国道を走行中、ゆるやかなカーブで追い越

しを掛けたところに前方より乗用車が来たためブレーキをかけたがスリップ

し、軽トラックの助手席側が衝突した。

30199
10～

29

2000 8

15

～

16

道路維持修繕工事を終えて4tトラックに約3tのコンクリートガラを乗せて走

行中、スロープ状に下っている道路をはみ出して下の道路まで4．8m転落し

た。

30106 1～9

2000 7

14

～

15

軽トラックの保冷車で魚を客先に卸しに行った帰路に、国道でバスと激突し

た。
80101 1～9

2000 6

4

～

5

トラックに野菜を積んで市場に運び会社に帰る途中、片側二車線道路の緩い

カーブの左側車線に故障で駐車していたトレーラーに追突した。
40301

10～

29

2000 11

4

～

5

ルート配送トラック(3tコンパネ車)で国道を走行中、交差点通過の際に進入

してきた11t大型特貨自動車と接触して車外に投げ出された。
10104

50～

99

2000 10

19

～

20

国道を走行中、前方を走行していたトラックに追突した。 80109
10～

29

2000 7

2

～

3

情報管路設置埋設工事で、舗装作業のため国道で交通誘導を行っていて、進

行してくる4tトラックに赤色灯で車線変更の合図を行ったにもかかわらずト

ラックが直進してきてはねられた。

170201
10～

29



2000 4

11

～

12

事業主運転の2．5t普通トラックに同乗して町道を走行中、トラックがセン

ターラインをオーバーして対向の4tダンプカーに正面衝突した。
11102

10～

29

2000 4

11

～

12

土砂(残土)を4tダンプカーに積んで町道を走行中、センターラインをオー

バーしてきたトラックに正面衝突された。
30107

10～

29

2000 4

11

～

12

国道下の下水管洗浄作業を行っていた車輌(吸水車)がバックしたときに、作

業に伴う交通整理を行っていた警備員がひかれた。
170201

30～

49

2000 3

10

～

11

灯油をタンクローリー(約2．8t)で運搬し配送先付近の坂道(約12度)に停車し

て給油作業をしていたところ、タンクローリーが逸走しだしたのでこれを停

止させようとし70m引きずられてひかれた。

80204 1～9

2000 12

2

～

3

食品パックを10tトラックに積載して走行中、自然渋滞で停車していた10tト

ラックを25m手前で発見しブレーキを踏んだときに、対向車両が来たので、

左側に逃げたが間に合わず対向車に追突した。

40301 1～9

2000 7

13

～

14

会社の同僚と別々の軽トラックで納品のため国道を走行中、センターライン

をはみ出して対向のタンクローリーと衝突した。
80201 1～9

2000 3

3

～

4

大型トラック(10t)で高速道路を走行中、交通渋滞のためを走行車線に停車し

ていたときに後方より大型トラックに追突されて前方に押し出され、前方に

停車中の大型トラックに追突した。

40301
30～

49

2000 10

10

～

11

林道開設工事現場へ玉石を搬送するため2tトラックで走行中、幅4mの砂利

道の林道から約18m下の谷底へトラックとともに転落した。
30106

10～

29

2000 8

4

～

5

トラックに荷を積み高速道路を走行中、渋滞で停止していた前車の発見が遅

れて急ブレーキが間に合わず、トラック2台を含む多重追突事故になった。
40301

50～

99



2000 1

17

～

18

約30分前に給油所の前で発生した物損事故の後片付けをしていたときに、県

道を走行してきた軽トラックにはねられた。
80204

10～

29

2000 12

17

～

18

4tトラックに魚を積んで納入し、市場から事業場への帰路、国道左脇にト

ラックを止め、缶コーヒー購入とトイレのため外に出て道路を横断中に、後

方より走行してきた軽トラックにはねられた。

70201
10～

29

2000 2

16

～

17

大型トラックで国道を走行中、反対車線のガードレールを突き破って約8m

下の谷川に転落し、車外に投げ出された。
40301

10～

29

2000 10

23

～

24

10t平ボデイ車に荷を積み県道を走行中、橋の手前で運転を誤ってガード

レールを破り10メートル下の河川敷に転落した。
40301

10～

29

2000 9

16

～

17

大型トラックで国道を走行中、交差点を過ぎたところでセンターラインを越

えたため、対向車線で右折しようと止っていた車と衝突し、さらに後続車と

衝突したのち橋の欄干を越えて川に転落した。

40301
30～

49

2000 7

15

～

16

トラックで国道を走行中、カ－ブにさしかかったときに荷台を車体シャーシ

に固定しているボルトが遠心力により折損したため対向車線に荷台が飛び出

し、対向のキャリアカーの運転席を直撃した。

40301
30～

49

2000 6

22

～

23

トラックに荷を積み国道を走行中、信号待ちで停車中のトラックに追突し

た。
40301

10～

29

2000 6

6

～

7

トラックを運転して国道を走行中、信号待ちで停車していたダンプトラック

に追突した。
40301

10～

29

2000 5

1

～

2

迎車のためタクシ－を運転し、路側帯に一時停車したのちUタ―ンするため

ハザードランプ(非常表示点滅灯)を点灯させたまま道路中央付近まで前進し

たときに、後方から走行してきた大型トラックに衝突された。

40201
30～

49



2000 4

6

～

7

4t冷凍車で走行中、国道の交差点において信号待ちで停止していた4t冷凍車

の後部に追突した。
40301

10～

29

2000 11

5

～

6

バイクで朝刊の配達中、交差点で右側から来た一時停止不履行のトラックと

衝突した。
80205

10～

29

2000 10

4

～

5

高速道路をトラックで走行中、居眠り運転のため大型トラック右後部に激突

し、運転室後部ベッドで仮眠していた者が頭蓋骨骨折した。
40301 1～9

2000 10

2

～

3

配送先からの帰社のためトラックで国道を走行中、五叉路において中央分離

帯に接触後、直進する側道と右にカーブしている本線との分岐点にある三角

の分離帯に設置されている標識のコンクリート柱に激突した。

40301 1～9

2000 10

3

～

4

片側三車線の真中の車線を4t冷凍車で走行中、前方の走行車線上で接触事故

によりトラックが2台停止していたため左車線に変更をしたときに後方から

きたトレーラーに追突され、その反動で前方に停止していたトラック2台に

激突した。

40301 1～9

2000 8

17

～

18

当日の作業が終了しワゴン車へ4名が乗って走行中、トンネル内で前方の観

光バスが減速したのでワゴン車も減速したが、後方からきたトラックに追突

され、観光バスとトラックとの間にはさまれた。(2名が死亡、2名が重傷)

30201
30～

49

2000 8

17

～

18

当日の作業が終了しワゴン車へ4名が乗って走行中、トンネル内で前方の観

光バスが減速したのでワゴン車も減速したが、後方からきたトラックに追突

され、観光バスとトラックとの間にはさまれた。(2名が死亡、2名が重傷)

30201
30～

49

2000 7

2

～

3

大型貨物自動車で走行中、信号無視で交差点内に入ってきた普通貨物自動車

と衝突し、その衝撃で車外に放り出された。
40301

10～

29

2000 7

11

～
普通貨物自動車にダンボール古紙を積んで走行中、赤信号のため信号待ちを

していた普通貨物自動車に激突した。
80209

10～

29



12

2000 7

11

～

12

普通貨物自動車にダンボール古紙を積んで走行中、赤信号のため信号待ちを

していた普通貨物自動車に激突した。
80209

10～

29

2000 7

2

～

3

トラックで走行中、インタ－近くのジャンクションで前方の大型トラックに

衝突した。
40301

100

～

299

2000 6

20

～

21

会社のトラックで打合せのため走行中、ガードレールに激突した。 30106
10～

29

2000 5

6

～

7

液化窒素積載の大型タンクローリー(最大積載量7900kg)で高速道路を走行

中、左車線前方を走行していた乗用車2台に接触し、その反動で右に振られ

て中央分離帯を突破、さらに反対車線の追越車線を走行中の乗用車に接触

後、道路脇の鉄柱に激突した。

40302
30～

49

2000 2

1

～

2

トラックで顧客先への配送が終了して国道を走行中、上り坂にさしかかった

ところで路面凍結のため前進できなくなってしまったので、後続の車にその

ことを伝えようと道路上に降りたときに対向のトラックが凍結によりスリッ

プしてセンターラインを越えてきてはねられた。

40301 1～9

2000 12

22

～

23

4ｔトラックで自社に戻るため高速道路を走行中、渋滞中の車の最後尾に付

いたところ、後続の10ｔトラックに追突され前方の乗用車に追突し、さらに

中央分離帯を越えて側壁に激突した。

40301
10～

29

2000 10

14

～

15

タクシーで客を送って高速道路を走行中、隣車線の大型トレーラーが横転し

たため、その下敷きとなった。
40209

300

～

499

2000 10

6

～

7

トラックの助手席に乗り工事現場に向かって3車線の最右車線を走行してい

たときに、左方向から衝突されて反対車線にはみ出し、対向の車に衝突し

た。

30201 1～9



2000 10

4

～

5

販売した車で国道を走行中、交差点で信号待ちしていたところ大型保冷車に

追突された4トン車と前のトレーラーとの間にはさまれた。
40302

30～

49

2000 9

5

～

6

トラックで走行中、高速道を降りて国道が交わる交差点で信号待ちしていた

大型ダンプに追突した。
40302

10～

29

2000 9

3

～

4

トラックで高速道路を走行中、前方のトレーラーに追突した。 40301
30～

49

2000 7

4

～

5

ガス工事後跡の道路本復旧舗装工事(夜間作業)で、朝方に道路規制撤去を始

めるため、作業帯の先端外側で一般車両を誘導していたガードマンが居眠り

運転の3．5tトラックにはねられた。

170201
30～

49

2000 7

10

～

11

取引先から事業場に戻るため徒歩で信号機の無い交差点の横断歩道を通行中

に、右折してきたトラックにはねられた。
40301

100

～

299

2000 3

2

～

3

高速道路上の配水升の調査をしていたところ、作業帯の後方に停車していた

規制車(標識車)に13．3tトラックが衝突し、そのはずみではねられた。
30199

10～

29

2000 12

2

～

3

トラックでコンビニエンスストアーに商品を配達中、信号の無い国道交差点

を右折進入したときに、右からきたトラックと出会い頭に衝突した。
40301

30～

49

2000 12

6

～

7

同僚と夫々がトレーラーで客先に向かって国道を走行中、先行のトレーラー

がブレーキをかけて停止したところへ、追突し、運転席と荷台との間にはさ

まれた。

40301
30～

49

2000 10

14

～

15

バイクで新聞配達中に国道を横断しようとしたところ、直進してきたタンク

ローリー車にはねられた。
80205

30～

49



2000 10

8

～

9

住宅の新築工事現場付近の道路において、材料を運んできた2tトラックを現

場付近の道路上に停めトラックから降りたところ、突然トラックが動き出し

たので止めようとして前に行き押さえたが止めきれずに8mほど押されてし

まい、後方にあった立ち木との間に挟まれた。

80109 1～9

2000 4

2

～

3

鋼材を運ぶため大型トレーラーで国道を走行中、対向の大型トラックがセン

ターラインを越えてきたため正面衝突した。
40301 1～9

2000 3

10

～

11

廃油回収のためトラックで自動車道を走行中、側壁に衝突して車外に投げ出

され全身を強打した。
150102

10～

29

2000 3

1

～

2

深夜にトレーラーで材木を運ぶ途中に、コンビニエンスストアで朝食を買う

ため道路上に駐車して道路を横断中、14tトラックにはねられた。
40301

30～

49

2000 2

3

～

4

飲食店の最後の客を接待していた店員を会社の乗用車で自宅に送り届け会社

に帰る途中、大型貨物車と衝突した。
140201

50～

99

2000 1

3

～

4

トラックで高速道を走行中、中央分離帯に乗り上げ、さらに道路左側の防音

壁に激突した。
40301

30～

49

2000 12

6

～

7

トラックで交差点を国道へ向けて進入したところ、窃盗の疑いでパトカーに

追跡されて右方向から走ってきたトラックと衝突した。
40309 1～9

2000 10

10

～

11

大型タンクローリーで自動車道を走行中、インターチェンジの出口の右カー

ブを曲り切れずにガードレール(高さ80cm)を乗り越えて9m下の市道に転落

した。

80204 1～9

2000 10

2

～

自動車道を走行中、前方に事故車両が停止しているのに気づくのが遅れ急ハ

ンドルを切ったところ横転し、そのとき運転室とローリーが分離して運転室 40301
10～

29



3 がガイドロープに激突して道路外に投げ出された。

2000 9

16

～

17

オートバイでケアに行き勤務先に戻る途中の交差点で、直進していたところ

へ右折してきた2tトラックと衝突した。
130309 1～9

2000 8

12

～

13

4tトラックに食材を積み込み走行中、大型トラックに追突した。 40301
50～

99

2000 7

1

～

2

荷降ろしを終え高速道路を走行中、約40度の斜度がついた側壁を斜めに駆け

上がる形で走行したのち転倒し炎上した。
40301

30～

49

2000 7

15

～

16

配送業務を終え4t保冷車で県道を走行中、対向の4tトラックがセンターライ

ンを超え、保冷車の前を走行していたトラックに接触したのち保冷車と正面

衝突した。

40301
10～

29

2000 6

13

～

14

トレーラーで国道を走行中、荷(護岸工事用コンクリートブロック)が荷崩れ

を起こしたためカーブを曲がりきれずに横転し、車外に投出されてトレー

ラーの下敷きとなった。

40301
30～

49

2000 5

6

～

7

トラックで自動車道を走行中、前方の大型ダンプに追突した。 40301
50～

99

2000 5

2

～

3

2．5tトラックで走行中、赤信号で停車中の3トントラックに追突し、この衝

撃で2台のタクシーに追突し、このタクシーを含む3重の玉突き交通災害と

なった。

40301
30～

49

2000 2

9

～

10

荷物を降ろしてトラックで国道を走行中、右折のため信号待ちをしていた車

5台の列に追突した。
40301

10～

29

2000 11

1

～ 4tトラックで荷積み地に向けて国道を走行中、高速道路の橋脚に激突した。 40301 1～9



2

2000 11

21

～

22

養鶏場にニワトリを運ぶため4tトラックで国道を走行中、工事で片側交互通

行となっている停車中の大型トラックに追突した。
40301 1～9

2000 9

14

～

15

自動販売機を積んだ2tトラックに同乗して走行中、停車中の10tトラックに

追突したため、助手席で胸部損傷を受けた。
170209 1～9

2000 5

4

～

5

10tトラックに飲料水を積んで国道を走行中、対向の2tトラックが前方の耕

耘機を発見して急ブレーキをかけたところスピンしてセンターラインをオー

バーし、トラックの前に飛び出してきて衝突した。

40309
10～

29

2000 3

8

～

9

国道の舗装改修工事において、センターライン引き作業の交通誘導をしてい

たガードマンが、走行してきた一般通行車両にひかれた。
170201

10～

29

2000 3

14

～

15

普通トラックで国道の下り坂の左カーブを走行中、カーブを曲がりきれずに

対向車線にはみ出し、対向の大型トラックと正面衝突した。
80209

10～

29

2000 2

20

～

21

11tタンクローリーに灯油約10?を積んで県道を走行中、橋の手前でセンター

ラインを越えてガードフェンスを突き破り土手に転落した。
40301

10～

29

2000 2

4

～

5

積載荷重36tのトレーラーに鋼材を積んで国道を走行中、トンネル手前の

カーブでスリップして反対車線の縁石に乗り上げたため、牽引ヘッド及びト

レーラーが転覆した。

40301
50～

99

2000 11

6

～

7

前2台のトラックのうち先のトラックが横道から飛び出してきた車がいたた

めに急ブレーキをかけ、次の車もブレーキをかけたため、この車に追突し

た。

150103 1～9

2000 11

6

～
舗装路面の平坦性試験を行っていたときに誘導員の車線変更の誘導にもかか

わらずスピードを落とさないので走行してきた4t貨物車にはねられた。
30106

100

～



7 299

2000 11

6

～

7

トラックで荷物運搬のため県道を走行中、カーブで道路路面が凸凹道であっ

たためにハンドルを取られ、また、スピードを緩めずに走行したためトラッ

クが横転した。

40301
30～

49

2000 11

17

～

18

被災者は、タクシーに客2名を乗せて県道を走行中、交差点で左側から走行

してきた大型ダンプの右後部車輪に激突した。
40201

50～

99

2000 11

14

～

15

空調部品を2tトラックに積んで国道を走行中、信号待ちの4tトラックに追突

した。
11401

10～

29

2000 10

3

～

4

荷物を運ぶためトラックで走行中、信号が黄色点滅だったのでそのまま直進

したところ、大型トレーラーが赤色点滅で停止せずに直進してきたため、交

差点内で出会い頭に衝突した。

40301
10～

29

2000 7

14

～

15

現場の作業が完了したので同じ現場で働く他社の作業員の車に同乗し走行

中、照明灯に左前が接触し、その反動で車が進行方向右側にふられ横転した

もの。その時、後方座席の窓が空いていたため被災者の上半身が窓から飛び

出してしまい、胸部を圧迫され死亡したもの。

170201
50～

99

2000 3

1

～

2

同僚が運転するトラックの助手席に同乗し、配送先へ品物を運送中、運転手

が極度の花粉症のため突然咳込み、ハンドル操作を誤って左側縁石に乗り上

げ鉄柱に衝突横転し、その反動で助手席から前面ガラスより投出された。

40301
30～

49

2000 12

5

～

6

新聞配達のためバイクで走行中、駐車中の大型トラックに追突した。 80205
10～

29

2000 12

17

～

18

軽食を採るため社員食堂のある棟に向かって横断歩道を渡っていたところ、

信号が変わったので右折してきたトラックにはねられた。
11209

300

～

499

5



2000 11 ～

6

県道をダンプカーで走行中、約10メートル崖下に転落した。 20201 1～9

2000 11

3

～

4

新聞配達のため、原動機付自転車で国道を走行中、後方から来た大型トラッ

クにはねられ、500メートル先まで引きずられた。
80205 1～9

2000 11

5

～

6

10t保冷車で国道の追い越し車線を走行中、路面を清掃中の3．5t清掃車に追

突して100m滑走し、路肩の道路案内標識柱に激突したのち、畑に転落し

た。

40301
10～

29

2000 5

5

～

6

大型トレーラーで有料道路の緩い右カーブを走行中、左側のガードレールを

突き破り、約5m下に転落し、車外に放り出された。
40301

30～

49

2000 3

2

～

3

10tトラックで国道を走行中、左カーブを曲がった後の直線道路で対向車線

にはみ出し、対向の大型観光バスと正面衝突した。(大型観光バスの運転手

も死亡、運転手の代行要員1名と乗客15名も重軽傷)

40301
30～

49

2000 11

8

～

9

機器修理のため車で走行中、交差点内で右折しようとしたときに、対向車線

上を大型トラックが直進してきたため正面衝突した。
80201 1～9

2000 11

5

～

6

厨房機器の搬入のため1．5tトラックで国道を走行中、下り坂のカーブを曲

がろうとして凍結した路面でスリップし、ガードレールを突き破って転落し

た。

30302 1～9

2000 11

4

～

5

普通トラック(4t)で空港付近を走行中、旧滑走路下のトンネルの側壁に衝突

した。
40301

10～

29

2000 9

10

～

11

支線道路の進入口にあったセフティーコーンを移動して、助手席側のドアに

捉まり立ちしてトラックに乗り時速約20km／hで約7m走行したところでト

ラックから転落し頭部を強打した。

40301
10～

29

22
台船運搬のため国道を走行中、左カーブの道路を直進してガードレールに接 10～



2000 9 ～

23
触し、3．5メートル下のJR線に転落した。

40301
29

2000 9

2

～

3

大型トラックで卵を配送して国道を走行中、交差点において信号待ちしてい

たトラックなど3台に後ろから追突した。
40301

30～

49

2000 5

7

～

8

コンビニ店へ雑誌類を配送するため4t車で走行中、カーブミラーに接触した

のち電柱に荷台左側をぶつけ、その反動でセンターラインをはみ出して対向

のタンクローリーと正面衝突した。

40301
10～

29

2000 3

15

～

16

入札の見積書提出のためワゴン車で走行中、対向のトラックが中央分離帯を

越えてきたため正面衝突し、横向きをなったところを後続の大型トラックに

も衝突された。

130109

300

～

499

2000 3

2

～

3

2トントラックで新聞の配送業務が終了し国道を走行中、赤信号で止まって

いた10トントラックに追突した。
40302

50～

99

2000 8

15

～

16

国道を2tトラックで走行中、緩い左カーブの所でセンターラインを越え、対

向の10tダンプトラックと正面衝突した。
80109 1～9

2000 3

16

～

17

10tトラックに自動車部品を積んで走行中、圧雪のためスリップして対向車

線に入ってきた大型トラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2000 12

3

～

4

電子部品を運搬するため大型貨物自動車で自動車道を走行中、90．2キロ

メートルポイントにおいて、大型貨物自動車の右後部に追突し、中央分離帯

を乗り越えて対向車線の側壁に衝突した。

40301
30～

49

2000 12

1

～

2

木材加工品を10tの大型トラックに積み走行中、国道の橋の上で2台前を走行

していた大型トレーラーが路面凍結のためスリップして横になったところに

追突し炎上した。

40301
10～

29

6
会社のトラックに作業用の資材等を載せ工事現場に向かって走行中、セン 10～



2000 12 ～

7
ターラインを超えて対向車線に飛び出し、乗用車(RV車)と衝突した。

30201
29

2000 10

11

～

12

4tトラックに荷物を積込み国道を走行中、道路工事のため一時停止していた

8tトラックに追突した。
40301

30～

49

2000 10

2

～

3

新聞配送のため4tトラックで道路交差点を走行中、右手から走行してきたワ

ゴン車と衝突し、その弾みで信号柱に激突した。
40301

50～

99

2000 8

11

～

12

宅配のため2tトラックで見通しの悪い町道の交差点を通過しようとしたとこ

ろ、左方より直進してきた乗用車がトラックの後部バンパー部に衝突し、そ

の衝撃でトラックが横転した。

40301
10～

29

2000 7

23

～

24

店舗に商品を届け、4tトラックで国道を走行中、緩やかな左カーブのところ

で対向車線にはみ出し、対向の10t大型トラックと正面衝突した。
40301

10～

29

2000 7

8

～

9

トラックで自動車道を走行中、トンネル内で壁に衝突したはずみで車外に投

げ出され、トラックの後輪に巻き込まれた。
40301

10～

29

2000 5

16

～

17

2tトラックを運転して会社に戻る途中、S字の緩い左カーブでセンターライ

ンをオーバーし、対向の大型トラックと正面衝突した。
11209 1～9

2000 3

4

～

5

4tトラックで国道を走行中、スピードを出しすぎて緩やかな下り坂の左カー

ブでセンターラインを越え、対向車と正面衝突した。
40301

30～

49

2000 3

9

～

10

工事現場に向かうため町道をトラックで走行中、対向のトラックが車線をは

み出してきて衝突した。
30301 1～9

20
トラックで広域農道を走行中、左カーブでスリップして対向車線にはみ出 30～



2000 1 ～

21
し、対向のトラックと衝突した。

40301
49

2000 12

0

～

1

得意先の巡回のため貨物自動車で国道を走行中、対向車線をはみ出して対向

のクレーン車と正面衝突した。
10104

30～

49

2000 7

1

～

2

大型貨物自動車で国道を走行中、道路補修工事に伴う交通規制のため停車し

ていた大型貨物自動車に追突した。
40301

100

～

299

2000 2

7

～

8

トラックで走行中、前方に停車中のトラックヘ追突し、助手席に乗っていた

者が死亡した。
40301

30～

49

2000 2

11

～

12

石灰石を積んでダンプトラックで走行中、右カーブで対向車線にはみ出しト

ラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2000 12

8

～

9

4tダンプトラックで林道開設工事現場に向かい走行中、左カーブの下り坂で

ガードレールを突き破り約10m下の谷に転落した。
30106

30～

49

2000 1

13

～

14

2tトラックで工事現場に向かう途中、国道に交わるT字路で、左右を確認し

て左折しようとしたときに、左方向より対向車線歩道の縁石を跨いで走行し

てきた飼料運搬車(大型車)に衝突され、助手席から飛び降りた者が運搬車に

はねられた。

30202 1～9

2000 1

4

～

5

仕事を終え、トラックで自動車道を走行中、左側に停車していたトラックに

追突した。
40301

50～

99

2000 11

6

～

7

ライトバンで除雪後の道路状況の確認のため走行中、信号機のある五差路で

右側から信号機を無視して進入してきた11t保冷車と出会い頭に衝突し、ラ

イトバンの2名が死亡した。

30199
50～

99



2000 11

6

～

7

ライトバンで除雪後の道路状況の確認のため走行中、信号機のある五差路で

右側から信号機を無視して進入してきた11t保冷車と出会い頭に衝突し、ラ

イトバンの2名が死亡した。

30199
50～

99

2000 10

7

～

8

工事現場の警備業務のため乗用車で国道を走行中、対向車線にはみ出したた

め対向のトラックと衝突した。
150101

50～

99

2000 10

17

～

18

役場へ業務打ち合せに行くために車で走行中、畑の取り付け道路から、大型

トラックがバックで出てきたため、車は避けることができずに大型トラック

の荷台後部の下に潜り込む形で衝突した。

170209
10～

29

2000 9

15

～

16

養豚場の軽トラックで籾殻の運搬のため堤防道路上(幅約3m)をトラックで走

行中、運転を誤って路外に転落して小屋に激突し、地面と運転席扉の窓部と

の間に挟まれた。

70101 1～9

2000 9

7

～

8

大型トレーラー(18t車)を運転して走行中、自動車道料金所の手前の緩い左

カーブ(制限速度40km)で路外に逸脱し横転した。
40301

10～

29

2000 9

9

～

10

タンクローリー(通称3キロローリー)で工事現場に軽油を配達するため走行

中、右カーブの道路を左側に逸脱し、電柱に激突した。
80204 1～9

2000 8

0

～

1

土木工事現場から大型ダンプトラックに土砂を積込んで走行中、信号待ちを

していた同現場に入っている他業者の大型ダンプトラック2台に玉突き追突

した。

40301
10～

29

2000 8

11

～

12

トレーラーに貨物を積み、国道を走行中、下り坂の右カーブでブレーキを掛

けたが間に合わず、路外逸脱して横転して運転席から投げ出され、トレー

ラーヘッドの下敷きになった。

40301
30～

49

2000 8

10

～

11

ライトバンで駅にアルバイトの2名を迎えに行き、仕事先であるゴルフ場内

レストランに向けて走行中、交差点で一時停止をせずに交差点に進入してき

たダンプトラックに衝突された。

10109
30～

49



2000 8

10

～

11

ライトバンで駅にアルバイトの2名を迎えに行き、仕事先であるゴルフ場内

レストランに向けて走行中、交差点で一時停止をせずに交差点に進入してき

たダンプトラックに衝突された。

10109
30～

49

2000 8

10

～

11

ライトバンで駅にアルバイトの2名を迎えに行き、仕事先であるゴルフ場内

レストランに向けて走行中、交差点で一時停止をせずに交差点に進入してき

たダンプトラックに衝突された。

10109
30～

49

2000 8

15

～

16

国道トンネルの漏水防止板の撤去工事において、トンネル手前約140mの位

置に「徐行」の札を掲げていたときに、走行してきた2tトラックに激突され

て約17m飛ばされた。

30199
30～

49

2000 8

9

～

10

集荷のため大型トレーラーで走行中、前の乗用車を追い越そうとして対向車

線に出たが、その途中で追い越しを止めて戻ったときに橋の左側の欄干を突

き破って約10m下の河川敷に墜落した。

40301
10～

29

2000 8

11

～

12

トラックで走行中、右折するため一時停止した10tダンプを避けようとして

対向車線に出たときに、対向の3t保冷車と正面衝突し、その衝撃で横滑りし

てさらに約8m後方の乗用車と衝突した。

80209 1～9

2000 6

4

～

5

大型保冷車(9t車)が、道路工事のため停車していた大型トラック(12t車)に追

突した。
40301

50～

99

2000 6

9

～

10

下水道工事現場で排出されたアスファルトを4tダンプに積んで廃棄物処理場

に向け町道を走行中、一時停止のない十字路で左側から直進してきた10トン

ダンプと出会い頭により正面衝突した。

30110 1～9

2000 6

5

～

6

トレーラーにビール酵母を積んで国道を走行中、右カーブを曲がり切れずに

路外に飛び出して2m下の側溝に横転しながら転落した。
40301

30～

49

2000 3

9

～

10

会社の車で国道を走行中、対向のトレーラーの右後輪が外れて飛んできてフ

ロントガラスを直撃した。
10701

100

～

299



2000 3

15

～

16

舗装工事のため片側交互通行としていた車道を解除するため、セーフティー

コーン等の後片付け作業を行っていたときに、走行してきたトラック(4t)が

交通規制に気付かず乗っていた規制車に衝突してきたため全身を強打した。

30199
10～

29

2000 3

9

～

10

トラック(積載荷重6．2t)での荷の運搬を終えて走行中、上りの左カーブでア

イスバーンのため対向車線にはみ出して対向のトラックと正面衝突した。
40301

30～

49

2000 2

15

～

16

石油をタンクローリー(25t)で輸送途中、アイスバーンのためスリップして回

転しながら飛び出してきた対向のミキサー車の後部右側がタンクローリーの

運転席付近に衝突した。

40302
10～

29

1999 12

2

～

3

国道の夜間道路工事現場において、延長750メートル区間の片側通行帯で交

通誘導をしていたところ、走行してきた10トントラックにはねられた。
170201

50～

99

1999 11

1

～

2

ハイヤーで乗客を、目的地に運んだのち、食事のため車を止めて、反対車線

側にある飲食店に向かって道路を横断中に貨物自動車に跳ねられ、さらに別

の普通乗用車に跳ねられた。

40201
50～

99

1999 12

5

～

6

自動車道をトラックで走行中、前方を走行していたトレーラーに気付くのが

遅れ追突した。
40301

30～

49

1999 10

8

～

9

牛乳配達で市道の横断歩道を渡っていたとき、左方から来た普通貨物車には

ねられた。
80209

10～

29

1999 12

5

～

6

2台の車両が続いて走行中、交差点にさしかかったときに、信号が赤になっ

たため前走行の車両が停止したので後続車が追突し、追突された車両が衝撃

で左車線にそれたため、そのまま進行し赤信号で停車していた他の車両の後

部に追突した。

40301
10～

29

1999 12

12

～

トラックを運転して高速道路を走行中、前方に横転している乗用車の中に人

がいるのを発見したので、その前方の路側に停車して救出活動を行っていた
40301

10～



13
ところに、後方から走行してきたトラックがこの乗用車に衝突した後、激突

してきた。

29

1999 6

4

～

5

駅前ビル店舗の解体をつんで4tトラックで走行中、後続の大型トラックに追

突された。
30209 1～9

1999 3

11

～

12

軽トラックで走行中、対向車線にはみ出して、走行中のトラックと激突し

た。
80209

10～

29

1999 7

12

～

13

4tトラックでバスユニットの部品を運送する途中、国道で運送会社のトラッ

クと正面衝突した。
40301

10～

29

1999 12

14

～

15

トラックで走行中、サービスエリア入口付近の駐停車禁止場所に駐車してい

たトラックに後方から追突した。
40301

50～

99

1999 12

14

～

15

町道に下水管を敷設するため、２人で水糸を張り掘削溝底部の管の中心を計

測していたが、計測をするのにトラックが邪魔になったためトラックを前方

に動かしたところ、トラック前方で水糸を押さえていた者をひいた。

30110
10～

29

1999 12

3

～

4

マンションの牛乳配達を終え自分の車のところへ戻ったところに、大型ト

ラックが突っ込んできてはね飛ばされた。
80209 1～9

1999 10

3

～

4

高速道を走行中、トンネル入口の右側側壁に衝突した。 40301
10～

29

1999 10

5

～

6

4tトラックで営業所へ荷物を取りに行く途中、信号待ちのため停車していた

トラックに追突した。
40301

30～

49

3 15tトラックに荷を積載して、国道を走行中、センターラインをはみ出し



1999 6 ～

4

て、対向のトレーラーに接触、その弾みでその後続の10tトラックと正面衝

突した。

40301 1～9

1999 9

15

～

16

休憩時間中に、道路の反対側に渡るため徒歩で県道を渡っているときに、軽

トラックにはねられた。
30110 1～9

1999 12

2

～

3

トラックで国道を走行中、赤信号で止まっていた前方の大型トラックに追突

した。
40301

100

～

299

1999 8

16

～

17

トンネル工事現場から工場に生コンミニプラントを9トントラックで運送中

に。国道の路肩から約15メートル下の川にトラックごと転落した。
40301

10～

29

1999 8

22

～

23

4トントラックに荷を積載して走行中、対向車のセミトレーラーがセンター

ラインをオーバーしてきて、正面衝突した。
40301

100

～

299

1999 8

13

～

14

4tトラックで荷物の配達を終えて走行中、交差点で信号待ちをしていた大型

冷凍セミトレーラーに追突した。
40301

10～

29

1999 8

9

～

10

宅配のため軽トラックで走行中、信号機のない町道の交差点で右側から走行

してきた乗用車(ワンボックス車)と衝突し、両車とも田畑に飛び込んだ。
40301 1～9

1999 12

18

～

19

生鮮魚介類を運ぶため大型保冷車で自動車道を走行中、下り急カーブのとこ

ろで前を走行していた大型トラックに追突した。
40301

100

～

299

1999 6

17

～

18

4トントラックで国道を走行中、対向の大型ダンプトラックが前方のトラッ

クに衝突したはずみでセンターラインを越えて飛び出してきたため正面衝突

した。

40301
10～

29

4 100



1999 12 ～

5

大型貨物車で走行中高速道路の事故で停車中だった4台の車に追突した。 40301 ～

299

1999 12

8

～

9

市場に荷を下ろしたのち空荷の大型トレーラーで国道を走行中、信号で停止

していた大型トラックに追突し、さらに軽乗用車に追突した。
40301 1～9

1999 12

19

～

20

会社への帰路2トン車で道路を走行中、対向の大型トレーラーが左側のコン

クリート側壁に衝突して反対車線にはみ出してきたため正面衝突した。
40301

30～

49

1999 12

2

～

3

トラックで高速道路を走行中、5キロ前方で事故が発生して渋滞していたと

ころへ被災者が運転していたトラック(11t)が前のトラック(10t)に追突し

た。

40301

100

～

299

1999 12

13

～

14

大型トレーラー(最大積載40t)に鉄骨約35tを積載して走行中、ジャンクショ

ンの下り左カーブを曲がりきれずに横転した。
40301

50～

99

1999 12

4

～

5

2tトラックに荷を積み込み国道を走行中、信号機のある交差点で右折しよう

としたところ、対向車線から直進してきた9t大型トラックと衝突して車外に

投げ出されたのち大型トラックにひかれた。

40301
30～

49

1999 12

3

～

4

トラックで得意先へ荷物を搬送中、夜間点滅信号のある交差点に黄点滅で進

入したところ、赤点滅で進入してきた乗用車に側面から衝突され、はずみで

対向車線に飛び出したところへ、直進してきた大型トラックに衝突された。

40301 1～9

1999 12

2

～

3

トラックで走行中、前方の2箇所で事故が発生していて、ブレーキをかけた

が間にあわずタンクローリーに追突した。
40301

10～

29

1999 12

2

～

3

トラックで走行中、交差点手前で信号待ちしていた車(2台)に追突した。 40301
50～

99

0
昼食を購入のため自転車で交差点を通行中に、右折してきたトラックにはね



1999 4 ～

1
られた。

80204 1～9

1999 12

4

～

5

国道交差点で運転する13tトラックが信号待ちの10tトラックに追突し、衝突

の反動で後退したときに側道の下約4mのところに転落した。
40301

30～

49

1999 2

14

～

15

事務用品購入のため交差点を自転車で横断中(青信号)、左折の大型貨物自動

車にひかれた。
11701 1～9

1999 12

9

～

10

社用のライトバンで自動車道を走行中、前方の車に追突したので(車3台の追

突事故)路上に降りて相手方と話し合いをしていたときに、保冷車に追突さ

れた停車中のライトバンが動いてきて激突された。

170209 1～9

1999 11

5

～

6

積荷の銑鉄を納入するため高速道路を10tダンプカーで走行中、前方を走行

中のトレーラーに追突した。
40301

10～

29

1999 12

22

～

23

3tトラックで国道を走行中、前を走行していた10トントラックが赤信号のた

め停車しようと減速していたところへ追突した。
40301

100

～

299

1999 12

19

～

20

営業所に戻るためトラックで走行中、路肩に停車していた凍結防止剤散布用

大型車に衝突した。
80209 1～9

1999 9

7

～

8

ふすま2枚を運搬するため事業場のトラックで県道を走行中、直進してきた

乗用車と衝突し、さらに水田に転落した。
170209 1～9

1999 11

5

～

6

新聞配達中、自転車で道路を横断しようとしたときに、走行してきた大型ト

ラックにはねられた。
80205 1～9

5
県道を貨物自動車(最大積載量4t)で走行中、片側3車線の左端に停車中の大型



1999 10 ～

6
トレーラに追突した。

40301 1～9

1999 12

0

～

1

片側3車線の自動車専用道路のつなぎ目を補修するため、1車線を約1．2キロ

メートルにわたって規制し、作業員5名が規制区画内で作業中、同作業箇所

にトラックが突っ込み、作業員3名がはねられた。

30199
10～

29

1999 12

0

～

1

片側3車線の自動車専用道路のつなぎ目を補修するため、1車線を約1．2キロ

メートルにわたって規制し、作業員5名が規制区画内で作業中、同作業箇所

にトラックが突っ込み、作業員3名がはねられた。

30199
10～

29

1999 8

2

～

3

10tトレーラーで空のコンテナを積み込んで国道を走行中、右折しようと徐

行していた前方の普通乗用車に気付くのが遅れ、ハンドルを切ったが避けき

れずに、乗用車に接触してそのまま直進し、ドライブインの駐車場に駐車し

ていた10tトラックと正面衝突した。

40301
50～

99

1999 12

9

～

10

廃材を運送するため大型トレーラーで国道を走行中、急な左カーブを曲がり

きれず対向車線にはみ出し、ガードレールを突き破って約7m下の河原に転

落した。

11209 1～9

1999 12

16

～

17

公園造成作業を終えて同僚と2人で社用車(2tトラック)で帰社する途中、路上

に駐車していたトラックに追突した。助手席に乗車していた者が死亡した。
30199 1～9

1999 12

5

～

6

トラックで国道を走行中、センターラインを超えて、ガードレールのすき間

から約1．5メートル下の斜面に墜落した。
40301

30～

49

1999 3

7

～

8

トラックで顧客先へ商品を届る途中、国道交差点で信号待ちをしていた大型

トラックに追突した。
170209

30～

49

1999 12

12

～

13

トラックで国道を走行中、道路工事のため片側通行で停止していた車に追突

した。
40301

50～

99



1999 10

8

～

9

環状線において宿泊先へ乗用車で向かう途中、前方の乗用車がスピンして追

い越し車線をふさいだところへ追突した。
40301

100

～

299

1999 12

2

～

3

4tトラックで国道を走行中、2台前を走行していた車両がドライブインに入

るため減速したため、次のトレーラーも減速したところに激しく追突した。
40301

10～

29

1999 12

3

～

4

4tトラックで国道を走行中、被災者が運転するが、減速した前の大型トレー

ラーに追突した。
40301

50～

99

1999 11

5

～

6

4tトラックに約3トンの電気機械を積み高速道路を走行中、10tトラックに追

突した。
40301

10～

29

1999 11

0

～

1

トラックで走行中、昼食をとるため右折しようとしていたが、対向車があっ

たので行き過ぎるまで停止して待っていたところ、後方から来た大型トラッ

クに追突され、その衝撃でトラックが対向車線に飛び出し、大型ダンプに衝

突した。

80109
30～

49

1999 12

13

～

14

9．4トントラックで米を運ぶ途中、中央線を越えて対向車2台と衝突し、さ

らに道路脇の堰に転落した。
40301

10～

29

1999 12

5

～

6

コンクリートパネルを10トントラックに積載して走行中、国道の信号のある

交差点で赤信号で停車していた大型トレーラーの後部に追突した。
40301

30～

49

1999 12

16

～

17

ホテルに宿泊するため駐車場にトラックを停車させ車を離れようとしたとこ

ろ、傾斜でトラックがバックしてきたのでドアを開けてトラックを止めよう

としたときに、電柱と車体との間にはさまれた。

30202 1～9

1999 11

5

～

トラックで出版物の配達終了後、高速道路を走行中、カーブで中央分離帯の

縁石に右側前輪が接触し、そのままこすれる形で前進して案内板門柱に正面 40301
10～

29



6 から衝突した。

1999 12

5

～

6

10tトラックで自動車道を走行中、対向車線を走っていた10tトラックが中央

分離帯を突き破って、車線をふさいだため正面衝突した。
40301

10～

29

1999 11

22

～

23

11tトラックにモーター類を積んで走行中、国道を対向の大型トラックと正

面衝突した。
40301

10～

29

1999 12

8

～

9

工事現場で使用する土砂を2tダンプトラックで運搬する作業で、土砂の採取

場所傾斜4度でダンプトラックと杉の立木との間に挟まれた。
30106

10～

29

1999 11

5

～

6

工事現場に土木資材を運ぶ途中で、国道の交差点手前に大型トラックを駐車

し車外に出ていたときに、後から保冷車に追突され、その弾みで動いた自分

の大型トラックの左後輪に巻き込まれた。

40301
10～

29

1999 12

10

～

11

発電機を建設工事現場に運搬するためにトラック(4t)で走行中、対向車(4t積

みトラック)が走行車線に進入してきたために避けきれず、正面衝突した。
80409 1～9

1999 11

0

～

1

トラックを路肩に停車させて故障を調べるために車両の左側に立っていたと

ころへ、大型トラックが追突してきてはずみではね飛ばされ、約20メートル

下の林に転落した。

40301
50～

99

1999 10

15

～

16

バッテリーが上り気味の保冷車(9．5t)を動かすため、少し傾斜した道路で3

速にギアを入れセルを回したところ、約9メートル前方の道路上に止めて

あった自社のトラック(5．5t)に追突し、同僚1名が保冷車と自社のトラック

との間に挟まれた。

40301
30～

49

1999 11

4

～

5

大型貨物自動車(10t)で走行中、交差点に差し掛かるときにスピードの出しす

ぎ及び濃霧なのに一時停止を怠って同交差点に進入したため、左側道路から

進入してきたダンプトラック(11t)と側面衝突した。

40301
30～

49

9
トラック(3．5t)を運転して走行中、対向の大型トラックが中央線を越えて走 30～



1999 11 ～

10
行してきたため正面衝突した。

40301
49

1999 5

8

～

9

大型トレーラーが空車で走行中、下り坂の緩いカーブで対向車線へはみ出

し、道路右側のガードロープを越えて約10m下に転落して車外に放り出され

トレーラーの下敷きになった。

40301
50～

99

1999 11

0

～

1

4tトラックに事務用品を積んで走行中、上り坂の急カーブ(曲線半径60m)を

曲がりきれずに対向車線にはみ出し、対向の観光バスと正面衝突した。
40301

10～

29

1999 11

15

～

16

ライトバンで国道バイパスを走行中、追い越しのため対向車線に入ったとき

に対向の車線を走行していた4トントラックと正面衝突した。
11305

50～

99

1999 11

5

～

6

新聞配達で歩いて道路をわたっていたときに、右側から走行してきた軽ト

ラックにはねられた。
80205

10～

29

1999 11

5

～

6

トラックにアルミ製品を積載して、国道を走行中、緩やかなカーブにおいて

対向車線に飛び出して、対向の3台の大型トラックのうち先頭車2台にそれぞ

れ接触したのち、3台目の車輌と正面衝突した。

40301
10～

29

1999 10

11

～

12

パン配送の帰りに軽ワンボックス車で環状線を直進して横切ろうとしたとこ

ろ、環状線を直進してきた車と衝突した。
10104

10～

29

1999 10

6

～

7

最大積載量9．5tのウイングトラックで自動車道を走行中、トンネル内でエ

ンジントラブルを起こして停車中の大型トラックに後方から追突した。
40301 1～9

1999 11

13

～

14

情報BOX設置工事で、一片側交互通行の交通規制を行っていたときに、先頭

車両の軽四トラックがそのまま突っ込んできたため、約8m跳ね飛ばされ

た。

170201
50～

99

9
空車の4tトラックで走行中、高速道路の緩い左カーブでガードレールに衝突 10～



1999 11 ～

10
し、何度かスピンしたのち、車外に投げ飛ばされた。

40301
29

1999 9

15

～

16

豪雨の中、トレーラーで自動車道を走行中、スリップして中央分離帯に衝突

し、さらに反動で路側帯まで飛ばされた。
40301

30～

49

1999 10

23

～

24

トラックで国道を走行中、道路脇の空地から道路に出ようとした対向の大型

ダンプカーと衝突した。
40301 1～9

1999 11

5

～

6

10tトラックをで走行中、道幅が狭くなった左カーブを曲がりきれずに、路

外に飛び出し、道路脇の小屋に衝突した。
40301

10～

29

1999 10

16

～

17

国道維持のため3名が道路脇で型枠の設置、コンクリート打設作業を行って

いたところに、山砂を積んで国道を走行してきた11tダンプが突っ込んだ。
30199 1～9

1999 8

21

～

22

4tトラックで国道を走行中、片側一車線の下りの緩い右カーブでスリップし

て横転し、そのまま路外に飛び出し立ち木に衝突した。
40301

30～

49

1999 8

11

～

12

麦を取りに来たトラックと同じ会社の理事が運転するダンプが走行してい

て、交差点を左折するためダンプが減速したところにトラックが追突し、は

ずみで交差点左方向で一時停止していた乗用車に追突して路外に転落した。

70101
10～

29

1999 11

19

～

20

トレーラーで県道を走行中、右カーブを曲り切れずに道路左側に転落した。 40301
30～

49

1999 11

21

～

22

荷を積み国道バイパスを走行中、信号で停止していた大型トレーラに追突

し、この車両の積み荷である長尺鋼板が胸部に当たった。
40301

10～

29

17 河川工事現場からの帰路2tダンプで国道を走行中、長い下り坂の左カーブで



1999 10 ～

18

ハンドル操作を誤って、左側の橋の欄干に接触後、反対車線側の縁石に乗り

上げて横転した。

30107 1～9

1999 9

13

～

14

マンションの状況を確認したのち、自転車で帰社途中、交差点で走行してき

た貨物自動車に衝突された。
90209 1～9

1999 11

0

～

1

4トントラックで国道を走行中、トレーラー(20t)がセンターラインを越えて

きたのでこれを避けるため左側に寄ったところ、左側に設置されていた道路

用側壁に当り、その後走行してきたトレーラーと衝突した。

150102 1～9

1999 11

9

～

10

大型トラックで走行中、前方を走行中の大型トラックに追突した。 40301 1～9

1999 11

5

～

6

4tトラックに木材製品を積み走行中、信号待ちをしていたトレーラーに追突

した。
40309 1～9

1999 11

5

～

6

4tトラックにプラスティック波板を積み国道を走行中、信号待ちをしていた

10tトラックに追突した。
40301

30～

49

1999 10

23

～

24

4トントラックで化学品を運搬中、国道で信号待ちしていた10トントラック

に追突した。
40301

50～

99

1999 11

4

～

5

雨の中、国道を35tトレーラーで走行中、前方の車両の発見が遅れたため、

左にハンドルを切ったが前方の車両に接触したのち、道路左側の土手に乗り

上げ横転し、車外に投げ出された。

40301
10～

29

1999 11

8

～

9

トラックにカニを積み、高速自動車道(片側3車線)の右側を走行していたと

ころ、中側車線を走行していた別のトラックが乗用車と接触して右側車線に

はみだしてきたためこのトラックに追突した。

40301
30～

49

3
駅入口交差点で信号待ちをしていたタクシー、貨物自動車など5台の列に、



1999 11 ～

4

後ろから走行してきた大型貨物自動車(10t)が追突し、最後尾のタクシー1台

を約50メートル引きずりながらビルに激突したためタクシーが炎上し運転者

が焼死した。

40201
300

～

1999 9

6

～

7

国道を保冷車(2トン)に乗って菓子屋に菓子を届ける途中、対向の大型ト

レーラーが左折しようとしてセンタラインを越えてきて、荷台から後方に6

～7メートルはみ出していた鋼材に激突した。

40309
10～

29

1999 10

12

～

13

3tトラックで引越し荷物を積み込み高速道を走行中、片側一車線が工事中の

ため渋滞している最後尾の車に気づくのが遅れ追突した。
40301

30～

49

1999 10

6

～

7

4tトラックで走行中、国道バイパスの料金所で料金支払のため停車している

トラックに追突し、そのはずみで左前方の支柱に激突した。
40301

30～

49

1999 9

20

～

21

バンで取引先へ納品に出かけて帰社するため県道を走行中、道路端のコンク

リート塀に激突した。
11209 1～9

1999 9

2

～

3

トラックで国道を走行中、下り坂のカーブを曲がりきれずに道路左側の街灯

に接触したのち、ガードワイヤーを突き破り約30m下の沢に転落した。
40301

10～

29

1999 10

4

～

5

トラックで荷物の配送中、反対車線に飛び出して、右側のコンクリート壁に

激突した。
40301

50～

99

1999 10

7

～

8

自動車道を大型トラックで走行中、追い越し車線に出て再び走行車線に戻っ

た時に、前方車との車間距離がなかったので直ぐに追い越し車線に回避した

が間に合わず、前方車両と接触し、そのときの衝撃とスピードでハンドル操

作を誤り中央分離帯のガードレールに激突横転した。

40301
10～

29

1999 10

3

～
10t大型トラックでPAに入ろうとして減速車線に入ったときに、減速車線上

の右側に駐車していた10t大型トラックに衝突した。
40301

10～

29



4

1999 10

1

～

2

乗客を乗せて国道を走行中、対向のトレーラーと正面衝突した。 40201
30～

49

1999 11

13

～

14

大型トラックに荷物を積むため空車で走行中、対向の大型トラックがセン

ターラインを越えてきて正面衝突した。
40301 1～9

1999 10

2

～

3

トラックにロール紙を積んで高速道路を走行中、前方にH鋼(鉄骨：長さ

4．6m、幅0．35m、重さ200kg)が一車線を塞ぐように落ちているのを発見

したが、既に遅く、その鉄骨に激突して、トラックが乗り上がって、横転し

た。

40301 1～9

1999 10

3

～

4

トラック(2t)で走行中、後方から来た大型トラックに追突されて道路をふさ

ぐ形で横転して停止したところへ大型トラックに追突された。
10602

10～

29

1999 8

22

～

23

会社のトラックで国道を走行中、交差点で信号を無視したため右折していた

対向車と衝突した。
170209 1～9

1999 10

9

～

10

大型トラックで走行中、片側一車線の県道でタンクローリーと正面衝突し

た。
40301

30～

49

1999 8

14

～

15

ツアー客を乗せた観光バスが国道を走行中、対向の自動車運搬専用トラック

がカーブを曲り切れずに中央線をはみ出して観光バスと正面衝突し、観光バ

スの添乗員が死亡し、運転手とガイド及びトラック運転手が負傷した。

90201
10～

29

1999 10

1

～

2

道路整備工事現場で、車線規制のため一般車両の誘導を行っていて軽トラッ

クにひかれた。
170201

50～

99

3
10トントラックでパイプを運ぶ途中、高速道路のバス停に駐車中の大型ト 10～



1999 10 ～

4
レーラーに追突した。

40301
29

1999 10

8

～

9

工場から工事現場まで生コンクリートを運搬するため、コンクリートミキ

サー車で出発し、工場より200メートルほど南に走行した県道上から田んぼ

に突っ込んだ。

10901 1～9

1999 10

6

～

7

国道を4トン貨物自動車で走行中、センターラインをはみ出して、対向の4ト

ン貨物自動車と正面衝突した。
40301

10～

29

1999 10

9

～

10

トラック(最大積載荷重10)で県道を走行中、対向のトラック(最大積載荷重約

3t)が中央線を越えてきて衝突した。
40301

30～

49

1999 5

23

～

24

トラックで国道を走行中、右折しようとした車両を先頭に4台停車している

のに気付くのが遅れ、最後尾のトラックに追突し、さらに対向車線に進入し

て対向のトラックに衝突した。

40301
10～

29

1999 10

7

～

8

油槽所でタンクローリーにガソリン(20kL)を積み込んで走行中、国道の左

カーブを曲がりきれず横転し、積んでいたガソリンに引火したため焼死し

た。

40301
30～

49

1999 10

5

～

6

大型トレーラーで走行中、中央分離帯のガードレールを突き破って高架柱に

ぶつかった後、対向車線の側壁に激突し、車外に投げ出された。
40302

30～

49

1999 7

2

～

3

4t保冷車に荷物(牛乳)を積んで走行中、渋滞で駐車していた前方の4tダンプ

に追突した。
40301

30～

49

1999 5

4

～

5

普通貨物自動車で走行中、大型貨物自動車に追突されて、車外に投げ出され

た。
40301

10～

29

7
冷凍食品を配送するため、トラックで国道を走行中、交差点で赤信号のため 10～



1999 9 ～

8
停車していた11tトラックに気づくのが遅れ、追突した。

40301
29

1999 8

6

～

7

事業場所有のワゴン車で工事現場へ移動中、4トントラックがセンターライ

ンを超えてきたため正面衝突した。
30209 1～9

1999 9

0

～

1

集荷のため4tトラックで国道を走行中、交差点で赤信号のため停車中の4tト

ラックに追突し、その反動で左側信号機のコンクリート製の支柱に衝突、追

突された4tトラックは隣の車線で停車中の乗用車に接触した。

40301
10～

29

1999 9

21

～

22

路線バスで国道を運行中、故障したため、乗客を救援バスで送ったのち、応

援の運転手2名とともに故障したバスの後部で修理作業を行っていたとこ

ろ、飲酒運転の普通トラックに衝突された。

40202

100

～

299

1999 9

19

～

20

軽トラックで交差点を右折しようとしたところ、直進の乗用車と衝突した。 30110
10～

29

1999 9

16

～

17

トレーラートラックで県道を走行中、ブレーキが効かなくなって、工事現場

の工事規制信号で停車していた軽自動車に追突した後、さらに進行し工事現

場内に停めていたドラグショベルに衝突して横転した。

30199 1～9

1999 6

4

～

5

トレーラ車(14．25t)に住宅建材等を6．7t積み走行中、インター出口の手前

で、前を走っていたトラックがインターで降りるため約80kに減速したとこ

ろに追突し、約10分後にさらに後続のトラックに追突された。

40301

100

～

299

1999 9

6

～

7

トラックで国道を走行中、緩やかな右カーブでスリップしてセンターライン

を超え、対向の回送バスに衝突した。
40301 1～9

1999 8

14

～

15

3トントラックで鋳物製品を運搬中、前方のトラック(鋼材が積んである)が

停車していたのに気づくのが遅れ追突した。
11209

30～

49

13
木造小屋の解体に使用したドラグショベルを載せた重機運搬車が市道をバッ



1999 9 ～

14

クするときに、ダンプトラック(9t)の運転手が、傾斜4度の坂道でサイドブ

レーキを引きエンジンをかけたまま降車して重機運搬車の誘導をしていたと

ころ、ダンプトラックが動きだしてひかれた。

150103
10～

29

1999 9

2

～

3

4tトラックで走行中、交差点で信号待ちしていた車両に追突した。 40301
10～

29

1999 9

13

～

14

国道の片側交互通行の交通整理中、赤旗を出し停止合図を行なったが普通ト

ラックが突っこみはねられた。
170201

100

～

299

1999 9

5

～

6

トラック荷物を運送したのち国道を走行中、信号待ちで停車していた大型ト

ラックに追突した。
40301

30～

49

1999 8

8

～

9

環状道路で数珠つなぎで止まっていた4tトラック3台の後の車に4tトラック

で追突した。
40301 1～9

1999 8

10

～

11

20tトレーラーを運転して同道を走行中、トンネル内でセンターラインオー

バーして対向のトラックと正面衝突した。
40302

30～

49

1999 9

12

～

13

自動車道トンネル内で、前方を走行中の大型トレーラーに大型トラックが追

突した。
40301

10～

29

1999 9

6

～

7

保冷車(3t)での配送業務を終了し、事業場へ戻る途中で、信号待ちをしてい

た大型トラックに追突した。
10109

50～

99

1999 8

5

～

6

自転車に乗って朝刊を配達中、県道交差点で軽トラックと衝突し、弾みで道

路f0b9の川に転落した。
80205

10～

29



1999 9

4

～

5

高速道路を大型貨物自動車で走行中、追い越し車線上に故障で停車していた

大型貨物自動車に追突し、さらに後続の普通貨物自動車に追突された。
40301

10～

29

1999 9

15

～

16

客先へ行くため、信号機のない横断歩道を歩いていたときに、右折してきた

トラックにはねられた。
90103

30～

49

1999 9

9

～

10

トラックにバックホーを積載し20％の下り坂で発進したところ、ブレーキが

効かなくなり約300メートル暴走して住宅のコンクリート基礎に激突した。
30110 1～9

1999 8

8

～

9

県道の信号のない交差点において、軽四トラックと冷蔵車が出会い頭に衝突

した。
30202 1～9

1999 9

6

～

7

人手不足となった建設工事現場を応援するため乗用車で国道を走行中、対向

車線を超えて直進してきた大型トレーラーと正面衝突した。
30111

30～

49

1999 8

17

～

18

道路築造工事の現場を4tダンプで3台に分乗して帰社途中、交差点の信号機

が黄色に変わっていたが2台目のダンプが通過したのでそのまま追走したと

ころ、2台目のダンプに追突しそうになったので急プレーキをかけながら、

急ハンドルを切ったところ、反転して反対側の車線に飛び出し、路肩から田

んぼにダンプごと転落した。

30106
10～

29

1999 9

22

～

23

大型タンクローリー(16トン)で走行中、国道左カーブで対向車線を横切って

ガードレールを突破り、約14Mの崖下に転落した。
40301

10～

29

1999 9

13

～

14

トラックで国道を走行中、追い越し車線に移ろうとした大型セミトレーラー

に追突されたため、道路から飛び出して斜面を12m転落した。
40301

30～

49

4
冷凍車に冷凍食品を積んで走行中、反対車線の大型トレーラーが車線をはみ 30～



1999 8 ～

5
出してきて正面衝突した。

40301
49

1999 8

3

～

4

帰荷を積んだタンクローリーで国道を走行中、バイパス交差点で赤信号のた

め停車していたトラックにノーブレーキで追突した。
40301

10～

29

1999 9

17

～

18

軽貨物車による配達業務を終えて片側一車線の国道を走行中、緩やかな左

カーブで中央線をはみ出して対向の普通貨物車と正面衝突した。
10102

30～

49

1999 8

3

～

4

10トン貨物自動車に荷物を積んで高速道路を走行中、追越車線から走行車線

に移ったときに、前方を走行していた40トントレーラーに追突した。
40301

30～

49

1999 8

8

～

9

会社に出勤のため会社のワゴン車で走行中、対向車線の大型トレーラーが中

央分離帯の鉄柵を破り飛び出してきて正面衝突し、後部席の者が死亡、他の

同乗者3人が重軽傷を負った。

50101 1～9

1999 8

11

～

12

ごみ置場で、ごみ収集車のバックを誘導中に、転んだところを収集車にひか

れた。
150109

50～

99

1999 8

9

～

10

国道交差点で、1．7tトラックと14tトラックが衝突し、1.7tトラックの後部

座席にいた労働者3名が死亡した。
170209

10～

29

1999 8

9

～

10

国道交差点で、1．7tトラックと14tトラックが衝突し、1.7tトラックの後部

座席にいた労働者3名が死亡した。
170209

10～

29

1999 8

9

～

10

国道交差点で、1．7tトラックと14tトラックが衝突し、1.7tトラックの後部

座席にいた労働者3名が死亡した。
170209

10～

29

10 空港滑走路改修工事で生じたがれきを処理プラントに運ぶため10tダンプで



1999 8 ～

11

走行中、カーブを曲がりきれずにガードレールを突き破り、約5m下の国道

へ横転・転落した。

30109 1～9

1999 12

8

～

9

2tトラックで走行中、右折車両に気付いて減速したが減速せず、そのまま

10tダンプトラックに追突した。
30201 1～9

1999 8

13

～

14

10t積トラック(ウイング車)にプラスチック製品(重量3t)を積んで走行中、信

号待ちをしていたダンプカーに追突した。
40301

50～

99

1999 8

11

～

12

建築資材を搬送して事業場へ帰るため軽トラックで国道を走行中、対向のト

ラックがカーブを曲がりきれずセンターラインオーバーしてきて正面衝突し

た。

30202 1～9

1999 7

4

～

5

モーターバイクで新聞を配達中、県道交差点付近で後ろから来た3．5tト

ラックに追突された。
80205

10～

29

1999 8

6

～

7

キャリアカー(普通貨物自動車)で車両3台を運搬中に赤信号で停止していた

ところ、後続の大型貨物自動車により追突され、その衝撃で前方に停車して

いた大型貨物自動車に追突した。

40301

100

～

299

1999 8

6

～

7

卵を客先に配達するため普通貨物車で走行中、対向車線にはみ出しトラック

と正面衝突した。
80109

50～

99

1999 8

3

～

4

10tトラックで配送先へ向かう途中、大型トラックに追突した。 40301
10～

29

1999 8

5

～

6

配送先に向けトラックでバイパスを走行中、センターラインをオーバーして

対向の大型トラックと正面衝突をした。
40301 1～9

4



1999 8 ～

5

4tトラックで走行中、信号で停車中の10tトラックに追突した。 40301 1～9

1999 8

1

～

2

ベニヤ板等をトラック(総重量25t)に積み、自動車道を走行中、前のトラック

に追突した。
30302

10～

29

1999 8

8

～

9

県道脇の除草作業のため、交通整理を行っていたところ、反対車線からセン

ターラインを超えて、暴走してきたタンクローリーにはねられた。
170201

10～

29

1999 8

17

～

18

トラックで工事現場へ合板を搬送するため国道を走行中、渋滞のため停車し

ていたトラックに追突した。
40301

30～

49

1999 7

6

～

7

トラックで自動車道を走行中、乗用車等18台の玉突き事故が発生し、前車の

トラックに衝突し全身を強く打った。
40301

10～

29

1999 7

5

～

6

配送荷物を積込んだ6トントラックで高速道路を走行中、3車線の左側を走行

中の低速車両(50トントレーラー)の速度を見誤り追突した。
40301

10～

29

1999 8

22

～

23

食品を10tトラックに積み走行中、国道の交差点で信号待ちしている大型ト

ラックに追突した。
40301 1～9

1999 4

9

～

10

トレーラを運転して走行中、前方で右折のため信号待ちしていた大型トラッ

ク(10t車)に追突した。
40301

30～

49

1999 7

6

～

7

トラックで国道を走行中、前の車が急に進路変更をしたので、それを避けよ

うと急ブレーキをかけながら右方向にハンドルを切ったが、止まりきれず反

対車線の路外に飛び出して立木に衝突した。

40301
50～

99

5
家具を積んだ大型トラックで走行中、道路左側を通行中の自転車を避けるた



1999 6 ～

6
め、中央線を超えてきた対向の大型トラックと正面衝突した。

40301 1～9

1999 8

5

～

6

軽ワゴン車で新聞配達中、国道バイパス交差点において、進行してきた大型

トラックと出会い頭に衝突した。
80205

10～

29

1999 8

8

～

9

2トントラックに青果物を積み走行中、片側一車線になったところで書類に

気を取られて対向車線にはみ出してしまい、対向の大型トラックと正面衝突

した。

80109 1～9

1999 8

14

～

15

トラックで化学工場へ荷積みに向かう途中、国道の信号機のある交差点で右

折を開始したトラックに衝突した。
40301

10～

29

1999 7

0

～

1

治山工事現場にコンクリートミキサー車で生コンを運搬した後、荷受け場所

まで林道を下山中、道路幅3～3．5mで、ガードレールのない未舗装の道路

よりコンクリートミキサー車ごと約100m下の谷に転落した。

40301 1～9

1999 7

23

～

24

11tトラックで国道を走行中、信号待ちで一時停止していた11tトラックの後

部に追突した。
40301

30～

49

1999 7

7

～

8

4トントラックに建築資材を積んで国道を走行中、運転操作を誤って、反対

車線のガードレールを突っ切り電柱に衝突し、車外に放り出された。
40301

10～

29

1999 7

4

～

5

タクシー乗務中、交差点内でトラックと衝突した。 40201

100

～

299

1999 7

15

～

16

自動車道のトンネルで、乗用車や大型トラックなど計3件の追・衝突事故が

発生し、トラック(冷凍車4t)が事故のためトンネル入り口付近で停車してい

た大型トラック(15t)に追突した。

40301
50～

99

9 軽四トラックにて帰社するために、国道を走行中、前方で信号待ちのため停
10～



1999 6 ～

10

車していた保冷車を発見し、追突を避けるため左ハンドルを切ったところ縁

石に乗り上げ、横転した。

30309
29

1999 7

1

～

2

20tトレーラーに樹脂19tを積載して走行中、峠の下り左カーブを曲がり切れ

ず、道端の林に突入し、横転した。
40301

10～

29

1999 7

4

～

5

10トントラックで高速道路を走行中、前方の大型トレーラーを追い抜こうと

してトレーラー右後部に追突し、はずみで中央分離帯を乗り越えて反対車線

に入り、対向のトラックと衝突し、2台のトラックが炎上した。

40301
10～

29

1999 7

23

～

24

大型トラックで国道を走行中、道路左側の側壁に接触し、その弾みで右側

ガードレールを突き破って約2．5メートル下の畑に転落した。
40301

10～

29

1999 7

16

～

17

2トン保冷車で走行中、センターラインをはみ出して対向の12トン大型貨物

自動車と正面衝突した。
80101 1～9

1999 7

11

～

12

荷を積んだ冷蔵冷凍車で走行中、交差点を右折するため停止していたトレー

ラーの後部に衝突した。
40301

30～

49

1999 7

2

～

3

国道をトラック(13．7t)で走行中、右カーブ(下り約4％勾配)になっていると

ころで、スピードの出しすぎと降雨のためハンドル操作を誤り、対向車線側

のコンクリート壁に衝突し、その反動で運転手が車外へ放り出され車輪に頭

部をひかれた。

40301
10～

29

1999 1

11

～

12

伐倒木を運搬作業中、坂の途中で凍結と積雪のためトラックが立ち往生した

のでチェーンを取りに行き、帰ってみたところトラックが約6．6メートル後

方の橋の下に転落しており、別ルートで伐倒木を運搬していた者が下敷きに

なっていた。

30109
10～

29

1999 7

5

～
10tタンクローリーに塩酸を積んで、国道を走行中、対向の4t保冷車と衝突

し、タンクローリー車は歩道に乗り上げ、街路樹をなぎ倒して停車した。
40301

100

～



6 299

1999 7

3

～

4

トレーラーで、ホイールクレーンを運搬中、国道交差点で信号待ちで停車し

ていた軽トラックに追突し、さらに前に止まっていた大型トラックに追突し

て炎上した。

40301
10～

29

1999 7

13

～

14

10トントラックで走行中、前方の確認が遅れて、トラックに追突し、追突さ

れたトラックもさらに前方の車両に追突し、計5台の玉突き事故となった。
40301

100

～

299

1999 6

23

～

24

金属片を積んだ大型トレーラで走行中、道路左側のガードレールを突き破っ

て約5メートル下の雑草地に転落した。
40301

10～

29

1999 7

3

～

4

加工した惣菜を販売するため卸売市場に向って保冷車を運転中、センターラ

インを越えて走行してきたトラックと衝突した。
80109

10～

29

1999 7

12

～

13

石膏を運搬するため、10tトラックで会社を出発したが、町道で橋の柱に激

突してトラックが横転した。
40301 1～9

1999 5

17

～

18

林業作業現場から社有車で帰宅途中に、国道を横切ろうとしたところトラッ

クと衝突した。
60209 1～9

1999 1

11

～

12

2tトラックで走行中に渋滞のため停車していたところ、後方から来た4tト

ラックに追突され、前にいたタンクローリー車との間に4tトラックが挟まれ

た。

40301
30～

49

1999 4

4

～

5

自転車で市場内に配達した帰りに、交差点を信号が赤にもかかわらず進入し

たため、進行中のトラックにはねられた。
80109

10～

29

1999 7

18

～
国道を普通貨物車で走行中、左カーブにおいて対向車線にはみ出し、対向の

10トントラックに衝突した。
80201 1～9



19

1999 6

2

～

3

国道を走行中、信号待ちで止まっていた車に気づくのが遅れ、前方のトラッ

クに衝突し、その際運転席とハンドルとの間に挟まれた。
40301

10～

29

1999 7

15

～

16

4tトラックで残土を上流へ運ぶ途中、路上にある倒木を取り除くため坂道に

トラックを止めて降車し倒木を見ていたところ、トラックが坂道を後退し始

め、約20メーター後方の側溝内で作業していた者に激突した。

30106 1～9

1999 6

11

～

12

軽トラックで走行中、県道の左カーブで荷台右側のあおりが開いたため、荷

台に座っていた者が転落した。
10103 1～9

1999 6

3

～

4

4tトラックで国道を走行中、対向車線を走行していたトレーラーが自損事故

の車輌に接触し、その弾みで中央分離帯のガードレールを突き破ってきてト

ラックに激突した。

40301

100

～

299

1999 6

9

～

10

交差点で、信号待ちで右折車線に停車していた乗用車3台の最後尾にいたと

ころ後ろから来た大型ダンプに追突されて、対向車線を突っ切り、道路脇の

送電線鉄塔支柱に激突した。

30201

100

～

299

1999 5

5

～

6

50ccバイクで走行していて、交差点でゴミ収集トラックと衝突した。 170209
30～

49

1999 6

0

～

1

修理車にクレームがついて工場にもっていくため県道を走行中、対向の大型

トラックが中央線を越えてきて、正面衝突した。
11701

10～

29

1999 6

15

～

16

3tトラックで配達集荷をしながら営業所へ戻る途中、対向車線にはみ出し、

対向の11t大型貨物車と正面衝突した。
40301

30～

49

1999 6

0

～
国道を15tトラックで走行中、センターラインを越え、対向のトラック2台と

相次いで衝突した。
40301

10～

29



1

1999 6

22

～

23

プレハブ住宅の枠組みを大型トラックで運送中、道路前方をふさいで止まっ

ていたトレーラーに衝突した。
40301 1～9

1999 6

9

～

10

トラックにトイレットペーパーを積込み市道を走行中、道路右側の市営温水

ポンプ小屋に衝突した。
40301

10～

29

1999 6

22

～

23

10トントラックで国道を走行中、交差点で赤信号のため停車していたトラッ

クに時速約60kmで追突した。
40301

10～

29

1999 6

23

～

24

2トントラックで国道を走行中、センターラインをオーバーし、対向の15ト

ン車と正面衝突した。
40301

10～

29

1999 6

2

～

3

重量3tの鞄を大型トラックに積み走行中、休憩予定場所の高速道路SAの出口

付近で、事故渋滞の最後尾のトラック後部に接触し、弾みで路肩側のガード

レール等に衝突した。

40301 1～9

1999 5

16

～

17

給油作業を済ませて軽貨物自動車で県道を時速50キロメートルで走行中、中

央線を越えたため、対向の車と正面衝突した。
80204 1～9

1999 6

3

～

4

海外旅行の手荷物の配送を終了してトラックで国道を走行中、前方を時速約

20km／hで走行していた大型貨物自動車に追突した。
40301

30～

49

1999 6

16

～

17

軽ワゴン車で店に戻るため国道を走行中、緩い左カーブにさしかかったとこ

ろセンターラインを超えて対向車線にはみ出し、対向の路線バスと正面衝突

した。

80209 1～9

1999 6

10

～
鉄塔建設現場から工事用敷鉄板を回収してトレーラーで国道を走行中、下り

左カーブを曲がりきれずに横転し、反対車線のガードレールに激突した。
40301

50～

99



11

1999 3

0

～

1

建設現場へクレーン検査のテストウェイトを運搬して、時間待ちのため一時

停止をしてエンジンをかけたままサイドブレーキを引かずに降車したとこ

ろ、道路の勾配のためにトラックが動き出し、電柱との間に頭部を挟まれ

た。

40301
10～

29

1999 4

4

～

5

国道を走行中、交叉点で信号待ちのため停車していた10tトラックに追突、

炎上した。
40301

10～

29

1999 1

2

～

3

荷物を普通トラックに積載して国道を走行中、気温がマイナス4℃～5℃で路

面が凍結していたため、カーブを曲り切れずにスリップして反対車線に突っ

込んで行き、前方から来た大型トラックに正面衝突した。

40301
30～

49

1999 1

3

～

4

自動車工場から22．5tのトレーラーに自動車用エンジンを載せる金属製の空

パレット約60個(重量3t)を積んで帰る途中、高速道路で前走の車両に追突し

た。

40301
10～

29

1999 2

21

～

22

高速道路を7トン貨物自動車で走行中、前方にトレーラーがスリップ事故で

道路をふさいでいたのに気づくのが遅れ、トレーラーの後方に追突し、さら

に、そのはずみで追越車線にはみだし、後方からのトラックに追突された。

40301
10～

29

1999 2

9

～

10

帰りの荷物を積込むため4tトラックで走行中、自然渋滞中の前方車輌に追突

したのち左側の壁に追突し、さらにもう1台前の車輌に追突した。
40301 1～9

1999 2

5

～

6

原付バイクで朝刊を配達するため走行中、交差点内で貨物自動車と衝突し

た。
80205

10～

29

1999 3

5

～

6

車で走行中、信号無視で左側より進入してきたトラックに衝突され、その衝

撃で対向車線で右折待ち停車していた大型車に追突し、車に閉じ込められ

た。

40301
10～

29

0
4tトラックで走行中、信号機の設置されていない交差点内で、一時停止を 10～



1999 5 ～

1
怠った4トントラックが突入してきて衝突された。

40301
29

1999 1

1

～

2

トラックに荷物を積み込んで国道を走行中、交差点で赤信号のため停車中の

キャリアカーに追突した。
40302 1～9

1999 6

16

～

17

夕刊の配達のため自転車に乗って道路を横断しようとしたときに、後方より

走行してきた2t積みトラックにはねられた。
80205

50～

99

1999 5

7

～

8

荷を運んでいた2トンのトラックが、渋滞中の車の列に追突した。 40301
10～

29

1999 6

2

～

3

トラックでパーキングエリア付近を走行中、後続のトラックに追突され、暴

風壁に激突し横転した。
40301

30～

49

1999 2

2

～

3

朝刊の配達で国道をオートバイで走行中、後方から2tトラックに追突され

た。
80205

30～

49

1999 5

11

～

12

配送を終えて会社に戻る途中、赤信号で停車しかけた前のトラックに追突し

た。
40301

10～

29

1999 5

3

～

4

建材を積載したトラックで走行中、赤信号で停車していた大型トラックに追

突した。
40301 1～9

1999 6

3

～

4

大型トレーラが停車中の2台のトラックに追突した弾みで大型トレーラに積

んでいた鋼材約100本のうち約30本が路上に落ち、うち1本がトラックの運

転席を破って運転者の頭部に当たった。

40302
10～

29

12 高速道路の補修工事において、交通規制用器材の積込が完了し現場を離れよ 100



1999 5 ～

13

うとしていたときに、走行してきた3トンの保冷車が停車していた標識車に

追突し、そのはずみで交通規制要員5名が標識車にはねられた。

170201 ～

299

1999 5

4

～

5

荷物をトラックで輸送中、赤信号で停車中のトラック3台の最後尾の大型ト

ラックに追突した。
40301

10～

29

1999 5

14

～

15

配達先に荷を卸したのち、店に向かっている途中のトラックが、中央分離帯

の川に架かる橋の手前の柵の無い部分から川に転落した。
40301 1～9

1999 5

14

～

15

道路工事で出た土を10tダンプカーに積んで町道を走行中、下り坂左カーブ

の途中で道路右側のガードレールを突き破って約13m下の線路に転落、横転

し、さらに約24m下の国道に転落した。

30199 1～9

1999 5

16

～

17

会社所有の軽トラックで社長を乗せて県道を走行中、中央線を越えてきた乗

用車と正面衝突し、運転者が死亡した。
30202 1～9

1999 5

18

～

19

2トントラックに故紙を積んで走行中、小雨のため運転を誤りガードレール

を突き破って約3m下の杉林に転落した。
80109 1～9

1999 5

16

～

17

空車の10トントラックで国道を走行中、見通しの悪い急カーブで中央線をは

み出して対向車と正面衝突した。
40301

50～

99

1999 5

1

～

2

2tトラックで工場から新聞を運搬中、国道交差点で信号待ちをしていたとこ

ろへ45tトレーラーが追突してきて玉突き事故となり、前にいた大型車との

間に挟まれて大破した。

40301
10～

29

1999 5

1

～

2

大型トラックに荷物を積んで国道を走行中、前方を走っていた大型トラック

がドライブインに入るため速度を落としたところへ追突した。
40301

10～

29

9
2tトラックで青果を積んで国道を走行中、片側2車線の左側車線を時速40キ 10～



1999 5 ～

10
ロメートルで走行していたトレーラーに追突した。

80109
29

1999 5

13

～

14

軽トラックで工事現場の西側から同一現場内東側の測量場所へ向うため、現

場敷地を出て県道を走行中、信号機のない交差点で右折しようとして対向車

と衝突した。

30109
30～

49

1999 5

18

～

19

15トントラックに荷物を積んで国道を走行中、運転を誤って中央分離帯の

ガードロープを突破し、さらに反対車線側のガードレールを越え約5メート

ル下の浜辺に転落した。

40301

100

～

299

1999 5

4

～

5

ベニヤ板の運送のため10トントラックで走行中、前を走行していたトレー

ラーが急ブレーキで停止したため、ブレーキが間に合わず追突した。
40301

10～

29

1999 4

14

～

15

大型ダンプカーで砂利を運搬して戻る途中、国道の交差点で信号待ちしてい

たトラックに追突した。
40301

10～

29

1999 5

10

～

11

青信号で横断歩道を歩行中、右折してきた10tトラックの右前面ではねら

れ、5mほど引きずられたのち後輪にひかれた。
30103

30～

49

1999 4

13

～

14

車検受代行のため整備の終わった軽トラックで軽自動車検査協会にむけ走行

中、県道で石垣に衝突して炎上し、焼死した。
90109

100

～

299

1999 4

4

～

5

事業用トラックで高速道路をにて走行中、前の車を追い越し車線から追い越

して走行車線に戻ったときに、さらに前を走行していた車に時速約100キロ

で追突した。

40301

100

～

299

1999 4

4

～

5

ダンプトラックで育苗用の粘土を化学肥料製造業者へ納品し、再度土取り場

へ向かうための国道を走行中、前方を走行していたトラクターに追突し、道

路右側の防雪柵に激突した。

20209 1～9

14
乗用車で国道を走行中、対向のタンクローリー車がセンターラインを越えて

100



1999 3 ～

15
きて正面衝突した。

80109 ～

299

1999 3

17

～

18

トラックで国道を走行中、対向車線にはみ出して対向の軽自動車と接触後、

さらに後続の8tトラックと正面衝突した。
40301

50～

99

1999 4

14

～

15

営業活動のためバイクで走行中、信号の無い交差点で軽トラックと衝突し

た。
90101

10～

29

1999 4

16

～

17

3tトラックで活魚を市場へ運送中、ちぎれたタイヤが追い越し車線上にあっ

たので先行の乗用車が急ブレーキをかけ、後続の大型10tトラックは急停止

したが別の大型10tトラックが追突し、さらに3tトラックが追突した。

80109 1～9

1999 4

9

～

10

ワゴン車で走行中、対向車線にはみ出し、対向の大型トラックと正面衝突し

た。
10301

100

～

299

1999 2

21

～

22

原動機付自転車で走行中、左側から出てきた貨物車に衝突され、反動で対向

車線にはみ出したところに走行中の乗用車が衝突した。
11709 1～9

1999 4

10

～

11

国道の道路工事現場で車両誘導をしていたガードマンがトラックにはねられ

た。
170201

30～

49

1999 3

16

～

17

トラックで国道と走行中、センターラインをはみ出して対向の大型トレー

ラーと正面衝突した。
40301

10～

29

1999 4

17

～

18

トラックで貨物を輸送中、渋滞のため停車していた前方の車両に追突した。 40301
50～

99

5 11tトレーラーで荷を引き取りに行くため走行中、下りの左カーブで左側の
50～



1999 4 ～

6

土手に接触し、その反動で対向車線を越えてガードレールを突き破り、高さ

10mの崖から墜落した。

50202
99

1999 1

8

～

9

軽ワゴン車で現場での点検作業を終えて走行中、風にあおられて防音壁に激

突し、さらにその反動で中央分離帯に衝突したため車が炎上した。
11702

10～

29

1999 4

4

～

5

自転車で朝刊配達中、国道後方から来たトラックにはねられた。 80205
10～

29

1999 4

4

～

5

トラックで荷物の積込先に向かう途中、前方を走行していたトレーラーが右

折のため停止していた乗用車に続いて停止したため、避けようとしたが間に

合わず追突した。

40301 1～9

1999 3

6

～

7

10tトラックで高速道路インター付近のトンネル内を時速70キロメートルで

走行中、路線バスが車線変更をしてきたため路線バスと衝突した。
40301

30～

49

1999 4

13

～

14

軽トラックで走行中、対向のトラックがセンターラインを越えて乗用車に接

触正面から衝突してきた。
170209

10～

29

1999 3

4

～

5

中間処理場から最終処分場に廃プラスチックを運ぶため10tトラックで走行

中、前方を走行中の10tトラックの後部に追突し、ハンドルをとられてガー

ドレールに衝突した。

150102 1～9

1999 3

5

～

6

トラックで国道を走行中、センターラインを越え対向の大型トレーラーと正

面衝突した。
80109

50～

99

1999 2

16

～

17

会社近くの駐車場ヘ車を止め徒歩で会社事務所へ戻る途中、赤信号で交差点

に進入してきたワゴン車と青信号により交差点に進入した自社のトラックが

接触し、反動でトラックが路側帯を歩行中をはねた。

11203
10～

29

22 植物市場ヘ花を運搬するため4tトラックで走行中、前方のトラックを追越す



1999 4 ～

23

時に運転を誤って中央分離帯に激突し、その反動で左側のガードレールに衝

突した。

40301 1～9

1999 3

3

～

4

4トントラックで車道を走行中、トラックが横転し死亡した。夜間ので目撃

者はいなかったが、走行車線から追い越し車線へブレーキを踏みながらハン

ドルを右に切った跡、次いで、中央分離帯に平行したブレーキ跡、ハンドル

を左に切って走行車線のガードロープに衝突した跡があった。

40301
10～

29

1999 3

5

～

6

新聞を配送して国道を走行中、中央車線をはみ出して対向車に衝突した。 40301
50～

99

1999 3

5

～

6

トラックで走行中、前方のトラックに追突した。 40301
10～

29

1999 3

4

～

5

国道でガードレールに衝突して立ち往生していた大型トラックが追突し、こ

の大型トラック等を道路脇へ移動させるために交通整理を行なっていたとき

に、後方から来た大型トラックにはねられた。

40301
30～

49

1999 3

16

～

17

消雪設備工事現場において使用した鋼板積んだ2tトラックで国道を走行中、

反対車線に飛び出し、対向の大型トラックと正面衝突した。
30199 1～9

1999 3

13

～

14

雑木の伐木現場において、作業員3名が下り勾配の道路端に停車中のパッ

カー車内で休憩していたところ、運転者が車から降りた直後に車が突然動き

出して約100メートル暴走したうえ、縁石に乗り上げて止ったが、飛び降り

た2名のうち1名が死亡、1名が重傷を負った。

30199 1～9

1999 3

8

～

9

配送のため4トントラック走行中、渋滞で停車中の大型車両最後尾に追突

し、その衝突の反動で後部左側車線に停車していた乗用車にも衝突した。
40301

10～

29

1999 3

18

～

国道維持補修工事において、緩い下りのカーブ部分で車両の誘導を行ってい

たときに大型8トントラックが走行してきたので、道路中央部まで出て合図 170201
50～

99



19 をしたが、トラック運転手の気付くのが遅れてひかれた。

1999 3

1

～

2

帰り荷のトラックが故障したため空車回送中の9トントラックと合流し、

ツーマンで走行していて国道左カーブを曲がりきれず対向車線をはみ出して

店舗に激突、そのまま停車出来ずに隣の店舗側壁に衝突し停車した。(1名死

亡、1名重傷)

40301
30～

49

1999 3

21

～

22

現場での作業を終えて4トンダンプトラックで事務所へ戻る途中、県道でU

ターンしたときに、後続の乗用車と接触事故を起こしたので反対車線の端に

ダンプを停めて路上に散乱した乗用車のガラスの破片を片づけていたとこ

ろ、走行してきた大型トラックにひかれた。

30199 1～9

1999 3

14

～

15

2トントラックに原木2本を積んで走行中、黄信号で交差点に進入したとき

に、反対車線から右折してきた2トントラックに衝突した。
10401 1～9

1999 3

6

～

7

10トントラックに海苔を積載して国道を走行中、停車していた大型トラック

に追突した。
40301

30～

49

1999 3

7

～

8

自動車道のインターチェンジ付近で渋滞の列の最後方にいた乗用車に乗用車

が追突し、さらに後続のトラック等が追突する事故があって大型トラックの

運転者が運転席に胸を挟まれた。

40301
10～

29

1999 2

20

～

21

資材置場から翌日の資材を積み自分のバイクで事務所に戻る途中、信号機の

ない交差点で4トントラックと出会い頭に衝突した。
30209

10～

29

1999 3

0

～

1

国道への管の埋設工事現場で、昼の休憩時間になったので作業場所から約

50m離れた地点の国道を歩行しているときに同僚の運転するトラックにひか

れた。

30199 1～9

1999 2

1

～

2

国道トンネル内のケーブル敷設工事のため、車両通行規制の警備を行ってい

るときに、走行してきた軽自動車が停車の合図を無視して走行してきたた

め、この車と後方に駐車していた自動車との間に挟まれた。

170201
30～

49



1999 3

3

～

4

市場に荷降ろしして国道を走行中、道路左側の道路標識に激突し全身を強く

打った。
40301

30～

49

1999 3

9

～

10

大型トラックでトンネル工事に向かうために走行中、一車線規制で停車中の

大型トラックに追突した。
40301

10～

29

1999 3

7

～

8

飼料配達のため3トントラックで走行中、対向して来たトラックがスピンし

て飛び出して来たため、避けきれずに衝突した。
80109 1～9

1999 2

3

～

4

触媒を積んで15tトラックで、国道を走行中、中央分離帯を乗り越えて、対

向車線わきの民家に衝突した。
40301

30～

49

1999 2

15

～

16

得意先に配達するパンの材料をワゴン車に積み込んで走行中、県道で中央線

を越えてきた対向車に衝突された。
80109 1～9

1999 2

9

～

10

4tトラックで配達のため走行中、バイパスで交通渋滞のために、停車中の最

後尾の大型トラックに追突した。
40301

30～

49

1999 2

0

～

1

バイパスを走行していたダンプが、左カーブのトンネル内で前の普通乗用車

3台を追抜くため反対車線を走行し、トンネルを出たところで、前から来た2

トントラックと正面衝突した。

80102 1～9

1999 2

12

～

13

4tトラックで工場へ製品を納品して国道を帰る途中、対向車線にはみ出した

ため対向の10tトラックと正面衝突した。
40301

30～

49

1999 2

5

～

6

飼料配送のために3tトラックで走行中、県道交差点において、道路右側から

赤色の点滅信号で進入してきた4tトラックと出会い頭に衝突した。
40301

10～

29



1999 2

4

～

5

国道を10トントラックで走行中、対向の4トントラックがガードレールに激

突し、そのはずみで対向車線に飛び出してきたため正面衝突した。さら

に、10トントラックは左側ガードレールを突き破って約8メートル下の河川

敷に転落した。4トントラックの運転手も死亡した

40301

100

～

299

1999 2

2

～

3

4tトラックで走行中、左カーブを終えた付近でセンターラインを越えたた

め、対向の大型トラックと正面衝突した。
40301

10～

29

1999 2

22

～

23

片側2車線の1車線を交通規制にして道路維持工事を実施中、一般車の誘導を

担当していた者が工事車両にひかれた。
170201

10～

29

1999 2

9

～

10

市道を走行中に32トン積大型トレーラーから落下した機体重量12トンのドラ

グショベルに、対向の10トンダンプトラックが衝突した。
30106

10～

29

1999 2

23

～

24

トラックで米を積んで走行中、左側のガードレールを突き破ってトラックと

ともに約10m転落した。
40301

10～

29

1999 2

7

～

8

呉服の展示会に行くため4tトラックで国道を走行中、トンネル内の左カーブ

で対向の10tトラックが道路凍結のためスリップして中央線をはみだしてき

て正面衝突した。

80209
10～

29

1999 2

5

～

6

荷受けのため、11tトラックで走行中、前方の7tトレーラーに追突したた

め、トレーラーに積んでいた鋼管がフロントガラスを突き破ってきて直撃さ

れた。

40301
30～

49

1999 1

10

～

11

土砂運搬のためトラックで県道を走行中、脇見運転していたためインター

チェンジ高架下信号で信号待ちしていた10tダンプトラックに追突した。
40301 1～9

1999 2

2

～ 国道において、普通トラックと大型トラックが正面衝突した。 40301
30～

49



3

1999 2

11

～

12

4台のトラックでダンボールを運搬してその帰路を走行中、先頭の車が前方

の道路工事の誘導員の指示に従い停止したところへ追従して走行していた車

が追突した。

40301
10～

29

1999 2

13

～

14

駐車場等整備工事において、作業箇所の移動のため国道と県道の交差点を歩

行していたところ、後退して来た同僚が運転するダンプトラックにひかれ

た。

30199
10～

29

1999 2

5

～

6

朝刊を自転車で配達中、国道においてトラックにひき逃げされた。 80205
10～

29

1999 2

4

～

5

トラックに荷物を積んで国道を走行中、センターラインをオーバーし、対向

の大型トラックに衝突した。
40301

10～

29

1999 2

16

～

17

トラックで冷凍いわしを配送中、左カーブで反対車線にはみだして右側ガー

ドレールを倒し、さらに水銀灯に衝突し、トラックが横転したため後頭部を

強打した。

40301
10～

29

1999 2

6

～

7

2tトラックで工事現場に向かって走行中、接触事故で縦列停車していた2台

のトラックに追突し、さらに、後続の乗用車が2台相次いで追突してきた。
30201

10～

29

1999 1

8

～

9

2tトラックで空洞コンクリートブロックを現場に配達する途中、国道の交差

点で民家の隣のブロック塀及びプロパンガスボンベに激突したためプロパン

ガスボンベが爆発し、トラック及び民家2棟及びアパートの一部が炎上し

た。

10901 1～9

1999 1

13

～

14

国道をトレーラーで走行中、前方を走行中のポールトレーラーに追突したた

め、ポールトレーラーの積荷の電信柱がフロントガラスを突き抜けてきて当

たった。

40301
10～

29

5
10トンバルク車でサイロへ向かう途中、県道から60～70m下の川へ車両と 10～



1999 1 ～

6
ともに墜落した。

40302
29

1999 1

3

～

4

4tトラックで荷物を運搬中、減速した前方のトラックに追突して火災が発生

し焼死した。
40301

30～

49

1999 1

3

～

4

夜間作業が終了して、会社の小型トラックを運転して帰宅途中、直線道路で

右側の路面がブラックアイスバーンのため路外に飛出し転覆し、その際に車

外に投出されてトラックの下敷きとなった。

30199
30～

49

1999 1

5

～

6

車で走行中、バイパス下り車線で工事用看板を撤去する作業車の後を走行し

ていた誘導車両に追突した。
40301

100

～

299

1999 1

8

～

9

鋼材を運搬してきたトレーラーを工場構内へ誘導するため道路上で後続車の

停車誘導をしていたとき、工場とは関係なく道路上をまっすぐに後退してき

たトレーラーの右後輪に腹部を轢かれた。

11209 1～9

1999 1

10

～

11

大型ダンプで土取場より道路改良工事現場へ運搬のため道を走行中、スペア

タイヤの止め金具が外れてスペアタイヤが路面に落下、これに左後輪を乗り

上げて、右にハンドルを取られたため、路肩のガードレールを突き破り約

20m下の川に墜落した。

40309 1～9

1999 1

5

～

6

トラックで県道の緩やかな下り左カーブで停車していた軽自動車に接触した

ため、軽自動車の運転手と話をするため、運転席を降りて、自分のトラック

の前を確認中、凍結していた路面をトラックが逸走しひかれた。

40301
50～

99

1999 1

5

～

6

軽トラックで新聞の梱包を各支店に配送後、担当地区の各戸配達を行ってい

たとき、軽トラックの運転操作を誤り道路脇の工場の門に激突した。
80205

50～

99

1999 1

14

～

15

電気部品を運び帰る途中、国道交差点で信号待ちしていた大型トラックに追

突した。
40301 1～9



1999 1

1

～

2

タンクローリーが正門を出て市道を約12m進んだところで積雪のためスリッ

プして立ち往生したのでショベルローダーで牽引するため、ワイヤーロープ

を掛けにいってバックしてきたタンクローリーとショベルローダーとの間に

挟まれた。

150102
30～

49

1999 1

9

～

10

プラントから工事現場へコンクリートミキサー車を運転し走行中、センター

ラインを越え、対向の大型トラックと正面衝突した。
40309 1～9

1999 1

8

～

9

山で10トンダンプトラックに土砂を積載し離れた道路拡幅工事現場へ運搬

中、カーブで曲がりきれずにガードレールに激突、車体が左側に横倒しと

なった。

40301
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

https://www.jisha.or.jp/international/topics/202210_31.htmlに戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SIB_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202210_31.html
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